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はじめに 

生物多様性国家戦略は、「生物の多様性に関する条約（以下「生物多様性条約」）」に基づき、生物

多様性条約の各締約国が策定する戦略である。我が国では、1995 年に初めて策定して以降、継続的

にその内容を見直し、2002、2007、2010、2012 年及び 2023 年の計６回に亘り策定を重ねてきた。

なお、2008 年に生物多様性基本法（平成 20 年法律第 58 号）が施行されて以降、生物多様性国家

戦略は同法第 11 条に基づき政府が策定する生物多様性の保全と持続可能な利用に関する基本的な

計画としても位置づけられている。

2022 年 12 月に開催された生物多様性条約第 15 回締約国会議（COP15）第二部において、「愛知

目標」の後継となる生物多様性に関する新たな世界目標「昆明・モントリオール生物多様性枠組」

（以下「新枠組」）が採択された。我が国は、新枠組に対応した「生物多様性国家戦略 2023-2030」

（以下「国家戦略 2023-2030」）を令和５年３月に策定（閣議決定）し、2030 年までに達成すべき

短期目標として、自然を回復軌道に乗せるため、生物多様性の損失を止め、反転させる「2030 年ネ

イチャーポジティブ」を掲げた。なお、生物多様性条約の締約国である 196 の国と地域のうち、新

枠組に沿って生物多様性国家戦略を策定又は改定した国と地域は 2025 年９月末時点で 55 の国と

地域に留まり、我が国における策定はスペインに次いで２か国目である 1。

国家戦略 2023-2030 は、「第１部 戦略」、「第２部 行動計画」の２部から構成されている（図０-

１参照）。第１部では、「2030 年ネイチャーポジティブ」の実現に向けた取組の柱として５つの基

本戦略を掲げ、各基本戦略の下に、2030 年までに達成すべき状態を示す状態目標と、状態目標を

達成するために実施すべき行動を示す行動目標を定めている。この状態目標と行動目標は、生物多

様性条約の下では我が国が新枠組を踏まえて定めた国別目標として位置づけられる。第２部では、

第１部で掲げた行動目標の達成に向け、2030 年度までに取り組む施策を記載している。 

今回の国家戦略 2023-2030 の実施状況の中間評価は、同戦略において、「本戦略の実施状況の点

検・評価に当たっては、国際的な報告・評価プロセスのタイミングを踏まえて、効果的・効率的に

実施することとする。具体的には、グローバルレビューに向けて各国に提出が求められる国別報告

書を作成するタイミングに合わせ、指標や個別施策の実施状況の周期的な点検や、本戦略の中間評

価や最終評価を行う。」とされていることに基づき実施するものである。

「国際的な報告・評価のプロセス」に関しては、令和７年２月に開催された生物多様性条約 COP16

の再開会合において、新枠組の世界的な達成に向けて、その進捗状況を的確に把握・評価するべく、

計 254 個の指標 2を含むモニタリング枠組やレビューの仕組み等について合意された。このレビュ

ーの仕組みの一環として、生物多様性条約の各締約国は、新枠組を踏まえて策定した生物多様性国

家戦略の実施状況について、合意されたモニタリング枠組に基づき、令和８年２月末までに第７回

1 生物多様性条約 COP16 の決定 CBD/COP/DEC/16/1 の Annex I を参照して記載。2024 年 10 月 31 日時点で、新枠組に沿って策定

又は改定した生物多様性国家戦略を生物多様性条約事務局に提出済みの国及び地域と、提出日が記載されている。 
2 生物多様性条約 COP16 の決定 CBD/COP/DEC/16/31 の Annex I において締約国に使用を求めるヘッドライン指標及びバイナリー

（選択回答式）指標の一覧が、Annex II において使用は任意とされているコンポーネント（構成要素）指標及びコンプリメンタ

リー（補完）指標の一覧が示されている。
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国別報告書として報告することが求められている。これを踏まえ、今回の中間評価の構成や評価項

目は、第７回国別報告書への活用を見据えて、同報告書様式に一部対応させている。 

なお、2026 年秋にアルメニアで開催される生物多様性条約 COP17 において、各締約国から提出

される国別報告書等を踏まえ、新枠組の進捗状況を把握・分析するグローバルレビューが行われる

予定である。また、国家戦略 2023-2030 においては、本中間評価やグローバルレビューに関して、

「中間評価・最終評価等を踏まえた指標や個別施策の見直しやグローバルレビューの結果等を踏ま

えた本戦略自体の見直しについても必要に応じて検討する。」とされている。 

 

 
注：「2030 年ネイチャーポジティブ」の実現に向けた取組の柱として５つの基本戦略が掲げられ、基本戦略ごとに 2030 年までに達

成すべき状態を示す「状態目標」と、状態目標を達成するために実施すべき行動を示す「行動目標」が設定され、更に行動目標ご

とに関連施策が掲載されている。 

図０-１ 生物多様性国家戦略 2023-2030 の構成  
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中間評価の構成と実施方法 
 

今回の中間評価は、原則として、国家戦略 2023-2030 の策定日である 2023 年３月 31 日から 2025

年６月 30 日までの期間を対象に行った。 

 

「第１部 ５つの基本戦略と国別目標の進捗状況」では、国家戦略 2023-2030 の「第１部 戦略」

に対応させて、５つの基本戦略（［1］生態系の健全性の回復、［2］自然を活用した社会課題の解決、

［3］ネイチャーポジティブ経済の実現、［4］生活・消費活動における生物多様性の価値の認識と行

動（一人一人の行動変容）、［5］生物多様性に係る取組を支える基盤整備と国際連携の推進）並びに

基本戦略の下に定めた計 15 の状態目標及び計 25 の行動目標（計 40 の国別目標）のそれぞれにつ

いて、以下を踏まえて進捗状況を総合的に評価 3するとともに、主な成果や課題、今後の方針等に

ついてとりまとめた。 

（１）各状態目標及び行動目標の進捗状況を把握するために設定されている関連指標群の推移等。

なお、関連指標には、前述の新枠組の進捗状況の把握・評価のために設定された指標のうち、

ヘッドライン指標の全部と、コンポーネント指標とコンプリメンタリー指標の一部を含む。ま

た、関連指標については、第１部において、各状態目標及び行動目標の「②主な成果や進捗状

況」及び「③主な課題や今後の方針」の項目の文中において山括弧＜＞付きで表記するととも

に、「④関連指標」の項目においてデータをグラフ化する等して示した。 

（２）状態目標については、その達成に向けた状況に関して、2020 年を基準年（ただし、データの

利用可能性に応じて 1～3 年程度前後する。）とする短期トレンドを総合的に評価した「生物多

様性及び生態系サービスに関する総合評価 2028（JBO4：Japan Biodiversity Outlook 4）に向

けた中間提言」（以下「JBO4 中間提言 4」） 
（３）行動目標については、本中間評価における「第２部  行動計画の進捗状況」の内容 

 

「第２部  行動計画の進捗状況」では、国家戦略 2023-2030 の「第２部 行動計画」に対応させて、

行動目標毎に掲げた計 392 の具体的施策について、取組状況、成果、課題、今後の方針等をとりま

とめ、進捗状況を点検した。 

 

「第３部 総括」では、上記の第１部と第２部の結果から国家戦略 2023-2030 全体の進捗状況を

集約して示すとともに、主な成果や今後の課題等について記した。 

 

なお、本中間評価については、2025 年 11 月４日～2025 年 12 月３日にパブリックコメントを実

3 第７回国別報告書の様式に合わせて、状態目標及び行動目標（国別目標）の進捗状況については「達成」、「目標達成に向けて

順調」、「進展したが、その程度は不十分」、「大きな進展なし」、「該当なし／適用不可」、「不明」の６段階で評価を行っている。

なお、「大きな進展なし」の評価としている場合は、状況や取組に進展が見られない場合のほか、目標から後退している場合も

含まれる。 
4 右記 URL 参照。 https://www.env.go.jp/nature/biodiversity/jbo.html 

3



施の上、とりまとめた。  
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第１部 ５つの基本戦略と国別目標の進捗状況 
国家戦略 2023-2030 において「2030 年ネイチャーポジティブ」の実現に向けた取組の柱として

位置付けられる５つの基本戦略、並びに各基本戦略の下に設定されている状態目標及び行動目標（国

別目標）のそれぞれについて、関連指標群の推移等を踏まえた進捗状況の中間評価結果は以下の通

りである。 

 

1. 基本戦略１ 生態系の健全性の回復 

基本戦略１ まとめと評価  

 状態目標は、生物多様性の三つのレベル（生態系、種、遺伝子）に沿って設定され、それぞれの健全

性を回復させることを内容とするところ、生態系及び種のレベルについては、一部の生態系タイプ又は

絶滅危惧種5で改善傾向も見られたものの、全体的には大きな進展はなかった。遺伝子のレベルについて

は現状では評価ができておらず、評価方法の確立が課題である。 

行動目標は、陸域及び海域の30％以上の保全（30by30目標）や希少野生動植物の保護等をはじ

めとする生物多様性を保全する取組とともに、汚染や侵略的外来種、気候変動の影響等の生物多様性の

損失の直接的な要因に対処するための取組を内容とするところ、それぞれ一定の進展があった。 

 

（１） 状態目標 1-1 全体として生態系の規模が増加し、質が向上することで健全性が回復して

いる 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

森林生態系について、コンプリメンタリー指標である＜土地全体に対する森林の割合＞は概ね維

持傾向にある。また、高山帯の自然草原に生育する維管束植物の植被率・種数等が維持傾向にある

ほか、自然林や二次林においては樹木の地上部現存量が増えている。 

陸水域生態系について、＜陸水域生態系（湖沼）モニタリングサイト毎の水生植物の種数＞、＜

陸水域生態系（湖沼）モニタリングサイト毎の淡水魚類の種数＞、＜陸水域生態系（湿原）モニタ

リングサイト毎の湿原植物の種数＞は減少傾向のサイトがある一方で、増加傾向のサイトもあった。

また、＜陸水生態系を構成するガンカモ類の種数＞は概ね維持傾向にある。なお、JBO4 中間提言で

は、主要汚染物質の検出状況等の生息環境は改善傾向にあるものの、湖沼については、富栄養化の

5 環境省レッドリストにおいて絶滅危惧Ⅰ類又はⅡ類と評価されている種。 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

■大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 

5



状況が改善傾向であるとしており、総合的に判断して、進展したが、その程度は不十分（信頼性：

低い）と評価している。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

農地生態系について、＜農地生態系を構成する種の増減率＞は、ニホンアカガエルの卵塊数の増

減率、ヤマアカガエル/エゾアカガエルの卵塊数の増減率、ゲンジボタルの記録個体数の増減率、ヘ

イケボタルの記録個体数の増減率はいずれも減少傾向にあった。なお、JBO4 中間提言では、総合

的に判断して、大きな進展なし（信頼性：低い）と評価している。 

都市生態系について、JBO4 中間提言では、創出された緑地の質を捉えた指標の設定が困難であっ

たため、傾向は不明と評価している。 

藻場生態系について、＜沿岸・海洋生態系（藻場）面積＞は 1 時点のみの指標であり、今後比較

可能なデータを収集することが重要である。＜沿岸・海洋生態系（アマモ場）モニタリングサイト

毎のアマモ場平均被度の変化＞は概ね減少傾向にあり、＜沿岸・海洋生態系（藻場）モニタリング

サイト毎の藻場平均被度の変化＞は増加傾向のサイトがある一方で、被度が 0％になったサイトも

いくつかあり、減少傾向のサイトが目立った。なお、JBO4 中間提言では、モニタリングサイト 1000

における藻場の被度、種組成等はサイトごとのばらつきも大きく、全国的な傾向は不明と評価して

いる。 

干潟・砂浜生態系について、＜沿岸・海洋生態系（干潟）面積＞は 1995 年以降調査が行われてお

らず、今後比較可能なデータを収集することが重要である。＜沿岸・海洋生態系（干潟）を構成す

るシギ・チドリ類の最大個体数の経年変化＞は概ね減少傾向にあり、＜沿岸・海洋生態系（干潟）

モニタリングサイト毎の干潟の底生生物確認種数＞は増加傾向のサイトがある一方で、減少傾向の

サイトもあった。なお、JBO4 中間提言では、干潟・砂浜生態系については、大きな進展なし（信頼

性：低い）と評価している。 

サンゴ礁生態系について、＜沿岸・海洋生態系（サンゴ礁）モニタリングサイトにおけるサンゴ

被度＞は 2020 年以降維持傾向にある。なお、JBO4 中間提言では、サンゴ被度は維持傾向であるも

のの、白化したサンゴを確認した地点の割合が増加傾向にあることから、目標から後退したが、そ

の程度は限定的（信頼性：高い）と評価している。 

生態系ネットワークについては、＜生態系の連続性・生態系ネットワーク指数＞は現時点では解

析中であり、引き続き検討を進める。 

また、生態系全体に関して、ヘッドライン指標である＜自然生態系の面積＞、＜生態系レッドリ

スト＞は算出できておらず、引き続き検討を進める。 

加えて、その他の国別指標として、現存植生図より＜森林生態系面積＞を算出しているが、その

評価上の課題として、2 時点のデータがあるものの、調査方法等が異なることから単純比較するこ

とができないため、今後比較可能なデータの収集について検討する。 

 JBO4 中間提言では、本目標の評価及び達成に向けては、評価に際してのデータギャップへの対

応に加え、多様な主体の参画の下で自然環境を保全・再生・創出する活動の重要性が増していると

6



している。 

 

④ 関連指標 
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（２） 状態目標 1-2 種レベルでの絶滅リスクが低減している 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

ヘッドライン指標である＜レッドリストインデックス＞等は維持傾向にある。JBO4 中間提言で

は、アマミノクロウサギ、トキ、コウノトリといった一部の絶滅危惧種の個体数は回復傾向にあり、

これらの種のレッドリストにおけるカテゴリーは、今後変更される可能性があるとしている。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

ヘッドライン指標である＜レッドリストインデックス＞やその他の指標である＜レッドリスト掲

載種数＞＜レッドリスト掲載種のカテゴリーの変化状況＞は 2020 年以降変化していない。これは

2020 年から 2024 年の間にレッドリストが更新されていないことに起因しており、レッドリストの

更新に向けて現在評価作業を進めている。2025 年から順次公表予定の最新のレッドリストに基づ

き、今後改めて評価を実施する。 

JBO4 中間提言では、本目標の評価及び達成に向けては、絶滅リスク低減に向けた取組とモニタ

リングの実施が引き続き求められるとしている。 

 

④ 関連指標 

  

□達成 

□目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

■大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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（３） 状態目標 1-3 遺伝的多様性が維持されている 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

JBO4 中間提言を取りまとめる過程で、本目標に係る指標データの把握を行った。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

ヘッドライン指標である＜有効集団サイズが 500を超える種内の個体群の割合＞は算出されてお

らず、指標の算出に向けた検討を実施する。 

JBO4 中間提言では、遺伝的多様性については、ヘッドライン指標を含めて経年的な傾向を捉える

指標が不足していることから、傾向は不明と評価している。また、本目標の評価及び達成に向けて

は、経年的な変化の追跡可能性及び評価対象とする種群の代表性を特に考慮した指標開発などの科

学的知見の蓄積とともに、それらに基づいた対応策の実施が求められるとしている。 

 

④ 関連指標 

 

 

 

 

  

□達成 

□目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

■不明 
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（４） 行動目標 1-1 陸域及び海域の 30％以上を保護地域及び OECM により保全するととも

に、それら地域の管理の有効性を強化する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

 保護地域や保護地域以外の場所で生物多様性の保全に資する地域（Other Effective area-based 

Conservation Measures, 以下「OECM」）の広がりについて、ヘッドライン指標である＜保護地域

と OECM の面積割合＞は、陸域では、2023 年 3 月時点では 20.5%であったが、2025 年時点で

21.0％となっている。＜保護地域面積（陸域、海域）＞は陸域において 2020 年以降は増加傾向にあ

る。＜OECM 面積（陸域、海域）＞は自然共生サイト 6の制度が開始され、2024 年度より数値の把

握がなされるようになった。 

保護地域の管理の有効性について、＜公園計画の前回点検から 10 年未満の国立公園地域（計画）

数＞や＜管理運営計画の前回更新または新規策定から 10 年未満の国立公園地域（管理運営計画区）

数＞は毎年一定数あり、＜国立公園において保全・管理に当たる自然保護官等の人数＞は増加傾向

にある。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・国立公園について、2024 年度には、35 か所目の国立公園として日高山脈襟裳十勝国立公園の新

規指定、阿蘇の草原を中心に阿蘇くじゅう国立公園の大規模拡張を行った。また、2021 年度以降、

利尻礼文サロベツ国立公園、富士箱根伊豆国立公園、吉野熊野国立公園において、海域公園地区の

新規指定および拡張を行った。 

・沖合海底自然環境保全地域を適切に管理するため、海山・熱水噴出域・海溝等に存在する特異な

生態系において、画像や環境 DNA 等の解析により、地域指定当初における自然環境の状況に関す

る基礎調査を行うとともに、保護区内の環境変化を把握するためのモニタリング調査を継続的に実

施した。 

・2022 年度より、「30by30 目標」の達成にむけた「30by30 ロードマップ」の各種施策を実行的に

進めるための有志連合として、環境省が産官学民の団体とともに「生物多様性のための 30by30 ア

6「民間等の取組によって生物多様性の保全が図られている区域」として、所管省庁により認定される区域。自然共生サイトから

保護地域との重複を除外した部分を OECM として国際データベースに登録している。法に基づかない任意の認定制度として令和

５年度より環境省が正式に認定を開始。令和７年度４月に「地域生物多様性増進法」を施行し、環境省・農水省・国交省が法に

基づいた認定を開始。 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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ライアンス」を発足した。各主体における 30by30 目標達成に向けた活動の実施を促しており、本

アライアンスへの参加者は 2025 年６月末時点で、1054 者に達した。 

・令和５年度より自然共生サイト認定制度を開始し、2024 年度末までに全国 328 か所を認定した。 

・「生物多様性見える化システム」の運用を 2025 年４月に開始し、保護地域、自然共生サイト、生

物多様性保全上効果的な場所等を地図上で確認できる機能及び自然共生サイトの取組内容等が確認

できる機能を公開した。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

  保護地域や OECM の広がりについて、ヘッドライン指標である＜保護地域と OECM の面積割

合＞は、海域では、保護地域の拡大や OECM の設定に向けた検討を進めているものの、2021 年か

ら変わらず 13.3％となっており、今後目標達成に向けた取組を推進する。＜保護地域面積（陸域、

海域）＞は海域において 2020 年以降変化はなく、今後目標達成に向けた取組を推進する。＜OECM

面積（陸域、海域）＞は数値の把握がされ始めたばかりであり、今後継続的な把握に努める。また、

＜陸域（KBAs）に対する保護地域・OECM 該当面積割合＞、＜海域（EBSAs）に対する保護地域・

OECM 該当面積割合＞は 2020 年以降比較可能な更新値を算出できておらず、今後継続的な数値の

把握に努める。 

 OECM の管理の有効性について、＜自然共生サイト認定後に更新されたサイト数＞は制度が導入

されたばかりでまだ更新事例はなく、今後把握可能となる予定である。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・国立公園について、基礎情報の収集整理を継続するとともに、自然環境や社会条件等の調査及び

土地所有者等との調整を進める。 

 ・沖合海底自然環境保全地域について、今後も継続的なモニタリング調査を実施する。 

・「生物多様性のための 30by30 アライアンス」の参加者に対する取組事例の発信と情報連携によ

り、各主体における 30by30 目標達成に向けた活動の実施を促す。 

・自然共生サイトについて、地域生物多様性増進法に基づく認定を 2025 年度から開始する。早期

に 500 以上の自然共生サイトを認定する。 

・「生物多様性見える化システム」について、自然共生サイトにおける活動やモニタリング記録を入

出力できる機能や、地域ごとの保全目標や現況を確認できる機能等の設計・開発を進める。本シス

テム上の様々な情報を活用しながら、自然共生サイトの認定促進等を図り、ネイチャーポジティブ

な地域づくりの推進に貢献する。 
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④ 関連指標 

  

  

  

  

15
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（５） 行動目標 1-2 土地利用及び海域利用による生物多様性への負荷を軽減することで生態

系の劣化を防ぐとともに、既に劣化した生態系の 30％以上の再生を進め、生態系ネットワー

ク形成に資する施策を実施する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

 劣化した生態系の再生に関係する指標である＜公益的機能の一層の発揮のため自然状況等を踏ま

えて天然林に移行することとされている人工林の面積うち、天然林に移行した人工林の面積割合（累

計）＞、＜自然再生推進法の取組箇所面積＞、＜特に重要な水系における湿地再生割合＞はいずれ

も増加傾向にあり、また、＜都市域における水と緑の公的空間確保量＞についても 2025 年度目標

値である 15.2m2/人には届いていないものの、2023 度時点で 14.2m2/人と増加傾向にあることか

ら、進展が見られる。 

生態系ネットワーク形成については、＜水辺の賑わい創出に向け、水辺とまちが一体となった取

組を実施した市区町村の数＞は増加傾向にあり、特に＜取組方針・目標を定めている「河川を基軸

とした生態系ネットワーク」の数＞は 18 となり 2030 年度目標値である 17 を既に達成しているこ

とから、進展が見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・2025 年３月に、中央環境審議会において今後の環境影響評価の在り方に関する答申が取りまとめ

られ、その中で必要性に言及された「工作物の建替事業に係る配慮書手続の見直し」及び「環境影

響評価図書の制度的な継続公開」を盛り込んだ「環境影響評価法の一部を改正する法律」が 2025 年

６月に成立・公布された。また、同答申では、戦略的環境影響評価の実現や、環境影響評価法や条

例の対象とならない小規模な事業についての事業者の自主アセスメントの推進に向けた取組の必要

性等についても述べられている。 

・森林整備事業等により、間伐、広葉樹林化、長伐期化、針広混交林化、再造林を支援し、地域の

実情に応じた多様な森林づくりを推進している。 

・2024 年 3 月に生物多様性を高めるための具体的な森林管理手法を示した「生物多様性を高める

ための林業経営の指針」をとりまとめ、2025 年 3 月に生物多様性保全の取組に係る PDCA サイク

ル実施を森林経営計画の作成を通じて行うことができるようになるなど取組が進展している。 

・緑が不足している市街地等において、緑化地域制度や地区計画等緑化率条例制度等の活用により

建築物の敷地内の空地や屋上等の民有地における緑化を推進するとともに、市民緑地契約や緑地協

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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定の締結や、市民緑地認定制度や 2024 年の都市緑地法改正により創設した優良緑地確保計画認定

制度（TSUNAG）により、民間主体による緑化を推進している。 

・河川全体の自然の営みを視野に入れ、地域の暮らしや歴史・文化との調和にも配慮し、河川が本

来有している生物の生息・生育・繁殖環境及び多様な河川景観を保全・創出する「多自然川づくり」

や自然再生事業等により、湿地等の再生、魚道整備等による魚類の遡上・降下環境の改善等を推進

している。また、「生態系ネットワーク協議会」等の枠組により、地方公共団体、市民、河川管理者、

農業関係者等の多様な主体と連携し、河川を基軸とした生態系ネットワーク形成の取組による流域

の生態系の保全・創出を推進している。 

・自然再生事業や生態系維持回復事業等を着実に実施している。また、2025 年４月に施行された地

域生物多様性増進法に基づき、民間や地域による生物多様性を回復する活動を自然共生サイトでの

活動として認定し促進している。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

 劣化した生態系の再生について、劣化地の定義の検討や、自然再生事業等の実施を進めたものの、

＜劣化や再生の定義を含め再生割合の計測についての手法を開発＞はなされておらず、ヘッドライ

ン指標である＜再生が行われている面積＞も算出できていない。今後評価に向けて手法開発を推進

する。 

生態系ネットワーク形成については、＜生態系ネットワークの形成に貢献する場所の OECM の

設定面積＞は数値の把握がされたばかりであり、今後継続的な把握に努める。＜緑の回廊の面積＞

は大きな変化がなく、引き続き取組を推進する。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・2025 年６月に成立した「環境影響評価法の一部を改正する法律」の施行に向けた準備を進める。

また、2025 年３月の今後の環境影響評価の在り方に関する中央環境審議会答申等を踏まえて、より

一層効果的な環境影響評価制度の実現が図られるよう、対応を進めていく。 

・引き続き、森林整備事業等により地域の実情に応じた多様な森林づくりを推進する。 

・「森林の生物多様性を高めるための取組」を位置付けた森林経営計画の作成を推進する。 

・緑化地域制度や地区計画等緑化率条例制度等の活用による建築物の敷地内の空地や屋上等の民有

地における緑化を引き続き推進する。市民緑地契約や緑地協定の締結や、市民緑地認定制度や優良

緑地確保計画認定制度（TSUNAG）のインセンティブ充実等により、民間主体による緑化を引き続

き推進する。 

・「多自然川づくり」をより一層推進するとともに、引き続き、地方公共団体、市民、河川管理者、

農業関係者等の流域の主体と連携し、生態系ネットワーク形成による流域の生態系の保全・創出を

推進する。 

・引き続き、自然再生事業や生態系維持回復事業等を着実に実施するとともに、民間や地域を支援

しつつ、生物多様性を回復する活動について地域生物多様性増進法に基づく認定を進めることで、

自然環境や生態系が劣化している場所において、その再生や回復に向けた取組を地域と連携して推
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進する。 

 

④ 関連指標 
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（６） 行動目標 1-3 汚染の削減（生物多様性への影響を減らすことを目的として排出の管理

を行い、環境容量を考慮した適正な水準とする）や、侵略的外来種による負の影響の防止・

削減（侵略的外来種の定着率を 50%削減等）に資する施策を実施する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

 汚染の削減について、＜赤潮発生件数＞は減少傾向にある地点が見られ、＜類型指定水域におけ

る水生生物の保全に係る水質環境基準の達成状況（河川、湖沼、海域）＞も高水準を維持している。

また、＜海岸漂着物等地域対策推進事業における海岸漂着物等の回収量＞は毎年度一定の回収量が

あり、＜海岸漂着物等地域対策推進事業の実施主体数（都道府県）＞、＜海岸漂着物処理推進法の

基本方針に基づく地域計画の策定数（都道府県）＞は高水準を維持し、＜使用済プラスチックの有

効利用＞は増加傾向にある。さらに、＜高度処理実施率＞、＜合流式下水道改善率＞、＜汚水処理

人口普及率＞は増加傾向にあり、進展が見られる。 

 侵略的外来種による負の影響の防止・削減について、ヘッドライン指標である＜侵略的外来種の

定着率＞は増加傾向にはあるものの、現時点では 50％以下に抑えられており、＜ヒアリの定着地点

数＞も 0 を維持している。＜特定外来生物の根絶宣言数＞は増加傾向にあり、＜外来生物法に基づ

く防除の公示・確認・認定件数＞のうち外来生物法に基づく防除の公示件数や＜地方自治体におけ

る外来種に関するリストの作成と条例の策定数＞は増加傾向にあり、また、＜外来生物法に基づく

防除の公示・確認・認定件数＞のうち外来生物法に基づく防除の確認・認定件数は毎年一定数あり、

外来種防除や規制に関する取組の広がりが見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・全国での鳥類鉛汚染のモニタリングを実施するとともに、モデル地域において鉛弾規制の効果測

定、段階的導入の調整を実施した。 

・2018 年に改正された農薬取締法に基づき、水域・陸域の生活環境動植物を対象とする農薬の影響

評価を充実させるとともに、最新の科学的知見を踏まえた既登録農薬の再評価を新たに進めている。

これらの評価に基づき、必要に応じ、生活環境動植物の被害防止に係る農薬登録基準の設定や改定

を進めている。 

・2025 年３月、長期的な農薬ばく露の影響に関する評価の導入について、中央環境審議会水環境・

土壌農薬部会で了承を得た。 

・マイクロプラスチックについては、2019 年に策定したモニタリング手法の調和のための国際的な

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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ガイドラインを 2023 年に改定したうえで、2024 年 5 月にガイドラインに沿ったデータを国内外か

ら収集し可視化するためのデータベース（Atlas for Ocean Microplastics(AOMI)）を公表した。ま

た、マイクロプラスチックが生物生態系に与える影響を把握するために、2021 年から生物生態系影

響のリスク評価手法の検討を開始している。国内のマイクロプラスチック対策については、実態把

握、影響評価や代替素材開発支援に加え、様々な分野の業界団体や関係省庁等と連携しつつ、発生・

流出抑制対策の検討を進めている。 

・短期の海洋生分解性プラスチックに関する技術・安全性評価手法の確立を行い、新素材を開発す

るとともに国際標準化規格への提案、発行までを完了させた。 

・漁具等の漁業分野における海洋ごみ対策として、使用済漁具の計画的処理を推進するための指針

を策定し、海洋に流出した漁具による環境への負荷を最小限に抑制するため、生分解性プラスチッ

ク等の環境に配慮した素材を用いた漁具開発・改良等の支援や漁網のリサイクル推進に対する支援

を行っているほか、海岸漂着物等地域対策推進事業や漁場生産力・水産多面的機能強化対策事業に

よる海洋ごみや海岸漂着物等の回収・処理を推進している。 

・特定外来生物の水際対策強化・初期防除強化について、ヒアリについては、全国の港湾や空港、

植物防疫所といった水際での調査や防除を徹底し、国内への定着を阻止することができている。 

・定着した特定外来生物の対応のための支援について、条件付特定外来生物に指定されたアメリカ

ザリガニ・アカミミガメについては、規制内容や手続きについての普及啓発を行うとともに、防除

の手引きや防除マニュアルを作成し技術的に支援した。「特定外来生物防除等対策事業」交付金によ

り、地方公共団体が主体となって取り組む防除事業を財政的に支援した。 

・奄美大島におけるフイリマングースについて、2024 年９月３日に根絶を宣言した。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

 汚染の削減について、ヘッドライン指標である＜沿岸富栄養化指数＞は算出されておらず、指標

の算出に向けた検討を実施する。＜アオコの発生日数＞は 2020 年以降に低水準となったが近年増

加しており、＜赤潮発生件数＞も地点によっては増加傾向にある。 

 侵略的外来種による負の影響の防止・削減について、ヘッドライン指標である＜侵略的外来種の

定着率＞は、水際対策や初期防除の強化等に取り組んでいるものの、増加傾向にある。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。  

・鳥類鉛汚染について、全国でのモニタリングから汚染の実態把握及び影響評価を進めるとともに、

モデル地域での段階的規制、試行の調整を引き続き実施する。管理捕獲、有害捕獲等への規制の影

響、非鉛弾の確保やその対策の検討も行う。 

・引き続き、生活環境動植物に対する農薬の影響に係る評価を着実に進める。 

・パブリックコメントや関係者とのリスクコミュニケーションの手続等を経て、実効性を担保しつ

つ、長期的な農薬ばく露の影響に関する評価の導入を進める。 

・マイクロプラスチックについては、特に東南アジアやアフリカ、南アメリカ周辺のモニタリング

データが不足している。モニタリングデータの更なる収集に向け、データの利活用の重要性の理解
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促進が必要である。また、マイクロプラスチックの生物生態系への影響については、いまだリスク

評価手法の検討段階であり、引き続き有識者を交えて議論を進めていく予定である。国内のマイク

ロプラスチック対策については、引き続き、実態把握、影響評価や代替素材開発支援に加え、関係

する業界団体や関係省庁等と連携しながら発生・流出抑制対策の検討を進める。 

・長期の海洋生分解性プラスチックの生分解性評価法の ISO7化提案を 1 件以上、安全性試験法の

ISO 化提案を 1 件以上行う。また、新技術・新素材を 1 件以上開発する。 

・漁具等の漁業分野における海洋ごみ対策として、引き続き、海洋に流出した漁具による環境への

負荷を最小限に抑制するため、生分解性プラスチック等の環境に配慮した素材を用いた漁具開発・

改良等の支援や漁網のリサイクル推進に対する支援を行っていくほか、海岸漂着物等地域対策推進

事業や漁場生産力・水産多面的機能強化対策事業による海洋ごみや海岸漂着物等の回収・処理を推

進する。 

・ヒアリについては引き続き水際での調査・防除の徹底により国内への定着を防ぐとともに、国際

連携や新規技術の社会実装を進め、中長期的な侵入リスクの低減を図る必要がある。 

・地方公共団体による特定外来生物防除事業について、引き続き財政的・技術的支援を行い、被害

の拡大を阻止する必要がある。 

・奄美大島のマングースについては、再侵入防止のためのモニタリングを継続的に行う必要がある。

また、沖縄島北部のマングースについても、完全排除間近であることから、集中的な防除を継続す

る必要がある。 

 

④ 関連指標 

  

7 国際標準化機構（International Organization for Standardization）のこと。 
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（７） 行動目標 1-4 気候変動による生物多様性に対する負の影響を最小化する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

 ＜気候変動による生態系影響への調査項目数＞は毎年度一定数あり、＜サンゴ礁生態系保全に資

する取組の数＞や＜海面上昇等の影響にも適応可能となる順応的な砂浜の管理が実施されている海

岸の数＞はいずれも増加傾向にあり、進展が見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・気候変動の影響に関する分野別ワーキンググループを開催し、次期気候変動影響評価に向けた科

学的知見の収集・整理や重大性評価の尺度等に関する検討を行った。 

・2024 年に「モニタリングサイト 1000 第 4 期とりまとめ報告書概要版」を公表し、国立公園等の

保護地域を含む自然生態系への気候変動の影響についてとりまとめた。また、「生物多様性分野にお

ける気候変動への適応」のパンフレットを用いて、適応策の実施における生物多様性への負の影響

の回避・最小化を含め、適応策の考え方等について普及を図っている。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

 関連指標に関しては特に課題は見られないが、引き続き継続的な数値の把握に努める。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。  

・2025 年度に予定している次期気候変動影響評価に向けて検討を進める。 

・引き続きモニタリングサイト 1000 を通して、国立公園等の保護地域を含む自然生態系への気候

変動の影響の把握を行う。また、気候変動の影響を含め複合的な要因による生物多様性の損失及び

劣化に対しては更なる対応が求められ、効果的な保護地域・OECM の設定・管理強化等の各種施策

を通じて引き続き生物多様性の保全に取り組む。 

 

 

 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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④ 関連指標 
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（８） 行動目標 1-5 希少野生動植物の法令に基づく保護を実施するとともに、野生生物の生

息・生育状況を改善するための取組を進める 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

＜絶滅危惧種のうち「国内希少野生動植物種」に指定されている種の割合＞は増加傾向にあり、

進展が見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・「環境省第５次レッドリスト」について、評価作業が終了した一部の分類群（植物・菌類）につい

て、2024 年度末に公表した。また、絶滅の危険度や法規制による対策効果等を勘案して種の保存法

に基づく国内希少野生動植物種への指定を推進し、2025 年６月時点で、計 458 種を指定済みであ

る。 

・保護増殖事業について、それぞれの種の特性や生息・生育状況を踏まえ、地方公共団体や保全団

体、研究者、動植物園等と連携し、2025 年 6 月時点で 79 種・亜種を対象に 58 計画策定している。 

・2024 年 10 月に、モニタリングサイト 1000 による 20 年間の調査結果をとりまとめ、普通種の現

状及び経年変化について公表した。 

・環境指標となりうる代表的な昆虫類を選定した「都市緑地・里地里山の良好な環境に見られる指

標昆虫全国 20 選」及び地方版を選定し、その基礎的な情報を整理した。これらの指標昆虫を自然

共生サイトの生物多様性の価値のモニタリングに活用できるよう、モニタリング手法を開発し、そ

のマニュアルや動画等を作成した。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

＜保護増殖事業により生息・生育状況が改善されて事業を完了した種数＞は現時点では 0 種であ

るが、生息・生育状況の改善を図ることで複数の種において絶滅のおそれが低減しており、これら

の種を中心に保護増殖事業が完了する事例の創出を目指している。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。  

・環境省第５次レッドリストについては、引き続き評価作業の終了した分類群から、順次公表する。 

・2025 年 6 月に公表された「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律施行状況評

価報告書」の指摘等も踏まえて、保護増殖事業完了の考え方について検討する必要がある。 

・引き続き、モニタリングサイト 1000 により、普通種を含めた定量的な調査を継続していく。 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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・指標昆虫のモニタリングマニュアル等の普及啓発を図る。 

 

④ 関連指標 
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（９） 行動目標 1-6 遺伝的多様性の保全等を考慮した施策を実施する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

＜遺伝子組換え生物による生物多様性影響の発生件数＞は 0 件を維持している。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・カルタヘナ法の適切な施行については、現状、我が国において遺伝子組換え生物等の使用等によ

る生物多様性影響の発生は報告されていない。ゲノム編集技術を利用して得られた生物であってカ

ルタヘナ法の規制の対象とならない生物の使用等についても、当該使用等に関して収集した情報に

おいて、生物多様性影響のおそれがある案件についての報告はない。また、カルタヘナ議定書の情

報共有プラットフォームであるバイオセーフティクリアリングハウス BCH に対応する国内のホー

ムページとして、日本版バイオセーフティクリアリングハウス J-BCH を運用しており、議定書や

国内法に関する情報、国内で使用が承認された遺伝子組換え生物のデータベース等を提供している。 

・保護増殖事業対象種のうち、生殖細胞等の保存がされている動物種は 2022 年時点で 5 種、日本

産絶滅危惧種のうち自生地情報を持つ種の保存数は 2022 年時点で 475 種となっている。植物につ

いては、新宿御苑の種子保存施設としての機能拡充を図るため、国内の専門家からヒアリングを行

い、必要な施設及び設備について導入の検討を行っている。  

 

③ 主な課題や今後の方針 

＜遺伝的多様性の評価に基づき個体群ごとの生息域内保全がなされている保護増殖事業対象種の

数＞、＜保護増殖事業対象種のうち生殖細胞等の保存がされている動物の種又は地域個体群の数＞、

＜日本産絶滅危惧植物種のうち自生地情報を持つ種の保存数（域外保全）＞は数値の把握が始まっ

たばかりであり、今後継続的な把握に努める。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。  

・引き続き、カルタヘナ法の適切な施行や、ゲノム編集技術を利用して得られた生物であってカル

タヘナ法の規制の対象とならない生物についての情報収集に取り組むとともに、これらの施策に関

する普及啓発に取り組んでいくことで、遺伝子組換え技術等を利用して得られた生物による生物多

様性への影響の防止を図る。 

・絶滅のおそれの高い種や個体群に関して、今後、動物については、国立研究開発法人国立環境研

究所、公益社団法人日本動物園水族館協会、大学等関係機関とも連携し、生殖細胞の凍結保存等を

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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進める。植物については、新宿御苑の種子保存施設としての機能拡充を図るため、必要な施設及び

設備について導入の検討を進める。 

 

④ 関連指標 
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2. 基本戦略２ 自然を活用した社会課題の解決 

基本戦略２ まとめと評価  

 状態目標は、健全な生態系から得られる自然の恵み（以下「生態系サービス」）の向上、気候変

動対策と生物多様性保全のシナジー構築・トレードオフ緩和、及び生態系からの負の影響の軽減の

観点から鳥獣被害の緩和等を内容とするところ、いずれも部分的に改善傾向も見られたものの全体

的には大きな進展はなかった。 
行動目標については、生態系が有する機能の可視化や活用の推進のための取組は順調に進捗してお

り、自然を活かした地域づくり、生態系の保全を通じた気候変動緩和・適応、及び野生鳥獣との軋轢

緩和に関する取組にはそれぞれ一定の進展があった一方、再生可能エネルギーの導入における生物

多様性への配慮については大きな進展はなかった。 

 
（１） 状態目標 2-1 国民や地域がそれぞれの地域自然資源や文化を活用して活力を発揮できる

よう生態系サービスが現状以上に向上している 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

JBO4 中間提言では、生態系サービスは総合的に判断して、大きな進展なし（信頼性：低い）と評

価している。なお、生態系サービスは、自然によりもたらされるものであるが、特に供給サービス

や文化的サービスについては人間がそれを利活用する需要があることで発揮されることに留意が必

要である。具体的には、供給サービスについては、人手不足（管理不足）等の社会経済状況の変化

や、気候変動等の複数の要因が複雑に関係していると推察され、評価に困難を伴うが、木材の区分

は増加傾向、淡水や原材料、薬用資源の区分は維持傾向、農産物や特用林産物、水産物の区分は後

退傾向にあるといったように区分によって傾向が異なり、総合的には大きな進展なし（信頼性：低

い）と評価している。また、調整サービスについては 2 時点以上の比較が現状では難しいこと等に

より評価できた機能は気候の調節や災害の緩和、生物学的コントロールと、全体の半数にあたる３

区分に留まり、それらは維持又は後退傾向にあり、総合的には大きな進展なし（信頼性：低い）と

評価している。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

ヘッドライン指標である＜生態系によって提供されるサービス＞については、環境経済勘定－生

□達成 

□目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

■大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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態系勘定（SEEA-EA）に準拠した評価手法を開発中であり、当該手法に基づいた評価を今後実施す

る。 

JBO4 中間提言では、文化的サービスについて、宗教・祭りや観光・レクリエーションの区分は

維持傾向である一方、教育や景観、食文化の区分は後退傾向にあることから、総合的には、後退し

たが、その程度は限定的（信頼性：低い）と評価している。また、本目標の評価及び達成に向けて

は、評価に課題がある項目における指標開発を進めるとともに、あらゆる分野の取組に生物多様性

の保全と持続可能な利用を組み込み、生態系サービスの持続的な享受を実現することが必要として

いる。 

 

④ 関連指標 
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（２） 状態目標 2-2 気候変動対策による生態系影響が抑えられるとともに、気候変動対策と生

物多様性・生態系サービスのシナジー構築・トレードオフ緩和が行われている 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

コンプリメンタリー指標である＜森林の地上部バイオマス量＞並びに国別指標である＜田んぼダ

ムの取組面積＞、＜適切に保全されている海岸防災林等の割合＞及び＜森林の持つ多面的機能を総

合的かつ高度に発揮させる保安林の面積＞については増加傾向にあり、進展が見られた。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

＜自然生態系による炭素吸収量＞については、減少傾向が続いており、今後更なる取組の推進に

努める。＜太陽光発電による土地改変＞については、データを取得できておらず、研究機関等と連

携して今後指標の開発に取り組む。 

JBO4 中間提言では、本目標の評価及び達成に向けては、シナジー・トレードオフ関係の解明や

評価手法の確立を行うとともに、自然生態系による炭素吸収の促進や、自然環境の保全に支障をき

たす形での再生可能エネルギーの導入の抑制等、本目標に強く結びつくような対策の推進が重要と

している。 

 

④ 関連指標 

  

□達成 

□目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

■大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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（３） 状態目標 2-3 野生鳥獣との適切な距離が保たれ、鳥獣被害が緩和している   

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

野生鳥獣との適切な距離の確保については、農林水産業や生態系等に深刻な影響を及ぼす＜ニ

ホンジカ及びイノシシの推定個体数＞は 2020 年以降減少傾向であり、改善傾向が見られた。た

だし、ニホンジカの推定個体数は依然として高い水準にあることに留意が必要である。＜野生鳥

獣に関する感染症により、種の存続を脅かす野生鳥獣の大量死や希少鳥獣への悪影響が確認され

た数＞については 2022 年を除き確認されておらず、低水準が維持されている。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

 鳥獣被害の緩和については、＜全国の野生鳥獣による農作物被害額＞が依然として高い水準であ

るとともに、＜主要な野生鳥獣による森林被害面積＞は 2020 年以降横ばい傾向であり、また、＜

クマ類による人身被害件数＞は増加傾向にあることから、今後更なる取組の推進に努める。 

JBO4 中間提言では、本目標は生物多様性の直接的な損失要因のうち第 2 の危機（自然に対する

働きかけの縮小による危機）との関連も強く、その評価及び達成に向けては、直接要因への働きか

けも含めた更なる統合的な取組の推進が重要となるとしている。 

 

④ 関連指標 

  

□達成 

□目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

■大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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（４） 行動目標 2-1 生態系が有する機能の可視化や、一層の活用を推進する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

生態系が有する機能の可視化に関する指標である＜生態系保全・再生ポテンシャルマップの全国

規模ベースマップのダウンロード数＞については、指標の数値が得られた年が限られるものの、増

加傾向にあり、また、＜生物多様性見える化システムのアクセス数＞については、生物多様性見え

る化システムを 2025 年４月に運用を開始しており、進展が見られる。生態系が有する機能の活用

に関する指標である＜グリーンインフラ官民連携プラットフォームに登録している自治体のうち、

グリーンインフラの取組を事業化した自治体数＞についても、増加傾向にあり、進展が見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・気候変動適応計画において、自然を活用した解決策（Nature-based Solutions, 以下「NbS」）を

適応策としても活用することの意義や調査研究及び地域実装を推進する方針を定め、これらに関

する調査研究を進めた。 

・流域全体での生態系を活用した防災・減災（以下「Eco-DRR」）を推進する目的で 2023 年 3 月に

公表した、Eco-DRR のポテンシャルがあり生態系を保全・再生することが効果的と考えられる場

所を可視化する「生態系保全・再生ポテンシャルマップ」の作成・活用方法の手引きと、全国規

模のベースマップ等を活用して、計画策定等に取り組む自治体等に対する技術的な支援を進めた。  

・グリーンインフラに関する国土交通省の取組をまとめた「グリーンインフラ推進戦略 2023」及び

自治体による取組促進に向けた「グリーンインフラ実践ガイド」を 2023 年に作成し、また 2024

年には企業等による取組や投資促進に向けた「グリーンインフラの事業・投資のすゝめ」を公表

した。グリーンインフラ官民連携プラットフォームの会員数は 2025 年３月末時点で 2,045 会員

となり、2020 年の設立時の５倍まで増加している。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

＜生態系保全・再生ポテンシャルマップの全国規模ベースマップのダウンロード数＞、＜生物

多様性見える化システムのアクセス数＞について、生態系保全・再生ポテンシャルマップ及び生

物多様性見える化システムをそれぞれ 2023 年及び 2025 年に運用を開始したばかりであり、今

後継続的な把握に努める。 

  さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

□達成 

■目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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・気候変動の適応・緩和や、防災・減災、健康等の社会課題の解決に資するためにも、 NbS の基

本的考え方や具体的な取組事例等を取りまとめた自治体・企業向け手引き及び NbS の取組を自

己評価するツールを公表し、普及することで地域実装を進める。 

・「生態系保全・再生ポテンシャルマップ」の作成・活用方法の手引きと全国規模のベースマップ等

を用いて、計画策定等に取り組む自治体等に対する技術的な支援を引き続き進める。 

・グリーンインフラの社会実装に向け、これまでとは段差のついたグリーンインフラの量的拡大・

普遍化を目指す。特に、(i)国民的な機運・理解の醸成、(ii)多様な効果の見える化、(iii)官民の取

組を促進する環境整備、(iv)資金調達の円滑化、(v)新技術・DX の活用、(vi)国際展開の６つを重

点的な柱として、関連施策を強力に推進していく。 

 

④ 関連指標 
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（５） 行動目標 2-2 森・里・川・海のつながりや地域の伝統文化の存続に配慮しつつ自然を活か

した地域づくりを推進する 

 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

自然を活用した地域づくりについて、地方公共団体の取組に関する指標である＜生態系サービス・

包括的福利や文化継承・地域づくり（生態系を活用した防災・減災含む）に関する目標を設定した

生物多様性地域戦略の数・割合＞及び＜地方公共団体における地球温暖化対策の推進に関する法律

施行状況調査において「地域循環共生圏に関する取組を実施している」と回答した地方公共団体数

＞、国立公園の保護と利用の好循環により優れた自然を守り地域活性化を図る「国立公園満喫プロ

ジェクト」の推進に関する指標である＜国立公園満喫プロジェクト地域協議会の設置公園の割合＞、

＜ステップアッププログラム等が策定された国立公園数＞及び＜「国立公園における自然体験コン

テンツガイドライン」8を満たす自然体験コンテンツが存在する国立公園数＞、エコツーリズムに関

する指標である＜エコツーリズム推進全体構想認定数が１以上の都道府県数＞は、いずれも増加傾

向にあり、進展が見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・８地域の国立公園の公園計画において自然体験活動計画を新たに位置づけるとともに、それら公

園計画に基づき地域の協議会により作成された３箇所の自然体験活動促進計画を認定した。また、

国立公園における持続可能なツーリズムと感動体験の提供により、保護と利用の好循環及び地域

活性化を図るため、「国立公園における自然体験コンテンツガイドライン」を活用した各地域の

アクティビティの高付加価値化等を推進している。 

・国立公園の利用拠点の滞在環境の上質化に向けて、地域の協議会により自然公園法に基づく利用

拠点整備改善計画が２箇所で作成され環境大臣の認定を受けるとともに、地域の市町村等により

補助事業に係る国立公園利用拠点計画が 34 箇所で作成されている。両計画に基づく地域の関係

主体による廃屋撤去、まちなみ改善、受入環境整備等の取組を推進している。 

・国立公園満喫プロジェクトの 2021 年以降の取組方針に沿って、同プロジェクトの全国展開を進

めている。 

8 2025 年３月の改定においてガイドラインの名称を「国立公園ならではの自然体験アクティビティガイドライン」に変更してい

る。 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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③ 主な課題や今後の方針 

ヘッドライン指標である＜野生種の持続可能な利用による便益＞及び＜伝統的な職業に従事

している人口の割合＞については、現時点で算出の方法論がないため算出できておらず、引き続

き検討を進める。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。   

・国立公園の公園計画への自然体験活動計画の位置づけを引き続き進めるとともに、地域の協議会

による自然体験活動促進計画の作成を促進する。また、各地域で提供される体験アクティビティ

の高付加価値化や、複数のアクティビティを組み合わせたモデルコースの作成を引き続き推進し

ていく。 

・国立公園の利用拠点の滞在環境の上質化に向けて、地域の協議会による利用拠点整備改善計画の

作成や、地域の市町村等による利用拠点計画の作成を促進し、両計画に基づく地域の関係主体に

よる廃屋撤去、まちなみ改善、受入環境整備等の取組を推進していく。 

・2025 年度末までに国立公園満喫プロジェクトの次期取組方針を策定予定であり、当該方針に基づ

き引き続き国立公園満喫プロジェクトの取組を進める。 

 

④ 関連指標 

  

  

41
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（６） 行動目標 2-3 気候変動緩和・適応にも貢献する自然再生を推進するとともに、吸収源対

策・温室効果ガス排出削減の観点から現状以上の生態系の保全と活用を進める 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

吸収源対策に関係する指標である＜都市公園等の整備面積＞については、2020 年度以降毎年度

一定の進展が見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。   

・気候変動適応計画に係る実施施策のフォローアップを行い、各分野の気候変動適応施策の進捗管

理を行うとともに、地方公共団体が地域の実情に応じた気候変動適応を推進できるよう、研修等

を通じて「地域気候変動適応計画策定マニュアル」を周知した。 

・2024 年の都市緑地法改正により、特別緑地保全地区に係る制度改正及び優良緑地確保計画認定制

度（TSUNAG）の創設を行い、都市の緑地保全及び緑化推進を通じた吸収源対策等の推進を図っ

た。 

・藻場・干潟の保全等における担い手の参画を促す仕組みの検討及び藻場の繁茂面積を高精度かつ

効率的に把握・管理するシステムの開発を推進している。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

吸収源対策に関係する指標である＜森林施業面積＞については、施業地が年々奥地化・高齢級化

していることに加え、労務単価の上昇等もある中、必要な森林施業を確保し、年間平均 70 万 ha と

いう 2030 年度の目標が達成されるよう、森林の集積・集約化の促進やコストの低減等の取組を推

進する。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・2025 年度に実施する気候変動影響評価の結果等を踏まえて、2026 年度に気候変動適応計画の見

直しを行うことを目指す。2025 年度末に「地域気候変動適応計画策定マニュアル」の改定を行う

とともに、研修等を通じて周知を図る。 

・温室効果ガスの吸収源となる都市公園の整備や、改正都市緑地法等に基づく都市の緑地の保全及

び緑化の推進を図っていくとともに、吸収量の算定方法の改善、検証を引き続き実施する。また、

ヒートアイランド対策の推進のため、緑化による地表面被覆の改善等を図る。 

・ブルーカーボン生態系を活用したＣＯ２吸収源の拡大による 2050 年ネット・ゼロの実現への貢

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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献や生物多様性による豊かな海の実現を目指し、引き続き取組を進める。 

 

④ 関連指標 
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（７） 行動目標 2-4 再生可能エネルギー導入における生物多様性への配慮を推進する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

＜バードストライク対策に資するガイドラインの作成や手引きの改定数＞について、２年に１度

程度のペースで作成・改定しており、進展が見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。   

・生物多様性の保全を含め環境に適正に配慮した再エネ促進区域の設定を 56 自治体(2025 年 3 月

時点)が行い、当該促進区域における地域に貢献する再生可能エネルギー事業の導入に向けた地域

脱炭素化促進事業計画が 1 件(2025 年 3 月時点)認定された。 

・再生可能エネルギー発電設備の導入に際しての適切な立地選択に係る内容を含むガイドライン等

の策定に向けた検討を行うとともに、生物多様性等に関する情報を閲覧できる「生物多様性見え

る化マップ」の運用を 2025 年 4 月に開始した。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

＜鳥類にとって風力発電施設設置への脆弱性を示すセンシティビティマップの環境影響評価図書

（風力発電施設）への引用割合＞については、数値の把握が始まったばかりであるため、今後継続

的な把握に努める。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・再エネ促進区域を設定した自治体数及び認定した地域脱炭素化促進事業計画数に定量的な課題が

あるため、認定事業計画数の増加に向けて、引き続き、再エネ促進区域等の設定に向けた自治体

への財政的・技術的支援を実施するとともに、再エネ促進区域制度の活用に関するインセンティ

ブ強化等の更なる対応を検討する。 

・再生可能エネルギー発電設備の導入に際しての適切な立地選択に係る内容を含むガイドライン等

のとりまとめや「生物多様性見える化マップ」のデータの付加・充実を進め、自治体や事業者、

投資家を含めて広く一般に普及を図る。 

 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

■大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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④ 関連指標 
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（８） 行動目標 2-5 野生鳥獣との軋轢緩和に向けた取組を強化する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

＜ニホンザルとクマ類の恒常的に生息する都道府県における特定鳥獣保護管理計画の作成割合＞

及び＜鳥獣被害対策実施隊の隊員数＞については増加傾向にあり、また、＜関係機関が連携して全

国的なサーベイランスや対策等を実施している、生物多様性保全上重要な野生鳥獣に関する感染症

数＞についても各年の目標を達成しており、進展が見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。  

・市町村が作成する被害防止計画に基づく鳥獣の捕獲体制の整備、捕獲機材の導入、侵入防止柵の

設置、鳥獣の捕獲・追払いや緩衝帯の整備、都道府県における広域捕獲、ICT 等を活用した被害

対策技術の開発・普及等を推進した。 

・農林水産業や生態系等に深刻な影響を及ぼすニホンジカ及びイノシシの 2023 年度の捕獲頭数は、

ニホンジカでは 72 万頭となり過去最多だった令和 2021 年度とほぼ同じ水準を維持し、イノシシ

では 52 万頭となり 2022 年度よりやや減少した。 

・ニホンジカ、イノシシ、ニホンザル、クマ類等の特定鳥獣による被害が拡大していることから、

特定鳥獣保護管理計画を作成し、対策に取り組む都道府県は増加傾向にある。ニホンジカ及びイ

ノシシについて第二種特定鳥獣管理計画に掲げた目標を達成出来た都道府県の割合は各年度で大

きくばらつきがあるものの、長期的な傾向としては、ニホンジカでは増加傾向、イノシシでは減

少傾向にある。クマ類について、人の日常生活圏への出没が増加しており、より予防的・迅速な

対応が必要であることから、鳥獣保護管理法を令和７年４月に改正し、市町村長の判断により緊

急的な銃猟を可能とする制度改正を行った。また、マニュアルを改定し出没への備えや出没した

際の対応方針等を整理するとともに、地方公共団体に対してクマ類の出没に対応する体制の構築

に向けた技術的支援を行った。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

＜第二種特定鳥獣管理計画（ニホンジカ及びイノシシ）の捕獲目標を達成した都道府県の割合＞

は、指定管理鳥獣捕獲等事業等により、捕獲の強化を図っていたものの、減少傾向にあり、今後更

なる取組の推進に努める。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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・捕獲従事者の高齢化による捕獲体制の弱体化や、効果的な対策を地域で企画・実施できる人材の

不足等により、対策が十分に実施できていない地域が見られる。そのため、ICT 等を活用した先

導的なスマート鳥獣害対策の普及、PDCA の実践による効果的かつ効率的な捕獲、都道府県が中

心となった広域的な捕獲、集落単位での効率的な侵入防止柵の整備・点検活動の徹底、継続的な

生息環境管理の啓発・効果的な実施等を推進する。 

・2013 年度に掲げたニホンジカ及びイノシシの個体数を 2023 年度までに半減させることを目指す

半減目標の達成に至らなかったことから、目標時期を 2028 年度まで延長した。ニホンジカにつ

いて、人材の育成・確保や ICT の活用を図りつつ、個体数を効果的・効率的に減少させるため、

高密度地域での集中捕獲や県境をまたぐ広域捕獲を推進する。 

・イノシシについては豚熱の発生等により生息数が減少したため、第二種特定鳥獣管理計画で定め

た捕獲目標の達成に影響を与えている。引き続き、特定鳥獣保護管理計画作成のためのガイドラ

インの改定や、地方公共団体に対するクマ類の出没に対応する体制構築等に向けた技術的支援を

行う。さらに、多様な人間活動と自然環境を総合的な視点で捉えたランドスケープアプローチの

促進や、科学的知見に基づく個体数管理の実施、里山の荒廃といった社会課題への解決など長期

的な視点に立ち野生鳥獣との軋轢緩和に向けた実施体制を確保する。 

 

④ 関連指標 
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3. 基本戦略３ ネイチャーポジティブ経済の実現 

基本戦略３ まとめと評価  

 状態目標は、ネイチャーポジティブに資する経済（以下「ネイチャーポジティブ経済」）の実現に向け

た内容であるところ、ESG 投融資の規模拡大と生物多様性分野への資源配分の促進については一

定の進展があり、事業活動全般における生物多様性への正の貢献の増大・負の影響の軽減等、及び

持続可能な農林水産業の拡大については目標達成に向けて着実に歩み始めている。 

行動目標については、企業による事業活動における生物多様性への影響等の情報開示やそれを踏

まえた投融資の推進、保全に貢献する技術・サービスへの支援、及び持続可能な環境保全型の農林

水産業の拡大等に関する取組は順調に進捗しており、ABS9に関する取組には一定の進展があった。 

 

（１） 状態目標 3-1 生物多様性の保全に資する ESG 投融資を推進し、生物多様性の保全に資す

る施策に対して適切に資源が配分されている 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

PRI（責任投資原則）と 21 世紀金融行動原則における＜生物多様性に関連する投融資原則への国

内の署名機関数＞は増加傾向にあり、進展が見られる。 

また、JBO4 中間提言では、生物多様性保全等も資金使途に含まれるグリーンボンド発行金額や

グリーンローン調達金額も増加傾向にあるとしている。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

JBO4 中間提言では、ESG 投融資及び資源配分の両方について、データの収集・蓄積を進めると

ともに、生物多様性保全が主要な用途ではないものの部分的に貢献しているような事例も考慮した

効率的な評価手法を確立することが必要であるとしている。また、同提言では、本目標の評価及び

達成、そしてネイチャーポジティブ経済の実現に向けては、生物多様性関連の投資額や資源配分の

総量を把握するとともに、その拡大を図ることが求められるとしている。 

 

9 遺伝資源の取得の機会（Access）及びその利用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分（Benefit-Sharing）の略称。 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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④ 関連指標 
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（２） 状態目標 3-2 事業活動による生物多様性への負の影響の低減、正の影響の拡大、企業や

金融機関の生物多様性関連リスクの低減、及び持続可能な生産形態を確保するための行動の推

進が着実に進んでいる 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

事業活動による生物多様性への負の影響の低減について、コンポーネント指標・コンプリメンタ

リー指標である＜エコロジカルフットプリント＞のうち国内の事業活動を通した日本全体のエコロ

ジカルフットプリント、コンポーネント指標である＜マテリアルフットプリント＞のうち国内の事

業活動を通した日本全体のマテリアルフットプリントにおいて環境負荷が低減している傾向があり、

進展が見られる。 

事業活動による生物多様性への正の貢献の拡大について、＜環境産業（自然環境保全）の市場規

模＞は増加傾向にあり、進展が見られる。また、経団連自然保護協議会のアンケート結果による＜

生物多様性保全に配慮した製品・サービスを提供している企業の割合＞も増加傾向にある。 

企業や金融機関の生物多様性関連リスクの低減、及び持続可能な生産形態を確保するための行動

の推進について、ヘッドライン指標である＜生物多様性関連のリスク、依存及び影響を開示してい

る企業の数＞を表すものである「CDP を通じた情報開示（森林、水、生物多様性のうち、少なくと

もいずれかについて、環境依存、リスク及び機会の情報開示）をしている企業数」は 2024 年度時点

で 355 社であり、世界各国平均である 30 社程度と比較すると、その 10 倍以上の企業が既に開示に

取り組んでいる。また、経団連自然保護協議会のアンケート結果に基づく「LEAP10への取り組み状

況のうち、A.自然に関連するリスクや機会への対応と情報開示をしている企業数」11は増加してお

り、進展が見られる。加えて、同じく経団連自然保護協議会のアンケート結果も参照すると、＜経

営方針等へ生物多様性を組み込んだ企業割合＞は横ばい又は増加傾向にあり、＜生物多様性に関す

る取組に定量的な目標・指標を設定している企業の割合＞や、自然関連財務情報開示タスクフォー

ス（以下「TNFD」）の開示を行うと表明した＜TNFD アダプター数＞は総じて増加傾向にあり、進

展が見られる。 

 

10 自然との接点、自然との依存関係、インパクト、リスク、機会など、自然関連課題の評価のための統合的なアプローチとして

TNFD により開発。Locate（発見する）、Evaluate（診断する）、Assess（評価する）、Prepare（準備する）の略。 
11 TNFD の提言に基づく自然関連情報開示を行う企業数に包含される。 

□達成 

■目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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③ 主な課題や今後の方針 

事業活動による生物多様性への負の影響の低減に関して現在用いている指標は、国内の事業活動

による総生産量や天然資源の総消費量等から算定しているものであり、実際に環境負荷が生じてい

る地域や、その自然の状況を考慮したものではないこと、また、企業毎の事業活動による生物多様

性への影響を積み上げる形での評価は行えていないことから、国内外の各地域の自然の状況や企業

毎の事業活動の特徴も考慮した指標の開発に取り組む。 

事業活動による生物多様性への正の貢献の拡大について、企業の保全への関与の観点で、現時点

で総合的に傾向を評価できる指標の設定が困難である。なお、自然共生サイトのうち企業が申請者

であるサイトが毎年認定されるなど関連する動きには進展が見られ、こうした企業による貢献を適

切に評価できるよう、価値評価手法の具体的検討を進める。 

企業や金融機関の生物多様性関連リスクの低減、及び持続可能な生産形態を確保するための行動

の推進について、情報開示自体は（とくに TNFD の開示は 2023 年前後から）拡がりつつあるが、

日本の企業全体の中で開示等に取り組んでいる企業数はまだ限定的であり、情報開示している企業

においても戦略面での開示率や成熟度、目標設定と達成状況のモニタリングの仕組み等に関して課

題があることに留意する必要がある。 

JBO4 中間提言では、本目標の評価及び達成に関して、企業や金融機関の行動の推進を総合的に

測る指標がまだ不足しており、今後は評価手法の開発とともに、生物多様性関連の実効性を伴う行

動が、より広い産業分野と、より多くの企業や金融機関に浸透及び拡大していくことが求められる

としている。 

 

④ 関連指標 
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（３） 状態目標 3-3 持続可能な農林水産業が拡大している 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

農業については、＜生物多様性に配慮した農業に取り組む農業者数＞は大きく増加している。そ

の他、有機 JAS ほ場面積が増加傾向にあること、化学農薬使用量（リスク換算）が減少傾向にある

こと等、関連する動きにも進展が見られる。 

林業については、ヘッドライン指標である＜持続可能な森林経営における進捗＞を構成する５つ

のサブ指標のうち、森林の地上部バイオマス量、法的に確立された保護地域にある森林面積の割合、

独立して確認された森林管理認証制度に基づく森林面積はいずれも増加傾向にあり、長期的な森林

管理計画下にある森林面積の割合は 100％を維持している。また、森林面積はほぼ一定に保たれて

いる。木材自給率の推移、我が国における＜森林経営計画等により森林施業を適切に実施する森林

の面積の割合＞、FSC12及び SGEC13の認証面積の推移も増加傾向にあり、関連する動きにも進展

が見られる。 

 水産業については、ヘッドライン指標である＜生物学的に持続可能なレベルの水産資源の割合＞

は最大生産持続生産量（Maximum Sustainable Yield,「MSY」）ベースの資源評価を実施した 2019

年以降は近年になって増加傾向にある。また、＜漁獲量のうち TAC14資源の占める割合＞も増加傾

向にあり、進展が見られる。その他、MSC 認証 15や MEL 認証 16の取得なども増加傾向にあり、関

連する動きにも進展が見られる。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

農業及び林業については、持続可能な生産活動の拡大に向け、引き続きみどりの食料システム戦

略や森林・林業基本計画に基づいて各種施策を推進する。 

12 森林管理協議会（Forest Stewardship Council）のこと。 
13 一般社団法人緑の循環認証会議（Sustainable Green Ecosystem Council）のこと。 
14 漁獲可能量（Total Allowable Catch）のこと。水産資源の保存及び管理のため、水産資源ごとに一年間に採捕することがで

きる数量の最高限度として定められる数量。 
15 海洋管理協議会（Marine Stewardship Council）による認証制度のこと。持続可能で適切に管理されている漁業であることを

認証する「漁業認証」と、流通・加工過程で、認証水産物と非認証水産物が混じることを防ぐ CoC（Chain of Custody）認証の

2 種類の認証から成る認証制度。 
16 一般社団法人マリン・エコラベル・ジャパン協議会（Marine Eco-Label Japan）による認証制度のこと。水産資源の持続性と

環境に配慮している事業者（漁業・養殖業・流通加工業）を対象とする、日本の水産業の特徴を反映した水産エコラベル認証

制度。 

□達成 

■目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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水産業については、関連指標のうち＜漁獲量＞は減少傾向であり、今後更なる取組の推進に努め

る。 

  

④ 関連指標 
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（４） 行動目標 3-1 企業による生物多様性への依存度・影響の定量的評価、現状分析、科学に基

づく目標設定、情報開示を促すとともに、金融機関・投資家による投融資を推進する基盤を整

備し、投融資の観点から生物多様性を保全・回復する活動を推進する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

＜企業に向けた定量評価手法及び生物多様性に関する情報開示方法等に関する情報提供の実施回

数＞は毎年数回の開催があり、継続的に実施されている。また、＜金融機関・投資家に向けた定量

評価手法及び生物多様性に関する情報開示方法等に関する情報提供の実施回数＞は 2025 年より開

始され数値の把握がなされている。さらに、＜企業に向けた定量評価等手法に関するガイドライン

等の発行実績＞、＜金融機関・投資家に向けた定量評価手法及び情報開示等手法に関するガイドラ

イン等の発行実績＞の両方について、ガイドライン等を発行した実績があることから、進展が見ら

れる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・2024～2025 年度にかけて TNFD に約 50 万ドル相当の拠出を実施し、自然データ公的ファシリ

ティ（NDPF）の立ち上げに向けた共同研究や、TNFD スチュワードシップカウンシル（TNFD 運

営委員会）への参加等を進め、開示における国際ルールメイキングに参画してきた。 

・自然資本に根ざした経済が新たな成長につながるチャンスであることを示し、企業や金融機関、

投資家などに実践を促すために関係４省庁で「ネイチャーポジティブ経済移行戦略」を策定した

（2024 年３月）。 

・サプライチェーンにおける生物多様性への影響把握、負荷低減に関する企業の具体的な行動支援

として、データ・ツール等の体系整理や資料作成・広報を進めている。 

・開示・目標設定等に関するワークショップや支援モデル事業等の実施を通じて、ネイチャーポジ

ティブ経営 17に関する能力養成を実施している。TNFD アダプターの日本企業は既に 160 以上に

達している（2025 年６月時点）。 

・TNFD フォーラムメンバー数は 2025 年 6 月時点で日本企業が 311 社となり、国家戦略 2023-

2030 に定めた「国際的なイニシアティブ（自然に関する科学に基づく目標設定（SBTs for Nature,

以下「SBTN」）、TNFD 等）及び国内のイニシアティブ（JBIB、経団連自然保護協議会等）に参加・

17 自社の価値創造プロセスに自然の保全の概念を重要課題（マテリアリティ）として位置づける経営。 

□達成 

■目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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賛同・認定を受けている企業の数又は割合」の 2025 年目標値である 300 社を達成した。 

・地域金融機関による TNFD 提言に基づく情報開示を促進するため、2025 年 3 月 31 日に「TNFD

提言に沿った自然関連情報分析ガイダンス （金融機関向け）-2024 年度版-」を公表した。 

・国土の約 2/3 を占める森林と企業活動との関わりについて、TNFD 開示のフレームワークを踏ま

えて適切な評価・分析を推進するため 2025 年 4 月に「森林に関する TNFD 情報開示の手引き」を

公表した。 

・グリーンボンド等を通じたグリーンファイナンスの拡大に向けて、グリーンプロジェクトとして

整理され得るものを例示したグリーンリストの拡充等を実施した（2025 年７月）。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

関連指標に関しては特に課題は見られないが、取組が始まったばかりのものが多く、今後継続的

な把握に努める。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・日本が技術力で強みを有する技術・ツール等について、TNFD や SBTN、生物多様性及び生態系

サービスに関する政府間科学－政策プラットフォーム（ Intergovernmental Science-Policy 

Platform on Biodiversity and Ecosystem Services, 以下「IPBES」）、ISO/TC33118等のルールメイ

キングの場で発信を進める。 

・調達におけるネイチャーポジティブ配慮指針等（仮称）の検討・策定を行うほか、同配慮指針等

を活用した、官民連携によるネイチャーポジティブなバリューチェーン構築の先行モデルの創出及

び調達を通じたフットプリント低減に向けた検討等を進める。 

・ビジネス分野別の自然関連リスク・機会ロングリスト等の検討・策定を進める。 

・国内外のネイチャーファイナンスの拡大・質の向上を図るための、投融資におけるネイチャーポ

ジティブ配慮指針等（仮称）の検討・策定を行う。また、同指針も活用した、官民連携によるネイ

チャーファイナンスの先行モデルの創出を行う。さらに、ネイチャーフットプリントの開発と金融

セクター向け活用ガイダンス（仮称）の開発支援も進める。 

・「森林に関する TNFD 情報開示の手引き」の普及などを通じて、企業等による森林の多面的機能

の維持・向上への取組を引続き後押しする。 

・地域金融機関向けのガイダンスやグリーンリストの拡充等を継続的に検討する。  

  

18 Technical Committee 331 のこと。「生物多様性に関するすべての組織が持続可能な開発に貢献することを促進するための原

則、枠組、要求事項、ガイダンス及びサポートツールを開発するための生物多様性分野の標準化について検討をすること」をス

コープとして ISO 内に設立された専門委員会。 
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④ 関連指標 
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（５） 行動目標 3-2 生物多様性保全に貢献する技術・サービスに対する支援を進める 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

＜ネイチャーポジティブ経営に資する対面およびオンラインイベント等の実施回数＞は増加傾向

にあり、進展が見られる。生物多様性関連のものに限定されないが、環境技術開発者でも利用者で

もない信頼できる第三者機関（実証機関）が環境技術の環境保全効果等を実証した＜環境技術実証

事業における実証数＞は毎年一定数の実証がなされている。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・ネイチャーポジティブ経済に資する技術普及等を目的としたマッチングイベントの開催（経団連

自然保護協議会/2030 生物多様性枠組実現日本会議（J-GBF）の共催）や、ネイチャーポジティブ

経営推進プラットフォームの新設など、ステークホルダー間の互助・協業の取組を推進している。 

・国際的には、G7ANPE という情報ネットワークにおいて、日本の取組・成果に関する情報発信を

実施している。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

関連指標に関しては特に課題は見られないが、引き続き継続的な数値の把握に努める。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・ネイチャーポジティブ経営推進プラットフォームの登録企業数の増加を図り、活性化を通じた互

助・協業の取組を引き続き推進する。 

・国際的なルールメイキングの場に加え、G7ANPE、ネイチャーポジティブ経営推進プラットフォ

ーム等を通じ、引き続き情報発信を進める。 

 

□達成 

■目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 

60



④ 関連指標 
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（６） 行動目標 3-3 遺伝資源の利用に伴う ABS を実施する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

＜ABS 関連事例の蓄積状況＞は、ほぼ毎年一定の蓄積がある。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・海外の遺伝資源にアクセスする際の留意点、注意点等をまとめた、「遺伝資源へのアクセス手引」

をまとめ、普及啓発に努めている。 

・名古屋議定書の国内担保措置として ABS 指針（遺伝資源の取得の機会及びその利用から生ずる利

益の公正かつ衡平な配分に関する指針）を運用している。その中で見えてきた遺伝資源の取得及び

利用に係る課題について、環境省が主催する「ABS の実施に係る技術検討会」等で共有し議論した。 

・特定の産業や学術分野における名古屋議定書の実施についての事例収集や情報共有を進めている。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

＜NITE バイオテクノロジーセンター遺伝資源国内取得書発給数＞ 19は 2020 年以降減少傾向であ

り、引き続き取組の推進に努める。＜ABS、名古屋議定書、ABS 指針の認知度、理解度（研究者等

向け）＞は 2019 年度から 2025 年度にかけて減少したものの、全体の回答数とともに認知・理解し

ていると回答した数も増加しており、回答者募集式の調査方法の制約によると推測され、評価方法

の改善とともに取組を推進していく。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・遺伝資源の提供国の ABS に関する国内制度を遵守するよう促すため、引き続き遺伝資源取得者

に対して ABS 指針等について普及啓発を行う。 

・引き続き、諸外国の法令や制度等の情報収集・分析を行い、その成果等についてウェブサイトを

通じた情報提供を進める。 

 

 

 

 

19「遺伝資源の取得の機会及びその利用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分に関する指針」（ABS 指針）第５章の規定に基づ

き、2017 年付けで独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE）を認定発給機関として認定している。 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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④ 関連指標 
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（７） 行動目標 3-4 みどりの食料システム戦略に掲げる化学農薬使用量（リスク換算）の低減

や化学肥料使用量の低減、有機農業の推進などを含め、持続可能な環境保全型の農林水産業を

拡大させる 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

ヘッドライン指標である＜生産的かつ持続可能な農業が行われている農地面積の割合＞は、2015

年以降、１～５のスコア中の「4」を維持しており、＜有機農業の取組面積＞は増加している。また、

＜化学農薬使用量（リスク換算）＞、＜化学肥料使用量＞も減少傾向にあり、持続可能な環境保全

型の農林水産業の拡大に向け進展が見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・みどりの食料システム戦略に掲げる、2050 年までに目指す姿や、2030 年目標の実現に向けて、

農林水産大臣を本部長とするみどりの食料システム戦略本部を年 2 回開催し、KPI の進捗管理を行

っている。 

・みどりの食料システム法に基づく取組として、全都道府県で作成された基本計画に基づき、環境

負荷低減に取り組む生産者として、全都道府県で合計 28,000 経営体以上が認定されている（2025

年 5 月時点）。 

・農産物の生産段階における温室効果ガス削減や生物多様性保全に貢献する環境負荷低減の取組を

評価し、星の数でラベル（愛称：みえるらべる）表示し、消費者に分かりやすく伝える「見える化」

の取組を 2024 年から本格運用しており、販売店舗は全国 1000 店舗以上となった。 

・合法伐採木材等の流通及び利用拡大の取組を強化するため、合法伐採木材等の流通及び利用の促

進に関する法律（クリーンウッド法）を改正し、川上・水際の木材関連事業者の合法性確認の義務

化等を措置した（2025 年４月施行）。 

・地域漁業管理機関において、各加盟国等と協力しつつ、脆弱な生態系への影響評価を踏まえた適

切な保存管理措置の導入や実施に取り組んでいる。 

・2023 年度までに TAC 資源を主な漁獲対象とする 11 漁法・資源の大臣許可漁業に IQ (漁獲割当

て)管理を導入した。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

ヘッドライン指標である＜農薬環境濃度及び/又は統合農薬使用量（リスクベース）＞について、

□達成 

■目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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現時点で算出できておらず、2025 年に公表される予定の算出方法の更新版を踏まえて提出可能性

を検討する。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・化学農薬使用量の低減については、2030 年目標を達成しているものの、リスクの低い農薬への切

替等の取組の効果だけでなく、資材費上昇による買い控え傾向も寄与したと考えられることから、

引き続き対策を進めていく必要がある。 

・化学肥料使用量の低減については、今後取組の定着と普及に向けて、国内資源利用の一層の拡大、

施肥低減技術や適正施肥等の取組を推進する。 

・環境負荷低減の取組の「見える化」について、現在は米や野菜等 24 品目を対象にしているが、畜

産物など対象品目の拡大についても検討を進める。 

・改正クリーンウッド法の実効性向上のために引き続き、木材関連事業者等への研修の実施、関係

者との意見交換会の開催、イベント出展等の合法伐採木材等の普及啓発に対する支援を実施する。 

・引き続き、地域漁業管理機関において、科学的な根拠に基づく適切な保存管理措置の導入や実施

に貢献する。 

・IQ 導入後の実施状況等を検証し、移転手続の簡素化など運用面の課題について解決を図る。 

 

④ 関連指標 
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4. 基本戦略４ 生活・消費活動における生物多様性の価値の認識と行動（一人一人の行動変

容） 

基本戦略４ まとめと評価  

状態目標は、社会全体で生物多様性の保全と持続可能な利用を進めていく上で必要な国民一人一

人の価値観の形成と行動変容の促進に関する内容であるところ、消費行動における生物多様性への

配慮については一定の進展があったが、生物多様性を重要視する価値観の形成や保全活動への参画

については大きな進展はなかった。 
行動目標は、生物多様性を重視する価値観を持った人づくりや、生物多様性に正の貢献をする行動を

後押しするための各種取組を内容とするところ、それぞれ一定の進展があった。 

 
（１） 状態目標 4-1 教育や普及啓発を通じて、生物多様性や人と自然のつながりを重要視する

価値観が形成されている 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

＜生物多様性の言葉の認知度＞については、世論調査では 2020 年以降増加傾向にある。ただ

し、世論調査未実施年に補足的に行っているインターネットによる生物多様性認知度調査では

2020 年以降低下傾向にあることに留意が必要である。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

＜自然に対する関心度＞については、世論調査では 2020 年以降低下傾向にある。ただし、世

論調査未実施年に補足的に行っているインターネットによる生物多様性認知度調査では 2020 年

以降増加傾向にあることに留意が必要である。 

＜生物多様性の言葉の認知度＞及び＜自然に対する関心度＞については、調査手法によって回

答の傾向が異なっていたことから、調査対象者の属性や回答環境等の調査手法間の違いも考慮し、

実態把握の精度を高める必要がある。 

また、生物多様性に関する認知・認識についてより深く掘り下げた＜生産と消費が生物多様性

に影響を与えることへの理解度＞、＜生物多様性保全に貢献する認証制度の認知度＞はいずれも

数値の把握が始まったばかりであり、今後継続的な把握に努める。 

JBO4 中間提言では、目標の達成に向けては、国民一人一人の関心・意識を喚起する取組の強

□達成 

□目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

■大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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化が求められるとしている。 

 

④ 関連指標 
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（２） 状態目標 4-2 消費行動において、生物多様性への配慮が行われている 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

選択的消費については、＜週１回以上有機食品を利用する消費者の割合＞は増加傾向にある。 

負荷削減については、コンポーネント指標・コンプリメンタリー指標である＜エコロジカルフッ

トプリント＞のうち国内の消費活動を通した１人あたりのエコロジカルフットプリントや、コンポ

ーネント指標である＜マテリアルフットプリント＞のうち国内の消費活動を通した１人あたりのマ

テリアルフットプリントから環境負荷が低減している傾向が見られる。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

選択的消費については、＜環境に配慮されたマークのある食品・商品を選ぶことを意識している

消費者の割合＞、＜環境に配慮した農林水産物・食品を選ぶ国民の割合＞は減少傾向にある。 

負荷削減については、JBO4 中間提言では、現在用いている負荷削減に係る指標データは、個人の

消費行動の変化だけではなく、社会システムの変化や事業者の努力による貢献も反映している可能

性があることから、個人の選択的消費の結果として負荷がどの程度削減したかを測る指標の開発が

必要であるとしている。 

同提言では、本目標の達成に向けては、国民一人一人の消費行動における生物多様性への配慮が

更に深まるよう取組の強化が求められるとしている。 

 

④ 関連指標 

  

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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（３） 状態目標 4-3 自然環境を保全・再生する活動に対する国民の積極的な参加が行われてい

る 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

モニタリングサイト 1000 里地調査のサイトのうち外来種の防除・駆除活動が行われたサイトの

割合が増加傾向にあり、関連する動きに進展が見られる。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

  ＜生物多様性の保全につながる活動を既に実施している人の割合＞、＜生物多様性の保全につな

がる活動への意向を示す人の割合＞は減少しているが、数値の把握が始まったばかりであり、今後

継続的な把握が求められる。この他、自然や環境を守るためのボランティア活動としての行動者率

も減少傾向にあり、関連する取組を推進する。 

また、本目標に関して、活動への参加による直接的な貢献の他にも寄付による間接的な貢献も考

えられるが、JBO4 中間提言では、寄付については、生物多様性関連の金額の抽出や集計範囲の設

定が難しく、傾向を評価するためのデータの収集・蓄積や指標の開発が必要であるとしている。 

 同提言では、本目標の達成に向けては、活動への参加による直接的な貢献と寄付による間接的な

貢献の両方の行動を促す取組の推進が引き続き求められるとしている。 

 

④ 関連指標 

  

  

□達成 

□目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

■大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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（４） 行動目標 4-1 学校等における生物多様性に関する環境教育を推進する 

① 進捗状況の評価 

 
 

② 主な成果や進捗状況 

＜教職員等環境教育・学習推進リーダー養成研修における教職員等の参加者数＞、＜「体験の機

会の場」利用者数＞は 2020 年度に一度落ち込んだものの、それ以降順調に増加している。＜人材

認定等事業登録制度の登録事業数＞も最近は微増に留まっているが、おおよそ増加傾向にある。ま

た、＜自然共生サイトのうち、学校や園庭のビオトープが認定されたサイト数及び面積＞は増加し

ており、進展が見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・学校や地域で環境教育を実践・推進するリーダー人材の育成、自然体験活動等を提供する「体験

の機会の場」の認定、民間事業者が行う人材認定等事業の登録・公示、環境教育の推進に関する情

報の整備・発信等の取組を着実に推進しており、一部は 2030 年の目標値を達成している。 

・ESD 活動支援センター（全国・地方）をハブとしたネットワークを構築することにより、持続可

能な開発のための教育（Education for Sustainable Development、以下「ESD」）の事例の共有や

情報発信、人材の育成支援などを通じた、地域に根ざした ESD の普及を推進している。 

・環境を考慮した学校施設（エコスクール）の整備を推進するため、関係省庁と連携協力し 、市町

村等がエコスクールとして整備する学校を、「エコスクール・プラス」として、2025 年に 32 校認定

した。20 

 

③ 主な課題や今後の方針 

関連指標に関しては特に課題は見られず、取組が始まって間もないものを含め、今後継続的な把

握に努める。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・人材認定等事業登録制度の登録事業数は微増に留まっており、環境教育等促進法の諸制度の更な

る活用について検討を進める。 

・全国 ESD フォーラムや地方 ESD フォーラム等のイベントを対面・Web の併用で開催しており、

20 1997 年度～2016 年度までは「エコスクールパイロット・モデル事業」と称しており、その期間において合計 1663 校を認定

している。 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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簡易に参加できる Web に比し、対面参加はより明確なモチベーションが影響するため、それらの参

加者の確保、増加が今後の課題である。 

・環境を考慮した学校施設（エコスクール）の整備推進や環境教育の参考になる取り組み事例やア

イデアの横展開等を実施し、引き続き環境負荷の低減や自然との共生を考慮した学校施設の整備を

推進する。 

 

④ 関連指標 
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（５） 行動目標 4-2 日常的に自然とふれあう機会を提供することで、自然の恩恵や自然と人と

の関わりなど様々な知識の習得や関心の醸成、人としての豊かな成長を図るとともに、人と動

物の適切な関係についての考え方を普及させる 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

ヘッドライン指標である＜市街地の中で公共に解放されている緑地や親水空間の平均占有率＞は

2020 年度以降増加傾向にある。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・国立公園、国定公園及び国民公園等において、利用者が安全かつ快適に自然を体験できるよう、

自然環境保全のための整備を行った。また、自然環境の保護と利用の好循環を図り、各地域が固有

の自然資源を磨き上げて、活力のある地域を創出するため、自然公園等の利用に必要な施設の整備

と適切な管理を行うとともに、自然公園等施設の国土強靱化対策を進めた。 

・国立公園等の魅力等に関してホームページやパンフレット等を活用して国内外向けに情報発信し

た。うち国内向け情報発信サイトでは、訪問者（アクティブユーザー）数が 2023 年度から 2024 年

度にかけて 39%増加し、海外向け情報発信サイトの訪問者（ユニークユーザー）数は 2023 年度か

ら 2024 年度にかけて 41%増加した。 

・独立行政法人国立青少年教育振興機構が設置する 28 の国立施設において、自然体験をはじめと

した多様な体験活動を提供した（2024 年度総利用人数約 244 万人）。 

・動物の愛護及び管理に関する法律（1973 年法律第 105 号）において動物愛護週間（９月 20 日～

26 日）が設けられており、国、地方公共団体及び関係団体が協力して、全国各地で各種行事を実施

している。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

＜自然体験教育活動推進事業の実施地域数＞は、毎年継続して行われているものの、増加傾向に

はなく、更なる取組の推進に努める。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・当初の整備から約 30 年が経過し、国立公園、国定公園及び国民公園等の施設の老朽化が進んで

いるため、利用者の安全を確保するために施設改修が必要である。また、少子高齢化や外国人観光

客の増加、国民のメンタルヘルスやウェルビーイングへの関心の高まりなどの社会情勢の変化に伴

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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い、国立公園、国定公園及び国民公園等の利用形態や求められるサービスが変化しており、それら

のニーズへの対応が求められている。また、近年激甚化する災害に対して自然公園等の防災・減災

機能を強化する必要がある。 

・国立・国定公園への誘客の推進等に係る国内外向けプロモーション戦略方針に基づき、国立公園

等の魅力等に関してホームページ、公式 SNS を活用し、また、各種関係機関等と連携して、国内外

向け情報発信を引き続き行う。 

・引き続き、青少年の体験活動の機会と場の提供の充実を図るとともに、より多くの指導者を養成

する。 

・人と動物の共生する社会の実現に向け、引き続き、動物愛護週間を契機に各種行事を実施し、広

く国民に動物の愛護と適正な飼養について理解と関心を深めていく。 

 

④ 関連指標 
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（６） 行動目標 4-3 国民に積極的かつ自主的な行動変容を促す 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

＜MY 行動宣言数の推移＞、＜森里川海プロジェクトに賛同している団体の数＞は 2025 年 5 月

時点でそれぞれ 828 人・808 団体に達している。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・産官学民の発信力をもつステークホルダーからなるプラットフォーム、「2030 生物多様性枠組実

現日本会議（J-GBF）」において、2023 年 10 月からネイチャーポジティブ宣言の呼びかけを開始

し、2025 年 6 月末現在で延べ 952 者、団体が宣言を実施した。 

・J-GBF 行動変容 WG において、消費者・生活者の行動変容を促し得る研究成果等を「行動変容ヒ

ント集」としてとりまとめ、ウェブサイトに掲載し、ネイチャーポジティブに資する商品・サービ

スの展開を支援した。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

関連指標に関しては、数値の把握が始まったばかりであるため、今後継続的な把握に努める。  

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・引き続き、ネイチャーポジティブ宣言を各ステークホルダーに呼び掛けていくとともに、企業と

地域の連携、ネイチャーポジティブ宣言者同士の横連携を促す。 

・ネイチャーポジティブ配慮商品・サービスの価値を見せる売り場づくり等の好事例の創出及び消

費者・バリューチェーン上の企業・他の小売店等への横展開を進める。 

 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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④ 関連指標 
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（７） 行動目標 4-4 食品ロスの半減及びその他の物質の廃棄を減少させることを含め、生物多

様性に配慮した消費行動を促すため、生物多様性に配慮した選択肢を周知啓発するとともに、

選択の機会を増加させ、インセンティブを提示する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

＜家庭系食品ロス量＞は年々減少しており、＜使用済プラスチック（一般系）の有効利用＞の割

合は増加しており、進展が見られる。また、生物多様性に配慮した選択に関係する＜国内における

森林認証面積＞21や＜国際的に通用する水産エコラベルの生産段階認証の認証件数＞は増加傾向に

ある。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・事業系食品ロスは 2022 年度の実績値において半減目標である｢2030 年度までに 2000 年度比５

割減の 273 万トン｣を８年前倒しで達成した。さらなる事業系食品ロスの削減に向けて、2025 年３

月に食品リサイクル法の基本方針において 2030 年までに 2000 年度比で６割減とする新たな目標

を設定した。2025 年３月に食品リサイクル法の省令を改正し、食品関連事業者が食品廃棄物の発生

の抑制を実施するにあたり、未利用食品の寄附、賞味期限の延長、納品期限の緩和等について努力

義務化した。商慣習の見直しを食品関連事業者に呼びかけてきた結果、納品期限緩和を行う事業者

は 339 事業者まで拡大した。 

・普及啓発のみならず、mottECO（モッテコ）、フードドライブ等の具体的な食品ロス削減の行動

を通して、消費者等の行動変容を促進した。 

・フードバンク等に対し、その立ち上げや機能強化に向けた支援、専門家派遣等によるサポートを

実施した。 

・自治体等の支援（計画策定支援、対策事例・手引き等）を通して、地域力を活かした対策を強化

した。 

・プラスチック資源循環促進法に基づき、製品の設計から廃棄物の処理に至るまでの、プラスチッ

クのライフサイクル全般で、あらゆる主体による資源循環の取組を促進した。 

・飲料用 PET ボトルの回収率は９割以上であり、欧米と比較しても高水準で推移している。 

21 森林の生物多様性を高めるための林業経営の指針を踏まえ、2025 年 3 月に生物多様性保全の取組に係る PDCA サイクルの実施

が森林経営計画の作成を通じて行われるものとなり、「森林経営計画等により森林施業を適切に実施する森林の面積の割合」も

「国内における森林認証面積」と同様に生物多様性に配慮した取組を示すものとなっている。 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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・農畜産業においては、廃プラスチックの排出抑制・資源循環利用に向けて、都道府県協議会等の

活動や農業用廃プラスチックリサイクル事業者の現状・問題点等を調査し、課題の整理や優良事例

の発信に努めている。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

＜家庭系食品ロス量＞は減少しているものの、目標に掲げる食品ロスの半減に向け、引き続き取

組の推進に努める。また、生物多様性に配慮した選択に関係する＜国等におけるグリーン購入の実

績＞は、2020 年以降大きな変化がない。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・事業系食品ロスの更なる削減に向け、食品業界における需要予測の精緻化といった DX の推進を

はじめとする新たな技術・仕組みの導入、納品期限の緩和等の商慣習の見直し、食品企業による未

利用食品の寄附等の食品関連事業者の取組を推進する。 

・家庭系食品ロス発生量は 233 万トンであり、半減目標である｢2030 年度までに 2000 年度比５割

減の 216 万トン｣まであと 17 万トンと着実に減少している。家庭系食品ロスの発生要因に応じた効

果的な削減策を更に講じるとともに、消費者等の行動変容を促進し、社会に定着させることが必要

である。 

・引き続き、フードバンク等に対し、その立上げや機能強化に向けた支援、専門家派遣等によるサ

ポートを実施する。 

・自治体等の支援（計画策定支援、対策事例・手引き等）を通して、地域力を活かした対策を更に

強化する。 

・リサイクル事業等の促進のため、プラスチック資源循環促進法に基づく自治体・事業者の認定件

数を増やす活動を継続する。徐々に認定件数は増えているが、まだ十分ではないため、引き続き、

プラスチック資源循環の取組に関係する全体（メーカー・リテイラー・ユーザー・自治体・リサイ

クラーの連携）の支援を強化していく。 

・飲料用 PET ボトル以外の食品容器包装についても、食品等事業者による再生プラスチック利用

拡大等の取組により、食品産業におけるプラスチック資源循環を推進する。 

・農畜産業においては、引き続き排出抑制・資源循環利用に係る実態調査を実施し、優良事例の横

展開を通じた新たなリサイクルの導入等のリサイクル率向上に向けた取組を推進する。 
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④ 関連指標 
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（８） 行動目標 4-5 伝統文化や地域知・伝統知も活用しつつ地域における自然環境を保全・再

生する活動を促進する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

地方公共団体や民間団体等に対して＜生物多様性保全推進支援事業により支援した事業数＞は着

実に増加している。＜自然共生サイトのうち、地域の伝統文化のために活用されている自然資源の

供給の場として認定されたサイト数及び面積＞も増加している。＜ナショナル・トラストによる保

全地域の箇所数及び面積＞は、箇所数に大きな変化はないものの、面積が増加しており、進展が見

られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・2023 年度より自然共生サイト認定制度を開始し、2024 年度までに「伝統工芸や伝統行事といっ

た地域の伝統文化のために活用されている自然資源の場としての価値」を有するサイトとして 30

か所を認定した。 

・国立公園制度 100 周年記念事業の一環として、2031 年までにすべての国立公園において聞き書

き集「国立公園ものがたり」を制作することとし、2024 年度は４つの国立公園において制作した。 

・2022 年度から、地域固有の多様な食文化の保護・継承や輸出促進を目的に、伝統食のデータベー

ス化を推進した。こうした取組の成果として、2024 年度には郷土料理や伝統料理を「月 1 回以上」

食べる国民の割合が 56.1％に達し、食文化の定着が進んでいる。これにより、農山漁村の活性化や

生物多様性の保全にも貢献している。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

ヘッドライン指標である＜先住民及び地域社会の伝統的領域における土地利用の変化と土地所有

権＞については、現時点で算出の方法論がなく算出ができていない。＜地域生物多様性増進法の運

用実績＞のうち地域生物多様性増進活動支援センター数は、2025 年度より地域生物多様性増進法

が施行されたことに伴い数値が把握され始めたばかりであり、今後継続的な把握に努める。  

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・自然共生サイトについて、「伝統工芸や伝統行事といった地域の伝統文化のために活用されている

自然資源の場としての価値」を有する計画を引き続き認定していく。 

・各国立公園における聞き書き集「国立公園ものがたり」の制作を継続し、国立公園に対する地域

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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の誇りや保全意識の向上を引き続き図る。 

・国内では、食の嗜好やライフスタイルの変化により、和食文化や伝統食の継承が難しくなってい

る。共働き世帯の増加等の将来的な社会構造の変化を考慮すると、家庭における子や孫世代への継

承は、現在以上に困難になることが見込まれる。このため、伝統ある優れた地域の食文化を次世代

に継承していくため、各地域・団体で選定された伝統食のデータベース化を推進し、早期の完成を

目指す。 

 

④ 関連指標 
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5. 基本戦略５ 生物多様性に係る取組を支える基盤整備と国際連携の推進 

基本戦略５ まとめと評価  

 状態目標は、国内外における生物多様性保全の基盤整備に向けた内容であるところ、国内の情報

基盤の整備等については目標達成に向けて着実に歩み始めており、世界的な生物多様性保全のための

資金の確保、及び我が国の支援による途上国の能力構築等については一定の進展があった。 

行動目標については、国際協力に関する取組は順調に進捗しており、国内での学術研究の推進や長期

的なモニタリングの実施、地域における計画策定支援、及び国内外での資源動員の強化等に関する取

組にはそれぞれ一定の進展があった一方、国内の現場での取組を支える専門人材の育成等に係る取組

については大きな進展がなかった。 

 
（１） 状態目標 5-1 生物多様性の情報基盤が整備され、調査・研究成果や提供データ・ツールが

様々なセクターで利活用されるとともに、生物多様性を考慮した空間計画下に置き、多様な空

間スケールで様々な主体の連携が促進されている 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

情報基盤の整備と活用について、＜生物多様性地域戦略データベースアクセス数＞は増加傾向で

あり、進展が見られる。＜モニタリングサイト 1000 ダウンロード数・アクセス数＞は 2024 年度に

実態に即すよう算出方法を変更し増加している。＜河川水辺の国勢調査ダウンロード数・アクセス

数＞は増加傾向にあり、進展が見られる。＜自然環境保全基礎調査ダウンロード数・アクセス数＞

は毎年度一定数のアクセス・ダウンロードがあり、2023 年度は特に多い。また、日本における地球

規模生物多様性情報機構（GBIF）データベースへの登録数が増加傾向にあり、関連する動きにも進

展が見られる。 

計画策定については、＜生物多様性地域戦略を策定した地方公共団体の割合＞は増加傾向にあり、

進展が見られる。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

情報基盤の整備と活用について、本中間評価に際しても、国別目標によってはデータや評価手法

の不足が認められたことから、研究機関、研究者及び学術団体、その他関係機関等と連携して、観測

技術・体制の強化を伴いつつ生物多様性に係る観測を継続するとともに、評価手法の高度化や、情

□達成 

■目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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報基盤の一層の充実に取り組む。 

計画策定については、ヘッドライン指標である＜生物多様性保全のための空間計画に含まれる陸

域および海域の割合＞は現時点で算出の方法論がないため、算出できていない。今後評価に向けて

手法開発を推進する。＜生物多様性国家戦略 2023-2030 の策定を踏まえ、生物多様性地域戦略を改

定した地方公共団体の割合＞は数値の把握が始まったばかりであり、今後継続的な把握に努める。  

 

④ 関連指標 

  

  

  

84
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（２） 状態目標 5-2 世界的な生物多様性保全に係る資金ギャップの改善に向け、生物多様性保

全のための資金が確保されている 

① 進捗状況の評価 

 
 

② 主な成果や進捗状況 

  ヘッドライン指標である＜生物多様性および生態系の保全と持続可能な利用に関する国内の公的

資金＞は 2020 年以降増加傾向にあり、進展が見られる。ヘッドライン指標である＜生物多様性お

よび生態系の保全と持続可能な利用に関する民間資金（国内および国際的なもの）＞については

2024 年度から数値の把握を始めた。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

  ヘッドライン指標である＜生物多様性および生態系の保全と持続可能な利用に関する政府開発援

助（ODA）を含む国際的な公的資金＞は 2020 年以降減少傾向にあり、今後更なる取組の推進に努

める。 

JBO4 中間提言では、公的資金、民間資金のいずれについても、生物多様性保全に必要とされる

資金規模に対して、現時点でどれほど資金を確保できているかを評価するための指標の収集・蓄積

が必要であるとしている。また、同提言では、本目標の達成に向けては、生物多様性の保全に必要

な資金の確保が図られることが望まれるとしている。 

 

④ 関連指標 

  

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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（３） 状態目標 5-3 我が国による途上国支援による能力構築等が進み、その結果が各国の施策

に反映され、生物多様性の保全が進められている 

① 進捗状況の評価 

 
 

② 主な成果や進捗状況 

JICA による技術協力や有償資金協力等を通じ、自然環境保全を担う途上国機関の体制強化と人

材育成を進めており、＜自然環境保全を担う途上国機関の体制強化、人材育成人数＞は毎年一定数

の進展がある。＜生物多様性日本基金第２期（JBF2）による支援を受けた国の生物多様性国家戦略

改定数＞が 2023 年から集計され始め、2024 年に増加している。その他、自然環境保全分野の途上

国支援プロジェクト数が 2020 年以降増加傾向にあり、進展が見られる。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

関連指標に関しては特に課題は見られず、データの把握が始まって間もないものを含め、今後継

続的な把握に努める。 

JBO4 中間提言では、本目標の評価及び達成に向けては、各国の施策等への反映について把握を

進めるとともに、引き続き必要な支援の充足に向けて取り組むことが望まれるとしている。 

 

④ 関連指標 

  

 

 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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（４） 行動目標 5-1 生物多様性と社会経済の統合や自然資本の国民勘定への統合を含めた関連

分野における学術研究を推進するとともに、強固な体制に基づく長期的な基礎調査・モニタリ

ング等を実施する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

強固な体制に基づく長期的な基礎調査・モニタリング等について、コンプリメンタリー指標であ

る＜日本における GBIF データ累計登録数＞は、着実に増加している。また、＜水辺の国勢調査の

実施河川数・ダム数＞のうち水辺の国勢調査の実施ダム数は 2020 年以降約 2 倍に増加している。 

生物多様性と社会経済の統合や自然資本の国民勘定への統合を含めた関連分野における学術研究

の推進について、＜環境研究総合推進費のうち生物多様性等に関する実施課題数（累計）＞は増加

しており、＜環境研究総合推進費のうち自然資本の経済価値評価など生物多様性と社会経済の統合

に関する実施課題数（累計）＞もわずかではあるが増加している。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・2023 年 3 月に策定したマスタープランに基づき自然環境保全基礎調査を実施している。これま

での調査結果を用いて 2023～2025 年度に総合解析を実施し、日本全体の自然環境の現状や変化状

況・傾向を分かりやすく体系的に示すため、取りまとめを行っている。 

・モニタリングサイト 1000 について、毎年、全国のモニタリングサイトにおいて定量的な調査を

実施し、調査データや調査報告書を公表している。2024 年には、20 年間の調査結果をとりまとめ

た「モニタリングサイト 1000 第 4 期とりまとめ報告書概要版」を公表した。これらの調査結果は、

国や地方自治体による環境行政、民間企業が行う環境アセスメント調査、研究者の学術論文の作成、

市民団体の教育・普及活動などに活用されている。 

・全国の森林の状態と変化の動向を把握するため、５年を１期として、全国の森林から抽出した定

点において、立木や下層植生等を調査する「森林生態系多様性基礎調査」について、第 6 期（2024

～2028 年度）の調査を実施中である。また、モントリオール・プロセス参加国と協力し、FAO 林

業委員会や東京で開催した国際シンポジウムを通じ、生物多様性の保全における同プロセスの基準

と指標の役割や生物多様性の保全と調和した林業経営とそのモニタリングの重要性について発信し

た。 

・環境研究総合推進費について、2025 年 6 月時点で実施中の研究課題数は 194 課題となっている。

気候変動問題への対応、循環型社会の実現、自然環境との共生、環境リスク管理等による安全の確

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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保等、環境分野のほぼ全領域にわたる研究開発を実施している。 

・2030 年までのネイチャーポジティブの実現に向けた見通しや課題等に関する中間レビュー結果

を JBO4 中間提言として 2025 年中に取りまとめるべく、有識者らにより検討されている。 

・野生昆虫類による花粉媒介サービスのうち、果樹および果菜類における主要な送粉昆虫 10 種群

の識別が可能な AI 画像判別器を開発した。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

強固な体制に基づく長期的な基礎調査・モニタリング等について、＜全国的な自然環境のセンサ

ス調査実施数・範囲（対象生態系と生物分類群）＞、＜長期的かつ定量的な調査を実施する地点数

（モニタリングサイト 1000）＞、＜水辺の国勢調査の実施河川数・ダム数＞のうち水辺の国勢調査

の実施河川数は、維持傾向にあるものの、減少している年もあり、長期的な基礎調査・モニタリン

グ等を構築するためにも、今後も継続してこれらの数を維持もしくは増加させるための取組を推進

する。 

ヘッドライン指標である＜昆明・モントリオール生物多様性枠組のモニタリングのための生物多

様性情報に関する指標＞について、算出できておらず、引き続き検討を進める。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・自然環境保全基礎調査について、マスタープランに基づいて調査を実施しているが、一部の調査

についてはスケジュールどおりに実施できていない。2027 年度に予定している中間評価等を踏ま

えて次期計画の検討を行うことを考えている。 

・モニタリングサイト 1000 について、全国に設置した約 1,000 か所のモニタリングサイトにおい

て、定量的な調査を今後も継続するため、調査員確保や人材育成に取り組んでいく。 

・「森林生態系多様性基礎調査」について、第 6 期の調査を継続して実施する。引き続き、モントリ

オール・プロセスの活動に参加し、持続可能な森林経営及びそのモニタリングに関する議論の中で

生物多様性の保全に資する我が国の知見を共有し、国際的な議論に貢献する。 

・環境研究総合推進費について、2023 年度に終了した 51 課題の事後評価(2024 年度評価実施）は、

全ての課題が S、A 又は B となり 22、上位２段階（S、A 評価）の比率は 96%（49/51 課題）とな

った。2019-2023 年度の実績平均値（93％）と同程度を確保している。引き続き、高い水準を維持

するために研究課題のフォロー等を行う。 

・JBO4中間提言のとりまとめにあたって評価指標の不足が明らかになりつつあることを踏まえて、

2028 年度に予定されている JBO4 本体のとりまとめに資する目的で、研究機関、研究者及び学術

団体、その他関係機関等と連携して、データ解析基盤の開発とともに新たな指標の開発を進める。 

・送粉昆虫の訪花頻度などから果樹・果菜類の着果率を推定するアルゴリズムを構築しており、今

後、開発した画像判別器を利用して、撮影した昆虫の写真から着果率を直接推定する技術の開発を

進める。 

22 評価が高い方から順に S、A、B、C、D の５段階で評価している。 
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④ 関連指標 
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（５） 行動目標 5-2 効果的かつ効率的な生物多様性保全の推進、適正な政策立案や意思決定、

活動への市民参加の促進を図るため、データの発信や活用に係る人材の育成やツールの提供を

行う 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

 主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。なお、本目標については改善傾向を示

す関連指標はない。 

・「生物多様性地域戦略データベース」により、生物多様性地域戦略に係る情報の可視化を図った。 

・「いきものログ」に登録された生物多様性情報を GBIF 等へ継続して共有している。GBIF への累

計データ登録数については 1,112,942 件であり目標を達成している。 

・新たな河川環境情報図の整備や新技術による環境調査などの検討を進めており、環境調査では、

航空写真等を活用した植生図作成や環境 DNA を用いた魚類調査を、河川水辺の国勢調査に導入す

ることを予定している。また、河川生態学術研究など河川環境に関する調査・研究について学識経

験者や各種機関と連携して推進するとともに成果の活用を図っている。 

・海洋生物に関する多様なデータの収集・選別技術やビッグデータ生成・解析技術の高度化を順調

に進めている。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

 ＜市民参加型調査を実施している関係主体（国・地方公共団体、企業・団体、NPO 等）の数＞や

＜生物多様性情報の情報源情報（メタデータ）の登録件数＞は減少傾向にあり、今後更なる取組の

推進に努める。 

 さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・作成した生物多様性地域戦略データベースを維持し、また、その内容を更新し、データベースの

活用を促す。 

・引き続き、GBIF 等への生物多様性情報の共有、「いきものログ」の運営を続け、我が国の生物分

布に関するデータの安定・継続的な収集と把握の促進を継続する。 

・環境情報の把握では多大な労力を要することから、新たな河川環境情報図の整備や新技術による

環境調査の実施などにより、河川環境管理の高度化・効率化を図る。また、河川生態学術研究など

河川環境に関する調査・研究について学識経験者や各種機関と連携して推進するとともに成果の活

□達成 

□目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

■大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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用を図る。 

・様々な取り組みにより海洋生物に関する多様なデータは順調に蓄積されているところであり、今

後は社会課題等のニーズを踏まえて社会実装の在り方などの検討を進め、引き続き社会実装に向け

て研究開発等を取り組む。 

 

④ 関連指標 
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（６） 行動目標 5-3 生物多様性地域戦略を含め、多様な主体の参画の下で統合的な取組を進め

るための計画策定支援を強化する 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

＜生物多様性地域戦略策定の手引き改定＞は 2023 年度に行われた実績がある。また、＜生物多

様性国家戦略 2023-2030 を踏まえた生物多様性地域戦略の策定・改定に際し、技術的支援等を実施

した地方公共団体数＞は 2023 年度以降毎年度一定数あり、進展が見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・地方公共団体が、生物多様性の保全をはじめとする各種地域課題の解決に向け、実践的な生物多

様性地域戦略を策定・改定するにあたり、必要となる情報の提供や専門家派遣等の技術的支援・伴

走支援を行っている。 

・「第六次国土利用計画（全国計画）」を 2023 年７月に策定し、国土利用の基本方針として「健全

な生態系の確保によりつながる国土利用・管理」の方向性を示した。また、「国土利用計画（市町村

計画）策定の手引き」を 2025 年４月に策定し、市町村計画の策定・改定を促進した。さらに、管理

構想について、都道府県、市町村及び地域の各レベルにおいて、策定の支援や人材育成研修の実施

等に取り組んだ。 

・生物多様性に関する会議における、女性の参加比率の向上に努めている。また、オンラインを積

極的に活用するなど検討会等の開催形態や参画方法について配慮している。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

関連指標に関しては、取組が始まって間もないものを含め、今後継続的な把握に努める。  

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・地方公共団体による生物多様性地域戦略の策定数の増加に向けて、技術的支援等を継続する。 

・国土利用計画（都道府県計画、市町村計画）やそれらの実行計画となる管理構想については、取

組意欲の喚起等が課題となっており、引き続き、都道府県及び市町村に対して国土利用計画の策定・

改定を促すとともに、都道府県、市町村及び地域の管理構想の取組の普及促進を図る。 

 ・引き続き、生物多様性に関する会議における女性の参加比率の向上に努めるとともに、検討会等

の開催形態や参画方法について配慮を進める。 

 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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④ 関連指標 
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（７） 行動目標 5-4 生物多様性に有害なインセンティブの特定・見直しの検討を含め、資源動

員の強化に向けた取組を行う 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

 資源動員の強化に向けた取組のベースとなる＜国内における資源動員の算出＞はなされている。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・自然共生サイトを法制化する「地域生物多様性増進法」が 2025 年４月から施行され、自然共生

サイトに対して支援を行った者に対して「支援証明書」を国が発行する制度の本格運用を 2025 年

8 月から開始した。また、土地所有に係る負担軽減については、長期的な保全をし易くするべく、

「生物多様性維持協定」が締結された一定の土地について、相続税・贈与税の評価額を 20％減額す

ることとなった。 

・「昆明・モントリオール生物多様性枠組基金」に拠出を行ったほか、生物多様性日本基金を通じて

生物多様性条約事務局及び国連開発計画への継続的な拠出、また SATOYAMA イニシアティブ国際

パートナーシップ事務局への継続的な拠出を行い、これらの資金を通じ、世界的な生物多様性の保

全及び持続可能な利用を推進した。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

 ヘッドライン指標である＜生物多様性の保全と持続可能な利用を促進するために設けられた正の

インセンティブ＞、＜生物多様性にとって有害な補助金やその他インセンティブの価額＞は算出で

きておらず、引き続き検討を進める。有益な奨励措置の増加と優良事例の情報発信等に取り組むと

ともに、国内の補助金を含む各種奨励措置について生物多様性に有害なものがある場合にはその在

り方の見直しを検討する。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・自然共生サイトについて、国内企業に対する支援証明書制度の制度普及を行うとともに、保全活

動が継続的かつ効果的に行われるためのインセンティブについての検討を行う。 

・我が国からの継続的な拠出を行うべく国民及び関係者の理解促進を図ること、また民間を含めた

全てのソースからの資源動員を推進することが課題であり、今後も、拠出の効果について積極的な

情報発信を推進する。 

 

□達成 

□目標達成に向けて順調 

■進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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④ 関連指標 
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（８） 行動目標 5-5 我が国の知見を活かした国際協力を進める 

① 進捗状況の評価 

 
② 主な成果や進捗状況 

＜生物多様性日本基金第２期（JBF2）により支援した国の数＞、＜生物多様性日本基金を通じ生

物多様性条約事務局が主催した能力構築等の会議開催累積数＞、＜生物多様性日本基金を通じ

COMDEKS（SATOYAMA イニシアティブ推進プログラム）により支援した途上国の数＞、＜GBIF

に対して日本から登録されたデータの累計登録数＞はいずれも増加傾向であり、進展が見られる。 

さらに、主な具体的施策の取組状況や成果は下記のとおりである。 

・国連大学サステイナビリティ高等研究所とともに、SATOYAMA イニシアティブ国際パートナー

シップを推進するとともに、生物多様性日本基金第 2 期（JBF2）を通じて SATOYAMA イニシア

ティブ推進プログラム（COMDEKS）フェーズ４を国連開発計画、経団連自然保護協議会とともに

2023 年に開始し、SATOYAMA イニシアティブの現場におけるランドスケープレベルのプロジェ

クトを推進した。SATOYAMA イニシアティブの参加国数、団体数及び協力活動数はいずれも増加

しており、各国への SATOYAMA イニシアティブの普及が進んでいる。 

・JICA による技術協力を通じ、開発途上国における持続可能な森林経営や生物多様性保全への取

組を推進した。 

・IPBES の取り組みである技術支援機関（TSU）の活動（シナリオ・モデルタスクフォース）を支

援した。また、作成されたアセスメントレポートの翻訳や一般向けセミナーの開催等、日本国内に

おける普及啓発を実施した。 

・生物多様性日本基金第 2 期を通じて、生物多様性国家戦略及び行動計画（NBSAP）ダイアローグ

の開催支援等を実施し、昆明・モントリオール生物多様性枠組の途上国等における実施に貢献した。 

 

③ 主な課題や今後の方針 

関連指標に関しては、取組が始まって間もないものを含め、今後継続的な把握に努める。 

さらに、主な具体的施策の課題や今後の方針は下記のとおりである。 

・二次的自然環境の持続可能な利用と保全に関する国際的な理解の醸成については一定の進展はあ

ったものの引き続き継続的な取組が必要であり、各種会議等の場を通じて二次的自然環境の持続可

能な利用と保全の重要性についてインプットを行うとともに、各国政府に対して個別に働きかけを

行う。 

□達成 

■目標達成に向けて順調 

□進展したが、その程度は不⼗分 

□大きな進展なし 

□該当なし／適⽤不可 

□不明 
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・JICA による技術協力を通じ、開発途上国における持続可能な森林経営や生物多様性保全への取

組を引き続き推進する。 

・引き続き、IPBES 総会への出席やアセスメント文書へのインプット、技術支援機関（TSU）の日

本国内の組織によるホスト、国内における普及啓発を推進し、IPBES の活動に貢献する。 

・生物多様性日本基金第 2 期が 2028 年に終期を迎える予定である中で、昆明・モントリオール生

物多様性枠組の目標年である 2030 年まで途上国へ継続的な支援を行うこと、及び 2030 年以降の

枠組に向けた議論に貢献していくことが課題であり、必要な予算を確保できるよう関係者の理解を

促進する。 

 

④ 関連指標 
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第２部  行動計画の進捗状況 
第２部では、国家戦略 2023-2030 の第２部行動計画で掲げた 392 の具体的施策について、進捗評

価、取組状況と成果、課題と今後の方針等を施策ごとに点検した。 

 
１．具体的施策の進捗状況の総括 

具体的施策を５つの項目から評価した進捗状況の結果を基本戦略ごとにとりまとめた。 

表２－１ 基本戦略１に対応する第２部の具体的施策の進捗状況 

 

評価区分・内容 

中間評価施策数 

（割合） 

  行動目標 ※ 計 

1-1 1-2 1-3 1-4 1-5 1-6 

既に達成済み 

1 4 3 0 0 1 9 

（7.2%） 

 

 a+既に達

成済み 

施策が戦略期間内に掲げる指標/目標を

達成したが、さらなる状況の改善等や長

期的な目標達成に向けて施策を継続する

場合 

1 4 2 0 0 1 8 

（6.4%） 

a 既に達

成済み 

施策が戦略期間内に掲げる指標/目標を

達成し、終了した場合 

0 0 1 0 0 0 1 

（0.8%） 

b 進捗中 一定の取組を行っているが、施策が戦略

期間内に掲げる指標/目標を達成してい

ない場合 

22 34 44 2 9 5 116 

（92.8%） 

c 検討中 施策に未着手だが今後実施され、かつ当

初の想定どおりに達成される見込みの場

合 

0 0 0 0 0 0 0 

（0.0%） 

d その他 施策の進捗が当初の想定よりも大幅に遅

れている、施策を中止した等、上記に当

てはまらない場合 

0 0 0 0 0 0 0 

（0.0%） 

計 23 38 47 2 9 6 125 

（100%） 

※各行動目標の内容は下記のとおりである。 

行動目標 1-1 陸域及び海域の 30％以上を保護地域及び OECM により保全するとともに、それら地域の管理の有効性を強化する 

行動目標 1-2 土地利用及び海域利用による生物多様性への負荷を軽減することで生態系の劣化を防ぐとともに、既に劣化した生態系の 30％以上

の再生を進め、生態系ネットワーク形成に資する施策を実施する 

行動目標 1-3 汚染の削減（生物多様性への影響を減らすことを目的として排出の管理を行い、環境容量を考慮した適正な水準とする）や、侵略的

外来種による負の影響の防止・削減（侵略的外来種の定着率を 50%削減等）に資する施策を実施する 
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行動目標 1-4 気候変動による生物多様性に対する負の影響を最小化する 

行動目標 1-5 希少野生動植物の法令に基づく保護を実施するとともに、野生生物の生息・生育状況を改善するための取組を進める 

行動目標 1-6 遺伝的多様性の保全等を考慮した施策を実施する 
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表２－２ 基本戦略２に対応する第２部の具体的施策の進捗状況 

 

評価区分・内容 

中間評価施策数 

（割合） 

  行動目標 ※ 計 

2-1 2-2 2-3 2-4 2-5 

既に達成済み 

0 3 0 0 0 3 

（4.0%） 

 

 a+既に達

成済み 

施策が戦略期間内に掲げる指標/目標を

達成したが、さらなる状況の改善等や長

期的な目標達成に向けて施策を継続する

場合 

0 3 0 0 0 3 

（4.0%） 

a 既に達

成済み 

施策が戦略期間内に掲げる指標/目標を

達成し、終了した場合 

0 0 0 0 0 0 

（0.0%） 

b 進捗中 一定の取組を行っているが、施策が戦略

期間内に掲げる指標/目標を達成してい

ない場合 

8 34 11 4 15 72 

（96.0%） 

c 検討中 施策に未着手だが今後実施され、かつ当

初の想定どおりに達成される見込みの場

合 

0 0 0 0 0 0 

（0.0%） 

d その他 施策の進捗が当初の想定よりも大幅に遅

れている、施策を中止した等、上記に当

てはまらない場合 

0 0 0 0 0 0 

（0.0%） 

計 8 37 11 4 15 75 

（100%） 

※各行動目標の内容は下記のとおりである。 

行動目標 2-1 生態系が有する機能の可視化や、一層の活用を推進する 

行動目標 2-2 森・里・川・海のつながりや地域の伝統文化の存続に配慮しつつ自然を活かした地域づくりを推進する 

行動目標 2-3 気候変動緩和・適応にも貢献する自然再生を推進するとともに、吸収源対策・温室効果ガス排出削減の観点から現状以上の生態系の

保全と活用を進める 

行動目標 2-4 再生可能エネルギー導入における生物多様性への配慮を推進する 

行動目標 2-5 野生鳥獣との軋轢緩和に向けた取組を強化する 

102



表２－３ 基本戦略３に対応する第２部の具体的施策の進捗状況 

 

評価区分・内容 

中間評価施策数 

（割合） 

  行動目標 ※ 計 

3-1 3-2 3-3 3-4 

既に達成済み 

0 0 0 2 2 

（4.7%） 

 

 a+既に達

成済み 

施策が戦略期間内に掲げる指標/目標を

達成したが、さらなる状況の改善等や長

期的な目標達成に向けて施策を継続する

場合 

0 0 0 0 0 

（0.0%） 

a 既に達

成済み 

施策が戦略期間内に掲げる指標/目標を

達成し、終了した場合 

0 0 0 2 2 

（4.7%） 

b 進捗中 一定の取組を行っているが、施策が戦略

期間内に掲げる指標/目標を達成してい

ない場合 

6 4 4 27 41 

（95.3%） 

c 検討中 施策に未着手だが今後実施され、かつ当

初の想定どおりに達成される見込みの場

合 

0 0 0 0 0 

（0.0%） 

d その他 施策の進捗が当初の想定よりも大幅に遅

れている、施策を中止した等、上記に当

てはまらない場合 

0 0 0 0 0 

（0.0%） 

計 6 4 4 29 43 

（100%） 

※各行動目標の内容は下記のとおりである。 

行動目標 3-1 企業による生物多様性への依存度・影響の定量的評価、現状分析、科学に基づく目標設定、情報開示を促すとともに、金融機関・投

資家による投融資を推進する基盤を整備し、投融資の観点から生物多様性を保全・回復する活動を推進する 

行動目標 3-2 生物多様性保全に貢献する技術・サービスに対する支援を進める 

行動目標 3-3 遺伝資源の利用に伴う ABS を実施する 

行動目標 3-4 みどりの食料システム戦略に掲げる化学農薬使用量（リスク換算）の低減や化学肥料使用量の低減、有機農業の推進などを含め、持

続可能な環境保全型の農林水産業を拡大させる 

103



表２－４ 基本戦略４に対応する第２部の具体的施策の進捗状況 

 

評価区分・内容 

中間評価施策数 

（割合） 

  行動目標 ※ 計 

4-1 4-2 4-3 4-4 4-5 

既に達成済み 

0 1 0 0 1 2 

（4.7%） 

 

 a+既に達

成済み 

施策が戦略期間内に掲げる指標/目標を

達成したが、さらなる状況の改善等や長

期的な目標達成に向けて施策を継続する

場合 

0 1 0 0 1 2 

（4.7%） 

a 既に達

成済み 

施策が戦略期間内に掲げる指標/目標を

達成し、終了した場合 

0 0 0 0 0 0 

（0.0%） 

b 進捗中 一定の取組を行っているが、施策が戦略

期間内に掲げる指標/目標を達成してい

ない場合 

8 14 5 8 6 41 

（95.3%） 

c 検討中 施策に未着手だが今後実施され、かつ当

初の想定どおりに達成される見込みの場

合 

0 0 0 0 0 0 

（0.0%） 

d その他 施策の進捗が当初の想定よりも大幅に遅

れている、施策を中止した等、上記に当

てはまらない場合 

0 0 0 0 0 0 

（0.0%） 

計 8 15 5 8 7 43 

（100%） 

※各行動目標の内容は下記のとおりである。 

行動目標 4-1 学校等における生物多様性に関する環境教育を推進する 

行動目標 4-2 日常的に自然とふれあう機会を提供することで、自然の恩恵や自然と人との関わりなど様々な知識の習得や関心の醸成、人としての

豊かな成長を図るとともに、人と動物の適切な関係についての考え方を普及させる 

行動目標 4-3 国民に積極的かつ自主的な行動変容を促す 

行動目標 4-4 食品ロスの半減及びその他の物質の廃棄を減少させることを含め、生物多様性に配慮した消費行動を促すため、生物多様性に配慮し

た選択肢を周知啓発するとともに、選択の機会を増加させ、インセンティブを提示する 

行動目標 4-5 伝統文化や地域知・伝統知も活用しつつ地域における自然環境を保全・再生する活動を促進する 
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表２－５ 基本戦略５に対応する第２部の具体的施策の進捗状況 

 

評価区分・内容 

中間評価施策数 

（割合） 

  行動目標 ※ 計 

5-1 5-2 5-3 5-4 5-5 

既に達成済み 

2 0 0 1 1 4 

（3.8%） 

 

 a+既に達

成済み 

施策が戦略期間内に掲げる指標/目標を

達成したが、さらなる状況の改善等や長

期的な目標達成に向けて施策を継続する

場合 

2 0 0 1 1 4 

（3.8%） 

a 既に達

成済み 

施策が戦略期間内に掲げる指標/目標を

達成し、終了した場合 

0 0 0 0 0 0 

（0.0%） 

b 進捗中 一定の取組を行っているが、施策が戦略

期間内に掲げる指標/目標を達成してい

ない場合 

29 22 5 5 41 102 

（96.2%） 

c 検討中 施策に未着手だが今後実施され、かつ当

初の想定どおりに達成される見込みの場

合 

0 0 0 0 0 0 

（0.0%） 

d その他 施策の進捗が当初の想定よりも大幅に遅

れている、施策を中止した等、上記に当

てはまらない場合 

0 0 0 0 0 0 

（0.0%） 

計 31 22 5 6 42 106 

（100%） 

※各行動目標の内容は下記のとおりである。 

行動目標 5-1 生物多様性と社会経済の統合や自然資本の国民勘定への統合を含めた関連分野における学術研究を推進するとともに、強固な体制に

基づく長期的な基礎調査・モニタリング等を実施する 

行動目標 5-2 効果的かつ効率的な生物多様性保全の推進、適正な政策立案や意思決定、活動への市民参加の促進を図るため、データの発信や活用

に係る人材の育成やツールの提供を行う 

行動目標 5-3 生物多様性地域戦略を含め、多様な主体の参画の下で統合的な取組を進めるための計画策定支援を強化する 

行動目標 5-4 生物多様性に有害なインセンティブの特定・見直しの検討を含め、資源動員の強化に向けた取組を行う 

行動目標 5-5 我が国の知見を活かした国際協力を進める 
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２．具体的施策の点検結果 
具体的施策の進捗状況を個別に全て点検し、その結果を一覧表にとりまとめた。記載内容は以下

のとおりである。 

 

■施策番号 

国家戦略 2023-2030 に記載している施策番号。以下のとおり施策ごとに番号を記載している。 

（例）行動目標 1-1 の 1 つめの施策 → 1-1-1 

      行動目標 1-2 の１つめの施策 → 1-2-1 

 

■施策名 

国家戦略 2023-2030 に記載している施策の名称。 

 

■施策の概要 

国家戦略 2023-2030 に記載している施策の概要。 

 

■重点 

国家戦略 2023-2030 に記載している重点施策に該当する場合、「〇」をつけている。 

 

■進捗評価 

国家戦略 2023-2030 の策定時（令和５年３月）以降の施策の進捗状況を、次の５つで記載して

いる。 

・a+既に達成済み：施策が戦略期間内に掲げる指標の目標値/目標を達成した（取組が十分に進

捗している場合を含む）が、さらなる状況の改善等や長期的な目標達成に

向けて施策を継続する場合 

    ・a 既に達成済み：施策が戦略期間内に掲げる指標の目標値/目標を達成し、終了した場合 

・ｂ進捗中   ：一定の取組を行っているが、施策が戦略期間内に掲げる指標の目標値/目標

を達成していない場合 

・c 検討中   ：施策に未着手だが今後実施され、かつ当初の想定どおりに達成される見込

みの場合 

・d その他   ：施策の進捗が当初の想定よりも大幅に遅れている、施策を中止した等、上

記に当てはまらない場合 

 

■施策の取組状況と成果 

進捗状況の評価の根拠となった取組と成果を記載している。 

 

■課題と今後の方針 
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施策の進捗に当たっての課題や今後の方針、特記事項等を記載している。 

 

■指標/目標 

国家戦略 2023-2030 の具体的施策に記載している内容。 

 

■当初の値と目標値 

国家戦略 2023-2030 の具体的施策に記載している内容。 

 

■点検値 

現時点での値が示せる施策について、基本的には令和７年６月末時点で数値の把握が可能な最

新の値及び時期を記載している。 

 

■予算事業名 

当該施策に関する予算事業名を記載している。 

 

■関係制度・法令名称 

当該施策に関する関係制度・法令名称を記載している。 

107



1
-
1
-
1

国
立

・
国

定
公

園
の

大
規

模
拡

張


国
立

・
国

定
公

園
総

点
検

事
業

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ

2
0
2
2
年

度
に

選
定

す
る

国
立

・
国

定
公

園
の

新
規

指
定

・
大

規
模

拡
張

候
補

地
を

主
な

対
象

と
し

て
、

関
係

機
関

と
調

整
の

上
、

2
0
3
0
年

ま
で

に
新

規
指

定
や

大
規

模
拡

張
等

の
調

整
を

順
次

進
め

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
2
年

度
に

選
定

さ
れ

た
国

立
・
国

定
公

園
の

新
規

指
定

・
大

規
模

拡
張

候
補

地
の

内
、

令
和

６
年

度
に

は
3
5
か

所
目

の
国

立
公

園
と

し
て

、
日

高
山

脈
襟

裳
十

勝
国

立
公

園
の

新
規

指
定

、
阿

蘇
の

草
原

を
中

心
に

、
阿

蘇
く
じ

ゅ
う

国
立

公
園

の
大

規
模

拡
張

を
行

っ
た

。

引
き

続
き

、
他

地
域

に
つ

い
て

も
、

基
礎

情
報

の
収

集
整

理
を

継
続

す
る

と
と

も
に

、
自

然
環

境
や

社
会

条
件

等
の

調
査

及
び

土
地

所
有

者
等

と
の

調
整

を
進

め
る

。

新
規

指
定

及
び

大
規

模
拡

張
を

実
施

し
た

国
立

・
国

定
公

園
数

（
累

積
）

現
状

値
　

-
目

標
値

　
1
4
箇

所
（
2
0
3
0
年

）

２
箇

所
（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）

国
立

・
国

定
公

園
新

規
指

定
等

推
進

事
業

自
然

公
園

法
第

５
～

８
条

、
2
2
条

国
立

・
国

定
公

園
の

大
規

模
拡

張


海
域

公
園

地
区

の
倍

増

海
域

に
つ

い
て

は
、

特
に

景
観

・
利

用
の

観
点

か
ら

も
重

要
で

生
物

多
様

性
の

保
全

に
も

寄
与

す
る

沿
岸

域
に

お
い

て
国

立
公

園
の

海
域

公
園

地
区

の
面

積
を

2
0
3
0
年

ま
で

に
倍

増
さ

せ
る

こ
と

を
目

指
す

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
令

和
３

年
度

以
降

、
利

尻
礼

文
サ

ロ
ベ

ツ
国

立
公

園
、

富
士

箱
根

伊
豆

国
立

公
園

、
吉

野
熊

野
国

立
公

園
に

お
い

て
、

海
域

公
園

地
区

の
新

規
指

定
お

よ
び

拡
張

を
行

っ
た

。

他
地

域
に

つ
い

て
も

、
基

礎
情

報
の

収
集

整
理

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

自
然

環
境

や
社

会
条

件
等

の
調

査
及

び
土

地
所

有
者

等
と

の
調

整
を

進
め

る
。

海
域

公
園

地
区

の
面

積
現

状
値

　
5
5
,0

8
8
h
a

目
標

値
1
1
0
,1

7
6
h
a

（
2
0
3
0
年

）

5
9
.8

1
7
.5

h
a

（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）

国
立

・
国

定
公

園
新

規
指

定
等

推
進

事
業

自
然

公
園

法

1
-
1
-
2

国
立

・
国

定
公

園
の

公
園

計
画

の
点

検
強

化

保
護

地
域

の
管

理
の

質
の

向
上

の
た

め
、

国
立

・
国

定
公

園
総

点
検

事
業

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
結

果
や

自
然

公
園

制
度

の
見

直
し

も
踏

ま
え

て
国

立
・
国

定
公

園
の

再
検

討
や

点
検

作
業

を
強

化
し

、
必

要
に

応
じ

て
周

辺
エ

リ
ア

の
公

園
編

入
や

地
種

区
分

の
格

上
げ

を
進

め
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

国
立

公
園

に
お

い
て

９
地

域
（
計

画
）
の

公
園

計
画

の
見

直
し

を
行

っ
た

。
公

園
区

域
及

び
公

園
計

画
の

見
直

し
を

着
実

に
進

め
る

。
公

園
計

画
の

前
回

点
検

か
ら

1
0
年

未
満

の
国

立
公

園
地

域
（
計

画
）
数

現
状

値
　

2
5
地

域
（
計

画
）

（
2
0
2
2
年

）
目

標
値

　
5
0
地

域
（
計

画
）

（
2
0
3
0
年

）

2
8
地

域
（
計

画
）

（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）

国
立

・
国

定
公

園
新

規
指

定
等

推
進

事
業

自
然

公
園

法
第

５
～

８
条

、
2
2
条

1
-
1
-
3

国
立

・
国

定
公

園
の

管
理

強
化


国

立
公

園
等

の
管

理
体

制
の

強
化

環
境

省
現

地
職

員
の

増
員

や
自

然
の

風
景

地
等

を
管

理
す

る
公

園
管

理
団

体
の

指
定

の
促

進
等

に
よ

り
、

国
立

公
園

の
管

理
体

制
の

強
化

を
進

め
る

。
ま

た
、

自
然

公
園

指
導

員
や

パ
ー

ク
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

養
成

す
る

こ
と

に
よ

り
、

自
然

公
園

等
の

適
正

な
利

用
と

そ
の

保
護

活
動

の
充

実
を

図
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

・
現

在
、

７
団

体
を

国
立

公
園

の
公

園
管

理
団

体
と

し
て

指
定

し
て

い
る

。
・
国

立
公

園
等

で
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
さ

れ
る

方
々

に
対

し
、

地
域

単
位

で
研

修
会

を
開

催
し

、
知

識
の

深
化

や
近

年
の

自
然

環
境

動
向

を
共

有
す

る
等

、
国

立
公

園
等

で
の

適
正

な
利

用
と

そ
の

保
護

活
動

の
充

実
を

図
っ

て
い

る
。

・
環

境
省

現
地

職
員

の
増

員
や

、
公

園
管

理
団

体
の

指
定

の
促

進
等

を
進

め
る

。
・
自

然
公

園
指

導
員

や
パ

ー
ク

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

を
養

成
す

る
。

国
立

公
園

内
で

活
動

さ
れ

て
い

る
方

の
高

齢
化

が
課

題
で

あ
る

が
、

世
代

交
代

を
促

し
な

が
ら

自
然

公
園

指
導

員
や

パ
ー

ク
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

継
続

的
に

養
成

し
、

自
然

公
園

等
の

適
正

な
利

用
と

そ
の

保
護

活
動

の
充

実
を

図
る

。

①
公

園
管

理
団

体
の

指
定

数

②
パ

ー
ク

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

登
録

者
数

③
自

然
公

園
指

導
員

登
録

者
数

①
現

状
値

　
7
団

体
（
2
0
2
2
年

度
末

）
目

標
値

　
1
5
団

体
以

上
（
2
0
3
0
年

度
末

）

②
現

状
値

　
1
,2

8
4

人 （
2
0
2
1
年

度
末

）
目

標
値

　
前

年
度

以
上

③
現

状
値

　
2
,2

6
6

人 （
2
0
2
2
年

1
月

時
点

）
目

標
値

　
前

年
度

以
上

①
７

団
体

（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）

②
1
,3

0
8
人

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

③
1
,9

1
2
人

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

国
立

公
園

等
民

間
活

用
特

定
自

然
環

境
保

全
活

動
（
グ

リ
ー

ン
ワ

ー
カ

ー
事

業
）
、

国
立

公
園

等
地

域
連

携
プ

ロ
グ

ラ
ム

強
化

事
業

、
自

然
公

園
等

利
用

ふ
れ

あ
い

推
進

事
業

費

自
然

公
園

法

国
立

・
国

定
公

園
の

管
理

強
化


地

域
参

加
型

の
管

理
強

化

国
立

公
園

等
に

お
い

て
、

地
域

の
自

然
状

況
を

熟
知

し
た

地
元

の
民

間
事

業
者

等
を

活
用

し
、

官
民

一
体

と
な

り
自

然
環

境
保

全
活

動
を

実
施

し
、

民
間

主
体

に
よ

る
管

理
保

全
体

制
の

充
実

を
図

る
（
グ

リ
ー

ン
ワ

ー
カ

ー
事

業
）
。

ま
た

、
海

域
の

う
ち

、
サ

ン
ゴ

、
藻

場
等

の
優

れ
た

景
観

を
有

す
る

海
域

公
園

地
区

に
お

い
て

、
サ

ン
ゴ

の
食

害
被

害
を

防
ぐ

た
め

オ
ニ

ヒ
ト

デ
を

駆
除

す
る

な
ど

、
保

護
と

利
用

の
両

立
を

目
的

と
し

た
優

れ
た

管
理

体
制

の
確

立
や

効
果

的
な

管
理

手
法

を
導

入
し

て
対

策
を

実
施

す
る

（
マ

リ
ン

ワ
ー

カ
ー

事
業

）
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
度

は
全

国
で

2
2
7
件

の
グ

リ
ー

ン
ワ

ー
カ

ー
事

業
及

び
5
9
件

の
マ

リ
ン

ワ
ー

カ
ー

事
業

を
実

施
し

た
。

国
立

公
園

等
に

お
い

て
、

民
間

主
体

に
よ

る
管

理
保

全
体

制
の

充
実

を
進

め
る

。
海

域
を

有
す

る
国

立
公

園
等

に
お

い
て

、
優

れ
た

管
理

体
制

の
確

立
や

効
果

的
な

管
理

手
法

の
導

入
を

推
進

す
る

。

国
立

公
園

等
民

間
活

用
特

定
自

然
環

境
保

全
活

動
（
グ

リ
ー

ン
ワ

ー
カ

ー
事

業
）
、

国
立

・
国

定
公

園
の

海
域

適
正

管
理

強
化

事
業

（
マ

リ
ン

ワ
ー

カ
ー

事
業

）

国
立

・
国

定
公

園
の

管
理

強
化


国

立
公

園
に

お
け

る
利

用
の

調
整

利
用

者
の

集
中

な
ど

過
剰

利
用

に
よ

る
植

生
破

壊
や

野
生

動
物

の
生

息
環

境
の

か
く
乱

の
防

止
、

質
の

高
い

自
然

体
験

が
得

ら
れ

る
場

を
確

保
す

る
た

め
、

湿
原

に
お

け
る

木
道

の
敷

設
、

高
山

植
物

群
落

に
お

け
る

立
入

防
止

柵
の

設
置

な
ど

適
切

な
施

設
整

備
を

実
施

す
る

。
加

え
て

、
利

用
の

分
散

や
平

準
化

の
た

め
、

自
然

公
園

法
に

基
づ

く
利

用
調

整
地

区
や

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
法

に
基

づ
く
特

定
自

然
観

光
資

源
の

指
定

等
、

管
理

手
法

の
検

討
・
実

施
を

行
う

と
と

も
に

、
限

定
体

験
の

創
出

 、
提

供
を

行
う

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

・
全

国
3
5
の

国
立

公
園

す
べ

て
に

お
い

て
、

利
用

者
に

よ
る

植
物

の
踏

み
荒

ら
し

等
を

防
止

す
る

た
め

の
登

山
道

、
木

道
、

園
路

、
立

入
防

止
柵

、
注

意
啓

発
看

板
等

の
整

備
を

実
施

し
た

。
・
吉

野
熊

野
国

立
公

園
西

大
台

利
用

調
整

地
区

、
知

床
国

立
公

園
知

床
五

湖
利

用
調

整
地

区
に

お
い

て
、

利
用

調
整

効
果

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

評
価

、
利

用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

周
知

等
を

実
施

し
て

い
る

。
・
阿

寒
摩

周
国

立
公

園
及

び
西

表
石

垣
国

立
公

園
に

お
い

て
は

、
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

推
進

法
に

基
づ

く
特

定
自

然
観

光
資

源
の

指
定

に
よ

り
、

観
光

旅
行

者
に

限
定

体
験

を
提

供
し

て
い

る
。

・
国

立
公

園
の

自
然

環
境

保
全

の
た

め
に

必
要

な
施

設
整

備
を

実
施

す
る

。
・
利

用
者

の
集

中
な

ど
過

剰
利

用
に

よ
る

問
題

が
生

じ
て

い
る

地
域

に
お

け
る

管
理

手
法

を
検

討
す

る
。

・
利

用
調

整
地

区
の

適
切

な
管

理
、

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
法

に
基

づ
く
特

定
自

然
観

光
資

源
の

指
定

に
よ

る
自

然
体

験
の

高
付

加
価

値
化

を
推

進
す

る
。

国
立

公
園

内
生

物
多

様
性

保
全

対
策

費
、

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

通
じ

た
地

域
の

魅
力

向
上

事
業

及
び

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
総

合
推

進
事

業

自
然

公
園

法
第

2
3
条

、
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

推
進

法
第

８
～

1
0

条

重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

基
本

戦
略

1
　

　
生

態
系

の
健

全
性

の
回

復

行
動

目
標

1
-
1
 陸

域
及

び
海

域
の

3
0
％

以
上

を
保

護
地

域
及

び
O

E
C

M
 に

よ
り

保
全

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

地
域

の
管

理
の

有
効

性
を

強
化

す
る

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

国
立

・
国

定
公

園
の

管
理

強
化


国

立
公

園
等

に
お

け
る

ニ
ホ

ン
ジ

カ
対

策

我
が

国
の

生
物

多
様

性
保

全
上

重
要

な
国

立
公

園
等

の
ニ

ホ
ン

ジ
カ

に
よ

る
深

刻
な

生
態

系
被

害
を

受
け

て
い

る
又

は
受

け
る

可
能

性
の

高
い

地
域

に
お

い
て

、
国

立
公

園
内

の
自

然
の

風
景

地
の

保
護

の
た

め
必

要
な

事
業

を
行

い
、

保
全

を
図

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

度
は

2
3
の

国
立

公
園

等
に

お
い

て
国

立
公

園
等

シ
カ

管
理

対
策

事
業

を
実

施
し

た
。

ニ
ホ

ン
ジ

カ
対

策
を

中
心

に
、

生
態

系
維

持
回

復
事

業
制

度
に

基
づ

く
対

策
を

講
じ

る
こ

と
が

適
当

な
公

園
に

お
い

て
は

、
生

態
系

維
持

回
復

事
業

計
画

の
策

定
を

積
極

的
に

進
め

る
。

国
立

公
園

等
シ

カ
対

策
事

業
自

然
公

園
法

国
立

・
国

定
公

園
の

管
理

強
化


山

岳
環

境
保

全
対

策
支

援
事

業
（
山

岳
ト

イ
レ

）

民
間

山
小

屋
の

持
つ

公
益

的
機

能
を

高
め

る
た

め
、

環
境

整
備

支
援

（
山

小
屋

ト
イ

レ
整

備
等

）
を

行
い

、
国

立
公

園
等

の
山

岳
地

域
の

優
れ

た
景

観
の

保
持

、
衛

生
環

境
の

維
持

及
び

自
然

環
境

の
保

全
と

適
正

利
用

を
図

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

度
は

山
岳

環
境

保
全

対
策

事
業

に
よ

り
、

中
部

山
岳

国
立

国
立

公
園

及
び

南
ア

ル
プ

ス
国

立
公

園
に

お
い

て
環

境
配

慮
型

ト
イ

レ
の

整
備

等
（
計

４
箇

所
）
を

支
援

し
た

。

国
立

・
国

定
公

園
に

お
い

て
山

小
屋

ト
イ

レ
整

備
等

を
行

い
、

山
岳

地
域

の
優

れ
た

景
観

の
保

持
、

衛
生

環
境

の
維

持
及

び
自

然
環

境
の

保
全

と
適

正
利

用
を

推
進

す
る

。

環
境

配
慮

型
ト

イ
レ

等
を

導
入

し
た

施
設

数

現
状

値
　

4
2
箇

所
目

標
値

　
約

1
0
0
箇

所 （
2
0
3
0
年

度
）

5
0
か

所
（
2
0
2
5
年

３
月

時
点

）

国
立

・
国

定
公

園
の

管
理

強
化


特

定
民

有
地

買
上

事
業

費

国
立

公
園

等
の

う
ち

自
然

環
境

保
全

上
重

要
な

地
域

内
に

所
在

し
、

生
物

多
様

性
保

全
の

観
点

等
か

ら
保

護
の

必
要

性
が

高
い

民
有

地
の

買
上

を
行

い
、

こ
れ

ら
の

地
域

の
保

護
管

理
の

強
化

を
図

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

自
然

環
境

保
全

上
重

要
な

地
域

内
に

所
在

し
、

生
物

多
様

性
保

全
の

観
点

等
か

ら
保

護
の

必
要

性
が

高
い

民
有

地
に

つ
い

て
、

2
0
2
3
～

2
0
2
4
年

度
に

約
7
7
0
h
aの

買
上

げ
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
現

在
の

取
組

を
継

続
す

る
。

特
定

民
有

地
買

上
事

業
費

租
税

特
別

措
置

法

1
-
1
-
4

既
存

保
護

地
域

の
法

令
に

基
づ

く
規

制
・
管

理
等

既
存

の
保

護
地

域
に

お
い

て
、

法
令

や
制

度
等

に
基

づ
き

適
切

な
管

理
、

調
査

等
を

着
実

に
実

施
す

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

新
た

な
指

定
や

区
域

の
見

直
し

等
を

行
う

。
【
環

境
省

、
農

林
水

産
省

、
文

部
科

学
省

、
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

・
陸

域
の

7
8
,0

1
4
km

2
、

海
域

の
4
2
8
,9

1
1
km

2
を

保
護

地
域

と
し

て
国

際
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

登
録

し
た

。

・
「
保

護
林

」
、

「
緑

の
回

廊
」
の

状
況

を
把

握
す

る
た

め
、

森
林

や
野

生
生

物
等

の
状

況
変

化
な

ど
に

つ
い

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
等

を
行

う
と

と
も

に
、

保
護

林
管

理
委

員
会

に
て

専
門

家
の

助
言

を
受

け
、

保
護

管
理

の
ほ

か
、

保
護

林
の

区
域

見
直

し
等

を
実

施
し

た
。

・
引

き
続

き
保

護
地

域
を

国
際

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
登

録
す

る
。

・
引

き
続

き
、

「
保

護
林

」
や

「
緑

の
回

廊
」
に

お
い

て
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

等
を

行
い

、
適

切
な

保
全

・
管

理
を

推
進

す
る

。

森
林

整
備

・
保

全
費

　
等

・
緑

の
回

廊
制

度 ・
保

護
林

制
度

等

1
-
1
-
5

生
息

地
等

保
護

区
に

お
け

る
希

少
種

の
保

全

生
息

地
等

保
護

区
ご

と
に

定
め

て
い

る
保

護
の

指
針

に
従

い
、

適
切

な
管

理
や

、
生

息
・
生

育
環

境
の

維
持

改
善

を
行

う
と

と
も

に
、

対
象

種
の

生
息

・
生

育
状

況
の

把
握

に
努

め
、

必
要

に
応

じ
保

護
の

指
針

や
区

域
の

見
直

し
を

検
討

し
、

希
少

種
の

保
全

を
強

化
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

の
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

く
生

息
地

等
保

護
区

に
つ

い
て

は
、

令
和

3
年

7
月

2
9
日

に
ア

ー
ラ

岳
キ

ク
ザ

ト
サ

ワ
ヘ

ビ
生

息
地

保
護

区
の

新
規

指
定

を
行

っ
た

ほ
か

、
適

切
な

保
全

・
管

理
の

た
め

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

を
実

施
し

た
。

現
在

、
生

息
地

等
保

護
区

が
指

定
さ

れ
て

い
る

の
は

、
国

内
希

少
野

生
動

植
物

種
全

4
5
8
種

の
う

ち
7
種

（
1
0
箇

所
）
の

み
し

か
な

い
こ

と
か

ら
、

新
規

指
定

の
た

め
の

情
報

収
集

・
現

地
調

査
実

施
の

た
め

の
予

算
獲

得
に

努
め

る
。

希
少

種
保

護
対

策
費

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

の
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律

1
-
1
-
6

世
界

自
然

遺
産

の
保

全
管

理
の

充
実

白
神

山
地

、
屋

久
島

の
最

初
の

世
界

自
然

遺
産

登
録

後
、

新
た

な
候

補
地

の
検

討
を

踏
ま

え
、

知
床

、
小

笠
原

諸
島

が
登

録
さ

れ
た

。
そ

し
て

、
2
0
2
1
年

7
月

に
は

、
候

補
地

と
し

て
残

さ
れ

て
い

た
奄

美
大

島
、

徳
之

島
、

沖
縄

島
北

部
及

び
西

表
島

が
世

界
遺

産
と

し
て

登
録

さ
れ

た
。

こ
れ

ら
の

地
域

 に
お

い
て

、
管

理
計

画
に

基
づ

き
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
等

を
進

め
る

。
地

域
連

絡
会

議
及

び
科

学
委

員
会

で
の

議
論

を
通

じ
て

地
域

の
合

意
を

図
り

な
が

ら
、

ユ
ネ

ス
コ

世
界

遺
産

委
員

会
の

議
論

も
踏

ま
え

て
、

外
来

種
対

策
、

野
生

鳥
獣

管
理

、
観

光
管

理
、

河
川

再
生

 、
森

林
管

理
、

気
候

変
動

対
応

等
の

諸
課

題
に

取
り

組
み

、
順

応
的

な
保

全
管

理
の

充
実

を
図

る
。

【
環

境
省

、
外

務
省

、
文

部
科

学
省

、
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

国
内

５
地

域
の

世
界

自
然

遺
産

に
お

い
て

、
管

理
計

画
に

基
づ

き
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
等

を
進

め
て

い
る

。
地

域
連

絡
会

議
及

び
科

学
委

員
会

で
の

議
論

を
通

じ
て

地
域

の
合

意
を

図
り

な
が

ら
、

ユ
ネ

ス
コ

世
界

遺
産

委
員

会
の

議
論

も
踏

ま
え

て
、

外
来

種
対

策
、

野
生

鳥
獣

管
理

、
観

光
管

理
、

河
川

再
生

 、
森

林
管

理
、

気
候

変
動

対
応

等
の

諸
課

題
に

取
り

組
み

、
順

応
的

な
保

全
管

理
の

充
実

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

引
き

続
き

、
管

理
計

画
に

基
づ

き
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
等

を
進

め
る

。
地

域
連

絡
会

議
及

び
科

学
委

員
会

で
の

議
論

を
通

じ
て

地
域

の
合

意
を

図
り

な
が

ら
、

ユ
ネ

ス
コ

世
界

遺
産

委
員

会
の

議
論

も
踏

ま
え

て
、

諸
課

題
に

取
り

組
み

、
順

応
的

な
保

全
管

理
の

充
実

を
図

る
。

遺
産

地
域

に
お

け
る

世
界

遺
産

セ
ン

タ
ー

の
整

備
各

地
域

に
お

い
て

世
界

自
然

セ
ン

タ
ー

を
整

備
し

、
観

光
利

用
に

当
た

っ
て

の
事

前
レ

ク
チ

ャ
ー

等
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
遺

産
価

値
を

体
感

で
き

る
施

設
（
V

R
等

）
を

整
え

、
各

地
域

に
お

け
る

適
切

な
保

護
管

理
及

び
外

国
人

を
含

む
利

用
者

対
応

の
た

め
の

普
及

啓
発

体
制

を
整

え
る

。

知
床

、
白

神
山

地
、

小
笠

原
諸

島
、

屋
久

島
に

は
そ

れ
ぞ

れ
世

界
遺

産
セ

ン
タ

ー
及

び
そ

れ
に

相
当

す
る

機
能

を
持

つ
施

設
が

整
備

済
み

。

知
床

、
白

神
山

地
、

小
笠

原
諸

島
、

屋
久

島
に

加
え

、
「
奄

美
大

島
、

徳
之

島
、

沖
縄

島
北

部
及

び
西

表
島

」
（
奄

美
大

島
及

び
徳

之
島

）
に

お
い

て
も

世
界

遺
産

セ
ン

タ
ー

を
整

備
し

た
。

（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

世
界

自
然

遺
産

等
保

全
対

策
費

（
（
旧

）
日

本
の

国
立

公
園

と
世

界
遺

産
を

活
か

し
た

地
域

活
性

化
推

進
費

）
、

世
界

遺
産

保
全

管
理

拠
点

施
設

等
整

備
費

、
特

定
地

域
自

然
林

保
全

整
備

費

世
界

の
文

化
遺

産
及

び
自

然
遺

産
の

保
護

に
関

す
る

条
約

1
-
1
-
7

天
然

記
念

物
の

保
存

・
活

用
の

推
進

我
が

国
に

と
っ

て
学

術
上

価
値

の
高

い
動

植
物

等
の

う
ち

重
要

な
も

の
を

天
然

記
念

物
に

指
定

し
、

分
布

・
生

態
調

査
や

生
息

・
生

育
環

境
の

維
持

・
復

元
、

食
害

対
策

等
に

関
す

る
補

助
を

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

地
方

公
共

団
体

が
天

然
記

念
物

の
指

定
地

を
公

有
化

す
る

事
業

に
対

し
、

そ
の

一
部

の
補

助
を

実
施

し
て

い
る

。
【
文

部
科

学
省

】

a+
既

に
達

成
済

み
2
0
2
4
年

度
は

、
2
件

の
天

然
記

念
物

の
追

加
指

定
を

行
い

、
特

別
天

然
記

念
物

及
び

天
然

記
念

物
は

合
計

1
,0

4
0
件

と
な

っ
た

。
ま

た
、

天
然

記
念

物
の

衰
退

に
対

処
す

る
た

め
関

係
地

方
公

共
団

体
等

と
連

携
し

て
、

天
然

記
念

物
再

生
事

業
に

つ
い

て
同

年
度

中
に

4
3
件

実
施

し
た

。

引
き

続
き

天
然

記
念

物
の

指
定

を
進

め
、

指
定

さ
れ

た
天

然
記

念
物

へ
の

補
助

を
実

施
す

る
。

史
跡

等
買

上
、

史
跡

等
保

存
活

用
計

画
策

定
、

天
然

記
念

物
緊

急
調

査
事

業
、

天
然

記
念

物
再

生
事

業
、

天
然

記
念

物
食

害
対

策
事

業
、

歴
史

活
き

活
き

！
史

跡
等

総
合

活
用

整
備

文
化

財
保

護
法
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
1
-
8

海
洋

基
本

計
画

に
基

づ
く
生

物
多

様
性

の
保

全
及

び
持

続
可

能
な

利
用

に
向

け
た

取
組

の
推

進

か
け

が
え

の
な

い
海

洋
環

境
を

保
全

す
る

た
め

、
海

洋
基

本
計

画
に

基
づ

き
、

生
物

多
様

性
条

約
そ

の
他

の
国

際
約

束
を

踏
ま

え
、

3
0
by

3
0
目

標
の

達
成

に
向

け
て

、
海

洋
生

物
多

様
性

の
保

全
お

よ
び

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
の

持
続

可
能

な
利

用
を

目
的

と
し

た
海

洋
保

護
区

や
O

E
C

M
の

設
定

の
推

進
と

管
理

の
充

実
に

努
め

る
。

ま
た

、
サ

ン
ゴ

礁
、

藻
場

、
干

潟
、

深
海

等
、

多
様

な
生

物
の

生
息

・
生

育
の

場
と

し
て

重
要

な
役

割
を

果
た

す
一

方
、

気
候

変
動

等
に

対
し

て
脆

弱
な

生
態

系
の

保
全

や
再

生
に

向
け

た
取

り
組

み
を

進
め

る
。

【
環

境
省

、
関

係
府

庁
】

b 
進

捗
中

海
域

O
E
C

M
の

設
定

に
向

け
て

検
討

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
「
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

行
動

計
画

2
0
2
2
-

2
0
3
0
」
に

基
づ

く
保

全
の

推
進

や
、

深
海

に
お

け
る

生
物

多
様

性
調

査
（
施

策
番

号
1
-
1
-
9
と

同
じ

も
の

）
を

実
施

し
た

。

・
海

域
O

E
C

M
の

設
定

に
向

け
て

検
討

を
実

施
す

る
。

・
サ

ン
ゴ

礁
行

動
計

画
の

取
組

の
評

価
や

、
深

海
に

お
け

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

す
る

。

O
E
C

M
を

活
用

し
た

健
全

な
生

態
系

の
回

復
及

び
連

結
促

進
事

業
、

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
保

全
対

策
推

進
費

海
洋

基
本

計
画

、
3
0
by

3
0

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

1
-
1
-
9

沖
合

海
底

自
然

環
境

保
全

地
域

の
基

礎
調

査
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

沖
合

海
底

自
然

環
境

保
全

地
域

を
適

切
に

管
理

す
る

た
め

、
海

山
・
熱

水
噴

出
域

・
海

溝
等

に
存

在
す

る
特

異
な

生
態

系
に

お
い

て
、

画
像

や
環

境
D

N
A

等
の

解
析

に
よ

り
、

地
域

指
定

当
初

に
お

け
る

自
然

環
境

の
状

況
に

関
す

る
基

礎
調

査
を

行
う

と
と

も
に

、
保

護
区

内
の

環
境

変
化

を
把

握
す

る
た

め
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
継

続
的

に
実

施
す

る
。

ま
た

、
深

海
を

対
象

と
し

た
生

物
多

様
性

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

技
術

開
発

を
実

施
し

、
沖

合
海

底
自

然
環

境
保

全
地

域
の

管
理

等
に

活
用

す
る

。
【
環

境
省

、
文

部
科

学
省

】

○
b 

進
捗

中
沖

合
海

底
自

然
環

境
保

全
地

域
を

適
切

に
管

理
す

る
た

め
、

海
山

・
熱

水
噴

出
域

・
海

溝
等

に
存

在
す

る
特

異
な

生
態

系
に

お
い

て
、

画
像

や
環

境
D

N
A

等
の

解
析

に
よ

り
、

地
域

指
定

当
初

に
お

け
る

自
然

環
境

の
状

況
に

関
す

る
基

礎
調

査
を

行
う

と
と

も
に

、
保

護
区

内
の

環
境

変
化

を
把

握
す

る
た

め
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
継

続
的

に
実

施
し

た
。

ま
た

、
深

海
を

対
象

と
し

た
生

物
多

様
性

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

技
術

開
発

を
実

施
し

、
沖

合
海

底
自

然
環

境
保

全
地

域
の

管
理

等
に

活
用

し
た

。

今
後

も
継

続
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

す
る

。
①

沖
合

海
底

自
然

環
境

保
全

地
域

に
お

け
る

延
べ

調
査

地
点

数 ②
環

境
省

等
へ

の
情

報
提

供
数

①
現

状
値

　
９

目
標

値
　

1
4

（
2
0
3
0
年

）

②
現

状
値

　
年

1
回

以
上

目
標

値
　

年
1
回

以
上

①
９

地
点

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

②
情

報
提

供
数

　
1
回

（
報

告
書

1
回

）
（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

沖
合

海
底

自
然

環
境

保
全

地
域

管
理

事
業

費
、

沖
合

海
底

自
然

環
境

保
全

地
域

調
査

等
業

務

自
然

環
境

保
全

法

1
-
1
-
1
0

効
率

的
な

深
海

生
態

系
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
技

術
開

発

現
在

、
大

が
か

か
り

な
装

置
や

高
額

経
費

を
要

す
る

深
海

生
態

系
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
方

法
に

対
し

、
簡

便
な

装
置

と
最

新
の

分
析

技
術

を
取

り
入

れ
た

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

方
法

を
開

発
す

る
。

そ
し

て
、

沖
合

海
底

自
然

環
境

保
全

地
域

の
管

理
等

に
活

用
す

る
。

【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

塩
分

・
水

温
・
水

深
・
流

行
流

速
な

ど
の

環
境

因
子

を
計

測
す

る
装

置
を

装
備

し
、

自
由

落
下

で
海

底
に

設
置

す
る

カ
メ

ラ
シ

ス
テ

ム
（
フ

リ
ー

フ
ォ

ー
ル

ラ
ン

ダ
ー

と
呼

ぶ
）
を

開
発

し
、

施
策

番
号

1
-
1
-
9
で

記
載

す
る

沖
合

海
底

自
然

環
境

保
全

地
域

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
に

も
活

用
し

た
。

今
後

も
機

器
の

改
良

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

継
続

的
な

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

に
活

用
す

る
。

①
開

発
し

た
技

術
が

使
用

さ
れ

た
事

例
数

②
環

境
省

等
へ

の
情

報
提

供
数

（
委

員
会

等
へ

の
出

席
数

）

③
科

学
論

文
数

①
現

状
値

　
な

し
目

標
値

　
1
回

以
上

②
現

状
値

　
年

1
回

以
上

目
標

値
　

年
1
回

以
上 ③

現
状

値
　

年
1
報

以
上

目
標

値
　

年
1
報

以
上

①
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

法
の

使
用

　
1

回
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

②
情

報
提

供
数

　
3
回

（
報

告
書

1
回

、
委

員
会

2
回

）
（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

③
科

学
論

文
数

 9
編

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

環
境

研
究

総
合

推
進

費
【
S
Ⅱ

-
7
】

環
境

研
究

総
合

推
進

費
【
S
Ⅱ

-
7
】

1
-
1
-
1
1

里
海

づ
く
り

活
動

の
促

進
及

び
情

報
発

信

「
瀬

戸
内

海
に

お
け

る
今

後
の

環
境

保
全

の
方

策
の

在
り

方
に

つ
い

て
（
答

申
）
」
（
令

和
２

年
３

月
中

央
環

境
審

議
会

）
や

2
0
2
1
 年

６
月

に
改

正
さ

れ
た

瀬
戸

内
海

環
境

保
全

特
別

措
置

法
（
昭

和
4
8
 年

法
律

第
1
1
0
 号

）
を

基
に

、
生

物
多

様
性

や
生

物
生

産
性

が
確

保
さ

れ
た

地
域

主
体

の
里

海
づ

く
り

を
総

合
的

に
進

め
る

。
ま

た
、

里
海

ネ
ッ

ト
等

の
活

用
や

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

な
ど

を
通

じ
て

、
国

内
の

み
な

ら
ず

世
界

に
向

け
「
里

海
」
の

考
え

方
を

情
報

発
信

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

令
和

4
年

度
か

ら
令

和
6
年

度
ま

で
「
令

和
の

里
海

づ
く

り
」
モ

デ
ル

事
業

を
実

施
し

、
こ

れ
ま

で
に

の
べ

4
1
件

の
取

り
組

み
を

通
じ

た
里

海
づ

く
り

を
支

援
し

た
。

ま
た

、
令

和
7
年

3
月

に
、

環
境

省
が

推
進

す
べ

き
里

海
づ

く
り

の
あ

り
方

に
つ

い
て

と
り

ま
と

め
た

「
今

後
の

里
海

づ
く
り

の
あ

り
方

に
関

す
る

提
言

」
を

踏
ま

え
、

令
和

7
年

度
か

ら
は

戦
略

的
「
令

和
の

里
海

づ
く
り

」
基

盤
構

築
支

援
事

業
を

実
施

し
て

い
る

。
提

言
に

お
い

て
掲

げ
て

い
る

①
藻

場
干

潟
の

保
全

・
再

生
・
創

出
、

②
地

域
資

源
の

利
活

用
、

③
多

様
な

主
体

と
の

連
携

の
3
点

を
意

識
し

て
、

地
域

で
里

海
づ

く
り

に
取

り
組

む
8
団

体
を

令
和

7
年

4
月

に
選

定
し

、
具

体
の

事
業

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
ま

た
、

上
記

に
つ

い
て

、
里

海
ネ

ッ
ト

（
環

境
省

w
e
bサ

イ
ト

）
で

の
発

信
、

令
和

7
年

5
月

に
立

ち
上

げ
た

「
水

辺
の

環
境

活
動

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」
の

主
要

事
業

と
し

て
の

里
海

づ
く
り

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

令
和

7
年

6
月

に
開

催
し

た
フ

ォ
ー

ラ
ム

に
お

い
て

、
里

海
は

じ
め

良
好

な
環

境
の

保
全

等
の

必
要

性
に

つ
い

て
、

考
え

方
等

を
情

報
発

信
し

て
い

る
。

「
今

後
の

里
海

づ
く
り

の
あ

り
方

に
関

す
る

提
言

」
を

踏
ま

え
て

、
平

成
2
1
年

に
作

成
さ

れ
た

里
海

づ
く
り

の
手

引
書

を
令

和
7
年

度
中

に
改

定
す

る
と

と
も

に
、

里
海

ネ
ッ

ト
等

の
更

新
も

合
わ

せ
て

検
討

を
進

め
、

水
辺

の
環

境
活

動
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

の
連

携
、

里
海

づ
く
り

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
を

通
じ

た
情

報
発

信
を

実
施

す
る

。

（
目

標
）
自

然
海

浜
保

全
地

区
の

拡
充

、
沿

岸
域

の
環

境
の

保
全

・
再

生
と

地
域

資
源

の
利

活
用

の
好

循
環

を
生

み
出

す
里

海
づ

く
り

の
推

進

自
然

海
浜

保
全

地
区

の
拡

充
な

し
。

地
域

の
取

り
組

み
を

支
援

す
る

こ
と

で
、

全
国

の
里

海
づ

く
り

を
推

進
。

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

豊
か

さ
を

実
感

で
き

る
海

の
再

生
事

業

瀬
戸

内
海

環
境

保
全

特
別

措
置

法
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
1
-
1
2

3
0
by

3
0
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
で

の
活

動
環

境
省

を
含

め
た

産
民

官
2
1
団

体
を

コ
ア

メ
ン

バ
ー

と
す

る
有

志
連

合
で

あ
る

「
3
0
by

3
0
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
」
を

通
じ

、
3
0
by

3
0
目

標
に

係
る

先
駆

的
な

取
組

を
促

し
発

信
す

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
2
年

度
よ

り
、

「
3
0
by

3
0
目

標
」
の

達
成

に
む

け
た

「
3
0
by

3
0
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
」
の

各
種

施
策

を
実

行
的

に
進

め
る

た
め

の
有

志
連

合
と

し
て

、
環

境
省

が
産

官
学

民
の

団
体

と
と

も
に

「
生

物
多

様
性

の
た

め
の

3
0
by

3
0
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
」
を

発
足

し
た

。
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
参

加
者

向
け

の
定

期
的

な
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

に
よ

る
生

物
多

様
性

に
関

す
る

最
新

情
報

の
共

有
や

、
取

組
事

例
の

発
信

等
を

通
じ

て
、

各
主

体
に

お
け

る
3
0
by

3
0
目

標
達

成
に

向
け

た
活

動
の

実
施

を
促

し
て

い
る

。
こ

う
し

た
活

動
の

結
果

、
3
0
by

3
0
へ

の
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
へ

の
参

加
者

は
2
0
2
5
年

6
月

末
時

点
で

、
1
0
5
4
者

に
達

し
た

。

ア
ラ

イ
ア

ン
ス

参
加

者
に

対
す

る
取

組
事

例
の

発
信

と
情

報
連

携
に

よ
り

、
各

主
体

に
お

け
る

3
0
by

3
0
目

標
達

成
に

向
け

た
活

動
の

実
施

を
促

す
。

①
3
0
by

3
0
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
参

加
者

数

②
自

然
共

生
サ

イ
ト

認
定

登
録

数

①
現

状
値

　
3
3
7

（
2
0
2
2
年

１
２

月
）

目
標

値
　

5
0
0

（
2
0
2
5
年

）

②
現

状
　

－
目

標
値

　
1
0
0
か

所
（
2
0
2
3
年

）

①
1
0
5
4
者

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

②
3
2
8
か

所
認

定
（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

O
E
C

M
を

活
用

し
た

健
全

な
生

態
系

の
回

復
及

び
連

結
促

進
事

業

生
物

多
様

性
基

本
法

、
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

、
3
0
by

3
0

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

1
-
1
-
1
3

自
然

共
生

サ
イ

ト
認

定
の

推
進

民
間

の
取

組
等

に
よ

り
生

物
多

様
性

の
保

全
が

図
ら

れ
て

い
る

区
域

を
「
自

然
共

生
サ

イ
ト

」
に

認
定

す
る

仕
組

み
を

2
0
2
3
年

度
か

ら
正

式
に

開
始

し
、

2
0
2
3

年
に

は
、

全
国

で
1
0
0
カ

所
以

上
を

認
定

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
認

定
サ

イ
ト

は
既

存
の

保
護

地
域

と
の

重
複

を
除

い
て

O
E
C

M
国

際
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
に

登
録

す
る

。
ま

た
、

一
括

認
定

や
団

体
と

の
連

携
協

定
、

3
0
by

3
0
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
に

よ
る

取
組

推
進

等
に

よ
っ

て
認

定
を

促
進

し
、

3
0
by

3
0
目

標
達

成
に

向
け

て
可

能
な

限
り

多
く
の

自
然

共
生

サ
イ

ト
認

定
地

を
確

保
す

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
令

和
５

年
度

よ
り

自
然

共
生

サ
イ

ト
認

定
制

度
を

開
始

し
、

令
和

６
年

度
末

ま
で

に
全

国
3
2
8
か

所
を

認
定

し
た

。

地
域

生
物

多
様

性
増

進
法

に
基

づ
く
認

定
を

2
0
2
5
年

度
か

ら
開

始
す

る
。

早
期

に
5
0
0
以

上
の

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

活
動

を
認

定
す

る
。

①
自

然
共

生
サ

イ
ト

認
定

登
録

数

②
我

が
国

の
陸

域
に

お
け

る
保

護
地

域
及

び
O

E
C

M
の

占
め

る
割

合

①
現

状
　

－
目

標
値

　
1
0
0
か

所
（
2
0
2
3
年

）

②
現

状
値

　
2
0
.5

%
目

標
値

　
3
0
%
(2

0
3
0

年

①
3
2
8
か

所
認

定
（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

②
2
0
.8

%
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

O
E
C

M
を

活
用

し
た

健
全

な
生

態
系

の
回

復
及

び
連

結
促

進
事

業

地
域

生
物

多
様

性
増

進
法

、
3
0
by

3
0
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

1
-
1
-
1
4

国
の

制
度

等
に

基
づ

き
管

理
さ

れ
て

い
る

地
域

の
う

ち
O

E
C

M
該

当
地

域
の

整
理

国
の

制
度

等
に

基
づ

き
管

理
さ

れ
て

い
る

地
域

の
う

ち
O

E
C

M
に

該
当

す
る

可
能

性
の

あ
る

地
域

を
検

討
し

た
上

で
、

適
切

な
も

の
に

つ
い

て
は

O
E
C

M
と

し
て

整
理

す
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
国

の
制

度
等

に
基

づ
き

管
理

さ
れ

て
い

る
森

林
、

河
川

、
緑

地
等

に
つ

い
て

、
O

E
C

M
の

基
準

へ
の

適
合

状
況

に
つ

い
て

整
理

を
行

っ
て

い
る

。

国
の

制
度

に
基

づ
い

て
管

理
さ

れ
て

い
る

地
域

の
う

ち
O

E
C

M
の

基
準

に
適

合
す

る
地

域
に

つ
い

て
、

O
E
C

M
と

し
て

整
理

す
る

た
め

に
引

き
続

き
検

討
を

進
め

る
。

我
が

国
の

陸
域

に
お

け
る

保
護

地
域

及
び

O
E
C

M
の

占
め

る
割

合

現
状

値
　

2
0
.5

%
目

標
値

　
3
0
%
(2

0
3
0

年
）

2
0
.8

%
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

O
E
C

M
を

活
用

し
た

健
全

な
生

態
系

の
回

復
及

び
連

結
促

進
事

業

3
0
by

3
0
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

1
-
1
-
1
5

海
域

に
お

け
る

O
E
C

M
の

設
定

に
関

す
る

検
討

多
様

な
主

体
と

の
連

携
に

よ
る

効
果

的
な

管
理

と
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

実
施

を
通

じ
て

、
多

面
的

な
利

用
と

生
物

多
様

性
保

全
の

両
立

が
図

ら
れ

る
海

域
を

O
E
C

M
と

す
る

た
め

、
生

物
多

様
性

の
観

点
か

ら
重

要
度

の
高

い
海

域
や

漁
獲

等
の

既
存

の
科

学
的

情
報

や
海

底
鉱

物
資

源
の

開
発

状
況

等
を

元
に

O
E
C

M
の

候
補

と
な

る
海

域
を

抽
出

し
、

海
域

に
お

け
る

O
E
C

M
の

設
定

に
関

す
る

検
討

を
行

う
。

加
え

て
、

O
E
C

M
設

定
後

の
効

果
的

な
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

法
に

関
す

る
検

討
を

行
う

。
【
環

境
省

、
農

林
水

産
省

】

○
b 

進
捗

中
生

物
多

様
性

の
観

点
か

ら
重

要
度

の
高

い
海

域
や

漁
獲

等
の

既
存

の
科

学
的

情
報

や
海

底
鉱

物
資

源
の

開
発

状
況

、
水

産
関

係
の

既
存

制
度

等
の

情
報

を
収

集
し

、
O

E
C

M
の

候
補

と
な

る
海

域
の

抽
出

に
向

け
た

検
討

を
行

っ
た

。

関
係

省
庁

が
連

携
し

、
持

続
可

能
な

産
業

活
動

が
結

果
と

し
て

生
物

多
様

性
の

保
全

に
貢

献
し

て
い

る
海

域
を

O
E
C

M
と

す
る

た
め

、
引

き
続

き
検

討
を

進
め

る
。

我
が

国
の

管
轄

水
域

内
に

お
け

る
海

洋
保

護
区

及
び

O
E
C

M
の

割
合

現
状

値
1
3
.3

%
(2

0
2
1
年

）
目

標
値

　
3
0
%
(2

0
3
0

年
）

1
3
.3

%
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

・
O

E
C

M
を

活
用

し
た

健
全

な
生

態
系

の
回

復
及

び
連

結
促

進
事

業
・
漁

場
環

境
改

善
推

進
事

業
の

う
ち

海
洋

生
態

系
保

全
国

際
動

向
調

査
・
漁

場
環

境
改

善
推

進
事

業

3
0
by

3
0
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

1
-
1
-
1
6

海
洋

保
護

区
及

び
O

E
C

M
設

定
の

基
盤

と
な

る
生

物
多

様
性

情
報

の
整

理

3
0
by

3
0
目

標
の

達
成

を
含

む
海

洋
生

物
多

様
性

の
保

全
の

推
進

と
持

続
可

能
な

利
用

に
資

す
る

た
め

、
既

存
の

「
生

物
多

様
性

の
観

点
か

ら
重

要
度

の
高

い
海

域
」
を

活
用

し
つ

つ
、

海
洋

保
護

区
及

び
O

E
C

M
の

効
果

的
な

設
定

の
基

礎
と

な
る

生
物

多
様

性
情

報
の

収
集

と
整

理
を

行
う

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

海
域

O
E
C

M
設

定
の

推
進

に
向

け
て

、
既

存
の

「
生

物
多

様
性

の
観

点
か

ら
重

要
度

の
高

い
海

域
」
を

活
用

し
て

検
討

を
実

施
し

て
い

る
ほ

か
、

O
E
C

M
の

効
果

的
な

設
定

の
基

礎
と

な
る

生
物

多
様

性
情

報
の

収
集

を
行

っ
た

。

引
き

続
き

「
生

物
多

様
性

の
観

点
か

ら
重

要
度

の
高

い
海

域
」
を

活
用

し
て

検
討

し
、

ま
た

、
海

域
O

E
C

M
設

定
に

お
い

て
重

要
と

な
る

生
物

種
や

生
態

系
の

考
え

方
の

整
理

を
行

う
。

O
E
C

M
を

活
用

し
た

健
全

な
生

態
系

の
回

復
及

び
連

結
促

進
事

業

3
0
by

3
0
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

1
-
1
-
1
7

生
物

多
様

性
の

重
要

性
や

保
全

効
果

の
見

え
る

化

奥
山

か
ら

中
山

間
地

域
、

さ
ら

に
都

市
部

ま
で

陸
域

の
全

域
を

カ
バ

ー
す

る
生

物
多

様
性

の
現

状
や

保
全

上
効

果
的

な
地

域
を

可
視

化
し

た
マ

ッ
プ

を
提

供
す

る
。

さ
ら

に
、

更
新

可
能

な
シ

ス
テ

ム
を

開
発

し
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

機
能

と
マ

ッ
プ

を
連

携
さ

せ
る

こ
と

で
保

全
活

動
の

効
果

が
適

宜
把

握
で

き
る

仕
組

み
と

す
る

等
、

必
要

な
機

能
を

付
加

・
充

実
さ

せ
る

。
本

戦
略

の
点

検
・
評

価
の

際
に

は
、

様
々

な
生

態
系

や
地

域
の

保
全

が
効

果
的

か
つ

バ
ラ

ン
ス

よ
く
推

進
さ

れ
る

よ
う

、
見

え
る

化
を

活
用

し
て

、
様

々
な

生
態

系
の

保
全

状
況

の
把

握
に

努
め

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
「
生

物
多

様
性

見
え

る
化

シ
ス

テ
ム

」
の

運
用

を
2
0
2
5

年
4
月

に
開

始
し

、
保

護
地

域
、

自
然

共
生

サ
イ

ト
、

生
物

多
様

性
保

全
上

効
果

的
な

場
所

等
を

地
図

上
で

確
認

で
き

る
「
生

物
多

様
性

マ
ッ

プ
」
及

び
自

然
共

生
サ

イ
ト

の
取

組
内

容
等

が
確

認
で

き
る

「
自

然
共

生
サ

イ
ト

検
索

ナ
ビ

」
を

公
開

し
た

。

自
然

共
生

サ
イ

ト
に

お
け

る
活

動
や

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

記
録

を
入

出
力

で
き

る
機

能
や

、
地

域
ご

と
の

保
全

目
標

や
現

況
を

確
認

で
き

る
機

能
等

の
設

計
・
開

発
を

進
め

、
2
0
2
5
年

９
月

に
第

２
弾

の
機

能
と

し
て

公
開

す
る

予
定

と
し

て
い

る
。

そ
れ

以
降

も
、

必
要

な
機

能
を

付
加

・
充

実
さ

せ
る

予
定

と
し

て
い

る
。

我
が

国
の

陸
域

に
お

け
る

保
護

地
域

及
び

O
E
C

M
の

占
め

る
割

合

現
状

値
　

2
0
.5

%
目

標
値

　
3
0
%
(2

0
3
0

年
）

2
0
.8

%
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

令
和

６
年

度
か

ら
令

和
1
0
年

度
ま

で
の

生
物

多
様

性
見

え
る

化
シ

ス
テ

ム
の

設
計

・
開

発
及

び
運

用
・
保

守
業

務

3
0
by

3
0
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
2
-
1

環
境

影
響

評
価

の
推

進
事

業
の

実
施

に
当

た
り

適
正

な
環

境
配

慮
が

確
保

さ
れ

、
生

物
多

様
性

の
保

全
に

資
す

る
よ

う
、

事
業

計
画

の
立

案
に

先
立

ち
、

上
位

の
計

画
の

策
定

に
環

境
配

慮
を

組
み

込
む

た
め

の
戦

略
的

環
境

ア
セ

ス
メ

ン
ト

の
推

進
に

向
け

た
取

組
、

環
境

影
響

予
測

・
評

価
技

術
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

環
境

影
響

評
価

図
書

の
継

続
的

公
開

に
向

け
た

取
組

、
環

境
影

響
評

価
法

や
条

例
の

対
象

と
な

ら
な

い
小

規
模

な
事

業
に

つ
い

て
事

業
者

の
自

主
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

推
進

に
向

け
た

取
組

等
を

含
め

、
環

境
影

響
評

価
制

度
を

適
切

に
推

進
す

る
。

ま
た

、
環

境
影

響
評

価
法

の
適

切
か

つ
効

果
的

な
運

用
の

た
め

、
施

行
状

況
の

継
続

的
な

点
検

・
見

直
し

を
行

う
と

と
も

に
、

制
度

の
在

り
方

も
含

め
検

討
し

、
総

合
的

に
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

・
環

境
影

響
評

価
法

や
環

境
影

響
評

価
条

例
の

対
象

に
な

ら
な

い
規

模
の

太
陽

光
発

電
に

つ
い

て
、

適
切

に
環

境
配

慮
が

講
じ

ら
れ

、
環

境
と

調
和

し
た

形
で

事
業

が
実

施
さ

れ
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

「
太

陽
光

発
電

の
環

境
配

慮
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

令
和

２
年

３
月

に
公

表
し

た
。

・
令

和
７

年
３

月
に

、
中

央
環

境
審

議
会

に
お

い
て

今
後

の
環

境
影

響
評

価
の

在
り

方
に

関
す

る
答

申
が

取
り

ま
と

め
ら

れ
、

そ
の

中
で

必
要

性
に

言
及

さ
れ

た
「
工

作
物

の
建

替
事

業
に

係
る

配
慮

書
手

続
の

見
直

し
」
及

び
「
環

境
影

響
評

価
図

書
の

制
度

的
な

継
続

公
開

」
を

盛
り

込
ん

だ
「
環

境
影

響
評

価
法

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

」
が

令
和

７
年

６
月

に
成

立
・
公

布
さ

れ
た

。
・
ま

た
、

同
答

申
で

は
、

戦
略

的
環

境
影

響
評

価
の

実
現

や
、

環
境

影
響

評
価

法
や

条
例

の
対

象
と

な
ら

な
い

小
規

模
な

事
業

に
つ

い
て

の
事

業
者

の
自

主
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

推
進

に
向

け
た

取
組

の
必

要
性

等
に

つ
い

て
も

述
べ

ら
れ

て
い

る
。

・
令

和
７

年
６

月
に

成
立

し
た

「
環

境
影

響
評

価
法

の
一

部
を

改
正

す
る

法
律

」
の

施
行

に
向

け
た

準
備

を
進

め
る

。
・
ま

た
、

令
和

７
年

３
月

の
今

後
の

環
境

影
響

評
価

の
在

り
方

に
関

す
る

中
央

環
境

審
議

会
答

申
等

を
踏

ま
え

て
、

よ
り

一
層

効
果

的
な

環
境

影
響

評
価

制
度

の
実

現
が

図
ら

れ
る

よ
う

、
対

応
を

進
め

て
い

く
。

環
境

影
響

評
価

制
度

合
理

化
・
最

適
化

経
費

環
境

影
響

評
価

法

1
-
2
-
2

金
属

の
リ

サ
イ

ク
ル

原
料

の
処

理
量

倍
増

に
向

け
た

取
組

使
用

済
み

製
品

等
に

含
ま

れ
る

金
属

の
リ

サ
イ

ク
ル

を
推

進
す

る
こ

と
は

、
レ

ア
メ

タ
ル

を
始

め
と

す
る

鉱
物

資
源

の
採

取
・
生

産
時

等
に

お
け

る
生

物
多

様
性

や
大

気
、

水
、

土
壌

な
ど

の
保

全
、

自
然

環
境

へ
の

影
響

を
低

減
す

る
こ

と
に

貢
献

す
る

。
「
新

し
い

資
本

主
義

の
グ

ラ
ン

ド
デ

ザ
イ

ン
及

び
実

行
計

画
の

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
」
（
令

和
４

年
６

月
閣

議
決

定
）
に

お
い

て
、

「
2
0
3
0
年

度
ま

で
に

（
中

略
）
金

属
リ

サ
イ

ク
ル

原
料

の
処

理
量

の
倍

増
を

実
現

す
る

」
と

さ
れ

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

国
内

外
に

お
け

る
金

属
リ

サ
イ

ク
ル

の
取

組
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

使
用

済
小

型
電

子
機

器
等

の
リ

サ
イ

ク
ル

を
推

進
す

る
た

め
、

回
収

量
の

増
加

や
効

率
的

な
リ

サ
イ

ク
ル

の
実

施
に

向
け

、
市

区
町

村
に

対
す

る
支

援
事

業
の

実
施

や
調

査
・
検

討
等

を
行

う
と

と
も

に
、

2
0
2
1
年

３
月

に
改

正
さ

れ
た

基
本

方
針

に
基

づ
き

、
各

関
係

主
体

が
小

型
家

電
の

回
収

、
再

資
源

化
の

効
率

化
に

向
け

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
促

進
す

る
た

め
の

施
策

や
、

リ
チ

ウ
ム

蓄
電

池
を

使
用

し
た

使
用

済
小

型
電

子
機

器
等

の
適

正
処

理
及

び
リ

サ
イ

ク
ル

の
推

進
の

た
め

の
普

及
啓

発
等

を
行

っ
た

。
成

果
と

し
て

は
、

年
間

回
収

量
の

実
績

は
2
0
2
0
年

度
に

約
1
0
万

ト
ン

ま
で

増
加

し
た

が
、

直
近

で
は

横
ば

い
傾

向
で

あ
る

。

中
央

環
境

審
議

会
循

環
型

社
会

部
会

小
型

家
電

リ
サ

イ
ク

ル
小

委
員

会
に

お
い

て
、

小
型

家
電

リ
サ

イ
ク

ル
法

の
基

本
方

針
に

定
め

る
回

収
量

目
標

未
達

の
原

因
分

析
や

論
点

整
理

の
検

討
し

て
い

る
。

ま
た

、
G

IG
A

ス
ク

ー
ル

構
想

に
基

づ
き

全
国

の
小

中
学

校
に

一
体

的
に

配
備

さ
れ

た
情

報
端

末
が

、
今

後
更

新
を

迎
え

一
斉

に
廃

棄
さ

れ
る

こ
と

に
備

え
、

小
型

家
電

リ
サ

イ
ク

ル
制

度
等

に
基

づ
く
適

正
な

処
理

・
リ

サ
イ

ク
ル

を
推

進
す

る
た

め
、

全
国

の
市

区
町

村
及

び
教

育
委

員
会

向
け

に
説

明
会

や
個

別
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
を

実
施

し
て

い
る

。

使
用

済
小

型
電

子
機

器
等

の
回

収
量

現
状

値
　

1
0
2
,4

8
9
t

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

1
4
0
,0

0
0
t

（
2
0
2
3
年

度
）

8
6
,4

1
0
t

（
2
0
2
3
年

度
）

脱
炭

素
型

循
環

経
済

シ
ス

テ
ム

構
築

促
進

事
業

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
資

源
・
金

属
資

源
等

の
バ

リ
ュ

ー
チ

ェ
ー

ン
脱

炭
素

化
の

た
め

の
高

度
化

設
備

導
入

等
促

進
事

業
、

リ
サ

イ
ク

ル
シ

ス
テ

ム
統

合
強

化
に

よ
る

循
環

資
源

利
用

高
度

化
促

進
事

業

使
用

済
小

型
電

子
機

器
等

の
再

資
源

化
の

促
進

に
関

す
る

法
律

1
-
2
-
3

効
果

的
な

保
護

地
域

・
O

E
C

M
の

設
定

国
土

全
体

に
わ

た
る

広
域

的
な

観
点

と
属

地
的

な
観

点
の

双
方

か
ら

、
効

果
的

な
保

護
地

域
や

O
E
C

M
の

設
定

に
よ

る
生

態
系

の
連

結
性

と
健

全
性

を
高

め
る

こ
と

で
、

気
候

変
動

等
に

よ
る

環
境

の
変

化
に

対
し

て
も

強
靭

な
国

土
を

形
成

す
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
・
保

護
地

域
と

し
て

、
陸

域
の

7
8
,0

1
4
km

2
、

海
域

の
4
2
8
,9

1
1
km

2
を

国
際

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
登

録
し

た
。

・
O

E
C

M
と

し
て

、
令

和
５

年
度

に
認

定
し

て
い

た
1
8
4

か
所

の
内

、
保

護
地

域
と

の
重

複
を

除
い

た
区

域
4
.8

万
h
aを

国
際

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
登

録
し

た
。

・
引

き
続

き
、

保
護

地
域

と
O

E
C

M
を

国
際

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
登

録
す

る
。

①
自

然
共

生
サ

イ
ト

認
定

登
録

数

②
我

が
国

の
陸

域
に

お
け

る
保

護
地

域
及

び
O

E
C

M
の

占
め

る
割

合

①
現

状
　

－
目

標
値

　
1
0
0
か

所
（
2
0
2
3
年

）

②
現

状
値

　
2
0
.5

%
目

標
値

　
3
0
%
(2

0
3
0

年
）

①
3
2
8
か

所
認

定
（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

②
2
0
.8

%
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

O
E
C

M
を

活
用

し
た

健
全

な
生

態
系

の
回

復
及

び
連

結
促

進
事

業

3
0
by

3
0
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

1
-
2
-
4

森
・
里

・
川

・
海

に
お

け
る

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

・
森

・
里

・
川

・
海

の
恵

み
を

将
来

に
わ

た
っ

て
享

受
す

る
た

め
、

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

考
え

方
、

計
画

手
法

、
実

現
手

法
等

に
つ

い
て

の
情

報
提

供
、

普
及

啓
発

に
努

め
る

。
・
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

等
を

用
い

た
、

生
物

多
様

性
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

可
視

化
を

促
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
1
4
年

度
よ

り
、

森
里

川
海

の
恵

み
を

将
来

に
わ

た
っ

て
享

受
し

、
安

全
で

豊
か

な
国

づ
く
り

を
行

う
た

め
「
つ

な
げ

よ
う

、
支

え
よ

う
森

里
川

海
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

立
ち

上
げ

、
2
0
1
6
年

に
提

言
を

公
表

し
た

。
環

境
省

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
て

環
境

省
の

施
策

や
優

良
事

例
を

紹
介

し
て

い
る

。
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
賛

同
登

録
団

体
は

約
8
0
0
団

体
と

な
っ

て
い

る
。

引
き

続
き

、
環

境
省

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
お

い
て

、
環

境
省

の
施

策
等

情
報

提
供

や
賛

同
団

体
の

取
組

事
例

等
を

紹
介

し
、

生
物

多
様

性
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

可
視

化
を

促
進

す
る

。

環
境

で
地

域
を

元
気

に
す

る
地

域
循

環
共

生
圏

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

行
動

目
標

1
-
2
　

土
地

利
用

及
び

海
域

利
用

に
よ

る
生

物
多

様
性

へ
の

負
荷

を
軽

減
す

る
こ

と
で

生
態

系
の

劣
化

を
防

ぐ
と

と
も

に
、

既
に

劣
化

し
た

生
態

系
の

3
0
％

以
上

の
再

生
を

進
め

、
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

に
資

す
る

施
策

を
実

施
す

る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
2
-
5

森
林

生
態

系
の

保
存

及
び

復
元

、
点

在
す

る
希

少
な

森
林

生
態

系
の

保
護

管
理

・
原

生
的

な
森

林
生

態
系

や
希

少
な

野
生

生
物

が
生

育
・
生

息
す

る
森

林
等

に
つ

い
て

、
自

然
の

推
移

に
委

ね
る

こ
と

を
基

本
と

し
、

国
有

林
と

民
有

林
が

連
携

し
て

取
り

組
む

。
・
里

山
二

次
林

等
に

つ
い

て
は

、
継

続
的

な
保

全
管

理
等

を
推

進
す

る
。

・
自

然
環

境
の

保
全

、
野

生
生

物
の

保
護

、
遺

伝
資

源
の

保
存

等
を

図
る

上
で

重
要

な
役

割
を

果
た

し
て

い
る

国
有

林
野

に
つ

い
て

は
、

地
域

住
民

、
N

P
O

等
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
希

少
野

生
生

物
の

保
護

等
に

努
め

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
原

生
的

な
森

林
生

態
系

や
希

少
な

野
生

生
物

が
生

育
・
生

息
す

る
森

林
を

保
護

林
や

緑
の

回
廊

に
設

定
し

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

通
じ

た
適

切
な

保
全

・
管

理
を

行
っ

た
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

の
結

果
に

加
え

、
専

門
家

の
意

見
と

今
後

の
対

応
に

つ
い

て
H

P
に

公
表

し
た

。
自

然
環

境
の

保
全

、
野

生
生

物
の

保
護

、
遺

伝
資

源
の

保
存

等
に

係
わ

り
、

地
域

住
民

や
N

P
O

等
と

連
携

を
図

る
こ

と
で

、
希

少
野

生
生

物
の

保
護

等
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

・
地

域
住

民
等

で
構

成
さ

れ
る

活
動

組
織

に
よ

る
里

山
林

の
保

全
活

動
を

支
援

し
て

い
る

。
・
自

然
環

境
の

保
全

、
野

生
生

物
の

保
護

、
遺

伝
資

源
の

保
存

等
に

係
わ

り
、

地
域

住
民

や
N

P
O

等
と

連
携

を
図

る
こ

と
で

、
希

少
野

生
生

物
の

保
護

等
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

・
林

業
事

業
体

等
に

向
け

て
、

生
物

多
様

性
を

高
め

る
た

め
の

林
業

経
営

の
あ

り
方

を
示

し
た

「
森

林
の

生
物

多
様

性
を

高
め

る
た

め
の

林
業

経
営

の
指

針
」
を

策
定

し
た

（
2
0
2
4
年

３
月

時
点

）
。

・
引

き
続

き
、

原
生

的
な

森
林

生
態

系
や

希
少

な
野

生
生

物
が

生
育

・
生

息
す

る
森

林
等

に
つ

い
て

は
、

民
有

林
と

連
携

す
る

こ
と

に
よ

り
森

林
生

態
系

の
保

全
に

取
り

組
む

。
自

然
環

境
の

保
全

、
野

生
生

物
の

保
護

、
遺

伝
子

資
源

の
保

存
等

に
係

わ
っ

て
は

、
地

域
住

民
や

N
P

O
等

の
連

携
を

図
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
引

き
続

き
、

希
少

野
生

生
物

の
保

護
等

に
取

り
組

む
。

・
里

山
林

の
保

全
の

取
り

組
み

を
今

後
も

継
続

し
て

進
め

る
。

・
自

然
環

境
の

保
全

、
野

生
生

物
の

保
護

、
遺

伝
子

資
源

の
保

存
等

に
係

わ
っ

て
は

、
地

域
住

民
や

N
P

O
等

の
連

携
を

図
る

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
引

き
続

き
、

希
少

野
生

生
物

の
保

護
等

に
取

り
組

む
。

・
「
森

林
の

生
物

多
様

性
を

高
め

る
た

め
の

取
組

」
を

位
置

付
け

た
森

林
経

営
計

画
の

作
成

を
推

進
す

る
。

・
里

山
林

活
性

化
に

よ
る

多
面

的
機

能
発

揮
対

策
・
地

域
連

携
推

進
等

対
策

・
希

少
野

生
生

物
保

護
管

理
対

策

森
林

・
林

業
基

本
計

画
（
令

和
３

年
６

月
1
5
日

閣
議

決
定

）
、

農
林

水
産

業
・

地
域

の
活

力
創

造
プ

ラ
ン

（
令

和
３

年
1
2
月

2
4
日

改
訂

）

1
-
2
-
6

多
様

な
森

林
づ

く
り

の
推

進
・
森

林
資

源
の

利
用

や
自

然
撹

乱
の

頻
度

に
応

じ
た

間
伐

、
広

葉
樹

林
化

、
長

伐
期

化
、

針
広

混
交

林
化

、
伐

採
後

の
確

実
な

再
造

林
を

実
施

す
る

。
・
路

網
整

備
に

つ
い

て
は

、
計

画
、

設
計

、
施

工
す

べ
て

の
段

階
で

の
周

囲
の

環
境

と
の

調
和

を
図

る
。

・
国

有
林

野
の

管
理

経
営

に
当

た
っ

て
、

自
然

維
持

タ
イ

プ
、

水
源

涵
養

タ
イ

プ
等

の
機

能
類

型
に

区
分

し
、

希
少

な
生

物
の

生
育

、
生

息
に

適
し

た
森

林
の

維
持

、
間

伐
や

複
層

林
へ

の
誘

導
等

を
推

進
す

る
ほ

か
、

森
林

資
源

の
有

効
活

用
に

も
配

慮
し

、
公

益
林

と
し

て
適

切
な

施
業

を
実

施
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

a+
既

に
達

成
済

み
・
森

林
整

備
事

業
等

に
よ

り
、

間
伐

、
広

葉
樹

林
化

、
長

伐
期

化
、

針
広

混
交

林
化

、
再

造
林

を
支

援
し

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

多
様

な
森

林
づ

く
り

を
推

進
し

て
い

る
。

・
標

準
仕

様
書

等
に

お
い

て
環

境
配

慮
の

努
力

義
務

を
定

め
る

こ
と

に
よ

り
、

路
網

整
備

に
あ

た
り

、
計

画
、

設
計

、
施

工
す

べ
て

の
段

階
に

お
い

て
、

周
囲

の
環

境
と

の
調

和
を

図
っ

た
。

・
国

有
林

野
の

管
理

経
営

に
関

す
る

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
機

能
類

型
区

分
に

応
じ

た
森

林
施

業
等

を
推

進
し

て
い

る
。

ま
た

、
地

域
の

森
林

の
現

況
に

基
づ

き
、

森
林

の
モ

ザ
イ

ク
的

配
置

等
も

含
め

た
多

様
で

健
全

な
森

林
の

整
備

・
保

全
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
主

伐
や

再
造

林
等

の
施

業
現

場
に

お
け

る
生

物
多

様
性

へ
の

配
慮

等
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

・
引

き
続

き
、

森
林

整
備

事
業

等
に

よ
り

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
多

様
な

森
林

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

・
引

き
続

き
、

路
網

整
備

に
関

す
る

標
準

仕
様

書
等

を
踏

ま
え

、
計

画
、

設
計

、
施

工
す

べ
て

の
段

階
に

お
い

て
、

周
囲

の
環

境
と

の
調

和
を

図
る

。
・
引

き
続

き
、

国
有

林
野

の
管

理
経

営
に

関
す

る
基

本
計

画
に

基
づ

き
、

多
様

な
森

林
づ

く
り

や
生

物
多

様
性

に
配

慮
し

た
森

林
施

業
を

推
進

す
る

。

公
益

的
機

能
の

一
層

の
発

揮
の

た
め

自
然

状
況

等
を

踏
ま

え
て

育
成

複
層

林
に

誘
導

す
る

こ
と

と
さ

れ
て

い
る

3
5
0
万

h
aの

育
成

単
層

林
の

う
ち

、
育

成
複

層
林

へ
誘

導
し

た
森

林
の

割
合

（
累

計
）

現
状

値
　

1
.9

%
（
2
0
1
8
年

度
）

目
標

等
　

2
.9

%
（
2
0
2
3
年

度
）

3
.1

%
(2

0
2
3

年
度

)
森

林
整

備
事

業
等

森
林

法

1
-
2
-
7

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

森
林

計
画

地
域

森
林

計
画

等
に

よ
り

、
貴

重
な

野
生

生
物

の
保

護
に

配
慮

し
た

施
業

方
法

の
指

針
を

示
す

。
【
農

林
水

産
省

】
b 

進
捗

中
民

有
林

で
は

地
域

森
林

計
画

（
都

道
府

県
知

事
作

成
）
、

国
有

林
で

は
国

有
林

の
地

域
別

の
森

林
計

画
や

地
域

管
理

経
営

計
画

（
森

林
管

理
局

長
作

成
）
に

お
い

て
、

生
物

多
様

性
の

保
全

に
必

要
な

保
護

樹
帯

の
設

置
等

に
つ

い
て

記
述

し
た

。

引
き

続
き

、
こ

れ
ら

の
計

画
に

基
づ

き
、

貴
重

な
野

生
生

物
の

保
護

に
配

慮
し

た
森

林
施

業
を

推
進

す
る

。
地

域
森

林
計

画
編

成
事

業
費

補
助

金
・
森

林
計

画
制

度

1
-
2
-
8

地
域

に
お

け
る

森
林

の
保

全
管

理
森

林
所

有
者

自
ら

経
営

や
管

理
が

で
き

な
い

森
林

に
つ

い
て

、
森

林
環

境
譲

与
税

も
活

用
し

な
が

ら
、

市
町

村
が

主
体

と
な

っ
た

経
営

や
管

理
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

、
森

林
所

有
者

へ
の

働
き

か
け

を
行

う
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

森
林

所
有

者
自

ら
経

営
や

管
理

が
で

き
な

い
森

林
に

つ
い

て
、

森
林

経
営

管
理

制
度

に
基

づ
き

森
林

の
集

積
・
集

約
化

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
生

物
多

様
性

な
ど

多
面

的
機

能
の

発
揮

に
貢

献
し

た
。

2
0
2
5
年

５
月

に
森

林
経

営
管

理
法

が
改

正
さ

れ
、

今
後

、
森

林
の

集
積

・
集

約
化

を
一

層
推

進
し

て
い

く
こ

と
と

し
て

い
る

こ
と

も
踏

ま
え

、
引

き
続

き
、

市
町

村
が

主
体

と
な

っ
た

経
営

管
理

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
に

お
け

る
森

林
の

保
全

管
理

を
推

進
す

る
。

①
私

有
人

工
林

が
所

在
す

る
市

町
村

の
う

ち
、

新
た

な
制

度
の

下
で

森
林

の
集

積
・
集

約
化

に
取

り
組

ん
だ

市
町

村
の

割
合 ②

私
有

人
工

林
の

う
ち

林
業

経
営

を
実

施
す

る
森

林
と

し
て

集
積

・
集

約
化

さ
れ

た
面

積
の

割
合

①
現

状
値

　
6
割

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

1
0
割

（
2
0
2
3
年

度
）

②
現

状
値

　
3
7
%

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

5
割

（
2
0
2
8
年

度
）

①
1
0
割

（
2
0
2
3
年

度
）

②
4
1
%

（
2
0
2
3
年

度
）

森
林

の
集

約
化

モ
デ

ル
地

域
実

証
事

業

森
林

経
営

管
理

制
度

、
森

林
・

林
業

基
本

計
画

1
-
2
-
9

草
地

の
整

備
・
保

全
・
利

用
の

推
進

地
域

ぐ
る

み
で

の
草

地
の

生
産

性
・
機

能
を

維
持

す
る

た
め

の
放

牧
の

推
進

や
草

地
の

整
備

、
貴

重
な

草
地

資
源

を
有

す
る

公
共

牧
場

等
の

放
牧

地
の

整
備

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

放
牧

の
推

進
及

び
公

共
牧

場
等

の
放

牧
地

の
整

備
を

実
施

し
た

。
放

牧
に

つ
い

て
は

、
立

地
上

の
制

約
や

周
辺

住
民

の
理

解
醸

成
、

公
共

牧
場

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
施

設
・

機
械

等
の

更
新

に
係

る
費

用
負

担
が

そ
れ

ぞ
れ

主
な

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
引

き
続

き
、

放
牧

の
推

進
や

公
共

牧
場

等
の

放
牧

地
の

整
備

を
実

施
す

る
。

草
地

関
連

基
盤

整
備

事
業

、
公

共
牧

場
機

能
強

化
等

体
制

整
備

事
業

農
業

競
争

力
強

化
農

地
整

備
事

業
（
う

ち
草

地
畜

産
基

盤
整

備
事

業
）
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
2
-
1
0

農
村

環
境

に
お

け
る

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

保
全

地
域

の
農

業
者

だ
け

で
な

く
多

様
な

主
体

の
参

画
を

得
て

、
地

域
ぐ

る
み

で
農

地
・
農

業
用

水
等

の
資

源
を

保
全

管
理

す
る

取
組

と
併

せ
て

、
水

質
保

全
や

生
態

系
保

全
等

の
農

村
環

境
の

向
上

に
資

す
る

取
組

を
支

援
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

地
域

の
農

業
者

だ
け

で
な

く
多

様
な

主
体

の
参

画
を

得
て

、
地

域
ぐ

る
み

で
農

地
・
農

業
用

水
等

の
資

源
を

保
全

管
理

す
る

取
組

と
併

せ
て

、
水

質
保

全
や

生
態

系
保

全
等

の
農

村
環

境
の

向
上

に
資

す
る

取
組

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
に

よ
る

農
地

・
農

業
用

水
等

の
保

全
管

理
へ

の
延

べ
参

加
者

数
は

7
5
3
万

人
・

団
体

(2
0
2
1
～

2
0
2
3
年

度
)と

な
る

と
と

も
に

、
農

地
・
農

業
用

水
等

の
保

全
管

理
に

係
る

地
域

の
共

同
活

動
に

よ
り

広
域

的
に

保
全

管
理

さ
れ

る
農

地
面

積
の

割
合

が
4
8
%
(2

0
2
3
年

度
)と

な
っ

た
。

人
口

減
少

・
高

齢
化

に
伴

い
、

共
同

活
動

の
継

続
が

困
難

と
な

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
活

動
組

織
の

更
な

る
体

制
強

化
に

向
け

、
多

様
な

人
材

の
参

画
及

び
活

動
組

織
の

広
域

化
を

推
進

す
る

。

①
地

域
に

よ
る

農
地

・
農

業
用

水
等

の
保

全
管

理
へ

の
延

べ
参

加
者

数

②
中

山
間

地
域

等
の

農
用

地
面

積
の

減
少

防
止

③
農

地
・
農

業
用

水
等

の
保

全
管

理
に

係
る

地
域

の
共

同
活

動
に

よ
り

広
域

的
に

保
全

管
理

さ
れ

る
農

地
面

積
の

割
合

①
現

状
値

　
延

べ
1
,3

0
1
万

人
・
団

体
（
2
0
1
6
～

2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

延
べ

1
,4

0
0
万

人
・
団

体
（
2
0
2
1
～

2
0
2
5
年

度
）

②
現

状
値

　
7
.2

万
h
a（

2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

7
.5

万
h
a

（
2
0
2
4
年

度
）

③
現

状
値

　
4
6
%

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

6
0
%

（
2
0
2
5
年

度
）

①
7
5
3
万

人
・
団

体
(2

0
2
1
～

2
0
2
3
年

度
)

②
8
.4

万
h
a

（
2
0
2
3
年

度
）

③ 4
8
%
(2

0
2
3

年
度

)

・
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
・
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
交

付
金

農
業

の
有

す
る

多
面

的
機

能
の

発
揮

の
促

進
に

関
す

る
法

律

1
-
2
-
1
1

湿
地

間
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

多
様

な
動

植
物

、
特

に
渡

り
性

水
鳥

の
生

息
地

と
な

っ
て

い
る

湿
原

や
干

潟
等

の
湿

地
に

つ
い

て
、

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
や

渡
り

鳥
の

重
要

生
息

地
の

国
際

的
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
あ

る
「
東

ア
ジ

ア
・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

地
域

フ
ラ

イ
ウ

ェ
イ

・
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
（
E
A

A
F
P

: 
E
as

t 
A

si
an

-
A

u
st

ra
la

si
an

 F
ly

w
ay

 P
ar

tn
e
rs

h
ip

）
」

な
ど

の
国

際
的

な
枠

組
み

を
通

じ
て

、
湿

地
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

及
び

連
携

協
力

を
推

進
し

、
保

全
や

地
域

住
民

へ
の

普
及

啓
発

を
図

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

国
際

的
な

枠
組

み
で

あ
る

ラ
ム

サ
ー

ル
C

O
P

1
4
、

E
A

A
F
P

 M
O

P
（
パ

ー
ト

ナ
ー

会
議

）
1
0
,1

1
に

参
加

し
た

。
湿

地
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

及
び

連
携

協
力

を
推

進
し

、
保

全
や

地
域

住
民

へ
の

普
及

啓
発

を
図

っ
て

い
る

。

ラ
ム

サ
ー

ル
C

O
P

1
5
及

び
E
A

A
F
P

 M
O

P
1
2
へ

の
参

加
と

協
力

を
通

じ
、

引
き

続
き

湿
地

間
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
及

び
連

携
協

力
を

推
進

し
、

保
全

や
地

域
住

民
へ

の
普

及
啓

発
を

図
る

。

特
に

水
鳥

の
生

息
地

と
し

て
国

際
的

に
重

要
な

湿
地

に
関

す
る

条
約

（
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

）
、

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

、
自

然
公

園
法

、
河

川
法

1
-
2
-
1
2

生
態

系
保

全
に

資
す

る
用

水
確

保
自

然
環

境
の

維
持

、
改

善
等

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
、

農
業

用
水

、
環

境
用

水
等

の
取

得
に

向
け

た
調

査
・
調

整
等

を
支

援
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】
b 

進
捗

中
自

然
環

境
の

維
持

、
改

善
等

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
農

業
用

水
、

環
境

用
水

等
の

取
得

に
向

け
、

必
要

な
調

査
・
調

整
等

を
行

え
る

事
業

を
設

け
て

い
る

。

現
在

の
取

組
を

継
続

し
て

進
め

る
。

水
利

施
設

等
保

全
高

度
化

事
業

（
水

利
用

調
整

事
業

）

1
-
2
-
1
3

生
態

系
に

配
慮

し
た

道
路

整
備

動
物

の
生

息
域

分
断

の
防

止
や

、
植

物
の

生
育

環
境

の
保

全
を

図
る

観
点

か
ら

、
動

物
の

道
路

横
断

構
造

物
や

、
動

物
注

意
の

標
識

を
設

置
す

る
な

ど
、

生
態

系
に

配
慮

し
た

道
路

の
整

備
に

努
め

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

動
物

の
生

息
域

分
断

の
防

止
や

、
植

物
の

生
育

環
境

の
保

全
を

図
る

観
点

か
ら

、
動

物
の

道
路

横
断

構
造

物
や

、
動

物
注

意
の

標
識

を
設

置
す

る
な

ど
、

生
態

系
に

配
慮

し
た

道
路

の
整

備
に

努
め

た
。

動
物

の
生

息
域

分
断

の
防

止
や

、
植

物
の

生
育

環
境

の
保

全
を

図
る

観
点

か
ら

、
動

物
の

道
路

横
断

構
造

物
や

、
動

物
注

意
の

標
識

を
設

置
す

る
な

ど
、

生
態

系
に

配
慮

し
た

道
路

の
整

備
に

引
き

続
き

努
め

る
。

・
道

路
事

業
費

・
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

・
防

災
・
安

全
交

付
金

1
-
2
-
1
4

道
路

整
備

に
お

け
る

動
植

物
の

生
息

・
生

育
環

境
の

形
成

地
域

に
よ

っ
て

は
、

道
路

整
備

に
あ

た
っ

て
周

辺
の

自
然

環
境

の
現

状
に

配
慮

し
な

が
ら

、
植

栽
の

樹
種

な
ど

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

、
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
の

形
成

に
積

極
的

に
取

り
組

む
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

地
域

に
よ

っ
て

は
、

道
路

整
備

に
あ

た
っ

て
周

辺
の

自
然

環
境

の
現

状
に

配
慮

し
な

が
ら

、
植

栽
の

樹
種

な
ど

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

、
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
の

形
成

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

。

地
域

に
よ

っ
て

は
、

道
路

整
備

に
あ

た
っ

て
周

辺
の

自
然

環
境

の
現

状
に

配
慮

し
な

が
ら

、
植

栽
の

樹
種

な
ど

を
工

夫
す

る
こ

と
に

よ
り

、
動

植
物

の
生

息
・
生

育
環

境
の

形
成

に
引

き
続

き
積

極
的

に
取

り
組

む
。

・
道

路
事

業
費

・
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

・
防

災
・
安

全
交

付
金

1
-
2
-
1
5

自
然

環
境

に
関

す
る

調
査

・
デ

ー
タ

の
集

積
と

必
要

に
応

じ
た

路
線

選
定

・
構

造
形

式
の

採
用

自
然

環
境

に
関

す
る

詳
細

な
調

査
、

デ
ー

タ
の

集
積

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

そ
れ

を
踏

ま
え

た
上

で
、

必
要

に
応

じ
て

、
豊

か
な

自
然

を
保

全
で

き
る

よ
う

な
路

線
の

選
定

や
、

地
形

・
植

生
の

大
き

な
改

変
を

避
け

る
た

め
の

構
造

形
式

の
採

用
に

努
め

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

自
然

環
境

に
関

す
る

詳
細

な
調

査
、

デ
ー

タ
の

集
積

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

そ
れ

を
踏

ま
え

た
上

で
、

必
要

に
応

じ
て

、
豊

か
な

自
然

を
保

全
で

き
る

よ
う

な
路

線
の

選
定

や
、

地
形

・
植

生
の

大
き

な
改

変
を

避
け

る
た

め
の

構
造

形
式

の
採

用
に

努
め

た
。

自
然

環
境

に
関

す
る

詳
細

な
調

査
、

デ
ー

タ
の

集
積

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

そ
れ

を
踏

ま
え

た
上

で
、

必
要

に
応

じ
て

、
豊

か
な

自
然

を
保

全
で

き
る

よ
う

な
路

線
の

選
定

や
、

地
形

・
植

生
の

大
き

な
改

変
を

避
け

る
た

め
の

構
造

形
式

の
採

用
に

引
き

続
き

努
め

る
。

・
道

路
事

業
費

・
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

・
防

災
・
安

全
交

付
金

1
-
2
-
1
6

盛
土

の
り

面
等

に
お

け
る

自
然

と
調

和
し

た
再

緑
化

道
路

事
業

に
伴

い
発

生
し

た
盛

土
の

り
面

な
ど

に
つ

い
て

は
、

既
存

ス
ト

ッ
ク

も
含

め
て

、
地

域
の

気
候

や
土

壌
な

ど
の

自
然

条
件

に
最

も
調

和
し

た
植

生
の

活
用

な
ど

に
よ

り
再

緑
化

を
行

い
、

で
き

る
限

り
自

然
に

近
い

状
態

に
復

元
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

道
路

事
業

に
伴

い
発

生
し

た
盛

土
の

り
面

な
ど

に
つ

い
て

は
、

既
存

ス
ト

ッ
ク

も
含

め
て

、
地

域
の

気
候

や
土

壌
な

ど
の

自
然

条
件

に
最

も
調

和
し

た
植

生
の

活
用

な
ど

に
よ

り
再

緑
化

を
行

い
、

で
き

る
限

り
自

然
に

近
い

状
態

に
復

元
す

る
こ

と
に

努
め

た
。

道
路

事
業

に
伴

い
発

生
し

た
盛

土
の

り
面

な
ど

に
つ

い
て

は
、

既
存

ス
ト

ッ
ク

も
含

め
て

、
地

域
の

気
候

や
土

壌
な

ど
の

自
然

条
件

に
最

も
調

和
し

た
植

生
の

活
用

な
ど

に
よ

り
再

緑
化

を
行

い
、

で
き

る
限

り
自

然
に

近
い

状
態

に
復

元
す

る
こ

と
に

引
き

続
き

努
め

る
。

・
道

路
事

業
費

・
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

・
防

災
・
安

全
交

付
金
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
2
-
1
7

都
市

に
お

け
る

生
物

多
様

性
保

全
の

推
進

都
市

に
お

け
る

生
物

多
様

性
確

保
等

の
取

組
を

官
民

が
連

携
し

て
推

進
す

る
た

め
、

緑
地

の
確

保
に

つ
な

が
る

取
組

を
評

価
す

る
な

ど
、

地
方

公
共

団
体

や
民

間
事

業
者

へ
の

支
援

等
を

行
う

。
ま

た
、

2
0
1
6
年

度
に

策
定

し
た

「
都

市
の

生
物

多
様

性
指

標
（
簡

易
版

）
」
の

普
及

啓
発

を
図

り
、

都
市

に
お

け
る

生
物

多
様

性
保

全
の

取
組

を
一

層
推

進
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
4
年

の
都

市
緑

地
法

改
正

に
よ

り
創

設
し

た
優

良
緑

地
確

保
計

画
認

定
制

度
（
T
S
U

N
A

G
）
に

よ
り

生
物

多
様

性
確

保
に

資
す

る
緑

地
の

確
保

に
つ

な
が

る
取

組
を

評
価

す
る

な
ど

、
官

民
の

連
携

に
よ

る
都

市
に

お
け

る
生

物
多

様
性

確
保

等
の

取
組

を
推

進
し

て
い

る
。

ま
た

、
2
0
1
6
年

度
に

策
定

し
た

「
都

市
の

生
物

多
様

性
指

標
（
簡

易
版

）
」
の

普
及

啓
発

を
図

り
、

都
市

に
お

け
る

生
物

多
様

性
保

全
の

取
組

を
推

進
し

て
い

る
。

優
良

緑
地

確
保

計
画

認
定

制
度

（
T
S
U

N
A

G
）
に

よ
り

緑
地

の
確

保
に

つ
な

が
る

取
組

を
評

価
す

る
な

ど
、

官
民

の
連

携
に

よ
る

都
市

に
お

け
る

生
物

多
様

性
確

保
等

の
取

組
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。
ま

た
、

2
0
1
6
年

度
に

策
定

し
た

「
都

市
の

生
物

多
様

性
指

標
（
簡

易
版

）
」
の

普
及

啓
発

を
図

り
、

都
市

に
お

け
る

生
物

多
様

性
保

全
の

取
組

を
さ

ら
に

推
進

す
る

。

都
市

緑
地

法

1
-
2
-
1
8

都
市

緑
化

等
の

推
進

緑
化

地
域

制
度

な
ど

の
民

有
地

の
緑

化
を

推
進

す
る

た
め

に
有

効
な

制
度

に
つ

い
て

、
制

度
の

普
及

も
含

め
た

一
層

の
推

進
を

図
る

。
ま

た
、

開
発

事
業

に
お

け
る

緑
に

関
わ

る
取

組
を

評
価

し
、

優
秀

な
事

例
に

つ
い

て
は

認
定

・
表

彰
す

る
こ

と
で

事
業

者
の

努
力

を
促

す
た

め
の

都
市

開
発

に
お

け
る

緑
地

の
評

価
制

度
に

つ
い

て
、

制
度

の
普

及
に

努
め

る
。

【
国

土
交

通
省

】

○
b 

進
捗

中
緑

が
不

足
し

て
い

る
市

街
地

等
に

お
い

て
、

緑
化

地
域

制
度

や
地

区
計

画
等

緑
化

率
条

例
制

度
等

の
活

用
に

よ
り

建
築

物
の

敷
地

内
の

空
地

や
屋

上
等

の
民

有
地

に
お

け
る

緑
化

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

市
民

緑
地

契
約

や
緑

地
協

定
の

締
結

や
、

市
民

緑
地

認
定

制
度

や
2
0
2
4
年

の
都

市
緑

地
法

改
正

に
よ

り
創

設
し

た
優

良
緑

地
確

保
計

画
認

定
制

度
（
T
S
U

N
A

G
）
に

よ
り

、
民

間
主

体
に

よ
る

緑
化

を
推

進
し

て
い

る
。

緑
化

地
域

制
度

や
地

区
計

画
等

緑
化

率
条

例
制

度
等

の
活

用
に

よ
る

建
築

物
の

敷
地

内
の

空
地

や
屋

上
等

の
民

有
地

に
お

け
る

緑
化

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

市
民

緑
地

契
約

や
緑

地
協

定
の

締
結

や
、

市
民

緑
地

認
定

制
度

や
優

良
緑

地
確

保
計

画
認

定
制

度
（
T
S
U

N
A

G
）
の

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
充

実
等

に
よ

り
、

民
間

主
体

に
よ

る
緑

化
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

都
市

緑
地

法

1
-
2
-
1
9

都
市

緑
地

の
保

全
、

都
市

公
園

の
整

備
等

良
好

な
自

然
的

環
境

を
有

す
る

緑
地

の
保

全
・
活

用
を

図
る

た
め

、
特

別
緑

地
保

全
地

区
等

の
緑

地
保

全
制

度
の

活
用

を
促

進
す

る
と

と
も

に
、

土
地

の
買

入
れ

、
緑

地
の

保
全

に
必

要
な

施
設

の
整

備
等

に
対

す
る

財
政

支
援

を
通

じ
て

、
都

市
に

お
け

る
生

物
の

生
息

域
の

確
保

等
の

緑
地

の
多

様
な

機
能

の
増

進
に

関
す

る
取

組
を

進
め

る
。

ま
た

、
都

市
公

園
の

整
備

、
市

民
緑

地
認

定
制

度
の

活
用

、
雨

庭
の

設
置

等
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
の

社
会

実
装

、
生

産
緑

地
制

度
等

を
活

用
し

た
都

市
農

地
の

保
全

等
を

推
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
物

の
生

息
空

間
の

保
全

・
創

出
を

進
め

る
。

【
国

土
交

通
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
4
年

の
都

市
緑

地
法

改
正

に
よ

り
特

別
緑

地
保

全
地

区
に

係
る

制
度

改
正

を
行

い
、

特
別

緑
地

保
全

地
区

の
指

定
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

方
公

共
団

体
等

に
よ

る
土

地
の

買
入

れ
等

に
つ

い
て

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
等

に
よ

り
推

進
し

て
い

る
。

ま
た

、
都

市
公

園
の

整
備

、
市

民
緑

地
認

定
制

度
の

活
用

、
雨

庭
の

設
置

等
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
の

社
会

実
装

や
生

産
緑

地
制

度
等

を
活

用
し

た
都

市
農

地
の

保
全

等
に

つ
い

て
、

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
等

に
よ

り
推

進
し

、
生

物
の

生
息

空
間

の
保

全
・
創

出
を

進
め

て
い

る
。

引
き

続
き

、
特

別
緑

地
保

全
地

区
の

指
定

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

地
方

公
共

団
体

等
に

よ
る

土
地

の
買

入
れ

等
に

つ
い

て
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
に

よ
り

推
進

す
る

。
ま

た
、

都
市

公
園

の
整

備
、

市
民

緑
地

認
定

制
度

の
活

用
、

雨
庭

の
設

置
等

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

の
社

会
実

装
や

生
産

緑
地

制
度

等
を

活
用

し
た

都
市

農
地

の
保

全
等

に
つ

い
て

、
引

き
続

き
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
に

よ
り

推
進

す
る

。

都
市

域
に

お
け

る
水

と
緑

の
公

的
空

間
確

保
量

現
状

値
：
1
3
.9

㎡
/

人
（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
：
1
5
.2

㎡
/

人
（
2
0
2
5
年

度
）

1
4
.2

 ㎡
/
人

（
2
0
2
3
年

3
月

時
点

）

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
都

市
緑

地
法

1
-
2
-
2
0

下
水

処
理

施
設

等
の

施
設

空
間

に
お

け
る

水
辺

の
保

全
・
創

出

過
密

化
し

た
都

市
に

お
け

る
貴

重
な

オ
ー

プ
ン

ス
ペ

ー
ス

で
あ

る
下

水
処

理
施

設
の

上
部

や
雨

水
渠

な
ど

の
施

設
空

間
に

お
い

て
、

せ
せ

ら
ぎ

水
路

の
整

備
や

処
理

水
の

再
利

用
な

ど
に

よ
る

水
辺

の
保

全
・
創

出
を

図
り

、
都

市
に

お
け

る
生

物
の

生
息

・
生

育
場

所
を

関
係

者
と

連
携

し
提

供
し

ま
す

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

せ
せ

ら
ぎ

水
路

等
の

整
備

に
よ

る
水

辺
の

保
全

・
創

出
を

図
り

、
都

市
に

お
け

る
生

物
の

生
息

・
生

育
場

所
を

関
係

者
と

連
携

し
、

水
と

緑
の

公
的

空
間

の
確

保
を

実
施

し
た

。

限
ら

れ
た

事
業

地
内

で
の

取
り

組
み

の
こ

と
か

ら
、

す
ぐ

に
効

果
の

発
現

は
し

に
く
い

こ
と

が
課

題
で

あ
る

が
、

引
き

続
き

水
と

緑
の

公
的

空
間

の
確

保
に

取
り

組
む

。

下
水

道
処

理
施

設
等

に
お

け
る

せ
せ

ら
ぎ

水
路

等
の

整
備

面
積

現
状

値
　

1
,1

4
7
h
a

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

1
,1

7
0
h
a

（
2
0
3
0
年

度
）

1
1
1
6
h
a

（
2
0
2
3
年

度
）

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
、

防
災

・
安

全
交

付
金

1
-
2
-
2
1

下
水

処
理

水
及

び
雨

水
の

再
利

用
等

に
よ

る
水

循
環

系
の

構
築

下
水

処
理

水
や

雨
水

の
再

利
用

、
雨

水
の

貯
留

浸
透

に
よ

る
流

出
抑

制
な

ど
、

広
域

的
な

視
点

か
ら

の
健

全
な

水
循

環
系

の
構

築
に

向
け

て
事

業
を

推
進

す
る

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

新
世

代
下

水
道

支
援

事
業

制
度

等
に

よ
り

、
下

水
処

理
場

の
再

生
水

に
係

る
施

設
の

整
備

を
支

援
し

、
せ

せ
ら

ぎ
用

水
、

河
川

維
持

用
水

等
へ

の
再

生
水

の
利

用
を

促
進

し
た

。
ま

た
、

地
方

公
共

団
体

や
個

人
・
民

間
業

者
等

に
対

し
雨

水
貯

留
浸

透
施

設
設

置
を

支
援

し
た

。

再
生

水
の

供
給

コ
ス

ト
が

高
く
な

り
、

再
生

水
供

給
事

業
が

事
業

化
さ

れ
な

い
ケ

ー
ス

が
あ

る
こ

と
が

課
題

で
あ

る
が

、
利

用
用

途
の

整
理

を
行

い
引

き
続

き
取

り
組

む
。

新
世

代
下

水
道

支
援

事
業

制
度

に
よ

る
各

年
度

事
業

数

現
状

値
　

2
件

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

2
0
2
0
年

度
以

降
累

積
2
2
件

（
2
0
3
0
年

度
）

２
件

（
2
0
2
3

年
度

）
2
0
2
0
年

度
以

降
累

計
1
1
件

（
2
0
2
3

年
度

）

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
、

防
災

・
安

全
交

付
金

水
循

環
基

本
法

1
-
2
-
2
2

地
域

特
性

に
応

じ
た

栄
養

塩
類

の
能

動
的

運
転

管
理

の
推

進

豊
か

な
海

を
再

生
し

生
物

の
多

様
性

を
保

全
し

て
い

く
た

め
、

地
域

特
性

に
応

じ
て

、
季

節
別

に
下

水
放

流
水

に
含

ま
れ

る
栄

養
塩

類
を

能
動

的
に

管
理

す
る

季
節

別
運

転
を

推
進

す
る

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

「
豊

か
な

」
水

環
境

の
実

現
に

向
け

て
、

下
水

道
管

理
者

が
下

水
処

理
場

の
放

流
水

に
含

ま
れ

る
栄

養
塩

類
の

能
動

的
管

理
の

普
及

・
促

進
に

向
け

て
、

よ
り

効
果

的
な

運
転

管
理

を
実

施
し

た
。

能
動

的
運

転
管

理
の

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
処

理
水

質
が

悪
化

す
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

が
、

処
理

水
質

が
悪

化
し

た
場

合
に

お
け

る
対

策
を

見
据

え
、

引
き

続
き

効
果

的
な

運
転

管
理

を
実

施
す

る
。

下
水

道
法

1
-
2
-
2
3

河
川

を
基

軸
と

し
た

広
域

的
な

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

湿
地

等
の

再
生

、
魚

道
整

備
等

に
よ

る
魚

類
の

遡
上

・
降

下
環

境
の

改
善

等
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
地

方
公

共
団

体
、

市
民

、
河

川
管

理
者

、
農

業
関

係
者

等
の

多
様

な
主

体
の

連
携

に
よ

り
、

河
川

を
基

軸
と

し
た

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
の

取
組

に
よ

る
流

域
の

生
態

系
の

保
全

・
創

出
を

推
進

す
る

。
【
国

土
交

通
省

、
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

○
a+

既
に

達
成

済
み

「
多

自
然

川
づ

く
り

」
や

自
然

再
生

事
業

等
に

よ
り

、
湿

地
等

の
再

生
、

魚
道

整
備

等
に

よ
る

魚
類

の
遡

上
・

降
下

環
境

の
改

善
等

を
推

進
し

て
い

る
。

ま
た

、
「
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

協
議

会
」
等

の
枠

組
に

よ
り

、
地

方
公

共
団

体
、

市
民

、
河

川
管

理
者

、
農

業
関

係
者

等
の

多
様

な
主

体
と

連
携

し
、

河
川

を
基

軸
と

し
た

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
の

取
組

に
よ

る
流

域
の

生
態

系
の

保
全

・
創

出
を

推
進

し
て

い
る

。

引
き

続
き

、
地

方
公

共
団

体
、

市
民

、
河

川
管

理
者

、
農

業
関

係
者

等
の

流
域

の
主

体
と

連
携

し
、

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
に

よ
る

流
域

の
生

態
系

の
保

全
・

創
出

を
推

進
す

る
。

取
組

方
針

・
目

標
を

定
め

て
い

る
「
河

川
を

基
軸

と
し

た
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

」
の

数

現
状

値
　

1
3
（
2
0
2
0

年
度

）
目

標
値

　
1
7
（
2
0
3
0

年
度

）

1
8
　

（
2
0
2
5

年
7
月

時
点

）

治
水

事
業

等
関

係
費

の
内

数
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
の

内
数

1
-
2
-
2
4

多
自

然
川

づ
く
り

河
川

全
体

の
自

然
の

営
み

を
視

野
に

入
れ

、
地

域
の

暮
ら

し
や

歴
史

・
文

化
と

の
調

和
に

も
配

慮
し

、
河

川
が

本
来

有
し

て
い

る
生

物
の

生
息

・
生

育
・
繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

の
保

全
・
創

出
を

推
進

す
る

。
多

自
然

川
づ

く
り

は
全

て
の

川
づ

く
り

の
基

本
で

あ
り

、
全

て
の

一
級

河
川

、
二

級
河

川
及

び
準

用
河

川
に

お
け

る
調

査
、

計
画

、
設

計
、

施
工

・
維

持
管

理
等

の
河

川
管

理
に

お
け

る
全

て
の

行
為

で
推

進
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

○
b 

進
捗

中
河

川
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

河
川

全
体

の
自

然
の

営
み

を
視

野
に

入
れ

、
地

域
の

暮
ら

し
や

歴
史

・
文

化
と

の
調

和
に

も
配

慮
し

、
河

川
が

本
来

有
し

て
い

る
生

物
の

生
息

・
生

育
・
繁

殖
環

境
及

び
多

様
な

河
川

景
観

を
保

全
・
創

出
す

る
「
多

自
然

川
づ

く
り

」
を

基
本

と
し

て
お

り
、

「
多

自
然

川
づ

く
り

基
本

指
針

」
を

令
和

６
年

６
月

に
改

定
し

、
河

川
環

境
の

目
標

を
定

量
的

に
設

定
す

る
な

ど
の

取
組

を
推

進
し

て
い

る
。

「
多

自
然

川
づ

く
り

基
本

指
針

」
（
令

和
６

年
６

月
改

定
）

を
踏

ま
え

、
「
多

自
然

川
づ

く
り

」
を

よ
り

一
層

推
進

す
る

。

（
目

標
）
河

川
管

理
を

行
う

に
あ

た
っ

て
は

、
多

自
然

川
づ

く
り

の
推

進
を

図
る

河
川

管
理

を
行

う
に

あ
た

っ
て

は
、

多
自

然
川

づ
く
り

の
推

進
を

図
っ

て
い

る
（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

治
水

事
業

等
関

係
費

の
内

数
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
の

内
数
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
2
-
2
5

健
全

な
水

循
環

に
係

る
啓

発
促

進
2
0
1
4
年

の
水

循
環

基
本

法
（
平

成
2
6
 年

法
律

第
1
6
 号

）
の

成
立

を
受

け
発

足
し

た
環

境
省

ウ
ォ

ー
タ

ー
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

通
じ

て
、

健
全

な
水

循
環

の
維

持
・
回

復
に

関
す

る
普

及
啓

発
活

動
の

推
進

や
情

報
発

信
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
の

水
辺

の
保

全
・
活

用
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、

環
境

保
全

意
識

の
高

揚
や

水
環

境
保

全
等

の
推

進
を

図
る

。
ま

た
、

新
し

い
時

代
の

水
百

選
の

選
定

を
行

う
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

・
民

間
の

主
体

的
・
自

発
的

取
組

の
促

進
と

官
民

連
携

の
機

会
の

場
を

創
出

す
る

官
民

連
携

事
業

（
ウ

ォ
ー

タ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

）
を

通
じ

て
、

水
環

境
の

重
要

性
に

つ
い

て
国

民
の

理
解

を
求

め
、

意
識

醸
成

を
図

る
取

り
組

み
を

実
施

し
た

。
・
取

組
の

一
環

と
し

て
、

地
域

づ
く
り

に
資

す
る

総
合

的
な

水
環

境
管

理
の

取
組

を
促

進
す

る
た

め
、

良
好

な
水

環
境

創
出

の
モ

デ
ル

事
業

に
よ

り
優

良
事

例
の

形
成

・
普

及
を

図
っ

た
。

・
「
ウ

ォ
ー

タ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

を
行

い
、

「
水

辺
の

環
境

活
動

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

」
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

令
和

７
年

５
月

に
開

設
し

た
。

・
令

和
６

年
５

月
に

閣
議

決
定

さ
れ

た
環

境
基

本
計

画
等

を
踏

ま
え

、
豊

か
な

水
辺

や
星

空
、

音
の

風
景

等
、

地
域

特
有

の
自

然
や

文
化

の
保

全
に

よ
り

、
地

域
住

民
の

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

の
向

上
と

観
光

等
の

地
域

活
性

化
を

実
現

す
る

取
組

の
観

点
も

加
え

、
充

実
を

図
る

。
・
3
0
by

3
0
目

標
達

成
に

向
け

た
O

E
C

M
登

録
に

貢
献

す
る

良
好

な
環

境
の

創
出

や
、

地
域

資
源

の
価

値
の

向
上

を
図

り
、

令
和

の
時

代
に

お
け

る
良

好
な

水
環

境
・
水

環
境

創
出

活
動

を
促

進
す

る
。

環
境

省
ウ

ォ
ー

タ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

・
グ

ッ
ド

プ
ラ

ク
テ

ィ
ス

塾
へ

の
参

加
者

数

現
状

値
　

5
7
5

（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

-

6
7
6
（
2
0
2
4

年
度

）
良

好
な

水
環

境
の

創
出

と
健

全
な

水
循

環
推

進
費

水
循

環
基

本
法

、
水

循
環

基
本

計
画

1
-
2
-
2
6

河
川

流
域

に
お

け
る

土
地

の
利

用
等

に
よ

る
生

態
系

へ
の

負
荷

軽
減


総

合
的

な
土

砂
管

理
の

取
組

の
推

進

流
域

の
源

頭
部

か
ら

海
岸

ま
で

一
貫

し
た

総
合

的
な

土
砂

管
理

の
取

組
を

、
自

然
環

境
と

の
調

和
を

図
り

な
が

ら
関

係
機

関
の

連
携

の
も

と
推

進
す

る
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
よ

り
土

砂
動

態
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
総

合
土

砂
管

理
計

画
を

策
定

し
、

透
過

型
砂

防
堰

堤
の

整
備

、
ダ

ム
堆

積
土

砂
の

下
流

還
元

、
サ

ン
ド

バ
イ

パ
ス

に
よ

る
海

岸
の

侵
食

対
策

な
ど

、
土

砂
移

動
の

連
続

性
を

確
保

す
る

取
組

を
推

進
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

流
域

の
源

頭
部

か
ら

海
岸

ま
で

一
貫

し
た

総
合

的
な

土
砂

管
理

の
取

組
を

、
自

然
環

境
と

の
調

和
を

図
り

な
が

ら
関

係
機

関
の

連
携

の
も

と
推

進
し

て
い

る
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
よ

り
土

砂
動

態
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
総

合
土

砂
管

理
計

画
を

策
定

し
、

透
過

型
砂

防
堰

堤
の

整
備

、
ダ

ム
堆

積
土

砂
の

下
流

還
元

、
サ

ン
ド

バ
イ

パ
ス

に
よ

る
海

岸
の

侵
食

対
策

な
ど

、
土

砂
移

動
の

連
続

性
を

確
保

す
る

取
組

を
推

進
し

て
い

る
。

総
合

的
な

土
砂

管
理

の
取

組
を

よ
り

一
層

推
進

し
て

い
く
た

め
、

流
域

内
の

関
係

者
が

土
砂

管
理

と
流

域
治

水
、

水
利

用
、

流
域

環
境

等
の

取
組

に
お

い
て

連
携

を
一

層
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。
ダ

ム
か

ら
の

排
砂

や
土

砂
還

元
に

よ
る

河
川

環
境

の
改

善
や

砂
浜

の
回

復
な

ど
、

生
態

系
や

景
観

の
保

全
等

を
踏

ま
え

た
、

流
砂

系
全

体
で

最
適

と
な

る
土

砂
管

理
対

策
に

取
り

組
む

。

・
治

水
事

業
等

関
係

費
・
海

岸
事

業
・
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
・
農

山
漁

村
地

域
整

備
交

付
金

河
川

流
域

に
お

け
る

土
地

の
利

用
等

に
よ

る
生

態
系

へ
の

負
荷

軽
減


ダ

ム
整

備
等

の
環

境
配

慮

ダ
ム

事
業

等
の

大
規

模
な

公
共

事
業

の
実

施
に

当
た

っ
て

、
事

前
の

環
境

調
査

を
実

施
し

、
ダ

ム
事

業
等

が
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
検

討
し

、
回

避
・

低
減

、
代

償
措

置
等

の
適

切
な

環
境

保
全

措
置

を
講

じ
る

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

ダ
ム

事
業

等
の

大
規

模
な

公
共

事
業

で
は

、
事

前
の

環
境

調
査

を
実

施
し

、
ダ

ム
事

業
等

が
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
検

討
し

た
。

検
討

結
果

に
応

じ
て

、
回

避
・
低

減
、

代
償

措
置

等
の

適
切

な
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

た
。

あ
ら

か
じ

め
環

境
影

響
評

価
を

行
う

こ
と

が
環

境
の

保
全

上
重

要
で

あ
る

こ
と

に
鑑

み
、

ダ
ム

事
業

等
の

大
規

模
な

公
共

事
業

を
実

施
す

る
場

合
は

、
事

前
の

環
境

調
査

を
実

施
し

、
ダ

ム
事

業
等

が
環

境
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

検
討

結
果

に
応

じ
て

、
回

避
・
低

減
、

代
償

措
置

等
の

適
切

な
環

境
保

全
措

置
を

講
じ

る
。

治
水

事
業

等
関

係
費

の
内

数
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
の

内
数

環
境

影
響

評
価

法

河
川

流
域

に
お

け
る

土
地

の
利

用
等

に
よ

る
生

態
系

へ
の

負
荷

軽
減


ダ

ム
の

弾
力

的
管

理

ダ
ム

下
流

の
河

川
環

境
の

保
全

等
の

た
め

、
洪

水
調

節
に

支
障

を
及

ぼ
さ

な
い

範
囲

で
洪

水
調

節
容

量
の

一
部

を
有

効
に

活
用

す
る

ダ
ム

の
弾

力
的

管
理

及
び

弾
力

的
管

理
試

験
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

放
流

方
法

の
検

討
を

よ
り

進
め

、
さ

ら
に

効
果

的
な

も
の

と
し

て
い

く
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

ダ
ム

下
流

の
河

川
環

境
の

保
全

等
の

た
め

、
洪

水
調

節
に

支
障

を
及

ぼ
さ

な
い

範
囲

で
洪

水
調

節
容

量
の

一
部

を
有

効
に

活
用

す
る

ダ
ム

の
弾

力
的

管
理

及
び

弾
力

的
管

理
試

験
を

実
施

し
て

き
た

。

今
後

も
ダ

ム
の

弾
力

的
管

理
及

び
弾

力
的

管
理

試
験

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

下
流

河
川

関
係

者
等

と
密

に
調

整
を

は
か

り
な

が
ら

、
放

流
方

法
の

検
討

を
よ

り
進

め
、

さ
ら

に
効

果
的

な
も

の
と

し
て

い
く
。

治
水

事
業

等
関

係
費

の
内

数
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
の

内
数

河
川

流
域

に
お

け
る

土
地

の
利

用
等

に
よ

る
生

態
系

へ
の

負
荷

軽
減


水

力
発

電
に

伴
う

減
水

区
間

の
解

消
に

よ
る

清
流

回
復

水
力

発
電

に
伴

い
河

川
の

流
量

が
著

し
く
減

少
す

る
減

水
区

間
の

改
善

を
図

る
た

め
、

発
電

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
き

、
減

水
区

間
の

解
消

に
努

め
る

。
ま

た
、

水
利

権
更

新
の

機
会

な
ど

を
捉

え
、

発
電

に
伴

う
減

水
区

間
の

清
流

回
復

に
取

組
む

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

発
電

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
き

対
象

と
な

っ
た

発
電

所
に

お
い

て
、

発
電

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
く
維

持
流

量
の

確
保

を
行

っ
て

い
る

。

発
電

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
き

、
減

水
区

間
の

解
消

に
努

め
る

。
ま

た
、

水
利

権
更

新
の

機
会

な
ど

を
捉

え
、

発
電

に
伴

う
減

水
区

間
の

清
流

回
復

に
取

組
む

。

治
水

事
業

等
関

係
費

の
内

数
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
の

内
数
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
2
-
2
7

水
産

生
物

の
生

活
史

に
対

応
し

た
水

産
環

境
整

備

水
産

生
物

の
生

活
史

に
対

応
し

た
藻

場
・
干

潟
か

ら
沖

合
域

ま
で

の
良

好
な

生
息

環
境

空
間

を
創

出
す

る
水

産
環

境
整

備
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】
b 

進
捗

中
漁

港
漁

場
整

備
長

期
計

画
に

基
づ

き
、

藻
場

・
干

潟
の

整
備

を
推

進
し

て
い

る
。

海
水

温
の

上
昇

を
は

じ
め

と
し

た
海

洋
環

境
の

変
化

に
よ

り
、

藻
場

の
衰

退
や

干
潟

機
能

の
低

下
等

が
継

続
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

、
漁

港
漁

場
整

備
長

期
計

画
に

基
づ

き
、

藻
場

・
干

潟
の

整
備

を
推

進
す

る
。

①
水

産
資

源
の

回
復

や
生

産
量

の
向

上
の

た
め

の
漁

場
整

備
に

よ
る

水
産

物
の

増
産

量

②
藻

場
の

保
全

・
創

造
の

取
組

を
実

施
す

る
海

域
に

お
い

て
、

藻
場

面
積

を
維

持
・

回
復

①
現

状
値

　
0
t

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

6
.5

t
（
2
0
2
6
年

度
）

②
現

状
値

　
約

6
千

t
（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

約
7
千

t
（
2
0
2
6
年

度
）

①
2
.0

万
ｔ

（
2
0
2
3
年

度
）

② 6
,5

9
3
h
a(

2
0

2
3
年

度
）

水
産

基
盤

整
備

事
業

1
-
2
-
2
8

海
の

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
海

域
環

境
の

改
善

都
市

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

第
三

次
決

定
「
海

の
再

生
」
の

実
現

に
向

け
て

、
東

京
湾

、
大

阪
湾

及
び

伊
勢

湾
に

お
け

る
行

動
計

画
に

基
づ

き
、

各
種

施
策

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
広

島
湾

の
行

動
計

画
に

基
づ

き
各

種
施

策
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
閉

鎖
性

海
域

に
お

け
る

、
全

国
海

の
再

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

展
開

す
る

。
【
国

土
交

通
省

、
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

・
東

京
湾

、
大

阪
湾

、
伊

勢
湾

及
び

広
島

湾
の

閉
鎖

性
海

域
の

水
質

改
善

に
向

け
て

海
の

再
生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
施

策
を

推
進

し
て

い
る

。

・
引

き
続

き
、

各
海

域
に

お
い

て
行

動
計

画
に

基
づ

く
施

策
を

推
進

し
て

い
く
と

と
も

に
、

海
の

再
生

全
国

会
議

に
て

各
地

の
取

組
に

つ
い

て
情

報
共

有
及

び
意

見
交

換
を

行
う

。
・
民

間
企

業
や

市
民

等
の

多
様

な
主

体
と

連
携

・
協

働
し

、
官

民
一

体
と

な
っ

て
取

組
め

る
体

制
の

整
備

を
進

め
る

。

1
-
2
-
2
9

生
物

共
生

機
能

を
付

加
さ

せ
た

港
湾

構
造

物
の

導
入

推
進

老
朽

化
対

策
と

併
せ

て
、

生
物

共
生

機
能

を
付

加
さ

せ
た

港
湾

構
造

物
の

導
入

を
推

進
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】
a+

既
に

達
成

済
み

釧
路

港
及

び
須

崎
港

等
、

各
地

の
港

湾
に

て
整

備
し

た
生

物
共

生
型

港
湾

構
造

物
に

お
い

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
、

水
生

生
物

の
増

加
等

の
環

境
改

善
効

果
を

確
認

し
た

。

引
き

続
き

、
老

朽
化

対
策

と
併

せ
て

、
生

物
共

生
機

能
を

付
加

さ
せ

た
港

湾
構

造
物

の
導

入
を

推
進

す
る

。

1
-
2
-
3
0

沿
岸

域
の

水
質

浄
化

対
策

の
推

進
自

然
と

生
物

に
や

さ
し

い
海

域
環

境
の

創
造

と
親

水
性

の
高

い
海

域
空

間
の

創
出

を
目

的
に

、
ヘ

ド
ロ

の
除

去
、

覆
砂

等
の

水
質

浄
化

対
策

を
推

進
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

汚
泥

の
浚

渫
を

実
施

し
、

水
質

・
底

質
の

環
境

を
改

善
し

、
沿

岸
域

の
生

物
多

様
性

の
保

全
・
再

生
の

取
組

を
推

進
し

た
。

引
き

続
き

、
海

底
に

た
い

積
し

た
有

機
汚

泥
の

浚
渫

や
覆

砂
等

に
よ

る
水

質
・
底

質
の

環
境

改
善

を
推

進
す

る
。

2
0
3
0
 年

度
ま

で
の

計
画

（
港

湾
公

害
防

止
対

策
事

業
）
に

対
す

る
達

成
率

現
状

値
 　

6
3
%

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

1
0
0
%

（
2
0
3
0
年

度
）

現
状

値
6
5
%
（
2
0
2
5

年
度

）
目

標
値

1
0
0
%
（
2
0
3
0

年
度

）

港
湾

整
備

事
業

費
・
港

湾
法

・
環

境
基

本
法

・
公

害
の

防
止

に
関

す
る

事
業

に
係

る
国

の
財

政
上

の
特

別
措

置
に

関
す

る
法

律 ・
ダ

イ
オ

キ
シ

ン
類

対
策

特
別

措
置

法

1
-
2
-
3
1

浚
渫

土
砂

等
を

有
効

活
用

し
た

干
潟

・
藻

場
等

の
再

生
・
深

掘
跡

の
埋

め
戻

し

港
湾

整
備

に
よ

り
発

生
し

た
浚

渫
土

砂
等

を
有

効
活

用
し

、
干

潟
・
藻

場
等

の
再

生
、

深
掘

跡
の

埋
め

戻
し

を
推

進
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】
a+

既
に

達
成

済
み

尾
道

糸
崎

港
等

、
各

地
の

港
湾

に
て

浚
渫

土
砂

を
有

効
活

用
し

た
干

潟
の

再
生

や
、

三
大

湾
に

お
い

て
深

堀
跡

の
埋

め
戻

し
を

実
施

し
、

水
生

生
物

の
増

加
や

青
潮

の
一

因
と

な
る

貧
酸

素
水

塊
の

発
生

す
る

場
所

の
減

少
な

ど
、

沿
岸

域
の

生
物

多
様

性
の

保
全

・
再

生
の

取
組

を
推

進
し

た
。

引
き

続
き

、
浚

渫
土

砂
を

有
効

活
用

し
た

干
潟

・
藻

場
の

再
生

、
深

堀
跡

の
埋

め
戻

し
を

推
進

す
る

。
港

湾
整

備
事

業
費

1
-
2
-
3
2

海
底

に
た

い
積

し
た

有
機

汚
泥

の
浚

渫
の

推
進

周
辺

市
街

地
や

自
然

に
優

し
い

水
域

環
境

の
創

造
及

び
安

全
で

安
心

な
水

辺
空

間
の

創
出

等
を

目
的

に
、

海
底

に
た

い
積

し
た

有
機

汚
泥

の
浚

渫
を

推
進

す
る

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

汚
泥

の
浚

渫
を

実
施

し
、

水
質

・
底

質
の

環
境

を
改

善
し

、
沿

岸
域

の
生

物
多

様
性

の
保

全
・
再

生
の

取
組

を
推

進
し

た
。

引
き

続
き

、
海

底
に

た
い

積
し

た
有

機
汚

泥
の

浚
渫

や
覆

砂
等

に
よ

る
水

質
・
底

質
の

環
境

改
善

を
推

進
す

る
。

港
湾

整
備

事
業

費
・
港

湾
法

1
-
2
-
3
3

劣
化

地
の

再
生

・
回

復
に

関
す

る
調

査
検

討

2
0
3
0
年

ま
で

に
国

土
の

3
0
％

を
保

全
す

る
国

際
目

標
「
3
0
by

3
0
」
の

達
成

に
向

け
て

、
生

態
系

回
復

が
必

要
な

劣
化

地
調

査
を

実
施

し
、

自
然

共
生

サ
イ

ト
申

請
の

た
め

の
再

生
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
す

る
。

ま
た

、
劣

化
し

た
生

態
系

の
再

生
手

法
の

検
討

に
あ

た
っ

て
は

、
炭

素
吸

収
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
を

把
握

し
、

副
次

的
に

炭
素

中
立

へ
貢

献
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

劣
化

地
の

定
義

の
検

討
や

劣
化

し
た

生
態

系
の

効
果

的
な

回
復

等
に

資
す

る
モ

デ
ル

事
業

等
を

実
施

し
、

自
然

共
生

サ
イ

ト
申

請
に

当
た

り
参

照
す

る
地

域
生

物
多

様
性

増
進

活
動

手
引

き
に

お
い

て
「
生

物
多

様
性

を
回

復
す

る
活

動
（
回

復
タ

イ
プ

）
」
の

考
え

方
等

を
整

理
し

た
。

引
き

続
き

、
劣

化
し

た
生

態
系

の
回

復
に

係
る

国
際

目
標

の
達

成
に

向
け

、
「
劣

化
し

た
生

態
系

」
の

定
義

や
効

果
的

な
回

復
手

法
、

適
切

な
評

価
手

法
の

検
討

を
進

め
る

。

O
E
C

M
を

活
用

し
た

健
全

な
生

態
系

の
回

復
及

び
連

結
促

進
事

業

1
-
2
-
3
4

劣
化

し
た

生
態

系
の

再
生

の
強

化
自

然
再

生
事

業
や

生
態

系
維

持
回

復
事

業
等

の
着

実
な

実
施

を
通

じ
て

、
野

生
鳥

獣
や

外
来

種
に

よ
る

被
害

を
受

け
た

自
然

植
生

や
、

、
開

発
や

管
理

放
棄

等
に

よ
る

生
息

地
の

消
滅

な
ど

影
響

を
受

け
た

生
態

系
な

ど
、

自
然

環
境

や
生

態
系

が
劣

化
し

て
い

る
場

所
に

お
い

て
、

そ
の

再
生

や
回

復
に

向
け

た
取

組
を

地
域

と
連

携
し

て
推

進
す

る
。

【
環

境
省

、
農

林
水

産
省

、
国

土
交

通
省

】

○
b 

進
捗

中
自

然
再

生
事

業
や

生
態

系
維

持
回

復
事

業
等

を
着

実
に

実
施

し
て

い
る

。
ま

た
、

令
和

７
年

４
月

に
施

行
さ

れ
た

地
域

生
物

多
様

性
増

進
法

に
基

づ
き

、
民

間
や

地
域

に
よ

る
生

物
多

様
性

を
回

復
す

る
活

動
を

自
然

共
生

サ
イ

ト
で

の
活

動
と

し
て

認
定

し
促

進
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
自

然
再

生
事

業
や

生
態

系
維

持
回

復
事

業
等

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
民

間
や

地
域

を
支

援
し

つ
つ

、
生

物
多

様
性

を
回

復
す

る
活

動
に

つ
い

て
地

域
生

物
多

様
性

増
進

法
に

基
づ

く
認

定
を

進
め

る
こ

と
で

、
自

然
環

境
や

生
態

系
が

劣
化

し
て

い
る

場
所

に
お

い
て

、
そ

の
再

生
や

回
復

に
向

け
た

取
組

を
地

域
と

連
携

し
て

推
進

す
る

。
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
2
-
3
5

自
然

再
生

の
推

進
自

然
再

生
推

進
法

（
平

成
1
4
 年

法
律

第
1
4
8
号

）
に

基
づ

き
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
や

地
域

住
民

、
関

係
行

政
機

関
な

ど
多

様
な

主
体

が
連

携
し

て
実

施
す

る
自

然
再

生
活

動
を

全
国

的
に

推
進

す
る

た
め

、
自

然
再

生
専

門
家

会
議

の
運

営
や

自
然

再
生

専
門

家
会

議
委

員
に

よ
る

学
術

的
観

点
か

ら
の

助
言

や
現

地
指

導
の

実
施

及
び

自
然

再
生

に
係

る
情

報
収

集
、

課
題

解
決

策
の

検
討

、
普

及
啓

発
等

を
実

施
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

自
然

再
生

専
門

家
会

議
や

自
然

再
生

に
か

か
る

全
国

会
議

の
開

催
に

よ
り

、
専

門
委

員
に

よ
る

学
術

的
観

点
か

ら
の

助
言

や
現

地
指

導
、

自
然

再
生

に
係

る
情

報
収

集
、

課
題

解
決

策
の

検
討

、
普

及
啓

発
等

を
実

施
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
自

然
再

生
専

門
家

会
議

や
全

国
会

議
を

通
じ

、
自

然
再

生
に

か
か

る
技

術
や

情
報

の
共

有
、

普
及

啓
発

等
の

取
り

組
み

を
進

め
、

自
然

再
生

協
議

会
設

置
箇

所
数

の
増

加
を

図
る

。

①
自

然
再

生
推

進
法

に
基

づ
く
自

然
再

生
協

議
会

設
置

箇
所

数

②
自

然
再

生
事

業
実

施
計

画
策

定
数

①
現

状
値

　
2
7
箇

所
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

3
0
箇

所
（
2
0
2
5
年

度
）

②
現

状
値

　
4
9
計

画
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

5
4
計

画
（
2
0
2
5
年

度
）

①
2
7
箇

所
（
2
0
2
4
年

度
）

②
5
5
計

画
（
2
0
2
4
年

度
）

自
然

再
生

活
動

推
進

費
自

然
再

生
推

進
法

第
４

条
、

第
1
1
条

、
第

1
5

条
、

第
1
7
条

第
２

項

1
-
3
-
1

鉛
製

銃
弾

に
起

因
す

る
鳥

類
の

鉛
中

毒
の

防
止

2
0
3
0
年

度
ま

で
に

我
が

国
の

鉛
製

銃
弾

に
起

因
す

る
鳥

類
の

鉛
中

毒
の

発
生

を
ゼ

ロ
と

す
る

こ
と

を
目

指
し

、
2
0
2
5
年

度
か

ら
全

国
的

な
鉛

製
銃

弾
の

使
用

規
制

制
度

を
段

階
的

に
導

入
で

き
る

よ
う

作
業

を
進

め
て

い
く
た

め
、

鉛
汚

染
の

実
態

把
握

及
び

影
響

評
価

を
進

め
る

。
評

価
に

よ
り

、
非

鉛
製

銃
弾

へ
の

切
替

え
が

必
要

と
な

っ
た

場
合

に
は

円
滑

な
移

行
を

推
進

す
る

た
め

に
必

要
な

移
行

体
制

の
構

築
を

検
討

す
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
全

国
で

の
鳥

類
鉛

汚
染

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
モ

デ
ル

地
域

に
お

い
て

鉛
弾

規
制

の
効

果
測

定
、

段
階

的
導

入
の

調
整

を
実

施
し

た
。

全
国

で
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

か
ら

汚
染

の
実

態
把

握
及

び
影

響
評

価
を

進
め

る
と

と
も

に
、

モ
デ

ル
地

域
で

の
段

階
的

規
制

、
試

行
の

調
整

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

管
理

捕
獲

、
有

害
捕

獲
等

へ
の

規
制

の
影

響
、

非
鉛

弾
の

確
保

や
そ

の
対

策
の

検
討

も
行

う
。

鉛
製

銃
弾

に
起

因
す

る
鳥

類
（
猛

禽
類

）
の

鉛
中

毒
の

確
認

件
数

現
状

値
　

5
件

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

0
件

（
2
0
3
0
年

度
）

0
件

（
2
0
2
4

年
度

）
・
鳥

類
の

鉛
中

毒
ゼ

ロ
に

貢
献

す
る

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
鳥

獣
保

護
管

理
推

進
事

業
（
令

和
5
年

度
新

規
要

求
）

・
鳥

獣
保

護
管

理
対

策
費

（
鳥

類
の

鉛
汚

染
に

関
す

る
影

響
評

価
推

進
事

業
）

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

1
-
3
-
2

化
学

物
質

の
環

境
リ

ス
ク

初
期

評
価

生
態

系
へ

の
影

響
の

観
点

を
含

め
て

化
学

物
質

の
環

境
リ

ス
ク

に
関

す
る

初
期

評
価

（
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

）
を

行
い

、
環

境
リ

ス
ク

の
高

い
物

質
を

抽
出

し
、

必
要

な
措

置
の

実
施

を
促

す
こ

と
に

よ
り

、
化

学
物

質
に

よ
る

人
や

水
生

生
物

へ
の

影
響

を
未

然
に

防
止

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

化
学

物
質

管
理

制
度

の
担

当
課

室
か

ら
の

ニ
ー

ズ
、

関
連

情
報

の
更

新
状

況
、

専
門

家
と

の
議

論
等

を
踏

ま
え

、
優

先
度

の
高

い
物

質
か

ら
着

実
に

評
価

を
行

っ
た

。

実
際

の
環

境
中

で
の

物
質

の
挙

動
や

影
響

の
状

況
な

ど
を

考
慮

し
、

評
価

方
法

の
検

討
も

含
め

よ
り

実
態

に
即

し
た

リ
ス

ク
評

価
を

行
う

。

生
態

影
響

の
観

点
か

ら
環

境
リ

ス
ク

初
期

評
価

を
実

施
す

る
物

質
数

現
状

値
　

1
2
物

質
（
2
0
2
2
年

度
）

※
2
0
2
1
年

度
末

ま
で

に
4
0
5
物

質
実

施
目

標
値

　
1
2
物

質
/

年
程

度

生
態

リ
ス

ク
に

関
し

て
4
3
2
物

質
を

実
施

（
2
0
2
4

年
度

）

化
学

物
質

の
環

境
リ

ス
ク

初
期

評
価

推
進

費

1
-
3
-
3

化
学

物
質

管
理

の
推

進
化

学
物

質
の

審
査

及
び

製
造

等
の

規
制

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
4
8
 年

法
律

第
1
1
7
 号

。
以

下
「
化

審
法

」
と

い
う

。
）
に

基
づ

き
、

全
て

の
化

学
物

質
に

対
し

、
一

定
量

以
上

の
製

造
・
輸

入
を

行
う

事
業

者
に

実
績

数
量

の
届

出
を

義
務

づ
け

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
て

有
害

性
情

報
の

提
出

を
求

め
る

こ
と

等
に

よ
り

、
生

態
系

等
へ

の
影

響
を

考
慮

し
た

安
全

性
評

価
を

着
実

に
実

施
す

る
。

ま
た

、
鳥

類
を

含
む

高
次

捕
食

動
物

に
対

す
る

有
害

性
評

価
方

法
の

検
討

、
化

学
構

造
式

や
物

理
化

学
的

性
状

か
ら

生
態

毒
性

を
予

測
す

る
定

量
的

構
造

活
性

相
関

（
Q

S
A

R
）
の

開
発

・
試

行
を

行
う

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

化
審

法
に

基
づ

き
、

事
業

者
へ

の
実

績
数

量
の

届
出

等
を

義
務

づ
け

る
と

と
も

に
、

必
要

に
応

じ
た

有
害

性
情

報
の

提
出

を
求

め
る

こ
と

等
に

よ
り

、
安

全
性

評
価

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
鳥

類
を

含
む

高
次

捕
食

動
物

に
対

す
る

有
害

性
評

価
方

法
の

検
討

、
化

学
構

造
式

や
物

理
化

学
的

性
状

か
ら

生
態

毒
性

を
予

測
す

る
定

量
的

構
造

活
性

相
関

（
Q

S
A

R
）
の

開
発

・
試

行
を

行
っ

た
。

今
後

も
、

化
審

法
に

基
づ

き
、

安
全

性
評

価
を

着
実

に
実

施
す

る
。

鳥
類

を
含

む
高

次
捕

食
動

物
に

対
す

る
有

害
性

評
価

方
法

、
Q

S
A

R
の

開
発

に
つ

い
て

も
、

継
続

的
に

実
施

す
る

。

（
目

標
）
1
9
7
3
年

の
化

審
法

制
定

以
前

か
ら

市
場

に
存

在
す

る
化

学
物

質
を

含
む

す
べ

て
の

化
学

物
質

に
つ

い
て

、
届

出
の

内
容

や
有

害
性

に
係

る
既

知
見

等
を

踏
ま

え
、

優
先

的
に

安
全

性
評

価
を

行
う

必
要

が
あ

る
化

学
物

質
を

「
優

先
評

価
化

学
物

質
」
に

指
定

し
、

リ
ス

ク
評

価
を

行
う

。
そ

の
結

果
、

長
期

毒
性

を
有

す
る

化
学

物
質

の
う

ち
、

相
当

広
範

な
地

域
の

環
境

中
に

相
当

程
度

残
留

等
す

る
た

め
に

、
人

の
健

康
ま

た
は

生
活

環
境

動
植

物
の

生
息

・
生

育
に

係
る

影
響

を
生

じ
る

恐
れ

が
あ

る
と

認
め

ら
れ

る
化

学
物

質
を

「
第

二
種

特
定

化
学

物
質

」
に

指
定

し
、

必
要

な
措

置
を

講
じ

る
。

（
現

状
）
優

先
評

価
化

学
物

質
を

2
1
8
物

質
指

定
（
2
0
2
2
年

３
月

時
点

）

優
先

評
価

化
学

物
質

を
2
2
1
物

質
指

定
（
2
0
2
5

年
5
月

時
点

）

化
学

物
質

の
審

査
及

び
製

造
等

の
規

制
に

関
す

る
法

律
施

行
経

費
、

化
学

物
質

の
環

境
リ

ス
ク

低
減

対
策

強
化

費

化
学

物
質

の
審

査
及

び
製

造
等

の
規

制
に

関
す

る
法

律

行
動

目
標

1
-
3
　

汚
染

の
削

減
（
生

物
多

様
性

へ
の

影
響

を
減

ら
す

こ
と

を
目

的
と

し
て

排
出

の
管

理
を

行
い

、
環

境
容

量
を

考
慮

し
た

適
正

な
水

準
と

す
る

）
や

、
侵

略
的

外
来

種
に

よ
る

負
の

影
響

の
防

止
・
削

減
（
侵

略
的

外
来

種
の

定
着

率
を

5
0
%
削

減
等

）
に

資
す

る
施

策
を

実
施

す
る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
3
-
4

化
学

物
質

排
出

・
移

動
量

届
出

制
度

（
P

R
T
R

制
度

）
運

用
・
デ

ー
タ

活
用

事
業

特
定

化
学

物
質

の
環

境
へ

の
排

出
量

の
把

握
等

及
び

管
理

の
改

善
の

促
進

に
関

す
る

法
律

（
平

成
1
1
年

法
律

第
8
6
 号

）
に

基
づ

き
、

事
業

者
に

よ
る

化
学

物
質

の
自

主
的

な
管

理
の

改
善

を
促

進
し

、
環

境
の

保
全

上
の

支
障

を
未

然
に

防
止

す
る

観
点

か
ら

、
人

の
健

康
や

生
態

系
に

有
害

な
お

そ
れ

が
あ

る
化

学
物

質
の

環
境

へ
の

排
出

量
や

事
業

所
外

へ
の

移
動

量
の

集
計

･公
表

な
ど

を
実

施
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

化
管

法
に

基
づ

く
化

学
物

質
排

出
・
移

動
量

届
出

制
度

（
Ｐ

Ｒ
Ｔ

Ｒ
制

度
）
に

つ
い

て
、

令
和

３
年

度
に

制
度

お
よ

び
対

象
物

質
の

見
直

し
を

行
っ

た
。

見
直

し
後

の
対

象
物

質
に

つ
い

て
は

令
和

５
年

度
か

ら
排

出
移

動
量

の
届

出
が

開
始

さ
れ

、
令

和
６

年
度

に
当

該
デ

ー
タ

の
集

計
・
公

表
を

行
っ

た
。

ま
た

、
同

法
の

対
象

と
な

る
化

学
物

質
の

見
直

し
に

向
け

た
科

学
的

知
見

の
収

集
や

、
同

法
に

基
づ

き
国

が
実

施
す

る
非

点
源

排
出

源
（
家

庭
、

自
動

車
等

）
か

ら
の

環
境

中
へ

の
排

出
量

の
推

計
・
公

表
、

化
学

物
質

の
排

出
削

減
に

係
る

事
業

者
の

取
組

事
例

の
収

集
・
公

表
な

ど
を

行
っ

て
い

る
。

対
象

物
質

選
定

の
際

の
排

出
係

数
の

設
定

や
、

届
出

外
の

排
出

推
計

量
の

精
緻

化
に

つ
い

て
は

引
き

続
き

検
討

が
必

要
で

あ
り

、
今

後
も

社
会

実
態

に
即

し
た

制
度

と
な

る
よ

う
見

直
し

に
向

け
た

検
討

を
行

う
。

届
出

デ
ー

タ
に

つ
い

て
は

、
届

出
後

の
修

正
が

一
定

数
発

生
し

て
お

り
、

正
確

性
の

向
上

が
課

題
で

あ
り

、
届

出
デ

ー
タ

の
正

確
性

向
上

に
向

け
た

 P
R

T
R

排
出

量
等

算
出

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

改
訂

を
行

う
。

①
「
P

R
T
R

地
図

上
表

示
シ

ス
テ

ム
」
の

閲
覧

数

②
（
目

標
）
P

R
T
R

 制
度

に
お

い
て

、
事

業
者

か
ら

の
対

象
化

学
物

質
の

環
境

へ
の

排
出

量
及

び
事

業
所

外
へ

の
移

動
量

の
届

出
を

毎
年

度
集

計
・
公

表
す

る

①
現

状
値

　
1
6
,5

4
8

ビ
ュ

ー
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

1
9
,0

5
1

ビ
ュ

ー
（
2
0
2
4
年

度
）

②
-

①
2
2
,5

8
0

ビ
ュ

ー
（
2
0
2
4
年

度
）

②
環

境
省

H
P

に
て

令
和

５
年

度
デ

ー
タ

を
公

表
し

た
（
２

０
２

５
年

２
月

時
点

）

P
R

T
R

制
度

運
用

・
デ

ー
タ

活
用

事
業

特
定

化
学

物
質

の
環

境
へ

の
排

出
量

の
把

握
等

及
び

管
理

の
改

善
の

促
進

に
関

す
る

法
律

1
-
3
-
5

化
学

物
質

の
内

分
泌

か
く
乱

作
用

に
関

す
る

検
討

化
学

物
質

の
内

分
泌

か
く
乱

作
用

が
環

境
中

の
生

物
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
、

2
0
2
2
年

1
0
月

に
と

り
ま

と
め

た
「
化

学
物

質
の

内
分

泌
か

く
乱

作
用

に
関

す
る

今
後

の
対

応
―

 E
X
T
E
N

D
 2

0
2
2
―

」
に

基
づ

き
、

試
験

法
の

開
発

を
行

う
と

と
も

に
、

環
境

中
に

存
在

す
る

化
学

物
質

等
を

対
象

と
し

て
、

確
立

し
た

試
験

法
を

用
い

た
試

験
・
評

価
を

進
め

、
環

境
リ

ス
ク

が
懸

念
さ

れ
る

物
質

に
対

す
る

リ
ス

ク
管

理
に

つ
な

げ
て

い
く
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

化
学

物
質

の
内

分
泌

か
く
乱

作
用

が
環

境
中

の
生

物
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
、

 E
X
T
E
N

D
 2

0
2
2
に

基
づ

き
試

験
法

開
発

、
試

験
・
評

価
を

進
め

て
お

り
、

成
果

は
適

宜
公

開
し

て
い

る
。

リ
ス

ク
管

理
が

必
要

な
物

質
の

同
定

を
目

指
し

て
、

引
き

続
き

試
験

法
開

発
、

試
験

・
評

価
等

を
進

め
る

。
評

価
に

着
手

す
る

物
質

数
現

状
値

　
1
0
物

質
／

年
程

度
目

標
値

　
1
0
物

質
／

年
程

度

1
0
物

質
／

年
程

度
環

境
汚

染
等

健
康

影
響

基
礎

調
査

費

1
-
3
-
6

環
境

中
の

医
薬

品
等

（
P

P
C

P
s）

の
環

境
リ

ス
ク

に
関

す
る

検
討

医
薬

品
を

始
め

と
す

る
P

P
C

P
s（

ph
ar

m
ac

e
u
ti
c
al

s 
an

d 
pe

rs
o
n
al

 c
ar

e
pr

o
du

c
ts

）
が

環
境

中
の

生
物

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

、
既

存
知

見
を

収
集

し
、

環
境

中
の

存
在

状
況

や
生

態
毒

性
に

関
す

る
情

報
を

充
実

さ
せ

た
上

で
リ

ス
ク

評
価

を
進

め
、

環
境

リ
ス

ク
が

懸
念

さ
れ

る
物

質
を

同
定

す
る

。
あ

わ
せ

て
、

P
P

C
P

sの
特

性
を

踏
ま

え
た

リ
ス

ク
評

価
手

法
を

検
討

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

医
薬

品
を

始
め

と
す

る
P

P
C

P
sが

環
境

中
の

生
物

に
及

ぼ
す

影
響

に
つ

い
て

、
既

存
知

見
の

収
集

、
情

報
の

充
実

、
リ

ス
ク

評
価

等
を

進
め

る
と

と
も

に
、

P
P

C
P

sの
特

性
を

踏
ま

え
た

リ
ス

ク
評

価
手

法
を

検
討

し
て

い
る

。

リ
ス

ク
管

理
が

必
要

な
物

質
の

同
定

を
目

指
し

て
、

引
き

続
き

情
報

を
充

実
さ

せ
、

リ
ス

ク
評

価
を

進
め

る
。

今
後

は
個

別
物

質
の

試
験

デ
ー

タ
の

取
得

で
な

く
、

類
似

物
質

群
の

合
算

評
価

手
法

の
検

討
を

重
視

す
る

。

生
態

毒
性

試
験

を
実

施
す

る
物

質
数

現
状

値
　

2
物

質
／

年
程

度
目

標
値

　
2
物

質
／

年
程

度

1
物

質
／

年
程

度
環

境
汚

染
等

健
康

影
響

基
礎

調
査

費

1
-
3
-
7

災
害

事
故

時
の

化
学

物
質

対
策

大
規

模
災

害
時

な
ど

の
化

学
物

質
漏

え
い

事
案

か
ら

の
被

害
を

最
小

化
す

る
た

め
、

関
係

機
関

へ
の

平
時

か
ら

の
情

報
共

有
や

、
災

害
等

の
緊

急
時

に
お

け
る

連
携

体
制

の
構

築
等

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

全
国

の
地

方
公

共
団

体
に

展
開

し
た

「
地

方
公

共
団

体
環

境
部

局
に

お
け

る
化

学
物

質
に

係
る

災
害

・
事

故
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

策
定

の
手

引
き

」
に

よ
っ

て
地

方
公

共
団

体
の

災
害

・
事

故
対

応
マ

ニ
ュ

ア
ル

策
定

を
支

援
し

て
い

る
。

加
え

て
、

令
和

６
年

か
ら

実
際

の
災

害
時

の
化

学
物

質
の

漏
洩

を
想

定
し

た
机

上
演

習
を

開
催

し
、

課
題

の
抽

出
と

そ
の

対
応

策
の

検
討

を
行

っ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
情

報
提

供
の

内
容

や
方

法
に

関
し

て
、

地
方

公
共

団
体

の
ニ

ー
ズ

の
把

握
を

継
続

的
に

実
施

し
て

い
る

。

今
後

、
机

上
演

習
に

よ
り

得
ら

れ
た

知
見

等
を

踏
ま

え
て

、
手

引
き

の
改

訂
等

を
進

め
る

と
と

も
に

、
当

該
手

引
き

を
活

用
し

た
地

方
公

共
団

体
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
策

定
を

引
き

続
き

支
援

し
、

災
害

や
事

故
へ

の
備

え
の

強
化

を
行

う
。

ま
た

、
地

方
公

共
団

体
へ

の
情

報
提

供
の

内
容

や
方

法
に

関
す

る
ニ

ー
ズ

の
把

握
を

引
き

続
き

行
い

、
地

方
公

共
団

体
へ

の
支

援
策

に
か

か
る

検
討

を
行

う
。

P
R

T
R

制
度

運
用

・
デ

ー
タ

活
用

事
業

1
-
3
-
8

水
銀

に
よ

る
環

境
汚

染
の

防
止

水
銀

に
よ

る
地

球
規

模
の

環
境

汚
染

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

、
「
水

銀
に

関
す

る
水

俣
条

約
」
及

び
「
水

銀
等

に
よ

る
環

境
の

汚
染

の
防

止
に

関
す

る
計

画
」

に
基

づ
き

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

全
体

に
わ

た
る

水
銀

対
策

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

水
俣

条
約

締
約

国
会

議
（
C

O
P

）
で

の
決

定
に

基
づ

き
国

内
担

保
法

令
の

改
正

等
の

対
応

を
進

め
て

き
た

。
特

に
C

O
P

5
ま

で
に

決
定

さ
れ

た
一

般
照

明
用

蛍
光

ラ
ン

プ
等

の
製

造
・
輸

出
入

の
廃

止
に

つ
い

て
は

、
2
0
2
4

年
1
2
月

に
「
水

銀
汚

染
防

止
法

」
施

行
令

の
改

正
を

行
い

、
そ

の
周

知
等

を
進

め
て

い
る

。
ま

た
、

同
法

の
施

行
か

ら
5
年

が
経

過
し

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

施
行

状
況

の
点

検
を

行
い

、
2
0
2
4
年

2
月

に
「
水

銀
に

よ
る

環
境

の
汚

染
の

防
止

に
関

す
る

法
律

の
施

行
状

況
及

び
今

後
の

方
向

性
に

つ
い

て
」
を

取
り

ま
と

め
た

。
水

俣
条

約
国

内
実

施
計

画
で

あ
る

「
水

銀
汚

染
防

止
計

画
」
に

よ
り

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
全

体
の

管
理

措
置

を
進

め
て

お
り

、
2
0
2
5
年

度
中

に
当

該
計

画
の

4
年

ご
と

の
実

施
状

況
の

点
検

結
果

の
取

り
ま

と
め

を
実

施
し

て
い

る
。

水
銀

汚
染

防
止

法
に

関
し

て
は

、
施

行
状

況
点

検
結

果
に

基
づ

く
取

組
を

進
め

る
。

特
に

一
般

照
明

用
蛍

光
ラ

ン
プ

等
の

製
造

・
輸

出
入

規
制

に
つ

い
て

は
引

き
続

き
周

知
徹

底
に

努
め

る
。

ま
た

、
水

俣
条

約
国

内
実

施
計

画
で

あ
る

「
水

銀
汚

染
防

止
計

画
」
に

つ
い

て
、

2
0
2
5
年

度
中

に
当

該
計

画
の

4
年

ご
と

の
実

施
状

況
の

点
検

を
行

う
。

水
銀

に
関

す
る

水
俣

条
約

実
施

推
進

事
業

水
銀

に
関

す
る

水
俣

条
約

、
水

銀
汚

染
防

止
法

等

1
-
3
-
9

既
登

録
農

薬
に

お
け

る
生

活
環

境
動

植
物

の
被

害
防

止
に

係
る

農
薬

登
録

基
準

の
設

定

2
0
1
8
年

に
改

正
さ

れ
た

農
薬

取
締

法
（
昭

和
2
3
 年

法
律

第
8
2
 号

）
に

基
づ

き
、

農
薬

の
影

響
評

価
の

対
象

と
な

る
動

植
物

を
従

来
の

水
産

動
植

物
か

ら
、

鳥
類

及
び

野
生

ハ
ナ

バ
チ

類
等

を
含

む
水

域
・
陸

域
の

生
活

環
境

動
植

物
に

拡
大

す
る

と
と

も
に

、
既

登
録

農
薬

の
再

評
価

を
開

始
し

た
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

評
価

を
進

め
、

 必
要

に
応

じ
生

活
環

境
動

植
物

の
被

害
防

止
に

係
る

農
薬

登
録

基
準

の
設

定
や

改
定

を
行

い
、

農
薬

登
録

制
度

に
お

け
る

生
態

リ
ス

ク
評

価
・
管

理
の

拡
充

を
図

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
1
8
年

に
改

正
さ

れ
た

農
薬

取
締

法
に

基
づ

き
、

水
域

・
陸

域
の

生
活

環
境

動
植

物
を

対
象

と
す

る
農

薬
の

影
響

評
価

を
充

実
さ

せ
る

と
と

も
に

、
最

新
の

科
学

的
知

見
を

踏
ま

え
た

既
登

録
農

薬
の

再
評

価
を

新
た

に
進

め
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
評

価
に

基
づ

き
、

必
要

に
応

じ
、

生
活

環
境

動
植

物
の

被
害

防
止

に
係

る
農

薬
登

録
基

準
の

設
定

や
改

定
を

進
め

て
い

る
。

今
後

も
引

き
続

き
、

生
活

環
境

動
植

物
に

対
す

る
農

薬
の

影
響

に
係

る
評

価
を

着
実

に
進

め
る

。
（
目

標
）
2
0
2
1
年

度
末

時
点

で
登

録
済

み
の

全
て

の
農

薬
に

つ
い

て
、

生
活

環
境

動
植

物
に

係
る

再
評

価
を

実
施

（
2
0
3
8
年

度
）

６
農

薬
の

生
活

環
境

動
植

物
の

被
害

防
止

に
係

る
農

薬
登

録
基

準
を

見
直

し
（
再

評
価

）
を

完
了

（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）

農
薬

登
録

基
準

等
設

定
費
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
3
-
1
0

農
薬

登
録

審
査

に
お

け
る

生
活

環
境

動
植

物
に

対
す

る
慢

性
影

響
評

価
の

導
入

農
薬

取
締

法
に

基
づ

く
農

薬
登

録
審

査
で

行
う

生
活

環
境

動
植

物
に

対
す

る
影

響
評

価
に

お
い

て
、

現
在

評
価

対
象

と
し

て
い

る
短

期
的

な
農

薬
ば

く
露

の
影

響
（
急

性
影

響
）
に

加
え

て
、

長
期

的
な

農
薬

ば
く
露

の
影

響
（
慢

性
影

響
）

に
関

す
る

評
価

を
導

入
し

、
農

薬
登

録
制

度
に

お
け

る
生

態
リ

ス
ク

評
価

の
拡

充
を

図
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
5
年

３
月

、
長

期
的

な
農

薬
ば

く
露

の
影

響
に

関
す

る
評

価
の

導
入

に
つ

い
て

、
中

央
環

境
審

議
会

水
環

境
・
土

壌
農

薬
部

会
で

了
承

を
得

た
。

今
後

、
パ

ブ
リ

ッ
ク

コ
メ

ン
ト

や
関

係
者

と
の

リ
ス

ク
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
手

続
等

を
経

て
、

実
効

性
を

担
保

し
つ

つ
、

長
期

的
な

農
薬

ば
く
露

の
影

響
に

関
す

る
評

価
の

導
入

を
進

め
る

。

（
目

標
）
魚

類
、

甲
殻

類
、

鳥
類

に
対

す
る

農
薬

の
影

響
評

価
に

お
い

て
慢

性
影

響
評

価
を

導
入

（
2
0
2
5
年

度
以

降
）

魚
類

、
甲

殻
類

、
鳥

類
に

対
す

る
長

期
的

な
農

薬
ば

く
露

の
影

響
に

関
す

る
評

価
の

導
入

に
つ

い
て

、
中

央
環

境
審

議
会

水
環

境
・
土

壌
農

薬
部

会
で

了
承

（
2
0
2
5

年
３

月
時

点
）

農
薬

影
響

対
策

費

1
-
3
-
1
1

天
敵

農
薬

に
お

け
る

生
態

リ
ス

ク
の

評
価

の
拡

充
と

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

手
法

の
検

討

生
き

た
状

態
で

、
そ

の
寄

生
性

、
捕

食
性

を
利

用
し

、
病

害
虫

の
防

除
を

目
的

と
し

て
使

用
す

る
天

敵
農

薬
に

つ
い

て
、

農
薬

取
締

法
に

基
づ

く
農

薬
登

録
の

審
査

に
当

た
り

、
放

飼
地

域
に

お
け

る
定

着
性

や
捕

食
性

等
の

生
物

学
的

特
性

に
係

る
評

価
を

導
入

し
、

天
敵

農
薬

の
生

態
リ

ス
ク

に
対

す
る

評
価

の
拡

充
を

図
る

と
と

も
に

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

手
法

の
検

討
を

行
う

。
【
環

境
省

、
農

林
水

産
省

】

○
b 

進
捗

中
放

飼
地

域
に

お
け

る
定

着
性

や
捕

食
性

等
の

生
物

学
的

特
性

を
考

慮
し

た
評

価
手

法
を

検
討

し
、

2
0
2
3
年

1
2
月

に
農

林
水

産
省

と
と

も
に

「
天

敵
農

薬
の

審
査

ガ
イ

ダ
ン

ス
」
を

取
り

ま
と

め
た

。
ま

た
、

天
敵

農
薬

の
生

態
リ

ス
ク

を
把

握
す

る
た

め
、

農
薬

使
用

者
等

か
ら

情
報

収
集

を
行

う
ス

キ
ー

ム
を

導
入

し
た

。

今
後

も
引

き
続

き
、

天
敵

農
薬

に
係

る
評

価
等

を
着

実
に

進
め

る
と

と
も

に
、

天
敵

農
薬

の
生

態
リ

ス
ク

の
把

握
を

進
め

る
。

農
薬

影
響

対
策

費

1
-
3
-
1
2

農
薬

の
適

正
使

用
の

推
進

最
新

の
科

学
的

知
見

に
基

づ
き

農
薬

登
録

及
び

再
評

価
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

毎
年

、
農

薬
危

害
防

止
運

動
を

全
国

で
実

施
す

る
等

、
農

薬
の

適
正

使
用

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
農

薬
の

使
用

に
よ

る
水

質
汚

濁
及

び
生

活
環

境
動

植
物

の
被

害
を

未
然

に
防

止
す

る
。

【
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

農
薬

取
締

法
に

基
づ

く
農

薬
登

録
審

査
や

再
評

価
を

最
新

の
科

学
的

知
見

に
基

づ
き

着
実

に
進

め
て

い
る

。
ま

た
、

農
薬

危
害

防
止

運
動

を
全

国
で

毎
年

実
施

す
る

等
、

農
薬

の
適

正
使

用
の

推
進

に
係

る
取

組
を

進
め

て
い

る
。

今
後

も
引

き
続

き
、

最
新

の
科

学
的

知
見

に
基

づ
き

農
薬

登
録

審
査

や
再

評
価

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
農

薬
の

適
正

使
用

の
推

進
に

資
す

る
取

組
を

進
め

る
。

食
品

安
全

基
本

法
、

農
薬

取
締

法
、

食
品

衛
生

法

1
-
3
-
1
3

ゴ
ル

フ
場

に
お

け
る

農
薬

の
適

正
な

使
用

の
推

進

ゴ
ル

フ
場

か
ら

排
出

さ
れ

る
水

に
含

ま
れ

る
農

薬
の

実
態

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
に

基
づ

き
、

ゴ
ル

フ
場

に
対

す
る

登
録

農
薬

の
適

正
使

用
や

使
用

量
の

削
減

等
の

適
切

な
改

善
措

置
を

講
じ

る
よ

う
指

導
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

ゴ
ル

フ
場

に
お

け
る

農
薬

の
適

正
な

使
用

を
推

進
し

、
ゴ

ル
フ

場
周

辺
の

水
域

に
お

け
る

水
質

汚
濁

及
び

水
域

の
生

活
環

境
動

植
物

の
被

害
を

未
然

に
防

止
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

水
質

汚
濁

及
び

生
活

環
境

動
植

物
へ

の
被

害
が

未
然

に
防

止
さ

れ
る

よ
う

、
都

道
府

県
に

対
し

、
「
ゴ

ル
フ

場
で

使
用

さ
れ

る
農

薬
に

よ
る

水
質

汚
濁

の
防

止
及

び
水

域
の

生
活

環
境

動
植

物
の

被
害

防
止

に
係

る
指

導
指

針
」
を

発
出

し
た

。
都

道
府

県
等

が
上

記
指

針
に

基
づ

き
、

ゴ
ル

フ
場

か
ら

排
出

さ
れ

る
水

に
含

ま
れ

る
農

薬
の

実
態

調
査

や
指

導
を

進
め

て
い

る
。

な
お

、
調

査
結

果
は

毎
年

、
環

境
省

が
と

り
ま

と
め

て
公

表
し

て
い

る
。

今
後

も
引

き
続

き
、

ゴ
ル

フ
場

か
ら

排
出

さ
れ

る
水

に
含

ま
れ

る
農

薬
の

実
態

把
握

に
努

め
る

と
と

も
に

、
そ

の
結

果
に

基
づ

き
、

適
切

な
改

善
措

置
等

に
係

る
指

導
を

進
め

る
。

1
-
3
-
1
4

生
態

リ
ス

ク
が

高
い

と
考

え
ら

れ
る

農
薬

の
河

川
水

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

水
域

の
生

活
環

境
動

植
物

の
被

害
防

止
に

係
る

農
薬

登
録

基
準

値
と

環
境

中
予

測
濃

度
が

近
接

し
て

お
り

、
相

対
的

に
生

態
リ

ス
ク

が
高

い
と

考
え

ら
れ

る
農

薬
を

対
象

に
、

農
薬

の
使

用
状

況
を

勘
案

し
つ

つ
河

川
水

中
の

農
薬

濃
度

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

行
い

、
リ

ス
ク

評
価

結
果

の
妥

当
性

及
び

リ
ス

ク
管

理
の

実
効

性
を

検
証

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

都
道

府
県

の
協

力
を

得
な

が
ら

、
相

対
的

に
生

態
リ

ス
ク

が
高

い
と

考
え

ら
れ

る
農

薬
を

対
象

に
、

河
川

水
中

の
農

薬
濃

度
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
進

め
て

い
る

。

今
後

も
引

き
続

き
、

相
対

的
に

生
態

リ
ス

ク
が

高
い

と
考

え
ら

れ
る

農
薬

を
対

象
に

、
河

川
水

中
の

農
薬

濃
度

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

行
い

、
リ

ス
ク

評
価

結
果

の
妥

当
性

及
び

リ
ス

ク
管

理
の

実
効

性
の

検
証

を
進

め
る

。

（
目

標
）
相

対
的

に
生

態
リ

ス
ク

が
高

い
と

考
え

ら
れ

る
農

薬
を

対
象

に
、

毎
年

1
0
農

薬
程

度
に

つ
い

て
河

川
水

中
の

濃
度

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
。

2
0
2
4
年

度
に

は
、

1
4
農

薬
に

つ
い

て
河

川
水

中
濃

度
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

調
査

を
実

施
し

た
。

2
0
2
5
年

度
も

、
同

数
程

度
の

農
薬

に
つ

い
て

河
川

水
中

濃
度

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
を

実
施

中
。

（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）

農
薬

登
録

基
準

等
設

定
費

120



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
3
-
1
5

家
畜

排
せ

つ
物

の
適

正
管

理
家

畜
排

せ
つ

物
の

不
適

切
な

管
理

に
起

因
す

る
水

質
汚

染
等

の
環

境
へ

の
影

響
を

防
止

す
る

た
め

、
、

家
畜

排
せ

つ
物

の
管

理
の

適
正

化
及

び
利

用
の

促
進

に
関

す
る

法
律

（
平

成
1
1
 年

法
律

第
1
1
2
 号

）
に

基
づ

く
家

畜
排

せ
つ

物
の

適
正

管
理

を
行

う
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
3
年

1
2
月

１
日

時
点

、
家

畜
排

せ
つ

物
の

管
理

の
適

正
化

及
び

利
用

の
促

進
に

関
す

る
法

律
（
以

下
「
家

畜
排

せ
つ

物
法

」
と

い
う

。
）
に

基
づ

く
管

理
基

準
の

う
ち

、
管

理
施

設
の

構
造

設
備

基
準

に
つ

い
て

は
、

ほ
ぼ

全
て

の
対

象
農

家
で

遵
守

さ
れ

て
い

る
。

ま
た

、
管

理
基

準
の

う
ち

管
理

方
法

基
準

に
つ

い
て

も
多

く
の

項
目

に
お

い
て

概
ね

遵
守

さ
れ

て
い

る
が

、
家

畜
排

せ
つ

物
の

発
生

量
等

の
記

録
に

つ
い

て
は

、
対

象
農

家
の

9
3
.5

％
で

遵
守

さ
れ

て
い

る
状

況
に

あ
る

。
こ

の
こ

と
を

踏
ま

え
、

2
0
2
5
年

４
月

、
家

畜
排

せ
つ

物
法

に
基

づ
き

定
め

る
「
家

畜
排

せ
つ

物
の

利
用

促
進

を
図

る
た

め
の

基
本

方
針

」
を

変
更

す
る

に
あ

た
っ

て
、

家
畜

排
せ

つ
物

の
発

生
量

等
の

記
録

に
つ

い
て

、
都

道
府

県
か

ら
畜

産
農

家
へ

の
指

導
を

引
き

続
き

徹
底

す
る

よ
う

追
記

し
た

。

家
畜

排
せ

つ
物

法
の

本
格

施
行

か
ら

2
0
年

が
経

過
す

る
中

で
、

施
行

ま
で

に
整

備
し

た
堆

肥
舎

等
の

老
朽

化
や

規
模

拡
大

に
よ

る
施

設
の

処
理

能
力

不
足

が
生

じ
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
施

設
の

更
新

・
整

備
が

必
要

で
あ

り
、

そ
の

費
用

の
確

保
が

全
国

的
な

課
題

と
な

っ
て

い
る

点
に

留
意

し
、

引
き

続
き

、
都

道
府

県
と

連
携

し
な

が
ら

、
家

畜
排

せ
つ

物
の

適
正

管
理

を
推

進
す

る
。

家
畜

排
せ

つ
物

の
管

理
の

適
正

化
及

び
利

用
の

促
進

に
関

す
る

法
律

1
-
3
-
1
6

環
境

保
全

型
農

業
の

実
施

に
よ

る
水

質
改

善

・
農

業
者

の
組

織
す

る
団

体
等

が
実

施
す

る
、

化
学

肥
料

・
化

学
合

成
農

薬
を

原
則

５
割

以
上

低
減

す
る

取
組

と
合

わ
せ

て
行

う
、

地
球

温
暖

化
防

止
や

生
物

多
様

性
保

全
等

に
効

果
の

高
い

営
農

活
動

を
支

援
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

環
境

保
全

型
農

業
直

接
支

払
交

付
金

に
よ

り
、

農
業

者
の

組
織

す
る

団
体

等
が

実
施

す
る

化
学

肥
料

・
化

学
合

成
農

薬
を

原
則

５
割

以
上

低
減

す
る

取
組

と
合

わ
せ

て
行

う
地

球
温

暖
化

防
止

や
生

物
多

様
性

保
全

等
に

効
果

の
高

い
営

農
活

動
に

対
し

て
支

援
し

た
。

2
0
2
3
年

度
の

本
交

付
金

に
よ

る
実

施
面

積
は

約
8
.7

万
h
aで

あ
る

。
な

お
、

2
0
2
5
年

度
よ

り
、

冬
期

湛
水

、
江

の
設

置
な

ど
水

管
理

を
伴

う
取

組
に

つ
い

て
は

、
地

域
で

ま
と

ま
り

を
も

っ
て

取
り

組
む

こ
と

で
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

推
進

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
こ

と
か

ら
、

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

に
移

管
し

た
。

2
0
2
5
年

度
に

は
環

境
保

全
型

農
業

直
接

支
払

交
付

金
の

見
直

し
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
引

き
続

き
、

環
境

保
全

型
農

業
の

取
組

の
普

及
・
推

進
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

2
0
2
7
年

度
を

目
標

に
新

た
な

環
境

直
接

支
払

交
付

金
を

創
設

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
お

り
、

現
行

の
環

境
保

全
型

農
業

直
接

支
払

交
付

金
を

見
直

し
、

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

法
認

定
農

業
者

に
よ

る
先

進
的

な
環

境
負

荷
低

減
の

取
組

を
支

援
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。

環
境

保
全

型
農

業
直

接
支

払
交

付
金

農
業

の
有

す
る

多
面

的
機

能
の

発
揮

の
促

進
に

関
す

る
法

律

1
-
3
-
1
7

農
山

漁
村

に
お

け
る

排
水

施
設

の
整

備
等

に
よ

る
水

質
改

善


漁
業

集
落

排
水

施
設

の
整

備

漁
港

及
び

漁
場

の
水

域
環

境
と

漁
業

集
落

の
生

活
環

境
の

改
善

を
図

る
た

め
、

都
道

府
県

が
策

定
す

る
汚

水
処

理
に

関
す

る
「
都

道
府

県
構

想
」
に

基
づ

き
下

水
道

、
浄

化
槽

と
連

携
し

て
、

効
率

的
に

漁
業

集
落

排
水

施
設

の
整

備
を

進
め

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

都
道

府
県

が
策

定
す

る
汚

水
処

理
に

関
す

る
「
都

道
府

県
構

想
」
に

基
づ

き
下

水
道

、
浄

化
槽

と
連

携
し

て
、

効
率

的
に

漁
業

集
落

排
水

施
設

の
整

備
を

進
め

た
。

漁
港

及
び

漁
場

の
水

域
環

境
と

漁
業

集
落

の
生

活
環

境
の

改
善

を
図

る
た

め
、

都
道

府
県

が
策

定
す

る
汚

水
処

理
に

関
す

る
「
都

道
府

県
構

想
」
に

基
づ

き
下

水
道

、
浄

化
槽

と
連

携
し

て
、

効
率

的
に

漁
業

集
落

排
水

施
設

の
整

備
を

進
め

る
。

現
在

の
取

組
を

継
続

し
て

進
め

る
。

漁
業

集
落

排
水

施
設

が
整

備
さ

れ
た

漁
村

の
人

口
割

合

現
状

値
　

8
0
%

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

約
9
5
%

（
2
0
2
6
年

度
）

8
6
％

（
2
0
2
3

年
度

）
水

産
基

盤
整

備
事

業
、

農
山

漁
村

地
域

整
備

交
付

金
（
漁

業
集

落
排

水
施

設
の

整
備

部
分

）
、

地
方

創
生

整
備

推
進

交
付

金

水
質

汚
濁

防
止

法

農
山

漁
村

に
お

け
る

排
水

施
設

の
整

備
等

に
よ

る
水

質
改

善


集
落

排
水

施
設

の
整

備
等

に
よ

る
水

質
改

善

・
農

業
用

用
排

水
の

水
質

保
全

等
を

図
り

、
併

せ
て

公
共

用
水

域
の

水
質

保
全

に
寄

与
す

る
た

め
、

都
道

府
県

が
策

定
す

る
汚

水
処

理
に

関
す

る
「
都

道
府

県
構

想
」
に

基
づ

き
、

下
水

道
、

浄
化

槽
と

連
携

し
て

、
効

率
的

に
集

落
排

水
施

設
の

整
備

を
進

め
る

。
・
農

村
地

域
の

環
境

保
全

、
農

業
用

用
排

水
施

設
か

ら
の

排
水

の
水

質
浄

化
等

を
図

る
水

質
保

全
施

設
を

整
備

す
る

。
・
沖

縄
県

及
び

奄
美

群
島

の
農

用
地

か
ら

の
赤

土
等

の
流

出
、

水
質

負
荷

軽
減

の
た

め
の

耕
土

流
出

防
止

施
設

を
整

備
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
農

業
集

落
排

水
施

設
の

持
続

的
な

維
持

管
理

の
た

め
、

老
朽

化
に

伴
う

改
築

・
更

新
や

維
持

管
理

の
低

減
の

た
め

の
整

備
を

進
め

た
。

・
2
0
2
3
年

か
ら

2
0
2
5
年

6
月

末
時

点
に

お
い

て
、

水
質

保
全

対
策

事
業

を
２

地
区

実
施

し
て

い
る

。
・
2
0
2
3
年

か
ら

2
0
2
5
年

6
月

末
時

点
に

お
い

て
、

水
質

保
全

対
策

事
業

（
耕

土
流

出
防

止
施

設
整

備
）
を

、
沖

縄
県

９
地

区
、

奄
美

群
島

１
地

区
で

実
施

し
て

い
る

。

・
農

業
用

用
排

水
の

水
質

保
全

等
を

図
り

、
併

せ
て

公
共

用
水

域
の

水
質

保
全

に
寄

与
す

る
た

め
、

引
続

き
、

都
道

府
県

が
策

定
す

る
汚

水
処

理
に

関
す

る
「
都

道
府

県
構

想
」
に

基
づ

き
、

下
水

道
、

浄
化

槽
と

連
携

し
て

、
効

率
的

に
集

落
排

水
施

設
の

整
備

を
進

め
る

。
・
現

在
の

取
組

を
継

続
し

て
進

め
る

。

汚
水

処
理

人
口

普
及

率
現

状
値

　
9
2
.6

％
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

9
5
％

以
上

（
2
0
2
6
年

）

9
3
.3

％
（
2
0
2
3
年

度
）

農
村

整
備

事
業

、
農

山
漁

村
地

域
整

備
交

付
金

（
農

業
集

落
排

水
事

業
、

水
質

保
全

対
策

事
業

）
、

地
方

創
生

整
備

推
進

交
付

金
、

沖
縄

振
興

交
付

金

1
-
3
-
1
8

下
水

道
の

高
度

処
理

等
に

よ
る

水
環

境
改

善

公
共

用
水

域
の

水
質

保
全

の
た

め
、

下
水

道
の

整
備

に
加

え
、

 湖
沼

や
閉

鎖
性

海
域

に
お

け
る

富
栄

養
化

の
防

止
な

ど
に

資
す

る
下

水
処

理
場

の
高

度
処

理
化

や
合

流
式

下
水

道
の

改
善

を
推

進
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

湖
沼

や
閉

鎖
性

海
域

等
に

お
け

る
水

質
改

善
を

図
る

た
め

、
下

水
処

理
場

の
改

築
・
更

新
時

に
お

け
る

高
度

処
理

の
導

入
に

加
え

て
、

既
存

施
設

の
一

部
改

善
や

運
転

管
理

の
工

夫
等

に
よ

る
段

階
的

高
度

処
理

の
導

入
に

関
す

る
取

組
を

実
施

し
た

。

高
度

処
理

等
を

推
進

す
る

一
方

で
、

栄
養

塩
類

の
不

足
が

指
摘

さ
れ

て
い

る
閉

鎖
性

海
域

も
あ

る
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
富

栄
養

化
の

防
止

を
必

要
と

す
る

閉
鎖

性
海

域
も

あ
り

、
引

き
続

き
取

組
を

実
施

す
る

。

①
高

度
処

理
実

施
率 ②

合
流

式
下

水
道

改
善

率

③
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

①
現

状
値

　
5
9
.3

％
（
2
0
2
0
年

末
）

目
標

値
　

6
5
％

（
2
0
2
5
年

末
）

②
現

状
値

　
9
0
.4

％
（
2
0
2
1
年

末
）

目
標

値
　

1
0
0
％

（
2
0
2
3
年

末
）

③
現

状
値

　
9
2
.6

％
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

9
5
％

以
上

（
2
0
2
6
年

）

①
6
5
.7

%
（
2
0
2
3
年

度
）

②
1
0
0
%

（
2
0
2
3
年

度
）

③
現

状
値

9
3
.7

％
（
2
0
2
4
年

度

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
、

防
災

・
安

全
交

付
金

下
水

道
法
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
3
-
1
9

ダ
ム

貯
水

地
に

お
け

る
水

質
保

全
対

策
ダ

ム
貯

水
地

に
お

い
て

、
冷

水
放

流
、

濁
水

長
期

化
、

富
栄

養
化

の
対

策
を

実
施

す
る

。
冷

水
放

流
対

策
と

し
て

選
択

取
水

設
備

を
設

置
し

て
流

入
水

温
に

近
い

水
温

層
を

選
ん

で
下

流
に

放
流

し
、

濁
水

長
期

化
対

策
と

し
て

選
択

取
水

設
備

や
清

水
バ

イ
パ

ス
を

設
置

し
て

濁
水

の
放

流
期

間
の

短
縮

に
努

め
、

富
栄

養
化

対
策

と
し

て
曝

気
循

環
装

置
等

を
設

置
し

て
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
の

増
殖

の
抑

制
を

図
っ

て
い

く
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

ダ
ム

貯
水

地
に

お
い

て
、

選
択

取
水

設
備

や
曝

気
循

環
装

置
等

に
よ

り
、

冷
水

放
流

、
濁

水
長

期
化

、
富

栄
養

化
の

対
策

を
実

施
し

て
い

る
。

今
後

も
ダ

ム
貯

水
地

に
お

い
て

、
冷

水
放

流
、

濁
水

長
期

化
、

富
栄

養
化

対
策

と
し

て
、

曝
気

循
環

装
置

等
を

設
置

し
て

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

の
増

殖
の

抑
制

を
図

る
。

治
水

事
業

等
関

係
費

の
内

数
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
の

内
数

1
-
3
-
2
0

水
生

生
物

の
保

全
に

係
る

水
質

環
境

基
準

環
境

基
本

法
（
平

成
５

年
法

律
第

9
1
 号

）
第

1
6
条

に
基

づ
き

定
め

ら
れ

る
環

境
基

準
の

う
ち

水
生

生
物

の
保

全
に

係
る

環
境

基
準

に
つ

い
て

類
型

指
定

水
域

に
お

い
て

水
質

汚
濁

の
状

況
を

常
時

監
視

す
る

と
と

も
に

、
最

新
の

科
学

的
知

見
の

基
に

必
要

な
環

境
基

準
等

の
設

定
及

び
見

直
し

を
行

う
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

水
生

生
物

の
保

全
に

係
る

水
質

環
境

基
準

に
つ

い
て

は
、

新
た

な
科

学
的

知
見

等
に

基
づ

い
て

必
要

な
調

査
・
検

討
を

行
っ

た
（
ノ

ニ
ル

フ
ェ

ノ
ー

ル
、

4
-
t-

オ
ク

チ
ル

フ
ェ

ノ
ー

ル
、

ニ
ッ

ケ
ル

等
）
。

水
生

生
物

の
保

全
に

係
る

水
質

環
境

基
準

の
う

ち
、

ノ
ニ

ル
フ

ェ
ノ

ー
ル

に
係

る
水

質
目

標
値

の
再

設
定

に
向

け
た

調
査

・
検

討
を

行
う

。

類
型

指
定

水
域

に
お

け
る

水
生

生
物

の
保

全
に

係
る

水
質

環
境

基
準

の
達

成
状

況

現
状

値
　

9
8
.5

 ％
（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

1
0
0
%

9
9
.5

 ％
（
2
0
2
3
年

度
）

水
質

汚
濁

防
止

推
進

費
環

境
基

本
法

、
水

質
汚

濁
防

止
法

1
-
3
-
2
1

湖
沼

環
境

保
全

対
策

湖
沼

水
質

保
全

特
別

措
置

法
（
昭

和
5
9
 年

法
律

第
6
1
 号

)に
基

づ
く
各

施
策

を
推

進
す

る
。

具
体

的
に

は
、

水
質

、
水

生
生

物
、

水
生

植
物

、
水

辺
地

等
を

含
む

湖
沼

の
良

好
な

水
環

境
を

目
指

し
て

、
湖

沼
環

境
の

改
善

に
向

け
た

総
合

的
な

方
策

の
検

討
を

行
い

、
望

ま
し

い
湖

沼
環

境
の

実
現

を
図

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

1
1
の

指
定

湖
沼

に
お

い
て

、
「
湖

沼
水

質
保

全
計

画
」

を
策

定
し

、
河

川
浄

化
等

の
水

質
の

保
全

に
資

す
る

事
業

、
各

種
汚

濁
源

に
対

す
る

規
制

等
の

措
置

等
を

推
進

し
て

い
る

。
こ

の
う

ち
、

2
0
2
4
年

度
に

お
い

て
は

、
3
湖

沼
に

つ
い

て
計

画
改

定
を

行
っ

た
。

ま
た

、
湖

辺
域

の
植

生
や

水
生

生
物

の
保

全
な

ど
湖

沼
の

水
環

境
の

適
正

化
に

向
け

た
取

組
と

し
て

、
水

草
の

大
量

繁
茂

へ
の

対
策

を
示

し
た

技
術

資
料

を
作

成
し

た
。

湖
沼

に
つ

い
て

は
、

湖
沼

水
質

保
全

特
別

措
置

法
に

基
づ

く
湖

沼
水

質
保

全
計

画
が

策
定

さ
れ

て
い

る
1
1

の
指

定
湖

沼
に

つ
い

て
、

同
計

画
に

基
づ

き
、

各
種

規
制

措
置

の
ほ

か
、

下
水

道
及

び
浄

化
槽

の
整

備
、

そ
の

他
の

事
業

を
総

合
的

・
計

画
的

に
推

進
す

る
。

閉
鎖

性
海

域
・
湖

沼
環

境
対

策
等

推
進

費

湖
沼

水
質

保
全

特
別

措
置

法

1
-
3
-
2
2

琵
琶

湖
の

保
全

及
び

再
生

琵
琶

湖
の

保
全

及
び

再
生

に
関

す
る

法
律

（
平

成
2
7
 年

法
律

第
7
5
 号

）
に

基
づ

く
各

施
策

を
推

進
す

る
。

特
に

、
局

所
的

な
植

物
プ

ラ
ン

ク
ト

ン
の

大
増

殖
に

よ
る

水
質

悪
化

、
水

草
の

過
剰

繁
茂

、
侵

略
的

外
来

植
物

の
繁

茂
、

気
候

変
動

に
よ

る
湖

沼
の

水
循

環
へ

の
影

響
等

、
湖

沼
の

管
理

に
関

す
る

検
討

等
を

行
い

、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

必
要

な
対

策
を

講
じ

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

琵
琶

湖
に

つ
い

て
は

、
琵

琶
湖

の
保

全
及

び
再

生
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

き
、

関
係

機
関

と
連

携
し

て
琵

琶
湖

保
全

再
生

施
策

の
推

進
に

関
す

る
各

種
取

組
が

行
わ

れ
て

い
る

。
気

候
変

動
の

影
響

や
生

態
系

の
変

化
を

踏
ま

え
、

気
候

変
動

の
影

響
予

測
や

物
質

循
環

に
係

る
検

討
、

琵
琶

湖
の

内
湖

を
対

象
と

し
た

植
物

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

の
異

常
増

殖
に

係
る

対
策

の
検

討
を

行
っ

た
。

琵
琶

湖
に

つ
い

て
は

、
琵

琶
湖

の
保

全
及

び
再

生
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

き
、

水
質

の
保

全
及

び
改

善
等

の
各

種
施

策
を

、
関

係
機

関
と

連
携

し
て

推
進

す
る

。
ま

た
、

気
候

変
動

の
影

響
や

生
態

系
の

変
化

を
踏

ま
え

、
気

候
変

動
の

影
響

や
物

資
循

環
の

予
測

、
底

層
溶

存
酸

素
量

の
低

下
、

植
物

プ
ラ

ン
ク

ト
ン

の
異

常
増

殖
等

の
課

題
に

つ
い

て
の

知
見

の
充

実
や

対
策

の
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
に

お
け

る
取

組
の

支
援

を
進

め
て

い
く
。

琵
琶

湖
保

全
再

生
等

推
進

費
琵

琶
湖

の
保

全
及

び
再

生
に

関
す

る
法

律

1
-
3
-
2
3

海
洋

環
境

関
連

条
約

等
対

応
海

洋
環

境
の

保
全

を
目

的
と

し
た

ロ
ン

ド
ン

条
約

、
マ

ル
ポ

ー
ル

条
約

、
1
9
9
0

年
の

油
汚

染
に

対
す

る
準

備
、

対
応

及
び

協
力

に
関

す
る

国
際

条
約

（
油

濁
事

故
対

策
協

力
（
O

P
R

C
）
条

約
）
や

バ
ラ

ス
ト

水
管

理
条

約
、

北
西

太
平

洋
地

域
海

行
動

計
画

(N
O

W
P

A
P

)等
の

国
際

的
な

枠
組

み
に

係
る

対
応

、
国

内
担

保
を

適
正

に
実

施
し

、
海

洋
環

境
保

全
に

貢
献

す
る

。
 【

環
境

省
】

b 
進

捗
中

各
種

国
際

条
約

等
に

関
す

る
国

際
会

合
に

出
席

し
、

国
内

対
応

を
見

据
え

た
議

論
、

調
整

を
行

っ
て

い
る

。
国

内
施

策
に

つ
い

て
は

、
海

洋
C

C
S
事

業
を

既
定

の
海

洋
汚

染
等

防
止

法
か

ら
C

C
S
事

業
法

へ
移

管
す

る
作

業
を

実
施

し
た

。
海

上
輸

送
の

対
象

と
な

る
液

体
物

質
の

有
害

性
の

審
査

や
、

海
洋

投
入

処
分

せ
ざ

る
を

得
な

い
廃

棄
物

等
の

許
可

審
査

な
ど

、
国

際
条

約
を

担
保

し
た

国
内

制
度

の
運

用
を

適
切

に
実

施
し

て
い

る
。

各
種

条
約

等
に

関
す

る
国

際
会

合
に

お
い

て
、

海
洋

地
球

工
学

の
扱

い
や

船
体

付
着

生
物

の
移

入
に

係
る

対
応

と
い

っ
た

新
た

な
課

題
が

議
論

さ
れ

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

課
題

に
つ

い
て

適
確

に
対

応
す

る
と

と
も

に
、

国
内

対
応

を
見

据
え

た
検

討
が

必
要

で
あ

る
。

海
洋

C
C

S
事

業
に

つ
い

て
は

、
海

洋
環

境
の

保
全

と
調

和
し

た
事

業
環

境
の

整
備

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
り

、
さ

ら
に

事
業

候
補

地
の

海
洋

環
境

へ
の

影
響

を
適

正
に

審
査

で
き

る
よ

う
、

ベ
ー

ス
ラ

イ
ン

デ
ー

タ
の

取
得

に
努

め
る

。

海
洋

環
境

に
係

る
条

約
対

応
及

び
調

査
検

討
事

業

海
洋

汚
染

等
及

び
海

上
災

害
の

防
止

に
関

す
る

法
律
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
3
-
2
4

水
質

総
量

削
減

等
を

通
じ

た
閉

鎖
性

海
域

の
水

環
境

改
善

2
0
2
2
 年

１
月

に
策

定
し

た
第

９
次

の
水

質
総

量
削

減
基

本
方

針
に

沿
っ

て
、

東
京

湾
、

伊
勢

湾
及

び
瀬

戸
内

海
の

水
環

境
改

善
を

着
実

に
実

施
す

る
。

こ
れ

ま
で

の
取

組
に

よ
り

、
陸

域
か

ら
の

汚
濁

負
荷

量
は

着
実

に
減

少
し

て
い

る
も

の
の

、
「
豊

か
な

海
」
を

目
指

す
上

で
の

課
題

は
な

お
存

在
す

る
こ

と
か

ら
、

場
所

や
季

節
を

考
慮

し
た

き
め

細
や

か
な

対
策

や
、

生
物

多
様

性
・
生

物
生

産
性

の
維

持
機

能
を

有
す

る
藻

場
・
干

潟
の

保
全

・
再

生
を

含
め

、
地

域
の

実
情

を
踏

ま
え

た
総

合
的

な
取

組
を

促
進

す
る

。
【
国

土
交

通
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

・
第

9
次

総
量

削
減

基
本

方
針

に
基

づ
き

、
関

係
都

府
県

に
お

い
て

総
量

削
減

計
画

の
策

定
及

び
総

量
規

制
基

準
の

設
定

が
実

施
さ

れ
、

こ
れ

ら
に

基
づ

く
取

組
が

進
め

ら
れ

た
。

・
尾

道
糸

崎
港

等
、

各
地

の
港

湾
に

て
浚

渫
土

砂
を

有
効

活
用

し
た

干
潟

の
再

生
を

実
施

し
、

水
生

生
物

の
増

加
等

、
沿

岸
域

の
生

物
多

様
性

の
保

全
・
再

生
の

取
組

を
推

進
し

た
。

・
水

質
総

量
削

減
制

度
に

つ
い

て
は

、
中

央
環

境
審

議
会

水
環

境
・
土

壌
農

薬
部

会
総

量
削

減
専

門
委

員
会

に
お

い
て

、
よ

り
き

め
細

か
な

海
域

の
状

況
に

応
じ

た
水

環
境

管
理

と
い

っ
た

観
点

も
含

め
、

第
1
0
次

水
質

総
量

削
減

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。

・
引

き
続

き
、

閉
鎖

性
海

域
の

水
質

改
善

の
た

め
、

干
潟

の
保

全
・
再

生
な

ど
の

施
策

を
推

進
す

る
。

①
東

京
湾

、
伊

勢
湾

、
瀬

戸
内

海
に

お
け

る
C

O
D

②
東

京
湾

、
伊

勢
湾

、
瀬

戸
内

海
に

お
け

る
窒

素
含

有
量

③
東

京
湾

、
伊

勢
湾

、
瀬

戸
内

海
に

お
け

る
り

ん
含

有
量

①
現

状
値

東
京

湾
 1

5
4
t/

日
伊

勢
湾

 1
3
1
t/

日
瀬

戸
内

海
 3

7
4
t/

日

目
標

値
（
2
0
2
4
年

度
）

東
京

湾
 1

5
0
t/

日
伊

勢
湾

 1
2
7
t/

日
瀬

戸
内

海
 3

7
2
t/

日

②
現

状
値

東
京

湾
 1

6
2
t/

日
伊

勢
湾

 1
0
6
t/

日
瀬

戸
内

海
 3

8
0
t/

日
目

標
値

（
2
0
2
4
年

度
）

東
京

湾
 1

5
9
t/

日
伊

勢
湾

 1
0
6
t/

日
瀬

戸
内

海
 3

8
9
t/

日

③
現

状
値

東
京

湾
 1

2
.1

t/
日

伊
勢

湾
 8

.0
t/

日
瀬

戸
内

海
 2

4
.3

t/
日

目
標

値
（
2
0
2
4
年

度
）

東
京

湾
 1

1
.8

t/
日

伊
勢

湾
 7

.9
t/

日
瀬

戸
内

海
 2

4
.6

t/
日

①
東

京
湾

1
4
4
t/

日
伊

勢
湾

1
1
8
t/

日
瀬

戸
内

海
3
3
9
t/

日
(2

0
2
3
年

度
)

②
東

京
湾

1
5
5
t/

日
伊

勢
湾

1
0
2
t/

日
瀬

戸
内

海
3
6
1
t/

日
(2

0
2
3
年

度
)

③
東

京
湾

1
1
.1

t/
日

伊
勢

湾
7
.3

t/
日

瀬
戸

内
海

2
2
.9

t/
日

(2
0
2
3
年

度
)

水
質

総
量

削
減

の
基

本
方

針
の

検
討

、
底

層
Ｄ

Ｏ
等

の
改

善
に

向
け

た
水

環
境

改
善

方
策

検
討

費
、

発
生

負
荷

量
等

算
定

調
査

、
広

域
総

合
水

質
調

査

水
質

汚
濁

防
止

法

1
-
3
-
2
5

底
層

溶
存

酸
素

量
に

関
す

る
環

境
基

準
の

類
型

指
定

環
境

基
本

法
第

1
6
条

に
基

づ
き

定
め

ら
れ

る
環

境
基

準
の

う
ち

、
魚

介
類

等
の

生
息

や
藻

場
等

の
生

育
に

対
す

る
直

接
的

な
影

響
を

判
断

で
き

る
指

標
で

あ
り

、
底

層
を

利
用

す
る

生
物

の
生

息
・
再

生
産

に
と

っ
て

特
に

重
要

な
要

素
と

な
る

底
層

溶
存

酸
素

量
に

つ
い

て
、

類
型

指
定

の
検

討
を

進
め

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

水
域

底
層

溶
存

酸
素

量
に

係
る

環
境

基
準

に
つ

い
て

、
５

水
域

に
お

い
て

水
域

類
型

の
指

定
を

行
っ

た
。

指
定

済
み

の
水

域
に

つ
い

て
、

環
境

基
準

の
達

成
期

間
・
達

成
率

を
検

討
し

て
い

る
。

 

底
層

溶
存

酸
素

量
の

環
境

基
準

の
達

成
率

・
達

成
期

間
の

共
通

の
考

え
方

に
つ

い
て

、
本

年
度

中
に

整
理

し
、

東
京

湾
に

お
け

る
達

成
率

・
達

成
期

間
を

設
定

す
る

。

水
質

汚
濁

防
止

推
進

費
環

境
基

本
法

1
-
3
-
2
6

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
保

全
に

係
る

陸
域

に
由

来
す

る
赤

土
等

の
土

砂
及

び
栄

養
塩

、
化

学
物

質
等

の
過

剰
な

負
荷

へ
の

対
策

の
推

進

「
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

行
動

計
画

2
0
2
2
-
2
0
3
0
」
で

設
定

し
た

特
に

解
決

の
緊

急
性

が
高

い
重

点
課

題
の

一
つ

と
し

て
、

陸
域

か
ら

の
土

砂
・
栄

養
塩

・
化

学
物

質
等

の
過

剰
な

負
荷

の
軽

減
対

策
や

そ
の

効
果

の
検

証
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

「
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

行
動

計
画

2
0
2
2
-
2
0
3
0
」
で

設
定

し
た

特
に

解
決

の
緊

急
性

が
高

い
重

点
課

題
の

一
つ

と
し

て
、

陸
域

か
ら

の
土

砂
・
栄

養
塩

・
化

学
物

質
等

の
過

剰
な

負
荷

の
軽

減
対

策
や

そ
の

効
果

の
検

証
を

令
和

６
年

度
に

設
定

し
た

指
標

に
基

づ
い

て
推

進
し

て
い

る
。

今
後

、
「
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

行
動

計
画

2
0
2
2
-

2
0
3
0
」
全

体
の

評
価

を
実

施
予

定
で

あ
り

、
そ

の
中

で
対

策
や

効
果

の
検

証
を

実
施

す
る

。

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
保

全
対

策
推

進
費

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
保

全
行

動
計

画
2
0
2
2
-
2
0
3
0

1
-
3
-
2
7

油
流

出
事

故
へ

の
対

応
及

び
閉

鎖
性

海
域

に
お

け
る

漂
流

ご
み

の
回

収

・
大

規
模

油
流

出
事

故
が

発
生

し
た

場
合

の
油

防
除

体
制

と
し

て
の

大
型

浚
渫

兼
油

回
収

船
を

配
備

す
る

と
と

も
に

、
閉

鎖
性

海
域

に
海

洋
環

境
整

備
船

を
配

備
し

、
漂

流
ご

み
や

浮
流

油
の

回
収

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
生

物
多

様
性

に
影

響
を

与
え

る
海

洋
汚

染
の

防
除

を
行

う
。

・
油

流
出

事
故

に
よ

る
野

生
鳥

獣
へ

の
油

汚
染

が
発

生
し

た
場

合
に

、
関

係
行

政
機

関
や

関
係

団
体

等
に

よ
る

救
護

活
動

が
円

滑
に

実
施

さ
れ

る
よ

う
、

連
絡

体
制

の
整

備
や

関
係

者
へ

の
研

修
を

実
施

す
る

。
【
国

土
交

通
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

・
油

防
除

体
制

と
し

て
の

大
型

浚
渫

兼
油

回
収

船
を

配
備

す
る

と
と

も
に

、
閉

鎖
性

海
域

に
海

洋
環

境
整

備
船

を
配

備
し

、
漂

流
ご

み
や

浮
流

油
の

回
収

を
実

施
し

、
生

物
多

様
性

に
影

響
を

与
え

る
海

洋
汚

染
の

防
除

を
行

っ
た

。
・
水

鳥
救

護
研

修
を

行
政

担
当

者
や

専
門

家
向

け
に

実
施

し
、

体
制

の
整

備
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

油
防

除
体

制
の

確
保

に
努

め
、

漂
流

ご
み

や
浮

流
油

の
回

収
を

実
施

し
、

生
物

多
様

性
に

影
響

を
与

え
る

海
洋

汚
染

の
防

除
を

行
う

。

港
湾

整
備

事
業

費
港

湾
法

123



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
3
-
2
8

海
洋

ご
み

対
策

の
推

進
等

2
0
5
0
年

ま
で

に
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
に

よ
る

追
加

的
な

汚
染

を
ゼ

ロ
に

ま
で

削
減

す
る

こ
と

を
目

指
す

「
大

阪
ブ

ル
ー

・
オ

ー
シ

ャ
ン

・
ビ

ジ
ョ

ン
」
の

提
唱

国
と

し
て

、
海

洋
環

境
を

含
む

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

汚
染

に
関

す
る

新
た

な
法

的
拘

束
力

の
あ

る
国

際
文

書
（
条

約
）
の

策
定

に
お

い
て

、
主

要
排

出
国

を
含

む
よ

り
多

く
の

国
が

参
加

す
る

実
効

的
な

枠
組

み
の

構
築

を
主

導
す

る
。

国
内

に
お

い
て

は
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
係

る
資

源
循

環
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律
（
令

和
３

年
法

律
第

6
0
号

）
に

基
づ

き
、

あ
ら

ゆ
る

主
体

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

係
る

資
源

循
環

の
促

進
等

を
図

る
と

と
も

に
、

美
し

く
豊

か
な

自
然

を
保

護
す

る
た

め
の

海
岸

に
お

け
る

良
好

な
景

観
及

び
環

境
並

び
に

海
洋

環
境

の
保

全
に

係
る

海
岸

漂
着

物
等

の
処

理
等

の
推

進
に

関
す

る
法

律
（
平

成
2
1
 年

法
律

第
8
2
 号

。
以

下
「
海

岸
漂

着
物

処
理

推
進

法
」
と

い
う

。
）
の

下
、

都
道

府
県

や
市

町
村

等
が

実
施

す
る

海
洋

ご
み

対
策

へ
の

支
援

を
通

じ
て

、
総

合
的

か
つ

効
果

的
な

海
岸

漂
着

物
対

策
の

支
援

・
推

進
に

努
め

る
。

ま
た

、
地

方
自

治
体

、
研

究
機

関
、

業
界

団
体

等
の

関
係

主
体

等
で

連
携

し
た

回
収

・
処

理
や

発
生

抑
制

対
策

の
推

進
、

広
域

的
・
地

域
的

な
枠

組
み

（
二

国
間

協
力

含
む

）
に

お
け

る
国

際
連

携
・
協

力
の

推
進

、
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
を

含
む

海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

の
環

境
中

流
出

量
等

実
態

把
握

（
デ

ー
タ

収
集

、
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

法
の

調
和

・
高

度
化

）
、

生
物

生
態

系
影

響
等

の
科

学
的

知
見

の
蓄

積
等

を
進

め
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

条
約

に
関

す
る

政
府

間
交

渉
委

員
会

再
開

会
合

が
2
0
2
5
年

8
月

に
行

わ
れ

た
が

、
合

意
に

至
ら

ず
引

き
続

き
協

議
を

行
っ

て
い

く
こ

と
と

な
っ

た
。

海
岸

漂
着

物
等

地
域

対
策

推
進

事
業

に
お

い
て

は
、

都
道

府
県

や
市

町
村

の
事

業
を

支
援

し
、

漂
着

ご
み

約
2
7
,0

0
0
tを

回
収

（
令

和
5
年

度
）
。

自
治

体
と

企
業

等
が

連
携

し
た

海
洋

ご
み

の
回

収
･

発
生

抑
制

対
策

の
取

り
組

み
を

支
援

す
る

ロ
ー

カ
ル

・
ブ

ル
ー

・
オ

ー
シ

ャ
ン

・
ビ

ジ
ョ

ン
事

業
や

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

と
賢

く
付

き
合

っ
て

い
く
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ス

マ
ー

ト
の

取
り

組
み

（
登

録
数

約
3
6
0
0
件

）
、

瀬
戸

内
海

沿
岸

府
県

で
連

携
し

た
広

域
的

取
り

組
み

の
瀬

戸
内

海
プ

ラ
ご

み
対

策
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

活
動

な
ど

を
支

援
し

て
い

る
。

海
洋

表
層

を
漂

流
す

る
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

つ
い

て
は

、
2
0
1
9
年

に
策

定
し

た
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

法
の

調
和

の
た

め
の

国
際

的
な

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
2
0
2
3
年

に
改

定
し

た
う

え
で

、
2
0
2
4
年

5
月

に
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

沿
っ

た
デ

ー
タ

を
国

内
外

か
ら

収
集

し
可

視
化

す
る

た
め

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
A

tl
as

 f
o
r 

O
c
e
an

M
ic

ro
pl

as
ti
c
s(

A
O

M
I)
）
を

公
表

し
た

。
ま

た
、

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
生

物
生

態
系

に
与

え
る

影
響

を
把

握
す

る
た

め
に

、
2
0
2
1
年

か
ら

生
物

生
態

系
影

響
の

リ
ス

ク
評

価
手

法
の

検
討

を
開

始
し

て
い

る
。

国
内

の
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
対

策
に

つ
い

て
は

、
実

態
把

握
、

影
響

評
価

や
代

替
素

材
開

発
支

援
に

加
え

、
様

々
な

分
野

の
業

界
団

体
や

関
係

省
庁

等
と

連
携

し
つ

つ
、

発
生

・
流

出
抑

制
対

策
の

検
討

を
進

め
て

い
る

。

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

条
約

に
関

す
る

会
合

は
再

び
行

わ
れ

る
こ

と
と

な
っ

て
お

り
、

引
き

続
き

合
意

を
目

指
し

議
論

を
主

導
し

て
い

く
。

海
岸

漂
着

物
等

地
域

対
策

推
進

事
業

に
お

い
て

は
、

必
要

な
支

援
を

今
後

も
実

施
し

つ
つ

、
効

果
的

な
制

度
と

な
る

よ
う

見
直

し
の

検
討

も
行

っ
て

い
く
。

自
治

体
や

企
業

等
の

取
り

組
み

へ
の

支
援

に
つ

い
て

も
更

に
取

り
組

み
を

進
め

て
い

く
。

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
つ

い
て

は
、

特
に

東
南

ア
ジ

ア
や

ア
フ

リ
カ

、
南

ア
メ

リ
カ

周
辺

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

が
不

足
し

て
い

る
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
ー

タ
の

更
な

る
収

集
に

向
け

、
デ

ー
タ

の
利

活
用

の
重

要
性

の
理

解
促

進
が

必
要

で
あ

る
。

ま
た

、
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

生
物

生
態

系
へ

の
影

響
に

つ
い

て
は

、
い

ま
だ

リ
ス

ク
評

価
手

法
の

検
討

段
階

で
あ

り
、

引
き

続
き

有
識

者
を

交
え

て
議

論
を

進
め

て
い

く
予

定
で

あ
る

。
国

内
の

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

対
策

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

、
実

態
把

握
、

影
響

評
価

や
代

替
素

材
開

発
支

援
に

加
え

、
関

係
す

る
業

界
団

体
や

関
係

省
庁

等
と

連
携

し
な

が
ら

発
生

・
流

出
抑

制
対

策
の

検
討

を
進

め
る

。

①
海

岸
漂

着
物

等
地

域
対

策
推

進
事

業
実

施
主

体
数

（
都

道
府

県
）

②
海

岸
漂

着
物

処
理

推
進

法
の

基
本

方
針

に
基

づ
く
地

域
計

画
の

策
定

数

①
現

状
値

4
2
(2

0
2
1
年

度
)

目
標

値
　

4
3
（
2
0
2
3

年
度

）

②
現

状
値

　
4
2

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

4
7
（
2
0
2
3

年
度

）

①
4
2
（
2
0
2
3

年
度

）

②
4
2
（
2
0
2
3

年
度

）

海
岸

漂
着

物
等

地
域

対
策

推
進

事
業

、
海

洋
ご

み
に

係
る

削
減

方
策

総
合

検
討

事
業

費
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ご

み
総

合
対

策
費

1
-
3
-
2
9

海
洋

生
分

解
性

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
開

発
海

洋
生

分
解

性
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

海
洋

で
の

生
分

解
機

構
の

解
明

を
通

し
、

技
術

・
安

全
性

の
評

価
手

法
確

立
に

加
え

、
革

新
的

な
技

術
・
新

素
材

の
開

発
を

行
い

、
技

術
開

発
基

盤
を

構
築

す
る

。
加

え
て

、
生

分
解

の
タ

イ
ミ

ン
グ

や
ス

ピ
ー

ド
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

海
洋

生
分

解
性

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
開

発
を

実
施

す
る

。
【
経

済
産

業
省

】

a 
既

に
達

成
済

み
短

期
の

海
洋

生
分

解
性

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
関

す
る

技
術

・
安

全
性

評
価

手
法

の
確

立
を

行
い

、
新

素
材

を
開

発
す

る
と

と
も

に
国

際
標

準
化

規
格

へ
の

提
案

、
発

行
ま

で
を

完
了

さ
せ

た
。

2
0
2
5
年

度
か

ら
は

長
期

の
海

洋
生

分
解

性
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

技
術

・
安

全
性

評
価

手
法

の
確

立
と

新
素

材
の

開
発

を
新

た
に

開
始

し
た

。

長
期

の
海

洋
生

分
解

性
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

生
分

解
性

評
価

法
の

IS
O

化
提

案
を

1
件

以
上

、
安

全
性

試
験

法
の

IS
O

化
提

案
を

1
件

以
上

行
う

。
ま

た
、

新
技

術
・
新

素
材

を
1
件

以
上

開
発

す
る

。

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

有
効

利
用

高
度

化
事

業
、

ム
ー

ン
シ

ョ
ッ

ト
型

研
究

開
発

事
業

1
-
3
-
3
0

環
境

に
配

慮
し

た
漁

具
等

の
開

発
ク

ジ
ラ

を
含

む
海

洋
生

物
に

与
え

る
影

響
を

抑
制

す
る

漁
具

の
開

発
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】
b 

進
捗

中
ク

ジ
ラ

を
含

む
海

洋
生

物
に

与
え

る
影

響
を

抑
制

す
る

漁
具

を
開

発
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
ク

ジ
ラ

を
含

む
海

洋
生

物
に

与
え

る
影

響
を

抑
制

す
る

漁
具

の
開

発
を

行
う

。
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
影

響
調

査
事

業

1
-
3
-
3
1

特
定

外
来

生
物

等
の

指
定

、
外

来
種

被
害

防
止

行
動

計
画

及
び

生
態

系
被

害
防

止
外

来
種

リ
ス

ト
の

見
直

し

2
0
2
2
年

の
外

来
生

物
法

改
正

を
踏

ま
え

、
適

宜
特

定
外

来
生

物
、

未
判

定
外

来
生

物
の

指
定

を
進

め
、

「
外

来
種

被
害

防
止

行
動

計
画

」
及

び
生

態
系

被
害

防
止

外
来

種
リ

ス
ト

の
見

直
し

を
行

う
。

【
環

境
省

、
農

林
水

産
省

、
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

「
外

来
種

被
害

防
止

行
動

計
画

」
に

つ
い

て
は

、
2
0
2
5

年
３

月
に

改
定

を
行

っ
た

。
生

態
系

被
害

防
止

外
来

種
リ

ス
ト

に
つ

い
て

は
、

2
0
2
3
年

及
び

2
0
2
4
年

に
改

定
に

向
け

た
検

討
を

行
っ

た
。

生
態

系
被

害
防

止
外

来
種

リ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
2
0
2
5
年

度
中

に
改

定
を

行
う

。
行

動
計

画
は

2
0
2
4

年
度

ま
で

に
見

直
し

を
行

い
、

リ
ス

ト
は

2
0
2
3
年

度
か

ら
分

類
群

ご
と

に
見

直
し

を
開

始
す

る
。

「
外

来
種

被
害

防
止

行
動

計
画

」
に

つ
い

て
は

、
2
0
2
5
年

３
月

に
改

定
を

行
っ

た
。

生
態

系
被

害
防

止
外

来
種

リ
ス

ト
に

つ
い

て
は

、
2
0
2
3
年

及
び

2
0
2
4

年
に

改
定

に
向

け
た

検
討

を
行

っ
た

。
（
2
0
2
4
年

度
）

外
来

生
物

対
策

管
理

事
業

費
外

来
生

物
法
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
3
-
3
2

特
定

外
来

生
物

の
水

際
対

策
強

化
・
初

期
防

除
強

化

輸
入

さ
れ

た
物

品
等

に
付

着
し

て
侵

入
す

る
事

例
が

近
年

増
加

し
、

定
着

が
非

常
に

危
惧

さ
れ

て
い

る
状

態
で

あ
る

ヒ
ア

リ
な

ど
の

国
内

に
未

定
着

の
特

定
外

来
生

物
に

つ
い

て
、

国
際

連
携

の
強

化
の

た
め

の
取

組
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
侵

入
を

早
期

に
発

見
し

防
除

対
策

を
実

施
す

る
体

制
を

構
築

し
、

防
除

手
法

の
開

発
を

行
い

定
着

を
阻

止
す

る
。

ま
た

、
局

地
的

に
分

布
す

る
特

定
外

来
生

物
の

拡
散

の
可

能
性

の
あ

る
地

域
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

や
定

着
地

で
の

地
方

公
共

団
体

と
連

携
し

た
防

除
事

業
を

進
め

、
国

内
で

の
分

布
範

囲
の

拡
大

を
阻

止
す

る
。

【
環

境
省

、
内

閣
官

房
、

総
務

省
、

外
務

省
、

財
務

省
、

文
部

科
学

省
、

農
林

水
産

省
、

経
済

産
業

省
、

国
土

交
通

省
】

○
b 

進
捗

中
ヒ

ア
リ

に
つ

い
て

は
、

全
国

の
港

湾
や

空
港

、
植

物
防

疫
所

と
い

っ
た

水
際

で
の

調
査

や
防

除
を

徹
底

し
、

国
内

へ
の

定
着

を
阻

止
す

る
こ

と
が

で
き

て
い

る
。

加
え

て
日

中
韓

外
来

種
専

門
家

会
合

の
開

催
等

を
通

じ
た

国
際

連
携

や
、

新
規

技
術

の
社

会
実

装
を

進
め

て
い

る
。

ま
た

、
局

地
的

に
分

布
す

る
特

定
外

来
生

物
で

あ
る

ツ
マ

ア
カ

ス
ズ

メ
バ

チ
に

つ
い

て
、

対
馬

に
お

け
る

防
除

と
九

州
地

方
各

港
湾

で
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
継

続
し

、
分

布
範

囲
の

拡
大

を
阻

止
で

き
て

い
る

。

ヒ
ア

リ
の

確
認

事
例

数
は

近
年

増
加

傾
向

に
あ

る
た

め
、

引
き

続
き

水
際

で
の

調
査

・
防

除
の

徹
底

に
よ

り
国

内
へ

の
定

着
を

防
ぐ

こ
と

に
加

え
、

国
際

連
携

や
新

規
技

術
の

社
会

実
装

を
進

め
、

中
長

期
的

な
侵

入
リ

ス
ク

の
低

減
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

ヒ
ア

リ
類

の
定

着
事

例
数

現
状

値
　

０
目

標
値

　
０

０
（
2
0
2
4
年

度
）

外
来

生
物

対
策

管
理

事
業

費
、

外
来

生
物

対
策

管
理

事
業

地
方

事
務

費

外
来

生
物

法

1
-
3
-
3
3

輸
入

植
物

検
疫

に
よ

る
侵

入
防

止
農

作
物

等
の

有
用

な
植

物
に

被
害

を
与

え
る

お
そ

れ
の

あ
る

病
害

虫
を

対
象

に
、

輸
入

さ
れ

る
植

物
等

や
そ

の
容

器
包

装
に

つ
い

て
、

植
物

防
疫

所
が

検
査

（
輸

入
植

物
検

疫
）
を

実
施

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

輸
入

さ
れ

た
植

物
や

そ
の

容
器

包
装

等
に

つ
い

て
、

植
物

防
疫

所
が

申
請

に
基

づ
き

検
査

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
検

疫
有

害
動

植
物

の
侵

入
を

防
止

し
て

い
る

。

海
外

に
お

け
る

検
疫

有
害

動
植

物
の

発
生

地
域

の
拡

大
に

対
応

し
た

的
確

な
植

物
検

疫
の

実
施

に
向

け
て

、
定

期
的

な
検

疫
制

度
の

見
直

し
を

実
施

す
る

。

植
物

防
疫

法

1
-
3
-
3
4

有
害

水
バ

ラ
ス

ト
処

理
設

備
の

検
査

2
0
1
7
年

に
発

効
し

た
バ

ラ
ス

ト
水

規
制

管
理

条
約

に
基

づ
き

、
バ

ラ
ス

ト
水

に
含

ま
れ

る
外

来
種

の
海

域
間

の
移

動
を

防
止

す
る

た
め

、
外

航
船

舶
に

対
し

て
有

害
水

バ
ラ

ス
ト

処
理

設
備

の
搭

載
が

義
務

付
け

ら
れ

て
い

る
。

日
本

籍
船

舶
に

搭
載

さ
れ

た
装

置
が

同
条

約
に

基
づ

く
要

件
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
、

定
期

的
な

検
査

を
行

う
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

日
本

籍
船

舶
に

搭
載

さ
れ

た
装

置
が

2
0
1
7
年

に
発

効
し

た
バ

ラ
ス

ト
水

規
制

管
理

条
約

に
基

づ
く
要

件
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
、

定
期

的
な

検
査

を
実

施
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
同

条
約

及
び

日
本

国
内

法
に

基
づ

き
、

日
本

籍
船

舶
に

搭
載

さ
れ

た
装

置
が

同
条

約
に

基
づ

く
要

件
に

適
合

し
て

い
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
、

定
期

的
な

検
査

を
実

施
す

る
。

日
本

籍
船

舶
に

搭
載

さ
れ

た
有

害
水

バ
ラ

ス
ト

処
理

設
備

が
バ

ラ
ス

ト
水

管
理

条
約

に
基

づ
く
要

件
に

適
合

す
る

こ
と

を
確

認
す

る
た

め
の

定
期

検
査

の
実

施
件

数

現
状

値
　

3
0
2
件

(2
0
2
1
年

度
)

目
標

値
　

毎
年

度
3
0
0
件

程
度

4
1
9
件

（
2
0
2
4
年

度
）

海
洋

汚
染

等
及

び
海

上
災

害
の

防
止

に
関

す
る

法
律

（
昭

和
4
5

年
法

律
第

1
3
6

号
）

1
-
3
-
3
5

定
着

し
た

特
定

外
来

生
物

の
対

応
の

た
め

の
支

援

外
来

魚
（
オ

オ
ク

チ
バ

ス
、

コ
ク

チ
バ

ス
、

ブ
ル

ー
ギ

ル
）
や

ア
ラ

イ
グ

マ
等

に
つ

い
て

、
効

果
的

な
被

害
防

止
対

策
を

と
っ

て
い

く
た

め
の

指
針

等
を

検
討

す
る

と
と

も
に

、
特

定
外

来
生

物
に

指
定

さ
れ

る
予

定
の

ア
メ

リ
カ

ザ
リ

ガ
ニ

・
ア

カ
ミ

ミ
ガ

メ
を

含
め

た
定

着
し

た
特

定
外

来
生

物
の

対
策

強
化

の
た

め
の

地
方

公
共

団
体

等
へ

の
支

援
や

普
及

啓
発

を
強

化
す

る
。

【
環

境
省

、
農

林
水

産
省

】

○
b 

進
捗

中
「
オ

オ
ク

チ
バ

ス
等

に
係

る
防

除
の

指
針

」
に

つ
い

て
、

外
来

生
物

法
の

改
正

等
の

動
向

や
防

除
手

法
に

係
る

最
新

の
知

見
等

を
踏

ま
え

て
改

定
を

行
っ

た
。

ま
た

、
「
ア

ラ
イ

グ
マ

防
除

の
手

引
き

（
改

訂
版

）
」
の

公
表

を
行

っ
た

。
条

件
付

特
定

外
来

生
物

に
指

定
さ

れ
た

ア
メ

リ
カ

ザ
リ

ガ
ニ

・
ア

カ
ミ

ミ
ガ

メ
に

つ
い

て
は

、
規

制
内

容
や

手
続

き
に

つ
い

て
の

普
及

啓
発

を
行

う
と

と
も

に
、

防
除

の
手

引
き

や
防

除
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

技
術

的
に

支
援

し
た

。
「
特

定
外

来
生

物
防

除
等

対
策

事
業

」
交

付
金

に
よ

り
、

地
方

公
共

団
体

が
主

体
と

な
っ

て
取

り
組

む
防

除
事

業
を

財
政

的
に

支
援

し
た

。

改
定

さ
れ

た
指

針
等

を
基

に
、

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
特

定
外

来
生

物
防

除
事

業
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

財
政

的
・
技

術
的

支
援

を
行

い
、

被
害

の
拡

大
を

阻
止

す
る

必
要

が
あ

る
。

（
目

標
）
外

来
魚

（
オ

オ
ク

チ
バ

ス
、

コ
ク

チ
バ

ス
、

ブ
ル

ー
ギ

ル
）

や
ア

ラ
イ

グ
マ

等
に

つ
い

て
全

国
的

な
指

針
等

を
2
0
2
4
年

度
ま

で
に

策
定

又
は

改
定

す
る

。

ア
ラ

イ
グ

マ
防

除
の

手
引

き
を

改
訂

し
た

（
2
0
2
5

年
３

月
時

点
）
。

オ
オ

ク
チ

バ
ス

等
に

係
る

防
除

の
指

針
を

改
訂

し
た

（
2
0
2
5
年

４
月

時
点

）
。

外
来

生
物

対
策

管
理

事
業

費
外

来
生

物
法

1
-
3
-
3
6

農
地

や
水

路
に

お
け

る
外

来
種

の
ま

ん
延

防
止

に
資

す
る

技
術

開
発

農
業

用
水

路
の

通
水

障
害

を
引

き
起

こ
す

外
来

種
（
カ

ワ
ヒ

バ
リ

ガ
イ

、
タ

イ
ワ

ン
シ

ジ
ミ

等
）
や

侵
入

雑
草

（
ア

レ
チ

ウ
リ

、
ナ

ガ
エ

ツ
ル

ノ
ゲ

イ
ト

ウ
等

）
の

防
除

・
管

理
技

術
の

開
発

促
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

環
境

D
N

A
を

利
用

し
て

カ
ワ

ヒ
バ

リ
ガ

イ
や

タ
イ

ワ
ン

シ
ジ

ミ
を

検
知

す
る

技
術

を
開

発
し

、
農

業
用

水
利

施
設

で
の

分
布

を
推

定
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。
農

業
排

水
中

か
ら

ナ
ガ

エ
ツ

ル
ノ

ゲ
イ

ト
ウ

、
ミ

ズ
ヒ

マ
ワ

リ
を

検
知

す
る

L
A

M
P

法
、

ド
ロ

ー
ン

で
撮

影
し

た
雑

草
群

落
の

写
真

か
ら

ア
レ

チ
ウ

リ
の

分
布

地
点

を
検

知
す

る
技

術
を

開
発

し
た

。
農

業
用

水
利

施
設

の
調

整
池

の
落

水
に

よ
る

カ
ワ

ヒ
バ

リ
ガ

イ
の

駆
除

技
術

お
よ

び
、

水
田

内
お

よ
び

水
田

畦
畔

に
繁

茂
す

る
ナ

ガ
エ

ツ
ル

ノ
ゲ

イ
ト

ウ
に

対
す

る
除

草
剤

を
用

い
た

防
除

体
系

を
開

発
し

た
。

加
え

て
、

水
田

の
給

水
栓

に
ネ

ッ
ト

を
巻

き
つ

け
、

農
業

水
利

系
を

通
じ

た
ナ

ガ
エ

ツ
ル

ゲ
イ

ト
ウ

の
拡

散
を

防
止

す
る

方
法

も
開

発
し

た
。

ア
レ

チ
ウ

リ
に

よ
る

畦
畔

や
圃

場
で

の
侵

入
を

防
ぐ

た
め

に
、

除
草

剤
体

系
を

を
確

立
し

た
。

外
来

の
水

生
生

物
2
種

お
よ

び
侵

入
雑

草
2
種

に
対

す
る

防
除

・
管

理
技

術
を

開
発

し
た

。
侵

略
的

外
来

種
に

対
し

て
開

発
し

た
技

術
を

合
計

5
地

域
で

実
証

し
た

。

　
こ

れ
ま

で
農

地
に

お
け

る
侵

略
的

外
来

種
の

防
除

技
術

を
開

発
し

て
き

た
が

、
侵

略
的

外
来

種
は

農
地

内
外

を
水

系
を

通
じ

て
移

動
し

繁
茂

す
る

こ
と

か
ら

、
農

地
に

加
え

、
水

路
・
河

川
等

を
含

む
水

系
全

体
で

の
防

除
が

不
可

欠
で

あ
る

。
　

水
系

全
体

で
の

防
除

に
向

け
て

は
、

よ
り

広
範

囲
を

省
力

的
に

探
索

す
る

技
術

や
、

環
境

に
対

し
て

低
リ

ス
ク

な
防

除
技

術
が

必
要

と
な

る
。

ま
た

、
化

学
薬

剤
が

生
態

系
や

保
護

す
べ

き
種

に
与

え
る

リ
ス

ク
の

評
価

、
社

会
的

受
容

性
等

の
評

価
が

求
め

ら
れ

る
。

（
目

標
）

・
2
0
2
3
年

度
ま

で
に

、
外

来
水

生
生

物
３

種
以

上
及

び
外

来
植

物
３

種
以

上
の

侵
略

的
外

来
種

に
適

用
可

能
な

管
理

体
系

を
確

立
す

る
。

・
確

立
し

た
侵

略
的

外
来

種
に

適
用

可
能

な
管

理
体

系
に

つ
い

て
、

2
0
2
3
年

度
ま

で
に

３
地

域
以

上
で

実
証

す
る

。

・
農

業
用

水
利

施
設

お
よ

び
、

農
業

水
利

系
で

の
移

動
拡

散
を

防
ぐ

た
め

に
、

カ
ワ

ヒ
バ

リ
ガ

イ
、

タ
イ

ワ
ン

シ
ジ

ミ
、

ナ
ガ

エ
ツ

ル
ノ

ゲ
イ

ト
ウ

に
対

す
る

管
理

技
術

を
確

立
し

た
。

ま
た

、
ミ

ズ
ヒ

マ
ワ

リ
の

L
A

M
P

法
、

ア
レ

チ
ウ

リ
と

ナ
ガ

エ
ツ

ル
ノ

ゲ
イ

ト
ウ

の
除

草
剤

体
系

等
の

管
理

技
術

を
確

立
し

た
。

実
証

地
域

に
つ

い
て

、
　

・
落

水
に

よ
る

カ
ワ

ヒ
バ

リ
ガ

イ
の

駆
除

技
術

　
　

1
地

域
　

・
ア

レ
チ

ウ
リ

、
ナ

ガ
エ

ツ
ル

ノ
ゲ

イ
ト

ウ
の

防
除

体
系

お
よ

び
拡

散
防

止
技

術
　

　
4
地

域
（
2
0
2
4
年

8
月

時
点

）

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

実
現

技
術

開
発

・
実

証
事

業
の

う
ち

農
林

水
産

研
究

の
推

進

特
定

外
来

生
物

に
よ

る
生

態
系

等
に

係
る

被
害

の
防

止
に

関
す

る
法

律
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
3
-
3
7

外
来

種
に

よ
る

森
林

・
林

業
被

害
の

防
止

現
状

の
森

林
生

態
系

へ
の

影
響

に
配

慮
し

つ
つ

、
順

応
的

な
駆

除
や

生
息

域
の

拡
散

防
止

対
策

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

森
林

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

保
全

を
図

る
上

で
必

要
と

な
る

外
来

種
対

策
を

地
域

で
一

体
的

に
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

日
本

の
生

物
多

様
性

の
危

機
の

一
つ

と
し

て
、

外
来

種
に

よ
る

危
機

が
挙

げ
ら

れ
る

。
小

笠
原

諸
島

森
林

生
態

系
保

護
地

域
に

は
、

ア
カ

ギ
、

モ
ク

マ
オ

ウ
、

ギ
ン

ネ
ム

等
の

外
来

植
物

が
侵

入
し

、
小

笠
原

諸
島

の
固

有
森

林
生

態
系

の
修

復
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
外

来
植

物
駆

除
に

あ
た

り
、

希
少

な
固

有
種

等
が

多
い

区
域

な
ど

を
優

先
し

て
取

組
を

進
め

て
い

る
ほ

か
、

植
生

・
昆

虫
・
陸

産
貝

類
・
鳥

類
等

の
専

門
家

や
地

元
関

係
団

体
と

と
も

に
、

希
少

動
植

物
へ

の
配

慮
や

駆
除

方
法

に
つ

い
て

事
前

に
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

駆
除

後
は

在
来

種
で

あ
る

モ
モ

タ
マ

ナ
や

オ
ガ

サ
ワ

ラ
ビ

ロ
ウ

等
を

植
栽

し
た

。
在

来
種

が
定

着
し

た
区

域
で

は
、

林
内

が
明

る
く
な

っ
た

こ
と

で
ウ

ラ
ジ

ロ
エ

ノ
キ

（
在

来
種

）
の

自
然

発
生

が
確

認
さ

れ
る

な
ど

、
小

笠
原

本
来

の
植

生
が

回
復

し
て

い
る

。

地
域

固
有

の
野

生
動

植
物

を
保

全
す

る
た

め
、

保
護

制
度

の
整

備
に

よ
る

規
制

、
希

少
種

の
保

護
増

殖
事

業
の

実
施

、
外

来
種

の
駆

除
な

ど
を

引
き

続
き

進
め

る
。

ま
た

、
気

候
変

動
の

影
響

と
み

ら
れ

る
生

態
系

の
変

化
や

外
来

種
の

影
響

の
拡

大
等

に
対

し
、

規
制

的
措

置
や

防
除

事
業

、
普

及
啓

発
等

に
努

め
る

。

森
林

整
備

事
業

世
界

遺
産

の
森

林
生

態
系

保
全

対
策

事
業

・
公

益
的

機
能

維
持

増
進

協
定

制
度

1
-
3
-
3
8

外
来

種
に

よ
る

農
作

物
被

害
の

防
止

外
来

種
の

う
ち

、
農

作
物

に
被

害
を

与
え

る
病

害
虫

（
ク

ビ
ア

カ
ツ

ヤ
カ

ミ
キ

リ
、

ス
ク

ミ
リ

ン
ゴ

ガ
イ

等
）
に

つ
い

て
、

都
道

府
県

等
と

連
携

し
、

適
時

・
適

切
な

防
除

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

有
用

な
植

物
に

被
害

を
与

え
る

病
害

虫
に

つ
い

て
は

、
都

道
府

県
等

と
連

携
し

、
防

除
の

実
施

や
防

除
指

導
を

行
い

、
農

作
物

の
被

害
防

止
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

引
き

続
き

、
左

記
の

取
組

等
を

都
道

府
県

、
関

係
省

庁
等

と
連

携
し

て
実

施
し

、
農

作
物

被
害

の
防

止
に

取
り

組
む

。

消
費

・
安

全
対

策
交

付
金

植
物

防
疫

法

1
-
3
-
3
9

河
川

に
お

け
る

外
来

種
被

害
防

止
の

取
組

実
施

外
来

種
被

害
防

止
行

動
計

画
（
2
0
1
5
年

３
月

環
境

省
、

農
林

水
産

省
、

国
土

交
通

省
作

成
）
に

基
づ

き
、

河
川

に
お

け
る

外
来

種
対

策
の

必
要

性
の

普
及

啓
発

等
の

取
組

を
推

進
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

河
川

に
お

け
る

外
来

種
対

策
に

つ
い

て
、

「
地

域
と

連
携

し
た

河
川

に
お

け
る

外
来

植
物

対
策

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

（
案

）
」
等

の
手

引
き

を
作

成
し

、
普

及
啓

発
に

努
め

て
い

る
。

引
き

続
き

、
河

川
に

お
け

る
外

来
種

対
策

の
必

要
性

の
普

及
啓

発
等

の
取

組
を

推
進

す
る

。
治

水
事

業
等

関
係

費
の

内
数

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
等

の
内

数

1
-
3
-
4
0

特
定

外
来

生
物

に
よ

る
内

水
面

漁
業

被
害

の
防

止

効
果

的
な

防
除

手
法

の
開

発
・
普

及
を

行
う

と
と

も
に

、
水

産
業

に
被

害
を

及
ぼ

す
特

定
外

来
生

物
（
オ

オ
ク

チ
バ

ス
、

コ
ク

チ
バ

ス
、

ブ
ル

ー
ギ

ル
）
の

防
除

に
取

り
組

む
内

水
面

漁
協

等
を

支
援

し
、

外
来

魚
に

よ
る

食
害

等
と

い
っ

た
内

水
面

漁
業

被
害

の
拡

大
防

止
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

2
0
1
2
年

度
か

ら
、

（
国

研
）
水

産
研

究
・
教

育
機

構
等

に
委

託
し

て
、

効
果

的
な

駆
除

手
法

の
開

発
を

行
っ

て
お

り
、

こ
れ

ま
で

に
外

来
魚

等
の

生
育

ス
テ

ー
ジ

や
魚

種
、

生
息

水
域

、
季

節
に

応
じ

た
防

除
対

策
を

、
対

策
を

実
施

す
る

内
水

面
漁

業
者

等
が

参
照

し
や

す
い

よ
う

取
り

ま
と

め
た

４
冊

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

て
配

布
・
周

知
し

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
は

水
産

庁
及

び
全

国
内

水
面

漁
業

協
同

組
合

連
合

会
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
も

公
開

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

も
活

用
し

て
外

来
魚

駆
除

に
取

り
組

む
内

水
面

漁
協

を
支

援
し

、
内

水
面

漁
業

被
害

の
拡

大
防

止
を

推
進

し
て

い
る

。

今
後

と
も

知
見

を
集

積
す

る
と

と
も

に
、

特
定

外
来

生
物

（
オ

オ
ク

チ
バ

ス
、

コ
ク

チ
バ

ス
、

ブ
ル

ー
ギ

ル
）
の

防
除

を
よ

り
効

果
的

に
実

施
で

き
る

よ
う

、
研

究
機

関
と

も
検

討
し

な
が

ら
対

策
を

推
進

す
る

。

内
水

面
漁

業
・
養

殖
業

活
性

化
総

合
対

策
事

業

外
来

生
物

法

1
-
3
-
4
1

生
物

多
様

性
確

保
上

重
要

な
地

域
に

お
け

る
特

定
外

来
生

物
等

の
防

除

奄
美

大
島

に
お

い
て

希
少

種
へ

の
脅

威
と

な
っ

て
い

る
マ

ン
グ

ー
ス

に
つ

い
て

、
根

絶
に

向
け

捕
獲

圧
を

か
け

続
け

る
と

と
も

に
、

根
絶

を
確

認
す

る
手

法
の

開
発

を
行

い
、

根
絶

を
達

成
さ

せ
る

。
そ

の
他

、
小

笠
原

諸
島

や
沖

縄
島

等
、

生
物

多
様

性
確

保
上

重
要

な
地

域
に

お
け

る
特

定
外

来
生

物
の

防
除

事
業

を
進

め
る

。
【
環

境
省

】

a+
既

に
達

成
済

み
奄

美
大

島
に

お
け

る
フ

イ
リ

マ
ン

グ
ー

ス
に

つ
い

て
、

2
0
2
4
年

９
月

３
日

に
根

絶
を

宣
言

し
た

。
奄

美
大

島
と

物
流

が
あ

る
近

隣
の

島
に

依
然

と
し

て
マ

ン
グ

ー
ス

が
生

息
し

て
い

る
た

め
、

奄
美

大
島

へ
の

マ
ン

グ
ー

ス
の

再
侵

入
防

止
の

た
め

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
う

。

（
目

標
）
奄

美
大

島
の

マ
ン

グ
ー

ス
根

絶
確

認
に

つ
い

て
、

2
0
2
5
年

度
ま

で
に

実
施

奄
美

大
島

に
お

け
る

フ
イ

リ
マ

ン
グ

ー
ス

に
つ

い
て

、
2
0
2
4

年
９

月
３

日
に

根
絶

を
宣

言

特
定

外
来

生
物

防
除

等
推

進
事

業
外

来
生

物
法

1
-
3
-
4
2

国
立

公
園

等
に

お
け

る
外

来
種

対
策

国
立

公
園

に
お

い
て

、
生

態
系

へ
悪

影
響

を
及

ぼ
し

て
い

る
外

来
種

に
つ

い
て

、
捕

獲
な

ど
の

防
除

事
業

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
悪

影
響

を
及

ぼ
す

お
そ

れ
の

あ
る

外
来

種
に

つ
い

て
、

侵
入

や
悪

影
響

を
未

然
に

防
ぐ

た
め

の
種

の
取

扱
方

針
の

策
定

や
リ

ス
ク

評
価

手
法

の
検

討
を

行
う

と
と

も
に

、
特

別
保

護
地

区
な

ど
に

お
け

る
外

来
種

の
放

出
等

の
規

制
を

行
う

。
ま

た
、

国
立

公
園

等
で

行
わ

れ
る

緑
化

に
当

た
っ

て
は

、
「
自

然
公

園
に

お
け

る
法

面
緑

化
指

針
」
に

基
づ

き
、

遺
伝

的
か

く
乱

を
防

止
す

る
た

め
、

地
域

性
種

苗
の

利
用

等
の

必
要

な
配

慮
を

行
う

と
と

も
に

、
外

国
産

在
来

緑
化

植
物

の
利

用
は

行
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

度
は

、
生

物
多

様
性

保
全

上
、

特
に

対
策

を
要

す
る

小
笠

原
国

立
公

園
及

び
西

表
石

垣
国

立
公

園
等

に
お

い
て

、
グ

リ
ー

ン
ア

ノ
ー

ル
や

外
来

カ
エ

ル
類

の
防

除
事

業
及

び
生

態
系

被
害

状
況

の
調

査
等

を
重

点
的

に
実

施
し

た
。

国
立

公
園

に
お

い
て

、
生

態
系

へ
悪

影
響

を
及

ぼ
す

外
来

種
の

捕
獲

事
業

を
実

施
し

、
本

来
の

生
態

系
の

維
持

・
回

復
を

図
る

取
組

を
推

進
す

る
。

国
立

公
園

内
生

物
多

様
性

保
全

対
策

費 世
界

自
然

遺
産

等
保

全
対

策
費
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
3
-
4
3

セ
イ

ヨ
ウ

オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

対
策

施
設

園
芸

に
お

い
て

、
花

粉
交

配
の

た
め

に
使

用
さ

れ
て

い
る

セ
イ

ヨ
ウ

オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

を
、

在
来

種
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
に

転
換

す
る

た
め

の
実

証
、

講
習

会
の

開
催

等
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
在

来
種

の
生

息
域

へ
の

セ
イ

ヨ
ウ

オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

の
拡

散
防

止
を

行
う

等
、

適
正

な
管

理
の

必
要

性
に

つ
い

て
周

知
徹

底
す

る
。

【
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

セ
イ

ヨ
ウ

オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

か
ら

在
来

種
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
へ

の
転

換
に

必
要

な
実

証
等

を
支

援
し

て
い

る
。

ま
た

、
セ

イ
ヨ

ウ
オ

オ
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
の

飼
養

農
家

の
一

部
を

抽
出

し
、

現
地

調
査

を
行

い
、

飼
養

管
理

状
況

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

適
正

飼
養

管
理

徹
底

の
指

導
及

び
普

及
啓

発
を

実
施

し
て

い
る

。

【
参

考
】
総

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

出
荷

量
に

占
め

る
セ

イ
ヨ

ウ
オ

オ
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
出

荷
量

の
割

合
2
0
1
5
年

：
約

6
8
％

2
0
2
2
年

：
約

4
5
％

セ
イ

ヨ
ウ

オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

と
在

来
種

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

の
習

性
が

異
な

る
等

の
理

由
か

ら
転

換
し

て
い

な
い

農
業

者
も

い
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
、

セ
イ

ヨ
ウ

オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

か
ら

在
来

種
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
へ

の
転

換
実

証
等

を
支

援
し

、
転

換
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

セ
イ

ヨ
ウ

オ
オ

マ
ル

ハ
ナ

バ
チ

飼
養

農
家

に
対

し
、

適
正

飼
養

管
理

等
を

引
き

続
き

普
及

啓
発

す
る

。

養
蜂

等
振

興
強

化
推

進
外

来
生

物
法

、
セ

イ
ヨ

ウ
オ

オ
マ

ル
ハ

ナ
バ

チ
の

代
替

種
の

利
用

方
針

1
-
3
-
4
4

外
来

種
の

遊
漁

利
用

の
在

り
方

検
討

漁
業

権
に

基
づ

き
オ

オ
ク

チ
バ

ス
が

遊
漁

利
用

さ
れ

て
い

る
湖

沼
に

お
い

て
は

、
関

係
機

関
と

協
力

し
て

外
来

種
に

頼
ら

な
い

生
業

の
あ

り
方

の
検

討
を

進
め

る
。

【
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

オ
オ

ク
チ

バ
ス

の
漁

業
権

を
設

定
し

て
い

る
芦

ノ
湖

、
山

中
湖

、
河

口
湖

、
西

湖
に

つ
い

て
は

、
国

と
関

係
自

治
体

が
連

携
し

て
検

討
を

進
め

、
2
0
2
3
年

に
山

梨
県

が
オ

オ
ク

チ
バ

ス
に

頼
ら

な
い

漁
場

管
理

に
向

け
た

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
作

成
・
公

表
し

た
。

山
梨

県
の

３
湖

に
つ

い
て

は
、

そ
れ

ぞ
れ

年
1
回

の
検

討
会

を
実

施
し

、
新

た
な

収
入

源
と

し
て

オ
オ

ク
チ

バ
ス

に
代

わ
る

漁
業

権
対

象
種

の
選

定
に

向
け

、
引

き
続

き
、

検
討

す
る

。
ま

た
、

芦
ノ

湖
に

つ
い

て
も

、
国

と
関

係
自

治
体

に
よ

り
、

外
来

種
に

頼
ら

な
い

生
業

の
あ

り
方

の
検

討
を

進
め

る
。

外
来

生
物

法
、

漁
業

法

1
-
3
-
4
5

公
共

事
業

に
お

け
る

外
来

種
等

の
使

用
回

避
・
拡

散
防

止

公
共

事
業

に
お

い
て

は
、

「
生

態
系

被
害

防
止

外
来

種
リ

ス
ト

」
に

記
載

さ
れ

た
外

来
種

の
使

用
を

避
け

る
こ

と
を

基
本

と
し

、
代

替
種

が
存

在
し

な
い

場
合

に
は

、
使

用
し

た
場

所
か

ら
逸

出
し

な
い

よ
う

適
切

な
管

理
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

在
来

種
を

用
い

た
緑

化
に

当
た

っ
て

も
、

遺
伝

的
か

く
乱

を
防

止
す

る
た

め
、

地
域

性
種

苗
の

利
用

等
の

必
要

な
配

慮
を

行
う

と
と

も
に

、
外

国
産

在
来

緑
化

植
物

の
利

用
は

行
わ

な
い

も
の

と
す

る
。

【
農

林
水

産
省

、
国

土
交

通
省

、
環

境
省

】

a+
既

に
達

成
済

み
・
森

林
整

備
事

業
に

お
け

る
外

国
樹

種
の

植
栽

又
は

播
種

に
あ

っ
て

は
、

あ
ら

か
じ

め
林

野
庁

長
官

の
承

認
が

得
ら

れ
た

も
の

と
し

て
い

る
。

さ
ら

に
、

そ
の

承
認

申
請

に
あ

た
っ

て
は

、
「
生

態
系

被
害

防
止

外
来

種
リ

ス
ト

」
へ

の
掲

載
の

有
無

、
掲

載
種

で
あ

る
場

合
は

リ
ス

ト
掲

載
事

項
及

び
同

記
載

事
項

を
踏

ま
え

た
造

林
上

の
配

慮
事

項
を

確
認

す
る

こ
と

と
し

、
同

事
業

に
お

け
る

外
来

種
等

の
使

用
回

避
・
適

切
な

管
理

の
更

な
る

推
進

を
図

っ
た

。
・
ま

た
、

「
林

野
公

共
事

業
に

お
け

る
生

物
多

様
性

保
全

に
配

慮
し

た
緑

化
工

の
手

引
き

」
を

活
用

し
、

生
物

多
様

性
保

全
に

配
慮

し
た

緑
化

工
の

適
用

可
能

な
場

所
に

お
い

て
は

、
林

道
の

の
り

面
緑

化
や

荒
廃

地
の

復
旧

等
に

あ
た

っ
て

、
遺

伝
子

の
攪

乱
を

防
ぐ

よ
う

、
自

然
侵

入
促

進
工

や
森

林
表

土
利

用
工

等
に

よ
る

緑
化

に
取

り
組

ん
だ

。

・
引

き
続

き
、

森
林

整
備

事
業

に
お

け
る

外
来

樹
種

の
適

切
な

使
用

・
管

理
を

推
進

す
る

。
・
引

き
続

き
、

生
物

多
様

性
保

全
に

配
慮

し
た

緑
化

工
の

適
用

可
能

な
場

所
に

お
い

て
は

、
林

道
の

の
り

面
緑

化
や

荒
廃

地
の

復
旧

等
に

あ
た

っ
て

、
遺

伝
子

の
攪

乱
を

防
ぐ

よ
う

、
自

然
侵

入
促

進
工

や
森

林
表

土
利

用
工

等
に

よ
る

緑
化

に
取

り
組

む
。

森
林

整
備

事
業

等
森

林
法

1
-
3
-
4
6

飼
養

動
物

の
適

正
な

管
理

飼
養

動
物

の
自

然
界

へ
の

放
出

・
定

着
に

よ
り

、
地

域
の

生
態

系
に

影
響

を
与

え
る

お
そ

れ
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
飼

い
主

や
動

物
取

扱
業

者
等

の
終

生
飼

養
の

推
進

や
飼

養
管

理
の

適
正

化
を

図
り

、
動

物
の

個
体

管
理

を
進

め
る

。
特

に
、

犬
と

猫
の

個
体

管
理

を
進

め
る

た
め

、
マ

イ
ク

ロ
チ

ッ
プ

を
装

着
し

た
登

録
頭

数
を

増
加

さ
せ

る
た

め
の

施
策

等
を

実
施

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

ブ
リ

ー
ダ

ー
や

ペ
ッ

ト
シ

ョ
ッ

プ
等

で
販

売
に

供
さ

れ
る

犬
猫

に
つ

い
て

マ
イ

ク
ロ

チ
ッ

プ
の

装
着

と
登

録
が

義
務

化
さ

れ
、

2
0
2
2
年

６
月

の
施

行
か

ら
同

登
録

を
行

う
登

録
シ

ス
テ

ム
を

稼
働

さ
せ

た
。

登
録

さ
れ

る
犬

猫
の

頭
数

は
年

間
約

6
0
万

頭
の

ペ
ー

ス
で

着
実

に
増

加
し

て
い

る
。

よ
り

一
層

の
登

録
頭

数
の

増
加

や
登

録
さ

れ
た

情
報

の
正

確
性

の
向

上
の

た
め

、
登

録
シ

ス
テ

ム
の

継
続

的
な

改
善

と
と

も
に

普
及

啓
発

等
を

さ
ら

に
推

進
す

る
。

マ
イ

ク
ロ

チ
ッ

プ
を

装
着

し
た

犬
猫

の
登

録
頭

数

現
状

値
　

4
0
万

頭
目

標
値

　
1
,0

0
0
万

頭 （
2
0
2
2
～

2
0
3
0
年

の
累

計
）

2
0
7
万

頭
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

動
物

の
愛

護
及

び
管

理
事

業
動

物
愛

護
管

理
法

1
-
4
-
1

気
候

変
動

影
響

の
評

価
我

が
国

の
気

候
変

動
及

び
気

候
変

動
影

響
に

関
す

る
科

学
的

知
見

を
集

積
し

、
自

然
生

態
系

を
は

じ
め

と
し

た
、

農
林

水
産

業
や

自
然

災
害

・
沿

岸
域

な
ど

の
各

分
野

に
お

け
る

気
候

変
動

影
響

に
関

す
る

総
合

的
な

評
価

に
向

け
た

検
討

を
進

め
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
気

候
変

動
の

影
響

に
関

す
る

分
野

別
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

（
６

つ
の

W
G

及
び

座
長

間
会

合
）
を

開
催

し
、

次
期

気
候

変
動

影
響

評
価

に
向

け
た

科
学

的
知

見
の

収
集

・
整

理
や

重
大

性
評

価
の

尺
度

等
に

関
す

る
検

討
を

行
っ

た
。

2
0
2
5
年

度
に

予
定

し
て

い
る

次
期

気
候

変
動

影
響

評
価

に
向

け
て

検
討

を
進

め
る

。
気

候
変

動
影

響
評

価
・
適

応
推

進
事

業

気
候

変
動

適
応

法

1
-
4
-
2

保
護

地
域

に
お

け
る

気
候

変
動

に
よ

る
生

態
系

へ
の

影
響

緩
和

国
立

公
園

等
の

保
護

地
域

に
お

け
る

自
然

生
態

系
へ

の
気

候
変

動
影

響
を

軽
減

す
る

た
め

、
被

害
や

影
響

の
評

価
を

進
め

る
と

と
も

に
、

負
の

影
響

へ
の

対
処

の
強

化
等

の
適

応
策

の
実

施
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

に
「
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
サ

イ
ト

1
0
0
0
第

4
期

と
り

ま
と

め
報

告
書

概
要

版
」
を

公
表

し
、

国
立

公
園

等
の

保
護

地
域

を
含

む
自

然
生

態
系

へ
の

気
候

変
動

の
影

響
に

つ
い

て
と

り
ま

と
め

た
。

ま
た

、
「
生

物
多

様
性

分
野

に
お

け
る

気
候

変
動

へ
の

適
応

」
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
用

い
て

、
適

応
策

の
実

施
に

お
け

る
生

物
多

様
性

へ
の

負
の

影
響

の
回

避
・
最

小
化

を
含

め
、

適
応

策
の

考
え

方
の

普
及

を
図

る
と

と
も

に
、

生
物

多
様

性
保

全
に

係
る

各
種

施
策

を
通

じ
、

気
候

変
動

以
外

の
ス

ト
レ

ス
の

低
減

に
取

り
組

ん
だ

。

引
き

続
き

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
1
0
0
0
を

通
し

て
、

国
立

公
園

等
の

保
護

地
域

を
含

む
自

然
生

態
系

へ
の

気
候

変
動

の
影

響
の

把
握

を
行

う
と

と
も

に
、

生
物

多
様

性
保

全
に

係
る

各
種

施
策

を
通

じ
、

気
候

変
動

以
外

の
ス

ト
レ

ス
の

低
減

に
取

り
組

む
。

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

基
盤

的
事

業
費

な
ど

行
動

目
標

1
-
4
　

気
候

変
動

に
よ

る
生

物
多

様
性

に
対

す
る

負
の

影
響

を
最

小
化

す
る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
5
-
1

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

の
作

成
と

国
内

希
少

野
生

動
植

物
種

の
指

定

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

種
の

保
全

の
基

礎
デ

ー
タ

と
な

る
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
に

つ
い

て
、

こ
れ

ま
で

検
討

体
制

が
分

か
れ

て
い

た
陸

域
と

海
域

を
統

合
し

た
環

境
省

第
５

次
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
を

2
0
2
4
年

度
以

降
に

公
表

す
る

こ
と

を
目

指
し

、
科

学
的

知
見

を
集

積
し

、
絶

滅
の

お
そ

れ
に

つ
い

て
可

能
な

限
り

定
量

評
価

を
行

う
。

ま
た

保
全

の
意

識
醸

成
の

た
め

に
種

ご
と

の
情

報
を

記
載

し
た

レ
ッ

ド
デ

ー
タ

ブ
ッ

ク
を

作
成

し
、

広
く
普

及
を

行
う

。
特

に
絶

滅
の

お
そ

れ
が

高
く
、

法
規

制
に

よ
る

対
策

効
果

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
種

に
つ

い
て

は
、

保
全

の
優

先
順

位
も

踏
ま

え
、

種
の

保
存

法
に

基
づ

く
国

内
希

少
野

生
動

植
物

種
へ

の
指

定
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

こ
れ

ま
で

検
討

体
制

が
分

か
れ

て
い

た
陸

域
と

海
域

を
統

合
し

た
「
環

境
省

第
５

次
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
」
に

つ
い

て
、

評
価

作
業

が
終

了
し

た
一

部
の

分
類

群
（
植

物
・

菌
類

）
に

つ
い

て
、

2
0
2
4
年

度
末

に
公

表
し

た
。

残
る

動
物

に
つ

い
て

も
、

評
価

作
業

の
終

了
し

た
分

類
群

か
ら

2
0
2
5
年

度
以

降
に

順
次

公
表

予
定

で
あ

る
。

ま
た

、
絶

滅
の

危
険

度
や

法
規

制
に

よ
る

対
策

効
果

等
を

勘
案

し
て

種
の

保
存

法
に

基
づ

く
国

内
希

少
野

生
動

植
物

種
へ

の
指

定
を

推
進

し
、

2
0
2
5
年

６
月

時
点

で
、

計
4
5
8
種

を
指

定
済

み
で

あ
る

。

環
境

省
第

５
次

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

に
つ

い
て

は
、

引
き

続
き

評
価

作
業

の
終

了
し

た
分

類
群

か
ら

、
順

次
公

表
す

る
。

種
の

保
存

法
に

基
づ

く
国

内
希

少
野

生
動

植
物

種
の

指
定

に
関

し
て

は
、

2
0
2
5
年

6
月

に
公

表
さ

れ
た

「
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

動
植

物
の

種
の

保
存

に
関

す
る

法
律

施
行

状
況

評
価

報
告

書
」
に

お
い

て
、

「
種

指
定

は
種

の
存

続
の

困
難

さ
と

捕
獲

・
採

取
規

制
等

の
施

策
効

果
を

踏
ま

え
て

取
り

組
む

こ
と

が
原

則
」
と

さ
れ

つ
つ

、
近

年
の

指
定

種
数

の
増

加
に

伴
う

課
題

も
踏

ま
え

て
「
種

指
定

に
か

か
る

目
標

設
定

に
つ

い
て

は
、

数
値

目
標

に
こ

だ
わ

る
こ

と
な

く
、

保
護

の
必

要
性

や
緊

急
性

の
評

価
、

科
学

的
妥

当
性

と
実

行
可

能
性

の
観

点
か

ら
検

討
す

る
こ

と
が

重
要

」
と

指
摘

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

、
同

報
告

書
の

指
摘

も
踏

ま
え

て
、

種
指

定
の

あ
り

方
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

絶
滅

危
惧

種
の

う
ち

種
の

保
存

法
に

よ
り

指
定

さ
れ

て
い

る
種

の
割

合

現
状

値
　

1
2
%

目
標

値
　

1
5
%

（
2
0
3
0
年

度
）

1
2
.8

％
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

希
少

種
保

護
対

策
費

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

の
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律

1
-
5
-
2

保
護

増
殖

事
業

等
に

よ
る

希
少

種
の

保
全

そ
れ

ぞ
れ

の
種

の
特

性
や

生
息

・
生

息
状

況
を

踏
ま

え
、

地
方

公
共

団
体

や
保

全
団

体
、

研
究

者
、

動
植

物
園

等
と

連
携

し
、

事
業

の
完

了
を

目
指

し
定

量
的

な
目

標
設

定
の

下
、

保
護

増
殖

事
業

を
実

施
し

、
生

息
・
生

育
状

況
の

改
善

を
図

る
。

そ
の

結
果

と
し

て
、

複
数

の
種

に
つ

い
て

、
環

境
省

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

に
お

い
て

絶
滅

の
お

そ
れ

が
よ

り
低

い
カ

テ
ゴ

リ
ー

へ
移

行
し

、
又

は
、

絶
滅

の
お

そ
れ

が
あ

る
状

態
で

な
く
な

り
、

保
護

増
殖

事
業

が
完

了
す

る
事

例
を

創
出

す
る

。
そ

の
他

の
種

に
つ

い
て

も
、

保
全

方
策

に
係

る
手

引
き

の
作

成
や

、
地

域
住

民
等

関
係

者
の

理
解

醸
成

や
連

携
等

に
よ

り
、

地
域

や
民

間
主

体
の

保
全

活
動

を
支

援
・
促

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

そ
れ

ぞ
れ

の
種

の
特

性
や

生
息

・
生

育
状

況
を

踏
ま

え
、

地
方

公
共

団
体

や
保

全
団

体
、

研
究

者
、

動
植

物
園

等
と

連
携

し
、

2
0
2
5
年

6
月

時
点

で
7
9
種

・
亜

種
を

対
象

に
5
8
計

画
策

定
し

て
い

る
。

そ
の

う
ち

、
事

業
の

完
了

を
目

指
し

定
量

的
な

目
標

を
下

位
計

画
等

で
定

め
て

い
る

種
は

2
0
2
2
年

時
点

で
1
2
種

と
な

っ
て

い
る

。
2
0
2
5
年

6
月

時
点

で
、

保
護

増
殖

事
業

を
完

了
し

た
事

例
は

な
い

が
、

当
該

計
画

等
に

基
づ

き
、

生
息

・
生

育
状

況
の

改
善

を
図

る
こ

と
で

、
複

数
の

種
に

つ
い

て
、

既
に

環
境

省
レ

ッ
ド

リ
ス

ト
に

お
い

て
絶

滅
の

お
そ

れ
が

よ
り

低
い

カ
テ

ゴ
リ

ー
へ

移
行

し
、

又
は

、
絶

滅
の

お
そ

れ
が

あ
る

状
態

で
な

く
な

っ
て

お
り

、
保

護
増

殖
事

業
が

完
了

す
る

事
例

の
創

出
を

目
指

し
て

い
る

。

2
0
2
5
年

6
月

に
公

表
さ

れ
た

「
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

動
植

物
の

種
の

保
存

に
関

す
る

法
律

施
行

状
況

評
価

報
告

書
」
に

お
い

て
、

「
保

護
増

殖
の

取
組

に
は

、
種

の
特

性
や

減
少

要
因

、
生

息
・
生

育
状

況
の

ト
レ

ン
ド

等
の

よ
り

具
体

的
な

情
報

の
収

集
と

、
個

体
数

の
回

復
が

見
込

ま
れ

、
か

つ
実

行
性

の
あ

る
適

切
な

対
策

が
関

係
者

間
で

認
識

さ
れ

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

ま
た

、
事

業
の

完
了

を
判

断
す

る
た

め
の

客
観

的
な

基
準

を
予

め
設

定
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

」
と

指
摘

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

、
同

報
告

書
の

指
摘

等
も

踏
ま

え
て

、
保

護
増

殖
事

業
完

了
の

考
え

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

①
保

護
増

殖
事

業
の

実
施

に
よ

り
、

そ
の

生
息

状
況

が
改

善
さ

れ
、

保
護

増
殖

事
業

の
目

的
が

達
成

さ
れ

て
、

事
業

を
完

了
し

た
種

数

②
下

位
計

画
等

で
定

量
的

な
目

標
を

設
定

し
て

い
る

保
護

増
殖

事
業

の
種

数

①
現

状
値

　
０

種
（
2
0
2
2
年

）
目

標
値

　
５

種
程

度
（
2
0
3
0
年

）

②
現

状
値

　
1
2
種

（
2
0
2
2
年

）
目

標
値

　
2
4
種

（
2
0
3
0
年

）

①
０

種
（
2
0
2
2
年

）

②
1
2
種

（
2
0
2
2
年

）

・
希

少
種

保
護

対
策

費
・
外

来
生

物
対

策
費

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

の
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律

1
-
5
-
3

指
定

動
植

物
に

よ
る

生
息

地
管

理
も

含
め

た
生

態
系

保
全

捕
獲

や
採

取
等

の
規

制
対

象
と

な
る

動
植

物
の

見
直

し
・
選

定
を

行
い

、
国

立
公

園
に

生
息

・
生

育
す

る
絶

滅
危

惧
種

等
の

動
植

物
の

保
全

を
強

化
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
1
5
年

に
策

定
し

た
国

立
・
国

定
公

園
の

特
別

地
域

に
お

い
て

採
取

等
を

規
制

す
る

植
物

（
以

下
「
指

定
植

物
」
と

い
う

）
の

選
定

方
針

に
基

づ
き

、
2
0
2
5
年

6
月

末
時

点
で

2
5
の

国
立

公
園

に
お

い
て

指
定

植
物

を
見

直
し

た
。

捕
獲

や
採

取
等

の
規

制
対

象
と

な
る

動
植

物
の

見
直

し
・
選

定
を

国
立

・
国

定
公

園
で

推
進

す
る

。
（
目

標
）

保
護

区
の

適
切

な
保

護
・
管

理
の

た
め

、
全

国
の

国
立

公
園

に
お

い
て

見
直

し
作

業
を

進
め

る
。

2
5
公

園
に

て
指

定
植

物
の

見
直

し
作

業
が

完
了

（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）

国
立

公
園

内
生

物
多

様
性

保
全

対
策

費

自
然

公
園

法

1
-
5
-
4

希
少

な
野

生
動

植
物

の
適

正
な

流
通

管
理

ワ
シ

ン
ト

ン
条

約
、

外
為

法
、

種
の

保
存

法
に

基
づ

く
、

、
希

少
野

生
動

植
物

種
の

国
際

取
引

及
び

国
内

流
通

管
理

の
た

め
に

、
適

正
な

法
運

用
を

行
う

と
と

も
に

、
関

係
省

庁
及

び
関

係
機

関
が

連
携

・
協

力
し

て
、

違
法

行
為

の
監

視
を

徹
底

し
、

適
切

な
取

り
締

ま
り

を
行

う
な

ど
、

効
果

的
な

管
理

方
法

の
検

討
と

実
施

を
進

め
る

。
【
環

境
省

、
警

察
庁

、
外

務
省

、
経

済
産

業
省

、
財

務
省

、
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

種
の

保
存

法
に

基
づ

く
希

少
野

生
動

植
物

種
の

国
際

取
引

及
び

国
内

流
通

管
理

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ま
で

関
係

省
庁

や
関

係
機

関
が

連
携

し
、

水
際

取
締

り
の

強
化

、
取

引
規

制
に

関
す

る
情

報
発

信
、

立
入

検
査

の
強

化
な

ど
の

国
内

取
引

管
理

の
徹

底
等

に
取

り
組

ん
で

き
た

。

2
0
2
5
年

6
月

に
公

表
さ

れ
た

「
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

動
植

物
の

種
の

保
存

に
関

す
る

法
律

施
行

状
況

評
価

報
告

書
」
に

お
い

て
、

取
引

規
制

の
更

な
る

適
正

化
に

向
け

た
課

題
の

明
確

化
が

指
摘

さ
れ

、
象

牙
や

ペ
ッ

ト
流

通
種

の
取

引
規

制
及

び
オ

ン
ラ

イ
ン

取
引

監
視

に
係

る
課

題
等

が
抽

出
さ

れ
て

い
る

。
今

後
、

適
正

な
法

運
用

を
引

き
続

き
行

う
と

と
も

に
、

こ
れ

ら
の

課
題

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

効
果

的
な

管
理

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

国
際

希
少

野
生

動
植

物
種

流
通

管
理

対
策

費

ワ
シ

ン
ト

ン
条

約
、

種
の

保
存

法

1
-
5
-
5

身
近

な
自

然
も

含
め

た
生

物
の

生
息

・
生

育
環

境
の

保
全

農
地

・
農

業
水

利
施

設
等

の
整

備
に

当
た

り
、

環
境

へ
の

負
荷

や
影

響
の

低
減

を
図

る
な

ど
生

態
系

へ
の

配
慮

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】
b 

進
捗

中
農

地
・
農

業
水

利
施

設
等

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

事
業

地
区

ご
と

に
環

境
配

慮
計

画
等

を
策

定
し

、
環

境
へ

の
負

荷
や

影
響

の
低

減
を

図
る

な
ど

生
態

系
へ

の
配

慮
を

推
進

し
て

い
る

。

引
続

き
、

農
地

・
農

業
水

利
施

設
等

の
整

備
に

当
た

っ
て

は
、

環
境

へ
の

負
荷

や
影

響
の

低
減

を
図

る
な

ど
生

態
系

へ
の

配
慮

を
推

進
す

る
。

農
業

農
村

整
備

事
業

土
地

改
良

法

1
-
5
-
6

普
通

種
を

含
む

身
近

な
自

然
環

境
の

保
全

絶
滅

危
惧

の
状

態
に

な
い

い
わ

ゆ
る

普
通

種
に

つ
い

て
、

生
態

系
を

構
成

す
る

基
盤

で
あ

り
、

多
様

な
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

を
発

揮
さ

せ
る

た
め

に
も

重
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

現
状

及
び

経
年

変
化

を
把

握
す

る
と

と
も

に
必

要
に

応
じ

て
生

息
・

生
育

・
繁

殖
地

の
保

全
を

含
め

た
対

策
を

図
る

。
身

近
な

自
然

が
普

通
種

を
含

む
生

物
の

生
息

場
所

及
び

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
成

要
素

に
な

っ
て

い
る

こ
と

に
留

意
し

、
多

様
な

主
体

の
連

携
に

よ
る

維
持

管
理

を
促

進
す

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
・
2
0
2
4
年

1
0
月

に
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
1
0
0
0
に

よ
る

2
0
年

間
の

調
査

結
果

を
と

り
ま

と
め

、
普

通
種

の
現

状
及

び
経

年
変

化
に

つ
い

て
公

表
し

た
。

・
令

和
５

年
度

よ
り

自
然

共
生

サ
イ

ト
認

定
制

度
を

開
始

し
、

令
和

６
年

度
末

ま
で

に
全

国
3
2
8
か

所
を

認
定

す
る

こ
と

で
、

多
様

な
主

体
の

連
携

に
よ

る
維

持
管

理
を

促
進

し
た

。

・
引

き
続

き
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
1
0
0
0
に

よ
り

、
普

通
種

を
含

め
た

定
量

的
な

調
査

を
継

続
し

て
い

く
。

・
地

域
生

物
多

様
性

増
進

法
に

基
づ

く
認

定
を

令
和

７
年

度
か

ら
開

始
。

早
期

に
5
0
0
以

上
の

自
然

共
生

サ
イ

ト
を

認
定

し
、

引
き

続
き

多
様

な
主

体
の

連
携

に
よ

る
維

持
管

理
を

促
進

し
て

い
く
。

行
動

目
標

1
-
5
　

希
少

野
生

動
植

物
の

法
令

に
基

づ
く
保

護
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
野

生
生

物
の

生
息

・
生

育
状

況
を

改
善

す
る

た
め

の
取

組
を

進
め

る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
5
-
7

自
然

生
態

系
の

機
能

に
着

目
し

た
生

物
指

標
の

検
討

比
較

的
出

現
率

が
高

く
個

体
数

も
多

い
普

通
種

と
呼

ば
れ

る
昆

虫
類

等
に

つ
い

て
、

環
境

指
標

と
な

り
得

る
種

を
選

定
し

、
そ

の
生

態
、

形
態

等
の

特
徴

、
近

年
の

増
減

傾
向

や
調

査
手

法
等

の
情

報
を

整
理

す
る

。
ま

た
、

そ
の

結
果

に
つ

い
て

、
今

後
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
や

E
c
o
-
D

R
R

等
の

施
策

を
進

め
る

際
の

生
物

多
様

性
保

全
上

の
価

値
や

具
体

的
な

機
能

の
可

視
化

に
つ

な
げ

る
と

と
も

に
、

O
E
C

M
と

し
て

認
定

さ
れ

る
場

所
の

認
定

基
準

や
、

認
定

後
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

へ
の

活
用

を
検

討
す

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
環

境
指

標
と

な
り

う
る

代
表

的
な

昆
虫

類
を

選
定

し
た

「
都

市
緑

地
・
里

地
里

山
の

良
好

な
環

境
に

見
ら

れ
る

指
標

昆
虫

全
国

2
0
選

」
及

び
地

方
版

を
選

定
し

、
そ

の
基

礎
的

な
情

報
を

整
理

し
た

。
こ

れ
ら

の
指

標
昆

虫
を

自
然

共
生

サ
イ

ト
の

生
物

多
様

性
の

価
値

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

活
用

で
き

る
よ

う
、

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

手
法

を
開

発
し

、
そ

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

や
動

画
等

を
作

成
し

た
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

の
普

及
啓

発
を

図
る

。

1
-
5
-
8

光
害

対
策

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
改

定
・
普

及
不

適
切

な
屋

外
照

明
灯

の
使

用
か

ら
生

じ
る

光
は

、
動

植
物

の
生

息
・
生

育
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
と

と
も

に
、

過
度

な
明

か
る

さ
は

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

浪
費

で
あ

り
、

地
球

温
暖

化
の

原
因

に
も

な
る

。
こ

の
た

め
、

 光
害

対
策

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
内

容
つ

い
て

は
、

照
明

関
連

技
術

の
向

上
な

ど
に

基
づ

き
、

必
要

に
応

じ
て

逐
次

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
見

直
し

、
そ

の
充

実
を

図
る

と
と

も
に

普
及

啓
発

を
図

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

光
害

対
策

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
平

成
1
0
年

策
定

）
に

つ
い

て
は

、
平

成
1
8
年

に
改

定
後

、
C

IE
（
国

際
照

明
委

員
会

）
に

よ
る

「
屋

外
照

明
設

備
に

よ
る

障
害

光
規

制
ガ

イ
ド

」
第

２
版

発
行

（
平

成
2
9
年

）
や

L
E
D

照
明

の
普

及
等

を
踏

ま
え

た
改

定
を

令
和

3
年

に
行

い
、

普
及

啓
発

を
行

っ
て

い
る

。

L
E
D

照
明

の
急

速
な

普
及

等
に

よ
り

光
環

境
は

大
き

く
変

化
し

て
い

る
。

引
き

続
き

光
害

対
策

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
を

活
用

し
、

良
好

な
光

環
境

の
形

成
に

向
け

、
普

及
啓

発
を

図
る

。

騒
音

・
振

動
・
悪

臭
等

公
害

防
止

強
化

対
策

費

1
-
5
-
9

複
合

的
な

野
生

生
物

管
理

の
推

進
野

生
生

物
の

保
護

管
理

に
係

る
複

合
的

な
観

点
か

ら
、

希
少

種
保

全
や

外
来

種
対

策
、

野
生

鳥
獣

の
保

護
管

理
等

の
各

分
野

の
取

組
に

つ
い

て
見

直
し

・
検

討
を

行
い

、
必

要
な

対
策

を
実

施
す

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
・
希

少
種

保
全

最
新

版
と

な
る

環
境

省
第

５
次

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

の
評

価
作

業
を

進
め

、
評

価
作

業
が

終
了

し
た

一
部

の
分

類
群

（
植

物
・
菌

類
）
に

つ
い

て
、

令
和

７
年

３
月

に
公

表
し

た
。

ま
た

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

種
の

保
存

に
関

す
る

法
律

に
つ

い
て

は
、

令
和

6
年

3
月

に
設

置
し

た
「
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

動
植

物
の

種
の

保
存

に
関

す
る

法
律

施
行

状
況

評
価

会
議

」
に

お
い

て
、

令
和

６
年

か
ら

７
年

に
か

け
て

同
法

の
施

行
状

況
の

評
価

を
行

い
、

令
和

7
年

6
月

に
そ

の
結

果
を

と
り

ま
と

め
た

報
告

書
を

公
表

し
た

。

・
鳥

獣
保

護
管

理
ク

マ
等

（
ヒ

グ
マ

、
ツ

キ
ノ

ワ
グ

マ
、

イ
ノ

シ
シ

）
の

人
の

日
常

生
活

圏
へ

の
出

没
が

増
加

し
て

お
り

、
よ

り
予

防
的

・
迅

速
な

対
応

を
可

能
と

す
る

必
要

が
増

加
し

て
来

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

鳥
獣

保
護

管
理

法
が

令
和

７
年

４
月

に
改

正
さ

れ
、

市
町

村
長

の
判

断
に

よ
り

緊
急

的
な

銃
猟

を
可

能
と

す
る

制
度

改
正

を
行

っ
た

。

・
外

来
生

物
対

策
外

来
生

物
法

に
つ

い
て

、
ヒ

ア
リ

類
の

対
策

強
化

を
念

頭
に

お
い

た
要

緊
急

対
処

特
定

外
来

生
物

の
規

定
を

創
設

、
広

く
飼

育
さ

れ
て

い
る

ア
メ

リ
カ

ザ
リ

ガ
ニ

等
へ

の
対

応
と

し
て

条
件

付
外

来
生

物
の

規
定

を
創

設
す

る
等

の
改

正
を

令
和

５
年

４
月

（
全

面
施

行
）
に

行
っ

た
。

・
希

少
種

保
全

環
境

省
第

５
次

レ
ッ

ド
リ

ス
ト

に
つ

い
て

は
、

残
る

分
類

群
に

つ
い

て
、

引
き

続
き

評
価

作
業

を
進

め
、

令
和

７
年

度
以

降
に

順
次

公
表

予
定

で
あ

る
。

ま
た

、
保

護
増

殖
事

業
等

に
よ

る
希

少
種

の
保

全
に

あ
た

っ
て

は
、

地
方

公
共

団
体

や
動

植
物

園
等

と
の

連
携

を
強

化
し

、
事

業
の

必
要

な
見

直
し

・
検

討
を

行
う

。
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

動
植

物
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律
に

つ
い

て
は

、
「
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

動
植

物
の

種
の

保
存

に
関

す
る

法
律

施
行

状
況

評
価

報
告

書
」
で

整
理

さ
れ

た
課

題
等

を
踏

ま
え

、
検

討
会

を
設

置
し

、
令

和
７

年
度

以
降

、
制

度
の

あ
り

方
の

検
討

を
進

め
る

。

・
鳥

獣
保

護
管

理
鳥

獣
保

護
管

理
法

の
改

正
内

容
等

を
踏

ま
え

、
我

が
国

の
鳥

獣
保

護
管

理
の

基
本

的
な

指
針

で
あ

る
「
鳥

獣
の

保
護

及
び

管
理

を
図

る
た

め
の

事
業

を
実

施
す

る
た

め
の

基
本

的
な

指
針

」
を

令
和

８
年

度
に

改
定

す
る

。

・
外

来
生

物
対

策
ヒ

ア
リ

類
に

つ
い

て
は

港
湾

地
域

等
で

の
発

見
が

相
次

い
で

お
り

水
際

対
策

の
徹

底
に

よ
り

、
定

着
を

阻
止

し
続

け
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

ク
ビ

ア
カ

ツ
ヤ

カ
ミ

キ
リ

、
ナ

ガ
エ

ツ
ル

ノ
ゲ

イ
ト

ウ
等

、
分

布
拡

大
を

続
け

て
い

る
外

来
生

物
が

数
多

く
あ

る
た

め
、

地
方

公
共

団
体

と
連

携
し

た
分

布
拡

大
の

阻
止

、
被

害
低

減
対

策
の

強
化

が
必

要
で

あ
る

。

・
希

少
種

保
護

対
策

費
・
外

来
生

物
対

策
費

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

の
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律
、

特
定

外
来

生
物

に
よ

る
生

態
系

等
に

係
る

被
害

の
防

止
に

関
す

る
法

律
、

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

1
-
6
-
1

生
物

の
放

出
に

係
る

対
策

の
在

り
方

の
検

討

遺
伝

的
多

様
性

の
確

保
の

視
点

を
踏

ま
え

、
生

物
の

人
為

的
な

野
外

放
出

に
つ

い
て

の
考

え
方

を
整

理
し

、
必

要
な

対
策

を
講

じ
る

。
【
環

境
省

】
○

b 
進

捗
中

絶
滅

危
惧

種
に

つ
い

て
は

、
2
0
2
4
年

３
月

に
設

置
し

た
「
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

動
植

物
の

種
の

保
存

に
関

す
る

法
律

施
行

状
況

評
価

会
議

」
に

お
い

て
、

令
和

６
年

か
ら

７
年

に
か

け
て

同
法

の
施

行
状

況
の

評
価

を
行

い
、

令
和

７
年

６
月

に
そ

の
結

果
を

と
り

ま
と

め
た

報
告

書
を

公
表

し
た

。

2
0
2
5
年

6
月

に
公

表
さ

れ
た

「
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

動
植

物
の

種
の

保
存

に
関

す
る

法
律

施
行

状
況

評
価

報
告

書
」
に

お
い

て
は

、
「
保

全
の

取
組

に
伴

っ
て

生
じ

う
る

様
々

な
リ

ス
ク

（
例

え
ば

、
飼

育
下

繁
殖

個
体

を
用

い
た

野
生

復
帰

の
取

組
に

お
け

る
遺

伝
的

攪
乱

や
病

原
菌

等
の

持
ち

込
み

の
リ

ス
ク

）
の

管
理

に
つ

い
て

も
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
」
な

ど
と

指
摘

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

、
同

報
告

書
の

指
摘

等
も

踏
ま

え
て

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

希
少

種
保

護
対

策
費

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

の
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律

行
動

目
標

1
-
6
　

遺
伝

的
多

様
性

の
保

全
等

を
考

慮
し

た
施

策
を

実
施

す
る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
6
-
2

遺
伝

子
組

換
え

技
術

等
を

利
用

し
て

得
ら

れ
た

生
物

に
よ

る
生

物
多

様
性

へ
の

影
響

の
防

止

カ
ル

タ
ヘ

ナ
法

の
適

切
な

施
行

を
通

じ
、

遺
伝

子
組

換
え

生
物

等
の

使
用

等
に

よ
る

生
物

多
様

性
へ

の
影

響
を

防
止

す
る

な
ど

生
物

多
様

性
の

確
保

を
図

る
。

ま
た

、
ゲ

ノ
ム

編
集

技
術

を
利

用
し

て
得

ら
れ

た
生

物
で

あ
っ

て
カ

ル
タ

ヘ
ナ

法
の

規
制

の
対

象
と

な
ら

な
い

生
物

の
使

用
等

に
つ

い
て

も
、

生
物

多
様

性
へ

の
影

響
に

係
る

知
見

の
集

積
と

状
況

の
把

握
を

図
る

た
め

、
当

面
の

間
、

情
報

の
収

集
を

す
る

。
さ

ら
に

、
カ

ル
タ

ヘ
ナ

法
規

制
や

遺
伝

子
組

換
え

生
物

等
に

関
す

る
普

及
啓

発
を

図
る

。
【
環

境
省

、
経

済
産

業
省

、
財

務
省

、
文

部
科

学
省

、
厚

生
労

働
省

、
農

林
水

産
省

】

a+
既

に
達

成
済

み
カ

ル
タ

ヘ
ナ

法
の

適
切

な
施

行
に

つ
い

て
は

、
現

状
、

我
が

国
に

お
い

て
遺

伝
子

組
換

え
生

物
等

の
使

用
等

に
よ

る
生

物
多

様
性

影
響

の
発

生
は

報
告

さ
れ

て
い

な
い

。
ゲ

ノ
ム

編
集

技
術

を
利

用
し

て
得

ら
れ

た
生

物
で

あ
っ

て
カ

ル
タ

ヘ
ナ

法
の

規
制

の
対

象
と

な
ら

な
い

生
物

の
使

用
等

に
つ

い
て

も
、

当
該

使
用

等
に

関
す

る
情

報
収

集
の

中
で

、
生

物
多

様
性

影
響

の
お

そ
れ

に
つ

い
て

の
報

告
は

な
い

。
ま

た
、

カ
ル

タ
ヘ

ナ
議

定
書

の
情

報
提

供
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
で

あ
る

バ
イ

オ
セ

ー
フ

テ
ィ

ク
リ

ア
リ

ン
グ

ハ
ウ

ス
B

C
H

に
対

応
す

る
国

内
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

と
し

て
日

本
版

バ
イ

オ
セ

ー
フ

テ
ィ

ク
リ

ア
リ

ン
グ

ハ
ウ

ス
J
-

B
C

H
を

運
用

し
て

お
り

、
議

定
書

や
国

内
法

に
関

す
る

情
報

、
国

内
で

使
用

が
承

認
さ

れ
た

遺
伝

子
組

換
え

生
物

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

を
提

供
し

て
い

る
。

現
状

、
我

が
国

に
お

け
る

遺
伝

子
組

換
え

技
術

等
を

利
用

し
て

得
ら

れ
た

生
物

に
よ

る
生

物
多

様
性

影
響

は
報

告
さ

れ
て

い
な

い
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
、

カ
ル

タ
ヘ

ナ
法

の
適

切
な

施
行

や
、

ゲ
ノ

ム
編

集
技

術
を

利
用

し
て

得
ら

れ
た

生
物

で
あ

っ
て

カ
ル

タ
ヘ

ナ
法

の
規

制
の

対
象

と
な

ら
な

い
生

物
に

つ
い

て
の

情
報

収
集

の
施

策
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
施

策
に

関
す

る
普

及
啓

発
に

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
で

、
遺

伝
子

組
換

え
技

術
等

を
利

用
し

て
得

ら
れ

た
生

物
に

よ
る

生
物

多
様

性
へ

の
影

響
の

防
止

を
図

る
。

遺
伝

子
組

換
え

生
物

に
よ

る
生

物
多

様
性

影
響

の
発

生
件

数

現
状

値
　

０
目

標
値

　
０

０
（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）
遺

伝
子

組
換

え
生

物
対

策
事

業
カ

ル
タ

ヘ
ナ

法

1
-
6
-
3

希
少

種
の

遺
伝

的
多

様
性

の
維

持
・
確

保

保
護

増
殖

事
業

対
象

種
を

中
心

に
、

遺
伝

的
多

様
性

の
評

価
に

基
づ

く
個

体
群

ご
と

の
保

全
（
生

息
域

内
保

全
）
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

生
息

域
内

保
全

の
補

完
と

し
て

、
動

物
園

・
水

族
館

・
植

物
園

・
昆

虫
館

等
と

連
携

し
、

種
の

状
況

と
特

性
に

応
じ

た
効

果
的

な
生

息
域

外
保

全
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

希
少

種
の

遺
伝

的
多

様
性

の
維

持
・
確

保
を

図
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

保
護

増
殖

事
業

対
象

種
に

お
い

て
、

遺
伝

的
多

様
性

の
評

価
に

基
づ

く
個

体
群

ご
と

の
保

全
（
生

息
域

内
保

全
）
が

な
さ

れ
て

い
る

保
護

増
殖

事
業

対
象

種
は

2
0
2
2
年

時
点

で
1
8
種

で
あ

る
。

今
後

、
動

物
園

・
水

族
館

・
植

物
園

・
昆

虫
館

等
と

連
携

し
、

種
の

状
況

と
特

性
に

応
じ

た
効

果
的

な
生

息
域

外
保

全
を

組
み

合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

希
少

種
の

遺
伝

的
多

様
性

の
維

持
・
確

保
を

図
っ

て
い

く
。

遺
伝

的
多

様
性

の
評

価
に

基
づ

き
個

体
群

ご
と

の
生

息
域

内
保

全
が

な
さ

れ
て

い
る

保
護

増
殖

事
業

対
象

種
の

数

現
状

値
　

1
8
種

（
2
0
2
2
年

）
目

標
値

　
3
6
種

（
2
0
3
0
年

）

1
8
種

（
2
0
2
2

年
）

希
少

種
保

護
対

策
費

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

の
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律

1
-
6
-
4

新
宿

御
苑

に
お

け
る

植
物

多
様

性
保

全
の

推
進

新
宿

御
苑

は
、

2
0
0
6
 年

か
ら

公
益

社
団

法
人

日
本

植
物

園
協

会
（
以

下
、

「
日

本
植

物
園

協
会

」
と

い
う

。
）
の

植
物

多
様

性
保

全
拠

点
園

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
参

加
し

活
動

を
行

っ
て

い
る

。
引

き
続

き
新

宿
御

苑
が

保
有

す
る

温
室

等
の

施
設

を
活

用
し

、
日

本
植

物
園

協
会

及
び

加
盟

植
物

園
と

連
携

し
て

、
日

本
国

内
の

野
生

植
物

の
生

息
域

外
保

全
と

有
用

植
物

資
源

の
系

統
保

存
の

中
核

と
し

て
貢

献
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

新
宿

御
苑

で
は

、
（
公

社
）
日

本
植

物
園

協
会

及
び

植
物

園
等

と
連

携
し

て
、

絶
滅

危
惧

植
物

の
種

子
収

集
及

び
生

息
域

外
保

全
の

栽
培

を
進

め
て

い
る

。

引
き

続
き

（
公

社
）
日

本
植

物
園

協
会

及
び

各
植

物
園

等
と

連
携

し
て

施
策

を
推

進
す

る
。

1
-
6
-
5

絶
滅

危
惧

種
の

生
殖

細
胞

・
種

子
保

存
絶

滅
危

惧
種

の
生

息
域

外
保

全
の

手
段

の
一

つ
と

し
て

、
生

殖
細

胞
や

種
子

等
の

保
存

を
進

め
る

。
動

物
に

つ
い

て
は

、
国

立
研

究
開

発
法

人
国

立
環

境
研

究
所

、
公

益
社

団
法

人
日

本
動

物
園

水
族

館
協

会
、

大
学

等
関

係
機

関
と

も
連

携
し

、
絶

滅
の

お
そ

れ
の

高
い

種
や

個
体

群
に

つ
い

て
、

生
殖

細
胞

の
凍

結
保

存
等

を
進

め
る

。
植

物
に

つ
い

て
は

、
2
0
0
6
年

か
ら

種
子

保
存

施
設

と
し

て
の

役
割

を
担

っ
て

い
る

新
宿

御
苑

に
お

い
て

、
そ

の
機

能
の

拡
充

を
図

り
、

日
本

植
物

園
協

会
と

連
携

を
強

化
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
更

な
る

絶
滅

危
惧

種
の

絶
滅

リ
ス

ク
の

低
減

と
遺

伝
資

源
の

確
保

に
努

め
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

保
護

増
殖

事
業

対
象

種
の

う
ち

、
生

殖
細

胞
等

の
保

存
が

さ
れ

て
い

る
動

物
種

は
2
0
2
2
年

時
点

で
5
種

、
日

本
産

絶
滅

危
惧

種
の

う
ち

自
生

地
情

報
を

持
つ

種
の

保
存

数
は

2
0
2
2
年

時
点

で
4
7
5
種

と
な

っ
て

い
る

。
植

物
に

つ
い

て
は

、
新

宿
御

苑
の

種
子

保
存

施
設

と
し

て
の

機
能

拡
充

を
図

る
た

め
、

国
内

の
専

門
家

か
ら

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

行
い

、
必

要
な

施
設

及
び

設
備

に
つ

い
て

導
入

の
検

討
を

行
っ

て
い

る
。

2
0
2
5
年

6
月

に
公

表
さ

れ
た

「
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

野
生

動
植

物
の

種
の

保
存

に
関

す
る

法
律

施
行

状
況

評
価

報
告

書
」
に

お
い

て
、

「
生

息
域

外
保

全
に

つ
い

て
は

、
認

定
希

少
種

保
全

動
植

物
園

等
制

度
な

ど
も

活
用

し
、

生
息

域
外

保
全

に
参

画
す

る
動

植
物

園
等

の
拡

大
を

図
る

た
め

引
き

続
き

連
携

を
進

め
る

と
と

も
に

、
生

殖
細

胞
保

存
や

種
子

・
胞

子
の

保
存

及
び

そ
れ

ら
の

活
用

に
向

け
た

技
術

開
発

も
並

行
し

て
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

」
と

指
摘

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

、
動

物
に

つ
い

て
は

、
国

立
研

究
開

発
法

人
国

立
環

境
研

究
所

、
公

益
社

団
法

人
日

本
動

物
園

水
族

館
協

会
、

大
学

等
関

係
機

関
と

も
連

携
し

、
絶

滅
の

お
そ

れ
の

高
い

種
や

個
体

群
に

つ
い

て
、

生
殖

細
胞

の
凍

結
保

存
等

を
進

め
る

。
植

物
に

つ
い

て
は

、
新

宿
御

苑
の

種
子

保
存

施
設

と
し

て
の

機
能

拡
充

を
図

る
た

め
、

必
要

な
施

設
及

び
設

備
に

つ
い

て
導

入
の

検
討

を
進

め
る

。

①
保

護
増

殖
事

業
対

象
種

の
う

ち
生

殖
細

胞
等

の
保

存
が

さ
れ

て
い

る
動

物
の

種
又

は
地

域
個

体
群

の
数

②
日

本
産

絶
滅

危
惧

植
物

種
の

う
ち

自
生

地
情

報
を

持
つ

種
の

保
存

数

①
現

状
値

　
5
種

（
2
0
2
2
年

）
目

標
値

　
1
0
種

・
個

体
群

（
2
0
3
0
年

）

②
現

状
値

　
日

本
産

絶
滅

危
惧

植
物

種
の

4
7
5
種

に
つ

い
て

自
生

地
情

報
を

持
つ

種
子

・
胞

子
を

保
存

目
標

値
　

日
本

産
絶

滅
危

惧
植

物
種

の
6
0
0
 種

に
つ

い
て

自
生

地
情

報
を

持
つ

種
子

・
胞

子
を

保
存

①
5
種

（
2
0
2
2
年

）

②
現

状
値

日
本

産
絶

滅
危

惧
植

物
種

の
4
7
6

種
に

つ
い

て
自

生
地

情
報

を
持

つ
種

子
・
胞

子
を

保
存

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

希
少

種
保

護
対

策
費

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

の
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

1
-
6
-
6

遺
伝

資
源

の
収

集
・

保
全

、
利

用
・
農

業
分

野
に

関
わ

る
国

内
外

の
遺

伝
資

源
に

つ
い

て
、

農
研

機
構

で
実

施
す

る
農

業
生

物
資

源
ジ

ー
ン

バ
ン

ク
事

業
に

お
い

て
、

探
索

収
集

か
ら

特
性

評
価

、
保

存
、

配
布

及
び

情
報

公
開

を
実

施
す

る
。

・
地

鶏
等

の
遺

伝
資

源
に

つ
い

て
、

始
原

生
殖

細
胞

（
P

G
C

s）
を

用
い

た
遺

伝
資

源
の

凍
結

保
存

等
の

技
術

習
得

の
た

め
の

研
修

会
等

の
開

催
や

技
術

導
入

の
取

組
を

支
援

す
る

。
・
生

物
多

様
性

の
保

全
の

観
点

で
重

要
な

林
木

遺
伝

資
源

の
収

集
・
保

存
・
評

価
を

推
進

。
・
薬

用
植

物
資

源
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

薬
用

植
物

資
源

の
積

極
的

な
収

集
、

恒
久

的
保

存
、

栽
培

、
優

良
品

種
育

成
、

組
織

培
養

等
に

必
要

な
技

術
に

関
す

る
研

究
、

薬
用

植
物

の
有

効
成

分
の

化
学

的
、

生
物

学
的

評
価

に
関

す
る

研
究

、
未

利
用

植
物

資
源

の
開

発
に

関
す

る
研

究
等

、
薬

用
植

物
遺

伝
資

源
の

持
続

的
な

利
活

用
に

関
す

る
研

究
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

、
厚

生
労

働
省

】

b 
進

捗
中

・
国

立
研

究
開

発
法

人
医

薬
基

盤
・
健

康
・
栄

養
研

究
所

　
薬

用
植

物
資

源
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

約
4
0
0
0
系

統
の

植
物

の
栽

培
・
維

持
、

約
3
0
0
系

統
の

植
物

組
織

培
養

物
の

継
代

・
維

持
を

行
う

と
と

も
に

、
国

内
外

の
貴

重
な

植
物

遺
伝

資
源

を
収

集
し

た
。

ま
た

、
収

集
し

た
植

物
材

料
を

も
と

に
、

組
織

培
養

等
に

必
要

な
技

術
に

関
す

る
研

究
、

薬
用

植
物

の
有

効
成

分
の

化
学

的
、

生
物

学
的

評
価

に
関

す
る

研
究

、
未

利
用

植
物

資
源

の
開

発
に

関
す

る
研

究
等

、
薬

用
植

物
遺

伝
資

源
の

持
続

的
な

利
活

用
に

関
す

る
研

究
を

行
っ

た
。

・
農

研
機

構
が

実
施

す
る

農
業

生
物

資
源

ジ
ー

ン
バ

ン
ク

事
業

に
お

い
て

、
農

業
分

野
に

関
わ

る
遺

伝
資

源
を

国
内

外
か

ら
探

索
収

集
し

、
保

存
を

進
め

て
い

る
。

ま
た

、
ジ

ー
ン

バ
ン

ク
事

業
で

保
存

さ
れ

て
い

る
遺

伝
資

源
に

つ
い

て
、

そ
の

特
性

情
報

を
解

明
し

公
開

す
る

と
と

も
に

、
試

験
研

究
や

教
育

用
に

配
布

を
行

っ
て

い
る

。

・
地

鶏
等

の
始

原
生

殖
細

胞
（
P

G
C

s）
の

凍
結

保
存

等
技

術
に

つ
い

て
、

技
術

の
普

及
・
習

得
の

た
め

の
セ

ミ
ナ

ー
や

研
修

会
の

開
催

、
技

術
導

入
の

取
組

を
支

援
し

た
。

・
絶

滅
危

惧
種

オ
ガ

サ
ワ

ラ
グ

ワ
や

消
失

す
る

危
険

性
が

高
い

樹
種

な
ど

の
遺

伝
資

源
の

収
集

・
保

存
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
そ

の
遺

伝
的

特
性

に
つ

い
て

評
価

を
行

っ
た

。
ま

た
、

現
地

の
自

治
体

等
と

共
同

で
組

織
培

養
ク

ロ
ー

ン
苗

の
植

栽
を

通
じ

た
保

全
活

動
を

実
施

し
た

。

・
国

立
研

究
開

発
法

人
医

薬
基

盤
・
健

康
・
栄

養
研

究
所

　
薬

用
植

物
資

源
研

究
セ

ン
タ

ー
に

お
い

て
、

引
き

続
き

約
4
0
0
0
系

統
の

植
物

の
栽

培
・
維

持
、

約
3
0
0
系

統
の

植
物

組
織

培
養

物
の

継
代

・
維

持
を

行
う

と
と

も
に

、
国

内
外

の
貴

重
な

植
物

遺
伝

資
源

を
収

集
す

る
。

ま
た

、
収

集
し

た
植

物
材

料
を

も
と

に
、

組
織

培
養

等
に

必
要

な
技

術
に

関
す

る
研

究
、

薬
用

植
物

の
有

効
成

分
の

化
学

的
、

生
物

学
的

評
価

に
関

す
る

研
究

、
未

利
用

植
物

資
源

の
開

発
に

関
す

る
研

究
等

、
薬

用
植

物
遺

伝
資

源
の

持
続

的
な

利
活

用
に

関
す

る
研

究
を

引
き

続
き

行
う

。

・
多

様
な

遺
伝

資
源

の
安

定
的

か
つ

持
続

的
な

保
全

の
実

現
に

は
、

自
然

生
態

系
内

に
お

け
る

生
息

域
内

保
全

に
加

え
て

、
ジ

ー
ン

バ
ン

ク
等

に
よ

る
生

息
域

外
保

全
を

継
続

的
に

実
施

す
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
農

業
生

物
資

源
ジ

ー
ン

バ
ン

ク
事

業
を

継
続

し
、

関
連

す
る

機
関

と
連

携
の

下
、

計
画

的
な

遺
伝

資
源

の
収

集
・
保

存
及

び
そ

の
利

活
用

を
推

進
す

る
。

・
近

年
、

国
内

外
の

家
き

ん
に

お
い

て
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
が

多
発

し
て

お
り

、
鶏

の
遺

伝
資

源
喪

失
の

リ
ス

ク
が

高
ま

っ
て

い
る

。
そ

の
た

め
始

原
生

殖
細

胞
（
P

G
C

s）
の

凍
結

保
存

等
技

術
の

普
及

や
習

得
、

導
入

の
た

め
の

取
組

へ
の

支
援

を
継

続
し

、
地

鶏
等

の
遺

伝
資

源
の

リ
ス

ク
管

理
を

推
進

す
る

。

・
引

き
続

き
生

物
多

様
性

の
保

全
の

観
点

で
重

要
な

林
木

遺
伝

資
源

の
収

集
・
保

存
・
評

価
を

推
進

す
る

。

ア
ジ

ア
地

域
等

の
未

探
索

遺
伝

資
源

の
収

集
・
保

存

現
状

値
　

6
0
0
点

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

3
千

点
以

上
（
2
0
2
5
年

度
）

ア
ジ

ア
地

域
等

か
ら

収
集

・
保

存
し

た
未

探
索

遺
伝

資
源

数 2
,7

4
1
点

(2
0
2
5
年

3
月

時
点

)

・
畜

産
生

産
力

・
生

産
体

制
強

化
対

策
事

業
の

う
ち

家
畜

能
力

等
向

上
強

化
推

進
・
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
実

現
技

術
開

発
・
社

会
実

装
促

進
事

業
の

う
ち

　
「
植

物
遺

伝
資

源
の

収
集

・
保

存
・

提
供

の
促

進
」

・
国

立
研

究
開

発
法

人
農

業
・
食

品
産

業
技

術
総

合
研

究
機

構
に

要
す

る
経

費

森
林

・
林

業
・
木

材
産

業
分

野
の

研
究

・
技

術
開

発
戦

略
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
1
-
1

気
候

変
動

対
策

と
生

物
多

様
性

保
全

の
一

体
的

な
取

組

気
候

変
動

と
生

物
多

様
性

の
損

失
の

関
連

、
生

態
系

の
回

復
等

が
気

候
変

動
へ

の
適

応
及

び
緩

和
に

重
要

な
役

割
を

果
た

す
こ

と
を

踏
ま

え
、

気
候

変
動

適
応

計
画

に
お

い
て

、
N

bS
を

、
防

災
・
減

災
や

暑
熱

対
策

等
の

適
応

策
と

し
て

も
活

用
す

る
こ

と
の

意
義

や
、

調
査

研
究

及
び

地
域

実
装

を
推

進
す

る
方

針
を

定
め

、
取

組
を

進
め

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
気

候
変

動
適

応
計

画
に

引
き

続
き

N
bS

を
適

応
策

と
し

て
も

活
用

す
る

こ
と

の
意

義
や

調
査

研
究

及
び

地
域

実
装

を
推

進
す

る
方

針
を

定
め

、
環

境
総

合
推

進
費

等
を

活
用

し
た

調
査

研
究

を
進

め
た

。

引
き

続
き

調
査

研
究

を
進

め
る

と
と

も
に

、
N

bS
の

基
本

的
考

え
方

や
具

体
的

な
取

組
事

例
等

を
取

り
ま

と
め

た
自

治
体

・
企

業
向

け
手

引
き

及
び

N
bS

の
取

組
を

自
己

評
価

す
る

ツ
ー

ル
を

公
表

し
普

及
す

る
こ

と
で

地
域

実
装

を
進

め
る

。

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

基
盤

的
事

業
費

な
ど

2
-
1
-
2

自
然

を
活

用
し

た
解

決
策

の
地

域
実

装
N

bS
の

実
装

に
向

け
、

生
態

系
が

有
す

る
機

能
の

可
視

化
及

び
効

果
的

な
生

態
系

の
保

全
管

理
に

必
要

な
技

術
的

情
報

や
デ

ー
タ

の
提

供
等

を
通

じ
、

地
域

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

保
全

と
持

続
可

能
な

利
用

や
土

地
利

用
に

関
す

る
計

画
等

へ
の

位
置

づ
け

や
、

計
画

に
基

づ
く
事

業
の

実
施

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
健

康
や

地
域

経
済

へ
の

貢
献

な
ど

、
よ

り
広

い
観

点
で

の
N

bS
を

推
進

す
る

た
め

の
地

域
に

お
け

る
自

然
に

関
係

す
る

取
組

を
進

め
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
E
c
o
-
D

R
R

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

場
所

を
可

視
化

す
る

「
生

態
系

保
全

・
再

生
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
マ

ッ
プ

」
の

全
国

規
模

の
ベ

ー
ス

マ
ッ

プ
を

2
0
2
2
年

度
に

公
表

す
る

と
と

も
に

、
2
0
2
3
年

度
に

公
表

し
た

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
の

手
引

き
に

お
い

て
N

bS
の

考
え

方
に

基
づ

き
自

然
を

使
っ

て
地

域
を

元
気

に
す

る
方

向
性

を
定

め
、

計
画

策
定

支
援

を
推

進
し

た
。

ま
た

、
N

bS
の

推
進

の
た

め
、

N
bS

の
基

本
的

考
え

方
や

具
体

的
な

取
組

事
例

等
を

取
り

ま
と

め
た

自
治

体
・
企

業
向

け
手

引
き

及
び

N
bS

の
取

組
を

自
己

評
価

す
る

ツ
ー

ル
の

策
定

に
向

け
た

調
査

・
検

討
を

行
っ

た
。

N
bS

の
基

本
的

考
え

方
や

具
体

的
な

取
組

事
例

等
を

取
り

ま
と

め
た

自
治

体
・
企

業
向

け
手

引
き

及
び

N
bS

の
取

組
を

自
己

評
価

す
る

ツ
ー

ル
を

公
表

し
普

及
す

る
こ

と
で

地
域

実
装

を
進

め
る

。

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

基
盤

的
事

業
費

2
-
1
-
3

E
c
o
-
D

R
R

の
推

進
N

bS
の

う
ち

、
特

に
E
c
o
-
D

R
R

に
つ

い
て

、
生

態
系

保
全

上
の

効
果

と
防

災
・
減

災
上

の
効

果
が

期
待

で
き

る
区

域
を

可
視

化
す

る
「
生

態
系

保
全

・
再

生
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
マ

ッ
プ

」
の

作
成

を
通

じ
た

取
組

の
推

進
を

図
る

。
と

り
わ

け
、

地
方

公
共

団
体

や
地

域
の

団
体

に
よ

る
マ

ッ
プ

を
用

い
た

計
画

策
定

や
、

現
場

に
お

け
る

取
組

の
実

施
の

支
援

を
強

化
す

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
湿

地
等

の
生

態
系

の
保

全
・
再

生
に

よ
る

流
域

全
体

で
の

生
態

系
を

活
用

し
た

防
災

・
減

災
（
E
c
o
-
D

R
R

）
を

推
進

す
る

た
め

、
E
c
o
-
D

R
R

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

場
所

を
可

視
化

す
る

「
生

態
系

保
全

・
再

生
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
マ

ッ
プ

」
の

作
成

・
活

用
方

法
の

手
引

き
と

全
国

規
模

の
ベ

ー
ス

マ
ッ

プ
等

を
2
0
2
2

年
度

に
公

表
し

、
自

治
体

等
に

対
す

る
計

画
策

定
等

や
取

組
へ

の
技

術
的

な
支

援
を

進
め

た
。

「
生

態
系

保
全

・
再

生
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
マ

ッ
プ

」
の

作
成

・
活

用
方

法
の

手
引

き
と

全
国

規
模

の
ベ

ー
ス

マ
ッ

プ
等

を
も

と
に

引
き

続
き

自
治

体
等

に
よ

る
計

画
策

定
等

へ
の

技
術

的
な

支
援

を
進

め
る

。

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
に

生
態

系
を

活
用

し
た

防
災

・
減

災
を

位
置

づ
け

て
い

る
都

道
府

県
の

数

現
状

値
　

０
　

(2
0
2
2

年
)

目
標

値
　

4
7
都

道
府

県
（
2
0
3
0
年

）

2
5
県

（
2
0
2
4

年
度

）
生

物
多

様
性

保
全

等
の

た
め

の
基

盤
的

事
業

費

2
-
1
-
4

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

の
社

会
実

装
の

推
進

産
学

官
の

多
様

な
主

体
が

参
加

す
る

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

官
民

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
お

け
る

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

の
社

会
的

な
普

及
、

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

技
術

に
関

す
る

調
査

研
究

、
資

金
調

達
手

法
等

の
検

討
等

の
活

動
の

拡
大

を
通

じ
て

、
分

野
横

断
・
官

民
連

携
に

よ
る

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

の
社

会
実

装
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

の
計

画
・
整

備
・
維

持
管

理
等

に
関

す
る

技
術

開
発

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

地
域

モ
デ

ル
実

証
等

を
行

い
、

地
域

へ
の

導
入

を
推

進
す

る
。

さ
ら

に
、

グ
リ

ー
ン

ボ
ン

ド
等

の
民

間
資

金
調

達
手

法
の

活
用

に
よ

り
、

グ
リ

ー
ン

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

、
E
S
G

 投
資

の
拡

大
を

図
る

。
【
国

土
交

通
省

】

○
b 

進
捗

中
令

和
５

年
に

、
国

交
省

の
取

組
を

ま
と

め
た

「
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
推

進
戦

略
2
0
2
3
」
や

、
自

治
体

に
よ

る
取

組
促

進
に

向
け

た
「
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
実

践
ガ

イ
ド

」
を

作
成

、
ま

た
2
0
2
4
年

に
は

企
業

等
に

よ
る

取
組

や
投

資
促

進
に

向
け

た
「
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
の

事
業

・
投

資
の

す
ゝ

め
」
を

公
表

し
た

。
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
官

民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

会
員

数
は

2
0
2
5
年

３
月

末
時

点
で

2
,0

4
5
会

員
と

な
り

、
設

立
時

の
５

倍
ま

で
増

加
し

た
。

こ
れ

ま
で

の
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
官

民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
を

通
じ

た
、

官
民

を
挙

げ
た

取
組

等
に

よ
っ

て
、

そ
の

拡
大

の
機

運
が

高
ま

っ
て

き
て

い
る

が
、

次
な

る
ス

テ
ー

ジ
と

し
て

、
こ

れ
ま

で
と

は
段

差
の

つ
い

た
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
の

量
的

拡
大

・
普

遍
化

を
目

指
す

。
特

に
、

①
国

民
的

な
機

運
・
理

解
の

醸
成

、
②

多
様

な
効

果
の

見
え

る
化

、
③

官
民

の
取

組
を

促
進

す
る

環
境

整
備

、
④

資
金

調
達

の
円

滑
化

、
⑤

新
技

術
・
D

X
の

活
用

、
⑥

国
際

展
開

の
６

つ
を

重
点

的
な

柱
と

し
て

、
関

連
施

策
を

強
力

に
推

進
し

て
い

く
。

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

官
民

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

に
登

録
し

て
い

る
地

方
公

共
団

体
の

う
ち

、
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
の

取
組

を
事

業
化

し
た

自
治

体
数

現
状

値
　

1
6
自

治
体

（
2
0
2
1
年

）
目

標
値

　
7
0
自

治
体

（
2
0
2
5
年

）

5
1
自

治
体

（
2
0
2
4
年

）
・
社

会
資

本
分

野
に

お
け

る
環

境
対

策
の

推
進

・
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
創

出
促

進
事

業

2
-
1
-
5

2
0
2
7
年

国
際

園
芸

博
覧

会
の

開
催

を
通

じ
た

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

の
推

進

国
際

園
芸

博
覧

会
は

、
国

際
的

な
園

芸
・
造

園
の

振
興

や
花

と
緑

の
あ

ふ
れ

る
暮

ら
し

の
創

造
等

を
目

的
に

各
国

で
開

催
さ

れ
、

2
0
2
7
年

国
際

園
芸

博
覧

会
で

は
、

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

を
実

装
し

民
間

資
金

を
活

用
し

た
持

続
可

能
な

ま
ち

づ
く
り

の
モ

デ
ル

等
を

国
内

外
に

発
信

す
る

具
体

的
な

機
会

と
し

、
S
D

G
s達

成
や

グ
リ

ー
ン

社
会

の
構

築
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。
本

博
覧

会
で

の
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
の

実
装

は
、

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

を
国

内
外

に
普

及
し

、
多

様
な

主
体

に
よ

る
技

術
開

発
等

を
誘

発
し

、
開

催
後

も
日

本
モ

デ
ル

と
し

て
国

内
外

へ
の

普
及

を
推

進
す

る
。

【
国

土
交

通
省

、
農

林
水

産
省

】

○
b 

進
捗

中
S
D

G
s達

成
や

グ
リ

ー
ン

社
会

の
構

築
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

た
め

、
（
公

社
）
2
0
2
7
年

国
際

園
芸

博
覧

会
協

会
が

実
施

す
る

会
場

建
設

に
係

る
費

用
を

一
部

補
助

す
る

と
と

も
に

、
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
を

国
内

外
に

普
及

し
、

多
様

な
主

体
に

よ
る

技
術

開
発

等
を

誘
発

し
、

開
催

後
も

日
本

モ
デ

ル
と

し
て

国
内

外
へ

の
普

及
を

推
進

す
る

と
い

う
開

催
目

的
を

先
導

す
る

た
め

、
日

本
国

政
府

出
展

の
検

討
を

実
施

し
た

。

グ
リ

ー
ン

社
会

の
構

築
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

具
体

的
な

機
会

と
な

る
よ

う
、

2
0
2
6
年

度
末

か
ら

の
開

催
に

向
け

て
、

引
き

続
き

必
要

と
な

る
補

助
及

び
検

討
調

査
を

実
施

す
る

。

①
2
0
2
7
年

国
際

園
芸

博
覧

会
に

お
け

る
参

加
者

数
（
ＩＣ

Ｔ
活

用
や

地
域

連
携

な
ど

の
多

様
な

参
加

形
態

を
含

む
）

②
2
0
2
7
年

国
際

園
芸

博
覧

会
に

お
け

る
有

料
来

場
者

数
（
2
0
2
7
年

国
際

園
芸

博
覧

会
に

お
け

る
参

加
者

数
の

内
数

）

①
現

状
値

　
-

目
標

値
　

1
,5

0
0
万

人 ②
現

状
値

　
-

目
標

値
　

1
,0

0
0
万

人

 ①
-
 （

2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

②
 -

 （
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

2
0
2
7
年

国
際

園
芸

博
覧

会
事

業
、

2
0
2
7
年

国
際

園
芸

博
覧

会
検

討
調

査
、

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

活
用

型
都

市
構

築
支

援
事

業
（
2
0
2
7
年

国
際

園
芸

博
覧

会
）
、

国
営

公
園

等
事

業
調

査
費

（
2
0
2
7
年

国
際

園
芸

博
覧

会
政

府
出

展
調

査
）

令
和

九
年

に
開

催
さ

れ
る

国
際

園
芸

博
覧

会
の

準
備

及
び

運
営

の
た

め
に

必
要

な
特

別
措

置
に

関
す

る
法

律

2
-
1
-
6

治
山

対
策

の
推

進
・
保

安
林

等
に

お
け

る
治

山
施

設
の

設
置

、
機

能
の

低
下

し
た

森
林

の
整

備
、

海
岸

防
災

林
等

の
整

備
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】
b 

進
捗

中
頻

発
す

る
集

中
豪

雨
や

地
震

等
に

よ
る

大
規

模
災

害
の

発
生

の
お

そ
れ

が
高

ま
っ

て
い

る
こ

と
を

踏
ま

え
、

保
安

林
等

に
お

け
る

治
山

施
設

の
設

置
、

機
能

の
低

下
し

た
森

林
の

整
備

、
海

岸
防

災
林

等
の

整
備

を
推

進
し

た
。

今
後

と
も

、
治

山
施

設
の

設
置

等
の

治
山

対
策

を
推

進
す

る
。

適
切

に
保

全
さ

れ
て

い
る

海
岸

防
災

林
等

の
割

合

現
状

値
　

9
6
%

（
2
0
1
8
年

度
）

目
標

値
　

1
0
0
%

（
2
0
2
3
年

度
）

9
8
％

（
2
0
2
3

年
度

）
治

山
事

業
森

林
法

2
-
1
-
7

保
安

林
の

指
定

の
計

画
的

な
推

進
・
水

源
涵

養
や

土
砂

流
出

の
防

止
な

ど
、

特
に

公
益

的
機

能
の

発
揮

が
要

請
さ

れ
る

森
林

に
つ

い
て

は
、

保
安

林
の

指
定

を
計

画
的

に
推

進
す

る
。

・
魚

つ
き

保
安

林
な

ど
、

公
益

的
機

能
の

発
揮

が
要

請
さ

れ
る

森
林

に
つ

い
て

は
、

保
安

林
と

し
て

の
指

定
を

計
画

的
に

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

保
安

林
の

計
画

的
な

指
定

を
推

進
し

、
森

林
の

適
切

な
保

全
・
管

理
を

行
う

こ
と

で
、

森
林

の
有

す
る

多
面

的
機

能
の

発
揮

に
貢

献
し

た
。

今
後

と
も

、
公

益
的

機
能

の
発

揮
が

特
に

要
請

さ
れ

る
森

林
に

つ
い

て
保

安
林

の
計

画
的

な
指

定
を

推
進

す
る

。

森
林

の
持

つ
多

面
的

機
能

を
総

合
的

か
つ

高
度

に
発

揮
さ

せ
る

保
安

林
の

面
積

現
状

値
　

1
,2

2
5
万

h
a（

2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

1
,3

0
1
万

h
a（

2
0
3
3
年

度
）

1
,2

2
9
万

h
a

（
2
0
2
3
年

度
）

保
安

林
等

整
備

管
理

費
森

林
法

基
本

戦
略

２
　

　
自

然
を

活
用

し
た

社
会

課
題

の
解

決

　
行

動
目

標
2
-
1
　

生
態

系
が

有
す

る
機

能
の

可
視

化
や

、
一

層
の

活
用

を
推

進
す

る

132



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
1
-
8

農
業

・
農

村
の

強
靱

化
の

推
進

頻
発

化
・
激

甚
化

す
る

災
害

に
対

応
し

た
排

水
施

設
整

備
・
た

め
池

対
策

や
流

域
治

水
の

取
組

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】
b 

進
捗

中
頻

発
化

・
激

甚
化

す
る

災
害

に
対

応
し

た
排

水
施

設
整

備
・
た

め
池

対
策

や
流

域
治

水
の

取
組

を
行

っ
た

。
頻

発
化

・
激

甚
化

す
る

災
害

に
対

応
し

た
排

水
施

設
整

備
・
た

め
池

対
策

や
流

域
治

水
の

取
組

に
つ

い
て

、
引

続
き

、
推

進
し

て
い

く
。

湛
水

被
害

等
が

防
止

さ
れ

る
農

地
及

び
周

辺
地

域
の

面
積

現
状

値
　

約
5
.8

万
h
a（

2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

約
2
1
万

h
a（

2
0
2
5
年

度
）

約
1
5
.9

万
h
a

（
2
0
2
3
年

度
）

農
業

農
村

整
備

事
業

（
農

業
水

利
施

設
の

戦
略

的
な

保
全

管
理

、
防

災
・

減
災

対
策

）

2
-
2
-
1

環
境

で
地

域
を

元
気

に
す

る
地

域
循

環
共

生
圏

づ
く
り

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

第
五

次
環

境
基

本
計

画
で

提
唱

さ
れ

た
「
地

域
循

環
共

生
圏

」
づ

く
り

に
取

り
組

む
地

域
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
形

成
す

る
た

め
、

地
域

循
環

共
生

圏
の

創
造

に
向

け
て

取
り

組
む

地
域

・
地

方
公

共
団

体
の

人
材

の
発

掘
、

地
域

の
核

と
な

る
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

組
織

化
や

、
事

業
計

画
策

定
に

向
け

た
構

想
の

具
体

化
な

ど
の

環
境

整
備

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

地
域

・
地

方
公

共
団

体
が

、
地

域
の

総
合

的
な

取
組

と
な

る
事

業
計

画
を

策
定

す
る

に
当

た
っ

て
、

専
門

家
の

チ
ー

ム
を

派
遣

す
る

等
の

必
要

な
支

援
を

行
う

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

「
地

域
循

環
共

生
圏

」
づ

く
り

に
取

り
組

む
地

域
に

対
し

、
地

域
の

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

形
成

に
向

け
た

環
境

整
備

や
事

業
計

画
策

定
等

に
必

要
な

支
援

を
行

い
、

事
例

を
創

出
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

ノ
ウ

ハ
ウ

を
手

引
き

と
し

て
取

り
ま

と
め

た
。

2
0
2
4
年

度
か

ら
は

、
「
地

域
循

環
共

生
圏

」
づ

く
り

に
取

り
組

む
地

域
に

対
す

る
支

援
の

担
い

手
の

発
掘

・
拡

大
や

、
経

済
社

会
イ

ン
パ

ク
ト

の
大

き
い

モ
デ

ル
開

発
、

情
報

発
信

等
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

目
標

達
成

に
向

け
て

は
さ

ら
に

多
く
の

地
域

で
「
地

域
循

環
共

生
圏

」
づ

く
り

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

そ
の

た
め

、
支

援
の

担
い

手
発

掘
・
拡

大
や

新
た

な
モ

デ
ル

開
発

、
情

報
発

信
等

を
引

き
続

き
行

う
と

と
も

に
、

地
域

間
・
主

体
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

強
化

し
、

地
域

循
環

共
生

圏
の

創
造

を
強

力
に

推
進

す
る

。

地
域

循
環

共
生

圏
づ

く
り

に
取

り
組

む
地

域
の

数
（
累

計
）

現
状

値
　

1
0
6

（
2
0
2
0
年

1
0
月

時
点

）
目

標
値

　
3
0
0

（
2
0
3
0
年

）

1
6
7
(2

0
2
4

年
1
0
月

時
点

)

地
域

循
環

共
生

圏
創

造
事

業
費

2
-
2
-
2

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

等
循

環
型

社
会

形
成

推
進

交
付

金
等

に
よ

り
、

市
町

村
に

お
け

る
廃

棄
物

系
バ

イ
オ

マ
ス

の
堆

肥
化

、
飼

料
化

、
メ

タ
ン

化
、

バ
イ

オ
デ

ィ
ー

ゼ
ル

燃
料

化
な

ど
を

行
う

施
設

の
整

備
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

廃
棄

物
系

バ
イ

オ
マ

ス
の

堆
肥

化
、

飼
料

化
、

メ
タ

ン
化

、
バ

イ
オ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
化

な
ど

を
行

う
施

設
を

整
備

す
る

市
町

村
に

対
し

て
循

環
型

社
会

形
成

推
進

交
付

金
等

に
よ

り
財

政
的

支
援

を
行

っ
て

い
る

。

引
き

続
き

廃
棄

物
系

バ
イ

オ
マ

ス
の

堆
肥

化
、

飼
料

化
、

メ
タ

ン
化

、
バ

イ
オ

デ
ィ

ー
ゼ

ル
燃

料
化

な
ど

を
行

う
施

設
を

整
備

す
る

市
町

村
へ

の
財

政
支

援
を

継
続

し
て

進
め

て
い

く
。

循
環

型
社

会
形

成
推

進
交

付
金

、
廃

棄
物

処
理

施
設

整
備

交
付

金
、

廃
棄

物
処

理
施

設
を

核
と

し
た

地
域

循
環

共
生

圏
構

築
促

進
事

業

2
-
2
-
3

国
立

・
国

定
公

園
に

お
け

る
質

の
高

い
自

然
体

験
活

動
の

促
進

2
0
2
2
年

4
月

に
施

行
さ

れ
た

改
正

自
然

公
園

法
の

自
然

体
験

活
動

促
進

計
画

制
度

等
を

活
用

し
、

各
国

立
・
国

定
公

園
に

お
い

て
、

地
域

で
合

意
さ

れ
た

統
一

方
針

に
よ

る
自

然
体

験
活

動
の

取
組

み
を

促
し

、
当

該
公

園
の

自
然

の
特

性
を

踏
ま

え
た

質
の

高
い

自
然

体
験

活
動

の
充

実
を

図
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
5
年

6
月

末
時

点
で

８
地

域
の

国
立

公
園

の
公

園
計

画
に

お
い

て
自

然
体

験
活

動
計

画
を

位
置

づ
け

、
3

箇
所

の
自

然
体

験
活

動
促

進
計

画
を

策
定

し
て

い
る

。
国

立
公

園
に

お
け

る
持

続
的

な
ツ

ー
リ

ズ
ム

と
感

動
体

験
の

提
供

に
よ

り
、

保
護

と
利

用
の

好
循

環
、

地
域

活
性

化
を

図
る

た
め

、
「
自

然
体

験
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

」
を

活
用

し
た

各
地

域
の

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
の

高
付

加
価

値
と

環
境

省
H

P
を

介
し

た
公

園
利

用
者

へ
の

情
報

提
供

を
推

進
し

て
い

る
。

引
き

続
き

公
園

計
画

へ
の

自
然

体
験

活
動

計
画

の
位

置
づ

け
及

び
自

然
体

験
活

動
促

進
計

画
の

認
定

や
、

各
地

域
の

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
の

更
な

る
高

付
加

価
値

化
と

複
数

の
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

を
合

わ
せ

た
モ

デ
ル

コ
ー

ス
作

成
の

推
進

を
図

る
。

①
ビ

ジ
ョ

ン
・
利

用
体

験
活

動
計

画
が

記
載

さ
れ

た
公

園
計

画
数 ②

自
然

公
園

法
に

基
づ

く
自

然
体

験
活

動
促

進
計

画
の

認
定

数 ③
国

立
公

園
に

お
け

る
自

然
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
満

た
す

自
然

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ

①
現

状
値

　
-

目
標

値
　

全
国

3
4

国
立

公
園

に
お

い
て

計
画

を
記

載
（
2
0
3
0
年

）

②
現

状
値

　
-

目
標

値
　

1
7
件

（
2
0
3
0
年

）

③
現

状
値

　
-

目
標

値
　

全
国

3
4

国
立

公
園

（
2
0
2
5

年
）

①
８

地
域

（
計

画
）

（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）
※

利
用

体
験

活
動

計
画

の
数

は
、

自
然

体
験

活
動

計
画

の
数

を
計

上
し

た
。

②
３

件
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

③
全

国
3
3

国
立

公
園

（
2
0
2
5
年

3
月

時
点

）

・
国

立
公

園
等

の
自

然
を

活
用

し
た

滞
在

型
コ

ン
テ

ン
ツ

創
出

事
業

（
国

際
観

光
旅

客
税

予
算

）
・
日

本
の

国
立

公
園

と
世

界
遺

産
を

活
か

し
た

地
域

活
性

化
推

進
費

 国
立

公
園

協
働

型
管

理
運

営
体

制
強

化
事

業
・
国

立
公

園
管

理
運

営
計

画
等

策
定

調
査

・
推

進
費

・
国

立
公

園
満

喫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
事

業

自
然

公
園

法
自

然
体

験
活

動
促

進
計

画
制

度

2
-
2
-
4

国
立

・
国

定
公

園
に

お
け

る
利

用
拠

点
の

上
質

化

国
立

公
園

等
の

魅
力

向
上

と
誘

客
促

進
の

た
め

、
2
0
2
2
年

4
月

に
施

行
さ

れ
た

改
正

自
然

公
園

法
の

利
用

拠
点

整
備

改
善

計
画

制
度

等
を

活
用

し
、

各
国

立
・
国

定
公

園
の

集
団

施
設

地
区

・
温

泉
街

等
の

利
用

拠
点

に
お

い
て

、
地

域
で

合
意

さ
れ

た
統

一
方

針
に

よ
る

計
画

の
策

定
・
共

有
を

進
め

る
と

と
も

に
、

計
画

に
基

づ
く
廃

屋
撤

去
な

ど
の

景
観

改
善

の
取

組
み

を
促

進
さ

せ
、

当
該

利
用

拠
点

の
滞

在
環

境
の

上
質

化
を

図
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
5
年

6
月

末
時

点
で

2
箇

所
の

利
用

拠
点

整
備

改
善

計
画

を
認

定
し

、
2
0
2
4
年

度
末

時
点

で
3
4
箇

所
の

利
用

拠
点

計
画

が
策

定
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

両
計

画
に

基
づ

き
、

国
立

公
園

滞
在

環
境

等
上

質
化

事
業

な
ど

を
活

用
す

る
こ

と
で

、
利

用
拠

点
の

滞
在

環
境

の
上

質
化

を
図

っ
て

い
る

。

特
に

利
用

拠
点

整
備

改
善

計
画

に
つ

い
て

、
認

定
箇

所
の

増
加

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
そ

の
上

で
、

引
き

続
き

、
策

定
さ

れ
た

利
用

拠
点

整
備

改
善

計
画

・
利

用
拠

点
計

画
に

基
づ

き
利

用
拠

点
の

滞
在

関
係

の
上

質
化

を
図

る
。

①
自

然
公

園
法

に
基

づ
く
利

用
拠

点
整

備
改

善
計

画
の

認
定

数 ②
利

用
拠

点
整

備
改

善
計

画
又

は
利

用
拠

点
計

画
に

基
づ

き
整

備
改

善
を

実
施

し
た

利
用

拠
点

数

①
現

状
値

　
0
箇

所
目

標
値

　
5
箇

所
（
2
0
2
5
年

）

②
現

状
値

　
2
5
箇

所
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

3
5
箇

所
（
2
0
2
5
年

度
）

①
2
箇

所
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

②
3
6
箇

所
（
2
0
2
4
年

度
）

・
国

立
公

園
利

用
拠

点
滞

在
環

境
等

上
質

化
事

業
（
国

際
観

光
旅

客
税

財
源

）
・
自

然
公

園
等

事
業

費

自
然

公
園

法
利

用
拠

点
整

備
改

善
計

画
制

度

行
動

目
標

2
-
2
　

森
・
里

・
川

・
海

の
つ

な
が

り
や

地
域

の
伝

統
文

化
の

存
続

に
配

慮
し

つ
つ

自
然

を
活

か
し

た
地

域
づ

く
り

を
推

進
す

る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
2
-
5

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進


国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

日
本

の
国

立
公

園
の

ブ
ラ

ン
ド

力
を

高
め

、
国

内
外

の
誘

客
を

促
進

し
、

自
然

を
満

喫
で

き
る

上
質

な
ツ

ー
リ

ズ
ム

を
実

現
す

る
国

立
公

園
満

喫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

取
組

を
全

国
に

展
開

し
、

国
立

公
園

の
保

護
と

利
用

の
好

循
環

に
よ

り
、

優
れ

た
自

然
を

守
り

地
域

活
性

化
を

図
り

、
来

訪
者

の
感

動
体

験
を

目
指

す
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

「
国

立
公

園
満

喫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

2
0
2
1
年

以
降

の
取

組
方

針
」
に

基
づ

き
、

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
取

組
を

全
国

に
展

開
し

、
国

立
公

園
の

保
護

と
利

用
の

好
循

環
に

よ
り

、
優

れ
た

自
然

を
守

り
地

域
活

性
化

を
図

り
、

来
訪

者
の

感
動

体
験

に
つ

な
げ

る
事

例
が

増
え

つ
つ

あ
る

。

2
0
2
5
年

度
末

ま
で

に
2
0
3
0
年

を
目

標
年

と
し

た
満

喫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

次
期

取
組

方
針

を
策

定
予

定
で

あ
り

、
当

該
方

針
に

基
づ

き
引

き
続

き
国

立
公

園
満

喫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

取
組

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

①
国

立
公

園
を

訪
問

し
た

訪
日

外
国

人
利

用
者

数

②
国

立
公

園
区

域
内

に
お

け
る

日
本

人
延

べ
宿

泊
者

数

③
（
目

標
）
2
0
2
5
 年

ま
で

に
、

訪
日

外
国

人
の

国
立

公
園

利
用

者
数

を
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
前

の
水

準
に

回
復

さ
せ

る
。

④
（
目

標
）
2
0
2
5
 年

ま
で

に
、

日
本

人
の

国
立

公
園

利
用

者
数

を
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
前

の
水

準
に

回
復

さ
せ

る
と

と
も

に
、

質
の

高
い

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

目
指

す
。

①
現

状
値

　
-

目
標

値
　

6
6
7
万

人
（
2
0
2
5
年

度
）

②
現

状
値

1
,9

5
2
.6

万
人

（
2
0
2
1

年
度

）
目

標
値

　
3
,2

0
5
万

人
（
2
0
2
5
年

度
）

③
-

④
-

①
8
4
4
万

人
（
2
0
2
4
年

1
2

月
時

点
）

②
現

状
値

1
,9

5
2
.6

万
人

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
3
,2

0
5
万

人
（
2
0
2
5
年

度
）

③
2
0
1
9
年

（
コ

ロ
ナ

禍
前

）
6
6
7
万

人
に

対
し

て
、

2
0
2
4

年
8
4
4
万

人

④
2
0
1
9
年

（
コ

ロ
ナ

禍
前

）
3
,2

0
4
.9

万
人

に
対

し
て

、
2
0
2
4
年

2
,9

2
4
.1

万
人

※
日

本
人

の
公

園
利

用
者

数
の

算
定

に
は

、
日

本
人

宿
泊

者
数

を
使

用
し

て
い

る
。

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
推

進
事

業

自
然

公
園

法

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進


民
間

提
案

に
よ

る
宿

舎
事

業
を

中
心

と
し

た
国

立
公

園
利

用
拠

点
の

面
的

な
魅

力
向

上

国
立

公
園

の
美

し
い

自
然

の
中

で
の

感
動

体
験

を
柱

と
し

た
滞

在
型

・
高

付
加

価
値

観
光

を
推

進
す

る
た

め
、

モ
デ

ル
地

域
を

選
定

し
、

民
間

提
案

に
よ

る
高

付
加

価
値

な
宿

泊
施

設
を

中
心

と
し

た
国

立
公

園
利

用
拠

点
の

面
的

な
魅

力
向

上
に

取
り

組
む

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

宿
舎

事
業

を
中

心
と

し
た

国
立

公
園

の
利

用
拠

点
の

面
的

な
魅

力
向

上
の

取
組

と
し

て
、

国
立

公
園

に
お

け
る

滞
在

体
験

の
魅

力
向

上
の

た
め

の
先

端
モ

デ
ル

事
業

を
4
つ

の
国

立
公

園
（
十

和
田

八
幡

平
、

中
部

山
岳

、
大

山
隠

岐
、

や
ん

ば
る

）
で

実
施

し
て

お
り

、
集

中
的

に
取

り
組

む
利

用
拠

点
の

選
定

や
利

用
拠

点
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

の
策

定
を

進
め

て
い

る
。

先
端

モ
デ

ル
事

業
の

対
象

4
公

園
に

お
い

て
選

定
さ

れ
た

利
用

拠
点

4
地

区
に

お
い

て
、

引
き

続
き

利
用

拠
点

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
の

策
定

と
こ

れ
に

基
づ

く
各

種
取

り
組

み
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

先
端

モ
デ

ル
事

業
で

得
た

知
見

を
踏

ま
え

、
2
0
3
1
年

ま
で

に
全

国
の

国
立

公
園

に
お

い
て

、
地

域
の

理
解

と
環

境
保

全
を

前
提

に
民

間
活

用
に

よ
る

魅
力

向
上

の
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

モ
デ

ル
事

業
の

実
施

箇
所

数
現

状
値

　
-

目
標

値
：
2
地

区
以

上
（
2
0
2
5
年

）

4
地

区
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
推

進
事

業

自
然

公
園

法

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進


地
域

協
議

会
の

設
置

と
方

針
・
計

画
策

定

地
域

の
多

様
な

主
体

と
一

体
と

な
っ

て
国

立
公

園
満

喫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

取
り

組
む

た
め

、
各

公
園

に
お

け
る

地
域

協
議

会
の

設
置

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
公

園
計

画
及

び
管

理
運

営
計

画
に

利
用

の
方

針
を

位
置

づ
け

る
と

と
も

に
、

そ
の

行
動

計
画

と
し

て
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

プ
ロ

グ
ラ

ム
等

の
策

定
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

地
域

の
多

様
な

主
体

と
一

体
と

な
っ

て
国

立
公

園
満

喫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

取
り

組
む

た
め

、
各

公
園

に
お

け
る

地
域

協
議

会
の

設
置

及
び

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
プ

ロ
グ

ラ
ム

等
の

策
定

を
推

進
し

た
。

2
0
2
5
年

度
末

ま
で

に
2
0
3
0
年

を
目

標
年

と
し

た
満

喫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

次
期

取
組

方
針

を
策

定
予

定
で

あ
り

、
当

該
方

針
を

基
に

引
き

続
き

取
組

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

地
域

協
議

会
の

設
置

公
園

数

現
状

値
　

1
2

目
標

値
 　

-
1
3
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）
国

立
公

園
満

喫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
推

進
事

業

自
然

公
園

法
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進


自
然

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
の

充
実

国
立

公
園

の
訪

問
者

に
自

然
と

人
々

の
物

語
を

知
る

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
を

提
供

す
る

た
め

、
各

公
園

の
利

用
の

方
針

に
沿

っ
た

魅
力

的
な

自
然

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
造

成
・
磨

き
上

げ
、

体
験

コ
ー

ス
の

設
定

、
人

材
育

成
、

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
等

の
新

た
な

利
用

や
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
ツ

ア
ー

の
推

進
、

広
域

的
な

利
用

の
推

進
、

国
内

外
へ

の
普

及
宣

伝
等

を
実

施
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

国
立

公
園

に
お

け
る

自
然

体
験

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

し
、

こ
れ

に
基

づ
い

た
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

等
の

造
成

、
磨

き
上

げ
を

行
っ

て
い

る
。

人
材

育
成

事
業

や
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
推

進
等

を
実

施
し

、
新

た
な

利
用

を
推

進
し

た
。

国
内

外
へ

の
普

及
宣

伝
等

を
実

施
し

た
。

指
標

、
目

標
は

概
ね

達
成

し
た

。
今

後
は

、
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

を
実

施
し

に
く
い

国
立

公
園

に
お

け
る

、
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

造
成

が
課

題
と

な
る

。

①
高

付
加

価
値

な
自

然
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

数 現
状

値
　

3
8
3

（
2
0
2
2
.2

時
点

）
磨

き
上

げ
た

コ
ン

テ
ン

ツ
数

。
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

満
た

す
か

ど
う

か
は

含
ま

な
い

数
値

目
標

値
　

全
国

3
4
国

立
公

園
で

展
開

（
2
0
2
5
年

）
国

立
公

園
に

お
け

る
自

然
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
満

た
す

自
然

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ

②
施

設
整

備
を

行
い

定
常

的
に

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

実
施

が
可

能
な

国
立

公
園

数

③
人

材
育

成
事

業
に

参
加

し
た

地
域

数

①
現

状
値

　
3
8
3

（
2
0
2
2
.2

時
点

）
※

磨
き

上
げ

た
コ

ン
テ

ン
ツ

数
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
満

た
す

か
ど

う
か

は
含

ま
な

い
数

値 目
標

値
　

全
国

3
4

国
立

公
園

で
展

開
（
2
0
2
5
年

）
※

国
立

公
園

に
お

け
る

自
然

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

満
た

す
自

然
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

②
現

状
値

　
1
6
公

園
（
2
0
2
2
.2

時
点

）
目

標
値

　
2
5
公

園
（
2
0
2
5
年

）

③
現

状
値

　
4
9
地

域
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

7
0
地

域
（
2
0
2
5
年

度
）

①
全

国
3
3

国
立

公
園

（
2
0
2
5
年

3
月

時
点

）

②
2
7
公

園
（
2
0
2
5
.3

時
点

）

③
1
1
9
地

域
（
2
0
2
4
年

度
）

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

事
業 国

立
公

園
等

の
自

然
を

活
用

し
た

滞
在

型
コ

ン
テ

ン
ツ

創
出

事
業

（
国

際
観

光
旅

客
税

予
算

）
国

立
公

園
利

活
用

促
進

円
滑

化
事

業
（
国

際
観

光
旅

客
税

財
源

）
令

和
３

年
度

（
補

正
予

算
）
国

立
・
国

定
公

園
の

利
用

拠
点

の
魅

力
創

造
に

よ
る

地
域

復
興

推
進

事
業

費
　

等

自
然

公
園

法

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進


景
観

改
善

及
び

施
設

整
備

国
立

公
園

の
訪

問
者

に
魅

力
的

な
施

設
と

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
た

め
、

廃
屋

撤
去

等
に

よ
る

景
観

改
善

や
多

様
な

宿
泊

施
設

の
誘

致
等

に
よ

り
集

団
施

設
地

区
・
温

泉
街

の
利

用
拠

点
の

魅
力

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

公
共

施
設

の
民

間
開

放
の

推
進

、
展

示
解

説
の

デ
ジ

タ
ル

・
多

言
語

化
等

に
よ

り
魅

力
的

な
利

用
施

設
の

整
備

・
管

理
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

廃
屋

撤
去

や
文

化
的

ま
ち

な
み

の
形

成
等

に
よ

る
景

観
改

善
や

、
多

様
な

宿
泊

施
設

の
誘

致
等

に
よ

り
集

団
施

設
地

区
等

国
立

公
園

利
用

拠
点

の
魅

力
向

上
を

図
る

と
と

も
に

、
公

共
施

設
の

民
間

開
放

の
推

進
、

展
示

解
説

の
デ

ジ
タ

ル
・
多

言
語

化
等

利
用

施
設

の
整

備
・
管

理
を

推
進

し
、

国
立

公
園

利
用

者
に

魅
力

的
な

施
設

と
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

事
例

が
増

え
つ

つ
あ

る
。

2
0
2
5
年

度
末

ま
で

に
2
0
3
0
年

を
目

標
年

と
し

た
満

喫
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

時
期

取
組

方
針

を
策

定
予

定
で

あ
り

、
取

組
方

針
を

も
と

に
引

き
続

き
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

①
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
来

訪
者

数

②
廃

屋
撤

去
し

た
拠

点
数

①
現

状
値

1
,0

3
7
,9

5
5
人

（
2
0
2
1

年
）

※
利

用
者

の
多

い
1
2
 直

轄
V

C
 の

利
用

者
数

目
標

値
 　

-

②
現

状
値

　
1
7
箇

所
（
2
0
2
2
年

２
月

時
点

）

① 2
,6

8
7
,9

7
1

人
（
2
0
2
3

年
）

※
利

用
者

の
多

い
1
2

直
轄

V
C

の
利

用
者

数

②
2
5
箇

所
（
2
0
2
5
年

3
月

時
点

）

国
立

公
園

利
用

拠
点

滞
在

環
境

等
上

質
化

事
業

（
国

際
観

光
旅

客
税

財
源

）
国

立
公

園
等

多
言

語
解

説
等

整
備

事
業

（
国

際
観

光
旅

客
税

財
源

）
国

立
公

園
利

用
促

進
事

業
（
国

際
観

光
旅

客
税

財
源

）
自

然
公

園
等

事
業

費 国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

事
業 令

和
３

年
度

（
補

正
予

算
）
国

立
・
国

定
公

園
の

利
用

拠
点

の
魅

力
創

造
に

よ
る

地
域

復
興

推
進

事
業

費

自
然

公
園

法

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進


脱
炭

素
化

に
向

け
た

ゼ
ロ

カ
ー

ボ
ン

パ
ー

ク
の

推
進

等

国
立

公
園

の
訪

問
者

に
地

域
の

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

を
体

感
・
共

感
し

て
も

ら
う

た
め

、
国

立
公

園
の

利
用

拠
点

等
に

お
け

る
脱

炭
素

化
等

の
取

組
み

を
進

め
る

こ
と

を
目

指
し

た
ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
パ

ー
ク

の
推

進
等

に
よ

り
地

域
の

持
続

可
能

な
発

展
に

貢
献

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

ゼ
ロ

カ
ー

ボ
ン

パ
ー

ク
に

お
い

て
、

国
立

公
園

に
お

け
る

電
気

自
動

車
等

の
活

用
、

国
立

公
園

に
立

地
す

る
利

用
施

設
に

お
け

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
活

用
、

地
産

地
消

等
の

取
組

を
進

め
る

こ
と

で
、

国
立

公
園

の
脱

炭
素

化
を

目
指

す
と

と
も

に
、

脱
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
も

含
め

て
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
な

観
光

地
づ

く
り

を
進

め
て

い
る

。

国
立

公
園

に
お

い
て

ゼ
ロ

カ
ー

ボ
ン

パ
ー

ク
の

登
録

を
推

進
し

、
国

立
公

園
の

脱
炭

素
化

を
進

め
る

。
ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
パ

ー
ク

の
登

録
数

現
状

値
　

7
箇

所
（
2
0
2
2
年

4
月

）
目

標
値

 　
-

2
0
箇

所
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

事
業

、
建

築
物

等
の

Z
E
B

化
・
省

C
O

2
化

普
及

加
速

事
業

の
う

ち
国

立
公

園
利

用
施

設
の

脱
炭

素
化

推
進

事
業

自
然

公
園

法

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
推

進


利
用

者
負

担
や

限
定

体
験

等
の

仕
組

み
づ

く
り

国
立

公
園

の
訪

問
者

に
地

域
の

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

を
体

感
・
共

感
し

て
も

ら
う

た
め

、
IC

T
も

活
用

し
た

利
用

者
負

担
の

仕
組

み
づ

く
り

、
利

用
の

ル
ー

ル
の

設
定

、
限

定
体

験
の

推
進

等
に

よ
り

保
護

と
利

用
の

好
循

環
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

適
正

利
用

を
促

す
た

め
の

限
定

ツ
ア

ー
、

登
山

道
等

整
備

ツ
ア

ー
、

ア
ド

ベ
ン

チ
ャ

ー
ト

ラ
ベ

ル
等

の
コ

ン
テ

ン
ツ

造
成

、
仕

組
み

づ
く
り

の
た

め
の

調
査

・
検

討
が

進
ん

で
い

る
。

ま
た

、
2
8
の

国
立

公
園

で
利

用
者

負
担

の
仕

組
み

を
導

入
し

た
。

各
国

立
公

園
に

お
け

る
利

用
者

負
担

の
取

組
が

ご
く

一
部

の
地

域
に

限
ら

れ
、

面
的

に
広

が
っ

て
い

な
い

。
引

き
続

き
各

地
域

で
の

取
組

促
進

を
図

る
。

利
用

者
負

担
の

新
規

仕
組

み
の

件
数

現
状

値
　

2
1
件

（
2
0
2
2
年

2
月

）
3
4
件

（
2
0
2
4

年
3
月

時
点

）

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

事
業

自
然

公
園

法

135



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
2
-
6

自
然

と
の

ふ
れ

あ
い

か
ら

生
活

の
豊

か
さ

の
向

上
に

つ
な

げ
る

取
組

自
然

と
の

ふ
れ

あ
い

は
、

日
常

体
験

し
得

な
い

感
動

を
得

ら
れ

、
ス

ト
レ

ス
の

緩
和

に
も

つ
な

が
る

と
さ

れ
て

い
る

。
ま

た
、

「
青

少
年

の
体

験
活

動
の

推
進

に
関

す
る

調
査

研
究

報
告

書
」
（
2
0
2
0
 年

度
）
に

よ
る

と
小

学
生

の
頃

に
体

験
活

動
を

多
く
し

て
い

た
子

供
は

、
そ

の
後

、
自

尊
感

情
が

高
く
な

る
傾

向
が

見
ら

れ
る

。
こ

の
た

め
、

国
立

公
園

等
に

お
い

て
、

イ
ン

タ
ー

プ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
を

伴
っ

た
自

然
を

五
感

で
体

験
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
提

供
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

国
立

公
園

に
お

け
る

自
然

体
験

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

し
、

こ
れ

に
基

づ
い

た
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

等
の

造
成

、
磨

き
上

げ
を

行
っ

て
い

る
。

人
材

育
成

事
業

を
実

施
し

、
自

然
と

ふ
れ

あ
う

機
会

を
提

供
す

る
人

材
を

育
成

し
た

。

自
然

体
験

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
や

人
材

育
成

は
概

ね
目

標
値

を
達

成
し

て
お

り
、

今
後

は
、

利
用

に
関

す
る

計
画

を
充

実
さ

せ
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

。

①
ビ

ジ
ョ

ン
・
利

用
体

験
活

動
計

画
が

記
載

さ
れ

た
公

園
計

画
数 ②

高
付

加
価

値
な

自
然

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
数 ③

人
材

育
成

事
業

に
参

加
地

域
数

①
現

状
値

　
０

目
標

値
　

全
国

3
4

国
立

公
園

に
お

い
て

計
画

を
記

載
（
2
0
3
0
年

）

②
現

状
値

　
3
8
3

（
2
0
2
2
年

2
月

時
点

）
※

磨
き

上
げ

た
コ

ン
テ

ン
ツ

数
。

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
満

た
す

か
ど

う
か

は
含

ま
な

い
数

値 目
標

値
　

全
国

3
4

国
立

公
園

で
展

開
（
2
0
2
5
年

）
※

国
立

公
園

に
お

け
る

自
然

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

満
た

す
自

然
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

③
現

状
値

　
4
9
地

域
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

7
0
地

域
（
2
0
2
5
年

度
）

①
８

地
域

（
計

画
）

（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）
※

利
用

体
験

活
動

計
画

の
数

は
、

自
然

体
験

活
動

計
画

の
数

を
計

上
し

た
。

②
6
6
8

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）
※

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
満

た
す

高
付

加
価

値
な

自
然

体
験

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
数

。
※

3
3
国

立
公

園
で

展
開

（
2
0
2
5

年
）

③
1
1
9
地

域
（
2
0
2
4
年

度
）

2
-
2
-
7

長
距

離
自

然
歩

道
(ロ

ン
グ

ト
レ

イ
ル

)の
推

進

日
本

の
豊

か
な

自
然

、
歴

史
や

文
化

に
触

れ
、

国
土

や
風

土
を

再
認

識
し

、
自

然
保

護
に

対
す

る
意

識
を

高
め

る
た

め
、

ロ
ン

グ
ト

レ
イ

ル
（
長

距
離

自
然

歩
道

）
の

整
備

、
利

活
用

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

は
東

海
自

然
歩

道
開

通
5
0
周

年
を

記
念

し
、

沿
線

自
治

体
や

関
係

者
を

対
象

に
記

念
式

典
を

開
催

す
る

と
と

も
に

、
「
東

海
自

然
歩

道
の

活
性

化
の

方
向

性
」
を

公
表

。
ま

た
、

東
日

本
大

震
災

か
ら

の
復

興
に

向
け

た
「
三

陸
復

興
国

立
公

園
を

核
と

し
た

グ
リ

ー
ン

復
興

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
の

取
組

の
ひ

と
つ

で
あ

る
、

み
ち

の
く
潮

風
ト

レ
イ

ル
は

、
全

開
通

5
周

年
を

記
念

し
た

式
典

や
ウ

ォ
ー

ク
イ

ベ
ン

ト
を

等
を

開
催

し
、

関
係

者
と

の
連

携
強

化
や

、
同

ト
レ

イ
ル

の
更

な
る

盛
り

上
げ

を
図

っ
た

。

東
海

自
然

歩
道

に
お

い
て

、
基

本
運

営
計

画
や

憲
章

と
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

利
用

規
定

の
策

定
等

業
務

を
推

進
し

、
官

民
が

協
働

し
た

持
続

可
能

な
運

営
体

制
を

構
築

す
る

た
め

の
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

ト
レ

イ
ル

利
用

者
数

現
状

値
　

5
,0

5
3
万

人
(2

0
2
0
年

)
目

標
値

　
7
,7

5
8
万

人
(2

0
2
4
年

)

6
,6

8
2
万

人
（
2
0
2
3
年

1
2

月
時

点
）

ロ
ン

グ
ト

レ
イ

ル
体

制
強

化
等

推
進

事
業

自
然

公
園

法

2
-
2
-
8

ユ
ネ

ス
コ

エ
コ

パ
ー

ク
の

取
組

の
推

進
生

態
系

の
保

全
と

持
続

可
能

な
利

活
用

の
調

和
を

目
的

と
す

る
ユ

ネ
ス

コ
エ

コ
パ

ー
ク

の
取

組
の

活
性

化
の

た
め

に
、

国
際

的
な

動
向

や
国

内
の

優
良

事
例

の
共

有
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

開
催

や
、

国
立

公
園

等
の

各
種

取
組

と
の

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
我

が
国

に
お

け
る

ユ
ネ

ス
コ

エ
コ

パ
ー

ク
の

活
動

に
よ

る
自

然
を

活
か

し
た

地
域

づ
く
り

を
促

進
す

る
。

【
文

部
科

学
省

、
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
こ

れ
ま

で
に

新
規

公
募

等
の

情
報

発
信

や
会

議
参

加
を

通
じ

て
ユ

ネ
ス

コ
エ

コ
パ

ー
ク

の
取

組
の

活
性

化
を

推
進

し
て

お
り

、
2
0
2
2
年

度
は

定
期

報
告

と
し

て
「
綾

」
（
宮

崎
県

）
の

申
請

、
2
0
2
4
年

度
は

定
期

報
告

と
し

て
「
只

見
」
（
福

島
県

）
及

び
「
南

ア
ル

プ
ス

」
（
山

梨
県

、
静

岡
県

及
び

長
野

県
）
、

拡
張

登
録

と
し

て
「
志

賀
高

原
」
（
長

野
県

及
び

群
馬

県
）
の

申
請

を
行

っ
た

。

2
0
2
5
年

９
月

の
M

A
B

国
際

調
整

理
事

会
で

南
ア

ル
プ

ス
、

只
見

、
志

賀
高

原
に

関
す

る
審

議
が

行
わ

れ
る

。
引

き
続

き
我

が
国

に
お

け
る

ユ
ネ

ス
コ

エ
コ

パ
ー

ク
の

活
動

に
よ

る
自

然
を

活
か

し
た

地
域

づ
く
り

を
促

進
す

る
。

ユ
ネ

ス
コ

未
来

共
創

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

136



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
2
-
9

ジ
オ

パ
ー

ク
の

取
組

推
進


ユ

ネ
ス

コ
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

の
取

組
の

推
進

国
際

的
な

地
質

学
的

重
要

性
を

有
す

る
地

質
遺

産
を

保
護

し
、

科
学

・
教

育
・

地
域

振
興

等
に

活
用

す
る

こ
と

に
よ

り
自

然
と

人
間

と
の

共
生

及
び

持
続

可
能

な
開

発
を

実
現

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

ユ
ネ

ス
コ

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
の

取
組

の
活

性
化

の
た

め
に

、
我

が
国

に
お

け
る

ユ
ネ

ス
コ

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
の

ユ
ネ

ス
コ

へ
の

推
薦

及
び

審
査

に
係

る
協

力
や

情
報

発
信

等
を

行
う

。
【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

こ
れ

ま
で

に
情

報
発

信
等

を
通

じ
て

ジ
オ

パ
ー

ク
の

取
組

を
推

進
し

て
お

り
、

2
0
2
3
年

度
は

「
ア

ポ
イ

」
（
北

海
道

）
、

「
洞

爺
湖

有
珠

山
」
（
北

海
道

）
、

「
室

戸
」
（
高

知
）
ジ

オ
パ

ー
ク

、
2
0
2
4
年

度
は

「
山

陰
海

岸
」
（
京

都
、

兵
庫

及
び

鳥
取

）
ジ

オ
パ

ー
ク

に
つ

い
て

、
再

認
定

審
査

を
受

け
、

無
事

認
め

ら
れ

た
。

ま
た

、
「
m

in
e

秋
吉

台
」
を

ユ
ネ

ス
コ

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
へ

推
薦

し
た

。

2
0
2
5
年

7
月

に
「
m

in
e
秋

吉
台

」
及

び
4
件

の
再

認
定

案
件

の
現

地
審

査
、

９
月

の
ユ

ネ
ス

コ
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

カ
ウ

ン
シ

ル
で

そ
れ

ら
の

審
議

が
行

わ
れ

る
。

引
き

続
き

我
が

国
に

お
け

る
ユ

ネ
ス

コ
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

の
ユ

ネ
ス

コ
へ

の
推

薦
及

び
審

査
に

係
る

協
力

や
情

報
発

信
等

を
行

う
。

ユ
ネ

ス
コ

未
来

共
創

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

事
業

ジ
オ

パ
ー

ク
の

取
組

推
進


国

立
公

園
に

お
け

る
ジ

オ
パ

ー
ク

と
連

携
し

た
取

組
の

推
進

国
立

公
園

と
ジ

オ
パ

ー
ク

が
重

複
し

た
地

域
に

お
い

て
、

国
立

公
園

と
連

携
し

た
地

形
・
地

質
の

保
全

活
用

計
画

の
策

定
や

連
携

し
た

取
組

に
関

す
る

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
の

開
催

を
実

施
し

、
地

形
・
地

質
を

活
か

し
た

国
立

公
園

の
魅

力
発

信
・
地

域
活

性
化

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

国
立

公
園

と
連

携
し

て
貴

重
な

地
形

・
地

質
の

保
全

と
、

そ
の

魅
力

を
観

光
等

に
活

用
し

地
域

の
活

性
化

を
図

る
取

組
を

1
0
箇

所
の

国
立

公
園

に
て

推
進

し
て

い
る

。

地
方

環
境

事
務

所
等

に
お

い
て

、
ジ

オ
パ

ー
ク

の
協

議
会

等
と

協
力

し
て

、
ジ

オ
パ

ー
ク

と
重

複
し

て
い

る
国

立
公

園
の

魅
力

発
信

と
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
る

取
組

を
推

進
す

る
。

ジ
オ

パ
ー

ク
と

連
携

し
た

地
形

・
地

質
の

保
全

・
活

用
推

進
事

業
の

実
施

地
域

数

現
状

値
　

1
4

目
標

値
　

2
0
（
2
0
3
0

年
度

）

1
0
(2

0
2
5
年

6
月

時
点

)
日

本
の

国
立

公
園

と
世

界
遺

産
を

活
か

し
た

地
域

活
性

化
推

進
費

の
う

ち
ジ

オ
パ

ー
ク

と
連

携
し

た
地

形
・
地

質
の

保
全

活
用

推
進

事
業

2
-
2
-
1
0

持
続

可
能

な
観

光
の

推
進

「
持

続
可

能
な

観
光

」
の

実
現

に
向

け
て

、
地

球
環

境
に

配
慮

し
た

旅
行

を
促

進
す

る
た

め
、

観
光

事
業

者
の

取
組

や
旅

行
者

の
意

識
・
行

動
を

改
善

す
る

取
組

を
推

進
す

る
ほ

か
、

 モ
デ

ル
形

成
を

通
じ

た
地

域
に

お
け

る
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
体

制
の

構
築

等
の

取
組

の
全

国
展

開
を

図
る

と
と

も
に

、
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

等
の

弊
害

を
生

じ
さ

せ
な

い
た

め
の

受
入

環
境

整
備

や
地

域
の

資
源

を
活

か
し

た
コ

ン
テ

ン
ツ

造
成

等
に

取
り

組
む

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

・
「
持

続
可

能
な

観
光

推
進

モ
デ

ル
事

業
」
に

お
い

て
国

内
約

4
5
の

地
域

に
お

け
る

モ
デ

ル
形

成
に

取
り

組
み

、
着

実
に

成
果

を
積

み
重

ね
て

き
た

。
2
0
2
5
年

度
は

６
月

時
点

で
２

地
域

を
採

択
し

、
地

域
の

持
続

可
能

性
の

向
上

に
資

す
る

モ
デ

ル
実

証
を

行
っ

て
い

る
。

こ
れ

ら
の

取
組

を
通

じ
て

、
持

続
可

能
な

観
光

地
域

づ
く

り
に

取
り

組
む

地
域

数
は

7
7
ま

で
増

加
し

た
。

・
観

光
利

用
と

地
域

資
源

の
保

全
を

両
立

す
る

た
め

、
コ

ン
テ

ン
ツ

料
金

に
地

域
還

元
や

資
源

保
全

費
用

を
組

み
込

む
等

に
よ

り
地

域
の

自
然

・
文

化
等

の
保

全
に

繫
げ

る
好

循
環

の
仕

組
み

づ
く
り

を
支

援
し

た
。

な
お

、
2
0
2
4
年

度
で

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
観

光
コ

ン
テ

ン
ツ

強
化

事
業

は
終

了
し

た
。

・
引

き
続

き
、

地
域

が
観

光
地

と
し

て
自

ら
の

価
値

を
磨

き
上

げ
な

が
ら

成
長

を
続

け
、

次
世

代
に

受
け

継
が

れ
て

い
く
べ

く
、

環
境

、
文

化
、

社
会

、
経

済
面

で
の

持
続

可
能

性
を

追
求

す
る

た
め

の
支

援
方

法
等

を
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

・
地

域
の

経
済

・
社

会
・
環

境
の

持
続

可
能

性
の

向
上

に
資

す
る

、
自

然
・
文

化
等

の
地

域
資

源
を

活
用

し
た

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
の

造
成

や
、

地
域

の
魅

力
を

伝
え

る
ロ

ー
カ

ル
ガ

イ
ド

人
材

の
確

保
・
育

成
等

を
通

じ
、

持
続

可
能

な
観

光
地

域
づ

く
り

を
推

進
す

る
。

（
目

標
）

地
域

主
体

で
、

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
を

引
き

起
こ

す
こ

と
な

く
、

観
光

で
得

ら
れ

た
収

益
を

地
域

内
で

循
環

さ
せ

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

社
会

経
済

の
活

性
化

や
文

化
・
環

境
の

保
全

・
再

生
を

図
る

・
引

き
続

き
、

地
域

が
観

光
地

と
し

て
自

ら
の

価
値

を
磨

き
上

げ
な

が
ら

成
長

を
続

け
、

次
世

代
に

受
け

継
が

れ
て

い
く
べ

く
、

環
境

、
文

化
、

社
会

、
経

済
面

で
の

持
続

可
能

性
を

追
求

す
る

た
め

の
取

組
を

進
め

て
い

る
。

ま
た

、
オ

ー
バ

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム

対
策

の
観

点
を

考
慮

し
、

観
光

客
の

受
入

と
地

域
住

民
の

生
活

の
質

の
両

立
を

確
保

す
る

よ
う

、
各

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
取

組
を

総
合

的
に

支
援

し
て

い
る

。
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

・
観

光
利

用
と

地
域

資
源

の
保

全
を

両
立

す
る

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
観

光
コ

ン
テ

ン
ツ

の
造

成
と

提
供

を
行

い
、

観
光

に
よ

る
経

済
・
社

会
・
環

境
へ

の
恩

恵
を

地
域

に
還

元
し

、
地

域
の

持
続

可
能

性
の

向
上

に
資

す
る

好
循

環
の

仕
組

み
づ

く
り

を
支

援
し

た
。

な
お

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
観

光
コ

ン
テ

ン
ツ

強
化

事
業

は
2
0
2
4

年
度

末
で

廃
止

し
た

。

参
事

官
（
外

客
受

入
）
「
持

続
可

能
な

観
光

推
進

モ
デ

ル
事

業
」

観
光

立
国

推
進

基
本

法
第

1
7
条

等

2
-
2
-
1
1

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

・
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

推
進

全
体

構
想

認
定

地
域

に
係

る
情

報
発

信
の

支
援

等
の

ほ
か

、
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
関

す
る

特
に

優
れ

た
取

組
に

対
す

る
表

彰
を

行
う

と
と

も
に

、
自

然
資

源
を

活
用

し
て

地
域

活
性

化
に

取
り

組
む

地
域

を
対

象
に

ガ
イ

ド
や

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

等
の

人
材

育
成

を
行

う
。

・
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

推
進

法
の

基
本

理
念

（
①

自
然

環
境

へ
の

配
慮

、
②

観
光

振
興

へ
の

寄
与

、
③

地
域

振
興

へ
の

寄
与

、
④

環
境

教
育

へ
の

活
用

）
を

踏
ま

え
た

、
地

域
に

お
け

る
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
推

進
を

図
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

・
環

境
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
お

い
て

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
全

体
構

想
認

定
地

域
に

関
す

る
情

報
を

発
信

し
、

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
大

賞
に

よ
る

表
彰

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
地

域
の

自
然

を
守

り
活

か
し

な
が

ら
地

域
活

性
化

に
取

り
組

む
ガ

イ
ド

等
の

方
を

対
象

と
し

た
人

材
育

成
事

業
を

実
施

し
て

い
る

。
・
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

推
進

全
体

構
想

作
成

等
の

地
域

に
お

け
る

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
の

取
組

を
支

援
し

て
い

る
。

・
必

要
な

情
報

に
ア

ク
セ

ス
し

や
す

い
情

報
発

信
と

、
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

大
賞

や
人

材
育

成
事

業
の

参
加

者
拡

大
に

取
り

組
む

。
・
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

推
進

全
体

構
想

の
認

定
を

目
指

す
地

域
以

外
で

の
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

に
関

す
る

協
議

会
の

活
動

や
、

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

対
応

の
取

組
へ

の
支

援
に

つ
い

て
も

推
進

す
る

。

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
全

体
構

想
認

定
数

が
１

以
上

の
都

道
府

県
数

現
状

値
　

1
5

目
標

値
　

4
7
（
2
0
2
8

年
度

）

1
9
(2

0
2
5
年

6
月

時
点

)
日

本
の

国
立

公
園

と
世

界
遺

産
を

活
か

し
た

地
域

活
性

化
推

進
費

の
う

ち
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

を
通

じ
た

地
域

の
魅

力
向

上
事

業
及

び
エ

コ
ツ

ー
リ

ズ
ム

総
合

推
進

事
業

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

事
業

エ
コ

ツ
ー

リ
ズ

ム
推

進
法
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
2
-
1
2

野
生

生
物

の
保

全
に

資
す

る
観

光
の

促
進

地
域

に
生

息
す

る
野

生
生

物
の

観
光

資
源

と
し

て
の

利
用

が
持

続
可

能
で

あ
り

、
野

生
生

物
の

保
全

に
資

す
る

も
の

と
な

る
よ

う
、

地
域

に
お

け
る

ル
ー

ル
作

成
や

利
益

の
一

部
を

保
全

に
活

用
す

る
仕

組
み

づ
く
り

に
関

す
る

情
報

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

ツ
ア

ー
造

成
や

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
を

支
援

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

野
生

生
物

観
光

の
取

り
組

み
事

例
集

と
し

て
「
生

き
も

の
と

の
出

会
い

の
旅

を
創

る
 国

内
・
海

外
2
0
の

事
例

」
を

公
表

し
、

情
報

提
供

を
行

っ
て

い
る

。
地

域
に

お
け

る
野

生
生

物
観

光
の

ル
ー

ル
と

し
て

、
「
ラ

イ
チ

ョ
ウ

観
察

ル
ー

ル
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
」
を

作
成

し
た

。

引
き

続
き

優
良

事
例

集
の

収
集

と
情

報
提

供
に

努
め

る
。

国
立

公
園

等
の

自
然

を
活

用
し

た
滞

在
型

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
創

出
事

業

2
-
2
-
1
3

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
に

お
け

る
持

続
可

能
な

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

「
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

行
動

計
画

2
0
2
2
-
2
0
3
0
」
で

設
定

し
た

特
に

解
決

の
緊

急
性

が
高

い
重

点
課

題
の

一
つ

と
し

て
、

過
剰

な
利

用
や

不
適

切
な

利
用

の
抑

制
と

と
も

に
、

自
然

や
地

域
の

文
化

に
関

す
る

認
識

を
高

め
る

よ
う

な
、

持
続

可
能

な
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
モ

デ
ル

事
例

の
構

築
や

保
全

へ
の

理
解

を
深

め
る

効
果

的
な

多
言

語
対

応
の

普
及

啓
発

ツ
ー

ル
の

開
発

等
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

「
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

行
動

計
画

2
0
2
2
-
2
0
3
0
」
の

モ
デ

ル
事

例
の

候
補

先
に

つ
い

て
検

討
し

ヒ
ア

リ
ン

グ
を

実
施

し
た

。

今
後

も
、

モ
デ

ル
事

例
の

構
築

等
を

推
進

す
る

。
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

対
策

推
進

費
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

行
動

計
画

2
0
2
2
-
2
0
3
0

2
-
2
-
1
4

自
然

等
の

地
域

資
源

を
活

か
し

た
温

泉
地

活
性

化
推

進
事

業

温
泉

入
浴

に
加

え
、

周
辺

の
自

然
、

歴
史

・
文

化
、

食
な

ど
の

地
域

資
源

を
楽

し
み

心
身

と
も

に
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
す

る
新

し
い

温
泉

地
の

過
ご

し
方

で
あ

る
「
新

・
湯

治
」
を

推
進

し
、

温
泉

地
の

活
性

化
を

図
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

「
新

・
湯

治
」
を

推
進

す
る

た
め

、
温

泉
地

全
体

の
療

養
効

果
を

把
握

す
る

た
め

の
全

国
の

温
泉

地
と

連
携

し
た

調
査

、
温

泉
地

に
お

け
る

自
然

資
源

を
は

じ
め

た
と

し
た

地
域

資
源

の
活

用
を

目
的

と
し

た
モ

デ
ル

調
査

、
温

泉
を

と
り

ま
く
多

様
な

連
携

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

で
あ

る
「
チ

ー
ム

　
新

・
湯

治
」
に

お
け

る
セ

ミ
ナ

ー
・
全

国
大

会
の

開
催

等
を

行
い

、
温

泉
地

活
性

化
に

向
け

た
交

流
促

進
・
情

報
発

信
等

を
図

っ
た

。

温
泉

地
に

滞
在

す
る

こ
と

で
得

ら
れ

る
療

養
効

果
を

把
握

す
る

た
め

、
指

輪
型

の
デ

ィ
バ

イ
ス

を
活

用
し

た
客

観
的

な
エ

ビ
デ

ン
ス

の
収

集
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
引

き
続

き
、

「
チ

ー
ム

　
新

・
湯

治
」
に

お
け

る
交

流
促

進
・
情

報
発

信
等

に
よ

り
、

温
泉

地
活

性
化

に
向

け
た

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。

「
チ

ー
ム

新
・
湯

治
」

チ
ー

ム
員

登
録

数
現

状
値

　
3
6
6
団

体
・
個

人
（
2
0
2
1
年

度
末

）
目

標
値

　
前

年
度

比
1
0
%
増

加

4
6
2
団

体
・

個
人

（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

温
泉

の
保

護
及

び
安

全
・
適

正
利

用
推

進
費

温
泉

法

2
-
2
-
1
5

地
域

共
生

型
の

地
熱

利
活

用
を

通
じ

た
地

域
づ

く
り

温
泉

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

に
よ

る
科

学
的

デ
ー

タ
の

収
集

・
調

査
や

周
辺

の
自

然
環

境
及

び
景

観
へ

の
影

響
低

減
策

の
検

討
、

地
域

へ
の

伴
走

支
援

等
に

よ
り

、
地

域
の

自
然

や
社

会
と

共
生

し
た

地
熱

利
活

用
を

推
進

す
る

こ
と

を
通

じ
た

地
域

活
性

化
を

図
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

地
域

共
生

型
の

地
熱

利
活

用
を

促
進

す
る

た
め

、
Io

T
を

活
用

し
た

連
続

温
泉

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
に

よ
る

デ
ー

タ
の

集
約

、
適

切
な

管
理

・
評

価
や

公
開

の
仕

組
み

の
構

築
の

検
討

等
を

行
い

、
「
温

泉
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
マ

ニ
ュ

ア
ル

 別
冊

 I
o
T
を

活
用

し
た

連
続

温
泉

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

編
」
を

と
り

ま
と

め
た

。

地
熱

利
活

用
が

検
討

さ
れ

て
い

る
国

立
・
国

定
公

園
内

及
び

周
辺

の
温

泉
地

で
は

、
客

観
的

な
情

報
の

提
供

等
に

よ
る

地
域

の
不

安
解

消
と

地
元

合
意

の
円

滑
化

が
求

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、
引

き
続

き
、

Io
T
を

活
用

し
た

連
続

温
泉

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
実

施
等

に
よ

り
、

地
域

共
生

型
の

地
熱

開
発

や
温

泉
熱

利
活

用
を

推
進

す
る

。

連
続

温
泉

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

装
置

の
設

置
地

域
数

、
設

置
基

数

現
状

値
　

１
地

域
・
１

基
（
2
0
2
1
年

度
末

）
目

標
値

　
2
0
地

域
・

5
0
基

（
2
0
2
4
年

度
）

2
0
地

域
・
2
4

基
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

環
境

保
全

と
利

用
の

適
正

化
に

よ
る

地
域

共
生

型
再

エ
ネ

導
入

加
速

化
検

討
事

業

温
泉

法
、

自
然

公
園

法
、

地
球

温
暖

化
対

策
推

進
法

2
-
2
-
1
6

自
然

を
活

か
し

た
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
サ

テ
ラ

イ
ト

オ
フ

ィ
ス

の
推

進

国
立

公
園

や
農

泊
地

域
に

お
け

る
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
新

た
な

利
用

の
促

進
な

ど
、

自
然

を
活

か
し

た
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
の

取
組

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

、
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
コ

ロ
ナ

禍
で

各
国

立
公

園
で

の
宿

泊
施

設
を

中
心

に
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
い

う
新

た
な

利
用

の
促

進
が

図
ら

れ
た

。
ア

フ
タ

ー
コ

ロ
ナ

に
お

い
て

も
、

働
き

方
が

変
化

し
、

職
場

だ
け

で
な

く
、

国
立

公
園

に
訪

れ
、

自
然

を
感

じ
な

が
ら

、
仕

事
を

す
る

こ
と

で
効

率
性

も
向

上
す

る
等

の
効

果
も

見
ら

れ
た

。

・
自

然
を

活
か

し
た

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
等

の
取

組
を

推
進

す
る

た
め

、
農

泊
に

取
り

組
む

意
欲

の
あ

る
地

域
に

対
し

て
、

農
泊

の
実

施
体

制
の

整
備

や
経

営
の

強
化

、
食

や
景

観
の

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
と

し
て

の
磨

き
上

げ
、

古
民

家
を

活
用

し
た

滞
在

施
設

の
整

備
な

ど
、

ソ
フ

ト
と

ハ
ー

ド
の

取
組

を
一

体
的

に
支

援
し

た
。

・
引

き
続

き
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
等

で
、

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
情

報
の

発
信

を
行

う
。

・
更

な
る

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
等

の
取

組
を

推
進

す
る

た
め

、
引

き
続

き
農

泊
地

域
の

取
組

へ
の

支
援

を
継

続
す

る
。

施
設

整
備

を
行

い
定

常
的

に
ワ

ー
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
実

施
が

可
能

な
国

立
公

園
数

現
状

値
　

1
6
公

園
（
2
0
2
2
.2

時
点

）
目

標
値

　
2
5
公

園
（
2
0
2
5
年

）

2
7
公

園
（
2
0
2
5
年

3
月

時
点

）

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

事
業 農

山
漁

村
振

興
交

付
金

（
地

域
資

源
活

用
価

値
創

出
対

策
の

う
ち

農
泊

推
進

型
）

自
然

公
園

法

2
-
2
-
1
7

山
村

地
域

の
活

力
維

持
に

向
け

た
取

組
・
林

業
の

新
規

就
業

者
の

確
保

・
育

成
に

向
け

、
就

業
ガ

イ
ダ

ン
ス

及
び

林
業

作
業

士
（
フ

ォ
レ

ス
ト

ワ
ー

カ
ー

）
研

修
等

に
必

要
な

経
費

を
支

援
。

・
健

康
、

観
光

、
教

育
等

の
分

野
で

森
林

空
間

を
活

用
し

て
、

新
た

な
雇

用
と

収
入

機
会

を
生

み
出

す
「
森

林
サ

ー
ビ

ス
産

業
」
の

創
出

・
推

進
の

取
組

を
実

施
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
「
緑

の
雇

用
」
担

い
手

確
保

支
援

事
業

を
通

じ
て

、
新

規
就

業
者

の
確

保
・
育

成
・
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

を
支

援
し

て
い

る
。

・
森

林
サ

ー
ビ

ス
産

業
の

創
出

・
推

進
に

向
け

て
、

森
林

サ
ー

ビ
ス

産
業

に
取

り
組

む
地

域
を

「
森

林
サ

ー
ビ

ス
産

業
推

進
地

域
」
と

し
て

登
録

し
、

林
野

庁
ウ

ェ
ブ

ペ
ー

ジ
等

で
広

く
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

ま
た

、
推

進
地

域
と

森
林

で
の

体
験

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
心

が
あ

る
企

業
等

と
が

交
流

で
き

る
場

と
し

て
「
山

村
と

企
業

を
つ

な
ぐ

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
を

開
催

し
た

。

・
引

き
続

き
、

新
規

就
業

者
の

確
保

・
育

成
・
キ

ャ
リ

ア
ア

ッ
プ

を
支

援
す

る
。

・
引

き
続

き
、

「
森

林
サ

ー
ビ

ス
産

業
」
の

創
出

・
推

進
の

取
組

を
進

め
る

。

①
安

全
か

つ
効

率
的

な
技

術
を

有
す

る
新

規
就

業
者

数

②
森

林
サ

ー
ビ

ス
産

業
に

取
組

む
地

域
数

①
現

状
値

　
7
2
0
人

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

1
,2

0
0
人

（
2
0
2
5
年

度
ま

で
毎

年
度

）

②
現

状
値

　
2
1
地

域
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

4
5
地

域
（
2
0
2
5
年

度
）

①
7
0
8
人

(2
0
2
4
年

度
)

②
5
8
地

域
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

・
森

林
・
林

業
担

い
手

育
成

総
合

対
策

・
林

業
・
木

材
産

業
循

環
成

長
対

策
の

う
ち

森
林

総
合

利
用

対
策

（
森

林
活

（
も

り
か

つ
）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

森
林

・
林

業
基

本
計

画
（
令

和
3

年
6
月

1
5
日

閣
議

決
定

）

2
-
2
-
1
8

里
地

里
山

の
未

来
拠

点
形

成
の

推
進

重
要

里
地

里
山

等
の

生
物

多
様

性
保

全
上

重
要

な
地

域
に

お
い

て
、

環
境

的
課

題
と

社
会

経
済

的
課

題
の

統
合

的
解

決
に

向
け

た
新

た
な

仕
組

み
づ

く
り

を
推

進
す

る
た

め
、

里
地

里
山

の
資

源
を

活
用

し
た

ス
モ

ー
ル

ビ
ジ

ネ
ス

を
創

出
な

ど
、

里
地

里
山

の
保

全
・
活

用
に

資
す

る
先

進
的

・
効

果
的

な
活

動
の

支
援

等
を

行
う

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

生
物

多
様

性
保

全
推

進
支

援
事

業
に

よ
り

地
域

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

保
全

再
生

に
資

す
る

先
行

的
・

効
率

的
な

活
動

を
支

援
し

、
国

土
全

体
の

生
物

多
様

性
の

保
全

・
再

生
を

推
進

し
て

い
る

。

引
き

続
き

、
生

物
多

様
性

保
全

推
進

支
援

事
業

に
よ

る
支

援
数

を
増

加
し

、
地

域
に

お
け

る
生

物
多

様
性

の
保

全
に

関
す

る
活

動
の

推
進

を
図

る
。

生
物

多
様

性
保

全
推

進
支

援
事

業
（
里

山
未

来
拠

点
形

成
支

援
事

業
）
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
2
-
1
9

多
様

な
主

体
に

よ
る

里
山

林
へ

の
働

き
か

け
の

推
進

・
森

林
の

多
面

的
機

能
発

揮
と

と
も

に
関

係
人

口
の

創
出

を
通

じ
、

山
村

地
域

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

維
持

す
る

。
・
活

性
化

を
図

る
た

め
、

地
域

住
民

等
に

よ
る

活
動

組
織

が
実

施
す

る
森

林
の

保
全

管
理

等
の

取
組

を
支

援
す

る
。

・
森

林
の

持
続

可
能

性
が

確
保

さ
れ

た
形

で
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

を
進

め
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
森

林
の

多
面

的
機

能
の

発
揮

や
山

村
集

落
の

維
持

・
活

性
化

を
図

る
た

め
、

地
域

住
民

等
で

構
成

さ
れ

る
活

動
組

織
に

よ
る

里
山

林
の

保
全

活
動

を
支

援
し

て
い

る
。

・
チ

ッ
プ

製
造

施
設

等
の

施
設

整
備

や
、

地
域

一
体

で
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

を
活

用
す

る
「
地

域
内

エ
コ

シ
ス

テ
ム

」
の

構
築

等
に

対
す

る
支

援
を

行
い

、
森

林
の

持
続

可
能

性
が

確
保

さ
れ

た
形

で
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

を
進

め
た

。

・
今

後
も

継
続

し
て

里
山

林
の

保
全

活
動

を
支

援
す

る
取

組
を

進
め

る
。

・
引

き
続

き
、

森
林

の
持

続
可

能
性

が
確

保
さ

れ
た

形
で

木
質

バ
イ

オ
マ

ス
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
利

用
を

進
め

る
。

①
各

支
援

メ
ニ

ュ
ー

ご
と

に
設

定
さ

れ
た

森
林

の
多

面
的

機
能

の
発

揮
に

関
す

る
目

標
を

達
成

し
た

活
動

組
織

の
割

合

②
木

材
の

燃
料

利
用

量

①
現

状
値

　
8
0
％

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

8
0
％

（
2
0
2
6
年

度
）

②
現

状
値

　
7
0
0
万

㎥
（
2
0
1
9
年

）
目

標
値

　
8
0
0
万

㎥
（
2
0
2
5
年

）

①
9
6
％

（
2
0
2
3

年
度

）

②
約

1
,1

3
2

万
㎥

（
2
0
2
3
年

）

・
里

山
林

活
性

化
に

よ
る

多
面

的
機

能
発

揮
対

策
・
林

業
・
木

材
産

業
循

環
成

長
対

策
・
木

材
需

要
の

創
出

・
輸

出
力

強
化

対
策

森
林

・
林

業
基

本
計

画
（
令

和
３

年
６

月
1
5
日

閣
議

決
定

）

2
-
2
-
2
0

農
山

漁
村

の
活

性
化

に
向

け
た

多
岐

に
わ

た
る

生
物

多
様

性
保

全
の

取
組

・
農

業
・
農

村
の

有
す

る
多

面
的

機
能

を
次

世
代

に
継

承
し

、
そ

の
便

益
を

国
民

が
幅

広
く
享

受
で

き
る

よ
う

、
集

落
内

外
の

多
様

な
人

材
・
土

地
改

良
区

等
の

組
織

と
協

力
し

な
が

ら
、

地
域

の
共

同
活

動
へ

の
参

加
者

を
増

加
さ

せ
る

。
・
地

域
の

農
業

者
だ

け
で

な
く
多

様
な

主
体

の
参

画
を

得
て

、
地

域
ぐ

る
み

で
農

地
・
農

業
用

水
等

の
資

源
を

保
全

管
理

す
る

取
組

と
併

せ
て

、
水

質
保

全
や

生
態

系
保

全
等

の
農

村
環

境
の

向
上

に
資

す
る

取
組

を
支

援
す

る
。

・
世

界
農

業
遺

産
及

び
日

本
農

業
遺

産
に

つ
い

て
、

情
報

発
信

を
通

じ
た

認
知

度
向

上
等

の
取

組
を

支
援

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
地

域
の

農
業

者
だ

け
で

な
く
多

様
な

主
体

の
参

画
を

得
て

、
地

域
ぐ

る
み

で
農

地
・
農

業
用

水
等

の
資

源
を

保
全

管
理

す
る

取
組

と
併

せ
て

、
水

質
保

全
や

生
態

系
保

全
等

の
農

村
環

境
の

向
上

に
資

す
る

取
組

を
支

援
す

る
こ

と
な

ど
に

よ
り

、
地

域
に

よ
る

農
地

・
農

業
用

水
等

の
保

全
管

理
へ

の
延

べ
参

加
者

数
が

7
5
3
万

人
・
団

体
(2

0
2
1
～

2
0
2
3
年

度
)と

な
る

と
と

も
に

、
農

地
・
農

業
用

水
等

の
保

全
管

理
に

係
る

地
域

の
共

同
活

動
に

よ
り

広
域

的
に

保
全

管
理

さ
れ

る
農

地
面

積
の

割
合

が
4
8
%
(2

0
2
3
年

度
)と

な
っ

た
。

・
世

界
農

業
遺

産
及

び
日

本
農

業
遺

産
に

係
る

認
知

度
向

上
の

た
め

、
大

阪
・
関

西
万

博
等

に
お

い
て

地
域

の
魅

力
や

農
林

水
産

業
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
紹

介
す

る
展

示
等

を
行

っ
た

。

・
人

口
減

少
・
高

齢
化

に
伴

い
、

共
同

活
動

の
継

続
が

困
難

と
な

る
こ

と
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
活

動
組

織
の

更
な

る
体

制
強

化
に

向
け

、
多

様
な

人
材

の
参

画
及

び
活

動
組

織
の

広
域

化
を

推
進

す
る

。

・
更

な
る

認
知

度
向

上
・
理

解
醸

成
を

図
る

た
め

、
引

続
き

情
報

発
信

を
継

続
す

る
。

①
地

域
に

よ
る

農
地

・
農

業
用

水
等

の
保

全
管

理
へ

の
延

べ
参

加
者

数

②
中

山
間

地
域

等
の

農
用

地
面

積
の

減
少

防
止

③
農

地
・
農

業
用

水
等

の
保

全
管

理
に

係
る

地
域

の
共

同
活

動
に

よ
り

広
域

的
に

保
全

管
理

さ
れ

る
農

地
面

積
の

割
合

①
現

状
値

　
延

べ
1
,3

0
1
万

人
・
団

体
（
2
0
1
6
～

2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

延
べ

1
,4

0
0
万

人
・
団

体
（
2
0
2
1
～

2
0
2
5
年

度
）

②
現

状
値

　
7
.2

万
h
a（

2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

7
.5

万
h
a

（
2
0
2
4
年

度
）

③
現

状
値

　
4
6
％

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

6
0
％

（
2
0
2
5
年

度
）

①
7
5
3
万

人
・
団

体
(2

0
2
1
～

2
0
2
3
年

度
)

②
8
.4

万
h
a

（
2
0
2
3
年

度
）

③ 4
8
%
(2

0
2
3

年
度

)

①
多

面
的

機
能

支
払

交
付

金
②

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

交
付

金
③

農
山

漁
村

振
興

交
付

金
（
農

山
漁

村
情

報
発

信
事

業
）

農
業

の
有

す
る

多
面

的
機

能
の

発
揮

の
促

進
に

関
す

る
法

律

2
-
2
-
2
1

農
業

生
産

活
動

維
持

に
向

け
た

中
山

間
地

域
等

へ
の

支
援

中
山

間
地

域
等

に
お

い
て

、
農

業
生

産
条

件
の

不
利

を
補

正
す

る
こ

と
に

よ
り

、
将

来
に

向
け

て
農

業
生

産
活

動
を

維
持

す
る

た
め

の
活

動
を

支
援

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

中
山

間
地

域
等

に
お

い
て

、
農

業
生

産
条

件
の

不
利

を
補

正
す

る
こ

と
に

よ
り

、
将

来
に

向
け

た
農

業
生

産
活

動
の

継
続

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

減
少

が
防

止
さ

れ
る

中
山

間
地

域
等

の
農

用
地

の
面

積
を

8
.4

万
h
a（

2
0
2
3
年

度
）
と

算
定

し
て

い
る

。

人
口

減
少

・
高

齢
化

に
よ

る
協

定
参

加
者

の
減

少
等

に
よ

り
、

取
組

面
積

の
減

少
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
集

落
協

定
の

体
制

強
化

を
図

る
取

組
を

推
進

し
、

将
来

に
わ

た
り

、
農

業
生

産
活

動
の

継
続

に
取

り
組

む
農

地
の

維
持

・
拡

大
を

図
る

。

中
山

間
地

域
等

の
農

用
地

面
積

の
減

少
防

止

現
状

値
　

7
.2

万
h
a

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

7
.5

万
h
a

（
2
0
2
4
年

度
）

8
.4

万
h
a

（
2
0
2
3
年

度
）

中
山

間
地

域
等

直
接

支
払

交
付

金
農

業
の

有
す

る
多

面
的

機
能

の
発

揮
の

促
進

に
関

す
る

法
律

2
-
2
-
2
2

水
産

業
・
漁

村
の

多
面

的
機

能
の

発
揮

へ
の

取
組

の
支

援

環
境

・
生

態
系

の
維

持
・
回

復
や

安
心

し
て

活
動

で
き

る
海

域
の

確
保

な
ど

、
漁

業
者

等
が

行
う

水
産

業
・
漁

村
の

多
面

的
機

能
の

発
揮

に
資

す
る

地
域

の
活

動
を

支
援

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

漁
業

者
等

が
行

う
環

境
・
生

態
系

の
維

持
・
回

復
に

資
す

る
取

組
み

を
支

援
し

て
お

り
、

活
動

箇
所

に
お

け
る

生
物

量
は

全
国

平
均

で
約

４
％

増
加

し
た

。

気
候

変
動

・
環

境
変

化
に

よ
る

藻
場

の
減

少
等

に
対

応
し

、
漁

業
者

等
が

行
う

環
境

・
生

態
系

の
維

持
・
回

復
に

資
す

る
取

組
み

を
支

援
す

る
必

要
が

あ
る

。

対
象

水
域

で
の

生
物

量
の

増
加

割
合

現
状

値
　

0
％

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

2
0
%
増

加
（
2
0
2
5
年

度
ま

で
）

４
％

増
加

（
2
0
2
3
年

度
）

水
産

多
面

的
機

能
発

揮
対

策
事

業
漁

業
法

2
-
2
-
2
3

か
わ

ま
ち

づ
く
り

等
の

魅
力

あ
る

水
辺

空
間

の
創

出

人
と

水
と

の
ふ

れ
あ

い
の

場
と

し
て

重
要

で
あ

る
水

辺
に

つ
い

て
、

安
全

に
水

辺
に

近
づ

け
る

親
水

護
岸

の
整

備
等

を
行

い
、

水
辺

に
親

し
む

空
間

や
、

水
や

生
物

に
ふ

れ
ら

れ
る

環
境

教
育

の
場

と
し

て
活

用
す

る
。

さ
ら

に
、

民
間

活
力

を
積

極
的

に
引

き
出

す
た

め
の

機
運

の
醸

成
に

加
え

て
、

地
域

の
創

意
工

夫
を

促
し

、
地

域
振

興
拠

点
の

整
備

等
を

促
進

す
る

こ
と

に
よ

り
、

か
わ

ま
ち

づ
く
り

等
の

地
域

特
有

の
景

観
、

歴
史

、
文

化
、

観
光

基
盤

な
ど

を
有

す
る

魅
力

あ
る

水
辺

空
間

を
ま

ち
づ

く
り

と
一

体
と

な
っ

て
創

出
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

○
b 

進
捗

中
人

と
水

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場

と
し

て
重

要
で

あ
る

水
辺

に
つ

い
て

、
安

全
に

水
辺

に
近

づ
け

る
親

水
護

岸
の

整
備

等
を

行
い

、
水

辺
に

親
し

む
空

間
や

、
水

や
生

物
に

ふ
れ

ら
れ

る
環

境
教

育
の

場
と

し
て

活
用

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
民

間
活

力
を

積
極

的
に

引
き

出
す

た
め

の
機

運
の

醸
成

に
加

え
て

、
地

域
の

創
意

工
夫

を
促

し
、

地
域

振
興

拠
点

の
整

備
等

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
か

わ
ま

ち
づ

く
り

等
の

地
域

特
有

の
景

観
、

歴
史

、
文

化
、

観
光

基
盤

な
ど

を
有

す
る

魅
力

あ
る

水
辺

空
間

を
ま

ち
づ

く
り

と
一

体
と

な
っ

て
創

出
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
人

と
水

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場

と
し

て
重

要
で

あ
る

水
辺

に
つ

い
て

、
安

全
に

水
辺

に
近

づ
け

る
親

水
護

岸
の

整
備

等
を

行
い

、
水

辺
に

親
し

む
空

間
や

、
水

や
生

物
に

ふ
れ

ら
れ

る
環

境
教

育
の

場
と

し
て

活
用

す
る

。
さ

ら
に

、
民

間
活

力
を

積
極

的
に

引
き

出
す

た
め

の
機

運
の

醸
成

に
加

え
て

、
地

域
の

創
意

工
夫

を
促

し
、

地
域

振
興

拠
点

の
整

備
等

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
か

わ
ま

ち
づ

く
り

等
の

地
域

特
有

の
景

観
、

歴
史

、
文

化
、

観
光

基
盤

な
ど

を
有

す
る

魅
力

あ
る

水
辺

空
間

を
ま

ち
づ

く
り

と
一

体
と

な
っ

て
創

出
す

る
。

水
辺

の
賑

わ
い

創
出

に
向

け
、

水
辺

と
ま

ち
が

一
体

と
な

っ
た

取
組

を
実

施
し

た
市

区
町

村
の

数

現
状

値
　

4
3
3
市

区
町

村
（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

6
5
8
市

区
町

村
（
2
0
2
5
年

度
）

5
3
0
市

区
町

村
（
2
0
2
4
年

度
）

・
治

水
事

業
等

関
係

費
の

内
数

・
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
の

内
数

2
-
2
-
2
4

風
致

地
区

を
活

用
し

た
都

市
に

お
け

る
風

致
の

維
持

風
致

地
区

は
、

樹
林

地
、

水
辺

地
な

ど
、

良
好

な
自

然
環

境
を

維
持

・
創

出
し

、
都

市
に

お
け

る
生

物
の

生
息

・
生

育
の

場
を

提
供

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

制
度

の
的

確
な

運
用

を
図

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

樹
林

地
・
水

辺
地

な
ど

、
良

好
な

自
然

環
境

の
維

持
・

創
出

に
資

す
る

風
致

地
区

の
指

定
を

推
進

し
、

連
続

性
の

あ
る

生
き

も
の

の
生

息
・
生

育
空

間
を

確
保

し
た

。

緑
の

基
本

計
画

に
基

づ
き

引
き

続
き

取
組

を
推

進
す

る
。

都
市

計
画

法

2
-
2
-
2
5

生
物

多
様

性
に

も
貢

献
す

る
歴

史
的

風
土

の
保

存

我
が

国
の

歴
史

上
意

義
を

有
す

る
建

造
物

、
遺

跡
等

が
周

囲
の

自
然

的
環

境
と

一
体

を
な

し
て

古
都

に
お

け
る

伝
統

と
文

化
を

具
現

し
、

及
び

形
成

し
て

い
る

土
地

の
状

況
で

あ
る

「
歴

史
的

風
土

」
を

保
存

す
る

た
め

に
地

方
公

共
団

体
が

行
う

行
為

規
制

に
伴

う
損

失
補

償
や

土
地

の
買

い
入

れ
、

施
設

の
整

備
、

景
観

阻
害

物
件

の
除

去
に

対
し

、
国

の
補

助
に

よ
る

支
援

を
行

う
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

歴
史

的
風

土
保

存
の

観
点

か
ら

緑
地

を
指

定
し

、
一

定
の

行
為

を
規

制
す

る
こ

と
で

、
生

き
も

の
の

生
息

・
生

育
空

間
を

確
保

し
た

。

2
0
2
4
年

の
都

市
緑

地
法

改
正

に
よ

り
都

市
の

緑
地

の
保

全
及

び
緑

化
の

推
進

を
図

る
制

度
の

充
実

が
図

ら
れ

て
お

り
、

そ
れ

ら
を

含
め

た
各

種
施

策
の

総
合

的
な

展
開

を
よ

り
一

層
推

進
す

る
こ

と
が

必
要

に
な

る
。

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
古

都
に

お
け

る
歴

史
的

風
土

の
保

存
に

関
す

る
特

別
措

置
法

（
古

都
保

存
法

）
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
2
-
2
6

自
然

的
名

勝
の

保
存

・
活

用
の

推
進

我
が

国
に

と
っ

て
芸

術
上

又
は

観
賞

上
価

値
の

高
い

庭
園

等
、

自
然

環
境

を
構

成
要

素
と

す
る

名
勝

を
指

定
し

、
保

護
に

関
す

る
取

組
を

推
進

す
る

。
具

体
的

に
は

、
調

査
な

ど
に

関
す

る
補

助
や

、
地

方
公

共
団

体
が

指
定

さ
れ

た
名

勝
を

公
有

化
す

る
事

業
に

対
し

、
そ

の
一

部
の

補
助

を
実

施
し

て
い

る
。

【
文

部
科

学
省

】

a+
既

に
達

成
済

み
2
0
2
4
年

度
は

、
新

た
に

3
件

の
名

勝
を

指
定

し
、

特
別

名
勝

、
名

勝
は

合
計

4
3
2
件

と
な

っ
た

。
ま

た
、

同
年

度
中

に
は

9
6
件

の
事

業
に

補
助

を
実

施
し

た
。

2
0
2
5

年
度

に
つ

い
て

も
現

状
9
7
件

の
事

業
に

補
助

を
実

施
し

つ
つ

、
新

た
に

名
勝

に
指

定
す

る
名

勝
地

を
検

討
中

で
あ

る
。

引
き

続
き

名
勝

の
指

定
を

進
め

、
指

定
さ

れ
た

名
勝

地
へ

の
補

助
を

実
施

す
る

。
名

勝
調

査
、

史
跡

等
買

上
げ

、
史

跡
等

保
存

活
用

計
画

策
定

、
歴

史
活

き
活

き
！

史
跡

等
総

合
活

用
整

備

文
化

財
保

護
法

2
-
2
-
2
7

文
化

財
保

存
活

用
地

域
計

画
の

作
成

支
援

2
0
1
8
年

の
文

化
財

保
護

法
（
昭

和
2
5
 年

法
律

第
2
1
4
 号

）
の

改
正

に
よ

り
新

た
に

制
度

化
さ

れ
た

、
当

該
市

町
村

に
お

け
る

文
化

財
の

保
存

・
活

用
に

関
す

る
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

か
つ

ア
ク

シ
ョ

ン
プ

ラ
ン

で
あ

る
「
文

化
財

保
存

活
用

地
域

計
画

」
を

市
町

村
が

作
成

す
る

に
当

た
り

、
支

援
す

る
。

【
文

部
科

学
省

】

a+
既

に
達

成
済

み
2
0
2
4
年

度
は

、
計

5
6
件

（
新

規
5
5
件

、
第

2
期

1
件

）
の

計
画

を
認

定
し

、
認

定
自

治
体

数
は

1
9
4
市

町
村

と
な

っ
た

。
ま

た
、

同
年

度
中

に
は

1
2
1
件

の
作

成
事

業
に

補
助

を
実

施
し

た
。

2
0
2
5
年

度
に

つ
い

て
も

現
状

8
8
件

の
作

成
事

業
に

補
助

を
実

施
し

、
作

成
を

支
援

し
て

い
る

。

引
き

続
き

地
域

計
画

の
作

成
を

推
進

し
、

作
成

事
業

に
あ

た
っ

て
は

補
助

を
実

施
す

る
。

地
域

文
化

財
総

合
活

用
推

進
事

業
（
文

化
財

保
存

活
用

地
域

計
画

作
成

）

文
化

財
保

護
法

2
-
2
-
2
8

文
化

的
景

観
の

保
存

・
活

用
自

然
と

人
間

と
が

関
わ

り
な

が
ら

は
ぐ

く
ま

れ
た

文
化

的
景

観
を

保
護

す
る

観
点

か
ら

、
適

切
な

保
護

の
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

て
重

要
な

文
化

的
景

観
を

対
象

と
し

て
、

重
要

文
化

的
景

観
の

選
定

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
選

定
さ

れ
た

地
域

に
つ

い
て

修
理

・
修

景
を

行
う

整
備

事
業

や
普

及
啓

発
に

係
る

取
組

に
対

す
る

補
助

を
実

施
し

て
い

る
。

【
文

部
科

学
省

】

a+
既

に
達

成
済

み
2
0
2
4
年

度
は

、
新

た
な

重
要

文
化

的
景

観
と

し
て

「
大

谷
の

奇
岩

群
と

採
石

産
業

の
文

化
的

景
観

」
を

選
定

し
、

重
要

文
化

的
景

観
は

合
計

7
3
件

と
な

っ
た

。
ま

た
、

同
年

度
中

に
は

3
9
件

の
事

業
に

補
助

を
実

施
し

た
。

2
0
2
5
年

度
に

つ
い

て
も

現
状

3
6
件

の
事

業
に

補
助

を
実

施
し

つ
つ

、
新

た
に

重
要

文
化

的
景

観
に

選
定

す
る

景
観

地
を

検
討

中
で

あ
る

。

引
き

続
き

重
要

文
化

的
景

観
の

選
定

を
進

め
、

選
定

さ
れ

た
景

観
地

へ
の

補
助

を
実

施
す

る
。

文
化

的
景

観
保

護
推

進
事

業
文

化
財

保
護

法

2
-
2
-
2
9

福
島

グ
リ

ー
ン

復
興

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

福
島

県
内

の
豊

か
な

自
然

を
保

全
し

、
魅

力
の

向
上

や
周

遊
の

仕
組

み
づ

く
り

等
を

通
じ

て
自

然
公

園
利

用
者

の
回

復
等

を
図

り
な

が
ら

、
自

然
の

恵
み

や
持

続
可

能
な

活
用

等
を

次
世

代
に

継
承

す
る

こ
と

を
目

的
に

福
島

県
と

進
め

る
福

島
グ

リ
ー

ン
復

興
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
1
9
年

4
月

に
福

島
県

と
共

同
策

定
し

た
「
ふ

く
し

ま
グ

リ
ー

ン
復

興
構

想
」
を

踏
ま

え
、

国
立

・
国

定
公

園
の

魅
力

向
上

、
県

立
自

然
公

園
か

ら
国

定
公

園
へ

の
格

上
げ

、
福

島
県

内
の

自
然

公
園

を
周

遊
す

る
仕

組
み

づ
く
り

に
関

す
る

事
業

を
実

施
。

2
0
2
4
年

度
は

、
尾

瀬
沼

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

自
然

ふ
れ

あ
い

イ
ベ

ン
ト

の
開

催
や

、
裏

磐
梯

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

の
改

修
工

事
の

実
施

な
ど

、
国

立
公

園
の

魅
力

向
上

の
た

め
の

取
組

を
行

っ
た

。

「
ふ

く
し

ま
グ

リ
ー

ン
復

興
構

想
」
に

基
づ

き
、

優
れ

た
自

然
環

境
を

有
す

る
国

立
・
国

定
公

園
の

魅
力

向
上

や
、

自
然

資
源

、
歴

史
や

文
化

、
景

観
、

食
、

温
泉

等
の

地
域

資
源

を
取

り
入

れ
た

国
立

・
国

定
公

園
間

を
広

域
的

に
周

遊
す

る
仕

組
み

づ
く
り

な
ど

の
取

組
を

進
め

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

に
よ

り
、

自
然

環
境

の
保

全
と

調
和

を
図

る
適

正
な

利
用

を
推

進
し

、
交

流
人

口
の

拡
大

を
目

指
す

。

2
-
2
-
3
0

復
興

ま
ち

づ
く
り

に
資

す
る

公
園

緑
地

の
整

備

「
東

日
本

大
震

災
か

ら
の

復
興

に
係

る
公

園
緑

地
整

備
に

関
す

る
技

術
的

指
針

」
を

周
知

し
、

復
興

ま
ち

づ
く
り

に
資

す
る

公
園

緑
地

の
整

備
に

あ
た

っ
て

の
地

域
生

態
系

の
復

元
・
保

全
を

行
う

取
組

み
を

推
進

す
る

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

被
災

都
市

に
お

け
る

復
興

ま
ち

づ
く
り

計
画

、
事

業
計

画
等

の
検

討
・
実

現
の

参
考

と
な

る
よ

う
、

当
該

指
針

の
周

知
を

図
り

、
地

域
生

態
系

の
復

元
・
保

全
を

行
う

取
組

を
推

進
し

た
。

引
き

続
き

、
必

要
に

応
じ

た
当

該
技

術
的

指
針

の
周

知
を

図
る

。

2
-
3
-
1

生
態

系
が

有
す

る
機

能
を

活
か

し
た

気
候

変
動

対
策

の
推

進

生
態

系
を

活
用

し
た

適
応

策
（
E
bA

）
や

生
態

系
を

活
用

し
た

防
災

・
減

災
（
E
c
o
-
D

R
R

）
に

つ
い

て
、

生
態

系
機

能
の

評
価

や
可

視
化

に
関

す
る

取
組

を
進

め
る

と
と

も
に

、
地

方
公

共
団

体
等

の
実

務
者

向
け

の
手

引
き

の
普

及
・
活

用
を

通
じ

て
地

域
に

お
け

る
取

組
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

「
生

態
系

を
活

用
し

た
気

候
変

動
適

応
策

（
E
bA

）
 計

画
と

実
施

の
手

引
き

」
、

並
び

に
「
持

続
可

能
な

地
域

づ
く
り

の
た

め
の

生
態

系
を

活
用

し
た

防
災

・
減

災
(E

c
o
-
D

R
R

)の
手

引
き

」
及

び
E
c
o
-
D

R
R

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

場
所

を
可

視
化

す
る

「
生

態
系

保
全

・
再

生
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
マ

ッ
プ

」
の

全
国

規
模

の
ベ

ー
ス

マ
ッ

プ
を

令
和

4
年

度
に

公
表

し
、

生
態

系
が

有
す

る
機

能
を

活
か

し
た

気
候

変
動

対
策

に
つ

い
て

普
及

を
図

っ
た

。

「
生

態
系

を
活

用
し

た
気

候
変

動
適

応
策

（
E
bA

）
 計

画
と

実
施

の
手

引
き

」
や

「
持

続
可

能
な

地
域

づ
く
り

の
た

め
の

生
態

系
を

活
用

し
た

防
災

・
減

災
(E

c
o
-

D
R

R
)の

手
引

き
」
、

「
生

態
系

保
全

・
再

生
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
マ

ッ
プ

」
の

普
及

・
活

用
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

基
盤

的
事

業
費

2
-
3
-
2

森
林

吸
収

源
対

策
適

切
な

間
伐

の
実

施
等

の
取

組
に

加
え

、
人

工
林

に
 お

い
て

「
伐

っ
て

、
使

っ
て

、
植

え
る

」
循

環
利

用
の

確
立

を
図

り
、

木
材

利
用

を
拡

大
し

つ
つ

、
 エ

リ
ー

ト
ツ

リ
ー

等
の

再
造

林
等

に
よ

り
成

長
の

旺
盛

な
若

い
森

林
を

確
実

に
造

成
し

て
い

く
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

森
林

の
経

営
管

理
の

集
積

・
集

約
化

を
加

速
す

る
た

め
、

2
0
2
5
年

５
月

に
「
森

林
経

営
管

理
法

」
を

改
正

し
た

。
森

林
整

備
事

業
や

「
森

林
の

間
伐

等
の

実
施

の
促

進
に

関
す

る
特

別
措

置
法

」
に

基
づ

く
支

援
措

置
等

に
よ

り
、

間
伐

や
再

造
林

等
の

森
林

整
備

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

建
築

物
等

へ
の

木
材

利
用

を
促

進
し

た
。

引
き

続
き

森
林

吸
収

源
対

策
を

着
実

に
推

進
す

る
こ

と
で

、
森

林
資

源
の

循
環

利
用

を
確

立
し

、
成

長
の

旺
盛

な
若

い
森

林
の

造
成

に
取

り
組

む
。

森
林

整
備

事
業

等

行
動

目
標

2
-
3
　

気
候

変
動

緩
和

・
適

応
に

も
貢

献
す

る
自

然
再

生
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
吸

収
源

対
策

・
温

室
効

果
ガ

ス
排

出
削

減
の

観
点

か
ら

現
状

以
上

の
生

態
系

の
保

全
と

活
用

を
進

め
る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
3
-
3

森
林

病
害

虫
防

除
対

策
及

び
林

野
火

災
の

予
防

に
よ

る
森

林
の

保
全

森
林

生
態

系
の

保
全

の
た

め
、

都
道

府
県

等
と

連
携

し
て

、
松

く
い

虫
や

ナ
ラ

枯
れ

の
被

害
対

策
等

の
森

林
病

害
虫

防
除

対
策

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

林
野

火
災

の
予

防
に

取
り

組
む

。
ま

た
、

病
害

虫
に

対
し

て
抵

抗
性

を
有

す
る

品
種

の
開

発
な

ど
、

生
物

害
に

対
す

る
森

林
被

害
軽

減
・
共

存
技

術
の

開
発

を
行

う
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

森
林

病
害

虫
防

除
対

策
の

推
進

、
林

野
火

災
の

予
防

に
よ

る
森

林
の

保
全

を
推

進
し

た
。

ま
た

、
マ

ツ
ノ

ザ
イ

セ
ン

チ
ュ

ウ
抵

抗
性

品
種

を
2
0
2
4
年

3
月

時
点

で
6
1
1

品
種

開
発

し
て

、
普

及
に

向
け

た
取

組
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

森
林

病
害

虫
等

被
害

対
策

事
業

等
を

推
進

す
る

。
保

全
す

べ
き

松
林

の
被

害
率

が
１

％
未

満
の

「
微

害
」
に

抑
え

ら
れ

て
い

る
都

府
県

の
割

合

現
状

値
　

8
5
％

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

1
0
0
%

（
2
0
2
5
年

度
）

8
7
%
（
2
0
2
3

年
度

）
・
森

林
病

害
虫

等
被

害
対

策
事

業
・
林

業
・
木

材
産

業
循

環
成

長
対

策
交

付
金

・
国

立
研

究
開

発
法

人
森

林
研

究
・

整
備

機
構

森
林

総
合

研
究

所
研

究
・
育

種
勘

定
運

営
費

交
付

金

2
-
3
-
4

都
市

緑
化

等
に

よ
る

吸
収

源
対

策
等

の
推

進

都
市

緑
化

等
に

よ
る

温
室

効
果

ガ
ス

吸
収

源
対

策
と

し
て

、
吸

収
量

の
算

定
方

法
等

の
整

備
や

都
市

緑
化

等
の

意
義

や
効

果
の

普
及

啓
発

を
行

う
と

共
に

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

吸
収

源
と

な
る

都
市

公
園

の
整

備
や

、
緑

地
の

保
全

等
へ

の
支

援
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

都
市

公
園

や
建

築
物

の
敷

地
等

に
お

い
て

緑
化

に
よ

る
地

表
面

被
覆

の
改

善
等

の
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
対

策
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

、
冷

暖
房

需
要

を
低

減
す

る
等

、
間

接
的

な
二

酸
化

炭
素

排
出

量
の

削
減

に
つ

な
が

る
取

組
を

推
進

す
る

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

の
都

市
緑

地
法

改
正

に
よ

り
、

特
別

緑
地

保
全

地
区

に
係

る
制

度
改

正
及

び
優

良
緑

地
確

保
計

画
認

定
制

度
（
T
S
U

N
A

G
）
の

創
設

を
行

い
、

都
市

の
緑

地
保

全
及

び
緑

化
推

進
を

通
じ

た
吸

収
源

対
策

等
の

推
進

を
図

っ
た

。
ま

た
、

吸
収

量
の

算
定

方
法

に
つ

い
て

、
優

良
緑

地
確

保
計

画
認

定
緑

地
を

新
た

な
算

定
対

象
に

追
加

す
る

な
ど

、
算

定
方

法
の

改
善

を
図

っ
た

。

温
室

効
果

ガ
ス

の
吸

収
源

と
な

る
都

市
公

園
の

整
備

や
、

改
正

都
市

緑
地

法
等

に
基

づ
く
都

市
の

緑
地

の
保

全
及

び
緑

化
の

推
進

を
図

っ
て

い
く
と

と
も

に
、

吸
収

量
の

算
定

方
法

の
改

善
、

検
証

を
引

き
続

き
実

施
す

る
。

ま
た

、
ヒ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
対

策
の

推
進

の
た

め
、

緑
化

に
よ

る
地

表
面

被
覆

の
改

善
等

を
図

る
。

都
市

公
園

等
の

整
備

面
積

現
状

値
　

8
3
千

h
a

（
2
0
1
8
年

度
）

目
標

値
　

8
5
千

h
a

（
2
0
3
0
年

度
）

9
0
千

h
a

（
2
0
2
3
年

度
）

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
、

防
災

・
安

全
交

付
金

2
-
3
-
5

バ
イ

オ
マ

ス
利

活
用

の
推

進
・
バ

イ
オ

マ
ス

活
用

の
推

進
に

関
す

る
施

策
を

総
合

的
か

つ
計

画
的

に
推

進
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

2
0
2
1
年

９
月

に
「
バ

イ
オ

マ
ス

活
用

推
進

基
本

計
画

（
第

３
次

）
」
が

閣
議

決
定

さ
れ

、
2
0
3
0
年

に
達

成
す

べ
き

目
標

を
定

め
て

お
り

、
今

後
、

目
標

の
達

成
に

向
け

、
施

策
を

推
進

す
る

。
・
地

域
の

特
色

を
活

か
し

た
バ

イ
オ

マ
ス

産
業

を
軸

と
し

た
環

境
に

や
さ

し
く
災

害
に

強
い

ま
ち

・
む

ら
づ

く
り

を
目

指
す

バ
イ

オ
マ

ス
産

業
都

市
を

推
進

す
る

。
・
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
推

進
交

付
金

に
よ

り
、

地
域

の
バ

イ
オ

マ
ス

を
活

用
し

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

地
産

地
消

の
実

現
に

向
け

た
施

設
整

備
等

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

、
関

係
府

省
】

b 
進

捗
中

地
域

の
バ

イ
オ

マ
ス

を
活

用
し

た
エ

ネ
ル

ギ
ー

地
産

地
消

の
実

現
に

向
け

た
施

設
整

備
等

を
推

進
し

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

取
組

に
よ

り
、

2
0
2
4
年

度
末

に
お

い
て

、
バ

イ
オ

マ
ス

の
利

用
率

は
約

7
6
％

達
成

、
バ

イ
オ

マ
ス

産
業

の
規

模
は

約
１

％
達

成
、

バ
イ

オ
マ

ス
活

用
推

進
計

画
を

策
定

し
た

都
道

府
県

数
及

び
バ

イ
オ

マ
ス

関
連

計
画

を
活

用
の

市
町

村
数

は
2
0
道

府
県

1
0
4
8
市

町
村

を
達

成
し

た
。

「
バ

イ
オ

マ
ス

活
用

推
進

基
本

計
画

（
第

３
次

）
」
に

基
づ

き
、

関
係

省
庁

と
も

連
携

し
て

バ
イ

オ
マ

ス
の

更
な

る
利

活
用

を
推

進
す

る
。

①
バ

イ
オ

マ
ス

の
利

用
率

（
バ

イ
オ

マ
ス

の
年

間
産

出
量

に
対

す
る

利
用

率
）

②
バ

イ
オ

マ
ス

産
業

の
規

模
（
製

品
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

産
業

の
う

ち
国

産
バ

イ
オ

マ
ス

関
連

産
業

の
市

場
シ

ェ
ア

）

③
バ

イ
オ

マ
ス

活
用

推
進

計
画

を
策

定
し

た
都

道
府

県
数

バ
イ

オ
マ

ス
関

連
計

画
を

活
用

の
市

町
村

数

①
現

状
値

　
約

7
4
％

目
標

値
　

約
8
0
％

（
2
0
3
0
年

）

②
現

状
値

　
１

％
目

標
値

　
２

％
（
2
0
3
0
年

）

③
現

状
値

　
1
9
都

道
府

県
3
9
2
市

町
村

目
標

値
　

全
都

道
府

県
全

市
町

村
（
2
0
3
0
年

）

①
約

7
6
％

（
2
0
2
4
年

）

②
1
%

（
（
2
0
2
4
年

度
推

計
）

③
2
0
都

道
府

県
1
0
4
8
市

町
村

（
2
0
2
4
年

度
）

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

総
合

対
策

の
う

ち
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
推

進
交

付
金

の
内

数

バ
イ

オ
マ

ス
活

用
推

進
基

本
法

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

、
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

食
料

シ
ス

テ
ム

の
確

立
の

た
め

の
環

境
負

荷
低

減
事

業
活

動
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律

2
-
3
-
6

下
水

道
バ

イ
オ

マ
ス

等
の

利
用

推
進

地
域

で
発

生
す

る
生

ご
み

、
食

品
廃

棄
物

、
家

畜
排

せ
つ

物
等

の
バ

イ
オ

マ
ス

を
下

水
処

理
場

に
集

約
す

る
こ

と
や

、
廃

棄
物

処
理

施
設

と
の

熱
融

通
な

ど
地

域
全

体
で

の
連

携
を

推
進

し
つ

つ
、

広
域

的
・
効

率
的

な
汚

泥
利

用
と

と
も

に
メ

タ
ン

発
酵

や
乾

燥
・
炭

化
処

理
に

よ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
化

等
を

進
め

る
地

域
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
拠

点
化

を
推

進
す

る
と

も
に

、
関

係
府

省
が

連
携

し
た

利
用

者
の

理
解

の
醸

成
や

需
給

マ
ッ

チ
ン

グ
支

援
等

の
取

組
を

通
じ

た
肥

料
化

・
リ

ン
回

収
等

の
緑

農
地

利
用

の
促

進
を

図
る

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

下
水

道
エ

ネ
ル

ギ
ー

拠
点

化
コ

ン
シ

ェ
ル

ジ
ュ

に
よ

る
地

方
公

共
団

体
へ

の
案

件
形

成
支

援
、

下
水

熱
マ

ニ
ュ

ア
ル

（
案

）
の

改
訂

に
よ

る
技

術
整

理
を

実
施

し
、

普
及

展
開

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
下

水
汚

泥
の

肥
料

利
用

に
つ

い
て

は
、

農
林

水
産

省
と

協
働

し
た

関
係

者
間

の
マ

ッ
チ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

を
全

国
で

開
催

、
肥

料
利

用
の

拡
大

や
新

た
に

肥
料

利
用

を
検

討
す

る
下

水
道

管
理

者
に

対
し

て
、

汚
泥

の
重

金
属

や
肥

料
成

分
の

分
析

、
肥

料
の

流
通

確
保

に
向

け
た

案
件

形
成

を
支

援
し

、
普

及
を

促
進

し
た

。

地
域

バ
イ

オ
マ

ス
の

受
け

入
れ

の
調

整
や

関
係

す
る

施
設

の
更

新
計

画
と

の
調

整
等

で
課

題
は

あ
る

が
、

引
き

続
き

取
り

組
み

を
実

施
す

る
。

肥
料

利
用

に
つ

い
て

は
、

輸
入

依
存

度
の

高
い

肥
料

原
料

の
価

格
が

高
騰

す
る

中
、

「
食

料
安

全
保

障
」
、

「
資

源
循

環
型

社
会

構
築

」
の

観
点

か
ら

、
農

林
水

産
省

と
緊

密
に

連
携

し
、

引
き

続
き

、
下

水
汚

泥
の

肥
料

化
を

推
進

す
る

。

下
水

道
バ

イ
オ

マ
ス

リ
サ

イ
ク

ル
率

現
状

値
　

3
7
%

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

5
0
%

（
2
0
3
0
年

度
）

3
7
%
（
2
0
2
3

年
度

）
下

水
道

法

2
-
3
-
7

気
候

変
動

適
応

策
の

推
進

気
候

変
動

影
響

に
関

す
る

総
合

的
な

評
価

を
踏

ま
え

て
、

科
学

的
に

確
認

さ
れ

た
最

新
の

気
候

変
動

影
響

に
対

応
で

き
る

よ
う

、
各

分
野

で
施

策
を

検
討

し
、

気
候

変
動

適
応

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

気
候

変
動

適
応

を
推

進
す

る
た

め
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

整
備

や
研

修
の

実
施

等
に

よ
り

、
地

方
公

共
団

体
が

自
然

生
態

系
分

野
を

含
む

地
域

気
候

変
動

適
応

計
画

を
円

滑
に

策
定

・
実

施
で

き
る

よ
う

支
援

を
行

う
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
気

候
変

動
適

応
計

画
に

係
る

実
施

施
策

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

を
行

い
、

各
分

野
の

気
候

変
動

適
応

施
策

の
進

捗
管

理
を

行
っ

た
。

地
方

公
共

団
体

が
、

自
然

生
態

系
分

野
を

含
み

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

気
候

変
動

適
応

を
推

進
で

き
る

よ
う

、
研

修
等

を
通

じ
て

地
域

気
候

変
動

適
応

計
画

策
定

マ
ニ

ュ
ア

ル
の

周
知

を
図

っ
た

。
ま

た
、

令
和

７
年

度
末

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

改
定

に
向

け
て

P
D

C
A

手
法

等
の

情
報

収
集

を
行

っ
た

。

2
0
2
5
年

度
に

実
施

予
定

の
気

候
変

動
影

響
評

価
の

結
果

等
を

踏
ま

え
て

、
2
0
2
6
年

度
の

気
候

変
動

適
応

計
画

の
見

直
し

を
目

指
す

。
2
0
2
5
年

度
末

の
マ

ニ
ュ

ア
ル

改
定

に
向

け
て

、
引

き
続

き
情

報
取

集
を

行
う

ほ
か

、
研

修
等

を
通

じ
て

周
知

を
図

る
。

気
候

変
動

影
響

評
価

・
適

応
推

進
事

業

気
候

変
動

適
応

法

141



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
3
-
8

自
然

環
境

が
有

す
る

多
様

な
機

能
を

活
用

し
た

流
域

治
水

の
推

進

流
域

治
水

の
推

進
に

当
た

っ
て

は
、

自
然

環
境

が
有

す
る

多
様

な
機

能
を

活
か

し
た

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

の
活

用
を

推
進

し
、

以
下

の
取

組
を

推
進

す
る

。
・
遊

水
地

等
に

よ
る

雨
水

貯
留

浸
透

機
能

の
確

保
・
向

上
を

図
る

。
・
災

害
リ

ス
ク

の
低

減
に

寄
与

す
る

生
態

系
の

機
能

を
積

極
的

に
保

全
又

は
再

生
す

る
こ

と
に

よ
り

、
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
を

推
進

す
る

。
・
都

市
山

麓
グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト

整
備

事
業

の
推

進
に

よ
り

、
市

街
地

に
隣

接
す

る
山

麓
斜

面
に

グ
リ

ー
ン

ベ
ル

ト
と

し
て

一
連

の
樹

林
帯

の
形

成
を

図
る

。
【
国

土
交

通
省

、
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
・
遊

水
地

等
に

よ
る

雨
水

貯
留

浸
透

機
能

の
確

保
・
向

上
を

図
っ

て
い

る
。

・
河

川
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

災
害

リ
ス

ク
の

低
減

に
寄

与
す

る
生

態
系

の
機

能
を

積
極

的
に

保
全

又
は

再
生

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
物

の
生

息
・
生

育
繁

殖
環

境
を

保
全

し
、

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

を
推

進
し

た
。

・
土

砂
災

害
防

止
に

あ
た

っ
て

は
、

都
市

山
麓

グ
リ

ー
ン

ベ
ル

ト
整

備
事

業
の

推
進

に
よ

り
、

市
街

地
に

隣
接

す
る

山
麓

斜
面

に
グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト

と
し

て
一

連
の

樹
林

帯
の

形
成

を
図

っ
て

い
る

。

・
遊

水
地

等
に

よ
る

雨
水

貯
留

浸
透

機
能

の
確

保
・
向

上
を

図
る

。
・
河

川
整

備
に

あ
た

っ
て

は
、

災
害

リ
ス

ク
の

低
減

に
寄

与
す

る
生

態
系

の
機

能
を

積
極

的
に

保
全

又
は

再
生

す
る

こ
と

に
よ

り
、

生
物

の
生

息
・
生

育
繁

殖
環

境
を

保
全

し
、

生
態

系
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

を
推

進
す

る
。

・
土

砂
災

害
防

止
に

あ
た

っ
て

は
、

引
き

続
き

、
都

市
山

麓
グ

リ
ー

ン
ベ

ル
ト

整
備

事
業

の
推

進
に

よ
り

、
市

街
地

に
隣

接
す

る
山

麓
斜

面
に

グ
リ

ー
ン

ベ
ル

ト
と

し
て

一
連

の
樹

林
帯

の
形

成
を

図
る

。

治
水

事
業

等
関

係
費

の
内

数
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
の

内
数

流
域

治
水

関
連

法
（
特

定
都

市
河

川
浸

水
被

害
対

策
法

等
）

2
-
3
-
9

気
候

変
動

へ
の

適
応

と
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

海
岸

保
全

に
係

る
整

備
・
検

討

気
候

変
動

に
伴

う
長

期
的

な
海

水
面

の
上

昇
が

懸
念

さ
れ

て
お

り
、

海
岸

に
と

っ
て

も
海

岸
侵

食
の

進
行

や
ゼ

ロ
メ

ー
ト

ル
地

帯
の

増
加

、
高

潮
被

害
の

激
化

、
生

物
の

生
息

域
の

変
化

な
ど

深
刻

な
影

響
が

生
ず

る
お

そ
れ

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

潮
位

、
波

浪
な

ど
に

つ
い

て
監

視
を

行
う

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
変

化
に

対
応

す
る

た
め

、
気

候
変

動
の

影
響

を
踏

ま
え

た
海

岸
保

全
基

本
計

画
へ

の
見

直
し

を
推

進
し

、
所

要
の

整
備

・
検

討
等

を
進

め
る

。
あ

わ
せ

て
、

養
浜

、
潜

堤
や

人
工

リ
ー

フ
の

整
備

な
ど

に
よ

り
海

岸
の

侵
食

対
策

を
行

う
と

と
も

に
、

砂
浜

を
保

全
・
回

復
し

、
自

然
と

ふ
れ

あ
う

こ
と

の
で

き
る

快
適

な
空

間
の

創
出

を
進

め
る

。
【
国

土
交

通
省

、
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

潮
位

、
波

浪
な

ど
に

つ
い

て
監

視
を

行
う

と
と

も
に

、
気

候
変

動
の

影
響

を
踏

ま
え

た
海

岸
保

全
基

本
計

画
へ

の
見

直
し

を
推

進
し

、
所

要
の

整
備

・
検

討
等

を
進

め
て

い
る

。
あ

わ
せ

て
、

養
浜

、
潜

堤
や

人
工

リ
ー

フ
の

整
備

な
ど

に
よ

り
海

岸
の

侵
食

対
策

を
行

う
と

と
も

に
、

砂
浜

を
保

全
・
回

復
し

、
自

然
と

ふ
れ

あ
う

こ
と

の
で

き
る

快
適

な
空

間
の

創
出

を
進

め
て

い
る

。

引
き

続
き

こ
れ

ら
の

取
組

み
を

推
進

し
て

い
く
。

①
気

候
変

動
影

響
を

防
護

目
標

に
取

り
込

ん
だ

海
岸

の
数

②
海

面
上

昇
等

の
影

響
に

も
適

応
可

能
と

な
る

順
応

的
な

砂
浜

の
管

理
が

実
施

さ
れ

て
い

る
海

岸
の

数

①
現

状
値

　
０

目
標

値
　

3
9
（
2
0
2
5

年
）

②
現

状
値

　
１

（
2
0
2
1
年

）
目

標
値

　
2
0
（
2
0
2
5

年
）

①
３

（
2
0
2
5

年
3
月

時
点

）

②
５

（
2
0
2
5

年
3
月

時
点

）

海
岸

事
業

費
、

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
、

防
災

・
安

全
交

付
金

、
沖

縄
振

興
公

共
投

資
交

付
金

、
農

山
漁

村
地

域
整

備
交

付
金

2
-
3
-
1
0

ブ
ル

ー
カ

ー
ボ

ン
生

態
系

の
利

活
用

に
よ

る
C

O
2
吸

収
源

の
拡

大
に

向
け

た
取

り
組

み
の

加
速

海
洋

に
お

け
る

炭
素

隔
離

・
貯

留
（
ブ

ル
ー

カ
ー

ボ
ン

）
を

利
用

し
た

気
候

変
動

の
緩

和
機

能
の

定
量

的
評

価
手

法
等

に
つ

い
て

、
調

査
・
研

究
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

藻
場

・
干

潟
等

の
造

成
・
再

生
・
保

全
の

取
組

の
推

進
等

に
取

り
組

む
。

【
国

土
交

通
省

、
農

林
水

産
省

】

○
b 

進
捗

中
藻

場
・
干

潟
の

保
全

等
に

お
け

る
担

い
手

の
参

画
を

促
す

仕
組

み
の

検
討

及
び

藻
場

の
繁

茂
面

積
を

高
精

度
か

つ
効

率
的

に
把

握
・
管

理
す

る
シ

ス
テ

ム
の

開
発

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

引
き

続
き

、
ブ

ル
ー

カ
ー

ボ
ン

生
態

系
を

活
用

し
た

Ｃ
Ｏ

２
吸

収
源

の
拡

大
に

よ
る

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

の
実

現
へ

の
貢

献
や

生
物

多
様

性
に

よ
る

豊
か

な
海

の
実

現
を

目
指

し
、

取
組

を
進

め
る

。

衛
星

を
活

用
し

た
ブ

ル
ー

カ
ー

ボ
ン

の
高

精
度

デ
ー

タ
把

握
・
管

理
シ

ス
テ

ム
の

開
発

2
-
3
-
1
1

革
新

的
な

省
C

O
2
実

現
に

向
け

た
自

然
由

来
の

素
材

（
セ

ル
ロ

ー
ス

ナ
ノ

フ
ァ

イ
バ

ー
：
C

N
F
）

の
社

会
実

装
や

普
及

展
開

へ
の

促
進

C
N

F
活

用
製

品
等

の
市

場
化

を
目

指
す

事
業

者
に

む
け

て
、

製
品

と
材

料
の

マ
ッ

チ
ン

グ
や

気
候

変
動

対
策

・
資

源
循

環
の

L
C

A
評

価
を

行
う

。
ま

た
、

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
で

の
C

O
2
削

減
が

期
待

で
き

る
C

N
F
製

品
に

つ
い

て
は

、
そ

の
商

用
規

模
生

産
の

た
め

に
必

要
な

設
備

の
導

入
を

支
援

す
る

ほ
か

、
製

造
コ

ス
ト

低
減

に
資

す
る

プ
ロ

セ
ス

技
術

や
複

合
化

・
加

工
技

術
の

開
発

を
促

進
す

る
。

【
環

境
省

、
経

済
産

業
省

】

b 
進

捗
中

C
N

F
複

合
樹

脂
の

プ
ロ

セ
ス

を
改

善
し

製
造

コ
ス

ト
を

低
減

す
る

と
と

も
に

、
普

及
展

開
に

向
け

て
各

種
用

途
に

適
し

た
開

発
を

行
っ

た
。

ま
た

、
安

全
性

に
つ

い
て

評
価

を
行

い
、

そ
の

結
果

を
冊

子
に

ま
と

め
て

公
表

す
る

と
と

も
に

、
展

示
会

等
で

の
配

布
を

実
施

し
た

。

引
き

続
き

用
途

拡
大

に
向

け
た

技
術

開
発

を
実

施
し

、
社

会
実

装
を

推
進

す
る

。
大

き
な

市
場

と
し

て
期

待
さ

れ
る

車
載

へ
の

活
用

を
目

指
し

耐
久

性
等

の
向

上
に

取
り

組
む

。
社

会
実

装
を

推
進

す
る

こ
と

で
省

C
O

2
に

加
え

、
製

造
コ

ス
ト

低
減

等
が

期
待

さ
れ

る
。

革
新

的
な

省
C

O
2

実
現

の
た

め
の

部
材

（
G

aN
）
や

素
材

（
C

N
F
）
の

社
会

実
装

・
普

及
展

開
加

速
化

事
業

、
炭

素
循

環
社

会
に

貢
献

す
る

セ
ル

ロ
ー

ス
ナ

ノ
フ

ァ
イ

バ
ー

関
連

技
術

開
発

事
業

2
-
4
-
1

地
球

温
暖

化
対

策
推

進
法

に
基

づ
く
地

域
脱

炭
素

化
促

進
事

業
の

促
進

地
球

温
暖

化
対

策
推

進
法

に
基

づ
く
地

域
脱

炭
素

化
促

進
事

業
に

関
す

る
制

度
の

下
、

地
域

に
お

け
る

円
滑

な
合

意
形

成
を

図
り

つ
つ

、
生

物
多

様
性

の
保

全
を

含
め

環
境

に
適

正
に

配
慮

し
、

地
域

に
貢

献
す

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

事
業

を
促

進
す

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
生

物
多

様
性

の
保

全
を

含
め

環
境

に
適

正
に

配
慮

し
た

再
エ

ネ
促

進
区

域
の

設
定

を
5
6
自

治
体

(2
0
2
5
年

3
月

時
点

)が
行

い
、

当
該

促
進

区
域

に
お

け
る

地
域

に
貢

献
す

る
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

事
業

の
導

入
に

向
け

た
地

域
脱

炭
素

化
促

進
事

業
計

画
が

1
件

(2
0
2
5

年
3
月

時
点

)認
定

さ
れ

た
。

促
進

区
域

設
定

自
治

体
数

・
認

定
事

業
数

に
定

量
的

な
課

題
が

あ
る

た
め

、
認

定
事

業
数

の
増

加
に

向
け

て
、

引
き

続
き

、
促

進
区

域
等

の
設

定
に

向
け

た
自

治
体

へ
の

財
政

的
・
技

術
的

支
援

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

促
進

区
域

制
度

の
活

用
に

関
す

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

強
化

等
の

更
な

る
対

応
を

検
討

す
る

。

（
目

標
）

地
球

温
暖

化
対

策
推

進
法

に
基

づ
く
地

域
脱

炭
素

化
促

進
事

業
に

関
す

る
制

度
の

下
、

地
域

に
お

け
る

円
滑

な
合

意
形

成
を

図
り

つ
つ

、
生

物
多

様
性

の
保

全
を

含
め

環
境

に
適

正
に

配
慮

し
た

促
進

区
域

の
設

定
を

行
い

、
地

域
に

貢
献

す
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
事

業
の

導
入

が
拡

大
で

き
て

い
る

・
促

進
区

域
設

定
自

治
体

5
6
自

治
体

(2
0
2
5
年

3
月

時
点

)
・
認

定
事

業
数

：
1
件

(2
0
2
5
年

3
月

時
点

)

地
域

脱
炭

素
実

現
に

向
け

た
再

エ
ネ

の
最

大
限

導
入

の
た

め
の

計
画

づ
く

り
支

援
事

業

地
球

温
暖

化
対

策
の

推
進

に
関

す
る

法
律

2
-
4
-
2

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
導

入
に

お
け

る
環

境
影

響
評

価
の

推
進

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

事
業

の
実

施
に

あ
た

り
、

適
正

な
環

境
配

慮
が

確
保

さ
れ

、
生

物
多

様
性

の
保

全
に

資
す

る
よ

う
、

環
境

影
響

評
価

制
度

を
適

切
に

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

３
月

末
時

点
、

環
境

影
響

評
価

法
に

基
づ

き
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

事
業

に
お

い
て

6
6
4
件

の
大

臣
意

見
を

発
出

し
た

。
こ

れ
ま

で
に

、
法

の
円

滑
な

施
行

の
た

め
、

情
報

提
供

の
推

進
、

技
術

手
法

の
向

上
、

「
生

物
多

様
性

の
保

全
」
の

観
点

も
踏

ま
え

た
適

正
な

審
査

な
ど

を
実

施
し

て
き

た
。

引
き

続
き

、
環

境
影

響
評

価
制

度
の

適
切

か
つ

効
果

的
な

運
用

を
進

め
る

。
環

境
影

響
評

価
制

度
合

理
化

・
最

適
化

経
費

行
動

目
標

2
-
4
　

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
導

入
に

お
け

る
生

物
多

様
性

へ
の

配
慮

を
推

進
す

る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
4
-
3

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
発

電
設

備
の

立
地

選
択

に
お

け
る

生
物

多
様

性
配

慮
の

主
流

化

生
物

多
様

性
の

保
全

及
び

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
の

持
続

的
な

享
受

と
、

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
発

電
設

備
の

導
入

と
の

ト
レ

ー
ド

オ
フ

を
回

避
す

る
た

め
、

地
図

上
で

の
情

報
の

見
え

る
化

を
含

め
、

適
切

な
立

地
選

択
の

方
法

を
ま

と
め

た
指

針
を

と
り

ま
と

め
る

と
と

も
に

、
見

え
る

化
に

必
要

と
な

る
デ

ー
タ

を
提

供
す

る
。

ま
た

、
ト

レ
ー

ド
オ

フ
の

回
避

に
係

る
情

報
を

事
業

者
だ

け
で

な
く
投

資
家

等
に

提
供

す
る

こ
と

で
、

投
融

資
を

通
じ

た
生

物
多

様
性

保
全

と
気

候
変

動
対

策
の

両
立

を
促

進
す

る
。

 【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
発

電
設

備
の

導
入

に
際

し
て

の
適

切
な

立
地

選
択

に
係

る
内

容
を

含
む

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
の

策
定

に
向

け
た

検
討

を
行

う
と

と
も

に
、

生
物

多
様

性
等

に
関

す
る

情
報

を
閲

覧
で

き
る

「
生

物
多

様
性

見
え

る
化

マ
ッ

プ
」
の

試
行

的
な

運
用

を
2
0
2
5
年

4
月

に
開

始
し

た
。

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
発

電
設

備
の

導
入

に
際

し
て

の
適

切
な

立
地

選
択

に
係

る
内

容
を

含
む

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

等
の

と
り

ま
と

め
や

「
生

物
多

様
性

見
え

る
化

マ
ッ

プ
」
の

デ
ー

タ
の

付
加

・
充

実
を

進
め

、
自

治
体

や
事

業
者

、
投

資
家

を
含

め
て

広
く
一

般
に

普
及

を
図

る
。

環
境

保
全

と
利

用
の

最
適

化
に

よ
る

地
域

共
生

型
再

エ
ネ

導
入

加
速

化
検

討
事

業
な

ど

2
-
4
-
4

風
力

発
電

施
設

の
バ

ー
ド

ス
ト

ラ
イ

ク
対

策

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

最
大

限
導

入
す

る
に

は
、

地
域

と
共

生
す

る
形

で
の

適
地

の
確

保
に

取
り

組
む

こ
と

が
必

要
で

あ
り

、
風

力
発

電
施

設
に

お
け

る
バ

ー
ド

ス
ト

ラ
イ

ク
対

策
は

生
物

多
様

性
保

全
上

の
観

点
か

ら
重

要
な

課
題

の
一

つ
と

な
っ

て
い

る
。

事
業

者
も

含
め

た
関

係
機

関
の

連
携

体
制

を
確

保
し

て
知

見
を

集
約

し
、

累
積

的
影

響
の

把
握

を
含

む
よ

り
効

果
的

な
バ

ー
ド

ス
ト

ラ
イ

ク
対

策
を

明
ら

か
に

し
て

い
く
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

バ
ー

ド
ス

ト
ラ

イ
ク

の
未

然
防

止
の

た
め

、
風

力
発

電
施

設
建

設
時

の
環

境
影

響
評

価
に

使
用

す
る

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
や

手
引

き
を

作
成

し
た

。

最
新

の
知

見
を

踏
ま

え
、

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

や
手

引
き

の
改

定
を

行
っ

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
①

バ
ー

ド
ス

ト
ラ

イ
ク

対
策

に
資

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
や

手
引

き
の

改
定

数

②
鳥

類
に

と
っ

て
風

力
発

電
施

設
設

置
へ

の
脆

弱
性

を
示

す
セ

ン
シ

テ
ィ

ビ
テ

ィ
マ

ッ
プ

の
環

境
影

響
評

価
図

書
（
風

力
発

電
施

設
）
へ

の
引

用
割

合

①
現

状
値

　
１

（
2
0
2
2
年

）
目

標
値

　
３

（
2
0
3
0

年
）

②
現

状
値

　
9
4
％

（
2
0
2
2
年

）
目

標
値

　
9
8
％

（
2
0
3
0
年

）

①
２

（
2
0
2
4

年
）

②
9
4
％

（
2
0
2
2
年

）

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
資

源
発

掘
・

創
生

の
た

め
の

情
報

提
供

シ
ス

テ
ム

整
備

事
業

（
エ

ネ
ル

ギ
ー

対
策

特
別

会
計

）

環
境

影
響

評
価

法
、

種
の

保
存

法

2
-
5
-
1

鳥
獣

被
害

防
止

対
策

の
推

進
農

林
水

産
業

や
生

態
系

等
へ

鳥
獣

が
及

ぼ
す

深
刻

な
被

害
の

一
層

の
低

減
に

向
け

、
鳥

獣
被

害
防

止
特

措
法

に
基

づ
く
市

町
村

に
よ

る
被

害
防

止
計

画
の

作
成

を
推

進
し

、
緩

衝
帯

の
整

備
に

よ
る

生
息

環
境

管
理

、
防

護
柵

の
設

置
に

よ
る

被
害

防
除

、
鳥

獣
の

生
息

密
度

を
適

正
に

保
つ

た
め

の
個

体
数

管
理

と
い

っ
た

取
組

を
総

合
的

に
支

援
す

る
。

ま
た

、
都

道
府

県
が

行
う

広
域

的
な

捕
獲

、
IC

T
等

の
新

技
術

の
活

用
等

に
よ

る
効

果
的

な
被

害
対

策
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
市

町
村

が
作

成
す

る
被

害
防

止
計

画
に

基
づ

く
鳥

獣
の

捕
獲

体
制

の
整

備
、

捕
獲

機
材

の
導

入
、

侵
入

防
止

柵
の

設
置

、
鳥

獣
の

捕
獲

・
追

払
い

や
緩

衝
帯

の
整

備
、

都
道

府
県

に
お

け
る

広
域

捕
獲

、
IC

T
等

を
活

用
し

た
被

害
対

策
技

術
の

開
発

・
普

及
等

を
推

進
し

た
。

鳥
獣

被
害

防
止

対
策

は
、

個
体

群
管

理
、

侵
入

防
止

対
策

、
生

息
環

境
管

理
の

３
本

柱
が

基
本

で
あ

り
、

地
域

ぐ
る

み
で

い
か

に
徹

底
し

て
行

え
る

か
が

対
策

の
効

果
を

大
き

く
左

右
す

る
が

、
捕

獲
従

事
者

の
高

齢
化

に
よ

る
捕

獲
体

制
の

弱
体

化
や

、
効

果
的

な
対

策
を

地
域

で
企

画
・
実

施
で

き
る

人
材

の
不

足
等

に
よ

り
、

対
策

が
十

分
に

実
施

で
き

て
い

な
い

地
域

が
見

ら
れ

る
。

こ
の

た
め

、
IC

T
等

を
活

用
し

た
先

導
的

な
ス

マ
ー

ト
鳥

獣
害

対
策

の
普

及
、

P
D

C
A

 の
実

践
に

よ
る

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
捕

獲
、

都
道

府
県

が
中

心
と

な
っ

た
広

域
的

な
捕

獲
、

集
落

単
位

で
の

効
率

的
な

侵
入

防
止

柵
の

整
備

・
点

検
活

動
の

徹
底

、
継

続
的

な
生

息
環

境
管

理
の

啓
発

・
効

果
的

な
実

施
等

を
推

進
す

る
。

鳥
獣

被
害

防
止

総
合

対
策

交
付

金
鳥

獣
被

害
防

止
特

措
法

2
-
5
-
2

シ
カ

等
に

よ
る

森
林

被
害

の
防

止
シ

カ
被

害
を

効
果

的
に

抑
制

す
る

た
め

、
都

道
府

県
に

よ
る

広
域

的
な

捕
獲

の
取

組
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
林

業
関

係
者

に
よ

る
シ

カ
の

捕
獲

効
率

向
上

対
策

の
成

果
の

横
展

開
を

図
る

。
ま

た
、

効
果

的
な

シ
カ

被
害

対
策

を
実

施
し

て
い

く
上

で
特

に
有

効
な

IC
T
等

を
活

用
し

た
新

た
な

捕
獲

技
術

等
の

開
発

・
実

証
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
国

有
林

野
内

の
シ

カ
被

害
が

深
刻

な
奥

地
天

然
林

や
複

数
の

都
府

県
に

ま
た

が
る

地
域

に
お

い
て

国
土

保
全

の
た

め
の

シ
カ

捕
獲

事
業

を
実

施
す

る
。

あ
わ

せ
て

、
近

年
顕

在
化

し
つ

つ
あ

る
ノ

ウ
サ

ギ
食

害
の

深
刻

化
を

防
ぐ

た
め

、
対

策
の

実
証

検
討

を
行

う
。

【
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

シ
カ

等
に

よ
る

森
林

被
害

緊
急

対
策

事
業

に
よ

り
、

広
域

的
な

捕
獲

や
林

業
関

係
者

の
シ

カ
捕

獲
参

画
へ

の
取

組
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
IC

T
を

活
用

し
た

効
率

的
な

捕
獲

に
向

け
た

取
組

を
行

っ
た

。
さ

ら
に

、
ノ

ウ
サ

ギ
被

害
対

策
と

し
て

、
ノ

ウ
サ

ギ
ア

プ
ロ

ー
チ

ブ
ッ

ク
を

取
り

ま
と

め
た

。
ま

た
、

国
有

林
内

に
お

い
て

は
、

奥
地

天
然

林
等

に
お

い
て

、
委

託
事

業
、

職
員

実
行

及
び

自
治

体
等

と
の

連
携

に
よ

る
シ

カ
捕

獲
を

実
施

中
で

あ
る

。
ま

た
、

捕
獲

実
績

の
高

い
官

署
等

の
取

組
状

況
を

「
国

有
林

野
に

お
け

る
効

率
的

・
効

果
的

な
シ

カ
捕

獲
プ

ロ
フ

ァ
イ

ル
」
と

し
て

取
り

ま
と

め
、

公
表

す
る

こ
と

で
、

シ
カ

捕
獲

に
係

る
技

術
や

知
見

の
横

展
開

を
図

っ
て

い
る

。

・
引

き
続

き
効

果
的

か
つ

効
率

的
な

シ
カ

の
捕

獲
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。
・
国

有
林

内
に

お
い

て
は

、
捕

獲
効

率
の

向
上

を
目

的
と

し
て

、
新

た
な

手
法

に
よ

る
シ

カ
生

息
密

度
調

査
の

実
施

を
検

討
す

る
。

鳥
獣

害
防

止
森

林
区

域
を

設
定

し
た

市
町

村
の

う
ち

、
シ

カ
被

害
発

生
面

積
が

減
少

し
た

市
町

村
の

割
合

現
状

値
　

5
9
%

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

対
前

年
度

以
上

6
3
%
（
2
0
2
3

年
度

）
シ

カ
等

に
よ

る
森

林
被

害
緊

急
対

策
事

業
、

森
林

整
備

事
業

森
林

・
林

業
基

本
法

、
森

林
法

、
国

有
林

野
の

管
理

経
営

に
関

す
る

法
律

2
-
5
-
3

カ
ワ

ウ
の

食
害

に
よ

る
内

水
面

漁
業

被
害

の
軽

減

カ
ワ

ウ
の

食
害

に
よ

る
内

水
面

漁
業

被
害

の
低

減
の

た
め

効
果

的
な

個
体

数
管

理
手

法
や

防
除

手
法

の
開

発
・
普

及
す

る
と

と
も

に
、

農
林

水
産

省
、

環
境

省
、

都
道

府
県

等
と

広
域

的
な

連
携

を
進

め
、

全
国

各
地

で
捕

獲
及

び
防

除
等

を
中

心
と

し
た

各
種

対
策

を
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

実
施

す
る

。
【
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

効
果

的
な

カ
ワ

ウ
被

害
対

策
の

一
環

と
し

て
、

漁
業

被
害

防
止

手
法

等
の

技
術

に
つ

い
て

マ
ニ

ュ
ア

ル
と

し
て

取
り

ま
と

め
、

水
産

庁
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

公
表

す
る

と
と

も
に

、
全

国
に

配
布

し
て

お
り

、
平

成
2
9
年

度
か

ら
、

「
先

端
技

術
を

活
用

し
た

カ
ワ

ウ
被

害
対

策
開

発
事

業
」
を

実
施

し
、

効
果

的
な

防
除

手
法

の
開

発
を

推
進

し
て

い
る

。
ま

た
、

広
域

協
議

会
等

を
活

用
し

、
各

地
域

の
状

況
に

応
じ

、
捕

獲
・
繁

殖
抑

制
対

策
の

強
化

、
内

水
面

漁
業

被
害

対
策

の
強

化
を

戦
略

的
に

実
施

す
る

こ
と

と
し

て
い

る
。

銃
器

使
用

が
困

難
な

コ
ロ

ニ
ー

で
の

戦
略

的
捕

獲
の

実
証

等
、

よ
り

効
率

的
か

つ
効

果
的

に
漁

業
被

害
を

軽
減

す
る

た
め

の
取

組
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

広
域

協
議

会
の

活
動

が
よ

り
実

践
的

な
も

の
と

な
る

よ
う

、
各

自
治

体
と

も
連

携
し

て
取

り
組

む
。

内
水

面
漁

業
・
養

殖
業

活
性

化
総

合
対

策
事

業

行
動

目
標

2
-
5
　

野
生

鳥
獣

と
の

軋
轢

緩
和

に
向

け
た

取
組

を
強

化
す

る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
5
-
4

ト
ド

に
よ

る
漁

業
被

害
の

軽
減

ト
ド

に
よ

る
漁

業
被

害
の

軽
減

に
当

た
っ

て
、

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
つ

つ
、

そ
の

科
学

的
知

見
に

基
づ

く
来

遊
個

体
群

の
管

理
を

行
う

等
の

対
策

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

ト
ド

に
よ

る
漁

業
被

害
の

軽
減

及
び

ト
ド

資
源

の
保

全
の

両
立

を
目

指
し

た
個

体
群

管
理

の
基

本
的

な
考

え
方

で
あ

る
「
ト

ド
管

理
基

本
方

針
」
を

策
定

し
、

ト
ド

の
採

捕
頭

数
な

ど
を

定
め

て
い

る
。

2
0
2
4
年

7
月

に
本

方
針

の
見

直
し

を
行

い
、

対
象

水
域

の
拡

大
や

従
来

の
1
0
年

後
に

日
本

海
来

遊
群

の
個

体
数

を
6
0
％

ま
で

減
少

さ
せ

る
考

え
か

ら
、

個
体

群
の

維
持

・
回

復
を

可
能

と
す

る
人

為
的

死
亡

数
の

許
容

上
限

で
あ

る
P

B
R

法
（
P

o
te

n
c
ia

l 
B

io
lo

gi
c
al

R
e
m

o
va

l：
生

物
学

的
間

引
き

可
能

量
)を

基
に

採
捕

頭
数

を
算

出
し

、
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く
管

理
を

実
施

し
て

い
る

。

本
方

針
は

5
年

後
（
2
0
3
0
年

）
に

見
直

し
と

な
っ

て
い

る
も

の
の

、
本

方
針

に
即

し
て

都
度

必
要

な
修

正
な

ど
を

行
い

、
漁

業
と

ト
ド

の
共

存
を

推
進

す
る

。

有
害

生
物

漁
業

被
害

防
止

総
合

対
策

事
業

2
-
5
-
5

ゼ
ニ

ガ
タ

ア
ザ

ラ
シ

の
保

護
管

理
希

少
鳥

獣
で

あ
る

ゼ
ニ

ガ
タ

ア
ザ

ラ
シ

に
よ

る
漁

業
被

害
が

深
刻

化
し

て
い

る
た

め
、

種
の

保
全

に
十

分
配

慮
し

な
が

ら
総

合
的

な
保

護
管

理
を

推
進

す
る

。
特

に
、

「
え

り
も

地
域

ゼ
ニ

ガ
タ

ア
ザ

ラ
シ

特
定

希
少

鳥
獣

管
理

計
画

」
に

基
づ

き
、

え
り

も
地

域
ゼ

ニ
ガ

タ
ア

ザ
ラ

シ
個

体
群

と
沿

岸
漁

業
を

含
め

た
地

域
社

会
と

の
将

来
に

わ
た

る
共

存
を

図
る

た
め

、
地

域
個

体
群

の
持

続
可

能
性

に
留

意
し

つ
つ

、
生

息
数

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

、
個

体
群

管
理

（
個

体
数

調
整

）
、

漁
業

被
害

の
低

減
に

向
け

た
被

害
防

除
事

業
等

を
継

続
実

施
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

漁
業

被
害

を
軽

減
し

つ
つ

、
絶

滅
危

惧
種

に
戻

る
こ

と
が

な
い

よ
う

計
画

的
に

捕
獲

を
実

施
し

、
個

体
数

を
8
0
%
程

度
に

低
減

す
る

と
い

う
管

理
計

画
（
第

2
期

）
の

目
標

は
達

成
出

来
て

い
る

。
非

致
死

的
被

害
防

除
に

つ
い

て
も

漁
業

者
の

意
見

を
取

り
入

れ
な

が
ら

対
策

を
実

施
、

継
続

し
て

効
果

確
認

を
行

い
な

が
ら

改
良

を
進

め
て

い
る

。

ゼ
ニ

ガ
タ

ア
ザ

ラ
シ

の
持

続
可

能
な

個
体

群
レ

ベ
ル

の
維

持
、

非
致

死
的

防
除

対
策

に
よ

る
漁

業
被

害
の

軽
減

、
地

域
社

会
と

の
将

来
に

わ
た

る
共

存
に

向
け

た
取

組
、

ま
た

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

等
、

不
測

の
事

態
に

備
え

た
対

処
を

行
う

。

（
目

標
）
　

2
0
1
4
年

比
8
0
％

ま
で

個
体

数
を

削
減

し
、

そ
の

水
準

を
維

持

現
状

推
定

個
体

数
が

概
ね

6
0
0
頭

前
後

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

個
体

数
を

8
0
%
程

度
に

低
減

す
る

と
い

う
管

理
計

画
（
第

2
期

）
の

目
標

は
達

成
、

個
体

群
動

態
モ

デ
ル

に
基

づ
き

1
0
0
年

以
内

に
絶

滅
す

る
確

率
が

1
0
％

未
満

と
な

る
維

持
管

理
を

実
施

し
て

い
る

。
（
2
0
2
4
年

）

環
境

省
自

然
環

境
局

野
生

生
物

課
特

定
野

生
生

物
保

護
対

策
費

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

2
-
5
-
6

基
本

指
針

を
踏

ま
え

た
鳥

獣
保

護
管

理
施

策
の

推
進

野
生

鳥
獣

と
の

軋
轢

を
緩

和
し

、
人

と
鳥

獣
と

の
適

切
な

関
係

を
構

築
す

る
た

め
、

鳥
獣

の
保

護
・
管

理
の

状
況

の
変

化
や

社
会

的
変

化
に

応
じ

て
、

５
年

ご
と

に
鳥

獣
保

護
管

理
法

に
基

づ
く
基

本
指

針
の

見
直

し
を

行
う

と
と

も
に

、
国

、
地

方
公

共
団

体
、

研
究

機
関

、
民

間
団

体
等

が
連

携
・
協

力
し

て
、

基
本

指
針

を
踏

ま
え

た
施

策
を

総
合

的
に

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

現
行

の
基

本
指

針
を

踏
ま

え
た

鳥
獣

保
護

管
理

施
策

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

5
年

ご
と

の
次

期
見

直
し

に
向

け
て

、
見

直
す

べ
き

事
項

、
課

題
等

の
整

理
を

行
っ

た
。

来
年

度
（
2
0
2
6
年

度
）
中

に
基

本
指

針
の

次
期

見
直

し
を

行
う

た
め

に
、

地
方

公
共

団
体

、
研

究
機

関
、

民
間

団
体

、
有

識
者

等
に

ヒ
ア

リ
ン

グ
等

を
行

い
、

課
題

の
調

整
と

見
直

し
事

項
の

検
討

を
行

う
。

鳥
獣

保
護

管
理

関
係

予
算

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

2
-
5
-
7

指
定

管
理

鳥
獣

（
ニ

ホ
ン

ジ
カ

・
イ

ノ
シ

シ
）

の
適

正
管

理
の

推
進

農
林

水
産

業
や

生
態

系
等

に
深

刻
な

影
響

を
及

ぼ
す

ニ
ホ

ン
ジ

カ
及

び
イ

ノ
シ

シ
に

つ
い

て
は

、
2
0
2
3
年

度
の

半
減

目
標

の
達

成
に

向
け

、
指

定
管

理
鳥

獣
捕

獲
等

事
業

等
に

よ
り

、
引

き
続

き
捕

獲
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

そ
れ

ま
で

の
取

組
状

況
等

を
踏

ま
え

、
2
0
2
4
年

度
以

降
の

目
標

の
在

り
方

を
検

討
し

、
広

域
的

か
つ

集
中

的
な

管
理

の
継

続
・
強

化
を

図
る

。
【
環

境
省

、
農

林
水

産
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
3
年

度
の

半
減

目
標

の
達

成
に

向
け

、
指

定
管

理
鳥

獣
捕

獲
等

事
業

等
に

よ
り

、
捕

獲
の

強
化

を
図

っ
て

い
た

が
、

2
0
2
3
年

度
の

目
標

達
成

は
難

し
い

こ
と

か
ら

、
目

標
の

達
成

時
期

を
2
0
2
8
年

度
ま

で
延

長
し

た
。

2
0
2
3
年

度
の

捕
獲

頭
数

は
合

計
1
2
4
万

頭
で

、
例

年
と

ほ
ぼ

同
じ

水
準

で
あ

っ
た

。
ニ

ホ
ン

ジ
カ

の
捕

獲
頭

数
は

7
2
万

頭
と

な
り

、
過

去
最

多
だ

っ
た

2
0
2
1

年
度

と
ほ

ぼ
同

じ
水

準
を

維
持

し
た

。
イ

ノ
シ

シ
の

捕
獲

頭
数

は
5
2
万

頭
と

な
り

、
2
0
2
2
年

度
よ

り
や

や
減

少
し

た
。

ニ
ホ

ン
ジ

カ
に

つ
い

て
、

人
材

の
育

成
・
確

保
や

IC
T
を

活
用

し
つ

つ
、

個
体

数
を

効
果

的
・
効

率
的

に
減

少
さ

せ
る

た
め

、
高

密
度

地
域

で
の

集
中

捕
獲

や
県

境
を

ま
た

ぐ
広

域
捕

獲
を

推
進

す
る

。

①
ニ

ホ
ン

ジ
カ

の
個

体
数

②
イ

ノ
シ

シ
の

個
体

数

①
現

状
値

　
2
8
5
万

頭
（
2
0
2
0
年

）
目

標
値

　
1
4
7
万

頭
（
2
0
2
3
年

）

②
現

状
値

　
8
7
万

頭
（
2
0
2
0
年

）
目

標
値

　
6
0
万

頭
（
2
0
2
3
年

）

①
3
2
9
万

頭
（
2
0
2
2
年

）

②
7
8
万

頭
（
2
0
2
2
年

）

指
定

管
理

鳥
獣

捕
獲

等
事

業
、

鳥
獣

保
護

管
理

強
化

総
合

対
策

事
業

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

144



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
5
-
8

特
定

鳥
獣

の
科

学
的

・
計

画
的

な
保

護
管

理
の

強
化

ニ
ホ

ン
ジ

カ
、

イ
ノ

シ
シ

、
サ

ル
、

ク
マ

、
カ

ワ
ウ

等
の

特
定

鳥
獣

に
つ

い
て

は
、

第
二

種
特

定
鳥

獣
管

理
計

画
に

基
づ

き
、

適
切

な
管

理
の

目
標

の
設

定
・
評

価
・
見

直
し

に
よ

る
、

科
学

的
・
計

画
的

な
保

護
管

理
を

強
化

す
る

と
と

も
に

、
県

境
を

越
え

て
広

域
に

移
動

す
る

鳥
獣

に
つ

い
て

は
、

関
係

機
関

が
連

携
し

広
域

的
な

管
理

の
強

化
を

図
る

。
ま

た
、

近
年

増
加

す
る

ク
マ

、
イ

ノ
シ

シ
等

の
市

街
地

等
へ

の
出

没
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
構

築
等

を
行

う
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
特

定
鳥

獣
に

よ
る

被
害

が
拡

大
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

特
定

計
画

を
作

成
し

、
対

策
に

取
り

組
む

都
道

府
県

は
増

加
し

た
。

ま
た

、
ク

マ
類

の
出

没
に

つ
い

て
、

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

改
定

し
出

没
へ

の
備

え
や

出
没

し
た

際
の

対
応

方
針

等
を

整
理

す
る

と
と

も
に

、
ク

マ
類

の
出

没
に

対
応

す
る

体
制

を
構

築
す

る
よ

う
、

技
術

的
支

援
を

行
っ

た
。

イ
ノ

シ
シ

に
つ

い
て

は
特

定
計

画
で

定
め

た
捕

獲
目

標
に

対
し

豚
熱

の
発

生
等

に
よ

り
生

息
数

が
減

少
し

、
目

標
達

成
に

影
響

を
与

え
て

い
る

。
引

き
続

き
特

定
計

画
作

成
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

改
定

し
つ

つ
、

ク
マ

等
の

出
没

に
対

応
す

る
体

制
構

築
等

を
行

え
る

よ
う

、
技

術
的

支
援

を
行

う
。

ま
た

、
第

二
種

特
定

鳥
獣

管
理

計
画

（
ニ

ホ
ン

ジ
カ

及
び

イ
ノ

シ
シ

）
の

目
標

を
達

成
出

来
た

都
道

府
県

の
割

合
は

各
年

度
で

大
き

く
ば

ら
つ

き
が

あ
る

。
長

期
的

に
は

増
加

傾
向

と
な

り
目

標
を

達
成

を
出

来
る

よ
う

に
取

り
組

む
。

①
第

二
種

特
定

鳥
獣

管
理

計
画

（
ニ

ホ
ン

ジ
カ

及
び

イ
ノ

シ
シ

）
の

目
標

を
達

成
し

た
都

道
府

県
の

割
合 ②

ニ
ホ

ン
ザ

ル
と

ク
マ

類
の

恒
常

的
に

生
息

す
る

都
道

府
県

に
お

け
る

特
定

鳥
獣

保
護

管
理

計
画

の
作

成
割

合

③
鳥

獣
管

理
を

目
的

と
し

た
複

数
都

道
府

県
等

で
構

成
さ

れ
る

広
域

協
議

会
の

設
置

状
況

①
現

状
値

　
ニ

ホ
ン

ジ
カ

1
3
%
,イ

ノ
シ

シ
1
9
%

目
標

値
　

ニ
ホ

ン
ジ

カ
・
イ

ノ
シ

シ
1
0
0
%

(2
0
3
0
年

度
）

②
現

状
値

　
ニ

ホ
ン

ザ
ル

：
6
2
%
、

ク
マ

類
：
6
7
%

目
標

値
　

ニ
ホ

ン
ザ

ル
：
1
0
0
%
、

ク
マ

類
：

1
0
0
%
(2

0
3
0
年

度
）

③
現

状
値

：
ク

マ
類

４
　

カ
ワ

ウ
４

目
標

値
：
ク

マ
類

1
6

カ
ワ

ウ
５

（
２

０
３

０
年

度
）

①
ニ

ホ
ン

ジ
カ

2
7
%
,

（
2
0
2
4
年

）
イ

ノ
シ

シ
4
%

（
2
0
2
4
年

②
ニ

ホ
ン

ザ
ル

：
6
7
%

（
2
0
2
4
年

）
ク

マ
類

：
6
8
%

（
2
0
2
4
年

）

③
ク

マ
類

４
（
2
0
2
4
年

）
カ

ワ
ウ

５
（
2
0
2
4
年

）
）

鳥
獣

保
護

管
理

強
化

総
合

対
策

事
業

、
指

定
管

理
鳥

獣
捕

獲
等

事
業

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

2
-
5
-
9

鳥
獣

の
捕

獲
等

の
適

正
化

狩
猟

は
、

鳥
獣

の
個

体
数

管
理

に
一

定
の

役
割

を
果

た
し

て
お

り
、

適
正

な
鳥

獣
保

護
管

理
の

推
進

の
観

点
か

ら
、

狩
猟

者
及

び
狩

猟
免

許
制

度
等

の
在

り
方

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
。

ま
た

、
ニ

ホ
ン

ジ
カ

、
イ

ノ
シ

シ
等

の
鳥

獣
の

管
理

が
強

化
さ

れ
る

中
で

、
わ

な
の

使
用

に
伴

う
錯

誤
捕

獲
の

増
加

も
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
錯

誤
捕

獲
さ

れ
る

鳥
獣

の
種

類
、

数
等

に
つ

い
て

情
報

収
集

し
、

対
策

の
検

討
を

行
う

。
錯

誤
捕

獲
の

防
止

は
、

捕
獲

等
の

非
対

象
種

を
保

護
す

る
観

点
で

重
要

で
あ

る
と

と
も

に
、

鳥
獣

の
計

画
的

な
管

理
に

も
寄

与
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と

に
も

留
意

し
、

錯
誤

捕
獲

の
防

止
に

効
果

が
見

込
ま

れ
る

場
合

に
は

、
わ

な
の

形
状

の
見

直
し

や
使

用
規

制
等

の
措

置
を

検
討

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

錯
誤

捕
獲

の
状

況
把

握
、

防
止

の
方

法
や

罠
の

形
状

の
見

直
し

に
つ

い
て

情
報

収
集

を
行

っ
た

。
基

本
指

針
の

見
直

し
の

一
課

題
と

し
て

錯
誤

捕
獲

対
策

に
つ

い
て

も
検

討
を

行
う

。
錯

誤
捕

獲
の

発
生

状
況

を
収

集
し

、
活

用
し

て
い

る
都

道
府

県
数

現
状

地
　

2
5

目
標

値
　

4
7
(2

0
3
0

年
度

)

2
5
（
2
0
2
2
年

度
）

鳥
獣

保
護

管
理

強
化

総
合

対
策

事
業

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

2
-
5
-
1
0

鳥
獣

の
保

護
・
管

理
に

お
け

る
デ

ジ
タ

ル
化

の
推

進

政
府

全
体

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
対

応
し

つ
つ

、
科

学
的

・
計

画
的

な
鳥

獣
の

保
護

・
管

理
を

進
め

る
た

め
、

鳥
獣

保
護

管
理

法
に

基
づ

く
手

続
き

の
オ

ン
ラ

イ
ン

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

都
道

府
県

等
が

収
集

す
る

捕
獲

情
報

を
「
捕

獲
情

報
収

集
シ

ス
テ

ム
」
に

よ
り

一
元

的
に

収
集

・
管

理
し

、
活

用
し

や
す

い
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

と
し

て
提

供
す

る
こ

と
で

、
鳥

獣
の

保
護

・
管

理
の

効
率

化
・
省

力
化

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

手
続

き
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

、
一

元
的

な
情

報
収

集
・
管

理
、

活
用

し
や

す
い

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
と

し
て

の
提

供
等

を
含

め
た

本
シ

ス
テ

ム
の

更
な

る
活

用
や

機
能

の
向

上
に

つ
い

て
、

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
、

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
等

を
行

い
検

討
し

て
い

る
。

調
査

の
結

果
把

握
し

た
現

状
を

踏
ま

え
て

、
都

道
府

県
等

の
ユ

ー
ザ

ー
目

線
で

実
態

に
即

し
た

解
決

策
を

模
索

す
る

こ
と

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

鳥
獣

の
保

護
・
管

理
の

効
率

化
・
省

力
化

を
推

進
す

る
た

め
、

引
き

続
き

検
討

を
深

め
る

。

都
道

府
県

に
お

け
る

捕
獲

情
報

収
集

シ
ス

テ
ム

の
利

用
率

現
状

値
　

6
8
%
(2

0
2
2

年
度

）
目

標
値

　
1
0
0
%

（
2
0
3
0
年

度
）

9
4
%
(2

0
2
4

年
度

）
鳥

獣
捕

獲
情

報
収

集
シ

ス
テ

ム
経

費
鳥

獣
の

保
護

及
び

管
理

並
び

に
狩

猟
の

適
正

化
に

関
す

る
法

律

2
-
5
-
1
1

地
域

資
源

と
し

て
捕

獲
鳥

獣
の

利
活

用
に

向
け

た
取

組

生
息

環
境

管
理

、
個

体
数

管
理

、
被

害
防

除
等

の
対

策
へ

の
支

援
と

併
せ

て
、

捕
獲

さ
れ

た
個

体
の

処
理

加
工

施
設

の
整

備
や

衛
生

管
理

の
高

度
化

、
処

理
加

工
施

設
と

流
通

販
売

関
係

者
が

連
携

し
た

取
組

等
を

支
援

し
、

地
域

資
源

と
し

て
の

捕
獲

鳥
獣

の
利

活
用

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

ジ
ビ

エ
未

利
用

地
域

へ
の

処
理

加
工

施
設

整
備

等
の

支
援

、
安

定
供

給
体

制
の

構
築

に
向

け
た

ジ
ビ

エ
事

業
者

や
関

係
者

の
連

携
強

化
、

「
野
生
鳥

獣
肉

の
衛

生
管

理
に

関
す

る
指

針
(ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
)」

の
遵

守
に

よ

る
野
生
鳥

獣
肉

の
安

全
の

確
保

、
国

産
ジ

ビ
エ

認
証

制
度

等
の

普
及

や
加
工

・
流

通
・
販

売
段

階
の

衛
生

管
理

の
高

度
化

等
の

取
組

を
推

進
し

た
。

な
お

、
2
0
2
5
年

4
月

に
閣

議
決

定
さ

れ
た

食
料

・
農

業
・
農

村
基

本
計

画
に

お
い

て
、

2
0
2
9
年

度
の

K
P

Iと
し

て
、

ジ
ビ

エ
利

用
量

4
,0

0
0
tを

掲
げ

て
い

る
。

捕
獲

個
体

の
う

ち
ジ

ビ
エ

と
し

て
処

理
加

工
施

設
で

解
体

処
理

さ
れ

た
個

体
の

割
合

（
い

わ
ゆ

る
利

用
率

）
は

全
国

平
均

で
１

割
程

度
と

低
く
、

利
用

率
向

上
が

課
題

と
な

っ
て

お
り

、
捕

獲
鳥

獣
の

ジ
ビ

エ
利

用
の

更
な

る
拡

大
が

必
要

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
捕

獲
か

ら
消

費
の

各
段

階
で

の
対

策
を

重
点

的
に

講
ず

る
。

ジ
ビ

エ
利

用
量

現
状

値
　

1
8
1
0
t

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

4
0
0
0
t

（
2
0
2
5
年

度
）

2
,7

2
9
t

（
2
0
2
3
年

度
）

鳥
獣

被
害

防
止

総
合

対
策

交
付

金
鳥

獣
に

よ
る

農
林

水
産

業
等

に
係

る
被

害
の

防
止

の
た

め
の

特
別

措
置

に
関

す
る

法
律
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

2
-
5
-
1
2

次
世

代
の

鳥
獣

保
護

管
理

の
担

い
手

の
確

保
・
育

成

狩
猟

者
や

認
定

鳥
獣

捕
獲

等
事

業
者

等
の

鳥
獣

保
護

管
理

の
担

い
手

の
確

保
・
育

成
す

る
た

め
、

鳥
獣

保
護

管
理

に
必

要
な

人
材

を
明

確
に

す
る

と
と

も
に

体
系

的
な

確
保

・
育

成
方

策
の

検
討

を
行

う
。

ま
た

、
目

的
達

成
の

た
め

、
そ

れ
ぞ

れ
の

地
方

公
共

団
体

職
員

や
狩

猟
者

、
認

定
鳥

獣
捕

獲
等

事
業

者
等

を
対

象
と

し
た

技
術

研
修

の
実

施
、

大
学

や
学

会
等

と
連

携
し

た
専

門
人

材
の

育
成

、
専

門
的

知
見

及
び

技
術

を
有

す
る

者
を

登
録

・
活

用
す

る
人

材
登

録
事

業
の

活
用

、
狩

猟
免

許
取

得
を

促
す

イ
ベ

ン
ト

の
企

画
・
コ

ン
テ

ン
ツ

製
作

等
の

各
種

事
業

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

、
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

狩
猟

者
や

認
定

鳥
獣

捕
獲

等
事

業
者

、
地

方
公

共
団

体
職

員
な

ど
を

対
象

と
し

た
技

術
研

修
会

や
狩

猟
免

許
取

得
を

促
す

イ
ベ

ン
ト

を
開

催
し

た
。

ま
た

、
大

学
や

学
会

等
と

連
携

し
た

専
門

人
材

の
育

成
や

専
門

的
知

見
・
技

術
を

有
す

る
者

の
登

録
・
派

遣
事

業
を

実
施

し
、

鳥
獣

の
保

護
管

理
に

必
要

な
人

材
の

育
成

・
確

保
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

各
種

取
り

組
み

を
通

じ
て

、
一

定
程

度
の

担
い

手
確

保
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

引
き

続
き

、
研

修
会

や
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

等
を

通
じ

て
鳥

獣
の

保
護

管
理

に
必

要
な

人
材

の
育

成
・
確

保
に

取
り

組
む

。

①
4
0
代

以
下

の
狩

猟
免

許
所

持
者

数

②
夜

間
銃

猟
等

の
認

定
を

受
け

て
い

る
認

定
鳥

獣
捕

獲
等

事
業

者
の

割
合

③
都

道
府

県
当

た
り

の
専

門
的

知
見

を
有

す
る

職
員

の
平

均
数

①
現

状
値

　
5
.5

万
人

（
2
0
1
8
年

度
）

目
標

値
　

6
.6

万
人

（
２

割
増

加
）
（
2
0
3
0

年
度

）

②
現

状
値

1
4
%
(2

0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

2
5
%
(2

0
3
0

年
度

）

③
現

状
値

：
3
.7

人
（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
:5

.0
人

（
2
0
3
0
年

度
）

①
6
.0

万
人

(2
0
2
0
年

度
）

② 1
2
%
(2

0
2
4

年
度

）

③
4
.5

人
（
2
0
2
4
年

度
）

鳥
獣

保
護

管
理

強
化

総
合

対
策

事
業

、
指

定
管

理
鳥

獣
捕

獲
等

事
業

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

2
-
5
-
1
3

鳥
獣

被
害

防
止

対
策

の
担

い
手

の
確

保
・
育

成

鳥
獣

被
害

防
止

対
策

実
施

隊
の

設
置

推
進

や
農

業
者

等
の

多
様

な
者

の
参

画
を

促
し

、
鳥

獣
被

害
防

止
対

策
の

担
い

手
の

育
成

・
確

保
を

行
う

。
ま

た
、

体
系

的
な

研
修

に
よ

る
人

材
育

成
の

充
実

強
化

を
行

い
、

捕
獲

者
や

処
理

加
工

施
設

に
従

事
す

る
者

の
人

材
育

成
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

・
市

町
村

に
よ

る
被

害
防

止
計

画
の

作
成

や
鳥

獣
被

害
対

策
実

施
隊

の
設

置
・
体

制
強

化
を

推
進

し
て

い
る

。
・
高

齢
化

が
進

む
捕

獲
人

材
の

育
成

・
確

保
に

向
け

て
、

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
を

支
援

し
て

い
る

ほ
か

、
O

J
T

研
修

等
の

実
施

を
支

援
し

て
い

る
。

・
2
0
2
4
年

4
月

時
点

に
お

け
る

鳥
獣

被
害

対
策

実
施

隊
を

設
置

す
る

市
町

村
数

は
1
,2

5
6
市

町
村

、
同

隊
員

数
は

4
万

2
千

人
と

な
っ

た
。

・
捕

獲
従

事
者

の
高

齢
化

に
よ

る
捕

獲
体

制
の

弱
体

化
や

、
効

果
的

な
対

策
を

地
域

で
企

画
・
実

施
で

き
る

人
材

の
不

足
等

に
よ

り
、

対
策

が
十

分
に

実
施

で
き

て
い

な
い

地
域

が
見

ら
れ

る
。

・
こ

の
た

め
、

鳥
獣

被
害

防
止

総
合

対
策

交
付

金
に

よ
る

支
援

等
に

よ
り

、
鳥

獣
被

害
対

策
実

施
隊

の
維

持
・

強
化

を
図

る
。

そ
の

際
、

高
度

専
門

人
材

の
育

成
と

地
域

外
の

狩
猟

免
許

所
持

者
の

活
用

等
を

通
じ

て
実

施
隊

等
へ

の
配

置
の

促
進

を
図

る
。

・
衛

生
管

理
の

知
識

・
技

術
を

有
す

る
捕

獲
者

（
ジ

ビ
エ

ハ
ン

タ
ー

）
の

育
成

を
図

る
。

処
理

加
工

人
材

の
安

定
確

保
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。

鳥
獣

被
害

対
策

実
施

隊
の

隊
員

数
現

状
値

　
4
2
,0

5
3
人

（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

4
3
,8

0
0
人

（
2
0
2
5
年

度
）

4
2
,1

7
2
人

（
2
0
2
4
年

4
月

時
点

）

鳥
獣

被
害

防
止

総
合

対
策

交
付

金
鳥

獣
に

よ
る

農
林

水
産

業
等

に
係

る
被

害
の

防
止

の
た

め
の

特
別

措
置

に
関

す
る

法
律

2
-
5
-
1
4

野
生

鳥
獣

に
関

す
る

感
染

症
へ

の
対

応
野

生
鳥

獣
に

関
す

る
感

染
症

は
、

人
の

健
康

や
社

会
経

済
活

動
の

み
な

ら
ず

、
我

が
国

の
生

物
多

様
性

保
全

に
も

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
お

そ
れ

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

影
響

を
で

き
る

限
り

抑
制

又
は

低
減

す
る

た
め

、
生

物
多

様
性

保
全

上
の

リ
ス

ク
を

評
価

す
る

と
と

も
に

、
早

期
に

感
染

症
の

発
生

を
確

認
し

、
ワ

ン
ヘ

ル
ス

・
ア

プ
ロ

ー
チ

の
観

点
も

踏
ま

え
関

係
者

が
連

携
し

て
迅

速
に

対
応

す
る

た
め

の
体

制
等

の
整

備
を

行
う

。
ま

た
、

生
物

多
様

性
の

保
全

の
観

点
の

ほ
か

、
家

畜
衛

生
の

観
点

か
ら

も
大

き
な

影
響

を
及

ぼ
す

、
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
や

豚
熱

に
つ

い
て

は
、

関
係

省
庁

・
都

道
府

県
が

連
携

し
て

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
を

実
施

し
、

ウ
イ

ル
ス

の
早

期
発

見
と

発
生

時
の

迅
速

か
つ

円
滑

な
対

応
に

努
め

る
。

ウ
イ

ル
ス

を
運

ぶ
可

能
性

の
あ

る
渡

り
鳥

の
飛

来
状

況
や

感
染

症
発

生
状

況
等

に
つ

い
て

は
、

国
民

へ
の

分
か

り
や

す
い

情
報

提
供

や
関

係
機

関
へ

の
情

報
共

有
を

行
う

。
さ

ら
に

、
野

生
イ

ノ
シ

シ
の

豚
熱

感
染

は
農

場
で

の
豚

熱
発

生
の

要
因

と
な

る
こ

と
か

ら
、

野
生

イ
ノ

シ
シ

で
の

豚
熱

の
感

染
状

況
に

つ
い

て
国

民
へ

の
分

か
り

や
す

い
情

報
提

供
を

行
う

と
と

も
に

、
経

口
ワ

ク
チ

ン
の

散
布

に
よ

り
野

外
ウ

イ
ル

ス
濃

度
の

低
減

を
図

る
。

加
え

て
ア

フ
リ

カ
豚

熱
の

野
生

イ
ノ

シ
シ

へ
の

侵
入

防
止

と
侵

入
時

の
防

疫
体

制
の

強
化

を
図

る
。

【
環

境
省

、
厚

生
労

働
省

、
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

生
物

多
様

性
保

全
の

観
点

か
ら

、
早

期
に

感
染

症
の

発
生

を
確

認
し

、
2
3
9
の

感
染

症
に

つ
い

て
生

物
多

様
性

の
保

全
上

の
リ

ス
ク

評
価

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

家
畜

衛
生

等
の

分
野

で
も

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
野

鳥
に

お
け

る
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

つ
い

て
、

関
係

省
庁

・
4
7
都

道
府

県
が

連
携

し
て

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
を

実
施

す
る

整
備

し
て

い
る

。
ウ

イ
ル

ス
を

運
ぶ

可
能

性
の

あ
る

渡
り

鳥
の

飛
来

状
況

や
感

染
症

発
生

状
況

等
に

つ
い

て
は

、
国

民
へ

の
分

か
り

や
す

い
情

報
提

供
や

関
係

機
関

へ
の

情
報

共
有

を
行

う
た

め
、

環
境

省
H

P
に

お
い

て
情

報
の

発
信

を
行

っ
て

い
る

。
さ

ら
に

、
野

生
イ

ノ
シ

シ
で

の
豚

熱
の

感
染

状
況

に
つ

い
て

国
民

へ
の

分
か

り
や

す
い

情
報

提
供

を
行

う
た

め
に

農
林

水
産

省
H

P
に

お
い

て
地

図
を

用
い

た
情

報
の

発
信

を
行

っ
て

い
る

。
豚

熱
に

つ
い

て
は

経
口

ワ
ク

チ
ン

の
散

布
に

よ
り

野
外

ウ
イ

ル
ス

濃
度

の
低

減
を

図
っ

て
い

る
。

加
え

て
ア

フ
リ

カ
豚

熱
の

野
生

イ
ノ

シ
シ

へ
の

侵
入

防
止

と
侵

入
時

の
防

疫
体

制
に

つ
い

て
、

関
係

省
庁

で
申

合
せ

を
作

成
し

体
制

を
整

備
し

て
い

る
。

高
病

原
性

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

・
豚

熱
・
ア

フ
リ

カ
豚

熱
以

外
の

野
生

鳥
獣

の
感

染
症

に
つ

い
て

も
、

リ
ス

ク
評

価
は

一
定

程
度

完
了

し
た

も
の

の
、

当
該

３
種

の
感

染
症

に
対

し
て

行
わ

れ
て

い
る

よ
う

な
具

体
的

な
対

策
の

検
討

は
完

了
し

て
お

ら
ず

、
今

後
も

続
け

る
。

①
野

生
鳥

獣
に

関
す

る
感

染
症

に
よ

り
、

種
の

存
続

を
脅

か
す

野
生

鳥
獣

の
大

量
死

や
希

少
鳥

獣
へ

の
悪

影
響

が
確

認
さ

れ
た

数

②
関

係
機

関
が

連
携

し
て

全
国

的
な

サ
ー

ベ
イ

ラ
ン

ス
や

対
策

等
を

実
施

し
て

い
る

、
生

物
多

様
性

保
全

上
重

要
な

野
生

鳥
獣

に
関

す
る

感
染

症
数

③
生

物
多

様
性

保
全

上
の

リ
ス

ク
評

価
に

お
い

て
優

先
度

が
高

い
と

さ
れ

た
感

染
症

の
う

ち
、

具
体

的
な

対
策

の
検

討
等

を
行

っ
た

感
染

症
の

数

①
現

状
値

　
１

（
2
0
2
2
年

度
(年

度
末

時
点

）
）

目
標

値
　

０
（
毎

年
）

②
現

状
値

　
３

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

３
（
毎

年
）

③
現

状
値

　
2
/
3
0

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

1
0
/
3
0

（
2
0
2
3
年

度
）

①
０

（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

②
３

（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

③
3
/
3
0

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

鳥
獣

感
染

症
対

策
事

業
費

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

2
-
5
-
1
5

愛
玩

動
物

に
関

す
る

感
染

症
へ

の
対

応
飼

い
主

等
へ

の
普

及
啓

発
に

に
お

い
て

、
ワ

ン
ヘ

ル
ス

・
ア

プ
ロ

ー
チ

の
観

点
も

踏
ま

え
、

野
生

動
物

と
愛

玩
動

物
、

人
の

間
に

お
け

る
人

獣
共

通
感

染
症

の
感

染
防

止
を

周
知

す
る

こ
と

で
、

生
物

多
様

性
保

全
に

寄
与

す
る

。
【
環

境
省

、
厚

生
労

働
省

、
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

家
き

ん
を

除
く
飼

養
さ

れ
て

い
る

鳥
類

を
対

象
に

、
高

病
原

性
鳥

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
に

つ
い

て
、

飼
養

者
が

留
意

す
べ

き
対

応
方

針
等

を
ま

と
め

た
「
動

物
園

等
に

お
け

る
飼

養
鳥

に
関

す
る

高
病

原
背

鳥
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
対

応
指

針
」
を

2
0
2
3
年

度
及

び
2
0
2
4
年

度
に

更
新

し
、

自
治

体
や

動
物

園
等

へ
周

知
し

た
。

今
後

も
、

引
き

続
き

自
治

体
・
動

物
園

等
や

有
識

者
か

ら
意

見
を

伺
い

つ
つ

、
指

針
の

更
新

を
行

う
予

定
で

あ
る

。

動
物

の
愛

護
及

び
管

理
事

業
動

物
愛

護
管

理
法
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

3
-
1
-
1

国
際

的
な

ル
ー

ル
形

成
へ

の
参

画
及

び
国

内
企

業
の

巻
き

込
み

T
N

F
D

、
S
B

T
s 

fo
r 

N
at

u
re

、
IS

O
 T

C
3
3
1
（
国

際
標

準
化

機
構

に
設

立
さ

れ
た

生
物

多
様

性
に

関
す

る
専

門
委

員
会

）
等

に
お

け
る

民
間

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
に

お
け

る
議

論
に

関
し

て
、

我
が

国
の

ビ
ジ

ネ
ス

セ
ク

タ
ー

の
実

情
に

即
し

た
枠

組
に

な
る

よ
う

積
極

的
に

議
論

に
貢

献
す

る
。

あ
わ

せ
て

、
国

内
の

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
（
J
B

IB
、

経
団

連
自

然
保

護
協

議
会

等
）
と

も
連

携
し

、
企

業
に

よ
る

生
物

多
様

性
配

慮
の

経
営

へ
の

盛
り

込
み

や
目

標
設

定
・
情

報
開

示
を

促
進

す
る

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

と
普

及
等

を
行

う
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
4
～

2
0
2
5
年

度
に

か
け

て
T
N

F
D

に
約

5
0
万

ド
ル

相
当

の
拠

出
を

実
施

し
、

自
然

デ
ー

タ
公

的
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
N

D
P

F
の

立
ち

上
げ

に
向

け
た

共
同

研
究

や
、

T
N

F
D

管
理

運
営

協
議

会
へ

の
参

加
等

を
進

め
、

開
示

に
お

け
る

国
際

ル
ー

ル
メ

イ
キ

ン
グ

に
参

画
し

て
き

た
。

ま
た

、
生

物
多

様
性

分
野

に
お

け
る

国
際

標
準

規
格

に
関

す
る

IS
O

/
T
C

3
3
1
に

つ
い

て
、

2
0
2
1
年

度
に

国
内

審
議

委
員

会
を

設
置

し
、

産
学

官
が

連
携

し
て

規
格

開
発

に
関

す
る

対
処

方
針

の
検

討
等

を
実

施
し

て
き

た
。

日
本

が
技

術
力

で
強

み
を

有
す

る
技

術
・
ツ

ー
ル

等
に

つ
い

て
、

T
N

F
D

や
S
B

T
N

、
IP

B
E
S
、

IS
O

/
T
C

3
3
1

等
の

ル
ー

ル
メ

イ
キ

ン
グ

の
場

で
発

信
（
地

球
観

測
衛

星
や

環
境

D
N

A
等

を
活

用
し

た
自

然
関

連
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

手
法

や
、

流
域

全
体

の
水

リ
ス

ク
評

価
ツ

ー
ル

な
ど

）
を

進
め

る
。

①
国

際
的

な
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

（
S
B

T
s 

fo
r

N
at

u
re

,T
N

F
D

 等
）

及
び

国
内

の
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

（
J
B

IB
、

経
団

連
自

然
保

護
協

議
会

等
）
に

参
加

・
賛

同
・
認

定
を

受
け

て
い

る
企

業
の

数
又

は
割

合

②
生

物
多

様
性

の
配

慮
を

経
営

に
取

り
込

ん
で

い
る

企
業

の
数

又
は

割
合

③
生

物
多

様
性

の
配

慮
に

関
す

る
目

標
設

定
及

び
情

報
開

示
を

行
っ

て
い

る
企

業
の

数
又

は
割

合

①
現

状
値

　
企

業
数

 2
1
8
（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

企
業

数
3
0
0
（
2
0
2
5
年

度
）

②
現

状
値

7
5
%
(2

0
1
9
年

度
）

目
標

値
　

8
0
%
(2

0
2
5

年
度

）

③
現

状
値

　
目

標
設

定
 5

5
%

情
報

公
開

 7
4
%

目
標

値
　

目
標

設
定

 6
0
%

情
報

公
開

 8
0
%

(2
0
2
5
年

度
）

①
1
8
%
（
2
0
2
3

年
度

）

②
7
7
％

（
2
0
2
3
年

度
）

※
2
0
2
2
年

度
か

ら
設

問
が

一
部

変
更

さ
れ

て
お

り
、

点
検

値
と

現
状

値
を

単
純

比
較

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
が

、
設

問
の

趣
旨

に
大

き
な

変
更

は
な

い
。

③
定

量
目

標
を

設
定

し
て

い
る

企
業

割
合

：
3
5
％

定
性

目
標

を
設

定
し

て
い

る
企

業
割

合
：
4
2
％

（
2
0
2
3
年

度
）

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

（
Ｎ

Ｐ
）
の

実
現

に
向

け
た

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

国
際

協
力

・
ル

ー
ル

先
導

推
進

費

生
物

多
様

性
基

本
法

、
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

3
-
1
-
2

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

経
済

研
究

会
2
0
2
2
年

３
月

に
立

ち
上

げ
た

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

経
済

研
究

会
を

通
じ

て
、

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

と
ビ

ジ
ネ

ス
に

関
す

る
国

際
及

び
国

内
の

状
況

分
析

及
び

そ
れ

ら
を

踏
ま

え
た

我
が

国
と

し
て

の
ビ

ジ
ョ

ン
や

戦
略

の
策

定
を

行
い

、
民

間
企

業
に

よ
る

生
物

多
様

性
・
自

然
資

本
の

保
全

及
び

持
続

的
利

用
に

関
す

る
取

り
組

み
を

促
進

す
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
自

然
資

本
に

根
ざ

し
た

経
済

の
新

た
な

成
長

に
つ

な
が

る
チ

ャ
ン

ス
で

あ
る

こ
と

を
示

し
、

企
業

や
金

融
機

関
、

投
資

家
な

ど
に

実
践

に
促

す
た

め
に

関
係

４
省

庁
で

「
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
経

済
移

行
戦

略
」
を

策
定

し
た

（
2
0
2
4
年

３
月

）
。

ま
た

、
国

の
施

策
を

主
軸

と
し

つ
つ

、
各

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

に
期

待
す

る
ア

ク
シ

ョ
ン

を
整

理
す

る
べ

く
、

同
戦

略
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
検

討
も

行
っ

た
（
2
0
2
5
年

７
月

策
定

・
公

表
予

定
）
。

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

経
済

移
行

戦
略

及
び

同
戦

略
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

盛
り

込
ま

れ
た

施
策

を
推

進
す

る
。

（
目

標
）
2
0
2
3
年

度
内

に
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
経

済
の

実
現

に
向

け
た

ビ
ジ

ョ
ン

及
び

道
筋

を
示

し
た

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

経
済

移
行

戦
略

（
仮

称
）
を

策
定

す
る

。

環
境

省
、

農
林

水
産

省
、

経
済

産
業

省
、

国
土

交
通

省
は

、
連

名
で

「
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
経

済
移

行
戦

略
」

を
策

定
・
公

表
（
2
0
2
4
年

3
月

時
点

）

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

（
N

P
）
の

実
現

に
向

け
た

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

国
際

協
力

・
ル

ー
ル

先
導

推
進

費

生
物

多
様

性
基

本
法

、
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

3
-
1
-
3

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

対
応

、
指

標
・
見

え
る

化
、

デ
ー

タ
整

備

国
際

的
な

民
間

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
に

よ
る

ル
ー

ル
メ

イ
キ

ン
グ

の
動

向
を

踏
ま

え
、

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

対
応

、
指

標
・
見

え
る

化
、

デ
ー

タ
整

備
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

、
国

内
企

業
が

生
物

多
様

性
・
自

然
資

本
に

配
慮

し
た

持
続

可
能

な
経

営
を

推
進

す
る

た
め

の
支

援
を

行
う

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
に

お
け

る
生

物
多

様
性

へ
の

影
響

把
握

、
負

荷
低

減
に

関
す

る
企

業
の

具
体

的
な

行
動

支
援

と
し

て
、

デ
ー

タ
・
ツ

ー
ル

等
の

体
系

整
理

や
資

料
作

成
・
広

報
を

進
め

て
き

た
ほ

か
、

企
業

の
事

業
活

動
に

お
け

る
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
全

体
の

環
境

負
荷

を
“
見

え
る

化
”
す

る
ネ

イ
チ

ャ
ー

フ
ッ

ト
プ

リ
ン

ト
を

開
発

し
て

い
る

。

調
達

に
お

け
る

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

配
慮

指
針

等
（
仮

称
）
の

検
討

・
策

定
を

行
う

ほ
か

、
同

配
慮

指
針

等
を

活
用

し
た

、
官

民
連

携
に

よ
る

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
バ

リ
ュ

ー
チ

ェ
ー

ン
構

築
の

先
行

モ
デ

ル
の

創
出

及
び

調
達

を
通

じ
た

フ
ッ

ト
プ

リ
ン

ト
低

減
に

向
け

た
検

討
等

を
進

め
る

。

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

対
応

、
指

標
・
見

え
る

化
、

デ
ー

タ
整

備
を

実
施

し
て

い
る

企
業

数

現
状

値
　

-
目

標
値

　
-

‐
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
（
Ｎ

Ｐ
）
の

実
現

に
向

け
た

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

国
際

協
力

・
ル

ー
ル

先
導

推
進

費

生
物

多
様

性
基

本
法

、
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

行
動

目
標

3
-
1
　

企
業

に
よ

る
生

物
多

様
性

へ
の

依
存

度
・
影

響
の

定
量

的
評

価
、

現
状

分
析

、
科

学
に

基
づ

く
目

標
設

定
、

情
報

開
示

を
促

す
と

と
も

に
、

金
融

機
関

・
投

資
家

に
よ

る
投

融
資

を
推

進
す

る
基

盤
を

整
備

し
、

投
融

資
の

観
点

か
ら

生
物

多
様

性
を

保
全

・
回

復
す

る
活

動
を

推
進

す
る

基
本

戦
略

３
　

　
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
経

済
の

実
現
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

3
-
1
-
4

情
報

開
示

、
定

量
評

価
及

び
定

量
目

標
設

定
の

支
援

国
際

的
な

民
間

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
に

よ
る

ル
ー

ル
メ

イ
キ

ン
グ

の
動

向
を

踏
ま

え
、

、
T
N

F
D

 や
S
B

T
s 

fo
ｒ 

N
at

u
re

等
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

策
定

し
、

国
内

企
業

が
生

物
多

様
性

・
自

然
資

本
に

配
慮

し
た

持
続

可
能

な
経

営
を

推
進

す
る

た
め

の
支

援
と

普
及

啓
発

を
行

う
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
開

示
・
目

標
設

定
等

に
関

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

支
援

モ
デ

ル
事

業
等

の
実

施
を

通
じ

た
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
経

営
に

関
す

る
能

力
養

成
を

実
施

し
て

き
た

。
T
N

F
D

ア
ダ

プ
タ

ー
の

日
本

企
業

は
既

に
1
6
0
以

上
に

達
し

て
い

る
（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）
。

ビ
ジ

ネ
ス

分
野

別
の

自
然

関
連

リ
ス

ク
・
機

会
ロ

ン
グ

リ
ス

ト
や

、
「
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
を

通
じ

た
企

業
価

値
向

上
ま

で
の

ス
ト

ー
リ

ー
集

」
（
仮

称
）
の

検
討

・
策

定
を

進
め

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
成

果
物

も
活

用
し

、
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
経

営
移

行
に

向
け

た
能

力
養

成
や

技
術

開
発

・
支

援
（
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

、
特

に
優

先
対

象
分

野
の

中
堅

・
中

小
企

業
関

連
含

む
）
を

実
施

す
る

。

①
生

物
多

様
性

の
配

慮
を

経
営

に
取

り
込

ん
で

い
る

企
業

の
数

又
は

割
合

②
普

及
啓

発
に

関
す

る
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
件

数

①
現

状
値

7
5
%
(2

0
1
9
年

度
）

目
標

値
　

8
0
%

（
2
0
2
5
年

度
）

②
現

状
値

　
1
6
件

／
年

（
2
0
2
1
年

）
目

標
値

　
8
0
件

（
2
0
2
5
年

度
累

積
）

①
生

物
多

様
性

に
関

す
る

事
項

を
経

営
方

針
に

組
み

込
ん

で
い

る
企

業
割

合
：

3
9
％

割
合

生
物

多
様

性
に

関
す

る
事

項
を

環
境

方
針

等
に

組
み

込
ん

で
い

る
企

業
割

合
：

7
7
％

（
2
0
2
3

年
度

）

②
3
7
件

/
年

（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

累
積

）

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

（
Ｎ

Ｐ
）
の

実
現

に
向

け
た

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

国
際

協
力

・
ル

ー
ル

先
導

推
進

費

生
物

多
様

性
基

本
法

、
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

3
-
1
-
5

生
物

多
様

性
・
自

然
資

本
に

関
す

る
情

報
開

示
、

グ
リ

ー
ン

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

の
促

進

企
業

の
生

物
多

様
性

や
自

然
資

本
に

関
す

る
情

報
開

示
を

進
め

る
と

と
も

に
、

当
該

分
野

に
お

け
る

グ
リ

ー
ン

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
の

社
会

実
装

に
向

け
、

グ
リ

ー
ン

ボ
ン

ド
等

の
民

間
資

金
調

達
手

法
の

活
用

に
よ

り
、

グ
リ

ー
ン

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

、
E
S
G

 投
資

の
拡

大
を

図
る

。
【
環

境
省

、
国

土
交

通
省

】

○
b 

進
捗

中
・
T
N

F
D

フ
ォ

ー
ラ

ム
メ

ン
バ

ー
数

は
2
0
2
5
年

6
月

時
点

で
日

本
企

業
が

3
1
1
社

と
な

り
、

国
家

戦
略

2
0
2
3
-

2
0
3
0
に

定
め

た
「
国

際
的

な
イ

ニ
シ

ア
テ

ィ
ブ

（
S
B

T
s

fo
r 

N
at

u
re

,T
N

F
D

 等
）
及

び
国

内
の

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
（
J
B

IB
、

経
団

連
自

然
保

護
協

議
会

等
）
に

参
加

・
賛

同
・
認

定
を

受
け

て
い

る
企

業
の

数
又

は
割

合
」
の

2
0
2
5
年

目
標

値
で

あ
る

3
0
0
社

を
達

成
し

た
。

ま
た

、
一

部
の

大
手

金
融

機
関

・
機

関
投

資
家

が
自

然
資

本
に

着
目

し
た

投
融

資
商

品
を

開
発

し
て

い
る

。
・
地

域
金

融
機

関
に

よ
る

T
N

F
D

提
言

に
基

づ
く
情

報
開

示
を

促
進

す
る

た
め

、
2
0
2
5
年

3
月

3
1
日

、
「
T
N

F
D

提
言

に
沿

っ
た

自
然

関
連

情
報

分
析

ガ
イ

ダ
ン

ス
（
金

融
機

関
向

け
）
-
2
0
2
4
年

度
版

-
」
を

公
表

し
た

。
・
グ

リ
ー

ン
ボ

ン
ド

等
を

通
じ

た
グ

リ
ー

ン
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
の

拡
大

に
向

け
て

、
グ

リ
ー

ン
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

整
理

さ
れ

得
る

も
の

を
例

示
し

た
グ

リ
ー

ン
リ

ス
ト

の
拡

充
等

を
実

施
し

た
。

・
国

内
外

の
ネ

イ
チ

ャ
ー

フ
ァ

イ
ナ

ン
ス

の
拡

大
・
質

を
向

上
さ

せ
る

た
め

の
、

投
融

資
に

お
け

る
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
配

慮
指

針
等

（
仮

称
）
の

検
討

・
策

定
を

行
う

。
ま

た
、

同
指

針
も

活
用

し
た

、
官

民
連

携
に

よ
る

ネ
イ

チ
ャ

ー
フ

ァ
イ

ナ
ン

ス
の

先
行

モ
デ

ル
の

創
出

を
行

う
。

さ
ら

に
、

ネ
イ

チ
ャ

ー
フ

ッ
ト

プ
リ

ン
ト

の
開

発
と

金
融

セ
ク

タ
ー

向
け

活
用

ガ
イ

ダ
ン

ス
（
仮

称
）
の

開
発

支
援

も
進

め
る

。
・
地

域
金

融
機

関
向

け
の

ガ
イ

ダ
ン

ス
や

グ
リ

ー
ン

リ
ス

ト
の

拡
充

等
を

継
続

的
に

検
討

す
る

。

T
N

F
D

へ
の

賛
同

団
体

数
（
国

内
）

現
状

値
　

4
5

目
標

値
　

9
0
（
2
0
2
5

年
度

）

T
N

F
D

ア
ダ

プ
タ

ー
数

1
6
6
社

（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）

適
応

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
の

グ
リ

ー
ン

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
活

性
化

に
向

け
た

グ
リ

ー
ン

ボ
ン

ド
等

促
進

体
制

整
備

支
援

事
業

3
-
1
-
6

環
境

に
配

慮
し

た
不

動
産

へ
の

E
S
G

投
資

促
進

生
物

多
様

性
な

ど
環

境
に

配
慮

し
た

優
良

な
不

動
産

へ
の

E
S
G

投
資

が
促

進
さ

れ
る

不
動

産
投

資
市

場
の

形
成

に
向

け
た

環
境

整
備

を
推

進
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

生
物

多
様

性
な

ど
環

境
に

配
慮

し
た

優
良

な
不

動
産

へ
の

E
S
G

投
資

が
促

進
さ

れ
る

不
動

産
投

資
市

場
の

形
成

に
向

け
て

、
「
不

動
産

分
野

に
お

け
る

T
C

F
D

ガ
イ

ダ
ン

ス
」
（
2
0
2
1
年

3
月

公
表

、
2
0
2
4
年

3
月

改
訂

）
、

「
「
社

会
的

イ
ン

パ
ク

ト
不

動
産

」
の

実
践

ガ
イ

ダ
ン

ス
」

（
R

5
.3

公
表

）
を

作
成

し
た

。

不
動

産
へ

の
E
S
G

投
資

促
進

の
た

め
、

ガ
イ

ダ
ン

ス
普

及
・
啓

発
を

図
る

。
E
S
G

投
資

関
連

情
報

の
充

実
に

向
け

た
環

境
整

備
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

3
-
2
-
1

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

に
係

る
ビ

ジ
ネ

ス
分

野
の

取
組

支
援

生
物

多
様

性
の

保
全

に
資

す
る

技
術

、
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

企
業

の
数

及
び

市
場

規
模

の
拡

大
を

後
押

し
す

る
た

め
の

情
報

共
有

基
盤

を
拡

充
す

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
経

済
に

資
す

る
技

術
普

及
等

を
目

的
と

し
た

マ
ッ

チ
ン

グ
イ

ベ
ン

ト
の

開
催

（
経

団
連

自
然

保
護

協
議

会
/
2
0
3
0
生

物
多

様
性

枠
組

実
現

日
本

会
議

（
J
-
G

B
F
）
の

共
催

）
や

、
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
経

営
推

進
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

新
設

な
ど

、
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
間

の
互

助
・
協

業
の

取
組

を
推

進
し

て
き

た
。

生
物

多
様

性
に

関
す

る
推

進
体

制
に

お
い

て
、

経
営

理
念

・
方

針
、

サ
ス

テ
ナ

ビ
リ

テ
ィ

・
環

境
方

針
等

へ
盛

り
込

ん
で

い
る

企
業

が
2
0
2
3
年

度
で

7
7
％

ま
で

伸
び

た
。

ま
た

環
境

産
業

の
経

済
波

及
効

果
の

算
定

結
果

と
し

て
、

2
0
2
3
年

は
1
6
.4

兆
円

に
増

加
し

た
。

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

経
営

推
進

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

の
活

性
化

を
通

じ
た

互
助

・
協

業
の

取
組

を
引

き
続

き
推

進
す

る
ほ

か
、

「
J
-
G

B
F
行

動
変

容
ヒ

ン
ト

集
」
の

更
新

等
も

継
続

す
る

。

①
生

物
多

様
性

の
配

慮
を

経
営

に
取

り
込

ん
で

い
る

企
業

の
数

ま
た

は
割

合

②
生

物
多

様
性

の
保

全
に

資
す

る
技

術
、

製
品

・
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

し
て

い
る

企
業

の
数

及
び

市
場

規
模

①
現

状
値

　
7
5
％

※

目
標

値
　

8
0
％

（
2
0
2
5
年

度
）

※
2
0
1
9
年

度
の

数
字 ②

現
状

値
　

8
.5

兆
円

（
2
0
1
9
年

）
目

標
値

　
9
.0

兆
円

（
2
0
2
5
年

）

①
7
7
％

（
2
0
2
3
年

度
）

※
2
0
2
2
年

度
か

ら
設

問
が

一
部

変
更

さ
れ

て
お

り
、

点
検

値
と

現
状

値
を

単
純

比
較

す
る

こ
と

は
で

き
な

い
が

、
設

問
の

趣
旨

に
大

き
な

変
更

は
な

い
。

②
9
.3

兆
円

（
2
0
2
3
年

）

3
-
2
-
2

優
良

事
例

の
情

報
発

信
我

が
国

企
業

の
有

す
る

生
物

多
様

性
保

全
に

係
る

技
術

、
製

品
、

サ
ー

ビ
ス

に
つ

い
て

、
優

良
事

例
を

取
り

ま
と

め
国

内
外

へ
情

報
発

信
す

る
。

【
環

境
省

】
b 

進
捗

中
ビ

ジ
ネ

ス
フ

ォ
ー

ラ
ム

（
経

団
連

自
然

保
護

協
議

会
/
2
0
3
0
生

物
多

様
性

枠
組

実
現

日
本

会
議

（
J
-
G

B
F
）

の
共

催
）
に

お
け

る
マ

ッ
チ

ン
グ

イ
ベ

ン
ト

の
定

例
開

催
や

、
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
経

営
推

進
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

新
設

な
ど

を
通

じ
、

生
物

多
様

性
保

全
に

係
る

技
術

、
製

品
、

サ
ー

ビ
ス

の
、

国
内

に
お

け
る

情
報

発
信

・
共

有
も

推
進

し
て

き
た

。
ま

た
、

国
際

的
に

は
、

G
7
A

N
P

E
と

い
う

情
報

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

い
て

、
日

本
の

取
組

・
成

果
に

関
す

る
情

報
発

信
を

実
施

し
て

き
た

。

国
際

的
な

ル
ー

ル
メ

イ
キ

ン
グ

の
場

に
加

え
、

G
7
A

N
P

E
、

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

経
営

推
進

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

等
を

通
じ

、
引

き
続

き
情

報
発

信
を

進
め

る
。

生
物

多
様

性
ビ

ジ
ネ

ス
貢

献
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

の
掲

載
件

数

現
状

値
　

5
0
件

（
2
0
2
2
年

）
目

標
値

　
2
0
0
件

（
2
0
2
5
年

）

8
6
件

（
2
0
2
4

年
）

※
生

物
多

様
性

ビ
ジ

ネ
ス

貢
献

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
、

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

経
済

推
進

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

へ
移

行
・
改

修
予

定
な

の
で

、
今

後
指

標
が

変
わ

る
可

能
性

が
あ

る
。

3
-
2
-
3

政
府

調
達

に
お

け
る

グ
リ

ー
ン

購
入

の
推

進

国
等

の
公

的
機

関
が

率
先

し
て

環
境

物
品

等
の

調
達

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

環
境

物
品

等
に

関
す

る
適

切
な

情
報

提
供

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
需

要
の

転
換

を
図

り
，

持
続

的
発

展
が

可
能

な
社

会
の

構
築

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

有
識

者
検

討
会

も
踏

ま
え

た
グ

リ
ー

ン
購

入
法

の
基

本
方

針
の

見
直

し
検

討
、

各
府

省
庁

等
へ

の
連

絡
調

整
、

地
方

公
共

団
体

等
に

向
け

た
説

明
会

、
環

境
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

で
の

資
料

提
供

等
を

通
じ

た
情

報
提

供
等

に
よ

り
、

環
境

負
荷

の
少

な
い

公
共

調
達

・
契

約
の

推
進

等
の

実
施

に
努

め
て

い
る

。
国

等
に

お
け

る
特

定
調

達
品

目
の

調
達

率
が

9
5
%
以

上
の

品
目

数
の

割
合

は
2
0
2
3
年

度
実

績
で

8
0
.2

%
と

な
っ

て
い

る
。

商
品

や
サ

ー
ビ

ス
の

開
発

状
況

に
応

じ
た

基
本

方
針

の
見

直
し

は
継

続
的

に
行

う
必

要
が

あ
り

、
調

達
率

9
5
%
以

上
の

品
目

数
の

割
合

増
加

と
共

に
推

進
す

る
。

国
等

に
お

け
る

グ
リ

ー
ン

購
入

推
進

等
経

費

国
等

に
よ

る
環

境
物

品
等

の
調

達
の

推
進

等
に

関
す

る
法

律

行
動

目
標

3
-
2
　

生
物

多
様

性
保

全
に

貢
献

す
る

技
術

・
サ

ー
ビ

ス
に

対
す

る
支

援
を

進
め

る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

3
-
2
-
4

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
社

会
実

装
の

推
進

A
I等

を
用

い
た

早
期

・
高

精
度

な
発

生
予

測
技

術
や

効
率

的
な

農
薬

・
肥

料
散

布
技

術
な

ど
環

境
保

全
に

焦
点

を
当

て
た

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
開

発
や

実
証

を
通

じ
て

、
生

物
多

様
性

保
全

の
視

点
に

も
立

っ
た

栽
培

技
術

の
確

立
・
普

及
等

の
取

組
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

ス
マ

ー
ト

農
業

実
証

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
2
0
1
8
～

2
0
2
4
）
に

よ
り

、
衛

星
画

像
を

活
用

し
た

可
変

施
肥

技
術

等
の

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
導

入
効

果
を

検
証

し
た

。

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

活
用

促
進

法
を

施
行

（
2
0
2
4
年

1
0
月

～
）
し

、
重

点
開

発
目

標
に

「
衛

星
や

ド
ロ

ー
ン

等
を

用
い

た
農

産
物

の
生

育
、

土
壌

及
び

病
害

虫
等

の
セ

ン
シ

ン
グ

の
結

果
等

に
連

動
し

た
農

作
業

の
省

力
化

又
は

高
度

化
に

係
る

技
術

」
を

位
置

づ
け

、
セ

ン
シ

ン
グ

等
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
効

率
的

な
農

業
・
肥

料
散

布
技

術
の

開
発

と
普

及
を

推
進

し
た

。

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

活
用

促
進

法
に

基
づ

く
計

画
認

定
制

度
に

よ
る

金
融

・
税

制
措

置
等

を
活

用
し

な
が

ら
、

セ
ン

シ
ン

グ
等

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

ス
マ

ー
ト

農
業

技
術

の
確

立
・
普

及
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

デ
ー

タ
を

活
用

し
た

農
業

を
実

践
す

る
農

業
の

担
い

手
の

割
合

現
状

値
　

4
9
%

目
標

値
　

ほ
ぼ

全
て

（
2
0
2
5
年

）

5
8
.5

%
（
2
0
2
4
年

）
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
実

現
技

術
開

発
・
実

証
事

業
の

う
ち

ス
マ

ー
ト

農
業

の
総

合
推

進
対

策
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

開
発

・
実

証
・

実
装

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

農
業

の
生

産
性

の
向

上
の

た
め

の
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

活
用

の
促

進
に

関
す

る
法

律

3
-
3
-
1

名
古

屋
議

定
書

の
国

内
措

置
（
A

B
S

指
針

）
の

推
進


遺

伝
資

源
の

利
用

に
伴

う
A

B
S
の

実
施

名
古

屋
議

定
書

に
基

づ
き

、
提

供
国

の
A

B
S
に

関
す

る
国

内
制

度
の

遵
守

の
促

進
及

び
普

及
啓

発
を

実
施

し
、

遺
伝

資
源

の
利

用
か

ら
生

ず
る

利
益

の
公

正
か

つ
衡

平
な

配
分

を
実

現
さ

せ
る

こ
と

で
、

生
物

多
様

性
の

保
全

と
持

続
可

能
な

利
用

に
貢

献
す

る
。

【
経

済
産

業
省

、
財

務
省

、
文

部
科

学
省

、
厚

生
労

働
省

、
農

林
水

産
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

指
針

第
５

章
の

規
定

に
基

づ
き

、
経

済
産

業
大

臣
が

適
当

と
認

め
る

機
関

に
関

す
る

手
続

等
に

つ
い

て
定

め
る

と
と

も
に

、
2
0
1
7
年

９
月

７
日

付
け

で
、

独
立

行
政

法
人

製
品

評
価

技
術

基
盤

機
構

を
認

定
発

給
機

関
と

し
て

認
定

し
て

い
る

。
ま

た
、

海
外

の
遺

伝
資

源
に

ア
ク

セ
ス

す
る

際
の

留
意

点
、

注
意

点
等

を
ま

と
め

た
、

「
遺

伝
資

源
へ

の
ア

ク
セ

ス
手

引
」
を

ま
と

め
、

普
及

啓
発

に
努

め
て

い
る

。

遺
伝

資
源

の
提

供
国

の
A

B
S
に

関
す

る
国

内
制

度
を

遵
守

す
る

よ
う

促
す

た
め

、
引

き
続

き
遺

伝
資

源
取

得
者

に
対

し
て

A
B

S
指

針
等

に
つ

い
て

普
及

啓
発

を
行

う
。

名
古

屋
議

定
書

、
A

B
S
指

針

名
古

屋
議

定
書

の
国

内
措

置
（
A

B
S

指
針

）
の

推
進


名

古
屋

議
定

書
の

国
内

実
施

名
古

屋
議

定
書

の
国

内
担

保
措

置
の

運
用

に
よ

り
、

我
が

国
に

お
け

る
海

外
遺

伝
資

源
の

適
法

取
得

及
び

適
正

利
用

を
促

進
す

る
。

こ
れ

に
当

た
り

、
こ

れ
ま

で
の

A
B

S
の

実
施

を
進

め
る

上
で

見
え

て
き

た
遺

伝
資

源
の

取
得

、
利

用
に

係
る

技
術

的
な

課
題

へ
の

対
応

の
検

討
も

進
め

る
。

ま
た

、
国

際
的

な
名

古
屋

議
定

書
の

レ
ビ

ュ
ー

の
観

点
も

踏
ま

え
つ

つ
、

産
業

、
学

術
分

野
ご

と
、

ま
た

業
種

を
超

え
た

事
例

収
集

や
情

報
共

有
を

進
め

る
。

【
環

境
省

、
財

務
省

、
文

部
科

学
省

、
厚

生
労

働
省

、
農

林
水

産
省

、
経

済
産

業
省

】

b 
進

捗
中

名
古

屋
議

定
書

の
国

内
担

保
措

置
と

し
て

A
B

S
指

針
（
遺

伝
資

源
の

取
得

の
機

会
及

び
そ

の
利

用
か

ら
生

ず
る

利
益

の
公

正
か

つ
衡

平
な

配
分

に
関

す
る

指
針

）
を

運
用

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
そ

の
中

で
見

え
て

き
た

遺
伝

資
源

の
取

得
及

び
利

用
に

係
る

課
題

に
つ

い
て

、
環

境
省

が
主

催
す

る
「
A

B
S
の

実
施

に
係

る
技

術
検

討
会

」
等

で
共

有
し

議
論

し
た

。
ま

た
、

特
定

の
産

業
や

学
術

分
野

に
お

け
る

名
古

屋
議

定
書

の
実

施
に

つ
い

て
の

事
例

収
集

や
情

報
共

有
を

進
め

て
き

た
。

引
き

続
き

、
各

国
制

度
の

情
報

収
集

（
A

B
S
ク

リ
ア

リ
ン

グ
ハ

ウ
ス

等
か

ら
の

情
報

収
集

）
や

、
そ

の
成

果
と

A
B

S
指

針
等

に
つ

い
て

は
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
を

通
じ

た
情

報
提

供
を

進
め

る
。

名
古

屋
議

定
書

、
A

B
S
指

針
の

関
連

分
野

の
研

究
者

等
の

認
知

度

現
状

値
（
2
0
1
9
年

度
）

名
古

屋
議

定
書

の
認

知
度

：
内

容
を

知
っ

て
い

る
7
2
.3

％
、

A
B

S
指

針
の

認
知

度
：

内
容

を
知

っ
て

い
る

6
6
.0

％
目

標
値

（
2
0
3
0
年

度
）

名
古

屋
議

定
書

の
認

知
度

：
内

容
を

知
っ

て
い

る
8
0
％

A
B

S
指

針
の

認
知

度
：

内
容

を
知

っ
て

い
る

7
0
％

出
典

：
平

成
3
1
 年

度
環

境
経

済
の

政
策

研
究

（
「
遺

伝
資

源
の

取
得

の
機

会
及

び
そ

の
利

用
か

ら
生

ず
る

利
益

の
公

正
か

つ
衡

平
な

配
分

に
関

す
る

指
針

（
A

B
S
 指

針
）
」
の

見
直

し
に

向
け

た
、

提
供

国
措

置
の

便
益

・
コ

ス
ト

等
の

評
価

に
関

す
る

研
究

）
」
（
関

連
分

野
に

お
け

る
研

究
者

、
技

術
者

等
に

対
し

て
行

っ
た

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
）

名
古

屋
議

定
書

の
認

知
度

：
内

容
を

知
っ

て
い

る
 5

3
.8

％
A

B
S
 指

針
の

認
知

度
：

内
容

を
知

っ
て

い
る

5
0
.7

％
（
2
0
2
5
年

度
）

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

（
N

P
)の

実
現

に
向

け
た

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

国
際

協
力

・
ル

ー
ル

先
導

推
進

費

遺
伝

資
源

の
取

得
の

機
会

及
び

そ
の

利
用

か
ら

生
ず

る
利

益
の

公
正

か
つ

衡
平

な
配

分
に

関
す

る
指

針
、

生
物

多
様

性
国

家
戦

略

行
動

目
標

3
-
3
　

遺
伝

資
源

の
利

用
に

伴
う

A
B

S
を

実
施

す
る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

3
-
3
-
2

遺
伝

資
源

の
収

集
・

保
全

、
利

用
（
A

B
S

関
係

）

遺
伝

資
源

利
用

に
係

る
国

際
情

勢
の

動
向

調
査

等
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
「
食

料
及

び
農

業
の

た
め

の
植

物
遺

伝
資

源
条

約
 (
IT

P
G

R
)」

の
「
多

数
国

間
の

制
度

」
を

通
じ

て
我

が
国

の
品

種
開

発
の

発
展

に
と

っ
て

重
要

な
植

物
遺

伝
資

源
の

導
入

を
円

滑
に

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

食
料

及
び

農
業

の
た

め
の

植
物

遺
伝

資
源

条
約

の
多

数
国

間
制

度
機

能
改

善
の

た
め

の
作

業
部

会
等

に
参

加
し

、
国

際
情

勢
の

動
向

を
調

査
す

る
と

と
も

に
、

海
外

遺
伝

資
源

の
取

得
・
利

用
の

円
滑

化
に

向
け

た
議

論
に

参
画

し
た

。

遺
伝

資
源

利
⽤

に
係

る
国

際
的

な
議

論
の

動
向

を
調

査
す

る
と

と
も

に
、

海
外

遺
伝

資
源

の
取

得
・
利
⽤

の
円

滑
化

に
向

け
て

引
き

続
き

国
際

的
な

議
論

に
参

画
す

る
。

・
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
推

進
総

合
戦

略
（
食

料
シ

ス
テ

ム
全

体
で

の
環

境
負

荷
低

減
に

向
け

た
行

動
変

容
促

進
の

内
数

）
・
食

料
・
農

業
植

物
遺

伝
資

源
条

約
（
IT

P
G

R
F
A

）
拠

出
金

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

、
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

食
料

シ
ス

テ
ム

の
確

立
の

た
め

の
環

境
負

荷
低

減
事

業
活

動
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律

3
-
3
-
3

独
立

行
政

法
人

製
品

評
価

技
術

基
盤

機
構

に
よ

る
二

国
間

連
携

の
取

組

独
立

行
政

法
人

製
品

評
価

技
術

基
盤

機
構

に
よ

る
二

国
間

の
取

組
と

し
て

、
ア

ジ
ア

諸
国

/
地

域
の

一
部

と
政

府
機

関
及

び
傘

下
の

研
究

機
関

と
の

間
で

、
微

生
物

資
源

の
保

全
と

利
用

に
関

す
る

文
書

を
作

成
し

、
海

外
の

微
生

物
資

源
の

保
全

と
持

続
可

能
な

利
用

の
た

め
の

取
組

を
実

施
し

、
資

源
保

有
国

に
遺

伝
資

源
の

保
全

や
収

集
、

利
用

に
関

す
る

技
術

を
移

転
す

る
と

と
も

に
、

海
外

資
源

へ
の

ア
ク

セ
ス

ル
ー

ト
の

確
保

及
び

資
源

国
と

の
合

意
に

基
づ

く
資

源
移

転
と

そ
の

利
用

に
よ

り
、

我
が

国
の

企
業

に
遺

伝
資

源
の

利
用

の
機

会
を

引
き

続
き

提
供

し
て

い
く
。

【
経

済
産

業
省

】

b 
進

捗
中

ベ
ト

ナ
ム

、
タ

イ
、

中
国

、
モ

ン
ゴ

ル
、

韓
国

、
台

湾
の

6
か

国
・
地

域
と

協
力

関
係

を
構

築
、

継
続

し
、

微
生

物
資

源
の

保
全

と
持

続
可

能
な

利
用

の
た

め
の

取
組

を
実

施
し

て
い

る
。

今
後

も
引

き
続

き
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
確

保
を

行
う

と
と

も
に

、
各

国
の

微
生

物
資

源
へ

の
ア

ク
セ

ス
に

関
す

る
法

令
等

の
情

報
を

把
握

し
、

我
が

国
の

企
業

等
に

対
し

、
微

生
物

資
源

の
利

用
の

機
会

を
提

供
す

る
。

独
立

行
政

法
人

製
品

評
価

技
術

基
盤

機
構

運
営

費
交

付
金

3
-
4
-
1

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

の
実

現
に

向
け

、
2
0
3
0
 年

目
標

や
、

環
境

と
調

和
の

と
れ

た
食

料
シ

ス
テ

ム
の

確
立

の
た

め
の

環
境

負
荷

低
減

事
業

活
動

の
促

進
等

に
関

す
る

法
律

（
令

和
４

年
法

律
第

3
7
号

）
に

基
づ

き
、

新
技

術
の

開
発

、
有

機
農

業
の

推
進

、
環

境
負

荷
低

減
の

見
え

る
化

等
を

進
め

る
。

【
農

林
水

産
省

】

○
b 

進
捗

中
・
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
に

掲
げ

る
、

2
0
5
0
年

ま
で

に
目

指
す

姿
や

、
2
0
3
0
年

目
標

の
実

現
に

向
け

て
、

農
林

水
産

大
臣

を
本

部
長

と
す

る
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
本

部
を

年
2
回

開
催

し
、

K
P

Iの
進

捗
管

理
を

行
っ

て
い

る
。

・
み

ど
り

法
に

基
づ

く
取

組
と

し
て

、
全

都
道

府
県

で
作

成
さ

れ
た

基
本

計
画

に
基

づ
き

、
環

境
負

荷
低

減
に

取
り

組
む

生
産

者
と

し
て

、
全

都
道

府
県

で
合

計
3
0
,0

0
0
経

営
体

以
上

が
認

定
さ

れ
て

い
る

（
2
0
2
5
年

8
月

時
点

）
。

ま
た

、
生

産
者

だ
け

で
は

解
決

し
が

た
い

技
術

開
発

や
機

械
・
資

材
の

販
売

等
を

行
う

事
業

者
と

し
て

、
9
4
事

業
者

を
認

定
し

て
い

る
（
2
0
2
5
年

8
月

時
点

）
。

・
農

産
物

の
生

産
段

階
に

お
け

る
温

室
効

果
ガ

ス
削

減
や

生
物

多
様

性
保

全
に

貢
献

す
る

環
境

負
荷

低
減

の
取

組
を

評
価

し
、

星
の

数
で

ラ
ベ

ル
（
愛

称
：
み

え
る

ら
べ

る
）
表

示
し

、
消

費
者

に
分

か
り

や
す

く
伝

え
る

「
見

え
る

化
」
の

取
組

を
2
0
2
4
年

3
月

か
ら

本
格

運
用

し
て

お
り

、
販

売
店

舗
は

全
国

1
0
0
0
店

舗
以

上
と

な
っ

た
。

・
改

正
基

本
法

に
お

い
て

「
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

食
料

シ
ス

テ
ム

の
確

立
」
が

基
本

理
念

と
し

て
新

た
に

位
置

づ
け

ら
れ

こ
と

を
踏

ま
え

、
こ

れ
に

基
づ

く
新

た
な

基
本

計
画

に
定

め
ら

れ
た

目
標

の
達

成
に

向
け

た
施

策
を

講
じ

る
。

・
化

学
農

薬
使

用
量

の
低

減
に

つ
い

て
は

、
2
0
3
0
年

目
標

を
達

成
し

て
い

る
も

の
の

、
リ

ス
ク

の
低

い
農

薬
へ

の
切

替
等

の
取

組
の

効
果

だ
け

で
な

く
、

資
材

費
上

昇
に

よ
る

買
い

控
え

傾
向

も
寄

与
し

た
と

考
え

ら
れ

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

対
策

を
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
具

体
的

に
は

、
総

合
防

除
の

推
進

、
化

学
農

薬
を

使
用

し
な

い
有

機
農

業
の

面
的

拡
大

、
リ

ス
ク

の
よ

り
低

い
化

学
農

薬
や

抵
抗

性
品

種
等

の
開

発
等

を
推

進
す

る
。

・
化

学
肥

料
使

用
量

の
低

減
に

つ
い

て
は

、
肥

料
価

格
高

騰
対

策
事

業
の

実
施

に
よ

り
、

多
く
の

農
業

者
が

取
組

を
実

施
し

て
お

り
、

今
後

取
組

の
定

着
と

普
及

に
向

け
て

、
国

内
資

源
利

用
の

一
層

の
拡

大
、

施
肥

低
減

技
術

や
適

正
施

肥
等

の
取

組
を

推
進

す
る

。

・
環

境
負

荷
低

減
の

取
組

の
「
見

え
る

化
」
に

つ
い

て
、

現
在

は
米

や
野

菜
等

2
4
品

目
を

対
象

に
し

て
い

る
が

、
畜

産
物

な
ど

対
象

品
目

の
拡

大
に

つ
い

て
も

検
討

を
進

め
る

。

①
化

学
農

薬
使

用
量

（
リ

ス
ク

換
算

）

②
化

学
肥

料
使

用
量 ③

有
機

農
業

の
取

組
面

積

①
現

状
値

：
2
3
,3

3
0

（
リ

ス
ク

換
算

）
（
2
,0

1
9
農

薬
年

度
）

注
）
農

薬
年

度
は

、
前

年
1
0
 月

～
当

年
９

月
目

標
値

：
1
0
%
低

減
（
2
0
3
0
年

）

②
現

状
値

：
9
0
万

ト
ン

（
2
0
1
6
年

）
目

標
値

：
7
2
万

ト
ン

（
2
0
%
低

減
）

（
2
0
3
0
年

）

③
現

状
値

　
2
5
.2

千
h
a（

2
0
2
0
年

）
目

標
値

　
6
3
千

h
a

（
2
0
3
0
年

）

①
1
9
,8

3
9

（
2
0
2
3
農

薬
年

度
）

②
8
1
万

ト
ン

（
2
0
2
2
年

度
）

③
3
0
.1

千
h
a

（
2
0
2
2
年

度
）

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

総
合

対
策

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

、
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

食
料

シ
ス

テ
ム

の
確

立
の

た
め

の
環

境
負

荷
低

減
事

業
活

動
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律

行
動

目
標

3
-
4
　

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

に
掲

げ
る

化
学

農
薬

使
用

量
（
リ

ス
ク

換
算

）
の

低
減

や
化

学
肥

料
使

用
量

の
低

減
、

有
機

農
業

の
推

進
な

ど
を

含
め

、
持

続
可

能
な

環
境

保
全

型
の

農
林

水
産

業
を

拡
大

さ
せ

る

151



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

3
-
4
-
2

有
機

農
業

の
推

進
・
有

機
農

業
の

拡
大

に
向

け
た

現
場

の
取

組
を

推
進

す
る

た
め

、
新

た
に

有
機

農
業

に
取

り
組

む
農

業
者

の
技

術
習

得
等

に
よ

る
人

材
育

成
等

を
支

援
す

る
。

・
地

域
ぐ

る
み

で
有

機
農

業
に

取
り

組
む

市
町

村
等

の
取

組
を

推
進

す
る

た
め

、
有

機
農

業
の

生
産

か
ら

消
費

ま
で

一
貫

し
、

農
業

者
の

み
な

ら
ず

事
業

者
や

地
域

内
外

の
住

民
を

巻
き

こ
ん

で
推

進
す

る
取

組
の

試
行

や
体

制
づ

く
り

に
つ

い
て

、
物

流
の

効
率

化
や

販
路

拡
大

等
の

取
組

と
一

体
的

に
支

援
す

る
。

・
現

場
の

実
践

技
術

の
体

系
化

と
普

及
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
2
0
4
0
年

ま
で

に
、

主
要

な
品

目
に

つ
い

て
次

世
代

有
機

農
業

技
術

を
確

立
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
有

機
農

業
の

取
組

面
積

は
、

地
域

ぐ
る

み
で

有
機

農
業

の
生

産
か

ら
消

費
ま

で
一

貫
し

て
取

り
組

む
市

町
村

で
あ

る
「
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
ビ

 レ
ッ

ジ
」
の

創
出

の
推

進
等

に
よ

り
、

2
0
2
2
 年

度
に

は
約

３
万

 h
a 

ま
で

拡
大

し
た

。

・
有

機
水

稲
栽

培
の

普
及

拡
大

に
向

け
、

省
力

的
な

抑
草

が
期

待
で

き
る

深
水

管
理

に
関

し
て

、
「
深

水
管

理
に

よ
る

省
力

的
な

有
機

水
稲

栽
培

を
実

現
す

る
農

地
整

備
＆

栽
培

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
」
を

と
り

ま
と

め
て

公
表

し
た

。
寒

冷
地

と
暖

地
の

両
地

域
に

お
い

て
、

水
稲

に
お

け
る

両
正

条
田

植
え

技
術

に
直

交
機

械
除

草
を

組
み

合
わ

せ
た

雑
草

対
策

技
術

、
お

よ
び

有
機

質
肥

料
に

よ
る

施
肥

設
計

を
支

援
す

る
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

開
発

し
、

「
省

力
除

草
、

安
定

生
産

の
水

田
有

機
栽

培
体

系
の

実
証

と
支

援
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

開
発

」
成

果
集

と
し

て
取

り
ま

と
め

公
表

し
た

。

・
有

機
農

業
へ

移
行

し
た

当
初

の
農

地
で

は
単

収
が

低
く
不

安
定

で
あ

る
こ

と
や

、
技

術
の

体
系

化
や

指
導

体
制

の
構

築
が

不
十

分
で

あ
る

た
め

、
有

機
農

業
へ

の
転

換
を

希
望

す
る

農
業

者
が

取
り

組
み

や
す

い
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

ほ
か

、
熟

成
が

不
十

分
な

堆
肥

の
施

用
や

雑
草

に
よ

る
害

虫
の

発
生

等
に

伴
う

生
産

や
品

質
へ

の
影

響
も

踏
ま

え
た

対
応

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

流
通

面
で

は
、

ロ
ッ

ト
が

小
さ

く
流

通
コ

ス
ト

が
嵩

む
こ

と
が

課
題

で
あ

り
、

販
売

面
で

も
、

国
内

の
有

機
食

品
市

場
の

更
な

る
拡

大
に

加
え

、
海

外
市

場
獲

得
に

向
け

た
取

組
を

強
化

し
、

需
要

を
拡

大
す

る
必

要
が

あ
る

。
こ

の
た

め
、

団
地

化
を

進
め

産
地

育
成

を
図

る
観

点
か

ら
、

地
域

計
画

と
連

携
し

、
オ

ー
ガ

ニ
ッ

ク
ビ

レ
ッ

ジ
の

横
展

開
や

、
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
法

に
基

づ
く

有
機

農
業

の
モ

デ
ル

区
域

の
設

定
等

、
有

機
農

業
の

産
地

づ
く
り

に
取

り
組

む
市

町
村

の
拡

大
を

図
る

と
と

も
に

、
産

地
で

指
導

的
な

役
割

を
果

た
す

有
機

農
業

者
の

育
成

を
図

る
。

・
園

芸
作

物
の

有
機

栽
培

を
行

う
上

で
、

病
害

虫
対

策
技

術
が

不
足

し
て

い
る

た
め

、
太

陽
熱

や
天

敵
な

ど
を

利
用

し
た

技
術

に
つ

い
て

開
発

・
実

証
を

推
進

す
る

。

有
機

農
業

の
取

組
面

積
現

状
値

　
2
5
.2

千
h
a

（
2
0
2
0
年

）
目

標
値

　
6
3
千

h
a

（
2
0
3
0
年

）

3
0
.1

千
h
a

（
2
0
2
2
年

度
）

有
機

農
業

推
進

総
合

対
策

事
業

、
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
推

進
交

付
金

、
ス

マ
ー

ト
農

業
技

術
の

開
発

・
実

証
・

実
装

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
う

ち
輸

出
拡

大
の

た
め

の
新

技
術

開
発

、
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
実

現
技

術
開

発
・
実

証
事

業

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

、
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

食
料

シ
ス

テ
ム

の
確

立
の

た
め

の
環

境
負

荷
低

減
事

業
活

動
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律
、

有
機

農
業

の
推

進
に

関
す

る
法

律

3
-
4
-
3

環
境

に
配

慮
し

た
農

法
の

推
進

・
農

業
者

の
組

織
す

る
団

体
等

が
実

施
す

る
、

化
学

肥
料

・
化

学
合

成
農

薬
を

原
則

５
割

以
上

低
減

す
る

取
組

と
合

わ
せ

て
行

う
、

地
球

温
暖

化
防

止
や

生
物

多
様

性
保

全
等

に
効

果
の

高
い

営
農

活
動

（
有

機
農

業
、

冬
期

湛
水

管
理

な
ど

）
を

支
援

す
る

。
・
耕

畜
連

携
の

強
化

に
よ

る
家

畜
排

せ
つ

物
由

来
の

堆
肥

や
食

品
循

環
資

源
由

来
の

堆
肥

の
利

用
、

緑
肥

の
利

用
等

に
よ

る
土

づ
く
り

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
環

境
保

全
型

農
業

直
接

支
払

交
付

金
に

よ
り

、
農

業
者

の
組

織
す

る
団

体
等

が
実

施
す

る
化

学
肥

料
・

化
学

合
成

農
薬

を
原

則
５

割
以

上
低

減
す

る
取

組
と

合
わ

せ
て

行
う

地
球

温
暖

化
防

止
や

生
物

多
様

性
保

全
等

に
効

果
の

高
い

営
農

活
動

に
対

し
て

支
援

し
た

。
2
0
2
3
年

度
の

本
交

付
金

に
よ

る
実

施
面

積
は

約
8
.7

万
h
aで

あ
る

。
な

お
、

2
0
2
5
年

度
よ

り
、

冬
期

湛
水

、
江

の
設

置
な

ど
水

管
理

を
伴

う
取

組
に

つ
い

て
は

、
地

域
で

ま
と

ま
り

を
も

っ
て

取
り

組
む

こ
と

で
効

率
的

か
つ

効
果

的
に

推
進

さ
れ

る
こ

と
が

期
待

で
き

る
こ

と
か

ら
、

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

に
移

管
し

た
。

・
地

域
に

よ
っ

て
偏

在
す

る
家

畜
排

せ
つ

物
等

を
原

料
と

し
た

堆
肥

を
有

効
活

用
す

る
た

め
、

ペ
レ

ッ
ト

化
し

、
広

域
流

通
さ

せ
る

取
組

を
実

証
中

で
あ

る
（
2
0
2
2
～

2
0
2
5
）
。

・
2
0
2
5
年

度
に

は
環

境
保

全
型

農
業

直
接

支
払

交
付

金
の

見
直

し
を

行
っ

た
と

こ
ろ

、
引

き
続

き
、

環
境

保
全

型
農

業
の

取
組

の
普

及
・
推

進
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

2
0
2
7
年

度
を

目
標

に
新

た
な

環
境

直
接

支
払

交
付

金
を

創
設

す
る

こ
と

を
検

討
し

て
お

り
、

現
行

の
環

境
保

全
型

農
業

直
接

支
払

交
付

金
を

見
直

し
、

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

法
認

定
農

業
者

に
よ

る
先

進
的

な
環

境
負

荷
低

減
の

取
組

を
支

援
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

。
・
2
0
2
5
年

度
中

に
実

証
成

果
を

取
り

ま
と

め
、

情
報

発
信

す
る

。

有
機

農
業

の
取

組
面

積
現

状
値

　
2
5
.2

千
h
a

（
2
0
2
0
年

）
目

標
値

　
6
3
千

h
a

（
2
0
3
0
年

）

3
0
.1

千
h
a

（
2
0
2
2
年

度
）

・
環

境
保

全
型

農
業

直
接

支
払

交
付

金
、

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

推
進

交
付

金
、

産
地

生
産

基
盤

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

事
業

・
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
実

現
技

術
開

発
・
実

証
事

業
の

う
ち

ペ
レ

ッ
ト

堆
肥

活
用

促
進

の
た

め
の

技
術

開
発

・
実

証

農
業

の
有

す
る

多
面

的
機

能
の

発
揮

の
促

進
に

関
す

る
法

律

3
-
4
-
4

持
続

可
能

な
営

農
を

通
じ

た
田

園
地

域
や

里
地

里
山

の
環

境
整

備
の

推
進

中
山

間
地

域
等

に
お

い
て

、
農

用
地

面
積

の
減

少
を

防
止

し
、

農
業

の
有

す
る

多
面

的
機

能
を

確
保

す
る

た
め

、
農

業
生

産
活

動
を

維
持

す
る

活
動

を
支

援
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

中
山

間
地

域
等

に
お

い
て

、
農

業
生

産
条

件
の

不
利

を
補

正
す

る
こ

と
に

よ
り

、
将

来
に

向
け

た
農

業
生

産
活

動
の

継
続

を
支

援
す

る
こ

と
に

よ
っ

て
、

減
少

が
防

止
さ

れ
る

中
山

間
地

域
等

の
農

用
地

の
面

積
を

8
.4

万
h
a（

2
0
2
3
年

度
）
と

算
定

し
て

い
る

。

人
口

減
少

・
高

齢
化

に
よ

る
協

定
参

加
者

の
減

少
等

に
よ

り
、

取
組

面
積

の
減

少
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
集

落
協

定
の

体
制

強
化

を
図

る
取

組
を

推
進

し
、

将
来

に
わ

た
り

、
農

業
生

産
活

動
の

継
続

に
取

り
組

む
農

地
の

維
持

・
拡

大
を

図
る

。

中
山

間
地

域
等

の
農

用
地

面
積

の
減

少
防

止

現
状

値
　

7
.2

万
h
a

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

7
.5

万
h
a

（
2
0
2
4
年

度
）

8
.4

万
h
a

（
2
0
2
3
年

度
）

・
中

山
間

地
域

等
直

接
支

払
交

付
金

・
環

境
保

全
型

農
業

直
接

支
払

交
付

金

農
業

の
有

す
る

多
面

的
機

能
の

発
揮

の
促

進
に

関
す

る
法

律

3
-
4
-
5

国
産

飼
料

の
増

産
・

利
用

の
た

め
の

体
制

整
備

飼
料

生
産

組
織

の
作

業
効

率
化

・
運

営
強

化
や

飼
料

作
物

の
優

良
品

種
利

用
・
安

定
生

産
、

公
共

牧
場

の
利

用
、

国
産

濃
厚

飼
料

の
生

産
振

興
、

未
利

用
資

源
の

新
た

な
活

用
・
高

品
質

化
な

ど
の

国
産

飼
料

の
一

層
の

増
産

・
利

用
の

た
め

の
体

制
整

備
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

飼
料

生
産

組
織

の
規

模
拡

大
等

に
お

け
る

機
械

導
入

等
や

優
良

品
種

の
選

定
調

査
と

普
及

の
た

め
の

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
開

催
等

、
公

共
牧

場
に

お
け

る
草

地
改

良
や

機
械

導
入

、
子

実
と

う
も

ろ
こ

し
や

未
利

用
資

源
の

生
産

技
術

実
証

と
普

及
の

た
め

の
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

開
催

等
を

支
援

し
た

。

条
件

の
良

い
農

地
や

労
働

力
の

確
保

、
輸

入
飼

料
に

対
抗

し
う

る
国

産
飼

料
の

生
産

コ
ス

ト
低

減
等

が
課

題
と

な
っ

て
い

る
。

引
き

続
き

、
こ

れ
ら

の
国

産
飼

料
の

増
産

・
利

用
拡

大
の

た
め

の
体

制
整

備
を

実
施

す
る

。

国
産

飼
料

生
産

・
利

用
拡

大
緊

急
対

策
事

業
、

飼
料

備
蓄

・
増

産
流

通
合

理
化

事
業

、
 飼

料
生

産
基

盤
立

脚
型

酪
農

・
肉

用
牛

産
地

支
援

3
-
4
-
6

施
肥

の
効

率
化

・
ス

マ
ー

ト
化

土
壌

や
作

物
の

生
育

に
応

じ
た

施
肥

や
居

所
施

肥
等

で
施

肥
を

効
率

化
す

る
と

と
も

に
、

デ
ー

タ
の

蓄
積

・
活

用
に

よ
り

「
ス

マ
ー

ト
施

肥
」
を

導
入

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

土
壌

や
作

物
の

生
育

に
応

じ
た

施
肥

や
局

所
施

肥
等

で
施

肥
の

効
率

化
を

図
る

た
め

に
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
推

進
交

付
金

等
を

活
用

し
、

2
0
2
4
年

度
ま

で
に

以
下

の
取

組
を

2
0
地

区
に

お
い

て
実

施
し

、
施

肥
の

効
率

化
及

び
ス

マ
ー

ト
化

の
推

進
を

図
っ

た
。

取
組

内
容

と
し

て
、

肥
料

の
側

条
施

用
、

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
生

育
判

断
に

よ
る

適
正

施
肥

、
ド

ロ
ー

ン
セ

ン
シ

ン
グ

に
よ

る
穂

色
診

断
に

基
づ

く
追

肥
、

土
壌

分
析

に
基

づ
く
適

正
施

肥
、

二
段

施
肥

等
が

挙
げ

ら
れ

る
。

2
0
2
2
年

度
か

ら
本

格
的

に
施

策
に

係
る

事
業

を
開

始
し

て
お

り
、

土
壌

診
断

結
果

を
施

肥
設

計
に

反
映

さ
せ

る
工

程
が

自
動

化
さ

れ
、

デ
ー

タ
一

体
化

の
施

肥
機

の
導

入
が

単
位

面
積

当
た

り
施

肥
量

の
減

少
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

今
後

は
、

衛
星

画
像

と
A

I分
析

の
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
施

肥
技

術
の

利
用

促
進

を
図

り
、

更
な

る
施

肥
の

最
適

化
に

取
組

む
こ

と
に

よ
り

、
引

き
続

き
施

肥
の

効
率

化
・
ス

マ
ー

ト
化

を
推

進
す

る
。

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

推
進

交
付

金
、

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

緊
急

対
策

事
業

、
グ

リ
ー

ン
な

栽
培

体
系

転
換

サ
ポ

ー
ト

、
グ

リ
ー

ン
な

栽
培

体
系

加
速

化
事

業

152



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

3
-
4
-
7

病
害

虫
の

総
合

防
除

の
推

進
化

学
農

薬
の

み
に

依
存

せ
ず

、
病

害
虫

・
雑

草
が

発
生

し
に

く
い

生
産

条
件

の
整

備
（
予

防
）
や

、
病

害
虫

の
発

生
予

測
（
予

察
）
に

重
点

を
置

い
た

「
総

合
防

除
」
の

取
組

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

４
月

ま
で

に
、

全
て

の
都

道
府

県
に

お
い

て
、

国
の

総
合

防
除

基
本

指
針

に
則

し
た

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

総
合

防
除

計
画

の
策

定
が

完
了

し
た

。

農
業

者
へ

よ
り

わ
か

り
や

す
く
、

使
い

や
す

い
形

で
の

総
合

防
除

を
推

進
す

る
。

（
目

標
）

植
物

防
疫

法
（
昭

和
2
5
 年

法
律

第
1
5
1

号
）
の

改
正

に
基

づ
き

国
が

策
定

す
る

基
本

指
針

に
即

し
て

、
都

道
府

県
が

総
合

防
除

の
実

施
に

関
す

る
計

画
を

策
定

す
る

こ
と

に
よ

り
、

総
合

防
除

を
推

進
。

4
7
都

道
府

県
が

総
合

防
除

計
画

を
策

定
（
2
0
2
4
年

度
）

消
費

・
安

全
対

策
交

付
金

、
食

料
安

定
生

産
に

資
す

る
新

た
な

病
害

虫
危

機
管

理
対

策
・
体

制
の

構
築

、
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
推

進
総

合
対

策
の

う
ち

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

推
進

交
付

金
の

う
ち

グ
リ

ー
ン

な
栽

培
体

系
へ

の
転

換
サ

ポ
ー

ト

植
物

防
疫

法

3
-
4
-
8

家
畜

排
せ

つ
物

の
利

活
用

の
推

進
耕

種
農

家
の

ニ
ー

ズ
に

あ
っ

た
高

品
質

な
堆

肥
の

生
産

や
、

ペ
レ

ッ
ト

化
を

通
じ

た
広

域
流

通
等

、
地

域
の

実
情

に
応

じ
た

家
畜

排
せ

つ
物

の
利

活
用

の
推

進
。

家
畜

排
せ

つ
物

の
メ

タ
ン

発
酵

に
よ

る
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

や
、

発
酵

残
渣

の
液

肥
利

用
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
堆

肥
の

高
品

質
化

や
ペ

レ
ッ

ト
化

の
た

め
の

施
設

整
備

や
広

域
流

通
の

た
め

の
取

組
に

対
し

て
支

援
を

実
施

し
た

。

・
メ

タ
ン

発
酵

バ
イ

オ
ガ

ス
プ

ラ
ン

ト
の

整
備

や
、

発
酵

残
渣

の
肥

料
利

用
を

促
進

す
る

た
め

の
取

組
に

対
し

て
支

援
を

実
施

し
た

。

・
引

き
続

き
堆

肥
の

高
品

質
化

等
へ

の
取

組
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
家

畜
排

せ
つ

物
の

利
活

用
を

推
進

す
る

。

・
引

き
続

き
地

域
の

バ
イ

オ
マ

ス
（
家

畜
排

せ
つ

物
等

）
の

利
活

用
の

取
組

を
推

進
す

る
。

・
国

内
肥

料
資

源
利

用
拡

大
対

策
事

業
、

畜
産

ク
ラ

ス
タ

ー
事

業
、

農
山

漁
村

地
域

整
備

交
付

金
（
畜

産
環

境
総

合
整

備
事

業
）

飼
料

生
産

基
盤

立
脚

型
酪

農
・
肉

用
牛

産
地

支
援

・
み

ど
り

の
食

料
シ

ス
テ

ム
戦

略
推

進
交

付
金

（
バ

イ
オ

マ
ス

の
地

産
地

消
）

家
畜

排
せ

つ
物

の
管

理
の

適
正

化
及

び
利

用
の

促
進

に
関

す
る

法
律

、
悪

臭
防

止
法

、
水

質
汚

濁
防

止
法

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

、
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

食
料

シ
ス

テ
ム

の
確

立
の

た
め

の
環

境
負

荷
低

減
事

業
活

動
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律
、

バ
イ

オ
マ

ス
活

用
推

進
基

本
法

3
-
4
-
9

G
A

P
の

普
及

推
進

我
が

国
共

通
の

国
際

水
準

G
A

P
の

取
組

基
準

で
あ

る
国

際
水

準
G

A
P

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

に
基

づ
く
都

道
府

県
と

の
連

携
に

よ
る

普
及

活
動

や
、

G
A

P
に

取
り

組
む

農
業

者
の

メ
リ

ッ
ト

の
明

確
化

、
指

導
体

制
の

強
化

や
面

的
取

組
の

拡
大

、
実

需
者

・
消

費
者

の
G

A
P

の
認

知
度

向
上

等
の

取
組

を
進

め
、

国
際

水
準

G
A

P
の

取
組

の
拡

大
を

図
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
都

道
府

県
と

連
携

し
た

国
際

水
準

G
A

P
の

推
進

に
向

け
て

、
都

道
府

県
に

対
し

て
、

国
際

水
準

G
A

P
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

基
づ

く
指

導
の

実
施

を
求

め
る

と
と

も
に

、
都

道
府

県
G

A
P

を
存

続
す

る
場

合
に

は
、

本
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

即
し

て
国

際
水

準
に

引
き

上
げ

る
こ

と
を

求
め

た
結

果
、

ほ
ぼ

全
て

の
都

道
府

県
に

お
い

て
国

際
水

準
へ

の
引

き
上

げ
が

完
了

し
た

。
・
都

道
府

県
G

A
P

指
導

員
に

よ
る

指
導

活
動

等
に

つ
い

て
、

都
道

府
県

向
け

交
付

金
に

よ
り

支
援

を
行

い
、

高
い

水
準

で
指

導
で

き
る

と
推

定
さ

れ
る

指
導

員
は

4
,1

4
6
人

に
増

加
し

た
。

・
G

A
P

認
証

農
産

物
を

取
り

扱
う

意
向

を
有

す
る

実
需

者
を

「
G

A
P

パ
ー

ト
ナ

ー
」
と

し
て

募
集

し
、

賛
同

を
得

た
7
1
社

を
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
に

掲
載

す
る

等
、

実
需

者
及

び
消

費
者

の
理

解
促

進
と

需
要

喚
起

し
、

実
需

者
と

産
地

の
関

係
構

築
を

推
進

し
た

。

・
都

道
府

県
に

お
け

る
G

A
P

指
導

員
数

は
増

加
傾

向
に

あ
る

も
の

の
、

地
域

で
の

面
的

な
G

A
P

普
及

を
図

る
た

め
、

農
業

者
団

体
や

農
協

等
の

組
織

で
の

取
組

を
拡

大
す

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
地

域
で

中
核

的
な

役
割

を
果

た
す

G
A

P
指

導
員

の
育

成
等

を
推

進
す

る
ほ

か
、

団
体

へ
の

認
証

取
得

を
促

す
と

と
も

に
、

団
体

運
営

の
円

滑
な

実
施

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
。

・
一

部
の

実
需

者
に

お
い

て
G

A
P

農
産

物
の

取
扱

い
を

拡
大

す
る

動
き

が
あ

る
が

、
さ

ら
に

G
A

P
認

証
農

産
物

の
調

達
に

取
組

む
実

需
者

等
を

増
加

さ
せ

る
必

要
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
S
D

G
ｓ
へ

の
貢

献
の

観
点

か
ら

Ｇ
Ａ

Ｐ
の

情
報

発
信

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
実

需
者

等
の

Ｇ
Ａ

Ｐ
へ

の
理

解
や

活
用

の
促

進
を

図
る

。

国
際

水
準

G
A

P
を

実
施

す
る

農
業

者
数

現
状

値
　

2
4
,6

5
3
経

営
体

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
2
4
万

経
営

体
（
2
0
3
0

年
度

）

4
4
,6

4
7
経

営
体

（
2
0
2
3
年

度
）

G
A

P
拡

大
推

進
加

速
化

事
業

3
-
4
-
1
0

畜
産

G
A

P
取

得
推

進
適

正
な

廃
棄

物
等

の
保

管
・
処

理
等

に
よ

る
環

境
負

荷
の

低
減

に
つ

な
が

る
畜

産
G

A
P

の
認

証
取

得
へ

の
支

援
な

ど
、

取
組

の
拡

大
を

支
援

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

畜
産

G
A

P
の

認
証

審
査

推
進

の
た

め
の

審
査

員
育

成
等

へ
の

支
援

、
都

道
府

県
に

よ
る

畜
産

G
A

P
の

普
及

・
推

進
体

制
の

強
化

を
図

る
た

め
の

指
導

員
の

育
成

、
畜

産
G

A
P

認
証

取
得

等
の

取
組

支
援

を
行

い
、

2
0
2
4
年

度
末

現
在

で
2
6
9
の

畜
産

G
A

P
認

証
取

得
経

営
体

を
維

持
す

る
な

ど
畜

産
G

A
P

の
取

組
が

拡
大

し
た

。

・
都

道
府

県
に

よ
り

畜
産

G
A

P
認

証
取

得
の

取
組

に
温

度
差

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

都
道

府
県

で
の

取
組

が
拡

大
さ

れ
る

よ
う

、
持

続
可

能
性

配
慮

型
畜

産
推

進
交

付
金

等
の

活
用

を
促

す
。

・
実

需
者

、
消

費
者

へ
の

G
A

P
畜

産
物

の
理

解
醸

成
の

た
め

の
情

報
発

信
等

を
行

い
、

農
業

者
側

の
畜

産
G

A
P

認
証

取
得

へ
の

取
組

拡
大

が
図

ら
れ

る
よ

う
努

め
る

。

持
続

可
能

性
配

慮
型

畜
産

推
進

、
持

続
可

能
性

配
慮

型
畜

産
推

進
交

付
金

153



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

3
-
4
-
1
1

適
切

な
生

産
活

動
を

通
じ

た
木

材
の

需
要

拡
大

へ
の

取
組

・
素

材
生

産
・
流

通
・
加

工
の

低
コ

ス
ト

化
や

品
質

・
性

能
の

確
か

な
製

品
の

安
定

供
給

体
制

の
整

備
を

中
心

と
す

る
構

造
改

革
を

推
進

す
る

。
・
C

L
T
や

木
質

耐
火

部
材

等
の

開
発

・
普

及
、

公
共

建
築

物
や

民
間

の
非

住
宅

分
野

等
へ

の
国

産
材

等
の

利
用

拡
大

を
推

進
す

る
。

・
森

林
の

持
続

可
能

性
が

確
保

さ
れ

た
形

で
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

を
推

進
・
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

由
来

の
セ

ル
ロ

ー
ス

ナ
ノ

フ
ァ

イ
バ

ー
、

改
質

リ
グ

ニ
ン

等
の

化
石

資
源

由
来

製
品

代
替

と
な

る
新

素
材

の
研

究
・
技

術
開

発
及

び
そ

の
普

及
を

促
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
素

材
生

産
・
流

通
・
加

工
の

低
コ

ス
ト

化
や

品
質

・
性

能
の

確
か

な
製

品
の

安
定

供
給

体
制

の
整

備
に

向
け

て
、

高
効

率
な

木
材

加
工

流
通

施
設

の
整

備
や

品
質

・
性

能
の

確
か

な
J
A

S
製

品
の

安
定

供
給

体
制

の
構

築
等

の
取

組
を

推
進

し
て

い
る

。
J
A

S
製

材
（
機

械
等

級
区

分
）
認

証
工

場
は

2
0
2
1
年

度
の

9
7
工

場
か

ら
2
0
2
3
年

度
1
0
4
工

場
に

増
加

、
国

産
材

供
給

量
は

、
2
0
2
1
年

度
3
,3

7
2
万

㎥
か

ら
2
0
2
3
年

度
3
,4

4
3
万

㎥
と

な
っ

て
い

る
。

・
製

材
、

C
L
T
や

木
質

耐
火

部
材

等
の

技
術

開
発

・
普

及
、

木
造

建
築

物
に

携
わ

る
設

計
者

・
施

工
者

の
育

成
等

に
よ

り
、

非
住

宅
・
中

高
層

建
築

物
等

の
木

造
化

・
木

質
化

を
支

援
し

て
い

る
。

2
0
2
3
年

度
に

は
低

層
住

宅
の

う
ち

木
造

軸
組

工
法

に
お

い
て

国
産

材
使

用
割

合
が

5
2
.7

％
ま

で
増

加
し

た
。

・
チ

ッ
プ

製
造

施
設

等
の

施
設

整
備

や
、

地
域

一
体

で
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

を
活

用
す

る
「
地

域
内

エ
コ

シ
ス

テ
ム

」
の

構
築

等
に

対
す

る
支

援
を

行
い

、
森

林
の

持
続

可
能

性
が

確
保

さ
れ

た
形

で
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

を
進

め
た

。
・
様

々
な

木
質

系
新

素
材

の
開

発
・
実

証
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
特

に
改

質
リ

グ
ニ

ン
に

つ
い

て
大

規
模

製
造

実
証

や
リ

サ
イ

ク
ル

技
術

・
副

産
物

利
用

技
術

の
開

発
な

ど
社

会
実

装
に

向
け

た
取

組
を

推
進

し
た

。

・
引

き
続

き
、

高
効

率
な

木
材

加
工

流
通

施
設

の
整

備
や

品
質

・
性

能
の

確
か

な
J
A

S
製

品
の

安
定

供
給

体
制

の
構

築
等

の
取

組
を

推
進

す
る

。
・
住

宅
に

お
い

て
国

産
材

の
使

用
率

の
低

い
横

架
材

等
に

つ
い

て
輸

入
材

か
ら

国
産

材
へ

の
転

換
を

進
め

る
と

と
も

に
、

木
造

率
の

低
い

非
住

宅
・
中

高
層

建
築

物
の

木
造

化
に

向
け

た
技

術
開

発
や

、
設

計
者

・
施

行
者

の
育

成
等

を
図

る
こ

と
等

に
よ

り
、

国
産

材
等

の
利

用
拡

大
を

推
進

す
る

。
・
引

き
続

き
森

林
の

持
続

可
能

性
が

確
保

さ
れ

た
形

で
木

質
バ

イ
オ

マ
ス

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

利
用

を
推

進
す

る
。

・
引

き
続

き
改

質
リ

グ
ニ

ン
を

は
じ

め
と

す
る

木
質

系
新

素
材

の
社

会
実

装
に

向
け

た
取

組
を

推
進

す
る

。

①
国

産
材

の
供

給
・

利
用

量
の

増
加

②
新

素
材

の
開

発
・

実
証

件
数

①
現

状
値

　
3
,4

0
0

万
㎥

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

4
,2

0
0
万

㎥
（
2
0
3
0
年

ま
で

）

②
現

状
値

　
3
件

（
2
0
2
1
年

）
目

標
値

　
毎

年
度

３
件

①
3
,4

4
4
万

㎥ （
2
0
2
3
年

度
）

②
3
件

（
2
0
2
4
年

度
）

・
林

業
・
木

材
産

業
成

長
産

業
化

促
進

対
策

・
森

林
を

活
か

す
都

市
の

木
造

化
等

促
進

総
合

対
策

事
業 ・
C

L
T
･L

V
L
等

の
建

築
物

へ
の

利
用

環
境

整
備

事
業

・
木

材
需

要
の

創
出

・
輸

出
力

強
化

対
策

・
戦

略
的

技
術

開
発

・
実

証

森
林

・
林

業
基

本
法

、
森

林
・

林
業

基
本

計
画

3
-
4
-
1
2

森
林

施
業

の
適

切
な

実
施

に
向

け
た

新
技

術
の

導
入

や
人

材
育

成

・
適

切
な

森
林

整
備

に
向

け
て

、
森

林
経

営
計

画
の

作
成

の
中

核
を

担
う

森
林

施
業

プ
ラ

ン
ナ

ー
や

持
続

経
営

を
実

践
す

る
森

林
経

営
プ

ラ
ン

ナ
ー

を
育

成
す

る
。

・
森

林
施

業
の

適
切

な
実

施
に

向
け

て
、

成
長

に
優

れ
た

苗
木

や
機

械
を

活
用

し
た

新
た

な
造

林
技

術
の

導
入

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
「
森

林
プ

ラ
ン

ナ
ー

育
成

対
策

」
等

を
通

じ
て

、
森

林
施

業
プ

ラ
ン

ナ
ー

及
び

森
林

経
営

プ
ラ

ン
ナ

ー
の

育
成

を
支

援
し

て
い

る
。

・
成

長
に

優
れ

た
苗

木
や

機
械

を
活

用
し

た
造

林
技

術
な

ど
の

省
力

化
・
低

コ
ス

ト
化

に
資

す
る

技
術

的
知

見
を

体
系

的
に

整
理

し
た

「
造

林
に

係
る

省
力

化
・
低

コ
ス

ト
化

技
術

指
針

」
を

作
成

し
、

省
力

化
・
低

コ
ス

ト
化

造
林

技
術

の
導

入
・
普

及
を

推
進

し
た

。

・
引

き
続

き
、

森
林

育
成

プ
ラ

ン
ナ

ー
及

び
森

林
経

営
プ

ラ
ン

ナ
ー

の
育

成
を

支
援

す
る

。
・
引

き
続

き
、

森
林

施
業

の
適

切
な

実
施

に
向

け
、

現
地

検
討

会
等

を
通

じ
て

、
造

林
の

省
力

化
・
低

コ
ス

ト
化

に
資

す
る

技
術

の
導

入
・
普

及
を

推
進

す
る

。

①
認

定
森

林
施

業
プ

ラ
ン

ナ
ー

の
現

役
人

数 ②
認

定
森

林
経

営
プ

ラ
ン

ナ
ー

の
現

役
人

数

①
現

状
値

　
2
,2

0
6

人
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

3
,5

0
0
人

（
2
0
3
0
年

度
）

②
現

状
値

　
6
7
人

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

5
0
0
人

（
2
0
2
5
年

度
）

①
2
,3

8
5
人

（
2
0
2
4
年

度
）

②
1
9
4
人

（
2
0
2
4
年

度
）

・
森

林
・
林

業
担

い
手

育
成

総
合

対
策

・
開

発
技

術
の

実
装

・
環

境
整

備

3
-
4
-
1
3

合
法

伐
採

木
材

等
の

流
通

及
び

利
用

の
促

進

合
法

伐
採

木
材

等
の

流
通

及
び

利
用

の
促

進
に

関
す

る
法

律
（
平

成
2
8
 年

法
律

第
4
8
号

）
に

基
づ

き
、

全
て

の
事

業
者

に
合

法
伐

採
木

材
等

を
利

用
す

る
よ

う
努

め
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
同

法
が

目
指

す
合

法
伐

採
木

材
等

の
流

通
及

び
利

用
拡

大
の

た
め

、
情

報
提

供
サ

イ
ト

「
ク

リ
ー

ン
ウ

ッ
ド

・
ナ

ビ
」
を

通
じ

た
情

報
の

提
供

、
幅

広
い

関
係

者
の

参
加

に
よ

る
協

議
会

を
通

じ
た

普
及

啓
発

活
動

へ
の

支
援

を
実

施
。

【
農

林
水

産
省

、
経

済
産

業
省

、
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

合
法

伐
採

木
材

等
の

流
通

及
び

利
用

拡
大

の
取

組
を

強
化

す
る

た
め

、
合

法
伐

採
木

材
等

の
流

通
及

び
利

用
の

促
進

に
関

す
る

法
律

を
改

正
し

、
川

上
・
水

際
の

木
材

関
連

事
業

者
の

合
法

性
確

認
の

義
務

化
等

を
措

置
（
2
0
2
5
年

４
月

施
行

）
。

ま
た

、
改

正
法

の
施

行
に

伴
い

、
「
ク

リ
ー

ン
ウ

ッ
ド

・
ナ

ビ
」
を

よ
り

分
か

り
や

す
く
情

報
提

供
で

き
る

形
に

リ
ニ

ュ
ー

ア
ル

し
た

。
全

国
各

地
で

実
施

す
る

木
材

関
連

事
業

者
等

に
対

す
る

研
修

、
幅

広
い

関
係

者
の

参
加

に
よ

る
意

見
交

換
会

の
開

催
、

イ
ベ

ン
ト

出
展

等
普

及
啓

発
に

対
す

る
支

援
を

実
施

し
た

。

改
正

法
の

実
効

性
向

上
の

た
め

に
引

き
続

き
、

木
材

関
連

事
業

者
等

へ
の

研
修

の
実

施
、

関
係

者
と

の
意

見
交

換
会

の
開

催
、

イ
ベ

ン
ト

出
展

等
の

合
法

伐
採

木
材

等
の

普
及

啓
発

に
対

す
る

支
援

を
実

施
す

る
。

事
業

者
の

負
担

軽
減

に
資

す
る

ク
リ

ー
ン

ウ
ッ

ド
シ

ス
テ

ム
の

運
用

・
周

知
、

登
録

木
材

関
連

事
業

者
が

使
用

で
き

る
ロ

ゴ
マ

ー
ク

の
普

及
、

周
知

を
実

施
す

る
。

第
一

種
登

録
木

材
関

連
事

業
者

が
取

り
扱

う
合

法
性

が
確

認
で

き
た

木
材

の
量

現
状

値
　

3
,0

3
5
万

㎥
（
2
0
1
9
年

度
）

目
標

値
　

4
,3

5
0
万

㎥
（
2
0
2
5
年

度
）

3
,6

1
8
㎥

（
2
0
2
3
年

度
）

木
材

需
要

の
創

出
・
輸

出
力

強
化

対
策

合
法

伐
採

木
材

等
の

流
通

及
び

利
用

の
促

進
に

関
す

る
法

律
（
ク

リ
ー

ン
ウ

ッ
ド

法
）

3
-
4
-
1
4

脆
弱

な
生

態
系

の
保

護
と

持
続

的
な

漁
業

の
共

存

我
が

国
が

加
盟

し
て

い
る

地
域

漁
業

管
理

機
関

の
科

学
委

員
会

に
よ

る
公

海
底

魚
漁

業
が

海
山

等
に

存
在

す
る

脆
弱

な
生

態
系

に
与

え
る

影
響

に
係

る
評

価
を

踏
ま

え
、

各
加

盟
国

等
と

協
力

し
つ

つ
、

持
続

的
な

漁
業

と
の

共
存

が
可

能
な

適
切

な
管

理
措

置
の

導
入

に
取

り
組

む
。

【
農

林
水

産
省

】

○
b 

進
捗

中
地

域
漁

業
管

理
機

関
に

お
い

て
、

各
加

盟
国

等
と

協
力

し
つ

つ
、

脆
弱

な
生

態
系

へ
の

影
響

評
価

を
踏

ま
え

、
漁

獲
上

限
や

禁
漁

区
域

の
設

定
等

の
適

切
な

保
存

管
理

措
置

の
導

入
や

実
施

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

引
き

続
き

、
地

域
漁

業
管

理
機

関
に

お
い

て
、

科
学

的
な

根
拠

に
基

づ
く
適

切
な

保
存

管
理

措
置

の
導

入
や

実
施

に
貢

献
す

る
。

国
際

分
担

金
C

C
A

M
L
R

（
南

極
海

洋
生

物
資

源
保

存
委

員
会

）
、

S
IO

F
A

（
南

イ
ン

ド
洋

漁
業

協
定

）
、

S
E
A

F
O

（
南

東
大

西
洋

漁
業

機
関

）

3
-
4
-
1
5

水
産

資
源

調
査

・
評

価
の

充
実

・
精

度
向

上

資
源

評
価

対
象

魚
種

を
順

次
拡

大
し

、
当

該
魚

種
の

調
査

を
開

始
す

る
。

我
が

国
周

辺
水

域
の

主
要

魚
種

（
マ

イ
ワ

シ
、

マ
サ

バ
等

）
や

公
海

等
で

漁
獲

さ
れ

る
国

際
漁

業
資

源
（
サ

ケ
、

カ
ツ

オ
・
マ

グ
ロ

等
）
に

つ
い

て
、

調
査

・
評

価
等

を
実

施
す

る
。

海
洋

環
境

の
変

動
等

に
よ

る
水

産
資

源
へ

の
影

響
を

調
査

し
資

源
変

動
メ

カ
ニ

ズ
ム

及
び

中
・
長

期
的

な
資

源
動

向
を

究
明

す
る

取
組

や
、

漁
場

形
成

及
び

漁
獲

状
況

等
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
把

握
す

る
取

組
等

を
支

援
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

度
時

点
で

、
我

が
国

周
辺

の
資

源
評

価
対

象
魚

種
数

は
1
9
2
種

、
調

査
デ

ー
タ

が
活

用
さ

れ
た

国
際

漁
業

資
源

の
魚

種
数

は
7
9
種

で
あ

っ
た

。
当

該
魚

種
に

つ
い

て
の

資
源

調
査

・
評

価
の

実
施

の
ほ

か
、

海
洋

環
境

の
変

動
等

に
よ

る
水

産
資

源
へ

の
影

響
を

調
査

し
資

源
変

動
メ

カ
ニ

ズ
ム

及
び

中
・
長

期
的

な
資

源
動

向
を

究
明

す
る

取
組

や
、

漁
場

形
成

及
び

漁
獲

状
況

等
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
把

握
す

る
取

組
等

を
支

援
し

た
。

引
き

続
き

、
資

源
評

価
対

象
魚

種
の

拡
大

と
、

対
象

魚
種

の
資

源
調

査
・
評

価
を

推
進

す
る

。
併

せ
て

、
海

洋
環

境
の

変
動

等
に

よ
る

水
産

資
源

へ
の

影
響

を
把

握
す

る
た

め
の

海
洋

観
測

網
の

充
実

を
推

進
す

る
。

資
源

変
動

メ
カ

ニ
ズ

ム
及

び
中

・
長

期
的

な
資

源
動

向
を

究
明

す
る

取
組

や
、

漁
場

形
成

及
び

漁
獲

状
況

等
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
把

握
す

る
取

組
等

を
支

援
す

る
。

水
産

資
源

調
査

・
評

価
推

進
事

業
漁

業
法
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

3
-
4
-
1
6

M
S
Y
ベ

ー
ス

の
水

産
資

源
評

価
に

基
づ

く
T
A

C
管

理
の

推
進

漁
業

法
（
昭

和
2
4
 年

法
律

第
2
6
7
 号

）
の

改
正

に
お

い
て

は
、

T
A

C
（
漁

獲
可

能
量

）
に

よ
る

管
理

が
基

本
と

さ
れ

て
お

り
、

2
0
2
1
年

漁
期

か
ら

８
魚

種
に

つ
い

て
、

改
正

漁
業

法
に

基
づ

く
T
A

C
管

理
が

開
始

さ
れ

て
い

る
。

引
き

続
き

、
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
及

び
T
A

C
魚

種
拡

大
に

向
け

た
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
に

従
い

、
T
A

C
魚

種
の

拡
大

を
推

進
し

、
2
0
2
3
年

度
ま

で
に

漁
獲

量
ベ

ー
ス

で
８

割
を

T
A

C
管

理
と

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

「
新

た
な

資
源

管
理

の
推

進
に

向
け

た
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
（
2
0
2
0
年

９
月

公
表

）
」
及

び
「
T
A

C
魚

種
拡

大
に

向
け

た
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
（
2
0
2
1
年

３
月

公
表

）
」
に

基
づ

き
、

2
0
2
3
年

度
ま

で
に

漁
獲

量
に

占
め

る
T
A

C
魚

種
の

割
合

を
８

割
と

す
る

こ
と

を
目

標
値

と
し

て
設

定
し

て
き

た
。

2
0
2
3
年

度
末

時
点

で
、

6
.5

割
ま

で
拡

大
し

た
。

し
か

し
な

が
ら

未
達

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

拡
大

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
り

、
2
0
2
4
年

３
月

に
公

表
し

た
「
資

源
管

理
の

推
進

の
た

め
の

新
た

な
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
」
に

お
い

て
、

2
0
2
5
年

度
ま

で
に

８
割

と
す

る
こ

と
を

目
標

と
し

て
い

る
。

2
0
2
4
年

度
末

時
点

で
、

7
.2

割
ま

で
拡

大
し

た
。

資
源

評
価

の
進

捗
状

況
、

漁
業

経
営

や
地

域
経

済
上

の
重

要
性

、
資

源
の

動
向

等
を

踏
ま

え
、

新
た

な
Ｔ

Ａ
Ｃ

資
源

の
拡

大
は

優
先

度
に

応
じ

て
推

進
し

、
関

係
漁

業
者

と
の

丁
寧

な
意

見
交

換
を

踏
ま

え
、

管
理

の
段

階
的

導
入

（
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

方
式

）
に

よ
り

課
題

解
決

を
図

り
な

が
ら

進
め

る
。

漁
獲

量
の

う
ち

T
A

C
魚

種
の

占
め

る
割

合
※

 遠
洋

漁
業

で
漁

獲
さ

れ
る

魚
類

、
国

際
的

な
枠

組
み

で
管

理
さ

れ
る

魚
類

（
か

つ
お

・
ま

ぐ
ろ

・
か

じ
き

類
）
、

さ
け

・
ま

す
類

、
貝

類
、

藻
類

、
う

に
類

、
海

産
ほ

乳
類

は
除

く
。

現
状

値
　

6
0
.5

%
目

標
値

　
8
0
%
(2

0
2
3

年
度

)

7
1
.9

％
（
2
0
2
4
年

度
）

新
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

基
づ

く
資

源
管

理
等

高
度

化
構

築
促

進
事

業

漁
業

法
、

水
産

基
本

計
画

、
資

源
管

理
の

推
進

の
た

め
の

新
た

な
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

3
-
4
-
1
7

水
産

資
源

管
理

に
お

け
る

IQ
管

理
の

導
入

IQ
(漁

獲
割

当
て

)に
よ

る
管

理
に

つ
い

て
は

、
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

従
い

、
2
0
2
3
年

度
ま

で
に

、
T
A

C
魚

種
を

主
な

漁
獲

対
象

と
す

る
沖

合
漁

業
(大

臣
許

可
漁

業
)

に
原

則
導

入
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

a 
既

に
達

成
済

み
2
0
2
3
年

度
ま

で
に

T
A

C
資

源
を

主
な

漁
獲

対
象

と
す

る
1
1
漁

法
・
資

源
の

大
臣

許
可

漁
業

に
IQ

管
理

を
導

入
し

た
。

2
0
2
4
年

３
月

に
公

表
し

た
「
資

源
管

理
の

推
進

の
た

め
の

新
た

な
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
」
に

沿
っ

て
、

ＩＱ
導

入
後

の
実

施
状

況
等

を
検

証
し

、
移

転
手

続
の

簡
素

化
な

ど
運

用
面

の
課

題
に

つ
い

て
解

決
を

図
る

。

新
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

基
づ

く
資

源
管

理
等

高
度

化
構

築
促

進
事

業

漁
業

法
、

資
源

管
理

の
推

進
の

た
め

の
新

た
な

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

3
-
4
-
1
8

水
産

資
源

管
理

に
お

け
る

資
源

管
理

協
定

へ
の

移
行

国
や

都
道

府
県

に
よ

る
公

的
規

制
と

漁
業

者
の

自
主

的
な

取
組

の
組

合
せ

に
よ

る
資

源
管

理
推

進
の

枠
組

み
は

今
後

も
存

続
し

、
自

主
的

な
取

組
を

定
め

る
資

源
管

理
計

画
は

、
改

正
漁

業
法

に
基

づ
く
資

源
管

理
協

定
に

移
行

す
る

こ
と

に
な

っ
て

お
り

、
2
0
2
3
年

度
ま

で
に

、
現

行
の

資
源

管
理

計
画

か
ら

、
改

正
漁

業
法

に
基

づ
く
資

源
管

理
協

定
へ

の
移

行
を

完
了

さ
せ

る
。

【
農

林
水

産
省

】

a 
既

に
達

成
済

み
2
0
2
3
年

度
末

時
点

で
、

資
源

管
理

協
定

へ
の

移
行

を
完

了
し

た
。

2
0
2
4
年

３
月

に
公

表
し

た
「
資

源
管

理
の

推
進

の
た

め
の

新
た

な
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
」
に

沿
っ

て
、

移
行

後
の

資
源

管
理

協
定

の
取

組
を

実
践

し
、

実
効

性
の

あ
る

よ
り

効
果

的
な

自
主

的
資

源
管

理
を

実
現

す
る

。

新
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ
に

基
づ

く
資

源
管

理
等

高
度

化
構

築
促

進
事

業

漁
業

法
、

水
産

基
本

計
画

、
資

源
管

理
の

推
進

の
た

め
の

新
た

な
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

3
-
4
-
1
9

水
産

資
源

管
理

の
ル

ー
ル

の
遵

守
ア

ワ
ビ

・
ナ

マ
コ

等
の

沿
岸

域
の

密
漁

や
我

が
国

周
辺

水
域

に
お

け
る

外
国

漁
船

の
違

法
操

業
に

対
す

る
取

締
り

を
強

化
す

る
と

と
も

に
、

特
定

水
産

動
植

物
等

の
国

内
流

通
の

適
正

化
等

に
関

す
る

法
律

（
令

和
２

年
法

律
第

7
9
 号

）
に

基
づ

く
特

定
の

水
産

動
植

物
の

国
内

流
通

及
び

輸
出

入
の

適
正

化
を

図
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

2
0
1
8
年

の
漁

業
法

改
正

に
お

い
て

、
悪

質
な

密
漁

が
行

わ
れ

て
い

る
ア

ワ
ビ

、
ナ

マ
コ

等
の

採
捕

禁
止

違
反

の
罪

を
新

設
す

る
な

ど
、

大
幅

に
罰

則
を

強
化

し
た

。
ま

た
、

全
国

で
発

生
し

た
漁

業
関

係
法

令
違

反
の

件
数

は
、

2
0
2
3
年

に
お

い
て

1
,6

5
3
件

と
な

っ
て

い
る

。

罰
則

強
化

が
効

果
を

発
揮

す
る

よ
う

、
引

き
続

き
関

係
者

が
密

接
に

連
携

し
、

情
報

共
有

、
合

同
取

締
り

等
の

漁
業

取
締

り
の

強
化

、
漁

業
者

に
よ

る
監

視
、

パ
ト

ロ
ー

ル
等

の
密

漁
対

策
を

行
う

こ
と

で
、

総
合

的
な

密
漁

対
策

を
推

進
す

る
。

漁
業

法
、

特
定

水
産

動
植

物
等

の
国

内
流

通
の

適
正

化
等

に
関

す
る

法
律

3
-
4
-
2
0

国
際

水
産

資
源

の
持

続
的

利
用

持
続

的
な

漁
業

の
達

成
に

向
け

、
F
A

O
が

行
う

、
途

上
国

へ
の

IU
U

（
違

法
、

無
報

告
、

無
規

制
）
漁

業
対

策
支

援
、

ワ
シ

ン
ト

ン
条

約
へ

の
科

学
的

助
言

の
提

供
等

に
必

要
な

経
費

を
支

援
す

る
。

さ
ら

に
、

漁
業

補
助

金
規

律
の

適
切

な
策

定
・
実

施
の

た
め

、
W

T
O

を
通

じ
て

途
上

国
メ

ン
バ

ー
に

対
し

て
、

漁
業

当
局

の
関

連
会

合
へ

の
参

加
、

補
助

金
等

の
通

報
の

改
善

等
を

支
援

す
る

も
の

。
ま

た
、

資
源

状
況

の
悪

化
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
マ

グ
ロ

類
を

含
む

高
度

回
遊

性
魚

類
の

持
続

可
能

な
利

用
・
管

理
に

つ
い

て
、

我
が

国
の

漁
業

生
産

及
び

消
費

に
お

け
る

立
場

を
十

分
に

踏
ま

え
、

地
域

漁
業

管
理

機
関

を
通

じ
て

、
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く
保

存
管

理
措

置
の

設
定

や
、

IU
U

漁
業

の
排

除
に

取
り

組
む

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

地
域

漁
業

管
理

機
関

等
を

通
じ

て
、

途
上

国
メ

ン
バ

ー
等

に
対

し
、

科
学

的
な

根
拠

に
基

づ
い

た
高

度
回

遊
性

魚
類

の
持

続
可

能
な

利
用

・
管

理
へ

の
理

解
醸

成
及

び
地

域
漁

業
管

理
機

関
に

お
い

て
定

め
ら

れ
て

い
る

保
存

管
理

措
置

の
適

切
な

遵
守

の
た

め
の

研
修

等
の

支
援

を
実

施
し

た
。

引
き

続
き

、
地

域
漁

業
管

理
機

関
等

を
通

じ
、

途
上

国
メ

ン
バ

ー
等

に
対

し
て

、
科

学
的

根
拠

に
基

づ
く
保

存
管

理
措

置
の

設
定

等
の

た
め

の
理

解
醸

成
を

推
進

す
る

。

①
違

法
漁

業
防

止
寄

港
国

措
置

協
定

（
P

S
M

協
定

）
の

批
准

国
数

②
我

が
国

及
び

F
A

O
専

門
家

の
知

見
を

活
か

し
た

生
物

多
様

性
の

確
保

と
水

産
資

源
の

持
続

的
利

用
の

両
立

へ
の

貢
献

③
世

界
の

全
漁

獲
量

の
約

9
0
%
を

占
め

る
漁

獲
量

上
位

国
（
3
3
か

国
・
地

域
）
の

う
ち

の
途

上
国

2
0
か

国
全

て
が

W
T
O

に
漁

業
補

助
金

を
通

報
す

る ④
カ

ツ
オ

・
マ

グ
ロ

類
等

資
源

の
適

切
な

保
存

管
理

措
置

を
地

域
漁

業
管

理
機

関
に

お
い

て
採

択
す

る

①
現

状
値

　
7
4
カ

国
（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

7
5
カ

国
（
2
0
2
6
年

度
ま

で
）

②
現

状
値

　
ｰ

　
 目

標
値

　
ｰ

③
現

状
値

　
1
0
カ

国
（
2
0
1
8
年

度
）

目
標

値
　

2
0
カ

国
（
2
0
2
6
年

度
ま

で
）

④
W

C
P

F
C

　
５

IC
C

A
T
　

2
0
（
2
0
2
1

年
度

）
目

標
値

W
C

P
F
C

　
毎

年
６

IC
C

A
T
　

毎
年

８

①
8
3
カ

国
（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）

②
'-

(2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

③
1
1
カ

国
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

④
W

C
P

F
C

７ IC
C

A
T
　

1
5

（
2
0
2
4
年

度
）

カ
ツ

オ
・
マ

グ
ロ

資
源

管
理

能
力

強
化

支
援

事
業
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

3
-
4
-
2
1

捕
鯨

対
策

鯨
類

の
資

源
管

理
に

必
要

な
科

学
的

デ
ー

タ
の

収
集

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

国
際

機
関

と
連

携
し

つ
つ

、
資

源
管

理
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】
b 

進
捗

中
・
非

致
死

的
調

査
等

の
実

施
、

持
続

的
利

用
を

支
援

す
る

国
と

の
連

携
や

情
報

発
信

等
へ

の
支

援
、

違
法

鯨
肉

の
国

内
流

通
を

防
止

す
る

た
め

の
調

査
等

を
実

施
し

て
い

る
。

・
捕

鯨
業

者
が

実
施

す
る

分
布

状
況

調
査

等
の

漁
場

探
索

や
販

路
確

保
、

流
通

の
効

率
化

・
コ

ス
ト

削
減

等
の

構
造

改
革

に
必

要
な

取
組

等
を

支
援

し
て

い
る

。
・
こ

れ
ら

の
実

施
等

を
通

じ
て

、
安

定
的

な
捕

鯨
業

の
実

施
と

国
際

的
な

資
源

管
理

の
推

進
に

寄
与

し
て

い
る

。

・
引

き
続

き
、

非
致

死
的

調
査

等
の

実
施

、
違

法
鯨

肉
の

国
内

流
通

を
防

止
す

る
た

め
の

調
査

等
を

実
施

す
る

。
・
引

き
続

き
、

捕
鯨

業
者

が
実

施
す

る
漁

場
探

索
や

販
路

確
保

の
取

組
等

を
支

援
す

る
。

捕
鯨

可
能

量
　

3
7
9

頭
/
年

現
状

値
　

3
7
9
頭

/
年 目

標
値

　
3
7
9
頭

/
年

4
3
7
頭

/
年

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

持
続

的
利

用
調

査
等

事
業

、
円

滑
化

実
証

等
対

策
事

業

鯨
類

の
持

続
的

な
利

用
の

確
保

に
関

す
る

法
律

（
平

成
2
9
年

法
律

第
7
6
号

）

3
-
4
-
2
2

人
工

種
苗

生
産

技
術

の
開

発
・
普

及
二

ホ
ン

ウ
ナ

ギ
、

ク
ロ

マ
グ

ロ
、

ブ
リ

、
カ

ン
パ

チ
の

養
殖

に
お

い
て

、
人

工
種

苗
生

産
技

術
の

開
発

・
普

及
を

推
進

し
、

天
然

資
源

に
負

荷
を

か
け

な
い

持
続

可
能

な
養

殖
体

制
を

目
指

す
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

ブ
リ

の
人

工
種

苗
が

、
早

期
の

種
苗

生
産

技
術

の
開

発
も

あ
り

、
徐

々
に

普
及

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
実

績
値

は
増

加
し

て
い

る
。

ク
ロ

マ
グ

ロ
、

カ
ン

パ
チ

及
び

ニ
ホ

ン
ウ

ナ
ギ

に
つ

い
て

は
、

近
年

、
種

苗
生

産
技

術
が

確
立

し
た

と
こ

ろ
で

あ
り

、
人

工
種

苗
の

普
及

に
は

更
な

る
技

術
開

発
、

人
工

種
苗

の
増

産
が

必
要

で
あ

る
。

 引
き

続
き

、
人

工
種

苗
の

普
及

に
向

け
、

よ
り

効
率

的
な

種
苗

生
産

技
術

の
開

発
、

選
抜

育
種

に
よ

る
優

良
系

統
の

開
発

を
推

進
す

る
と

と
も

に
、

人
工

種
苗

の
普

及
に

向
け

た
機

器
整

備
を

支
援

す
る

。

ニ
ホ

ン
ウ

ナ
ギ

、
ク

ロ
マ

グ
ロ

、
ブ

リ
、

カ
ン

パ
チ

の
人

工
種

苗
比

率

現
状

値
　

1
.9

%
（
2
0
1
9
年

）
目

標
値

　
1
0
0
%

（
2
0
5
0
年

）

4
.7

％
（
2
0
2
3

年
）

・
養

殖
業

成
長

産
業

化
推

進
事

業
・
ウ

ナ
ギ

種
苗

の
商

業
化

に
向

け
た

大
量

生
産

シ
ス

テ
ム

の
実

用
化

事
業

3
-
4
-
2
3

さ
け

・
ま

す
増

殖
事

業
の

推
進

国
立

研
究

開
発

法
人

水
産

研
究

・
教

育
機

構
が

実
施

す
る

ふ
化

放
流

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

技
術

開
発

の
結

果
等

を
踏

ま
え

て
、

野
生

魚
を

活
用

し
た

ふ
化

放
流

技
術

の
研

究
な

ど
を

進
め

、
 人

工
種

苗
放

流
技

術
の

高
度

化
を

図
り

、
河

川
及

び
そ

の
周

辺
の

生
態

系
や

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

さ
け

・
ま

す
増

殖
事

業
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

水
産

研
究

・
教

育
機

構
の

技
術

開
発

等
の

成
果

や
、

さ
け

・
ま

す
等

栽
培

対
象

資
源

対
策

事
業

よ
り

得
ら

れ
た

知
見

か
ら

、
さ

け
・
ま

す
類

の
放

流
に

適
し

た
時

期
・

サ
イ

ズ
を

検
証

し
、

放
流

手
法

を
改

善
し

な
が

ら
さ

け
・

ま
す

増
殖

事
業

を
推

進
し

て
い

る
。

さ
け

・
ま

す
増

殖
事

業
が

、
現

在
の

海
洋

環
境

の
変

化
に

十
分

に
対

応
で

き
て

お
ら

ず
、

ふ
化

放
流

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

ふ
化

放
流

技
術

の
開

発
な

ど
、

更
な

る
調

査
・
検

証
を

行
っ

て
い

く
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

く
わ

え
て

、
講

習
会

等
で

新
し

い
知

見
に

つ
い

て
普

及
を

行
う

こ
と

で
、

増
殖

事
業

全
体

の
高

度
化

を
図

る
。

さ
け

・
ま

す
等

栽
培

対
象

資
源

対
策

事
業

3
-
4
-
2
4

環
境

・
生

態
系

と
調

和
し

た
栽

培
漁

業
の

推
進

「
人

工
種

苗
放

流
に

係
る

遺
伝

的
多

様
性

へ
の

影
響

リ
ス

ク
を

低
減

す
る

た
め

の
技

術
的

な
指

針
」
に

基
づ

き
、

生
態

系
や

資
源

の
持

続
性

に
配

慮
し

た
栽

培
漁

業
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

さ
け

・
ま

す
等

栽
培

対
象

資
源

対
策

事
業

に
よ

り
、

種
苗

放
流

の
効

果
や

再
生

産
へ

の
寄

与
を

検
証

し
、

放
流

計
画

に
反

映
し

た
。

栽
培

漁
業

の
現

場
で

は
、

指
針

に
準

拠
し

た
種

苗
生

産
・
放

流
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
指

針
の

周
知

、
理

解
の

醸
成

を
図

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
研

修
会

を
実

施
し

た
。

種
苗

放
流

が
生

態
系

や
遺

伝
的

多
様

性
へ

与
え

る
影

響
や

リ
ス

ク
に

つ
い

て
調

査
を

継
続

す
る

。
ま

た
、

栽
培

漁
業

の
各

現
場

で
は

指
針

を
準

拠
す

る
こ

と
で

、
多

様
性

保
全

へ
の

リ
ス

ク
低

減
が

可
能

に
な

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

研
修

会
等

の
充

実
に

よ
り

普
及

啓
発

を
行

う
。

さ
け

・
ま

す
等

栽
培

対
象

資
源

対
策

事
業

3
-
4
-
2
5

養
殖

に
お

け
る

環
境

負
荷

の
軽

減
・
養

殖
漁

場
ご

と
に

漁
場

改
善

計
画

を
定

め
て

漁
場

環
境

を
管

理
す

る
と

と
も

に
、

海
洋

環
境

へ
の

負
荷

軽
減

が
可

能
な

養
殖

業
を

推
進

す
る

。
・
伝

染
性

疾
病

の
発

生
予

防
及

び
発

生
時

に
お

け
る

指
導

や
、

特
定

疾
病

の
ま

ん
延

防
止

措
置

を
支

援
す

る
。

・
ワ

ク
チ

ン
等

の
開

発
支

援
や

、
組

織
的

な
ワ

ク
チ

ン
接

種
の

推
進

等
に

よ
る

防
疫

体
制

整
備

の
支

援
を

行
い

、
養

殖
魚

に
お

け
る

疾
病

被
害

を
低

減
す

る
。

・
薬

剤
耐

性
菌

の
監

視
・
動

向
調

査
の

結
果

を
踏

ま
え

、
薬

剤
耐

性
に

関
す

る
研

修
会

等
の

実
施

に
よ

り
、

知
識

・
技

術
の

普
及

啓
発

を
行

い
、

養
殖

魚
に

お
け

る
薬

剤
耐

性
菌

の
発

生
を

低
減

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
漁

場
改

善
計

画
に

基
づ

く
漁

場
環

境
の

管
理

等
に

よ
り

、
海

洋
環

境
へ

の
負

荷
軽

減
が

可
能

な
養

殖
業

を
推

進
し

て
い

る
。

・
水

産
防

疫
対

策
事

業
に

よ
り

、
水

産
動

物
疾

病
の

国
内

へ
の

侵
入

リ
ス

ク
や

ま
ん

延
リ

ス
ク

等
の

評
価

に
資

す
る

国
内

の
浸

潤
状

況
等

の
情

報
収

集
を

実
施

し
て

い
る

。
・
魚

病
診

断
機

関
に

お
け

る
検

査
精

度
管

理
体

制
の

確
立

等
を

行
う

と
と

も
に

、
消

費
・
安

全
対

策
交

付
金

（
養

殖
衛

生
管

理
体

制
の

整
備

）
の

活
用

に
よ

り
、

養
殖

衛
生

管
理

技
術

の
普

及
・
啓

発
や

養
殖

業
者

等
に

対
す

る
疾

病
の

防
疫

指
導

を
行

っ
て

い
る

。
・
特

定
疾

病
の

ま
ん

延
防

止
措

置
と

し
て

、
特

定
疾

病
が

発
生

し
、

又
は

発
生

し
た

疑
い

が
あ

る
養

殖
場

等
に

お
い

て
は

、
都

道
府

県
が

行
う

養
殖

法
第

８
条

第
１

項
に

基
づ

く
都

道
府

県
知

事
の

命
令

に
伴

う
損

失
の

補
償

を
実

施
し

て
い

る
。

・
水

産
防

疫
対

策
事

業
等

に
よ

り
ワ

ク
チ

ン
等

の
開

発
支

援
を

行
う

と
共

に
、

消
費

・
安

全
対

策
交

付
金

(養
殖

衛
生

管
理

体
制

の
整

備
）
の

活
用

に
よ

り
、

養
殖

業
者

に
対

す
る

ワ
ク

チ
ン

使
用

の
た

め
の

指
導

を
行

う
こ

と
と

し
て

い
る

。
直

近
で

は
、

養
殖

業
成

長
産

業
化

提
案

公
募

型
実

証
事

業
に

よ
り

、
ブ

リ
属

向
け

α
Ⅰ

～
Ⅲ

型
レ

ン
サ

球
菌

症
ワ

ク
チ

ン
の

実
用

化
を

支
援

し
、

2
0
2
5
年

３
月

に
承

認
さ

れ
た

。
・
生

産
資

材
安

全
確

保
対

策
事

業
に

よ
り

、
健

康
魚

・
病

魚
由

来
細

菌
の

薬
剤

耐
性

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

並
び

に
魚

類
防

疫
員

及
び

リ
ス

ト
獣

医
師

を
対

象
と

し
た

薬
剤

耐
性

に
関

す
る

技
術

研
修

会
を

実
施

し
た

。

・
引

き
続

き
、

漁
場

改
善

計
画

に
基

づ
く
漁

場
環

境
の

管
理

等
に

よ
り

、
海

洋
環

境
へ

の
負

荷
軽

減
が

可
能

な
養

殖
業

を
推

進
す

る
。

・
近

年
は

、
気

候
の

変
動

等
に

伴
い

、
水

産
業

に
重

大
な

影
響

を
及

ぼ
す

新
た

な
疾

病
が

世
界

各
地

で
確

認
さ

れ
る

一
方

で
、

我
が

国
に

輸
入

さ
れ

る
水

産
動

物
が

多
様

化
す

る
と

と
も

に
、

新
た

に
陸

上
養

殖
に

参
入

す
る

事
業

者
も

増
え

る
等

、
こ

れ
ま

で
に

な
い

疾
病

が
我

が
国

に
侵

入
・
ま

ん
延

す
る

リ
ス

ク
が

従
来

よ
り

も
高

ま
っ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
疾

病
侵

入
を

防
止

し
、

万
が

一
侵

入
し

た
場

合
で

も
、

疾
病

検
査

・
調

査
や

疾
病

の
防

疫
指

導
等

を
確

実
に

実
施

す
る

体
制

を
整

え
、

迅
速

か
つ

効
果

的
に

被
害

を
最

小
限

に
抑

え
る

。
・
養

殖
分

野
は

家
畜

等
に

比
べ

て
市

場
規

模
が

小
さ

く
、

承
認

さ
れ

て
い

る
ワ

ク
チ

ン
が

少
な

い
こ

と
が

課
題

で
あ

る
。

こ
の

た
め

、
事

業
に

よ
り

、
ワ

ク
チ

ン
等

の
開

発
支

援
を

行
う

と
共

に
、

魚
種

を
ま

と
め

た
ワ

ク
チ

ン
の

承
認

に
係

る
検

討
に

よ
り

、
ワ

ク
チ

ン
の

実
用

化
を

促
進

し
、

交
付

金
に

よ
り

ワ
ク

チ
ン

使
用

の
た

め
の

指
導

を
推

進
す

る
こ

と
で

、
疾

病
被

害
を

低
減

す
る

。
・
薬

剤
耐

性
菌

の
監

視
・
動

向
調

査
及

び
食

品
安

全
委

員
会

に
よ

る
「
養

殖
水

産
動

物
に

抗
菌

性
物

質
を

使
用

し
た

際
に

選
択

さ
れ

る
薬

剤
耐

性
菌

の
食

品
影

響
評

価
」
の

結
果

を
踏

ま
え

、
養

殖
水

産
動

物
に

対
す

る
抗

菌
性

物
質

の
適

正
使

用
を

推
進

し
、

引
き

続
き

研
修

会
等

の
実

施
に

よ
り

普
及

啓
発

を
行

う
。

養
殖

生
産

額
に

対
す

る
魚

病
推

定
被

害
額

の
割

合

現
状

値
　

3
.0

%
目

標
値

　
3
.0

%
2
.5

%
(2

0
2
2

年
)

・
消

費
・
安

全
対

策
交

付
金

(養
殖

衛
生

管
理

体
制

の
整

備
）
、

水
産

防
疫

対
策

事
業

、
生

産
資

材
安

全
確

保
対

策
事

業
委

託
費

、
動

物
用

医
薬

品
対

策
事

業
・
漁

業
構

造
改

革
総

合
対

策
事

業

持
続

的
養

殖
生

産
確

保
法
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

3
-
4
-
2
6

漁
業

に
お

け
る

混
獲

の
削

減
サ

メ
類

や
海

鳥
、

ウ
ミ

ガ
メ

の
混

獲
を

回
避

す
る

技
術

の
開

発
や

漁
業

者
へ

の
普

及
・
啓

発
を

通
じ

、
混

獲
の

削
減

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】
b 

進
捗

中
サ

メ
類

や
海

鳥
、

ウ
ミ

ガ
メ

の
混

獲
防

止
に

つ
い

て
漁

業
者

へ
の

普
及

・
啓

発
を

目
的

と
す

る
「
海

洋
環

境
に

や
さ

し
い

漁
業

 実
践

の
手

引
き

」
の

改
訂

（
第

五
版

）
を

行
っ

た
。

ま
た

、
研

究
者

と
連

携
し

つ
つ

ウ
ミ

ガ
メ

脱
出

装
置

の
実

用
化

に
向

け
た

研
究

を
実

施
し

た
。

引
き

続
き

、
地

域
漁

業
管

理
機

関
等

に
よ

り
採

択
さ

れ
た

サ
メ

類
や

海
鳥

、
ウ

ミ
ガ

メ
の

混
獲

回
避

に
係

る
保

存
管

理
措

置
を

分
析

し
、

混
獲

回
避

技
術

の
開

発
及

び
漁

業
者

へ
の

普
及

・
啓

発
を

推
進

す
る

。

漁
場

環
境

改
善

推
進

事
業

の
う

ち
海

洋
生

態
系

保
全

国
際

動
向

調
査

漁
場

環
境

改
善

推
進

事
業

3
-
4
-
2
7

魚
粉

代
替

原
料

の
開

発
、

普
及

生
餌

か
ら

環
境

負
荷

が
少

な
く
給

餌
効

率
の

良
い

配
合

飼
料

へ
の

転
換

や
、

魚
粉

代
替

原
料

の
開

発
、

普
及

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】
b 

進
捗

中
生

餌
か

ら
配

合
飼

料
へ

の
転

換
や

成
長

性
等

に
優

れ
た

飼
料

の
開

発
が

進
み

、
実

績
値

は
増

加
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
配

合
飼

料
の

普
及

に
向

け
、

低
価

格
か

つ
高

効
率

飼
料

の
開

発
、

魚
粉

代
替

原
料

の
開

発
、

自
動

給
餌

機
等

の
資

材
・
機

材
の

導
入

を
推

進
す

る
。

養
殖

業
に

お
け

る
配

合
飼

料
使

用
比

率
現

状
値

　
4
4
%

（
2
0
1
9
年

）
目

標
値

　
1
0
0
%

（
2
0
5
0
年

）

4
9
％

（
2
0
2
3

年
）

養
殖

業
成

長
産

業
化

推
進

事
業

3
-
4
-
2
8

赤
潮

・
貧

酸
素

水
塊

、
栄

養
塩

類
不

足
へ

の
対

応

海
域

ご
と

の
赤

潮
・
貧

酸
素

水
塊

や
栄

養
塩

類
不

足
に

よ
る

漁
業

被
害

へ
の

対
策

技
術

の
開

発
・
実

証
・
高

度
化

を
実

施
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】
b 

進
捗

中
有

明
海

・
八

代
海

、
瀬

戸
内

海
等

に
お

い
て

、
赤

潮
・

貧
酸

素
水

塊
の

近
年

の
発

生
状

況
も

踏
ま

え
た

予
察

、
被

害
軽

減
等

の
技

術
の

開
発

・
実

証
・
高

度
化

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
瀬

戸
内

海
、

伊
勢

・
三

河
湾

、
東

京
湾

に
お

け
る

栄
養

塩
類

等
の

水
質

環
境

に
つ

い
て

、
水

産
資

源
と

の
関

係
や

そ
れ

に
及

ぼ
す

影
響

の
解

明
等

を
行

い
、

海
域

ご
と

の
特

性
に

応
じ

た
栄

養
塩

類
管

理
方

策
の

検
討

・
策

定
・
提

供
を

実
施

し
て

い
る

。

引
き

続
き

、
海

域
ご

と
の

赤
潮

・
貧

酸
素

水
塊

や
栄

養
塩

類
不

足
に

よ
る

漁
業

被
害

へ
の

対
策

技
術

の
開

発
・
実

証
・
高

度
化

を
実

施
す

る
。

我
が

国
の

養
殖

生
産

量
現

状
値

　
9
7
0
千

ト
ン

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

9
7
0
千

ト
ン

（
各

年
度

）

8
0
1
千

ト
ン

（
2
0
2
4
年

度
）

豊
か

な
漁

場
環

境
推

進
事

業
の

う
ち

海
域

特
性

に
応

じ
た

赤
潮

・
貧

酸
素

水
塊

、
栄

養
塩

類
対

策
推

進
事

業

有
明

海
及

び
八

代
海

等
を

再
生

す
る

た
め

の
特

別
措

置
に

関
す

る
法

律
、

瀬
戸

内
海

環
境

保
全

特
別

措
置

法

3
-
4
-
2
9

漁
村

地
域

に
お

け
る

新
規

就
業

者
の

確
保

漁
業

へ
の

就
業

前
の

者
へ

の
資

金
の

交
付

、
漁

業
現

場
で

の
長

期
研

修
を

通
じ

た
就

業
・
定

着
の

促
進

、
海

技
士

免
許

等
の

資
格

取
得

及
び

漁
業

者
の

経
営

能
力

の
向

上
等

を
支

援
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

漁
業

へ
の

就
業

前
の

者
へ

の
資

金
の

交
付

、
漁

業
現

場
で

の
長

期
研

修
を

通
じ

た
就

業
・
定

着
の

促
進

、
海

技
士

免
許

等
の

資
格

取
得

及
び

漁
業

者
の

経
営

能
力

の
向

上
等

を
実

施
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
漁

業
へ

の
就

業
前

の
者

へ
の

資
金

の
交

付
、

漁
業

現
場

で
の

長
期

研
修

を
通

じ
た

就
業

・
定

着
の

促
進

、
海

技
士

免
許

等
の

資
格

取
得

及
び

漁
業

者
の

経
営

能
力

の
向

上
等

を
支

援
す

る
。

新
規

就
業

者
数

現
状

値
　

1
,7

4
4
人

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

各
年

度
2
0
0
0
人

1
,7

3
3
人

（
2
0
2
3
年

度
）

経
営

体
育

成
総

合
支

援
事

業
、

漁
業

担
い

手
確

保
緊

急
支

援
事

業

157



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

4
-
1
-
1

環
境

教
育

の
推

進
学

校
や

地
域

で
環

境
教

育
を

実
践

・
推

進
す

る
リ

ー
ダ

ー
人

材
の

育
成

、
自

然
体

験
活

動
等

を
提

供
す

る
「
体

験
の

機
会

の
場

」
の

認
定

、
民

間
事

業
者

が
行

う
人

材
認

定
等

事
業

の
登

録
・
公

示
、

環
境

保
全

に
関

す
る

専
門

的
な

知
識

等
を

有
す

る
環

境
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

登
録

、
環

境
教

育
の

推
進

に
関

す
る

情
報

の
整

備
・
発

信
等

に
よ

り
、

地
域

、
学

校
、

家
庭

等
に

お
け

る
環

境
教

育
を

普
及

し
、

持
続

可
能

な
社

会
づ

く
り

の
基

盤
形

成
を

行
う

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

学
校

や
地

域
で

環
境

教
育

を
実

践
・
推

進
す

る
リ

ー
ダ

ー
人

材
の

育
成

、
自

然
体

験
活

動
等

を
提

供
す

る
「
体

験
の

機
会

の
場

」
の

認
定

、
民

間
事

業
者

が
行

う
人

材
認

定
等

事
業

の
登

録
・
公

示
、

環
境

保
全

に
関

す
る

専
門

的
な

知
識

等
を

有
す

る
環

境
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
の

登
録

、
環

境
教

育
の

推
進

に
関

す
る

情
報

の
整

備
・
発

信
等

の
取

組
を

着
実

に
推

進
し

て
お

り
、

一
部

は
2
0
3
0
年

の
目

標
値

を
達

成
し

て
い

る
。

な
お

、
地

方
公

共
団

体
に

お
け

る
環

境
教

育
関

連
施

策
実

施
数

に
つ

い
て

は
目

標
値

を
大

き
く
割

り
込

ん
で

い
る

が
、

地
方

公
共

団
体

の
事

務
負

担
を

踏
ま

え
た

調
査

方
法

の
一

部
変

更
の

影
響

を
受

け
た

も
の

で
あ

っ
て

後
退

し
て

い
る

と
評

価
す

る
必

要
は

な
く
、

地
域

、
学

校
、

家
庭

等
に

お
け

る
生

物
多

様
性

保
全

も
含

め
た

環
境

教
育

の
普

及
が

進
展

し
て

お
り

、
持

続
可

能
な

社
会

づ
く

り
の

基
盤

形
成

に
寄

与
し

て
い

る
。

教
職

員
等

環
境

教
育

・
学

習
推

進
リ

ー
ダ

ー
養

成
研

修
の

参
加

者
数

や
「
体

験
の

機
会

の
場

」
利

用
者

数
等

に
つ

い
て

は
大

き
く
伸

び
て

お
り

、
学

校
等

を
始

め
あ

ら
ゆ

る
場

に
お

け
る

生
物

多
様

性
保

全
を

含
め

た
環

境
教

育
の

推
進

に
向

け
た

実
施

者
の

増
加

や
「
体

験
の

機
会

」
の

場
の

活
用

が
進

ん
で

い
る

一
方

で
、

人
材

認
定

等
事

業
登

録
制

度
の

登
録

事
業

数
は

微
増

に
留

ま
っ

て
お

り
、

環
境

教
育

等
促

進
法

の
諸

制
度

の
更

な
る

活
用

に
つ

い
て

検
討

を
進

め
る

。

①
教

職
員

等
環

境
教

育
・
学

習
推

進
リ

ー
ダ

ー
養

成
研

修
の

参
加

者
数

②
「
体

験
の

機
会

の
場

」
利

用
者

数

③
人

材
認

定
等

事
業

登
録

制
度

の
登

録
事

業
数

④
地

方
公

共
団

体
に

お
け

る
環

境
教

育
関

連
施

策
実

施
数

①
現

状
値

　
4
5
8

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

6
0
0

（
2
0
3
0
年

度
）

②
現

状
値

　
1
6
,5

5
7

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

3
0
,0

0
0

（
2
0
3
0
年

度
）

③
現

状
値

　
5
1

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

7
0
（
2
0
3
0

年
度

）

④
現

状
値

　
9
7
0

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

1
,4

0
0

（
2
0
3
0
年

度
）

①
6
2
0

（
2
0
2
4
年

度
）

②
4
3
,0

0
9

（
2
0
2
3
年

度
）

③
5
3
（
2
0
2
4

年
度

）

④
5
7
7

（
2
0
2
3
年

度
）

環
境

教
育

強
化

総
合

対
策

事
業

・
「
環

境
教

育
等

に
よ

る
環

境
保

全
の

取
組

の
促

進
に

関
す

る
法

律
」

・
「
環

境
保

全
活

動
、

環
境

保
全

の
意

欲
の

増
進

及
び

環
境

教
育

並
び

に
協

働
取

組
の

推
進

に
関

す
る

基
本

的
な

方
針

」
・
「
我

が
国

に
お

け
る

「
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

教
育

（
E
S
D

）
」
に

関
す

る
実

施
計

画
（
第

2
期

E
S
D

国
内

実
施

計
画

）
」

4
-
1
-
2

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
教

育
（
E
S
D

）
の

推
進

・
E
S
D

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

（
全

国
・
地

方
）
及

び
地

域
E
S
D

推
進

拠
点

に
よ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

や
連

携
に

よ
り

、
各

地
域

で
行

わ
れ

て
い

る
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

教
育

（
E
S
D

：
E
du

c
at

io
n
 f

o
r 

S
u
st

ai
n
ab

le
 D

e
ve

lo
pm

e
n
t）

の
事

例
の

共
有

や
情

報
発

信
、

人
材

の
育

成
支

援
な

ど
を

通
じ

て
、

地
域

に
根

ざ
し

た
E
S
D

を
全

国
に

普
及

す
る

。
・
ユ

ネ
ス

コ
未

来
共

創
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
に

お
け

る
ユ

ネ
ス

コ
ス

ク
ー

ル
の

取
組

の
活

性
化

や
、

S
D

G
s達

成
の

担
い

手
育

成
（
E
S
D

）
推

進
事

業
に

お
け

る
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
等

の
開

発
・
実

践
や

教
師

教
育

の
推

進
等

を
通

じ
て

、
「
第

２
期

E
S
D

国
内

実
施

計
画

」
に

基
づ

き
ユ

ネ
ス

コ
エ

コ
パ

ー
ク

や
ユ

ネ
ス

コ
世

界
ジ

オ
パ

ー
ク

の
活

用
や

様
々

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

連
携

し
な

が
ら

、
国

内
に

お
け

る
E
S
D

の
推

進
を

行
う

。
【
文

部
科

学
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

・
E
S
D

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

（
全

国
・
地

方
）
を

ハ
ブ

と
し

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

こ
と

に
よ

り
、

持
続

可
能

な
開

発
の

た
め

の
教

育
（
E
S
D

：
E
du

c
at

io
n
 f
o
r

S
u
st

ai
n
ab

le
 D

e
ve

lo
pm

e
n
t）

の
事

例
の

共
有

や
情

報
発

信
、

人
材

の
育

成
支

援
な

ど
を

通
じ

た
、

地
域

に
根

ざ
し

た
E
S
D

の
普

及
を

推
進

し
て

い
る

。

・
2
0
2
3
年

度
か

ら
は

、
全

国
各

地
で

実
施

さ
れ

て
い

る
優

良
な

実
践

事
例

を
紹

介
す

る
こ

と
に

よ
り

、
新

た
に

E
S
D

に
取

組
も

う
と

考
え

る
者

の
参

考
と

な
る

よ
う

「
E
S
D

実
践

動
画

1
0
0
選

」
の

公
募

・
公

開
を

行
っ

て
い

る
。

・
ユ

ネ
ス

コ
未

来
共

創
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

お
い

て
、

E
S
D

を
テ

ー
マ

と
し

て
多

様
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

が
集

う
イ

ベ
ン

ト
等

の
実

施
、

E
S
D

推
進

に
係

る
事

例
収

集
、

発
信

等
を

行
っ

て
お

り
、

令
和

６
年

度
は

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
等

を
通

じ
て

2
9
5
回

の
情

報
発

信
を

行
っ

た
。

・
現

状
値

を
定

め
た

2
0
2
1
年

当
時

は
、

イ
ベ

ン
ト

開
催

形
態

が
W

e
b参

加
の

み
で

あ
っ

た
と

こ
ろ

、
現

状
で

は
対

面
・
W

e
bの

併
用

で
開

催
を

し
て

い
る

。
簡

易
に

参
加

で
き

る
W

e
bに

比
し

、
対

面
参

加
は

よ
り

明
確

な
モ

チ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
影

響
す

る
た

め
、

そ
れ

ら
の

参
加

者
の

確
保

、
増

加
が

今
後

の
課

題
で

あ
る

。

・
引

き
続

き
、

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
、

情
報

収
集

・
発

信
等

を
行

う
。

①
全

国
E
S
D

フ
ォ

ー
ラ

ム
参

加
人

数

②
地

方
E
S
D

フ
ォ

ー
ラ

ム
参

加
人

数

①
現

状
値

　
4
7
8

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

5
2
5

（
2
0
2
5
年

度
）

②
現

状
値

　
4
,7

1
1

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

5
,1

8
2

（
2
0
2
5
年

度
）

①
1
9
2

（
2
0
2
4
年

度
）

②
2
,6

9
1

（
2
0
2
4
年

度
）

・
地

域
脱

炭
素

に
資

す
る

E
S
D

推
進

費 ・
ユ

ネ
ス

コ
未

来
共

創
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業
、

S
D

G
s達

成
の

担
い

手
育

成
（
E
S
D

）
推

進
事

業

・
「
環

境
教

育
等

に
よ

る
環

境
保

全
の

取
組

の
促

進
に

関
す

る
法

律
」

・
「
環

境
保

全
活

動
、

環
境

保
全

の
意

欲
の

増
進

及
び

環
境

教
育

並
び

に
協

働
取

組
の

推
進

に
関

す
る

基
本

的
な

方
針

」
・
「
我

が
国

に
お

け
る

「
持

続
可

能
な

開
発

の
た

め
の

教
育

（
E
S
D

）
」
に

関
す

る
実

施
計

画
（
第

2
期

E
S
D

国
内

実
施

計
画

）
」

4
-
1
-
3

博
物

館
等

の
機

能
強

化
の

推
進

動
植

物
園

、
水

族
館

、
自

然
系

博
物

館
等

の
博

物
館

が
、

身
の

回
り

の
自

然
や

生
物

環
境

に
つ

い
て

楽
し

み
の

中
で

学
習

す
る

機
会

を
提

供
し

、
生

物
多

様
性

の
保

全
や

、
持

続
的

な
人

と
自

然
と

の
関

係
性

を
考

え
る

た
め

の
教

育
実

践
の

場
と

し
て

機
能

す
る

よ
う

、
活

動
の

充
実

を
図

る
。

【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

度
は

3
１

件
の

事
業

に
補

助
を

実
施

し
た

。
う

ち
自

然
系

の
博

物
館

は
５

件
で

あ
っ

た
。

2
0
2
5
年

度
に

つ
い

て
も

、
現

状
2
6
件

の
事

業
を

採
択

し
て

い
る

。
う

ち
、

動
植

物
園

、
水

族
館

、
自

然
系

の
博

物
館

は
３

件
で

あ
る

。

引
き

続
き

採
択

さ
れ

た
事

業
者

に
補

助
を

実
施

す
る

。
博

物
館

機
能

強
化

推
進

事
業

博
物

館
法

行
動

目
標

4
-
1
　

学
校

等
に

お
け

る
生

物
多

様
性

に
関

す
る

環
境

教
育

を
推

進
す

る

基
本

戦
略

４
　

　
生

活
・
消

費
活

動
に

お
け

る
生

物
多

様
性

の
価

値
の

認
識

と
行

動
（
一

人
一

人
の

行
動

変
容

）
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

4
-
1
-
4

下
水

道
を

活
用

し
た

環
境

学
習

の
推

進
都

市
内

の
水

循
環

や
公

共
水

域
に

排
出

す
る

汚
濁

負
荷

の
管

理
な

ど
、

下
水

道
の

重
要

な
役

割
を

広
く
情

報
発

信
す

る
た

め
、

下
水

道
管

理
者

と
地

域
住

民
と

の
情

報
共

有
を

進
め

る
と

と
も

に
、

環
境

学
習

の
中

で
、

多
様

な
生

態
系

の
保

全
な

ど
に

も
資

す
る

下
水

道
の

役
割

を
明

確
に

位
置

づ
け

、
子

ど
も

た
ち

に
下

水
道

の
仕

組
み

や
流

域
に

お
け

る
下

水
道

の
役

割
に

つ
い

て
正

し
く
理

解
し

て
も

ら
う

ほ
か

、
処

理
場

見
学

会
の

開
催

な
ど

下
水

道
施

設
を

学
び

の
場

と
し

て
積

極
的

に
活

用
す

る
。

ま
た

、
地

域
住

民
や

教
育

関
係

者
、

N
P

O
等

と
連

携
し

、
多

様
な

生
態

系
の

生
息

・
生

育
場

所
の

創
出

を
図

る
場

と
し

て
の

下
水

道
施

設
の

役
割

な
ど

に
つ

い
て

、
積

極
的

に
情

報
発

信
し

、
国

民
へ

の
理

解
に

努
め

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

水
道

や
下

水
道

の
役

割
や

重
要

性
な

ど
に

つ
い

て
、

国
民

の
理

解
と

関
心

を
深

め
る

こ
と

を
目

的
に

、
６

月
の

「
水

道
週

間
」
や

９
月

の
「
下

水
道

の
日

」
に

お
い

て
、

全
国

の
地

方
公

共
団

体
と

と
も

に
、

処
理

場
見

学
会

な
ど

の
関

連
行

事
や

ポ
ス

タ
ー

の
展

示
等

に
よ

る
情

報
発

信
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

国
土

交
通

大
臣

賞
「
循

環
の

み
ち

下
水

道
賞

」
に

て
、

広
報

等
の

優
れ

た
取

組
を

実
施

し
て

い
る

地
方

公
共

団
体

や
N

P
O

団
体

を
表

彰
す

る
こ

と
に

よ
り

、
国

民
の

下
水

道
に

対
す

る
理

解
・
関

心
の

向
上

を
図

っ
た

。

広
報

活
動

は
す

ぐ
に

目
に

見
え

る
効

果
が

出
る

も
の

で
は

な
く
、

継
続

的
に

取
り

組
む

こ
と

で
住

民
の

認
知

が
広

が
っ

て
い

く
も

の
で

あ
る

た
め

、
引

き
続

き
積

極
的

な
情

報
発

信
を

行
う

こ
と

で
、

上
下

水
道

へ
の

理
解

・
関

心
の

向
上

を
図

る
。

（
目

標
）

・
小

中
高

生
を

対
象

と
し

た
環

境
教

育
に

関
す

る
展

示
の

実
施

や
、

９
月

1
0
日

の
「
下

水
道

の
日

」
に

関
連

す
る

国
、

地
方

公
共

団
体

等
の

行
事

を
通

じ
て

、
国

民
の

下
水

道
に

対
す

る
理

解
・

関
心

の
向

上
を

図
る

・
国

土
交

通
大

臣
賞

「
循

環
の

み
ち

下
水

道
賞

」
に

て
広

報
等

に
係

る
優

れ
た

取
組

を
実

施
し

て
い

る
地

方
公

共
団

体
や

N
P

O
団

体
を

表
彰

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
民

の
下

水
道

に
対

す
る

理
解

・
関

心
の

向
上

を
図

る

環
境

教
育

に
関

す
る

展
示

や
「
下

水
道

の
日

」
に

関
連

す
る

行
事

、
「
循

環
の

み
ち

下
水

道
賞

」
に

よ
る

広
報

等
の

優
れ

た
取

組
の

表
彰

等
を

通
じ

、
国

民
の

理
解

・
関

心
の

向
上

を
図

っ
て

い
る

。
（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

4
-
1
-
5

河
川

に
お

け
る

環
境

教
育

の
推

進
「
川

に
学

ぶ
社

会
」
の

実
現

を
目

指
し

て
、

子
ど

も
た

ち
の

川
を

活
か

し
た

体
験

活
動

や
環

境
学

習
の

場
を

拡
大

し
、

ま
た

地
域

の
子

ど
も

た
ち

の
体

験
活

動
の

充
実

を
図

る
「
「
子

ど
も

の
水

辺
」
再

発
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
や

川
の

自
然

環
境

や
危

険
性

を
伝

え
る

「
指

導
者

育
成

」
な

ど
を

進
め

る
。

ま
た

、
地

域
と

連
携

し
河

川
を

活
か

し
た

学
習

・
自

然
体

験
活

動
や

、
学

校
教

育
関

係
者

と
連

携
し

た
学

校
教

育
へ

の
教

材
提

供
等

を
進

め
る

。
【
国

土
交

通
省

、
文

部
科

学
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

「
「
子

ど
も

の
水

辺
」
再

発
見

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

」
を

進
め

る
と

と
も

に
、

指
導

者
育

成
や

水
難

事
故

防
止

に
向

け
た

講
座

等
を

開
催

し
て

い
る

。
ま

た
、

河
川

環
境

教
育

、
水

難
事

故
防

止
啓

発
の

た
め

の
教

材
を

作
成

し
、

公
表

す
る

な
ど

の
取

組
を

実
施

し
て

い
る

。

安
全

に
川

で
学

び
、

遊
ぶ

た
め

に
は

、
河

川
へ

の
理

解
を

深
め

る
と

と
も

に
、

正
し

い
知

識
が

不
可

欠
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
引

き
続

き
、

河
川

に
お

け
る

環
境

教
育

の
取

組
を

進
め

る
。

（
目

標
）

・
N

P
O

等
の

団
体

と
も

連
携

の
下

、
指

導
者

育
成

や
水

難
事

故
防

止
に

向
け

た
講

座
等

を
開

催
す

る
・
河

川
環

境
教

育
、

水
難

事
故

防
止

啓
発

の
た

め
の

、
教

材
作

成
、

情
報

発
信

を
充

実
さ

せ
る

・
N

P
O

等
の

団
体

と
も

連
携

の
下

、
指

導
者

育
成

や
水

難
事

故
防

止
に

向
け

た
講

座
（
天

竜
川

下
流

部
水

難
事

故
防

止
協

議
会

な
ど

）
等

を
開

催
し

た
。

・
河

川
環

境
教

育
、

水
難

事
故

防
止

啓
発

の
た

め
の

、
教

材
と

し
て

令
和

４
年

４
月

に
「
う

ん
こ

ド
リ

ル
 川

の
安

全
」
を

作
成

し
、

公
表

し
た

。
ま

た
、

河
川

水
難

事
故

防
止

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
を

適
宜

更
新

す
る

こ
と

で
、

情
報

発
信

を
充

実
さ

せ
た

。
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

・
治

水
事

業
等

関
係

費
・
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等

4
-
1
-
6

海
辺

に
お

け
る

体
験

活
動

等
の

指
導

者
養

成
を

目
的

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
開

催
の

推
進

海
辺

に
お

け
る

体
験

活
動

等
の

指
導

者
養

成
を

目
的

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
を

、
地

方
公

共
団

体
や

教
育

機
関

等
と

連
携

し
な

が
ら

全
国

の
主

要
な

地
域

で
の

開
催

を
支

援
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

N
P

O
法

人
 海

に
学

ぶ
体

験
活

動
協

議
会

が
毎

年
開

催
し

て
い

る
「
C

N
A

C
海

あ
そ

び
安

全
講

座
指

導
者

養
成

セ
ミ

ナ
ー

」
に

つ
い

て
、

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

と
し

て
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
し

た
。

引
き

続
き

、
企

画
の

段
階

か
ら

オ
ブ

ザ
ー

バ
ー

と
し

て
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
す

る
。

4
-
1
-
7

環
境

教
育

の
場

と
な

る
都

市
公

園
の

整
備

の
推

進

利
用

者
・
地

域
・
学

校
な

ど
と

一
体

と
な

っ
た

環
境

教
育

・
環

境
学

習
な

ど
の

指
導

者
や

実
践

者
の

養
成

の
場

や
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
そ

れ
ら

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
実

践
す

る
都

市
公

園
等

の
整

備
を

行
う

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

国
営

公
園

に
お

い
て

、
利

用
者

・
地

域
・
学

校
な

ど
と

一
体

と
な

っ
た

環
境

教
育

・
環

境
学

習
な

ど
の

指
導

者
や

実
践

者
の

養
成

の
場

や
機

会
を

提
供

す
る

と
と

も
に

、
地

方
公

共
団

体
の

都
市

公
園

等
の

整
備

に
対

す
る

補
助

等
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
国

営
公

園
に

お
い

て
指

導
者

や
実

践
者

の
養

成
の

場
や

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

都
市

公
園

等
の

整
備

を
進

め
る

。

都
市

域
に

お
け

る
水

と
緑

の
公

的
空

間
確

保
量

現
状

値
：
1
3
.9

㎡
/

人
（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
：
1
5
.2

㎡
/

人
（
2
0
2
5
年

度
）

1
4
.2

㎡
/
人

（
2
0
2
3
年

3
月

時
点

）

社
会

資
本

整
備

総
合

交
付

金
、

国
営

公
園

等
事

業
費
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

4
-
1
-
8

環
境

を
考

慮
し

た
学

校
施

設
（
エ

コ
ス

ク
ー

ル
）
の

整
備

推
進

環
境

負
荷

の
低

減
や

自
然

と
の

共
生

を
考

慮
し

た
学

校
施

設
の

整
備

を
推

進
し

、
整

備
さ

れ
た

施
設

を
環

境
教

育
に

も
活

用
す

る
。

【
文

部
科

学
省

】
b 

進
捗

中
環

境
を

考
慮

し
た

学
校

施
設

（
エ

コ
ス

ク
ー

ル
）
の

整
備

を
推

進
す

る
た

め
、

関
係

省
庁

と
連

携
協

力
し

 、
市

町
村

等
が

エ
コ

ス
ク

ー
ル

と
し

て
整

備
す

る
学

校
を

、
「
エ

コ
ス

ク
ー

ル
・
プ

ラ
ス

」
と

し
て

、
2
0
2
5
年

に
3
2

校
認

定
し

た
。

（
2
0
1
7
年

度
か

ら
エ

コ
ス

ク
ー

ル
パ

イ
ロ

ッ
ト

・
モ

デ
ル

事
業

を
改

称
し

た
）

2
0
1
7
年

度
か

ら
の

合
計

は
3
4
3
校

で
、

エ
コ

ス
ク

ー
ル

パ
イ

ロ
ッ

ト
・
モ

デ
ル

事
業

（
平

成
9
年

度
～

平
成

2
8
年

度
）
は

、
合

計
1
6
6
3
校

認
定

し
て

い
る

。

環
境

を
考

慮
し

た
学

校
施

設
（
エ

コ
ス

ク
ー

ル
）
の

整
備

推
進

や
環

境
教

育
の

参
考

に
な

る
取

り
組

み
事

例
や

ア
イ

デ
ア

の
横

展
開

等
を

実
施

し
、

引
き

続
き

環
境

負
荷

の
低

減
や

自
然

と
の

共
生

を
考

慮
し

た
学

校
施

設
の

整
備

を
推

進
す

る
。

公
立

学
校

施
設

整
備

費

4
-
2
-
1

自
然

と
の

ふ
れ

あ
い

の
機

会
の

提
供

国
立

公
園

等
に

お
け

る
自

然
体

験
活

動
の

推
進

や
、

み
ど

り
の

月
間

な
ど

、
全

国
各

地
で

自
然

と
の

ふ
れ

あ
い

に
関

す
る

各
種

行
事

の
実

施
等

を
推

進
し

、
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
の

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

自
然

の
恩

恵
や

自
然

と
人

と
の

関
わ

り
な

ど
の

様
々

な
知

識
の

習
得

及
び

人
と

し
て

の
豊

か
な

成
長

を
図

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

み
ど

り
の

月
間

を
中

心
に

全
国

各
地

で
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
に

関
す

る
各

種
行

事
の

実
施

等
を

推
進

し
た

。

引
き

続
き

、
み

ど
り

の
月

間
中

な
ど

、
全

国
各

地
で

自
然

と
の

ふ
れ

あ
い

に
関

す
る

各
種

行
事

の
実

施
等

を
推

進
し

、
自

然
と

の
ふ

れ
あ

い
の

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

国
立

公
園

等
を

は
じ

め
と

し
た

自
然

体
験

を
も

っ
と

身
近

に
感

じ
て

も
ら

い
、

ま
た

次
世

代
に

守
り

伝
え

て
い

く
た

め
の

知
識

や
人

材
の

育
成

の
た

め
の

機
会

の
提

供
を

図
る

。

①
地

方
環

境
事

務
所

が
集

計
し

た
み

ど
り

の
月

間
の

行
事

参
加

者
数

②
自

然
体

験
教

育
推

進
事

業
の

実
施

地
域

数

①
現

状
値

　
9
0
4
人

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

4
,5

0
0
人

（
2
0
2
3
年

度
）

②
現

状
値

　
1
2

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

前
年

度
実

績
以

上

①
5
9
3
人

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

②
2
1
(2

0
2
5

年
6
月

時
点

）

日
本

の
国

立
公

園
と

世
界

遺
産

を
活

か
し

た
地

域
活

性
化

推
進

費
の

う
ち

国
立

公
園

等
に

お
け

る
子

ど
も

の
自

然
体

験
活

動
推

進
事

業
自

然
公

園
等

利
用

ふ
れ

あ
い

推
進

事
業

経
費

環
境

基
本

法
、

自
然

公
園

法

4
-
2
-
2

森
林

に
お

け
る

体
験

・
ふ

れ
あ

い
の

場
の

提
供

国
有

林
野

に
お

い
て

は
、

優
れ

た
自

然
景

観
を

有
し

、
森

林
浴

、
自

然
観

察
、

森
林

ス
ポ

ー
ツ

等
に

適
し

た
国

有
林

野
を

「
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

森
」
と

し
て

設
定

し
て

い
る

。
ま

た
、

自
ら

森
林

（
も

り
）
づ

く
り

な
ど

を
行

う
こ

と
を

希
望

す
る

民
間

団
体

等
と

協
定

を
締

結
し

て
フ

ィ
ー

ル
ド

を
提

供
す

る
「
協

定
締

結
に

よ
る

国
民

参
加

の
森

林
（
も

り
）
づ

く
り

」
を

推
進

し
て

い
る

。
さ

ら
に

、
企

業
等

が
国

と
分

収
林

契
約

を
結

ぶ
こ

と
で

、
社

会
貢

献
、

社
員

教
育

又
は

顧
客

と
の

ふ
れ

あ
い

の
場

と
し

て
の

森
林

（
も

り
）
づ

く
り

を
可

能
と

す
る

「
法

人
の

森
林

（
も

り
）
」
の

設
定

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

国
有

林
野

に
お

い
て

は
、

2
0
2
4
年

４
月

１
日

時
点

で
5
7
1
か

所
の

「
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

森
」
を

設
定

し
、

地
域

と
連

携
し

な
が

ら
環

境
整

備
等

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
ま

た
、

「
協

定
締

結
に

よ
る

国
民

参
加

の
森

林
（
も

り
）
づ

く
り

」
は

、
2
0
2
4
年

３
月

時
点

で
5
2
9
か

所
を

設
定

し
、

フ
ィ

ー
ル

ド
の

提
供

を
行

う
な

ど
国

民
参

加
の

森
づ

く
り

を
推

進
し

た
。

さ
ら

に
、

2
0
2
4
年

月
３

月
時

点
で

、
「
法

人
の

森
林

（
も

り
）
」
を

4
5
9
箇

所
の

設
定

を
行

い
、

民
間

団
体

等
の

森
林

づ
く
り

へ
の

参
画

を
促

進
し

た
。

「
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

森
」
に

つ
い

て
は

、
利

用
状

況
等

を
踏

ま
え

つ
つ

、
快

適
な

利
用

環
境

が
確

保
で

き
る

よ
う

、
地

域
と

連
携

し
た

環
境

整
備

等
を

推
進

し
て

い
く
。

ま
た

、
「
国

民
参

加
の

森
林

（
も

り
）
づ

く
り

」
に

つ
い

て
は

、
N

P
O

、
企

業
、

地
元

関
係

者
等

に
対

し
て

、
フ

ィ
ー

ル
ド

の
提

供
を

は
じ

め
、

技
術

指
導

や
助

言
、

講
師

の
派

遣
等

の
支

援
を

行
っ

て
い

く
。

さ
ら

に
、

「
法

人
の

森
林

（
も

り
）
」
の

設
定

等
に

つ
い

て
も

、
引

き
続

き
そ

の
推

進
に

取
り

組
む

。

国
有

林
野

産
物

等
売

払
及

管
理

処
分

業
務

費
 等

国
有

林
野

の
管

理
経

営
に

関
す

る
基

本
計

画

4
-
2
-
3

新
宿

御
苑

の
緑

や
施

設
を

活
用

し
た

生
物

多
様

性
や

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

関
す

る
普

及
啓

発

環
境

教
育

エ
リ

ア
の

維
持

管
理

と
情

報
発

信
の

強
化

、
環

境
教

育
イ

ベ
ン

ト
や

園
内

ガ
イ

ド
の

実
施

、
｢環

境
の

杜
｣構

想
に

基
づ

く
環

境
学

習
機

会
の

提
供

や
外

部
団

体
等

に
よ

る
育

成
者

指
導

講
習

等
の

受
入

れ
を

行
う

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

武
蔵

野
の

里
地

・
里

山
林

を
イ

メ
ー

ジ
し

た
環

境
学

習
フ

ィ
ー

ル
ド

を
、

母
と

子
の

森
を

中
心

と
し

た
エ

リ
ア

に
構

築
し

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
と

と
も

に
維

持
管

理
を

行
っ

て
い

る
。

ま
た

、
イ

ン
フ

ォ
メ

ー
シ

ョ
ン

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
生

物
多

様
性

の
保

全
等

の
環

境
省

諸
施

策
及

び
関

連
す

る
国

民
の

取
組

み
に

係
る

情
報

発
信

及
び

普
及

啓
発

活
動

の
場

と
し

て
の

活
用

を
図

っ
て

い
る

。
「
母

と
子

の
森

」
を

活
用

し
て

管
理

運
営

団
体

が
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
と

連
携

し
、

自
然

教
室

を
年

間
7
回

開
催

し
て

い
る

。
ま

た
パ

ー
ク

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
園

内
ガ

イ
ド

を
実

施
し

て
い

る
。

森
の

家
(西

休
憩

所
)に

お
い

て
、

生
物

多
様

性
の

学
習

機
会

の
提

供
や

園
内

に
お

け
る

環
境

学
習

及
び

体
験

学
習

の
校

外
活

動
の

場
の

提
供

を
行

っ
て

い
る

。

今
後

も
継

続
し

て
内

容
の

充
実

を
図

り
な

が
ら

取
り

組
み

を
進

め
る

。

4
-
2
-
4

国
立

公
園

等
に

お
け

る
保

護
と

利
用

の
た

め
の

施
設

整
備

国
立

・
国

定
公

園
や

国
民

公
園

等
に

お
い

て
、

利
用

者
が

安
全

か
つ

快
適

に
自

然
を

体
験

で
き

る
よ

う
、

自
然

環
境

保
全

の
た

め
の

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

公
園

利
用

に
必

要
な

施
設

の
整

備
と

適
切

な
管

理
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

自
然

環
境

の
保

護
と

利
用

が
好

循
環

し
、

自
然

と
人

が
共

生
す

る
社

会
の

構
築

や
国

土
強

靱
化

を
進

め
、

各
地

域
が

固
有

の
自

然
資

源
を

磨
き

上
げ

て
、

活
力

の
あ

る
地

域
を

創
出

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

国
立

・
国

定
公

園
や

国
民

公
園

等
に

お
い

て
、

利
用

者
が

安
全

か
つ

快
適

に
自

然
を

体
験

で
き

る
よ

う
、

自
然

環
境

保
全

の
た

め
の

整
備

を
行

っ
た

。
ま

た
、

自
然

環
境

の
保

護
と

利
用

の
好

循
環

を
図

り
、

各
地

域
が

固
有

の
自

然
資

源
を

磨
き

上
げ

て
、

活
力

の
あ

る
地

域
を

創
出

す
る

た
め

、
自

然
公

園
等

の
利

用
に

必
要

な
施

設
の

整
備

と
適

切
な

管
理

を
行

う
と

と
も

に
、

自
然

公
園

等
施

設
の

国
土

強
靱

化
対

策
を

進
め

た
。

当
初

の
整

備
か

ら
約

3
0
年

が
経

過
し

、
自

然
公

園
等

の
施

設
の

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
た

め
、

利
用

者
の

安
全

を
確

保
す

る
た

め
に

施
設

改
修

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

少
子

高
齢

化
や

外
国

人
観

光
客

の
増

加
、

国
民

の
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

や
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
へ

の
関

心
の

高
ま

り
な

ど
の

社
会

情
勢

の
変

化
に

伴
い

、
自

然
公

園
等

の
利

用
形

態
や

求
め

ら
れ

る
サ

ー
ビ

ス
が

変
化

し
て

お
り

、
そ

れ
ら

の
ニ

ー
ズ

へ
の

対
応

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。
ま

た
、

近
年

激
甚

化
す

る
災

害
に

対
し

て
自

然
公

園
等

の
防

災
・
減

災
機

能
を

強
化

す
る

必
要

が
あ

る
。

国
立

公
園

及
び

国
定

公
園

の
年

間
利

用
者

数

現
状

値
　

6
5
6
,7

2
8

千
人

（
2
0
1
9
年

）
目

標
値

　
前

年
比

1
0
1
%

5
7
5
,8

0
4
千

人
（
2
0
2
3

年
）

自
然

公
園

等
事

業
費

、
国

立
公

園
等

施
設

利
用

環
境

整
備

事
業

、
世

界
遺

産
保

全
管

理
拠

点
施

設
等

整
備

費

自
然

公
園

法
、

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

、
自

然
再

生
推

進
法

、
自

然
環

境
保

全
法

等

行
動

目
標

4
-
2
　

日
常

的
に

自
然

と
ふ

れ
あ

う
機

会
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

自
然

の
恩

恵
や

自
然

と
人

と
の

関
わ

り
な

ど
様

々
な

知
識

の
習

得
や

関
心

の
醸

成
、

人
と

し
て

の
豊

か
な

成
長

を
図

る
と

と
も

に
、

人
と

動
物

の
適

切
な

関
係

に
つ

い
て

の
考

え
方

を
普

及
さ

せ
る

160



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

4
-
2
-
5

国
内

外
へ

の
国

立
公

園
等

の
情

報
発

信

2
0
2
2
年

４
月

に
施

行
さ

れ
た

改
正

自
然

公
園

法
に

よ
り

国
立

公
園

等
の

情
報

発
信

等
が

努
力

義
務

と
し

て
盛

り
込

ま
れ

た
こ

と
も

踏
ま

え
、

国
立

公
園

等
の

魅
力

の
発

信
等

に
関

し
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

や
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
等

を
活

用
し

て
国

内
外

向
け

に
情

報
発

信
を

行
い

、
国

立
公

園
等

へ
の

来
訪

促
進

、
自

然
へ

の
興

味
・
関

心
の

喚
起

、
環

境
配

慮
意

識
の

醸
成

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
国

立
公

園
オ

フ
ィ

シ
ャ

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

と
連

携
し

て
国

立
公

園
の

美
し

い
景

観
の

魅
力

を
世

界
に

向
け

て
発

信
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

国
立

公
園

等
の

魅
力

等
に

関
し

て
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
や

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
を

活
用

し
て

国
内

外
向

け
に

情
報

発
信

し
た

。
う

ち
国

内
向

け
情

報
発

信
サ

イ
ト

で
は

、
訪

問
者

（
ア

ク
テ

ィ
ブ

ユ
ー

ザ
ー

）
数

が
2
0
2
3
年

度
か

ら
2
0
2
4
年

度
に

か
け

て
3
9
%
増

加
し

、
海

外
向

け
情

報
発

信
サ

イ
ト

の
訪

問
者

（
ユ

ニ
ー

ク
ユ

ー
ザ

ー
）
数

は
2
0
2
3
年

度
か

ら
2
0
2
4
年

度
に

か
け

て
4
1
%
増

加
し

た
。

ま
た

、
国

立
公

園
オ

フ
ィ

シ
ャ

ル
パ

ー
ト

ナ
ー

と
連

携
し

て
国

立
公

園
の

美
し

い
景

観
の

魅
力

を
世

界
に

向
け

て
発

信
し

た
。

オ
フ

ィ
シ

ャ
ル

パ
ー

ト
ナ

ー
は

2
0
2
3
年

度
末

か
ら

1
7
社

増
加

し
、

合
計

1
4
6
社

と
な

っ
た

。

引
き

続
き

、
国

立
・
国

定
公

園
へ

の
誘

客
の

推
進

等
に

係
る

国
内

外
向

け
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

戦
略

方
針

に
基

づ
き

、
国

立
公

園
等

の
魅

力
等

に
関

し
て

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

、
公

式
S
N

S
を

活
用

し
、

ま
た

、
各

種
関

係
機

関
等

と
連

携
し

た
国

内
外

向
け

情
報

発
信

を
行

う
ほ

か
、

国
立

公
園

オ
フ

ィ
シ

ャ
ル

パ
ー

ト
ナ

ー
と

連
携

し
た

国
立

公
園

の
美

し
い

景
観

の
魅

力
の

発
信

に
取

り
組

む
。

①
国

立
公

園
を

訪
問

し
た

訪
日

外
国

人
利

用
者

数

②
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

お
け

る
国

立
公

園
内

自
然

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
の

予
約

数
（
サ

イ
ト

か
ら

予
約

可
能

な
ペ

ー
ジ

へ
の

遷
移

数
含

む
）

①
目

標
値

　
6
6
7
万

人
（
2
0
2
5
年

度
）

②
現

状
値

　
1
,2

3
0

件
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

3
,0

0
0
件

（
2
0
2
5
年

度
）

①
8
4
4
万

人
（
2
0
2
4
年

度
）

②
2
3
,3

1
7
件

（
2
0
2
4
年

度
）

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
推

進
事

業

自
然

公
園

法

4
-
2
-
6

日
光

国
立

公
園

「
那

須
平

成
の

森
」
管

理
運

営
事

業

自
然

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

い
、

順
応

的
な

生
態

系
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
那

須
平

成
の

森
フ

ィ
ー

ル
ド

セ
ン

タ
ー

、
那

須
高

原
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
、

ガ
イ

ド
ツ

ア
ー

の
実

施
等

自
然

体
験

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

自
然

環
境

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
行

い
、

順
応

的
な

生
態

系
管

理
を

行
う

と
と

も
に

、
那

須
平

成
の

森
フ

ィ
ー

ル
ド

セ
ン

タ
ー

、
那

須
高

原
ビ

ジ
タ

ー
セ

ン
タ

ー
を

中
心

に
、

ガ
イ

ド
ツ

ア
ー

の
実

施
等

自
然

体
験

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

行
い

、
順

応
的

な
生

態
系

管
理

を
行

う
と

と
も

に
、

那
須

平
成

の
森

フ
ィ

ー
ル

ド
セ

ン
タ

ー
、

那
須

高
原

ビ
ジ

タ
ー

セ
ン

タ
ー

を
中

心
に

、
ガ

イ
ド

ツ
ア

ー
の

実
施

等
に

つ
い

て
、

地
域

連
携

や
上

質
化

を
進

め
、

満
足

度
向

上
を

目
指

す
。

那
須

平
成

の
森

ガ
イ

ド
ウ

ォ
ー

ク
参

加
者

ア
ン

ケ
ー

ト
の

満
足

度

現
状

値
　

9
6
％

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

７
段

階
評

価
の

上
位

２
評

価
の

合
計

が
1
0
0
％

以
上

9
8
％

（
2
0
2
4

年
度

）
※

集
計

方
法

の
修

正
に

よ
り

、
5
段

階
の

上
位

2
評

価
の

合
計

で
集

計

日
光

国
立

公
園

「
那

須
平

成
の

森
」

管
理

運
営

事
業

4
-
2
-
7

子
ど

も
農

山
漁

村
交

流
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
子

ど
も

た
ち

を
対

象
と

し
た

農
山

漁
村

体
験

、
自

然
体

験
を

通
じ

て
、

自
然

、
文

化
等

の
魅

力
に

つ
い

て
学

び
、

生
物

多
様

性
へ

の
理

解
を

促
進

さ
せ

る
。

ま
た

、
こ

う
し

た
体

験
活

動
の

推
進

は
、

受
入

地
域

に
と

っ
て

の
地

方
創

生
に

も
資

す
る

た
め

、
本

取
組

を
実

施
す

る
都

道
府

県
、

市
区

町
村

を
モ

デ
ル

団
体

と
し

て
委

託
し

、
成

果
を

全
国

の
都

道
府

県
、

市
区

町
村

へ
周

知
を

図
る

と
と

も
に

、
国

立
公

園
等

受
入

地
域

で
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
の

支
援

等
に

よ
り

本
取

組
を

推
進

す
る

。
【
総

務
省

、
内

閣
官

房
、

内
閣

府
、

文
部

科
学

省
、

農
林

水
産

省
、

環
境

省
】

b 
進

捗
中

モ
デ

ル
と

な
る

農
山

漁
村

体
験

の
事

例
・
ノ

ウ
ハ

ウ
の

全
国

へ
の

周
知

や
国

立
公

園
等

受
入

地
域

で
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
開

発
の

支
援

な
ど

、
関

係
府

省
が

連
携

し
て

子
供

の
農

山
漁

村
体

験
を

推
進

し
、

送
り

側
（
学

校
等

）
か

ら
受

入
側

（
農

山
漁

村
）
ま

で
切

れ
目

の
な

い
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。

2
0
2
4
年

度
の

目
標

値
に

つ
い

て
は

、
2
0
2
5
年

度
中

に
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

調
査

を
実

施
す

る
予

定
で

あ
り

、
そ

の
結

果
を

踏
ま

え
今

後
の

方
針

を
検

討
す

る
。

子
ど

も
の

農
山

漁
村

体
験

の
取

組
人

数
現

状
値

（
2
0
1
6
年

度
）

小
学

生
3
2
万

人
中

学
生

3
7
万

人
高

校
生

1
5
万

人
目

標
値

（
2
0
2
4
年

度
）

小
学

生
6
5
万

人
中

学
生

7
5
万

人
高

校
生

3
0
万

人

―
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）
※

2
0
2
5
年

度
に

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
調

査
を

実
施

す
る

予
定

・
都

市
・
農

山
漁

村
の

地
域

連
携

に
よ

る
子

供
農

山
漁

村
交

流
推

進
事

業
、

特
別

交
付

税
・
国

立
公

園
等

に
お

け
る

子
ど

も
の

自
然

体
験

活
動

推
進

事
業

・
自

然
公

園
等

利
用

ふ
れ

あ
い

推
進

事
業

経
費

4
-
2
-
8

都
市

農
業

の
推

進
、

農
泊

支
援

、
情

報
発

信
等

を
通

じ
た

都
市

と
農

山
漁

村
の

交
流

・
定

住
の

促
進

・
市

民
農

園
や

農
業

体
験

農
園

の
開

設
促

進
に

向
け

た
取

組
や

都
市

住
民

の
都

市
農

業
へ

の
理

解
醸

成
の

取
組

等
へ

の
支

援
に

よ
り

、
都

市
農

業
の

多
様

な
機

能
の

発
揮

を
促

進
す

る
。

・
農

泊
に

取
り

組
む

地
域

に
お

け
る

実
施

体
制

の
構

築
、

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
の

開
発

、
滞

在
施

設
等

の
整

備
等

の
一

体
的

な
支

援
の

実
施

す
る

。
・
農

泊
に

取
り

組
む

地
域

と
国

立
公

園
と

の
連

携
に

よ
り

自
然

体
験

コ
ン

テ
ン

ツ
の

造
成

等
を

行
い

国
立

公
園

に
お

け
る

滞
在

期
間

の
延

長
と

地
域

経
済

へ
の

貢
献

を
推

進
す

る
。

・
世

界
農

業
遺

産
及

び
日

本
農

業
遺

産
に

つ
い

て
、

情
報

発
信

を
通

じ
た

認
知

度
向

上
等

の
取

組
を

支
援

す
る

。
・
渚

泊
や

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョ

ン
等

に
よ

る
都

市
漁

村
の

交
流

人
口

や
関

係
人

口
を

創
出

す
る

取
組

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
農

業
体

験
農

園
の

開
園

や
マ

ル
シ

ェ
開

催
に

向
け

た
取

組
な

ど
、

都
市

農
業

の
多

様
な

機
能

の
発

揮
に

資
す

る
取

組
を

支
援

し
た

。

・
国

立
公

園
の

自
然

を
活

か
し

た
体

験
な

ど
を

含
む

農
泊

に
取

り
組

む
意

欲
の

あ
る

地
域

に
対

し
て

、
農

泊
の

実
施

体
制

の
整

備
や

経
営

の
強

化
、

食
や

景
観

の
観

光
コ

ン
テ

ン
ツ

と
し

て
の

磨
き

上
げ

、
古

民
家

を
活

用
し

た
滞

在
施

設
の

整
備

な
ど

、
ソ

フ
ト

と
ハ

ー
ド

の
取

組
を

一
体

的
に

支
援

し
た

。

・
世

界
農

業
遺

産
及

び
日

本
農

業
遺

産
に

係
る

認
知

度
向

上
の

た
め

、
大

阪
・
関

西
万

博
等

に
お

い
て

地
域

の
魅

力
や

農
林

水
産

業
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
紹

介
す

る
展

示
等

を
行

っ
た

。

・
渚

泊
の

取
組

を
含

む
農

泊
地

域
へ

の
支

援
を

通
じ

て
、

都
市

漁
村

の
交

流
人

口
や

関
係

人
口

を
創

出
す

る
取

組
を

推
進

し
た

。

・
引

き
続

き
、

都
市

農
業

の
多

様
な

機
能

発
揮

に
資

す
る

取
組

へ
の

支
援

を
継

続
す

る
。

・
引

続
き

国
立

公
園

の
自

然
を

活
か

し
た

体
験

な
ど

を
含

む
農

泊
地

域
の

取
組

へ
の

支
援

を
継

続
す

る
。

・
更

な
る

認
知

度
向

上
・
理

解
醸

成
を

図
る

た
め

、
引

続
き

情
報

発
信

を
継

続
す

る
。

・
引

き
続

き
、

都
市

漁
村

の
交

流
人

口
や

関
係

人
口

の
創

出
に

資
す

る
渚

泊
地

域
の

取
組

へ
の

支
援

を
継

続
す

る
。

グ
リ

ー
ン

・
ツ

ー
リ

ズ
ム

施
設

年
間

延
べ

宿
泊

者
数

及
び

訪
日

外
国

人
旅

行
者

数
の

う
ち

農
山

漁
村

体
験

等
を

行
っ

た
人

数

現
状

値
　

-
目

標
値

　
1
,5

4
0
万

人
（
2
0
2
5
年

度
）

9
6
8
万

人
（
2
0
2
3
年

度
）

・
農

山
漁

村
振

興
交

付
金

（
都

市
農

業
機

能
発

揮
対

策
）

・
農

山
漁

村
振

興
交

付
金

（
農

山
漁

村
振

興
交

付
金

（
地

域
資

源
活

用
価

値
創

出
対

策
の

う
ち

農
泊

推
進

型
）
）

・
農

山
漁

村
振

興
交

付
金

（
農

山
漁

村
情

報
発

信
事

業
）

4
-
2
-
9

海
辺

の
環

境
教

育
の

推
進

海
辺

の
自

然
環

境
を

活
か

し
た

自
然

体
験

・
環

境
教

育
に

関
す

る
取

組
を

地
方

公
共

団
体

や
N

P
O

等
と

連
携

し
な

が
ら

全
国

各
地

で
展

開
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

a+
既

に
達

成
済

み
毎

年
、

児
童

や
親

子
を

対
象

に
自

然
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
「
海

辺
の

自
然

学
校

」
）
を

、
地

域
の

自
治

体
、

教
育

機
関

、
N

P
O

等
と

連
携

し
て

開
催

し
て

い
る

。

引
き

続
き

、
「
海

辺
の

自
然

学
校

」
を

開
催

し
、

地
域

の
自

治
体

、
教

育
機

関
及

び
N

P
O

等
が

港
湾

・
海

洋
に

お
け

る
環

境
保

全
の

大
切

さ
を

理
解

し
、

良
好

な
環

境
作

り
に

積
極

的
に

取
り

組
み

、
主

体
的

に
参

画
で

き
る

体
制

づ
く
り

を
進

め
る

。

海
辺

の
自

然
学

校
開

催
実

績
数

現
状

値
　

1
3
件

（
2
,0

2
0
年

度
）

目
標

値
　

2
1
件

以
上

3
2
件

（
2
0
2
4

年
度

）

4
-
2
-
1
0

港
湾

に
お

け
る

自
然

・
社

会
教

育
活

動
の

場
の

整
備

港
湾

の
良

好
な

自
然

環
境

の
市

民
に

よ
る

利
活

用
を

促
進

し
、

自
然

環
境

の
大

切
さ

を
学

ぶ
機

会
の

充
実

を
図

る
た

め
、

地
方

公
共

団
体

や
N

P
O

な
ど

が
行

う
自

然
・
社

会
教

育
活

動
の

場
と

も
な

る
干

潟
等

な
ど

の
整

備
を

行
う

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

徳
山

下
松

港
の

浚
渫

工
事

で
発

生
し

た
土

砂
を

有
効

活
用

し
て

整
備

し
た

大
島

干
潟

を
活

用
し

て
、

地
元

の
小

学
生

を
対

象
と

し
た

環
境

体
験

型
学

習
を

毎
年

実
施

し
て

い
る

。

引
き

続
き

、
自

然
・
社

会
教

育
活

動
の

場
と

な
る

干
潟

等
の

保
全

・
再

生
等

の
施

策
を

推
進

す
る

。
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

4
-
2
-
1
1

港
湾

緑
地

整
備

の
推

進
多

様
な

生
物

の
生

息
・
生

育
空

間
で

あ
り

、
地

域
住

民
が

自
然

に
親

し
め

る
港

湾
緑

地
の

整
備

を
推

進
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】
b 

進
捗

中
港

湾
緑

地
の

整
備

に
よ

り
、

良
好

な
港

湾
空

間
の

維
持

・
創

出
に

寄
与

し
た

。
引

き
続

き
多

様
な

生
物

の
生

息
空

間
、

住
民

が
自

然
に

親
し

め
る

空
間

と
な

る
港

湾
緑

地
の

整
備

を
推

進
す

る
。

港
湾

整
備

事
業

費
港

湾
法

4
-
2
-
1
2

国
立

青
少

年
教

育
振

興
機

構
に

お
け

る
自

然
体

験
活

動
の

推
進

独
立

行
政

法
人

国
立

青
少

年
教

育
振

興
機

構
に

お
い

て
、

国
立

青
少

年
教

育
施

設
に

お
け

る
青

少
年

の
自

然
体

験
活

動
等

の
機

会
と

場
の

提
供

、
指

導
者

の
養

成
及

び
質

の
向

上
、

民
間

団
体

が
実

施
す

る
自

然
体

験
活

動
等

に
対

す
る

支
援

等
を

通
し

て
、

青
少

年
の

自
然

体
験

活
動

を
推

進
す

る
。

【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

独
立

行
政

法
人

国
立

青
少

年
教

育
振

興
機

構
が

設
置

す
る

2
8
の

国
立

施
設

に
お

い
て

、
自

然
体

験
を

は
じ

め
と

し
た

多
様

な
体

験
活

動
を

提
供

し
た

（
2
0
2
4
年

度
総

利
用

人
数

約
2
4
4
万

人
）
。

ま
た

、
自

然
体

験
活

動
指

導
者

や
体

験
活

動
安

全
管

理
研

修
を

実
施

し
た

。
「
子

ど
も

ゆ
め

基
金

」
助

成
事

業
に

よ
り

、
民

間
団

体
が

実
施

す
る

自
然

体
験

等
の

活
動

へ
の

支
援

を
行

っ
た

（
2
0
2
4
年

度
採

択
数

3
,8

9
9
件

）
。

引
き

続
き

、
青

少
年

の
体

験
活

動
の

機
会

と
場

の
提

供
の

充
実

を
図

る
と

と
も

に
、

よ
り

多
く
の

指
導

者
を

養
成

す
る

。

独
立

行
政

法
人

国
立

青
少

年
教

育
振

興
機

構
運

営
費

交
付

金

4
-
2
-
1
3

体
験

活
動

等
を

通
じ

た
青

少
年

自
立

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

体
験

活
動

の
機

会
や

場
を

充
実

さ
せ

る
た

め
の

事
業

を
実

施
す

る
と

と
も

に
、

体
験

活
動

に
関

す
る

普
及

啓
発

や
調

査
研

究
、

民
間

企
業

が
実

施
す

る
優

れ
た

取
組

に
対

し
て

の
顕

彰
事

業
を

実
施

す
る

。
【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

度
は

教
育

的
効

果
の

高
い

自
然

体
験

活
動

の
構

築
・
普

及
事

業
（
８

件
）
、

全
国

的
な

リ
ア

ル
体

験
活

動
の

普
及

啓
発

事
業

（
１

件
）
、

青
少

年
の

体
験

活
動

の
推

進
に

関
す

る
調

査
研

究
事

業
（
１

件
）
、

青
少

年
の

体
験

活
動

推
進

企
業

表
彰

（
１

件
）
を

実
施

し
た

。

次
代

の
社

会
を

担
う

者
と

し
て

新
た

な
価

値
を

創
造

す
る

力
、

対
立

等
を

克
服

す
る

力
、

責
任

あ
る

行
動

を
と

る
力

等
を

身
に

付
け

て
い

く
た

め
に

も
リ

ア
ル

な
体

験
活

動
が

重
要

で
あ

り
、

引
き

続
き

、
地

域
や

企
業

等
と

連
携

し
て

、
青

少
年

の
リ

ア
ル

な
体

験
活

動
の

機
会

の
充

実
を

図
る

。

体
験

活
動

等
を

通
じ

た
青

少
年

自
立

支
援

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

4
-
2
-
1
4

全
国

「
み

ど
り

の
愛

護
」
の

つ
ど

い
の

開
催

全
国

「
み

ど
り

の
愛

護
」
の

つ
ど

い
に

つ
い

て
、

全
国

の
都

市
公

園
を

会
場

と
し

て
開

催
し

、
よ

り
一

層
国

民
の

み
ど

り
に

対
す

る
意

識
の

高
揚

を
図

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

「
み

ど
り

の
愛

護
」
の

つ
ど

い
を

毎
年

行
っ

て
お

り
、

2
0
2
5
年

6
月

7
日

に
第

3
6
回

全
国

「
み

ど
り

の
愛

護
」
の

つ
ど

い
を

秋
篠

宮
皇

嗣
同

妃
両

殿
下

の
ご

臨
席

の
も

と
千

葉
県

松
戸

市
の

森
の

ホ
ー

ル
 2

1
及

び
2
1
 世

紀
の

森
と

広
場

で
開

催
し

た
。

同
式

典
で

は
、

緑
の

保
全

活
動

に
携

わ
る

方
々

が
一

同
に

集
い

、
花

と
緑

の
愛

護
に

顕
著

な
功

績
の

あ
っ

た
民

間
の

9
4
団

体
を

表
彰

す
る

等
、

緑
化

意
識

の
高

揚
を

図
っ

て
い

る
。

2
0
2
6
年

は
東

京
都

葛
飾

区
で

第
3
7
回

全
国

「
み

ど
り

の
愛

護
」
の

つ
ど

い
を

開
催

す
る

予
定

と
な

っ
て

お
り

、
緑

化
推

進
活

動
の

模
範

と
な

る
活

動
団

体
の

表
彰

等
を

通
じ

て
引

き
続

き
、

広
く
都

市
緑

化
意

識
の

高
揚

を
図

る
。

動
物

の
愛

護
及

び
管

理
事

業
動

物
愛

護
管

理
法

4
-
2
-
1
5

人
と

動
物

の
共

生
す

る
社

会
の

実
現

飼
養

動
物

の
飼

育
や

ふ
れ

あ
い

な
ど

の
経

験
を

通
し

て
、

「
動

物
の

愛
護

及
び

管
理

に
関

す
る

施
策

を
総

合
的

に
推

進
す

る
た

め
の

基
本

的
な

指
針

」
に

位
置

づ
け

ら
れ

る
、

動
物

を
愛

護
す

る
気

持
ち

や
、

人
と

動
物

の
共

生
に

係
る

理
解

が
醸

成
さ

れ
る

き
っ

か
け

の
ひ

と
つ

と
な

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

野
生

動
物

を
含

む
人

と
動

物
の

適
切

な
関

係
に

係
る

考
え

方
や

態
度

の
変

革
を

促
し

、
生

物
多

様
性

の
保

全
に

寄
与

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

動
物

の
愛

護
及

び
管

理
に

関
す

る
法

律
（
1
9
7
3
年

法
律

第
1
0
5
号

）
に

お
い

て
動

物
愛

護
週

間
（
９

月
2
0
日

～
2
6
日

）
が

設
け

ら
れ

て
お

り
、

国
、

地
方

公
共

団
体

及
び

関
係

団
体

が
協

力
し

て
、

全
国

各
地

で
各

種
行

事
を

実
施

し
て

い
る

。
環

境
省

で
は

、
関

係
団

体
と

と
も

に
、

1
9
7
7
年

か
ら

「
動

物
愛

護
週

間
中

央
行

事
」
を

実
施

し
て

い
る

。

本
年

度
（
2
0
2
5
年

度
）
は

、
ペ

ッ
ト

防
災

を
テ

ー
マ

に
、

災
害

を
見

据
え

た
事

前
の

準
備

や
備

蓄
、

災
害

時
の

避
難

行
動

や
対

応
に

つ
い

て
の

理
解

を
醸

成
し

、
人

と
動

物
が

よ
り

良
く
共

生
す

る
社

会
を

目
指

す
。

動
物

の
愛

護
及

び
管

理
事

業
動

物
愛

護
管

理
法

4
-
3
-
1

2
0
3
0
生

物
多

様
性

枠
組

実
現

日
本

会
議

（
J
-
G

B
F
）
の

活
動

国
内

で
の

社
会

変
革

を
実

現
す

る
た

め
、

国
民

、
経

済
界

、
N

G
O

・
N

P
O

、
地

方
公

共
団

体
な

ど
の

主
体

間
の

連
携

、
協

働
を

進
め

る
た

め
の

マ
ル

チ
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
型

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

設
置

等
、

以
下

の
事

業
を

実
施

す
る

。
・
多

様
な

主
体

が
情

報
交

換
・
認

識
共

有
等

を
行

う
委

員
会

の
設

置
・
運

営
・
生

物
多

様
性

に
関

す
る

普
及

啓
発

ツ
ー

ル
の

作
成

・
活

用
に

よ
る

普
及

啓
発

を
実

施
・
セ

ク
タ

ー
横

断
的

な
取

組
を

進
め

る
た

め
の

フ
ォ

ー
ラ

ム
等

の
開

催
・
ナ

ッ
ジ

等
を

活
用

し
た

行
動

変
容

に
関

す
る

議
論

や
実

装
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
産

官
学

民
の

発
信

力
を

も
つ

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

か
ら

な
る

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

、
「
2
0
3
0
生

物
多

様
性

枠
組

実
現

日
本

会
議

（
J
-
G

B
F
）
」
に

お
い

て
、

企
画

委
員

会
、

幹
事

会
、

総
会

、
行

動
変

容
W

G
（
年

２
回

）
、

地
域

連
携

フ
ォ

ー
ラ

ム
、

ビ
ジ

ネ
ス

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

実
施

し
た

。
2
0
2
3
年

1
0
月

か
ら

J
-
G

B
F
に

よ
る

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

宣
言

の
呼

び
か

け
開

始
し

、
2
0
2
5
年

6
月

末
現

在
で

延
べ

9
5
2
者

、
団

体
が

宣
言

を
実

施
し

た
。

引
き

続
き

、
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
宣

言
を

各
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

呼
び

掛
け

て
い

く
と

と
も

に
、

総
会

及
び

各
種

フ
ォ

ー
ラ

ム
、

イ
ベ

ン
ト

等
の

開
催

し
、

企
業

と
地

域
の

連
携

、
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
宣

言
者

同
士

の
横

連
携

を
促

す
。

①
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
関

係
会

議
開

催
数

②
生

物
多

様
性

の
保

全
に

つ
な

が
る

活
動

へ
の

意
向

を
示

す
人

の
割

合

①
現

状
値

　
年

5
回

以
上

目
標

値
　

年
5
回

以
上 ②

現
状

値
　

9
0
%

（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

9
0
％

（
2
0
3
0
年

度
）

①
年

6
回

（
2
0
2
4
年

度
）

②
8
6
.9

%
（
2
0
2
4
年

度
）

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

基
盤

的
事

業
費

の
う

ち
、

生
物

多
様

性
主

流
化

推
進

事
業

費

生
物

多
様

性
基

本
法

、
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

行
動

目
標

4
-
3
　

国
民

に
積

極
的

か
つ

自
主

的
な

行
動

変
容

を
促

す
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

4
-
3
-
2

行
動

科
学

等
の

知
見

を
活

用
し

た
行

動
変

容
の

促
進

生
物

多
様

性
の

主
流

化
（
認

識
の

向
上

）
、

国
民

や
企

業
等

を
対

象
と

し
た

行
動

変
容

（
例

え
ば

、
消

費
者

を
対

象
と

し
た

場
合

、
日

々
の

暮
ら

し
へ

の
訴

求
等

）
に

向
け

た
議

論
・
検

討
を

実
施

す
る

。
消

費
行

動
や

生
産

行
動

、
寄

付
行

為
な

ど
を

通
じ

た
生

物
多

様
性

保
全

に
向

け
た

個
人

や
個

社
の

取
組

を
促

す
た

め
の

仕
組

み
や

フ
レ

ー
ム

ワ
ー

ク
を

検
討

す
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
3
0
生

物
多

様
性

枠
組

実
現

日
本

会
議

（
J
-
G

B
F
）

行
動

変
容

W
G

で
は

、
消

費
者

・
生

活
者

の
行

動
変

容
を

促
し

得
る

研
究

成
果

等
を

「
行

動
変

容
ヒ

ン
ト

集
」
と

し
て

と
り

ま
と

め
、

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

に
掲

載
し

、
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
に

資
す

る
商

品
・
サ

ー
ビ

ス
の

展
開

を
支

援
し

た
。

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

配
慮

商
品

・
サ

ー
ビ

ス
の

価
値

を
見

せ
る

売
り

場
づ

く
り

等
の

好
事

例
の

創
出

及
び

消
費

者
・
バ

リ
ュ

ー
チ

ェ
ー

ン
上

の
企

業
・
他

の
小

売
店

等
へ

の
横

展
開

を
進

め
る

。

①
生

物
多

様
性

の
保

全
に

つ
な

が
る

活
動

へ
の

意
向

を
示

す
人

の
割

合

②
生

物
多

様
性

の
保

全
に

つ
な

が
る

活
動

を
既

に
実

施
し

て
い

る
人

の
割

合

③
(目

標
）
行

動
科

学
等

を
活

用
し

た
意

識
改

革
や

行
動

変
容

の
効

果
を

把
握

す
る

。

④
（
目

標
）
行

動
科

学
等

の
活

用
に

よ
り

意
識

改
革

・
行

動
変

容
を

促
す

割
合

を
向

上
さ

せ
た

効
果

的
な

広
報

・
普

及
啓

発
を

推
進

す
る

①
現

状
値

　
9
0
%

（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

9
0
％

（
2
0
3
0
年

度
）

②
現

状
値

　
5
6
.3

%
（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

6
0
％

（
2
0
3
0
年

度
）

③
-

④
-

①
8
6
.9

%
（
2
0
2
4
年

度
）

②
5
7
.7

%
（
2
0
2
4
年

度
）

③
2
0
3
0
生

物
多

様
性

枠
組

実
現

日
本

会
議

（
J
-
G

B
F
）
行

動
変

容
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

に
お

い
て

、
消

費
者

が
生

物
多

様
性

に
配

慮
し

た
商

品
や

サ
ー

ビ
ス

を
自

ら
の

意
思

で
選

択
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

以
下

の
取

り
組

み
を

実
施

し
た

。
1
. ウ

ェ
ブ

ア
ン

ケ
ー

ト
等

を
通

じ
て

、
購

買
行

動
に

影
響

を
与

え
る

要
因

を
分

析
し

、
そ

の
結

果
に

基
づ

い
て

適
切

な
介

入
点

お
よ

び
介

入
策

を
設

定
。

（
2
0
2
3
年

度
）

2
. 各

協
力

機
関

と
の

連
携

の
も

と
、

設
定

し
た

介
入

策
の

有
効

性
を

検
証

す
る

た
め

の
実

証
実

験
を

実
施

。
（
2
0
2
4
年

度
）

④
普

及
啓

発
動

画
の

作
成

　
（
2
0
2
4
年

度
６

月
時

点
）

※
参

考
：

h
tt

ps
:/

/
w

w
w

.y
o
u
t

u
be

.c
o
m

/
w

at
c
h
?v

=
Q

u
T
qS

ly
Q

do
M

&
t

=
3
5
5
s

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

基
盤

的
事

業
費

の
う

ち
、

生
物

多
様

性
主

流
化

推
進

事
業

費

生
物

多
様

性
基

本
法

、
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

4
-
3
-
3

「
つ

な
げ

よ
う

、
支

え
よ

う
森

里
川

海
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

に
よ

る
行

動
変

容

地
域

版
S
D

G
sで

あ
る

地
域

循
環

共
生

圏
を

暮
ら

し
の

観
点

か
ら

実
装

す
る

た
め

の
国

民
運

動
で

あ
る

「
つ

な
げ

よ
う

、
支

え
よ

う
森

里
川

海
」
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
や

、
そ

れ
ら

に
基

づ
く
官

民
連

携
に

よ
る

広
報

活
動

等
を

展
開

し
、

各
界

各
層

の
生

物
多

様
性

主
流

化
に

向
け

た
行

動
変

容
を

促
す

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

国
内

の
消

費
者

に
対

し
て

は
、

森
里

川
海

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

や
デ

コ
活

（
脱

炭
素

に
つ

な
が

る
新

し
い

豊
か

な
暮

ら
し

を
創

る
国

民
運

動
）
等

に
お

い
て

、
環

境
配

慮
行

動
の

呼
び

か
け

を
継

続
し

て
実

施
し

た
。

消
費

行
動

に
お

け
る

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

配
慮

の
重

要
性

等
を

継
続

し
て

周
知

す
る

。
広

報
等

の
国

民
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

数
（
H

P
ア

ク
セ

ス
数

）

現
状

値
2
5
,3

2
4
pv

(2
0
2
2
年

度
)

目
標

値
3
0
,0

0
0
pv

(2
0
3
0
年

度
)

7
8
,3

2
0
pv

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

基
盤

的
事

業
費

の
う

ち
、

生
物

多
様

性
主

流
化

推
進

事
業

費

生
物

多
様

性
基

本
法

、
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

4
-
3
-
4

あ
ふ

の
環

2
0
3
0
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
あ

ふ
の

環
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

と
し

、
多

様
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

と
の

対
話

を
進

め
な

が
ら

、
価

格
重

視
の

消
費

か
ら

持
続

可
能

性
重

視
の

消
費

へ
と

行
動

変
容

を
促

し
、

持
続

可
能

な
生

産
消

費
を

促
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

、
消

費
者

庁
、

環
境

省
】

b 
進

捗
中

持
続

可
能

な
生

産
と

消
費

を
促

進
す

る
た

め
、

消
費

者
庁

、
環

境
省

と
連

携
し

て
い

る
「
あ

ふ
の

環
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
は

2
1
3
社

が
参

画
し

た
（
2
0
2
5
年

６
月

時
点

）
。

食
と

農
林

水
産

業
の

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
取

組
を

紹
介

す
る

動
画

を
表

彰
す

る
サ

ス
テ

ナ
ア

ワ
ー

ド
、

メ
ン

バ
ー

で
一

斉
に

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

な
情

報
を

発
信

す
る

サ
ス

テ
ナ

ウ
ィ

ー
ク

、
メ

ン
バ

ー
同

士
の

交
流

を
活

性
化

す
る

た
め

の
交

流
会

を
実

施
し

、
持

続
可

能
な

生
産

消
費

を
促

進
し

た
。

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

メ
ン

バ
ー

間
の

交
流

の
更

な
る

活
発

化
の

た
め

、
生

産
側

と
消

費
側

の
意

見
交

換
の

場
を

創
出

し
、

持
続

可
能

な
生

産
消

費
を

促
進

す
る

。

環
境

に
配

慮
さ

れ
た

マ
ー

ク
の

あ
る

食
品

・
商

品
を

選
ぶ

こ
と

を
意

識
し

て
い

る
消

費
者

の
割

合

現
状

値
　

3
2
.2

%
（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

5
0
％

（
2
0
2
5
年

度
）

3
6
.1

%
（
2
0
2
4
年

度
）

※
2
0
2
2
年

か
ら

調
査

項
目

は
「
エ

シ
カ

ル
消

費
に

つ
な

が
る

行
動

に
つ

い
て

ど
の

程
度

実
践

し
て

い
る

か
の

割
合

」
に

変
更

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

推
進

総
合

戦
略

（
食

料
シ

ス
テ

ム
全

体
で

の
環

境
負

荷
低

減
に

向
け

た
行

動
変

容
促

進
の

内
数

）

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

、
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

食
料

シ
ス

テ
ム

の
確

立
の

た
め

の
環

境
負

荷
低

減
事

業
活

動
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

4
-
3
-
5

森
林

・
林

業
が

果
た

す
役

割
等

の
普

及
啓

発
の

促
進

企
業

・
N

P
O

等
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
、

緑
化

行
事

の
開

催
を

通
じ

た
普

及
啓

発
活

動
の

促
進

、
森

林
環

境
教

育
や

木
育

の
推

進
、

林
業

体
験

学
習

等
の

促
進

等
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

N
P

O
・
企

業
等

が
行

う
森

林
づ

く
り

活
動

に
対

す
る

サ
ポ

ー
ト

体
制

構
築

へ
の

支
援

を
行

う
と

と
も

に
、

全
国

植
樹

祭
等

の
緑

化
行

事
の

開
催

を
支

援
し

た
。

ま
た

、
国

有
林

に
お

け
る

フ
ィ

ー
ル

ド
や

情
報

の
提

供
、

技
術

指
導

等
を

推
進

し
た

。
 さ

ら
に

、
幼

児
期

か
ら

の
森

林
を

活
用

し
た

森
林

環
境

教
育

を
推

進
す

る
た

め
、

行
政

機
関

、
専

門
家

等
に

よ
る

発
表

や
意

見
交

換
等

を
行

う
「
こ

ど
も

の
森

づ
く
り

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
を

開
催

し
た

。
木

育
に

関
し

て
、

木
製

品
等

に
触

れ
合

う
機

会
の

提
供

や
関

連
の

活
動

を
支

援
し

た
。

今
後

も
継

続
し

て
こ

れ
ら

の
取

組
を

進
め

る
。

①
国

産
材

の
供

給
・

利
用

量

②
森

林
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
団

体
数

①
現

状
値

　
3
,4

0
0

万
㎥

(2
0
2
1
年

度
)

目
標

値
　

4
,2

0
0
万

㎥
（
2
0
3
0
年

度
ま

で
）

②
現

状
値

　
4
,4

7
4

団
体

(2
0
2
1
年

度
)

目
標

値
　

4
,5

8
2
団

体
（
2
0
2
5
年

度
）

①
3
,4

4
4
万

㎥ (2
0
2
3
年

度
)

②
4
,1

4
4
団

体 (2
0
2
4
年

度
)

林
業

・
木

材
産

業
循

環
成

長
対

策
の

う
ち

森
林

総
合

利
用

対
策

（
森

林
活

（
も

り
か

つ
）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）
、

地
域

連
携

推
進

等
対

策
の

う
ち

森
林

・
林

業
体

験
交

流
促

進
対

策
木

材
需

要
の

創
出

・
輸

出
力

強
化

対
策

の
う

ち
ウ

ッ
ド

・
チ

ェ
ン

ジ
拡

大
促

進
支

援
事

業

森
林

・
林

業
基

本
計

画
（
令

和
３

年
６

月
1
5
日

閣
議

決
定

）
、

脱
炭

素
社

会
の

実
現

に
資

す
る

等
の

た
め

の
建

築
物

等
に

お
け

る
木

材
の

利
用

の
促

進
に

関
す

る
法

律

4
-
4
-
1

食
品

ロ
ス

削
減

・
食

品
事

業
者

に
お

け
る

商
慣

習
の

見
直

し
に

向
け

た
検

討
・
調

査
や

フ
ー

ド
バ

ン
ク

活
動

の
支

援
等

を
通

じ
た

食
品

ロ
ス

削
減

を
目

指
す

。
・
食

品
廃

棄
ゼ

ロ
を

目
指

す
先

行
エ

リ
ア

の
創

出
や

飲
食

店
に

お
け

る
食

べ
残

し
の

持
ち

帰
り

（
m

o
tt

E
C

O
）
、

フ
ー

ド
ド

ラ
イ

ブ
な

ど
の

食
品

ロ
ス

削
減

対
策

を
通

し
て

、
消

費
者

等
の

行
動

変
容

を
促

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

、
環

境
省

、
消

費
者

庁
、

経
済

産
業

省
】

b 
進

捗
中

・
事

業
系

食
品

ロ
ス

は
2
0
2
2
年

度
の

実
績

値
に

お
い

て
半

減
目

標
を

８
年

前
倒

し
で

達
成

し
た

。
さ

ら
な

る
事

業
系

食
品

ロ
ス

の
削

減
に

向
け

て
、

2
0
2
5
年

３
月

に
食

品
リ

サ
イ

ク
ル

法
の

基
本

方
針

に
お

い
て

2
0
3
0

年
ま

で
に

2
0
0
0
年

度
比

で
６

割
減

と
す

る
新

た
な

目
標

を
設

定
し

た
。

・
2
0
2
5
年

３
月

に
食

品
リ

サ
イ

ク
ル

法
の

省
令

を
改

正
し

、
食

品
関

連
事

業
者

が
食

品
廃

棄
物

の
発

生
の

抑
制

を
実

施
す

る
に

あ
た

り
、

未
利

用
食

品
の

寄
附

、
賞

味
期

限
の

延
長

、
納

品
期

限
の

緩
和

等
に

つ
い

て
努

力
義

務
化

し
た

。
・
毎

年
1
0
月

の
「
食

品
ロ

ス
削

減
月

間
」
に

商
慣

習
の

見
直

し
を

食
品

関
連

事
業

者
に

呼
び

か
け

て
き

た
結

果
、

納
品

期
限

緩
和

を
行

う
事

業
者

は
3
3
9
事

業
者

ま
で

拡
大

し
た

。
・
脱

炭
素

に
つ

な
が

る
新

し
い

豊
か

な
暮

ら
し

を
創

る
国

民
運

動
“
デ

コ
活

”
を

通
し

て
、

自
治

体
や

食
品

関
連

事
業

者
等

の
地

域
の

関
係

主
体

と
連

携
。

普
及

啓
発

の
み

な
ら

ず
、

m
o
tt

E
C

O
、

フ
ー

ド
ド

ラ
イ

ブ
等

の
具

体
的

な
食

品
ロ

ス
削

減
の

行
動

を
通

し
て

、
消

費
者

等
の

行
動

変
容

を
促

進
し

た
。

・
食

品
ロ

ス
削

減
に

取
り

組
ん

で
も

な
お

発
生

し
た

食
品

循
環

資
源

の
リ

サ
イ

ク
ル

も
徹

底
し

、
食

品
廃

棄
ゼ

ロ
エ

リ
ア

を
形

成
し

た
。

・
フ

ー
ド

バ
ン

ク
等

に
対

し
、

そ
の

立
ち

上
げ

や
機

能
強

化
に

向
け

た
支

援
、

専
門

家
派

遣
等

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

し
た

。
・
自

治
体

等
の

支
援

（
計

画
策

定
支

援
、

対
策

事
例

・
手

引
き

等
）
を

通
し

て
、

地
域

力
を

活
か

し
た

対
策

を
強

化
し

た
。

・
2
0
2
3
年

度
の

事
業

系
食

品
ロ

ス
発

生
量

は
2
3
1
万

ト
ン

で
あ

り
、

半
減

目
標

で
あ

る
｢2

0
3
0
年

度
ま

で
に

2
0
0
0
年

度
比

で
2
7
3
万

ト
ン

｣を
既

に
達

成
済

み
。

一
方

、
家

庭
系

食
品

ロ
ス

発
生

量
は

2
3
3
万

ト
ン

で
あ

り
、

半
減

目
標

で
あ

る
｢2

0
3
0
年

度
ま

で
に

2
0
0
0
年

度
比

で
2
1
6
万

ト
ン

｣ま
で

あ
と

1
7
万

ト
ン

と
着

実
に

減
少

し
て

い
る

。
現

行
の

食
品

ロ
ス

削
減

目
標

を
早

期
に

達
成

す
る

た
め

に
、

事
業

系
食

品
ロ

ス
の

更
な

る
削

減
に

向
け

、
食

品
業

界
に

お
け

る
需

要
予

測
の

精
緻

化
と

い
っ

た
D

X
の

推
進

を
は

じ
め

と
す

る
新

た
な

技
術

・
仕

組
み

の
導

入
、

納
品

期
限

（
い

わ
ゆ

る
｢３

分
の

１
ル

ー
ル

｣）
の

緩
和

等
の

商
慣

習
の

見
直

し
、

食
品

企
業

に
よ

る
未

利
用

食
品

の
寄

附
等

の
食

品
関

連
事

業
者

の
取

組
を

推
進

す
る

。
さ

ら
に

、
家

庭
系

食
品

ロ
ス

の
発

生
要

因
に

応
じ

た
効

果
的

な
削

減
策

を
更

に
講

じ
る

と
と

も
に

、
消

費
者

等
の

行
動

変
容

を
促

進
し

、
社

会
に

定
着

さ
せ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

・
小

売
店

に
お

け
る

「
て

ま
え

ど
り

」
や

外
食

に
お

け
る

「
食

べ
き

り
」
、

「
食

べ
残

し
持

ち
帰

り
」
を

推
進

す
る

。
・
円

滑
な

食
品

ア
ク

セ
ス

の
確

保
と

い
う

観
点

か
ら

も
、

引
き

続
き

、
フ

ー
ド

バ
ン

ク
等

に
対

し
、

そ
の

立
ち

上
げ

や
機

能
強

化
に

向
け

た
支

援
、

専
門

家
派

遣
等

に
よ

る
サ

ポ
ー

ト
を

実
施

す
る

。
・
自

治
体

等
の

支
援

（
計

画
策

定
支

援
、

対
策

事
例

・
手

引
き

等
）
を

通
し

て
、

地
域

力
を

活
か

し
た

対
策

を
更

に
強

化
す

る
。

①
事

業
系

食
品

ロ
ス

量 ②
家

庭
系

食
品

ロ
ス

量

①
現

状
値

　
2
7
5
万

ト
ン

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

2
7
3
万

ト
ン

（
2
0
3
0
年

度
）

※
2
0
0
0
年

度
比

で
半

減

（
※

注
）
更

な
る

削
減

に
向

け
て

、
目

標
値

は
2
0
2
5
年

３
月

に
、

下
記

の
と

お
り

修
正

し
て

い
る

。
2
1
9
万

ト
ン

（
2
0
3
0

年
度

）
※

2
0
0
0
年

度
比

で
6
0
％

減

②
現

状
値

　
2
4
7
万

ト
ン

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

2
1
6
万

ト
ン

（
2
0
3
0
年

度
）

※
2
0
0
0
年

度
比

で
半

減

①
2
3
1
万

ト
ン

（
2
0
2
3
年

度
実

績
値

)

②
2
3
3
万

ト
ン

（
2
0
2
3
年

度
）

・
食

品
ロ

ス
削

減
総

合
対

策
事

業
・
食

品
ロ

ス
削

減
及

び
食

品
廃

棄
物

等
の

3
R

推
進

事
業

費

・
食

品
循

環
資

源
の

再
生

利
用

等
の

促
進

に
関

す
る

法
律

・
食

品
ロ

ス
の

削
減

の
推

進
に

関
す

る
法

律

行
動

目
標

4
-
4
　

食
品

ロ
ス

の
半

減
及

び
そ

の
他

の
物

質
の

廃
棄

を
減

少
さ

せ
る

こ
と

を
含

め
、

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

消
費

行
動

を
促

す
た

め
、

生
物

多
様

性
に

配
慮

し
た

選
択

肢
を

周
知

啓
発

す
る

と
と

も
に

、
選

択
の

機
会

を
増

加
さ

せ
、

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
を

提
示

す
る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

4
-
4
-
2

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

資
源

循
環

の
推

進


プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

資
源

循
環

戦
略

に
基

づ
く

取
組

・
2
0
2
2
年

4
月

1
日

に
施

行
さ

れ
た

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
係

る
資

源
循

環
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

き
、

製
品

の
設

計
か

ら
廃

棄
物

の
処

理
に

至
る

ま
で

の
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

全
般

で
、

あ
ら

ゆ
る

主
体

に
よ

る
資

源
循

環
の

取
組

を
促

進
す

る
。

・
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
資

源
循

環
の

取
組

全
体

（
メ

ー
カ

ー
・
リ

テ
イ

ラ
ー

・
ユ

ー
ザ

ー
・

リ
サ

イ
ク

ラ
ー

の
連

携
）
を

支
援

す
る

。
【
環

境
省

、
経

済
産

業
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
2
年

4
月

1
日

に
施

行
さ

れ
た

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
係

る
資

源
循

環
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律
に

基
づ

き
、

製
品

の
設

計
か

ら
廃

棄
物

の
処

理
に

至
る

ま
で

の
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

全
般

で
、

あ
ら

ゆ
る

主
体

に
よ

る
資

源
循

環
の

取
組

を
促

進
し

た
。

・
リ

サ
イ

ク
ル

事
業

の
促

進
の

た
め

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
資

源
循

環
促

進
法

に
基

づ
く
自

治
体

・
事

業
者

の
認

定
件

数
を

増
や

す
活

動
を

継
続

し
て

い
る

。
徐

々
に

認
定

数
は

増
え

て
い

る
が

、
ま

だ
十

分
で

は
な

い
た

め
、

引
き

続
き

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
資

源
循

環
の

取
組

に
関

係
す

る
全

体
（
メ

ー
カ

ー
・
リ

テ
イ

ラ
ー

・
ユ

ー
ザ

ー
・
自

治
体

・
リ

サ
イ

ク
ラ

ー
の

連
携

）
の

支
援

を
強

化
し

て
い

く
。

・
ま

た
、

6
つ

の
指

標
の

う
ち

、
順

調
に

推
移

し
て

い
る

も
の

と
、

目
標

の
達

成
ま

で
ギ

ャ
ッ

プ
が

あ
る

も
の

と
が

あ
る

が
、

ギ
ャ

ッ
プ

が
あ

る
項

目
に

つ
い

て
は

、
さ

ら
に

対
応

を
検

討
し

て
い

く
。

①
ワ

ン
ウ

ェ
イ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

排
出

抑
制

②
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

の
リ

ユ
ー

ス
・
リ

サ
イ

ク
ル

率

③
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

再
生

利
用

量

④
使

用
済

み
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

有
効

利
用

⑤
バ

イ
オ

マ
ス

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

導
入

量

⑥
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
製

容
器

包
装

・
製

品
の

デ
ザ

イ
ン

の
、

リ
ユ

ー
ス

・
リ

サ
イ

ク
ル

可
能

な
も

の
へ

の
転

換
（
2
0
2
5
 年

度
ま

で
）

①
現

状
値

　
-

目
標

値
　

2
5
％

（
累

計
）
（
2
0
3
0
年

度
）

②
現

状
値

　
-

目
標

値
　

6
0
％

（
2
0
3
0
年

度
）

③
現

状
値

　
-

目
標

値
　

倍
増

（
2
0
3
0
年

度
）

④
現

状
値

　
-

目
標

値
1
0
0
%
(2

0
3
5
年

度
）

⑤
現

状
値

　
-

目
標

値
　

2
0
0
万

ト
ン

(2
0
3
0
年

度
）

⑥
現

状
値

　
-

目
標

値
　

-

① 2
0
.2

%
(2

0
2
3

年
度

)

② 3
4
.5

%
(2

0
2
3

年
度

)

③
再

生
利

用
率

5
.4

%
(2

0
2
3

年
度

)

④ 8
9
%
(2

0
2
3

年
度

)

⑤
1
7
.7

万
ト

ン
（
2
0
2
3
年

度
）

⑥
 -

 (
2
0
2
5

年
6
月

時
点

)

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

資
源

循
環

等
推

進
事

業
費

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
資

源
・
金

属
資

源
等

の
バ

リ
ュ

ー
チ

ェ
ー

ン
脱

炭
素

化
の

た
め

の
高

度
化

設
備

導
入

等
促

進
事

業
、

脱
炭

素
型

循
環

経
済

シ
ス

テ
ム

構
築

促
進

事
業

 （
う

ち
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

等
資

源
循

環
シ

ス
テ

ム
構

築
実

証
事

業
）
、

先
進

的
な

資
源

循
環

投
資

促
進

事
業

容
器

包
装

リ
サ

イ
ク

ル
法

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
資

源
循

環
促

進
法

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

資
源

循
環

の
推

進


食
品

産
業

・
農

畜
産

業
に

お
け

る
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
資

源
循

環
の

推
進

 
・
飲

料
用

P
E
T
ボ

ト
ル

の
有

効
利

用
を

促
進

す
る

取
組

等
食

品
産

業
が

実
施

す
る

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

資
源

循
環

の
取

組
を

支
援

す
る

。
 

・
使

用
済

み
農

業
用

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
排

出
抑

制
と

適
正

処
理

の
推

進
、

生
分

解
マ

ル
チ

の
利

用
促

進
、

被
覆

肥
料

の
被

膜
殻

の
流

出
防

止
等

に
取

組
み

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
資

源
循

環
を

推
進

す
る

。
【
農

林
水

産
省

、
環

境
省

、
経

済
産

業
省

】

b 
進

捗
中

・
飲

料
用

P
E
T
ボ

ト
ル

の
回

収
率

は
９

割
以

上
で

あ
り

、
欧

米
と

比
較

し
て

も
高

水
準

で
推

移
し

て
い

る
。

・
農

畜
産

業
に

お
い

て
は

、
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
排

出
抑

制
・
資

源
循

環
利

用
に

向
け

て
、

都
道

府
県

協
議

会
等

の
活

動
や

農
業

用
廃

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

リ
サ

イ
ク

ル
事

業
者

の
現

状
・
問

題
点

等
を

調
査

し
、

課
題

の
整

理
や

優
良

事
例

の
発

信
に

努
め

て
い

る
。

・
飲

料
用

P
E
T
ボ

ト
ル

以
外

の
食

品
容

器
包

装
に

つ
い

て
も

、
食

品
等

事
業

者
に

よ
る

再
生

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

利
用

拡
大

等
の

取
組

に
よ

り
、

食
品

産
業

に
お

け
る

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

資
源

循
環

を
推

進
す

る
。

・
農

畜
産

業
に

お
い

て
は

、
引

き
続

き
排

出
抑

制
・
資

源
循

環
利

用
に

係
る

実
態

調
査

を
実

施
し

、
優

良
事

例
の

横
展

開
を

通
じ

た
新

た
な

リ
サ

イ
ク

ル
の

導
入

等
の

リ
サ

イ
ク

ル
率

向
上

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
。

①
飲

料
用

P
E
T
ボ

ト
ル

の
有

効
利

用
（
回

収
率

）

②
農

業
分

野
に

お
け

る
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
排

出
量

に
対

す
る

再
生

処
理

量
（
熱

回
収

を
含

む
）

①
現

状
値

　
9
6
.7

%
（
2
0
2
0
年

）
　

※
目

標
値

　
1
0
0
%

（
2
0
3
0
年

度
）

※
確

報
値

に
て

9
7
.0

%
に

修
正

（
2
0
2
2
年

1
1
月

公
表

）

②
現

状
値

　
-

目
標

値
1
0
0
%
(2

0
3
5
年

度
）

①
9
2
.5

%
（
2
0
2
3
年

）

② 7
0
%
(2

0
2
2

年
度

）

農
林

水
産

分
野

に
お

け
る

持
続

可
能

な
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
利

用
対

策
事

業

資
源

有
効

利
用

促
進

法
容

器
包

装
リ

サ
イ

ク
ル

法
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
資

源
循

環
促

進
法

4
-
4
-
3

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

の
推

進
・
社

会
全

体
で

、
こ

れ
ま

で
の

「
大

量
発

注
・
大

量
生

産
・
大

量
消

費
・
大

量
廃

棄
」
か

ら
脱

却
し

、
「
適

量
発

注
・
適

量
生

産
・
適

量
購

入
・
循

環
利

用
」
に

転
換

し
て

い
く
。

・
「
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
」
の

実
現

に
向

け
て

、
事

業
者

の
取

組
の

推
進

（
環

境
配

慮
設

計
・
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

透
明

性
の

確
保

・
環

境
負

荷
の

把
握

等
）
や

生
活

者
の

理
解

と
行

動
変

容
等

の
実

現
に

向
け

た
ラ

ベ
リ

ン
グ

や
情

報
発

信
等

を
促

進
す

る
。

・
リ

ユ
ー

ス
、

リ
ペ

ア
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

、
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
、

サ
ブ

ス
ク

リ
プ

シ
ョ

ン
な

ど
の

取
組

に
よ

っ
て

、
使

用
済

み
製

品
等

を
有

効
活

用
し

な
が

ら
、

サ
ー

キ
ュ

ラ
ー

エ
コ

ノ
ミ

ー
実

現
に

向
け

た
新

た
な

ビ
ジ

ネ
ス

モ
デ

ル
の

取
組

を
推

進
す

る
。

・
衣

料
品

は
、

混
紡

品
が

多
く
、

染
色

や
高

機
能

付
加

の
た

め
の

表
面

加
工

が
さ

れ
、

さ
ら

に
フ

ァ
ス

ナ
ー

な
ど

の
副

資
材

な
ど

に
よ

り
、

リ
サ

イ
ク

ル
が

困
難

な
も

の
も

多
い

。
素

材
毎

の
分

離
・
選

別
や

、
リ

サ
イ

ク
ル

技
術

の
高

度
化

に
向

け
た

技
術

開
発

を
進

め
る

と
と

も
に

、
社

会
実

装
に

向
け

て
、

衣
類

回
収

の
シ

ス
テ

ム
構

築
に

向
け

た
実

態
把

握
を

進
め

る
。

・
「
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
」
の

実
現

に
向

け
て

、
関

係
省

庁
が

一
丸

と
な

っ
て

取
り

組
む

。
【
環

境
省

、
経

済
産

業
省

、
消

費
者

庁
】

b 
進

捗
中

我
が

国
に

お
い

て
は

、
経

済
産

業
省

と
環

境
省

で
2
0
2
3
年

１
月

に
「
繊

維
製

品
に

お
け

る
資

源
循

環
シ

ス
テ

ム
検

討
会

」
を

立
ち

上
げ

、
国

内
に

お
け

る
繊

維
製

品
の

回
収

方
法

、
回

収
し

た
繊

維
製

品
の

選
別

・
分

離
技

術
の

開
発

、
設

計
・
製

造
時

の
環

境
配

慮
設

計
、

販
売

時
に

お
け

る
生

活
者

へ
の

理
解

促
進

等
に

つ
い

て
の

課
題

と
取

組
の

方
向

性
を

検
討

し
、

同
年

９
月

に
報

告
書

を
取

り
ま

と
め

た
。

ま
た

、
企

業
と

家
か

ら
排

出
さ

れ
る

衣
類

の
量

の
把

握
、

使
用

済
衣

類
回

収
の

シ
ス

テ
ム

構
築

に
関

す
る

モ
デ

ル
実

証
事

業
の

実
施

、
リ

サ
イ

ク
ル

技
術

の
開

発
等

の
取

組
を

進
め

て
い

る
。

産
業

界
と

と
も

に
適

量
生

産
・
適

量
購

入
に

転
換

し
、

リ
ペ

ア
等

に
よ

る
長

寿
命

化
の

促
進

、
適

正
な

リ
ユ

ー
ス

・
リ

サ
イ

ク
ル

の
た

め
の

回
収

、
分

別
、

設
計

・
製

造
、

販
売

に
お

け
る

資
源

循
環

シ
ス

テ
ム

の
構

築
に

向
け

た
必

要
な

措
置

を
講

じ
る

等
、

「
サ

ス
テ

ナ
ブ

ル
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
」
実

現
に

向
け

た
取

組
を

行
う

。

使
用

済
み

製
品

等
の

リ
ユ

ー
ス

及
び

サ
ス

テ
ナ

ブ
ル

・
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
促

進
事

業

165



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

4
-
4
-
4

有
機

農
業

を
含

む
環

境
保

全
型

農
業

に
対

す
る

消
費

者
の

理
解

と
関

心
、

信
頼

の
確

保

・
国

産
の

有
機

食
品

を
取

り
扱

う
小

売
や

飲
食

関
係

の
事

業
者

と
連

携
し

、
生

物
多

様
性

の
保

全
や

地
球

温
暖

化
防

止
な

ど
、

S
D

G
sの

達
成

に
貢

献
す

る
有

機
の

取
組

の
持

つ
価

値
や

特
徴

を
消

費
者

に
広

く
発

信
す

る
こ

と
に

よ
り

国
産

の
有

機
食

品
の

需
要

喚
起

の
取

組
を

推
進

す
る

。
・
国

産
有

機
農

産
物

等
に

関
わ

る
新

た
な

市
場

を
創

出
し

て
い

く
た

め
、

こ
れ

ら
を

取
り

扱
う

流
通

、
加

工
、

小
売

等
の

事
業

者
と

連
携

し
て

行
う

、
国

産
有

機
農

産
物

等
の

消
費

者
需

要
及

び
加

工
需

要
を

喚
起

し
、

事
業

者
間

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
促

進
す

る
取

組
を

支
援

す
る

。
・
有

機
農

業
を

活
か

し
て

地
域

振
興

に
つ

な
げ

て
い

る
地

方
公

共
団

体
の

相
互

の
交

流
や

連
携

を
促

す
た

め
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

を
推

進
し

、
学

校
給

食
で

の
有

機
食

品
の

利
用

な
ど

有
機

農
業

を
地

域
で

支
え

る
取

組
事

例
の

共
有

や
消

費
者

を
含

む
関

係
者

へ
の

周
知

が
行

わ
れ

る
よ

う
支

援
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
国

産
有

機
農

産
物

等
を

取
り

扱
う

小
売

等
の

事
業

者
と

連
携

し
て

、
国

産
有

機
農

産
物

等
の

生
産

の
特

徴
（
栽

培
方

法
や

地
域

資
源

の
有

効
活

用
）
及

び
生

物
多

様
性

保
全

等
S
D

G
s達

成
へ

の
貢

献
に

係
る

社
会

的
・
経

済
的

効
果

に
つ

い
て

、
消

費
者

が
学

ぶ
こ

と
が

出
来

る
取

組
を

支
援

し
、

消
費

者
の

需
要

喚
起

を
図

っ
た

。
・
全

国
単

位
で

産
地

と
実

需
者

を
連

携
さ

せ
、

有
機

農
産

物
の

ロ
ッ

ト
を

ま
と

め
た

上
で

効
率

的
に

調
達

す
る

体
制

構
築

に
向

け
た

生
産

者
と

実
需

者
の

マ
ッ

チ
ン

グ
促

進
や

、
加

工
・
流

通
業

者
の

有
機

J
A

S
規

格
取

得
に

向
け

た
取

組
を

支
援

し
、

国
産

有
機

農
産

物
等

の
市

場
創

出
を

図
っ

た
。

・
有

機
農

業
を

活
か

し
て

地
域

振
興

に
つ

な
げ

て
い

る
自

治
体

や
、

こ
れ

か
ら

取
り

組
み

た
い

と
考

え
る

自
治

体
、

民
間

企
業

・
民

間
団

体
の

情
報

交
換

等
の

場
と

し
て

「
有

機
農

業
と

地
域

振
興

を
考

え
る

自
治

体
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」
を

設
置

し
、

自
治

体
間

の
情

報
共

有
等

を
促

進
し

た
。

2
0
2
5
年

６
月

時
点

で
、

1
3
2
市

町
村

2
4
県

8
団

体
が

参
加

し
た

。

・
農

業
生

産
活

動
や

食
品

産
業

に
お

け
る

環
境

と
調

和
の

と
れ

た
取

組
を

推
進

し
、

定
着

を
図

る
た

め
に

は
、

生
産

現
場

の
努

力
や

取
組

に
伴

う
コ

ス
ト

の
増

加
等

に
関

す
る

消
費

者
へ

の
理

解
浸

透
を

図
り

、
環

境
負

荷
を

低
減

し
て

生
産

さ
れ

た
農

産
物

・
食

品
が

選
択

さ
れ

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
が

、
消

費
者

に
十

分
に

伝
わ

っ
て

い
な

い
。

こ
の

た
め

、
国

産
有

機
農

産
物

等
を

取
り

扱
う

小
売

等
の

事
業

者
と

連
携

し
て

行
う

消
費

者
の

需
要

喚
起

及
び

活
用

促
進

、
有

機
農

業
の

環
境

保
全

効
果

の
訴

求
に

係
る

取
組

を
引

き
続

き
支

援
す

る
。

・
国

産
原

料
を

使
用

し
た

有
機

加
工

品
の

開
発

や
効

率
的

な
流

通
体

制
の

構
築

等
、

産
地

と
事

業
者

が
連

携
し

た
取

組
を

後
押

し
す

る
。

ま
た

、
加

工
・
流

通
業

者
の

有
機

J
A

S
認

証
の

取
得

に
向

け
た

取
組

を
引

き
続

き
支

援
す

る
。

・
年

度
内

に
３

回
程

度
、

自
治

体
を

中
心

に
農

業
者

等
の

幅
広

い
主

体
を

対
象

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

し
、

有
機

農
業

に
関

す
る

取
組

事
例

の
共

有
等

を
行

う
ほ

か
、

本
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
、

有
機

農
業

の
推

進
に

関
す

る
情

報
発

信
を

行
う

。

①
週

１
回

以
上

有
機

食
品

を
利

用
す

る
消

費
者

の
割

合

②
有

機
農

業
の

取
組

面
積

①
現

状
値

　
1
7
.5

%
（
2
0
1
7
年

度
）

目
標

値
　

2
5
%

（
2
0
3
0
年

度
）

②
目

標
値

　
6
3
千

h
a（

2
0
3
0
年

度
）

①
3
2
.6

%
（
2
0
2
2
年

度
）

②
3
0
.1

千
h
a

（
2
0
2
2
年

度
）

有
機

農
業

推
進

総
合

対
策

事
業

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

、
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

食
料

シ
ス

テ
ム

の
確

立
の

た
め

の
環

境
負

荷
低

減
事

業
活

動
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律
、

有
機

農
業

の
推

進
に

関
す

る
法

律

4
-
4
-
5

環
境

と
調

和
の

と
れ

た
食

料
生

産
と

そ
の

消
費

に
配

慮
し

た
食

育
の

推
進

「
第

４
次

食
育

推
進

基
本

計
画

」
に

掲
げ

ら
れ

た
目

標
達

成
に

向
け

て
、

地
域

の
関

係
者

が
連

携
し

て
取

り
組

む
食

育
活

動
を

重
点

的
か

つ
効

率
的

に
推

進
す

る
と

と
も

に
、

食
育

全
国

大
会

の
開

催
や

環
境

と
の

調
和

の
視

点
を

加
味

し
た

フ
ー

ド
ガ

イ
ド

の
普

及
啓

発
を

行
い

、
食

育
の

全
国

展
開

を
図

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
環

境
に

配
慮

し
た

農
林

水
産

物
・
食

品
へ

の
理

解
向

上
に

向
け

た
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

な
ど

、
地

域
の

関
係

者
が

連
携

し
て

取
り

組
む

食
育

活
動

を
支

援
し

た
。

・
食

育
の

全
国

展
開

を
図

る
た

め
、

食
育

推
進

全
国

大
会

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

持
続

可
能

な
食

を
支

え
る

食
育

の
推

進
に

向
け

て
、

環
境

と
調

和
の

視
点

を
加

味
し

て
、

フ
ー

ド
ガ

イ
ド

の
普

及
啓

発
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

持
続

可
能

な
食

料
生

産
と

そ
の

消
費

に
も

配
慮

し
た

食
育

の
推

進
に

向
け

て
、

環
境

に
配

慮
し

た
農

林
水

産
物

・
食

品
へ

の
理

解
向

上
に

向
け

た
セ

ミ
ナ

ー
の

開
催

な
ど

、
地

域
の

関
係

者
が

連
携

し
て

取
り

組
む

食
育

活
動

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
消

費
者

に
持

続
可

能
な

農
林

水
産

物
の

価
値

を
伝

え
る

た
め

、
食

育
推

進
全

国
大

会
な

ど
の

機
会

を
通

じ
て

、
環

境
に

配
慮

し
た

農
林

水
産

物
・

食
品

の
選

択
に

向
け

た
情

報
発

信
や

普
及

啓
発

を
行

う
。

環
境

に
配

慮
し

た
農

林
水

産
物

・
食

品
を

選
ぶ

国
民

の
割

合

現
状

値
　

6
9
.3

%
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

7
5
%
以

上
（
2
0
2
5
年

度
）

6
1
.3

％
（
2
0
2
4
年

度
）

消
費

・
安

全
対

策
交

付
金

（
地

域
で

の
食

育
の

推
進

）
、

食
育

活
動

の
全

国
展

開
委

託
事

業

食
育

基
本

法
（
第

４
条

、
第

９
条

、
第

1
4
条

、
第

2
2
条

）

4
-
4
-
6

脱
炭

素
の

意
識

と
行

動
変

容
の

発
信

・
展

開

脱
炭

素
行

動
と

暮
ら

し
に

お
け

る
メ

リ
ッ

ト
を

「
ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
ア

ク
シ

ョ
ン

3
0
」
と

し
て

整
理

し
、

積
極

的
に

発
信

す
る

こ
と

で
よ

り
多

く
の

国
民

の
具

体
的

な
取

組
の

実
施

に
つ

な
げ

る
。

ま
た

、
幅

広
い

層
を

対
象

に
各

対
象

の
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

教
材

や
コ

ン
テ

ン
ツ

等
を

作
成

し
、

各
取

組
と

も
連

動
さ

せ
な

が
ら

効
果

的
に

提
供

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

企
業

・
自

治
体

・
団

体
等

が
連

携
し

て
「
デ

コ
活

」
の

効
果

的
な

実
施

に
つ

な
げ

て
い

く
た

め
の

デ
コ

活
応

援
団

（
官

民
連

携
協

議
会

）
（
2
,4

5
6
主

体
（
企

業
1
,4

4
6
、

自
治

体
3
4
3
、

団
体

3
7
8
、

個
人

2
8
9
）
が

参
画

）
を

開
催

し
た

。
・
第

1
6
回

　
2
0
2
5
年

3
月

1
4
日

・
第

1
7
回

　
2
0
2
5
年

6
月

2
7
日

※
「
ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
ア

ク
シ

ョ
ン

3
0
」
は

「
C

O
O

L
C

H
O

IC
E
」
に

お
け

る
コ

ン
テ

ン
ツ

と
な

っ
て

お
り

ま
し

た
が

、
2
0
2
2
年

1
0
月

に
「
デ

コ
活

（
脱

炭
素

に
つ

な
が

る
新

し
い

豊
か

な
暮

ら
し

を
創

る
国

民
運

動
）
」
が

発
足

し
た

こ
と

に
伴

い
、

移
行

し
ま

し
た

。

2
0
2
4
年

2
月

に
策

定
し

た
「
く
ら

し
の

1
0
年

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

」
に

基
づ

き
、

生
活

の
あ

ら
ゆ

る
領

域
に

お
い

て
官

民
連

携
の

実
践

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
補

助
金

も
活

用
し

つ
つ

、
戦

略
的

か
つ

効
果

的
に

実
施

し
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

C
O

2
排

出
量

削
減

推
定

効
果

現
状

値
　

2
2
8
.8

万
t-

C
O

2
（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

5
3
7
万

t-
C

O
2
（
2
0
3
0
年

度
）

※
2
0
3
0
年

4
6
％

削
減

ー
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）
･

注
）
「
ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
ア

ク
シ

ョ
ン

3
0
」

は
、

2
0
2
2
年

1
0
月

に
「
C

O
O

L
C

H
O

IC
E
」

か
ら

「
デ

コ
活

（
脱

炭
素

に
つ

な
が

る
新

し
い

豊
か

な
暮

ら
し

を
創

る
国

民
運

動
）
」
に

移
行

し
た

た
め

、
策

定
時

の
算

出
方

法
で

は
点

検
値

を
出

す
こ

と
が

困
難

。
新

た
な

目
標

値
設

定
に

つ
い

て
今

後
検

討
す

る
。

「
デ

コ
活

」
（
脱

炭
素

に
つ

な
が

る
新

し
い

豊
か

な
暮

ら
し

を
創

る
国

民
運

動
）
推

進
事

業

地
球

温
暖

化
対

策
の

推
進

に
関

す
る

法
律

第
3

条
第

3
項

、
地

球
温

暖
化

対
策

計
画

（
平

成
2
8

年
5
月

閣
議

決
定

、
令

和
3
年

1
0
月

2
2
日

改
訂

）
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

4
-
4
-
7

生
物

多
様

性
の

保
全

に
取

り
組

む
生

産
者

か
ら

の
優

先
調

達
を

支
援

す
る

認
証

制
度

の
活

用

・
水

産
エ

コ
ラ

ベ
ル

の
国

内
外

へ
の

認
知

度
向

上
及

び
認

証
取

得
を

促
進

す
る

。
・
森

林
認

証
材

取
得

に
向

け
た

合
意

形
成

及
び

森
林

認
証

材
の

普
及

を
図

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

・
指

標
と

す
る

水
産

エ
コ

ラ
ベ

ル
認

証
の

取
得

数
は

、
2
0
2
5
年

3
月

末
時

点
で

、
1
4
1
件

と
な

っ
て

い
る

。
水

産
エ

コ
ラ

ベ
ル

の
認

知
度

向
上

に
向

け
て

は
、

イ
ベ

ン
ト

へ
の

積
極

的
な

出
展

・
参

加
を

行
い

、
来

場
者

に
周

知
を

図
る

と
と

も
に

、
S
N

S
等

を
活

用
し

広
範

囲
に

向
け

た
情

報
発

信
等

の
取

組
に

つ
い

て
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。
認

証
取

得
の

促
進

に
向

け
て

は
、

水
産

エ
コ

ラ
ベ

ル
認

証
の

取
得

に
係

る
複

雑
な

事
前

準
備

に
対

し
、

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

に
よ

る
支

援
を

実
施

し
て

い
る

。

・
森

林
認

証
面

積
は

、
2
0
2
4
年

1
2
月

末
時

点
で

約
2
5
8

万
h
aと

な
っ

て
い

る
。

森
林

認
証

の
取

得
や

森
林

認
証

材
の

普
及

に
向

け
て

、
認

証
取

得
に

係
る

川
上

か
ら

川
下

の
関

係
者

の
合

意
形

成
や

、
消

費
者

の
森

林
認

証
に

対
す

る
認

知
度

の
向

上
等

に
向

け
た

活
動

へ
の

支
援

等
を

実
施

し
て

い
る

。

・
水

産
エ

コ
ラ

ベ
ル

認
証

の
一

般
消

費
者

認
知

に
つ

い
て

は
い

ま
だ

限
定

的
で

あ
る

た
め

、
引

き
続

き
イ

ベ
ン

ト
へ

の
積

極
的

な
出

展
・
参

加
を

行
い

、
来

場
者

に
周

知
を

図
る

と
と

も
に

、
S
N

S
等

を
活

用
し

広
範

囲
に

向
け

た
情

報
発

信
等

の
取

組
に

つ
い

て
支

援
を

行
う

。
認

証
取

得
の

促
進

に
向

け
て

は
、

水
産

エ
コ

ラ
ベ

ル
認

証
の

取
得

に
係

る
複

雑
な

事
前

準
備

に
対

し
、

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

に
よ

る
支

援
を

行
う

。

・
引

き
続

き
、

森
林

認
証

取
得

に
係

る
川

上
か

ら
川

下
の

関
係

者
の

合
意

形
成

や
、

消
費

者
の

森
林

認
証

に
対

す
る

認
知

度
の

向
上

等
に

向
け

た
活

動
へ

の
支

援
等

を
実

施
す

る
。

国
内

に
お

け
る

国
際

的
に

通
用

す
る

水
産

エ
コ

ラ
ベ

ル
の

生
産

段
階

認
証

の
認

証
数

現
状

値
　

9
3
（
2
0
2
1

年
度

）
目

標
値

　
2
2
5

（
2
0
2
5
年

度
）

1
4
1
（
2
0
2
5

年
3
月

時
点

）

・
日

本
発

の
水

産
エ

コ
ラ

ベ
ル

普
及

推
進

事
業

、
水

産
エ

コ
ラ

ベ
ル

認
証

取
得

支
援

事
業

・
建

築
用

木
材

供
給

強
化

促
進

事
業

・
水

産
基

本
計

画
（
令

和
4
年

3
月

2
5
日

閣
議

決
定

）
・
森

林
・
林

業
基

本
法

4
-
5
-
1

伝
統

文
化

や
伝

統
知

に
配

慮
し

た
地

域
に

お
け

る
O

E
C

M
推

進

伝
統

工
芸

や
伝

統
行

事
と

い
っ

た
地

域
の

伝
統

文
化

の
た

め
に

活
用

さ
れ

て
い

る
自

然
資

源
の

場
と

し
て

の
価

値
を

有
す

る
区

域
に

つ
い

て
も

「
自

然
共

生
サ

イ
ト

」
と

し
て

認
定

を
進

め
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
3
年

度
よ

り
自

然
共

生
サ

イ
ト

認
定

制
度

を
開

始
し

、
2
0
2
4
年

度
ま

で
に

「
伝

統
工

芸
や

伝
統

行
事

と
い

っ
た

地
域

の
伝

統
文

化
の

た
め

に
活

用
さ

れ
て

い
る

自
然

資
源

の
場

と
し

て
の

価
値

」
を

有
す

る
サ

イ
ト

と
し

て
3
0
か

所
を

認
定

し
た

。

地
域

生
物

多
様

性
増

進
法

に
基

づ
く
認

定
を

2
0
2
5
年

度
か

ら
開

始
し

た
。

引
き

続
き

、
「
伝

統
工

芸
や

伝
統

行
事

と
い

っ
た

地
域

の
伝

統
文

化
の

た
め

に
活

用
さ

れ
て

い
る

自
然

資
源

の
場

と
し

て
の

価
値

」
を

有
す

る
計

画
を

認
定

す
る

。

「
自

然
共

生
サ

イ
ト

」
認

定
の

「
３

．
ア

　
生

物
多

様
性

の
価

値
」

基
準

の
う

ち
、

（
５

）
「
伝

統
工

芸
や

伝
統

行
事

と
い

っ
た

地
域

の
伝

統
文

化
の

た
め

に
活

用
さ

れ
て

い
る

自
然

資
源

の
場

と
し

て
の

価
値

」
を

選
択

す
る

サ
イ

ト
数

現
状

値
　

-
目

標
値

　
-

3
0
箇

所
（
2
0
2
4
年

度
）

O
E
C

M
を

活
用

し
た

健
全

な
生

態
系

の
回

復
及

び
連

結
促

進
事

業

地
域

生
物

多
様

性
増

進
法

3
0
by

3
0
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

4
-
5
-
2

地
域

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

保
全

に
関

す
る

活
動

の
促

進

地
域

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

保
全

再
生

に
資

す
る

先
行

的
・
効

率
的

な
活

動
を

支
援

す
る

こ
と

に
よ

り
、

国
土

全
体

の
生

物
多

様
性

の
保

全
・
再

生
を

進
め

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

生
物

多
様

性
保

全
推

進
支

援
事

業
に

よ
り

地
域

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

保
全

再
生

に
資

す
る

先
行

的
・

効
率

的
な

活
動

を
支

援
し

、
国

土
全

体
の

生
物

多
様

性
の

保
全

・
再

生
を

推
進

し
て

い
る

。

引
き

続
き

、
生

物
多

様
性

保
全

推
進

支
援

事
業

に
よ

る
支

援
数

を
増

加
し

、
地

域
に

お
け

る
生

物
多

様
性

の
保

全
に

関
す

る
活

動
の

推
進

を
図

る
。

生
物

多
様

性
保

全
推

進
支

援
事

業
で

の
支

援
数

（
累

計
）

現
状

値
　

4
7
9
件

(2
0
2
1
年

度
)

目
標

値
　

8
0
0
件

（
2
0
2
5
年

度
）

6
7
6
件

(2
0
2
4
年

度
)

生
物

多
様

性
保

全
推

進
支

援
事

業
地

域
生

物
多

様
性

増
進

法
、

特
定

外
来

生
物

又
は

外
来

生
物

法
、

自
然

公
園

法
、

自
然

環
境

保
全

法
、

鳥
獣

保
護

管
理

法
、

自
然

再
生

推
進

法
、

種
の

保
存

法
、

地
域

自
然

資
産

法

行
動

目
標

4
-
5
　

伝
統

文
化

や
地

域
知

・
伝

統
知

も
活

用
し

つ
つ

地
域

に
お

け
る

自
然

環
境

を
保

全
・
再

生
す

る
活

動
を

促
進

す
る
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

4
-
5
-
3

生
物

多
様

性
地

域
連

携
促

進
法

に
基

づ
く
取

組
の

推
進

生
物

多
様

性
地

域
連

携
促

進
法

に
基

づ
く
地

域
連

携
保

全
活

動
計

画
の

策
定

、
地

域
連

携
保

全
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
の

設
置

及
び

そ
の

活
用

を
支

援
し

、
行

政
、

地
域

住
民

、
農

林
漁

業
者

、
N

P
O

、
学

校
・
大

学
、

企
業

等
の

地
域

に
お

け
る

多
様

な
主

体
の

連
携

に
よ

る
生

物
多

様
性

保
全

活
動

を
促

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

地
域

生
物

多
様

性
増

進
法

に
基

づ
く
増

進
活

動
実

施
計

画
及

び
連

携
増

進
活

動
実

施
計

画
は

、
令

和
７

年
９

月
に

第
１

回
認

定
予

定
で

あ
る

た
め

、
現

時
点

は
策

定
さ

れ
て

い
る

も
の

は
な

い
が

、
同

法
の

前
身

と
な

る
生

物
多

様
性

地
域

連
携

促
進

法
に

基
づ

く
地

域
連

携
保

全
活

動
計

画
は

1
7
地

域
で

策
定

。
同

法
に

基
づ

く
地

域
生

物
多

様
性

増
進

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

は
、

1
1
の

施
設

が
登

録
さ

れ
、

地
域

生
物

多
様

性
増

進
活

動
の

促
進

に
繋

げ
て

い
る

。

地
域

生
物

多
様

性
増

進
活

動
の

促
進

に
当

た
っ

て
は

、
生

物
多

様
性

に
関

す
る

情
報

の
取

集
や

こ
れ

ら
に

基
づ

く
助

言
等

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
中

間
支

援
組

織
の

設
置

の
拡

充
を

図
っ

て
い

く
こ

と
が

課
題

と
さ

れ
て

い
る

。
つ

い
て

は
、

旧
法

に
基

づ
く
地

域
連

携
保

全
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
か

ら
の

移
行

登
録

や
増

進
法

に
基

づ
く
地

域
生

物
多

様
性

増
進

活
動

支
援

セ
ン

タ
ー

の
新

規
登

録
の

増
加

に
向

け
た

取
組

み
を

進
め

る
。

①
地

域
連

携
保

全
活

動
計

画
の

策
定

数 ②
地

域
連

携
保

全
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
の

数

①
現

状
値

　
1
6
地

域
（
2
0
2
2
年

9
月

）
目

標
値

　
3
2
地

域
（
2
0
3
0
年

度
）

（
※

注
）
国

家
戦

略
の

策
定

時
（
2
0
2
2
年

９
月

時
点

）
の

現
状

値
及

び
目

標
値

は
、

生
物

多
様

性
地

域
連

携
促

進
法

（
２

０
２

５
年

４
月

廃
止

）
に

基
づ

く
地

域
連

携
保

全
活

動
計

画
の

策
定

数
を

記
載 ②

現
状

値
　

1
9
施

設
（
2
0
2
2
年

9
月

）
目

標
値

　
2
7
施

設
（
2
0
3
0
年

度
）

①
1
7
地

域
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）
（
※

注
）
点

検
値

は
、

生
物

多
様

性
地

域
連

携
促

進
法

（
２

０
２

５
年

４
月

廃
止

）
に

基
づ

く
地

域
連

携
保

全
活

動
計

画
の

策
定

数
と

、
地

域
生

物
多

様
性

増
進

法
に

基
づ

く
増

進
活

動
実

施
計

画
及

び
連

携
増

進
活

動
実

施
計

画
の

策
定

数
の

合
計

を
記

載

②
地

域
生

物
多

様
性

増
進

法
の

施
行

（
2
0
2
5
年

4
月

）
後

に
登

録
さ

れ
た

地
域

生
物

多
様

性
増

進
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
　

１
１

施
設

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

地
域

生
物

多
様

性
増

進
法

4
-
5
-
4

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

る
生

物
多

様
性

保
全

の
取

組
の

支
援

各
主

体
の

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

に
よ

る
取

組
を

支
援

す
る

た
め

、
地

球
環

境
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
プ

ラ
ザ

及
び

地
方

環
境

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

オ
フ

ィ
ス

を
拠

点
と

し
て

、
情

報
の

収
集

・
提

供
や

様
々

な
主

体
の

交
流

の
場

の
デ

ザ
イ

ン
な

ど
を

実
施

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

地
域

の
環

境
問

題
の

解
決

に
取

り
組

む
多

様
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

し
、

環
境

保
全

の
た

め
の

情
報

収
集

や
情

報
発

信
を

行
い

、
環

境
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

形
成

を
促

進
し

た
。

引
き

続
き

環
境

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

の
促

進
を

図
る

。
地

球
環

境
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
プ

ラ
ザ

運
営

費
、

市
民

活
動

等
支

援
事

業

環
境

教
育

等
に

よ
る

環
境

保
全

の
取

組
の

促
進

に
関

す
る

法
律

4
-
5
-
5

国
立

公
園

等
に

お
け

る
聞

き
書

き
等

を
通

じ
た

暮
ら

し
と

自
然

や
文

化
と

の
関

わ
り

の
把

握
と

活
用

聞
き

書
き

な
ど

を
通

し
て

、
国

立
公

園
で

暮
ら

す
人

た
ち

に
、

自
分

た
ち

の
暮

ら
し

と
自

然
や

文
化

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
、

地
域

の
想

い
や

エ
ピ

ソ
ー

ド
、

ス
ト

ー
リ

ー
を

ま
と

め
る

。
こ

れ
ら

を
地

域
の

魅
力

発
信

や
自

然
体

験
コ

ン
テ

ン
ツ

の
造

成
等

に
資

す
る

イ
ン

ナ
ー

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
に

生
か

す
と

と
も

に
、

地
域

が
国

立
公

園
や

自
然

の
価

値
を

再
認

識
す

る
こ

と
で

、
国

立
公

園
に

対
す

る
誇

り
や

保
全

意
識

の
向

上
を

図
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

阿
寒

摩
周

国
立

公
園

に
お

い
て

聞
き

書
き

集
「
自

然
の

郷
も

の
が

た
り

」
を

制
作

し
た

ほ
か

、
国

立
公

園
制

度
1
0
0
周

年
記

念
事

業
の

一
環

と
し

て
、

2
0
3
1
年

ま
で

に
す

べ
て

の
国

立
公

園
に

お
い

て
聞

き
書

き
集

「
国

立
公

園
も

の
が

た
り

」
を

制
作

す
る

こ
と

と
し

、
2
0
2
4
年

度
は

４
つ

の
国

立
公

園
に

お
い

て
制

作
し

た
。

引
き

続
き

、
各

国
立

公
園

に
お

け
る

聞
き

書
き

集
「
国

立
公

園
も

の
が

た
り

」
の

制
作

を
継

続
し

、
地

域
の

国
立

公
園

に
対

す
る

誇
り

や
保

全
意

識
の

向
上

を
図

る
。

聞
き

書
き

に
よ

る
地

域
の

イ
ン

ナ
ー

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
に

取
り

組
む

国
立

公
園

数

現
状

値
　

１
(2

0
2
2

年
度

)
目

標
値

　
2
0
(2

0
3
0

年
度

)

5
（
2
0
2
4
年

度
）

国
立

公
園

満
喫

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

事
業

自
然

公
園

法

4
-
5
-
6

食
文

化
の

保
護

・
継

承
に

よ
る

農
山

漁
村

の
活

性
化

各
地

固
有

の
伝

統
的

な
食

品
等

の
食

文
化

の
保

護
・
継

承
に

取
り

組
む

こ
と

に
よ

り
、

農
山

漁
村

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
。

【
農

林
水

産
省

】
a+

既
に

達
成

済
み

2
0
2
2
年

度
か

ら
、

地
域

固
有

の
多

様
な

食
文

化
の

保
護

・
継

承
や

輸
出

促
進

を
目

的
に

、
伝

統
食

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

を
推

進
し

た
。

こ
う

し
た

取
組

の
成

果
と

し
て

、
2
0
2
4
年

度
に

は
郷

土
料

理
や

伝
統

料
理

を
「
月

1
回

以
上

」
食

べ
る

国
民

の
割

合
が

5
6
.1

％
に

達
し

、
食

文
化

の
定

着
が

進
ん

で
い

る
。

こ
れ

に
よ

り
、

農
山

漁
村

の
活

性
化

や
生

物
多

様
性

の
保

全
に

も
貢

献
し

て
い

る
。

国
内

で
は

、
食

の
嗜

好
や

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
の

変
化

に
よ

り
、

和
食

文
化

や
伝

統
食

の
継

承
が

難
し

く
な

っ
て

い
る

。
共

働
き

世
帯

の
増

加
等

の
将

来
的

な
社

会
構

造
の

変
化

を
考

慮
す

る
と

、
家

庭
に

お
け

る
子

や
孫

世
代

へ
の

継
承

は
、

現
在

以
上

に
困

難
に

な
る

こ
と

が
見

込
ま

れ
る

。
こ

の
た

め
、

伝
統

あ
る

優
れ

た
地

域
の

食
文

化
を

次
世

代
に

継
承

し
て

い
く
た

め
、

各
地

域
・
団

体
で

選
定

さ
れ

た
伝

統
食

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

を
推

進
し

、
早

期
の

完
成

を
目

指
す

。
ま

た
、

世
界

農
業

遺
産

・
日

本
農

業
遺

産
は

、
伝

統
的

な
農

林
水

産
業

を
通

じ
て

生
物

多
様

性
保

全
へ

の
貢

献
や

、
地

域
固

有
の

食
文

化
が

継
承

さ
れ

て
お

り
、

そ
の

保
全

を
推

進
す

る
。

郷
土

料
理

や
伝

統
料

理
を

月
１

回
以

上
食

べ
て

い
る

国
民

の
割

合

現
状

値
　

6
1
.7

%
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

5
0
%
以

上
（
2
0
2
5
年

度
）

5
6
.1

%
（
2
0
2
4
年

度
）

持
続

可
能

な
地

域
の

食
文

化
の

継
承

支
援

事
業

4
-
5
-
7

地
域

の
暮

ら
し

と
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

の
つ

な
が

り
の

構
築

「
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

行
動

計
画

2
0
2
2
-
2
0
3
0
」
で

設
定

し
た

特
に

解
決

の
緊

急
性

が
高

い
重

点
課

題
の

一
つ

と
し

て
、

多
様

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
の

協
働

に
よ

る
地

域
主

体
の

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
の

保
全

活
動

や
、

保
全

活
動

に
関

す
る

普
及

啓
発

、
持

続
的

な
利

用
の

促
進

等
の

取
組

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

各
地

の
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

の
保

全
活

動
に

つ
い

て
と

り
ま

と
め

て
環

境
省

H
P

で
公

表
し

て
い

る
。

今
後

も
、

と
り

ま
と

め
た

情
報

の
精

査
や

普
及

啓
発

に
努

め
る

。
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

対
策

推
進

費
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

行
動

計
画

2
0
2
2
-
2
0
3
0
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
1
-
1

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査


マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

策
定

新
技

術
の

導
入

等
に

よ
る

効
率

的
な

調
査

手
法

や
実

施
体

制
、

デ
ー

タ
利

用
の

利
便

性
向

上
等

の
検

討
含

め
、

今
後

の
自

然
環

境
保

全
基

礎
調

査
の

実
施

方
針

・
調

査
計

画
等

を
ま

と
め

た
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

を
策

定
。

同
プ

ラ
ン

に
基

づ
き

、
長

期
に

継
続

し
て

か
つ

効
果

的
に

生
物

多
様

性
保

全
の

取
組

を
支

え
る

、
基

礎
的

・
科

学
的

な
基

盤
情

報
や

自
然

環
境

デ
ー

タ
の

収
集

・
整

備
を

推
進

す
る

仕
組

を
強

化
す

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
3
年

3
月

に
策

定
し

た
「
自

然
環

境
保

全
基

礎
調

査
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

　
令

和
５

～
1
4
（
2
0
2
3
～

2
0
3
2
）
年

度
」
に

基
づ

き
調

査
を

実
施

し
て

い
る

。

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

基
づ

い
て

調
査

を
実

施
し

て
い

る
が

、
一

部
の

調
査

に
つ

い
て

は
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
ど

お
り

に
実

施
で

き
て

い
な

い
。

2
0
2
7
年

度
に

予
定

し
て

い
る

中
間

評
価

等
を

踏
ま

え
て

次
期

計
画

の
検

討
を

行
う

こ
と

を
想

定
し

て
い

る
。

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査


総

合
解

析

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査

等
、

生
物

多
様

性
に

係
る

自
然

環
境

調
査

の
結

果
（
5
0
年

間
に

及
ぶ

長
期

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

）
を

ベ
ー

ス
に

、
他

主
体

に
分

散
す

る
、

社
会

地
理

や
気

候
変

動
関

連
分

野
も

含
む

自
然

環
境

情
報

等
の

関
連

デ
ー

タ
を

収
集

・
援

用
し

、
施

策
へ

の
効

果
的

な
反

映
に

資
す

る
総

合
的

な
解

析
を

実
施

す
る

。
も

っ
て

、
我

が
国

の
自

然
環

境
の

現
状

や
そ

の
変

化
に

つ
い

て
示

す
と

と
も

に
、

生
物

多
様

性
保

全
施

策
へ

の
自

然
環

境
保

全
基

礎
調

査
の

デ
ー

タ
利

活
用

を
こ

れ
ま

で
以

上
に

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
3
～

2
0
2
5
年

度
に

総
合

解
析

を
実

施
し

、
日

本
全

体
の

自
然

環
境

の
現

状
や

変
化

状
況

・
傾

向
を

分
か

り
や

す
く
体

系
的

に
す

る
た

め
、

取
り

ま
と

め
を

行
っ

て
い

る
。

一
般

向
け

、
政

策
決

定
者

及
び

専
門

家
向

け
に

調
査

成
果

の
と

り
ま

と
め

を
行

い
、

2
0
2
6
年

度
に

公
表

す
る

こ
と

を
想

定
し

て
い

る
。

総
合

解
析

の
ほ

か
、

2
0
2
7
年

度
に

予
定

し
て

い
る

中
間

評
価

を
踏

ま
え

て
次

期
計

画
の

検
討

を
行

う
こ

と
を

想
定

し
て

い
る

。

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査

費
自

然
環

境
保

全
法

第
4
条

、
生

物
多

様
性

基
本

法
第

2
2
条

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査


自

然
環

境
保

全
基

礎
調

査
の

実
施

自
然

環
境

保
全

法
（
昭

和
4
7
 年

法
律

第
8
5
 号

）
の

規
定

に
基

づ
き

、
全

国
の

自
然

環
境

を
把

握
す

る
調

査
等

を
企

画
・
実

施
し

、
国

土
の

生
物

多
様

性
の

現
況

と
変

化
状

況
を

把
握

す
る

。
上

記
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

、
総

合
解

析
を

踏
ま

え
、

収
集

し
た

生
態

系
の

分
布

情
報

や
生

物
の

生
息

・
生

育
デ

ー
タ

を
取

り
ま

と
め

、
提

供
し

施
策

の
推

進
を

支
援

す
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
3
年

3
月

に
策

定
し

た
「
自

然
環

境
保

全
基

礎
調

査
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

　
令

和
５

～
1
4
（
2
0
2
3
～

2
0
3
2
）
年

度
」
に

基
づ

き
、

生
態

系
と

生
物

分
類

群
等

に
つ

い
て

調
査

を
実

施
し

て
い

る
。

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
に

基
づ

い
て

調
査

を
実

施
し

て
い

る
が

、
一

部
の

調
査

に
つ

い
て

は
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
ど

お
り

に
実

施
で

き
て

い
な

い
。

2
0
2
7
年

度
に

予
定

し
て

い
る

中
間

評
価

等
を

踏
ま

え
て

次
期

計
画

の
検

討
を

行
う

こ
と

を
想

定
し

て
い

る
。

①
全

国
的

な
自

然
環

境
の

セ
ン

サ
ス

調
査

実
施

数
・
範

囲
（
対

象
生

態
系

と
生

物
分

類
群

）

②
生

物
の

生
息

動
向

に
関

す
る

デ
ー

タ
の

閲
覧

数

③
生

息
動

向
を

把
握

す
る

生
物

の
個

別
報

告
を

い
き

も
の

ロ
グ

上
で

提
供

し
た

件
数

①
現

状
値

：
調

査
実

施
数

：
５

[範
囲

]
生

態
系

：
２

生
物

分
類

群
：
２

（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
：

調
査

実
施

数
：
8
～

1
0
/
年

度
以

上
を

維
持

[範
囲

]
生

態
系

：
2
～

4
/
年

度
以

上
を

維
持

生
物

分
類

群
：
2
～

3
/

年
度

以
上

を
維

持

②
現

状
値

：
2
2
,7

6
2
,2

8
件

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
:：

2
3
,0

0
0
,0

0
0

件
以

上
（
2
0
2
3
年

度
）

※
前

年
度

実
績

値
以

上 ③
現

状
値

：
1
7
,0

4
4

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
:：

2
2
,0

0
0
件

以
上 （
2
0
2
3
年

度
）

※
前

年
度

実
績

値
以

上

①
調

査
実

施
数

：
７

[範
囲

]
生

態
系

：
２

生
物

分
類

群
：
２

（
2
0
2
4

年
度

）

② 3
0
,6

2
4
,1

8
6

件
（
2
0
2
4
年

度
）

③ 3
0
,6

2
4
,1

8
6

件
（
2
0
2
4
年

度
）

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査

、
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

資
源

発
掘

・
創

生
の

た
め

の
情

報
提

供
シ

ス
テ

ム
整

備
事

業

自
然

環
境

保
全

法
第

４
条

、
生

物
多

様
性

基
本

法
第

2
2
条

5
-
1
-
2

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
1
0
0
0

我
が

国
に

お
け

る
様

々
な

生
態

系
の

現
状

と
そ

の
変

化
を

把
握

し
、

そ
の

結
果

を
保

全
施

策
等

に
つ

な
げ

て
い

く
こ

と
を

目
的

と
し

て
、

全
国

に
約

1
,0

0
0
か

所
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
を

設
置

し
、

各
生

態
系

の
基

礎
情

報
を

長
期

間
に

渡
っ

て
定

量
か

つ
継

続
的

に
把

握
す

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
毎

年
、

全
国

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
サ

イ
ト

に
お

い
て

定
量

的
な

調
査

を
実

施
し

、
調

査
デ

ー
タ

や
調

査
報

告
書

を
公

表
し

て
い

る
。

2
0
2
4
年

に
は

、
2
0
年

間
の

調
査

結
果

を
と

り
ま

と
め

た
「
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
サ

イ
ト

1
0
0
0
第

4
期

と
り

ま
と

め
報

告
書

概
要

版
」
を

公
表

し
た

。
こ

れ
ら

の
調

査
結

果
は

、
国

や
地

方
自

治
体

に
よ

る
環

境
行

政
、

民
間

企
業

が
行

う
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
調

査
、

研
究

者
の

学
術

論
文

の
作

成
、

市
民

団
体

の
教

育
・
普

及
活

動
な

ど
に

活
用

さ
れ

て
い

る
。

引
き

続
き

、
全

国
に

設
置

し
た

約
1
,0

0
0
か

所
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

サ
イ

ト
に

お
い

て
、

定
量

的
な

調
査

を
継

続
す

る
た

め
、

調
査

員
確

保
や

人
材

育
成

に
取

り
組

ん
で

い
く
。

長
期

的
か

つ
定

量
的

な
調

査
を

実
施

す
る

地
点

数

現
状

値
　

1
,0

8
9
か

所
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

1
,0

0
0
か

所
以

上
を

維
持

1
,0

5
3
か

所
（
2
0
2
4
年

4
月

時
点

）

地
球

規
模

生
物

多
様

性
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
推

進
事

業

自
然

環
境

保
全

法
第

４
条

、
生

物
多

様
性

基
本

法
第

2
2
条

基
本

戦
略

５
　

　
生

物
多

様
性

に
係

る
取

組
を

支
え

る
基

盤
整

備
と

国
際

連
携

の
推

進

行
動

目
標

5
-
1
　

生
物

多
様

性
と

社
会

経
済

の
統

合
や

自
然

資
本

の
国

民
勘

定
へ

の
統

合
を

含
め

た
関

連
分

野
に

お
け

る
学

術
研

究
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
強

固
な

体
制

に
基

づ
く
長

期
的

な
基

礎
調

査
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

を
実

施
す

る

169



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
1
-
3

鳥
類

標
識

調
査

鳥
類

の
生

態
や

移
動

経
路

・
生

息
状

況
等

を
把

握
す

る
た

め
の

基
礎

デ
ー

タ
を

収
集

・
蓄

積
を

通
じ

、
野

生
鳥

類
の

保
護

管
理

を
推

進
す

る
た

め
、

鳥
類

観
測

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

い
て

、
継

続
的

に
標

識
調

査
を

実
施

し
ま

す
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

本
調

査
に

よ
り

、
鳥

類
の

渡
来

状
況

や
繁

殖
状

況
等

の
基

礎
的

な
生

態
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
鳥

獣
の

保
護

・
管

理
及

び
生

物
多

様
性

保
全

施
策

に
資

す
る

基
礎

資
料

を
整

備
し

て
い

る
。

指
標

/
目

標
で

掲
げ

ら
れ

て
い

る
「
全

国
9
カ

所
で

の
鳥

類
標

識
調

査
の

年
間

実
施

回
数

」
の

目
標

値
達

成
を

安
定

さ
せ

る
。

全
国

9
カ

所
で

の
鳥

類
標

識
調

査
の

年
間

実
施

回
数

現
状

値
：
2
8
3
回

（
2
0
2
1
年

度
 ）

目
標

値
:：

2
8
0
回

以
上

を
維

持

2
7
1
回

（
2
0
2
4
年

度
）

※
達

成
状

況
は

、
各

年
度

の
天

候
等

に
よ

り
目

標
値

を
中

心
に

変
動

す
る

。

鳥
獣

保
護

基
盤

整
備

費

5
-
1
-
4

ガ
ン

カ
モ

類
の

全
国

一
斉

生
息

調
査

ガ
ン

カ
モ

類
の

生
息

状
況

に
関

す
る

全
国

的
な

一
斉

調
査

が
、

1
9
7
0
年

に
各

都
道

府
県

の
協

力
を

得
て

開
始

さ
れ

、
毎

年
継

続
的

に
調

査
が

実
施

さ
れ

て
い

る
。

全
国

で
同

時
期

に
実

施
さ

れ
た

ガ
ン

カ
モ

類
の

個
体

数
等

の
結

果
を

集
計

、
報

告
書

の
作

成
等

を
行

い
、

わ
が

国
に

お
け

る
ガ

ン
カ

モ
類

の
冬

期
の

生
息

状
況

を
把

握
し

、
野

生
動

物
保

護
管

理
行

政
の

基
礎

資
料

と
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

ガ
ン

カ
モ

類
の

生
息

状
況

に
関

す
る

全
国

的
な

一
斉

調
査

を
毎

年
1
月

に
実

施
し

、
ガ

ン
カ

モ
類

の
個

体
数

等
の

集
計

結
果

に
関

す
る

報
告

書
を

公
表

し
て

い
る

。
調

査
結

果
は

、
二

国
間

渡
り

鳥
条

約
会

議
で

の
情

報
提

供
や

、
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
の

参
照

デ
ー

タ
と

し
て

活
用

さ
れ

て
い

る
。

引
き

続
き

、
全

国
的

な
一

斉
調

査
を

、
各

都
道

府
県

の
協

力
を

得
て

、
毎

年
継

続
的

に
実

施
す

る
。

①
全

国
で

の
ガ

ン
カ

モ
類

の
生

息
数

等
の

概
況

調
査

②
ガ

ン
カ

モ
類

の
生

息
調

査
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
ア

ク
セ

ス
数

①
現

状
値

　
全

国
4
7
都

道
府

県
に

お
い

て
年

に
1
回

の
調

査
を

実
施

目
標

値
　

全
国

4
7

都
道

府
県

に
お

い
て

年
に

1
回

の
調

査
を

実
施

②
現

状
値

：
8
,3

5
1

件
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
:：

前
年

度
実

績
以

上

①
全

国
4
7

都
道

府
県

に
お

い
て

年
に

1
回

の
調

査
を

実
施

（
2
0
2
4
年

度
）

②
7
,9

3
4
件

（
2
0
2
4
年

度
）

生
物

多
様

性
基

本
法

第
2
2
条

5
-
1
-
5

森
林

資
源

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

推
進

木
材

生
産

の
み

な
ら

ず
、

生
物

の
多

様
性

、
地

球
温

暖
化

防
止

、
流

域
の

水
資

源
の

保
全

等
、

国
際

的
に

合
意

さ
れ

た
「
基

準
・
指

標
」
に

係
る

デ
ー

タ
を

統
一

し
た

手
法

に
よ

り
収

集
・
分

析
す

る
森

林
資

源
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
推

進
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

全
国

の
森

林
の

状
態

と
変

化
の

動
向

を
把

握
す

る
た

め
、

定
点

に
お

い
て

立
木

調
査

や
植

生
調

査
等

を
行

う
森

林
生

態
系

多
様

性
基

礎
調

査
を

1
9
9
9
年

度
か

ら
継

続
的

に
実

施
し

て
い

る
。

そ
の

調
査

結
果

は
、

国
内

で
の

活
用

の
み

な
ら

ず
、

モ
ン

ト
リ

オ
ー

ル
・
プ

ロ
セ

ス
等

の
持

続
可

能
な

森
林

経
営

や
生

物
多

様
性

に
関

わ
る

国
際

的
な

枠
組

に
お

け
る

報
告

に
も

活
用

し
て

い
る

。

現
在

の
取

組
を

継
続

し
て

進
め

る
。

森
林

生
態

系
多

様
性

基
礎

調
査

森
林

・
林

業
基

本
計

画
、

全
国

森
林

計
画

、
森

林
法

5
-
1
-
6

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
魚

類
、

底
生

動
物

調
査

に
つ

い
て

は
原

則
５

年
、

そ
れ

以
外

に
つ

い
て

は
原

則
1
0
年

で
こ

れ
ら

の
調

査
を

一
巡

で
き

る
よ

う
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

を
実

施
し

、
全

国
的

な
河

川
環

境
に

関
す

る
情

報
を

収
集

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
全

国
的

な
傾

向
や

地
域

的
な

生
物

の
生

息
・
生

育
状

況
の

特
徴

な
ど

を
把

握
す

る
。

ま
た

、
今

後
も

更
に

調
査

デ
ー

タ
の

利
活

用
の

推
進

を
図

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
を

計
画

的
に

実
施

し
、

全
国

的
な

河
川

環
境

に
関

す
る

情
報

を
収

集
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

全
国

的
な

傾
向

や
地

域
的

な
生

物
の

生
息

・
生

育
状

況
な

ど
の

分
析

・
と

り
ま

と
め

を
行

い
、

公
表

し
て

い
る

。
ま

た
、

更
に

調
査

デ
ー

タ
の

利
活

用
の

推
進

を
図

っ
て

い
る

。

河
川

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

に
お

い
て

は
デ

ー
タ

の
活

用
が

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
を

計
画

的
に

実
施

し
、

全
国

的
な

河
川

環
境

に
関

す
る

情
報

を
収

集
す

る
と

と
も

に
、

そ
の

全
国

的
な

傾
向

や
地

域
的

な
生

物
の

生
息

・
生

育
状

況
の

特
徴

な
ど

を
把

握
し

す
る

。
ま

た
、

更
に

調
査

デ
ー

タ
の

利
活

用
の

推
進

を
図

る
。

水
辺

の
国

勢
調

査
の

実
施

河
川

数
・
ダ

ム
数

現
状

値
（
2
0
2
0
年

度
）

河
川

　
1
3
8

ダ
ム

湖
　

1
4
4

目
標

値
（
2
0
2
5
年

度
）

河
川

　
1
3
8

ダ
ム

湖
　

1
4
4

河
川

　
1
3
6

ダ
ム

湖
2
7
9

（
2
0
2
3
年

度
）

治
水

事
業

等
関

係
費

の
内

数
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
の

内
数

5
-
1
-
7

湖
沼

調
査

自
然

環
境

把
握

の
た

め
の

基
礎

情
報

と
し

て
、

湖
沼

の
地

形
デ

ー
タ

を
、

保
全

・
利

用
の

ニ
ー

ズ
を

勘
案

し
つ

つ
最

新
測

量
技

術
を

用
い

て
順

次
更

新
・
高

度
化

す
る

と
と

も
に

、
電

子
国

土
基

本
図

を
通

じ
て

広
く
提

供
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

浜
名

湖
・
猪

鼻
湖

の
地

形
デ

ー
タ

の
更

新
・
高

度
化

を
2
0
2
3
年

度
か

ら
2
0
2
5
年

度
に

か
け

て
実

施
す

る
と

と
も

に
、

こ
れ

ま
で

に
整

備
・
更

新
し

た
中

海
等

の
湖

沼
の

地
形

デ
ー

タ
を

広
く
一

般
に

提
供

す
る

な
ど

、
着

実
に

取
組

を
進

め
て

い
る

。

引
き

続
き

、
ニ

ー
ズ

も
勘

案
し

つ
つ

、
湖

沼
の

地
形

デ
ー

タ
の

更
新

・
高

度
化

を
順

次
進

め
る

と
と

も
に

、
整

備
・
更

新
し

た
湖

沼
の

地
形

デ
ー

タ
を

広
く
一

般
に

提
供

を
す

る
。

（
目

標
）
　

湖
底

地
形

デ
ー

タ
を

整
備

・
更

新
し

て
、

電
子

国
土

基
本

図
を

通
じ

て
提

供
す

る

２
湖

沼
（
２

０
２

５
年

６
月

時
点

）
※

2
0
2
3
年

度
か

ら
の

三
箇

年
で

実
施

中

電
子

国
土

基
本

図
整

備
・
高

度
化

経
費

5
-
1
-
8

有
明

海
・
八

代
海

等
の

環
境

保
全

・
回

復
、

水
産

資
源

の
回

復

2
0
1
7
年

３
月

の
有

明
海

・
八

代
海

総
合

調
査

評
価

委
員

会
報

告
（
平

成
2
8
年

度
委

員
会

報
告

）
で

設
定

さ
れ

た
再

生
目

標
の

達
成

に
向

け
た

再
生

方
策

等
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
2
0
2
2
年

３
月

の
中

間
取

り
ま

と
め

整
理

さ
れ

た
課

題
の

解
決

に
向

け
た

検
討

・
取

組
を

行
う

。
【
環

境
省

、
総

務
省

、
文

部
科

学
省

、
農

林
水

産
省

、
経

済
産

業
省

、
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
6
年

度
委

員
会

報
告

に
向

け
て

、
有

明
海

・
八

代
海

再
生

特
措

法
に

基
づ

く
「
総

合
調

査
評

価
委

員
会

」
に

お
い

て
、

有
明

海
・
八

代
海

等
の

再
生

に
係

る
評

価
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

中
間

取
り

ま
と

め
で

は
、

藻
場

・
干

潟
に

お
け

る
生

態
系

の
機

能
の

解
明

や
気

候
変

動
影

響
等

、
科

学
的

知
見

を
充

実
す

る
こ

と
が

必
要

と
さ

れ
て

お
り

、
２

０
２

６
年

度
委

員
会

報
告

の
取

り
ま

と
め

に
向

け
て

、
こ

れ
ら

の
科

学
的

知
見

の
充

実
を

図
る

。

有
明

海
・
八

代
海

等
再

生
評

価
支

援
事

業

有
明

海
及

び
八

代
海

等
を

再
生

す
る

た
め

の
特

別
措

置
法

5
-
1
-
9

水
産

資
源

動
向

等
の

デ
ー

タ
の

蓄
積

 
・
資

源
評

価
対

象
魚

種
を

順
次

拡
大

し
、

当
該

魚
種

の
調

査
を

開
始

 
・
我

が
国

周
辺

水
域

の
主

要
魚

種
（
マ

イ
ワ

シ
、

マ
サ

バ
等

）
や

公
海

等
で

漁
獲

さ
れ

る
国

際
漁

業
資

源
（
サ

ケ
、

カ
ツ

オ
・
マ

グ
ロ

等
）
に

つ
い

て
、

調
査

・
評

価
等

を
実

施
す

る
。

 
・
海

洋
環

境
の

変
動

等
に

よ
る

水
産

資
源

へ
の

影
響

を
調

査
し

資
源

変
動

メ
カ

ニ
ズ

ム
及

び
中

・
長

期
的

な
資

源
動

向
を

究
明

す
る

取
組

や
、

漁
場

形
成

及
び

漁
獲

状
況

等
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
把

握
す

る
取

組
等

を
支

援
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

度
時

点
で

、
我

が
国

周
辺

の
資

源
評

価
対

象
魚

種
数

は
1
9
2
種

、
調

査
デ

ー
タ

が
活

用
さ

れ
た

国
際

漁
業

資
源

の
魚

種
数

は
7
9
種

で
あ

る
。

当
該

魚
種

に
つ

い
て

の
資

源
調

査
・
評

価
の

実
施

の
ほ

か
、

海
洋

環
境

の
変

動
等

に
よ

る
水

産
資

源
へ

の
影

響
を

調
査

し
資

源
変

動
メ

カ
ニ

ズ
ム

及
び

中
・
長

期
的

な
資

源
動

向
を

究
明

す
る

取
組

や
、

漁
場

形
成

及
び

漁
獲

状
況

等
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
把

握
す

る
取

組
等

を
支

援
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
資

源
評

価
対

象
魚

種
の

拡
大

と
、

対
象

魚
種

の
資

源
調

査
・
評

価
を

推
進

す
る

。
併

せ
て

、
海

洋
環

境
の

変
動

等
に

よ
る

水
産

資
源

へ
の

影
響

を
把

握
す

る
た

め
の

海
洋

観
測

網
の

充
実

を
推

進
す

る
。

資
源

変
動

メ
カ

ニ
ズ

ム
及

び
中

・
長

期
的

な
資

源
動

向
を

究
明

す
る

取
組

や
、

漁
場

形
成

及
び

漁
獲

状
況

等
を

リ
ア

ル
タ

イ
ム

に
把

握
す

る
取

組
等

を
支

援
す

る
。

水
産

資
源

調
査

・
評

価
推

進
事

業

170



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
1
-
1
0

海
洋

に
お

け
る

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

分
布

実
態

と
分

布
プ

ロ
セ

ス
の

解
明

研
究

日
本

の
沖

合
表

層
お

よ
び

深
海

底
に

お
け

る
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

分
布

実
態

を
把

握
し

、
ホ

ッ
ト

ス
ポ

ッ
ト

的
に

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

が
集

積
す

る
場

所
と

量
を

把
握

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
集

積
プ

ロ
セ

ス
を

解
明

す
る

。
得

ら
れ

た
情

報
は

、
国

際
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
IM

D
O

S
 (

In
te

gr
at

e
d 

M
ar

in
e
 D

e
br

is
 O

bs
e
rv

in
g 

S
ys

te
m

)や
環

境
省

等
に

提
供

す
る

。
【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

日
本

近
海

を
中

心
に

海
洋

表
層

か
ら

深
海

底
に

至
る

ま
で

の
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

分
布

実
態

の
把

握
を

行
い

、
集

積
プ

ロ
セ

ス
の

解
明

を
含

め
た

結
果

を
科

学
論

文
と

し
て

ま
と

め
公

表
し

た
。

ま
た

、
委

員
会

や
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
で

情
報

提
供

を
行

う
と

と
も

に
、

関
連

す
る

デ
ー

タ
を

環
境

省
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

で
あ

る
A

O
M

I
に

提
供

し
た

。

今
後

も
日

本
近

海
を

中
心

に
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

調
査

を
行

い
、

科
学

論
文

と
し

て
公

表
す

る
と

と
も

に
、

委
員

会
等

で
の

情
報

提
供

や
デ

ー
タ

の
各

種
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
へ

の
提

供
を

継
続

す
る

。

①
科

学
論

文
数

②
環

境
省

等
へ

の
情

報
提

供
数

（
委

員
会

等
へ

の
出

席
数

）

③
国

際
会

合
・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

お
け

る
情

報
提

供
数

①
現

状
値

　
年

2
報

以
上

目
標

値
　

年
2
報

以
上 ②

現
状

値
　

年
１

回
以

上
目

標
値

　
年

１
回

以
上 ③

現
状

値
　

年
１

回
以

上
目

標
値

　
年

１
回

以
上

①
科

学
論

文
数

　
8
編

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

②
委

員
会

へ
の

出
席

等
　

5
回

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

③
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

で
の

情
報

提
供

　
9
回

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

国
立

研
究

開
発

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

運
営

費
交

付
金

国
立

研
究

開
発

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

運
営

費
交

付
金

5
-
1
-
1
1

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
海

洋
生

物
・
生

態
系

に
与

え
る

影
響

研
究

最
終

的
に

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
集

積
す

る
深

海
域

に
お

い
て

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

が
海

洋
生

物
に

与
え

る
影

響
や

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
起

因
す

る
生

態
系

の
変

動
に

関
す

る
科

学
的

な
情

報
を

創
出

す
る

。
得

ら
れ

た
情

報
は

、
国

際
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
IM

D
O

S
(I
n
te

gr
at

e
d 

M
ar

in
e
 D

e
br

is
 O

bs
e
rv

in
g 

S
ys

te
m

)や
環

境
省

等
に

提
供

す
る

。
【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

日
本

近
海

を
中

心
に

海
洋

表
層

か
ら

深
海

底
に

至
る

ま
で

の
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

分
布

実
態

の
把

握
を

行
い

、
海

洋
生

物
に

与
え

る
影

響
や

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
起

因
す

る
生

態
系

の
変

動
を

含
め

た
結

果
を

科
学

論
文

と
し

て
ま

と
め

公
表

し
た

。
ま

た
、

委
員

会
や

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
情

報
提

供
を

行
う

と
と

も
に

、
関

連
す

る
デ

ー
タ

を
環

境
省

の
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
で

あ
る

A
O

M
Iに

提
供

し
た

。

今
後

も
日

本
近

海
を

中
心

に
海

洋
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

調
査

を
行

い
、

科
学

論
文

と
し

て
公

表
す

る
と

と
も

に
、

委
員

会
等

で
の

情
報

提
供

や
デ

ー
タ

の
各

種
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
へ

の
提

供
を

継
続

す
る

。

①
科

学
論

文
数

②
環

境
省

等
へ

の
情

報
提

供
数

（
委

員
会

等
へ

の
出

席
数

）

③
国

際
会

合
・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

お
け

る
情

報
提

供
数

①
現

状
値

　
年

2
報

以
上

目
標

値
　

年
2
報

以
上 ②

現
状

値
　

年
１

回
以

上
目

標
値

　
年

１
回

以
上 ③

現
状

値
　

年
１

回
以

上
目

標
値

　
年

１
回

以
上

①
科

学
論

文
数

　
1
編

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

②
委

員
会

へ
の

出
席

等
　

1
回

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

③
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

で
の

情
報

提
供

　
1
回

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

国
立

研
究

開
発

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

運
営

費
交

付
金

国
立

研
究

開
発

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

運
営

費
交

付
金

5
-
1
-
1
2

サ
ン

ゴ
礁

の
保

全
・

回
復

水
産

資
源

の
産

卵
場

、
餌

場
、

幼
稚

仔
魚

の
育

成
場

と
な

っ
て

い
る

サ
ン

ゴ
礁

の
面

的
な

保
全

・
回

復
の

た
め

の
技

術
の

開
発

に
取

り
組

む
。

【
農

林
水

産
省

】
b 

進
捗

中
サ

ン
ゴ

礁
へ

の
幼

生
供

給
力

を
高

め
る

面
的

な
保

全
・
回

復
技

術
の

実
証

及
び

海
洋

環
境

変
化

等
に

対
応

し
た

遺
伝

的
高

温
耐

性
を

有
す

る
サ

ン
ゴ

種
苗

生
産

技
術

の
開

発
に

取
り

組
ん

で
お

り
、

2
0
2
3
年

度
に

沖
ノ

鳥
島

海
域

に
お

い
て

サ
ン

ゴ
幼

生
放

流
実

証
等

を
実

施
し

、
幼

生
着

底
率

2
.3

％
の

成
果

が
得

ら
れ

て
い

る
。

沖
ノ

鳥
島

海
域

の
海

象
条

件
や

浮
遊

幼
生

の
移

動
特

性
を

踏
ま

え
、

サ
ン

ゴ
幼

生
放

流
実

証
の

拡
散

予
測

に
基

づ
く
基

盤
の

配
置

手
法

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

効
率

的
な

幼
生

放
流

技
術

の
開

発
に

取
り

組
み

、
引

き
続

き
サ

ン
ゴ

礁
の

面
的

保
全

・
回

復
技

術
開

発
の

た
め

の
効

果
的

な
実

証
調

査
を

実
施

す
る

。

実
証

海
域

に
お

け
る

サ
ン

ゴ
幼

生
の

着
底

率

現
状

値
9
.5

%
(2

0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

1
0
%
(2

0
2
5

年
度

）

科
学

論
文

数
 3

9
編

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

厳
し

い
環

境
条

件
下

に
お

け
る

サ
ン

ゴ
の

面
的

保
全

・
回

復
技

術
開

発
実

証
事

業
費

5
-
1
-
1
3

サ
ン

ゴ
群

集
に

関
す

る
科

学
的

知
見

の
充

実
と

継
続

的
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
・
管

理
の

強
化

「
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

行
動

計
画

2
0
2
2
-
2
0
3
0
」
で

設
定

し
た

特
に

解
決

の
緊

急
性

が
高

い
重

点
課

題
の

一
つ

と
し

て
、

サ
ン

ゴ
礁

の
状

態
や

保
全

活
動

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
や

そ
の

情
報

を
収

集
・
整

理
・
発

信
す

る
取

組
等

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

各
地

の
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

の
保

全
活

動
に

つ
い

て
と

り
ま

と
め

て
環

境
省

H
P

で
公

表
し

て
い

る
。

今
後

も
、

と
り

ま
と

め
た

情
報

の
精

査
や

普
及

啓
発

に
努

め
る

。
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

対
策

推
進

費
サ

ン
ゴ

礁
生

態
系

保
全

行
動

計
画

2
0
2
2
-
2
0
3
0

5
-
1
-
1
4

海
域

環
境

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

へ
の

デ
ー

タ
の

蓄
積

と
内

容
の

充
実

化

東
京

湾
等

の
閉

鎖
性

水
域

や
沿

岸
海

域
の

環
境

情
報

を
取

得
し

、
海

域
環

境
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
へ

の
デ

ー
タ

の
蓄

積
と

内
容

の
充

実
化

を
図

る
。

【
国

土
交

通
省

】

a+
既

に
達

成
済

み
東

京
湾

環
境

情
報

セ
ン

タ
ー

等
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

り
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

環
境

情
報

を
公

開
し

て
お

り
、

逐
次

デ
ー

タ
を

蓄
積

し
て

い
る

。
ま

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

内
容

の
充

実
化

に
つ

い
て

実
施

中
で

あ
る

。

引
き

続
き

環
境

情
報

の
蓄

積
及

び
内

容
の

充
実

化
を

実
施

す
る

。
港

湾
整

備
事

業
費

港
湾

法

5
-
1
-
1
5

港
湾

に
お

け
る

研
究

の
推

進
世

界
最

大
規

模
の

干
潟

水
槽

（
メ

ソ
コ

ス
ム

）
の

活
用

や
現

存
す

る
自

然
干

潟
、

造
成

し
た

干
潟

・
藻

場
に

お
け

る
生

物
調

査
や

物
質

循
環

の
調

査
研

究
か

ら
得

ら
れ

る
知

見
を

基
礎

と
し

て
、

沿
岸

域
の

生
態

系
モ

デ
ル

の
開

発
を

行
い

な
が

ら
沿

岸
域

の
豊

か
な

生
物

多
様

性
を

維
持

す
る

た
め

の
研

究
を

推
進

す
る

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

・
干

潟
に

お
け

る
物

質
循

環
の

解
明

に
寄

与
し

て
い

る
。

・
干

潟
・
藻

場
に

お
け

る
生

態
系

の
機

能
と

構
造

を
調

べ
、

多
様

性
の

あ
る

生
態

系
を

保
全

す
る

手
法

を
提

案
し

て
い

る
。

・
調

査
で

得
ら

れ
た

生
物

パ
ラ

メ
ー

タ
を

う
ま

く
活

用
し

、
生

物
多

様
性

の
予

測
を

念
頭

に
置

い
た

数
値

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

を
開

発
し

て
い

る
。

・
鳥

の
食

性
に

関
す

る
実

験
な

ど
、

引
き

続
き

干
潟

水
槽

を
用

い
た

調
査

・
研

究
を

推
進

す
る

・
ブ

ル
ー

イ
ン

フ
ラ

等
を

活
用

し
た

干
潟

・
浅

場
造

成
の

実
務

に
役

立
つ

よ
う

な
、

設
計

や
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

含
む

一
連

の
順

応
的

管
理

手
法

の
提

案
を

行
う

。

・
豊

か
な

生
態

系
の

回
復

に
必

要
な

行
政

施
策

（
負

荷
削

減
や

干
潟

・
浅

場
造

成
な

ど
）
の

効
果

を
比

較
・

評
価

す
る

。
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
1
-
1
6

リ
サ

イ
ク

ル
材

の
現

地
実

証
試

験
の

実
施

カ
ル

シ
ア

改
質

材
や

鉄
鋼

ス
ラ

グ
等

の
リ

サ
イ

ク
ル

材
を

用
い

た
干

潟
造

成
へ

の
活

用
に

向
け

て
、

現
地

実
証

試
験

を
実

施
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】
b 

進
捗

中
函

館
港

等
に

お
い

て
カ

ル
シ

ア
改

質
土

を
活

用
し

た
藻

場
造

成
、

須
崎

港
等

に
て

鉄
鋼

ス
ラ

グ
を

活
用

し
た

藻
場

造
成

等
各

地
の

港
湾

に
て

取
り

組
み

を
実

施
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
リ

サ
イ

ク
ル

材
を

活
用

し
た

藻
場

、
干

潟
等

の
再

生
を

推
進

す
る

。

5
-
1
-
1
7

広
域

的
な

浚
渫

土
砂

等
の

品
質

調
整

・
需

給
調

整
手

法
の

検
討

港
湾

の
建

設
資

材
と

し
て

有
効

利
用

を
図

る
た

め
に

広
域

的
な

浚
渫

土
砂

な
ど

の
品

質
調

整
・
需

給
調

整
手

法
の

検
討

を
行

う
。

【
国

土
交

通
省

】
a+

既
に

達
成

済
み

浚
渫

土
砂

の
広

域
利

用
を

調
整

す
る

枠
組

み
と

し
て

協
議

会
を

設
置

し
、

浚
渫

土
砂

の
品

質
調

整
・
需

給
調

整
手

法
等

を
行

い
、

有
効

利
用

を
図

っ
た

。

引
き

続
き

浚
渫

土
砂

の
有

効
利

用
を

図
る

た
め

、
広

域
利

用
を

実
施

す
る

。
港

湾
整

備
事

業
費

港
湾

法

5
-
1
-
1
8

負
荷

削
減

や
干

潟
・

浅
場

造
成

な
ど

の
効

果
比

較
・
評

価

豊
か

な
生

態
系

の
回

復
に

必
要

な
行

政
施

策
（
負

荷
削

減
や

干
潟

・
浅

場
造

成
な

ど
）
の

効
果

を
比

較
・
評

価
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】
b 

進
捗

中
各

地
の

港
湾

に
て

干
潟

・
浅

場
造

成
を

実
施

し
、

水
質

及
び

生
物

生
息

状
況

等
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
実

施
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
豊

か
な

生
態

系
の

回
復

に
向

け
て

、
藻

場
・
干

潟
等

の
保

全
・
再

生
・
創

出
等

を
推

進
す

る
。

5
-
1
-
1
9

海
洋

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

実
態

と
変

動
解

析

深
海

を
含

む
海

洋
の

生
物

多
様

性
を

環
境

D
N

A
や

映
像

か
ら

実
態

を
把

握
す

る
と

と
も

に
環

境
変

動
に

伴
っ

た
動

態
を

解
析

す
る

。
得

ら
れ

た
デ

ー
タ

は
海

洋
生

物
多

様
性

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
B

IS
M

aL
）
を

通
じ

て
ユ

ネ
ス

コ
傘

下
に

あ
る

海
洋

生
物

多
様

性
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
O

B
IS

に
登

録
し

、
海

洋
生

物
多

様
性

研
究

の
発

展
に

貢
献

す
る

。
【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

深
海

を
含

む
海

洋
の

生
物

多
様

性
を

環
境

D
N

A
や

映
像

か
ら

実
態

を
把

握
す

る
と

と
も

に
環

境
変

動
に

伴
っ

た
動

態
を

解
析

し
、

科
学

論
文

と
し

て
ま

と
め

公
表

し
た

。
ま

た
、

得
ら

れ
た

成
果

を
海

洋
生

物
多

様
性

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
B

IS
M

aL
）
を

通
じ

O
B

IS
に

登
録

し
た

。

今
後

も
実

態
把

握
や

動
態

の
解

析
を

行
い

、
科

学
論

文
と

し
て

公
表

す
る

と
と

も
に

、
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
へ

の
提

供
を

継
続

す
る

。

①
科

学
論

文
数

②
O

B
IS

へ
の

デ
ー

タ
提

供
数

①
現

状
値

　
年

2
報

以
上

目
標

値
　

年
2
報

以
上 ②

現
状

値
　

1
つ

以
上

の
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
登

録
・
更

新
目

標
値

　
1
つ

以
上

の
デ

ー
タ

セ
ッ

ト
登

録
・
更

新

①
科

学
論

文
数

 3
9
編

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

②
デ

ー
タ

提
供

数
　

4
0

セ
ッ

ト
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

国
立

研
究

開
発

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

運
営

費
交

付
金

国
立

研
究

開
発

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

運
営

費
交

付
金

5
-
1
-
2
0

海
洋

生
物

多
様

性
に

係
る

情
報

の
公

開
・

提
供

海
洋

を
中

心
と

す
る

生
物

圏
に

つ
い

て
、

生
物

の
調

査
お

よ
び

生
態

・
機

能
等

の
研

究
を

行
う

と
と

も
に

、
資

源
と

し
て

の
多

様
な

生
物

に
お

け
る

潜
在

的
有

用
性

を
掘

り
起

こ
し

、
社

会
と

経
済

の
発

展
に

資
す

る
知

見
、

情
報

を
国

内
外

に
提

供
す

る
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
生

物
圏

の
大

気
・
海

洋
や

固
体

地
球

と
の

相
互

関
係

を
理

解
し

、
海

洋
生

物
多

様
性

お
よ

び
生

態
系

を
総

合
的

に
把

握
す

る
た

め
の

情
報

を
海

洋
生

物
多

様
性

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
B

IS
M

aL
）
を

通
じ

て
提

供
す

る
事

で
、

将
来

発
生

し
得

る
地

球
環

境
変

動
の

影
響

評
価

に
貢

献
す

る
。

【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

沿
岸

か
ら

沖
合

、
表

層
か

ら
深

海
ま

で
の

広
範

な
環

境
を

対
象

に
、

様
々

な
研

究
手

法
を

用
い

て
得

ら
れ

た
多

様
な

科
学

調
査

結
果

を
利

用
し

や
す

い
F
A

IR
原

則
（
F
in

da
bl

e
, 
A

c
c
e
ss

ib
le

, 
In

te
ro

pe
ra

ta
bl

e
,

R
e
u
sa

bl
e
）
に

則
っ

た
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

と
し

て
統

合
・

整
備

し
、

社
会

と
経

済
の

発
展

に
資

す
る

知
見

と
し

て
、

国
内

外
に

提
供

し
て

い
る

。
こ

れ
ら

の
情

報
を

統
合

し
て

提
供

す
る

た
め

の
シ

ス
テ

ム
で

あ
る

海
洋

生
物

多
様

性
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
B

IS
M

aL
）
に

集
積

さ
れ

る
デ

ー
タ

数
を

安
定

的
に

増
加

さ
せ

て
お

り
、

デ
ー

タ
の

統
合

と
提

供
を

促
進

し
つ

つ
、

地
球

規
模

の
環

境
変

動
の

影
響

評
価

に
寄

与
し

て
い

る
。

今
後

も
、

関
係

機
関

等
と

連
携

を
図

り
な

が
ら

、
海

洋
生

物
多

様
性

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

（
B

IS
M

aL
）
に

集
積

さ
れ

る
デ

ー
タ

の
充

実
を

図
る

。
特

に
人

の
目

に
触

れ
る

こ
と

が
多

く
社

会
的

関
心

が
高

ま
り

や
す

い
沿

岸
域

に
つ

い
て

、
多

様
性

情
報

を
集

積
し

て
い

る
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

を
積

極
化

す
る

。

海
洋

生
物

多
様

性
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
（
B

IS
M

aL
:B

io
lo

gi
c
al

In
fo

rm
at

io
n

S
ys

te
m

 f
o
r 

M
ar

in
e

L
if
e
）
が

統
合

・
公

開
し

た
日

本
周

辺
海

域
に

お
け

る
調

査
研

究
に

基
づ

く
生

物
出

現
記

録
数

現
状

値
2
,3

6
5
,2

6
3

（
2
0
0
9
-
2
0
2
2
年

）
目

標
値

3
,0

0
0
,0

0
0

（
2
0
3
0
年

ま
で

）

4
,0

8
3
,6

7
5

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

国
立

研
究

開
発

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

運
営

費
交

付
金

国
立

研
究

開
発

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

運
営

費
交

付
金

5
-
1
-
2
1

放
射

線
に

よ
る

自
然

生
態

系
へ

の
影

響
の

把
握

福
島

第
一

原
発

の
周

辺
地

域
で

の
放

射
性

物
質

に
よ

る
生

態
系

へ
の

影
響

を
長

期
的

に
把

握
す

る
た

め
、

関
係

す
る

研
究

機
関

や
学

識
経

験
者

等
と

も
協

力
し

な
が

ら
、

野
生

動
植

物
の

試
料

の
採

取
と

分
析

を
実

施
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
1
1
年

度
よ

り
、

福
島

第
一

原
発

の
周

辺
地

域
に

お
い

て
、

野
生

動
植

物
の

試
料

の
採

取
及

び
分

析
等

を
実

施
し

て
い

る
。

長
期

的
な

影
響

の
把

握
の

た
め

、
引

き
続

き
影

響
の

把
握

を
実

施
す

る
。

放
射

性
物

質
に

よ
る

影
響

を
調

査
・
把

握
し

た
分

類
群

の
数

現
状

値
　

３
ま

た
は

６
（
年

度
に

よ
り

異
な

る
）

目
標

値
　

３
ま

た
は

６
（
年

度
に

よ
り

異
な

る
）

６
（
2
0
2
4
年

度
に

調
査

・
把

握
し

た
分

類
群

の
数

）
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

放
射

線
に

よ
る

自
然

生
態

系
へ

の
影

響
調

査
費

5
-
1
-
2
2

南
極

地
域

観
測

事
業

1
9
5
6
年

に
開

始
さ

れ
た

我
が

国
の

南
極

地
域

観
測

事
業

で
は

、
南

極
の

海
洋

・
陸

上
の

生
態

系
や

生
物

相
を

対
象

に
、

南
極

観
測

船
に

よ
る

海
洋

調
査

、
湖

沼
に

お
け

る
潜

水
調

査
、

氷
河

末
端

域
に

お
け

る
調

査
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
遺

伝
子

解
析

を
中

心
と

し
た

様
々

な
手

法
に

よ
る

極
限

環
境

と
遺

伝
的

特
性

の
解

明
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

国
立

極
地

研
究

所
学

術
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

介
し

た
成

果
の

公
開

を
行

う
。

【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

南
極

の
海

洋
・
陸

上
の

観
測

や
研

究
で

得
ら

れ
た

国
際

的
ま

た
は

社
会

的
要

請
の

高
い

科
学

観
測

デ
ー

タ
を

収
集

す
る

と
と

も
に

、
す

で
に

多
く
の

観
測

デ
ー

タ
を

国
立

極
地

研
究

所
の

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

に
お

い
て

積
極

的
に

公
開

し
て

い
る

。
本

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
公

開
を

通
じ

て
、

南
極

に
お

け
る

海
洋

生
態

系
保

全
、

生
物

分
布

の
変

遷
や

生
物

多
様

性
の

評
価

の
基

礎
デ

ー
タ

と
し

て
の

国
際

的
な

活
用

が
な

さ
れ

た
。

様
々

な
デ

ー
タ

利
用

の
ニ

ー
ズ

に
応

え
る

た
め

に
、

現
地

で
の

観
測

実
績

及
び

取
得

デ
ー

タ
が

ど
の

よ
う

に
利

用
さ

れ
た

か
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
引

き
続

き
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
に

お
け

る
利

便
性

の
向

上
に

合
わ

せ
た

デ
ー

タ
提

供
を

行
う

。

国
立

極
地

研
究

所
学

術
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
公

開
デ

ー
タ

数

現
状

値
　

7
4
,3

9
8
件

目
標

値
　

前
年

度
実

績
以

上

7
5
,0

4
6
件

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

南
極

地
域

観
測

事
業

費
,国

立
大

学
法

人
運

営
費

交
付

金
の

内
数

南
極

地
域

観
測

事
業

費
,国

立
大

学
法

人
運

営
費

交
付

金
の

内
数

5
-
1
-
2
3

地
球

規
模

課
題

対
応

国
際

科
学

技
術

協
力

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
S
A

T
R

E
P

S
）

開
発

途
上

国
な

ど
の

ニ
ー

ズ
を

基
に

、
生

物
多

様
性

に
関

係
す

る
研

究
を

含
む

環
境

・
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

や
生

物
資

源
分

野
な

ど
に

お
け

る
地

球
規

模
課

題
を

対
象

と
し

、
そ

の
解

決
及

び
科

学
技

術
水

準
の

向
上

に
資

す
る

新
た

な
知

見
を

獲
得

す
る

こ
と

、
及

び
開

発
途

上
国

の
人

材
育

成
と

そ
の

課
題

対
処

能
力

の
向

上
を

目
的

と
し

て
、

社
会

実
装

の
構

想
を

有
す

る
国

際
共

同
研

究
を

O
D

A
と

組
み

合
わ

せ
て

実
施

す
る

。
【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

2
0
0
8
年

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

開
始

か
ら

2
0
2
5
年

6
月

現
在

ま
で

に
、

6
0
カ

国
1
9
3
課

題
の

国
際

共
同

研
究

を
推

進
し

、
我

が
国

と
開

発
途

上
国

の
研

究
者

が
連

携
し

て
、

科
学

技
術

の
発

展
や

人
材

育
成

に
寄

与
し

て
き

た
。

さ
ら

に
、

研
究

成
果

の
社

会
実

装
を

通
じ

て
、

地
球

規
模

課
題

の
解

決
や

S
D

G
s達

成
に

も
貢

献
し

て
い

る
。

2
0
2
5
年

4
月

に
は

、
新

た
に

1
0
件

の
課

題
が

採
択

さ
れ

、
そ

の
う

ち
環

境
・
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

が
5
件

、
生

物
資

源
分

野
が

3
件

を
占

め
て

い
る

。

2
0
3
0
年

度
目

標
値

達
成

に
向

け
て

、
引

き
続

き
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

開
催

等
に

よ
る

研
究

者
間

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

キ
ン

グ
を

支
援

す
る

。
こ

れ
ら

の
取

組
を

通
じ

て
、

今
後

も
持

続
可

能
な

社
会

の
実

現
に

向
け

て
重

要
な

役
割

を
果

た
し

、
地

球
規

模
課

題
の

解
決

に
貢

献
す

る
。

生
物

多
様

性
関

連
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

数
現

状
値

　
4
8
件

目
標

値
　

6
4
件

（
2
0
3
0
年

度
）

6
1
件

（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

国
立

研
究

開
発

法
人

科
学

技
術

振
興

機
構

運
営

費
交

付
金

の
内

数

172



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
1
-
2
4

東
ア

ジ
ア

酸
性

雨
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（
Ｅ

Ａ
Ｎ

Ｅ
Ｔ

）

東
ア

ジ
ア

地
域

の
1
3
か

国
が

参
加

す
る

東
ア

ジ
ア

酸
性

雨
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（
E
A

N
E
T
）
で

は
、

2
0
2
2
年

時
点

で
1
0
カ

国
3
1
地

点
地

域
の

森
林

、
1
1
カ

国
1
9
地

点
の

湖
沼

・
河

川
に

つ
い

て
、

酸
性

雨
や

大
気

汚
染

に
よ

る
生

態
系

へ
の

早
期

把
握

・
実

態
解

明
の

た
め

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
を

実
施

し
て

い
る

。
今

後
も

、
東

ア
ジ

ア
に

お
け

る
酸

性
雨

等
大

気
汚

染
に

よ
る

影
響

を
未

然
に

防
止

す
る

た
め

、
同

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
活

動
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

日
本

で
は

国
が

法
律

の
制

定
（
改

定
）
、

環
境

／
排

出
基

準
の

策
定

、
科

学
的

知
見

の
収

集
と

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

や
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
策

定
を

行
い

、
地

方
公

共
団

体
が

大
気

汚
染

常
時

監
視

を
含

む
法

律
の

運
用

を
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

大
気

汚
染

に
は

越
境

性
が

あ
る

こ
と

に
鑑

み
て

、
国

・
地

方
公

共
団

体
と

も
に

国
際

協
力

を
実

施
し

て
い

る
。

環
境

省
で

は
E
A

N
E
T
や

そ
の

ほ
か

主
に

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

に
お

い
て

活
動

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

等
を

通
じ

て
人

材
育

成
支

援
や

能
力

開
発

を
行

っ
て

い
る

。
特

に
E
A

N
E
T
で

は
2
0
0
1
年

か
ら

継
続

し
て

大
気

汚
染

の
監

視
を

行
い

、
デ

ー
タ

の
蓄

積
と

そ
の

支
援

を
行

っ
て

い
る

。

環
境

省
で

は
継

続
し

て
E
A

N
E
T
、

そ
の

ほ
か

主
に

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

に
お

い
て

活
動

す
る

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

等
を

通
じ

て
人

材
育

成
支

援
や

能
力

開
発

を
行

う
。

①
降

水
や

大
気

中
の

酸
性

成
分

等
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

し
、

E
A

N
E
T
に

デ
ー

タ
を

提
供

し
て

い
る

サ
イ

ト
の

数

②
E
A

N
E
T
が

定
め

た
精

度
管

理
目

標
値

を
満

た
す

デ
ー

タ
の

割
合

①
現

状
値

　
6
2
サ

イ
ト 目

標
値

　
6
2
サ

イ
ト

②
現

状
値

　
9
1
%

目
標

値
　

1
0
0
%

（
2
0
2
2
年

度
）

①
6
2
サ

イ
ト

（
2
0
2
5
年

度
）

②
9
2
%

（
2
0
2
5
年

度
）

越
境

大
気

汚
染

対
策

推
進

、
東

ア
ジ

ア
酸

性
雨

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

拠
出

金

長
距

離
越

境
大

気
汚

染
条

約
（
E
C

E
条

約
）

（
二

酸
化

硫
黄

：
ヘ

ル
シ

ン
キ

議
定

書
、

窒
素

化
合

物
：
ソ

フ
ィ

ア
議

定
書

）

5
-
1
-
2
5

環
境

研
究

の
総

合
的

な
推

進
環

境
研

究
総

合
推

進
費

を
活

用
し

、
気

候
変

動
問

題
へ

の
対

応
、

循
環

型
社

会
の

実
現

、
自

然
環

境
と

の
共

生
、

環
境

リ
ス

ク
管

理
等

に
よ

る
安

全
の

確
保

な
ど

、
持

続
可

能
な

社
会

構
築

の
た

め
の

環
境

政
策

の
推

進
に

と
っ

て
不

可
欠

な
科

学
的

知
見

の
集

積
及

び
技

術
開

発
の

促
進

を
目

的
と

し
て

、
環

境
分

野
の

ほ
ぼ

全
領

域
に

わ
た

る
研

究
開

発
を

実
施

す
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
2
5
年

度
新

規
課

題
公

募
で

は
新

た
に

7
9
課

題
（
戦

略
的

研
究

開
発

2
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

含
む

）
を

採
択

し
、

2
0
2
5
年

6
月

時
点

で
実

施
中

の
研

究
課

題
数

は
1
9
4

課
題

と
な

っ
て

い
る

。
気

候
変

動
問

題
へ

の
対

応
、

循
環

型
社

会
の

実
現

、
自

然
環

境
と

の
共

生
、

環
境

リ
ス

ク
管

理
等

に
よ

る
安

全
の

確
保

等
、

環
境

分
野

の
ほ

ぼ
全

領
域

に
わ

た
る

研
究

開
発

を
実

施
し

て
い

る
。

2
0
2
3
年

度
に

終
了

し
た

5
1
課

題
の

事
後

評
価

(2
0
2
4

年
度

評
価

実
施

）
は

、
全

て
の

課
題

が
Ｓ

～
Ｂ

と
な

り
、

上
位

２
段

階
（
Ｓ

、
Ａ

評
価

）
の

比
率

は
9
6
%
（
4
9
/
5
1
課

題
）
と

な
っ

た
。

2
0
1
9
-
2
0
2
3
年

度
の

実
績

平
均

値
（
9
3
％

）
と

同
程

度
を

確
保

し
て

い
る

。
引

き
続

き
、

高
い

水
準

を
維

持
す

る
た

め
に

研
究

課
題

の
フ

ォ
ロ

ー
等

を
す

る
。

環
境

研
究

総
合

推
進

費
独

立
行

政
法

人
環

境
再

生
保

全
機

構
法

第
三

条
、

第
十

条

5
-
1
-
2
6

環
境

D
N

A
分

析
技

術
を

用
い

た
調

査
手

法
の

標
準

化
・
一

般
化

近
年

発
展

し
て

い
る

環
境

D
N

A
分

析
技

術
を

用
い

、
水

域
に

生
息

す
る

淡
水

魚
類

・
両

生
類

の
分

布
情

報
の

効
率

的
か

つ
効

果
的

な
収

集
や

希
少

種
・
外

来
種

対
策

、
生

物
調

査
の

効
率

化
に

資
す

る
た

め
、

同
技

術
を

用
い

た
調

査
手

法
の

標
準

化
及

び
一

般
化

の
推

進
を

行
う

。
【
環

境
省

、
文

部
科

学
省

】

○
b 

進
捗

中
環

境
D

N
A

分
析

技
術

の
標

準
化

の
た

め
、

環
境

D
N

A
分

析
技

術
を

用
い

た
淡

水
魚

類
及

び
両

生
類

の
調

査
手

法
の

手
引

き
等

の
作

成
・
改

訂
を

行
っ

た
。

技
術

発
展

を
踏

ま
え

、
必

要
に

応
じ

て
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
の

整
備

・
更

新
を

行
う

。
①

環
境

D
N

A
の

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
年

間
ア

ク
セ

ス
数

②
「
調

査
手

法
の

手
引

き
」
の

累
計

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

数

①
現

状
値

：
9
,3

8
7

件
(2

0
2
1
年

度
）

目
標

値
：
1
2
,0

0
0
件

以
上

（
2
0
2
5
年

度
）

②
現

状
値

：
1
,6

8
2

件
(2

0
2
1
年

度
)

目
標

値
：
3
,0

0
0
件

以
上

（
2
0
2
4
年

度
）

①
1
0
,7

1
0
件

（
2
0
2
4
年

度
）

②
5
,2

2
7
件

（
2
0
2
0
年

1
月

～
2
0
2
5

年
5
月

）

里
地

里
山

及
び

湿
地

に
お

け
る

絶
滅

危
惧

種
分

布
重

要
地

域
抽

出
調

査
費

5
-
1
-
2
7

生
物

多
様

性
・
自

然
資

本
の

価
値

評
価

生
物

多
様

性
・
自

然
資

本
の

経
済

価
値

評
価

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
あ

ら
ゆ

る
セ

ク
タ

ー
（
国

・
地

方
公

共
団

体
・
企

業
・
市

民
等

）
に

お
い

て
、

生
物

多
様

性
保

全
に

配
慮

し
た

政
策

・
事

業
の

意
思

決
定

・
合

意
形

成
や

、
資

金
・
人

員
の

動
員

促
進

を
図

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

・
地

域
に

お
い

て
、

水
資

源
を

は
じ

め
と

す
る

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
や

、
そ

の
サ

ー
ビ

ス
の

保
全

管
理

活
動

に
つ

い
て

、
経

済
的

な
価

値
評

価
を

行
う

モ
デ

ル
ケ

ー
ス

を
創

出
し

、
こ

う
し

た
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

者
に

よ
る

支
払

い
を

促
す

た
め

の
方

法
論

を
一

定
程

度
整

理
し

た
（
2
0
2
4
年

度
ま

で
の

実
績

例
：
う

き
は

市
、

那
須

塩
原

市
）
。

・
生

物
多

様
性

の
価

値
取

引
制

度
等

の
社

会
経

済
的

な
仕

組
み

の
構

築
を

見
据

え
た

生
物

多
様

性
・
自

然
資

本
の

定
量

的
な

価
値

評
価

手
法

の
検

討
を

2
0
2
5

年
度

か
ら

開
始

し
た

。

生
物

多
様

性
の

価
値

評
価

及
び

そ
の

活
用

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
を

整
理

す
る

（
日

本
な

ら
で

は
の

自
然

の
状

態
に

関
す

る
考

え
方

の
組

み
込

み
や

、
自

然
関

連
デ

ー
タ

基
盤

の
あ

り
方

も
連

携
し

て
整

理
す

る
）
。

そ
し

て
、

実
地

で
の

実
証

事
業

も
実

施
し

つ
つ

、
価

値
評

価
及

び
そ

の
活

用
の

仕
組

み
の

検
討

を
進

め
る

。

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

基
盤

的
事

業
費

の
う

ち
、

自
然

資
本

投
資

に
向

け
た

環
境

整
備

費

生
物

多
様

性
基

本
法

、
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

5
-
1
-
2
8

生
物

多
様

性
及

び
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

総
合

的
な

評
価

・
予

測

我
が

国
の

生
物

多
様

性
及

び
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

の
現

状
を

総
合

的
に

評
価

し
、

生
物

多
様

性
国

家
戦

略
に

基
づ

く
取

組
の

効
果

を
分

析
す

る
た

め
、

「
生

物
多

様
性

及
び

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
の

総
合

評
価

（
J
B

O
）
」
の

取
り

ま
と

め
を

行
う

。
ま

た
、

社
会

経
済

活
動

（
生

物
多

様
性

損
失

の
間

接
要

因
）
に

よ
る

影
響

や
、

気
候

変
動

対
策

と
の

統
合

的
な

解
決

策
の

実
施

を
含

め
て

、
生

物
多

様
性

・
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

に
係

る
評

価
・
予

測
を

実
施

す
る

調
査

研
究

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
2
0
3
0
年

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

の
実

現
に

向
け

た
方

向
性

等
を

「
生

物
多

様
性

及
び

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
の

総
合

評
価

（
J
B

O
）
」
の

第
4
版

（
J
B

O
4
）
の

中
間

提
言

と
し

て
2
0
2
5
年

中
に

取
り

ま
と

め
る

べ
く
検

討
し

て
い

る
。

ま
た

、
環

境
総

合
推

進
費

に
よ

り
、

生
物

多
様

性
と

社
会

経
済

的
要

因
の

統
合

評
価

モ
デ

ル
の

構
築

と
社

会
適

用
に

関
す

る
研

究
を

開
始

・
推

進
し

て
い

る
。

J
B

O
4
中

間
提

言
の

と
り

ま
と

め
に

あ
た

っ
て

評
価

指
標

の
不

足
が

明
ら

か
に

な
り

つ
つ

あ
り

、
デ

ー
タ

解
析

基
盤

の
開

発
と

と
も

に
新

た
な

指
標

の
開

発
を

進
め

、
2
0
2
8
年

度
中

に
J
B

O
4
本

体
を

ま
と

め
る

。
J
B

O
4
本

体
の

と
り

ま
と

め
に

あ
た

っ
て

は
、

生
物

多
様

性
と

社
会

経
済

的
要

因
の

統
合

評
価

モ
デ

ル
の

構
築

と
社

会
適

用
に

関
す

る
研

究
の

成
果

を
活

用
す

る
予

定
で

あ
る

。

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

基
盤

的
事

業
費

な
ど

5
-
1
-
2
9

E
S
G

投
資

を
先

導
す

る
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

の
経

済
性

評
価

技
術

の
開

発

野
生

昆
虫

を
利

活
用

し
た

果
樹

・
野

菜
類

の
花

粉
媒

介
サ

ー
ビ

ス
や

土
着

天
敵

に
よ

る
病

害
虫

防
除

等
の

生
物

的
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
等

の
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

を
適

切
に

検
出

・
分

析
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
た

め
の

技
術

開
発

及
び

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
を

定
量

的
に

示
す

た
め

の
指

標
を

決
定

す
る

。
【
農

林
水

産
省

】

○
b 

進
捗

中
・
野

生
昆

虫
類

に
よ

る
花

粉
媒

介
サ

ー
ビ

ス
の

う
ち

、
果

樹
お

よ
び

果
菜

類
に

お
け

る
主

要
な

送
粉

昆
虫

1
0

種
群

の
識

別
が

可
能

な
A

I画
像

判
別

器
を

開
発

し
た

。
・
果

樹
の

葉
上

か
ら

環
境

D
N

A
を

採
取

す
る

技
術

を
確

立
し

、
土

着
天

敵
の

カ
ブ

リ
ダ

ニ
類

の
園

地
内

で
の

生
息

を
検

知
す

る
技

術
を

開
発

し
た

。

・
送

粉
昆

虫
の

訪
花

頻
度

な
ど

か
ら

果
樹

・
果

菜
類

の
着

果
率

を
推

定
す

る
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
を

構
築

し
て

お
り

、
今

後
、

開
発

し
た

画
像

判
別

器
を

利
用

し
て

、
撮

影
し

た
昆

虫
の

写
真

か
ら

着
果

率
を

直
接

推
定

す
る

技
術

の
開

発
を

進
め

る
。

・
防

除
体

系
の

違
い

に
よ

る
カ

ブ
リ

ダ
ニ

類
の

病
害

虫
防

除
機

能
を

評
価

す
る

た
め

、
リ

ン
ゴ

、
ブ

ド
ウ

、
ミ

カ
ン

を
対

象
に

、
環

境
D

N
A

技
術

を
用

い
て

、
カ

ブ
リ

ダ
ニ

類
の

保
全

状
況

と
、

カ
ブ

リ
ダ

ニ
類

に
よ

る
ハ

ダ
ニ

へ
の

防
除

効
果

を
そ

れ
ぞ

れ
の

産
地

で
調

査
し

、
カ

ブ
リ

ダ
ニ

類
を

指
標

と
し

た
土

着
天

敵
類

の
病

害
虫

防
除

機
能

を
把

握
で

き
る

評
価

手
法

を
確

立
す

る
。
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
2
-
1

生
物

多
様

性
国

家
戦

略
に

貢
献

す
る

地
域

の
取

組
の

集
約

・
可

視
化

生
物

多
様

性
国

家
戦

略
に

掲
げ

る
目

標
の

達
成

に
貢

献
す

る
地

方
公

共
団

体
や

企
業

、
活

動
団

体
等

に
よ

る
地

域
に

根
差

し
た

活
動

を
集

約
・
共

有
す

る
仕

組
み

を
構

築
し

、
各

活
動

の
貢

献
の

定
量

的
評

価
及

び
可

視
化

を
図

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
各

地
方

公
共

団
体

の
地

域
戦

略
の

基
本

情
報

の
ほ

か
、

記
載

事
項

を
と

り
ま

と
め

た
も

の
で

、
戦

略
策

定
自

治
体

数
や

地
域

戦
略

毎
の

カ
ル

テ
の

抽
出

、
特

徴
の

検
索

な
ど

に
活

用
で

き
る

「
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

」
に

よ
り

、
地

域
戦

略
に

係
る

情
報

の
可

視
化

を
図

っ
た

。

作
成

し
た

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

維
持

し
、

ま
た

、
そ

の
内

容
を

更
新

し
、

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
活

用
（
2
0
2
4
年

度
・
2
0
2
5
年

度
6
月

末
時

点
の

ア
ク

セ
ス

数
2
,6

6
8
）
を

促
す

。

（
目

標
）

多
様

な
主

体
に

よ
る

地
域

に
根

差
し

た
活

動
を

集
約

・
共

有
す

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
。

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
を

作
成

・
更

新
し

て
い

る
。

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

生
物

多
様

性
国

家
戦

略
推

進
費

5
-
2
-
2

生
物

多
様

性
情

報
シ

ス
テ

ム
（
J
-
IB

IS
）

各
種

調
査

の
実

施
に

よ
り

収
集

し
た

自
然

環
境

情
報

に
つ

い
て

、
希

少
種

情
報

等
に

配
慮

し
つ

つ
一

層
の

電
子

化
・
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

化
を

進
め

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

上
で

生
物

多
様

性
情

報
シ

ス
テ

ム
（
J
-
IB

IS
）
を

通
じ

A
P

I連
携

等
に

よ
る

国
内

外
へ

の
官

民
デ

ー
タ

の
情

報
提

供
の

基
盤

・
体

制
を

充
実

強
化

す
る

こ
と

で
、

各
種

施
策

や
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

自
然

関
連

デ
ー

タ
の

利
活

用
や

相
互

利
用

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

生
物

多
様

性
情

報
シ

ス
テ

ム
（
J
-
IB

IS
）
を

通
じ

た
情

報
提

供
を

継
続

し
て

い
る

。
指

標
/
目

標
1
に

つ
い

て
は

、
月

平
均

ア
ク

セ
ス

件
数

を
着

実
に

達
成

し
て

い
る

。

引
き

続
き

、
各

調
査

を
実

施
し

て
、

そ
の

成
果

の
電

子
化

・
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

化
を

進
め

、
生

物
多

様
性

情
報

シ
ス

テ
ム

（
J
-
IB

IS
）
を

通
じ

た
デ

ー
タ

提
供

を
継

続
す

る
。

生
物

多
様

性
情

報
シ

ス
テ

ム
の

月
平

均
ア

ク
セ

ス
件

数

現
状

値
　

8
0
1
万

件
（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

8
0
0
万

件
以

上

1
,8

1
5
万

件
（
2
0
2
4
年

度
）

地
球

規
模

生
物

多
様

性
情

報
シ

ス
テ

ム
整

備
推

進
費

生
物

多
様

性
基

本
法

第
2
2
条

5
-
2
-
3

い
き

も
の

ロ
グ

「
い

き
も

の
ロ

グ
」
（
生

物
多

様
性

情
報

等
の

収
集

・
管

理
、

提
供

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
）
を

活
用

し
、

多
様

な
主

体
か

ら
の

各
種

生
物

の
生

息
・
生

育
情

報
の

収
集

と
、

G
B

IF
（
地

球
規

模
生

物
多

様
性

情
報

機
構

）
等

の
多

様
な

主
体

へ
の

情
報

共
有

・
提

供
を

通
じ

て
、

我
が

国
の

生
物

分
布

に
関

す
る

デ
ー

タ
の

安
定

・
継

続
的

な
収

集
と

把
握

の
促

進
に

つ
な

げ
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
「
い

き
も

の
ロ

グ
」
に

登
録

さ
れ

た
生

物
多

様
性

情
報

を
G

B
IF

等
へ

継
続

し
て

共
有

し
て

い
る

。
指

標
/
目

標
1
に

つ
い

て
は

1
,1

1
2
,9

4
2
件

で
あ

り
目

標
を

達
成

し
て

お
り

、
指

標
/
目

標
2
に

つ
い

て
も

1
5
0
件

と
着

実
に

増
加

し
て

い
る

。

引
き

続
き

、
G

B
IF

等
へ

の
生

物
多

様
性

情
報

の
共

有
、

い
き

も
の

ロ
グ

の
運

営
を

続
け

、
我

が
国

の
生

物
分

布
に

関
す

る
デ

ー
タ

の
安

定
・
継

続
的

な
収

集
と

把
握

の
促

進
を

継
続

す
る

。

①
G

B
IF

へ
の

累
計

デ
ー

タ
登

録
数

（
件

）

②
市
⺠
参
加
型
⽣

物
調
査
（
団
体
調

査
）
を
実
施
し
て

い
る
関
係
主
体
の

累
計

①
現

状
値

4
0
1
,9

8
2
件

（
2
0
2
2

年
度

）
目

標
値

　
5
0
0
,0

0
0

件
以

上
（
2
0
3
0
年

度
末

）

②
現

状
値

：
1
1
3
件

（
2
0
2
2
.1

2
.3

1
時

点
）

目
標

値
：
1
8
1
件

（
2
0
2
7
年

度
）

① 1
,1

1
2
,9

4
2

件 （
2
0
2
4
年

度
）

②
1
5
0
件

（
2
0
2
5
年

6
月

2
6
日

時
点

）

自
然

環
境

保
全

基
礎

調
査

費
、

地
球

規
模

生
物

多
様

性
情

報
シ

ス
テ

ム
整

備
推

進
費

自
然

環
境

保
全

法
第

４
条

、
生

物
多

様
性

基
本

法
第

2
1
、

2
2
、

2
4
条

5
-
2
-
4

施
策

・
事

業
に

係
る

環
境

配
慮

を
確

保
す

る
た

め
の

情
報

基
盤

整
備

施
策

の
策

定
や

事
業

の
実

施
に

当
た

り
、

適
正

な
環

境
配

慮
が

確
保

さ
れ

、
生

物
多

様
性

の
保

全
に

資
す

る
よ

う
、

地
域

特
性

を
把

握
す

る
た

め
の

自
然

環
境

・
社

会
環

境
に

関
す

る
情

報
を

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

上
の

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

（
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
[E

A
D

A
S
]）

に
よ

り
提

供
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

地
域

特
性

を
把

握
す

る
た

め
の

自
然

環
境

・
社

会
環

境
に

関
す

る
情

報
を

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

上
の

地
理

情
報

シ
ス

テ
ム

（
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
[E

A
D

A
S
]）

に
よ

り
提

供
し

、
情

報
の

整
備

、
更

新
を

実
施

し
た

。
再

生
可

能
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
係

る
ゾ

ー
ニ

ン
グ

の
施

策
や

、
事

業
の

実
施

の
際

の
環

境
ア

セ
ス

メ
ン

ト
等

に
お

い
て

、
地

域
特

性
を

把
握

す
る

た
め

の
情

報
源

と
し

て
幅

広
く
活

用
が

図
ら

れ
た

。

引
き

続
き

、
収

録
し

て
い

る
自

然
環

境
・
社

会
環

境
に

関
す

る
情

報
の

整
備

、
更

新
を

図
る

と
と

も
に

、
さ

ら
な

る
情

報
の

拡
充

を
目

指
す

。

環
境

ア
セ

ス
メ

ン
ト

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
年

間
延

べ
閲

覧
者

数

現
状

値
　

2
7
万

目
標

値
　

前
年

度
実

績
以

上

4
2
万

（
2
0
2
4

年
度

）
ゼ

ロ
カ

ー
ボ

ン
シ

テ
ィ

実
現

に
向

け
た

地
域

の
気

候
変

動
対

策
基

盤
整

備
事

業

5
-
2
-
5

研
究

開
発

、
産

業
利

用
の

た
め

の
知

的
基

盤
整

備

工
業

な
ど

に
利

用
で

き
る

微
生

物
資

源
の

効
率

的
保

存
法

を
開

発
し

、
分

類
同

定
の

た
め

の
学

術
的

分
析

を
進

め
る

。
ま

た
、

研
究

、
産

業
に

提
供

す
る

た
め

の
遺

伝
資

源
の

収
集

・
保

存
や

特
性

評
価

の
強

化
、

研
究

材
料

の
配

布
及

び
情

報
の

整
備

に
よ

っ
て

研
究

開
発

、
産

業
利

用
の

た
め

の
知

的
基

盤
を

整
備

す
る

。
【
経

済
産

業
省

】

b 
進

捗
中

・
微

生
物

資
源

の
安

定
的

な
保

存
に

資
す

る
た

め
、

保
存

技
術

に
関

す
る

研
究

開
発

を
行

い
活

用
す

る
と

と
も

に
、

分
類

同
定

の
た

め
の

学
術

的
分

析
を

進
め

た
。

・
産

業
界

等
が

利
用

可
能

な
遺

伝
資

源
の

収
集

、
配

布
を

行
っ

た
。

オ
ン

ラ
イ

ン
で

の
分

譲
依

頼
受

け
付

け
を

実
施

し
、

研
究

材
料

利
活

用
促

進
に

向
け

た
サ

ー
ビ

ス
を

強
化

し
て

い
る

。
・
安

全
性

や
産

業
有

用
な

機
能

等
に

関
す

る
情

報
に

つ
い

て
、

収
集

・
整

理
・
提

供
し

た
。

・
公

的
機

関
等

が
保

有
す

る
生

物
資

源
デ

ー
タ

を
集

約
し

た
横

断
的

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
公

開
し

、
運

用
中

で
あ

る
。

産
業

界
及

び
学

術
的

ニ
ー

ズ
を

踏
ま

え
た

遺
伝

資
源

の
収

集
、

配
布

を
さ

ら
に

進
め

る
。

収
集

に
あ

た
っ

て
は

、
収

集
促

進
に

向
け

た
整

備
強

化
を

行
う

。
ま

た
、

生
物

遺
伝

資
源

の
利

用
促

進
を

図
る

た
め

、
安

全
性

や
産

業
有

用
な

機
能

等
に

関
す

る
情

報
に

つ
い

て
収

集
を

行
う

と
と

も
に

、
横

断
的

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

へ
の

生
物

資
源

デ
ー

タ
の

情
報

整
備

並
び

に
提

供
を

行
う

。

独
立

行
政

法
人

製
品

評
価

技
術

基
盤

機
構

運
営

費
交

付
金

5
-
2
-
6

生
物

多
様

性
ク

リ
ア

リ
ン

グ
ハ

ウ
ス

メ
カ

ニ
ズ

ム
（
C

H
M

）

生
物

多
様

性
情

報
の

情
報

源
情

報
（
メ

タ
デ

ー
タ

）
を

検
索

す
る

こ
と

が
で

き
る

生
物

多
様

性
ク

リ
ア

リ
ン

グ
ハ

ウ
ス

メ
カ

ニ
ズ

ム
（
C

H
M

）
を

安
定

的
に

運
用

す
る

。
生

物
多

様
性

情
報

に
つ

い
て

、
国

の
機

関
、

地
方

公
共

団
体

、
研

究
者

他
に

よ
る

情
報

源
情

報
（
メ

タ
デ

ー
タ

）
を

登
録

し
、

よ
り

広
い

共
有

を
図

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

国
内

の
生

物
多

様
性

情
報

の
情

報
源

情
報

（
メ

タ
デ

ー
タ

）
を

生
物

多
様

性
ク

リ
ア

リ
ン

グ
ハ

ウ
ス

メ
カ

ニ
ズ

ム
（
C

H
M

）
に

登
録

し
公

開
し

て
い

る
。

登
録

数
は

2
0
2
4
年

時
点

で
5
,9

1
3
件

と
着

実
に

増
え

て
い

る
。

引
き

続
き

、
国

内
の

生
物

多
様

性
情

報
の

情
報

源
情

報
（
メ

タ
デ

ー
タ

）
の

収
集

、
生

物
多

様
性

ク
リ

ア
リ

ン
グ

ハ
ウ

ス
メ

カ
ニ

ズ
ム

（
C

H
M

）
へ

の
登

録
・
公

開
を

継
続

す
る

。

生
物

多
様

性
情

報
の

情
報

源
情

報
（
メ

タ
デ

ー
タ

）
の

登
録

件
数

現
状

値
　

5
,4

4
1
件

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
：
6
0
0
0
件

以
上

（
2
0
3
0
年

度
）

5
,2

2
5

（
2
0
2
4
年

度
）

行
動

目
標

5
-
2
　

効
果

的
か

つ
効

率
的

な
生

物
多

様
性

保
全

の
推

進
、

適
正

な
政

策
立

案
や

意
思

決
定

、
活

動
へ

の
市

民
参

加
の

促
進

を
図

る
た

め
、

デ
ー

タ
の

発
信

や
活

用
に

係
る

人
材

の
育

成
や

ツ
ー

ル
の

提
供

を
行

う

174



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
2
-
7

科
学

的
情

報
等

の
共

有
・
活

用
促

進
科

学
的

情
報

に
基

づ
く
自

然
環

境
保

全
施

策
の

推
進

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
自

然
系

調
査

研
究

機
関

連
絡

会
議

の
開

催
等

を
通

じ
地

方
公

共
団

体
や

自
然

系
調

査
研

究
機

関
と

の
相

互
の

情
報

交
換

、
情

報
共

有
を

促
進

し
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

関
係

者
の

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
の

向
上

に
つ

な
げ

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

科
学

的
情

報
に

基
づ

く
自

然
環

境
保

全
施

策
の

推
進

に
寄

与
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
自

然
系

調
査

研
究

機
関

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
議

を
毎

年
開

催
し

て
い

る
。

自
然

環
境

保
全

施
策

の
推

進
に

寄
与

す
る

た
め

に
共

有
す

べ
き

内
容

が
拡

大
し

て
き

て
い

る
こ

と
か

ら
、

対
面

に
よ

る
会

議
を

開
催

す
る

ほ
か

、
IT

技
術

の
活

用
等

に
よ

り
さ

ま
ざ

ま
な

情
報

交
換

の
機

会
を

増
や

す
こ

と
が

望
ま

れ
る

。

地
方

公
共

団
体

や
自

然
系

調
査

研
究

機
関

と
の

相
互

の
情

報
交

換
、

情
報

共
有

を
促

進
し

、
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

更
な

る
強

化
を

進
め

る
と

と
も

に
、

関
係

者
の

情
報

リ
テ

ラ
シ

ー
の

向
上

に
つ

な
げ

る
。

構
成

機
関

相
互

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
の

た
め

、
調

査
研

究
・
活

動
事

例
発

表
会

及
び

連
絡

会
議

開
催

数

現
状

値
　

そ
れ

ぞ
れ

年
1
回

目
標

値
　

そ
れ

ぞ
れ

年
1
回

そ
れ

ぞ
れ

年
1
回

（
2
0
2
4
年

度
）

生
物

多
様

性
基

本
法

第
2
1
条

5
-
2
-
8

地
球

環
境

デ
ー

タ
統

合
・
解

析
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業

気
候

変
動

、
防

災
等

の
対

策
や

生
物

多
様

性
に

関
す

る
取

組
に

貢
献

す
る

た
め

、
地

球
環

境
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
（
観

測
デ

ー
タ

・
予

測
デ

ー
タ

等
）
を

蓄
積

・
統

合
解

析
・
提

供
す

る
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
「
デ

ー
タ

統
合

・
解

析
シ

ス
テ

ム
（
D

IA
S
）
」

を
運

用
・
整

備
す

る
と

と
も

に
、

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

を
利

活
用

し
た

研
究

開
発

を
推

進
。

 【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

「
デ

ー
タ

統
合

・
解

析
シ

ス
テ

ム
（
D

IA
S
）
」
の

運
用

・
整

備
を

継
続

し
、

地
球

環
境

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

（
観

測
デ

ー
タ

・
予

測
デ

ー
タ

等
）
を

利
活

用
し

た
気

候
変

動
・
防

災
・
生

物
多

様
性

に
関

す
る

研
究

開
発

を
推

進
し

た
。

生
態

学
に

関
わ

る
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

管
理

の
基

盤
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
等

の
シ

ス
テ

ム
を

調
査

し
、

D
IA

S
上

で
の

安
定

運
用

に
向

け
て

の
シ

ス
テ

ム
整

備
や

技
術

開
発

を
継

続
す

る
。

生
物

多
様

性
分

野
と

の
連

携
促

進
に

向
け

て
、

デ
ー

タ
利

活
用

を
推

進
す

る
。

生
物

多
様

性
に

関
す

る
取

組
に

貢
献

す
る

ア
プ

リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

等
を

開
発

し
、

D
IA

S
に

て
提

供
し

た
数

現
状

値
　

１
（
2
0
2
1

年
）

目
標

値
　

２
（
2
0
3
0

年
）

１
（
2
0
2
5
年

度
）

地
球

環
境

デ
ー

タ
統

合
・
解

析
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
事

業

5
-
2
-
9

ナ
シ

ョ
ナ

ル
バ

イ
オ

リ
ソ

ー
ス

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

2
0
0
2
年

度
よ

り
開

始
さ

れ
た

、
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
研

究
の

発
展

の
た

め
に

多
様

な
バ

イ
オ

リ
ソ

ー
ス

整
備

を
行

う
「
ナ

シ
ョ

ナ
ル

バ
イ

オ
リ

ソ
ー

ス
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

に
お

い
て

、
時

代
の

要
請

に
応

え
た

リ
ソ

ー
ス

の
収

集
・
保

存
・
提

供
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
利

活
用

に
向

け
た

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

や
付

随
情

報
の

整
備

に
引

き
続

き
取

り
組

む
。

【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

分
野

の
研

究
基

盤
と

し
て

、
国

が
戦

略
的

に
整

備
す

る
こ

と
が

重
要

な
バ

イ
オ

リ
ソ

ー
ス

の
収

集
・
保

存
・
提

供
体

制
の

整
備

、
及

び
利

活
用

に
向

け
た

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

や
付

随
情

報
の

整
備

を
継

続
し

て
行

っ
た

。

引
き

続
き

、
ラ

イ
フ

サ
イ

エ
ン

ス
分

野
の

研
究

基
盤

と
し

て
、

国
が

戦
略

的
に

整
備

す
る

こ
と

が
重

要
な

バ
イ

オ
リ

ソ
ー

ス
の

収
集

・
保

存
・
提

供
体

制
の

整
備

、
及

び
利

活
用

に
向

け
た

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

や
付

随
情

報
の

整
備

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

時
代

の
要

請
に

応
え

た
バ

イ
オ

リ
ソ

ー
ス

の
見

直
し

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
提

供
者

に
対

し
て

成
果

報
告

の
徹

底
を

要
請

す
る

な
ど

リ
ソ

ー
ス

提
供

に
よ

る
研

究
成

果
の

確
実

な
把

握
に

務
め

る
。

中
核

拠
点

が
大

学
・

研
究

機
関

等
に

提
供

し
た

実
験

動
物

・
植

物
等

を
用

い
て

発
表

さ
れ

た
論

文
数

現
状

値
　

1
,0

2
1
報

（
2
0
2
0
年

度
）

目
標

値
　

前
年

度
実

績
以

上

9
9
9
報

(2
0
2
1
年

度
）

9
3
5
報

(2
0
2
2
年

度
）

9
1
7
報

(2
0
2
3
年

度
）

※
前

年
度

と
の

比
較

の
観

点
で

全
年

度
の

数
値

を
記

載

ラ
イ

フ
サ

イ
エ

ン
ス

研
究

基
盤

整
備

事
業

5
-
2
-
1
0

化
学

物
質

環
境

実
態

調
査

化
審

法
制

定
時

の
附

帯
決

議
等

を
踏

ま
え

、
1
9
7
4
年

度
以

降
、

化
学

物
質

の
一

般
環

境
（
水

質
、

底
質

、
生

物
、

大
気

等
）
中

で
の

残
留

実
態

の
調

査
を

、
毎

年
度

継
続

し
て

実
施

し
、

結
果

を
公

表
し

て
い

る
。

本
調

査
の

結
果

は
、

化
学

物
質

の
環

境
リ

ス
ク

の
評

価
等

を
行

う
た

め
の

基
礎

資
料

と
し

て
活

用
さ

れ
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

化
学

物
質

環
境

実
態

調
査

に
つ

い
て

、
関

係
部

署
よ

り
調

査
要

望
が

あ
っ

た
物

質
を

調
査

し
て

い
る

た
め

、
年

度
ご

と
の

ア
ウ

ト
カ

ム
の

実
績

数
に

変
動

は
あ

る
も

の
の

、
各

年
度

の
目

標
値

と
比

較
し

て
順

調
に

推
移

し
て

い
る

。

引
き

続
き

各
種

化
学

物
質

対
策

に
必

要
と

な
る

デ
ー

タ
を

提
供

で
き

る
よ

う
、

調
査

に
取

り
組

む
。

調
査

結
果

を
要

望
部

署
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
で

き
た

物
質

・
媒

体
数

現
状

値
　

3
7
物

質
・

媒
体

（
2
0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

-

3
6
物

質
・
媒

体
（
2
0
2
2
年

度
）

化
学

物
質

環
境

実
態

調
査

費
化

学
物

質
の

審
査

及
び

製
造

等
の

規
制

に
関

す
る

法
律

案
に

対
す

る
附

帯
決

議

5
-
2
-
1
1

農
林

水
産

分
野

に
お

け
る

生
物

多
様

性
保

全
の

取
組

評
価

の
推

進

・
生

物
多

様
性

の
保

全
の

取
組

の
見

え
る

化
手

法
の

状
況

を
調

査
・
分

析
し

、
生

産
者

や
企

業
等

の
参

考
と

な
る

情
報

の
提

供
を

進
め

る
。

・
生

き
も

の
ブ

ラ
ン

ド
を

検
討

す
る

際
に

、
地

域
の

生
物

多
様

性
戦

略
に

留
意

し
な

が
ら

、
地

域
や

日
本

の
生

物
多

様
性

全
体

の
保

全
に

貢
献

で
き

る
よ

う
な

活
動

を
行

う
よ

う
に

後
押

し
す

る
。

・
生

物
多

様
性

の
保

全
に

貢
献

す
る

農
法

の
効

果
を

水
田

の
鳥

類
と

そ
の

え
さ

生
物

や
植

物
を

用
い

て
評

価
す

る
手

法
の

活
用

を
図

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

農
林

水
産

省
で

は
、

生
産

者
に

よ
る

環
境

負
荷

低
減

の
取

組
を

可
視

化
す

る
た

め
、

米
の

生
産

段
階

に
お

け
る

生
物

多
様

性
保

全
の

取
組

を
得

点
に

応
じ

て
評

価
し

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

削
減

貢
献

と
合

わ
せ

て
等

級
表

示
す

る
「
見

え
る

化
」
の

取
組

を
2
0
2
4
年

3
月

か
ら

推
進

し
て

い
る

。
2
0
2
5
年

6
月

末
時

点
で

2
9
5
件

の
登

録
番

号
を

付
与

し
て

い
る

。
各

取
組

が
生

物
多

様
性

保
全

に
寄

与
す

る
効

果
に

関
す

る
実

証
調

査
に

あ
た

っ
て

は
、

鳥
類

と
そ

の
え

さ
生

物
や

植
物

を
用

い
て

評
価

し
た

。
農

林
水

産
省

W
e
bペ

ー
ジ

に
お

い
て

、
生

き
も

の
ブ

ラ
ン

ド
を

表
示

す
る

マ
ー

ク
に

関
す

る
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
を

掲
載

し
、

周
知

を
図

っ
た

。

生
物

多
様

性
保

全
の

取
組

の
「
見

え
る

化
」
に

関
し

て
、

対
象

品
目

拡
大

に
向

け
た

検
討

を
推

進
す

る
。

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

推
進

総
合

戦
略

（
食

料
シ

ス
テ

ム
全

体
で

の
環

境
負

荷
低

減
に

向
け

た
行

動
変

容
促

進
の

内
数

）

み
ど

り
の

食
料

シ
ス

テ
ム

戦
略

、
環

境
と

調
和

の
と

れ
た

食
料

シ
ス

テ
ム

の
確

立
の

た
め

の
環

境
負

荷
低

減
事

業
活

動
の

促
進

等
に

関
す

る
法

律

5
-
2
-
1
2

河
川

環
境

に
関

す
る

技
術

開
発

河
川

環
境

管
理

の
高

度
化

・
効

率
化

を
図

る
た

め
、

新
た

な
河

川
環

境
情

報
図

の
整

備
、

新
技

術
に

よ
る

環
境

調
査

な
ど

を
推

進
す

る
。

ま
た

、
河

川
生

態
学

術
研

究
な

ど
河

川
環

境
に

関
す

る
調

査
・
研

究
に

つ
い

て
学

識
経

験
者

や
各

種
機

関
と

連
携

し
て

推
進

と
成

果
の

活
用

を
図

る
。

【
国

土
交

通
省

】

○
b 

進
捗

中
新

た
な

河
川

環
境

情
報

図
の

整
備

や
新

技
術

に
よ

る
環

境
調

査
な

ど
の

検
討

を
進

め
て

お
り

、
環

境
調

査
で

は
、

航
空

写
真

等
を

活
用

し
た

植
生

図
作

成
や

環
境

D
N

A
を

用
い

た
魚

類
調

査
を

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
に

導
入

す
る

こ
と

を
予

定
し

て
い

る
。

ま
た

、
河

川
生

態
学

術
研

究
な

ど
河

川
環

境
に

関
す

る
調

査
・
研

究
に

つ
い

て
学

識
経

験
者

や
各

種
機

関
と

連
携

し
て

推
進

と
成

果
の

活
用

を
図

っ
て

い
る

。

環
境

情
報

の
把

握
で

は
多

大
な

労
力

を
要

す
る

こ
と

か
ら

、
新

た
な

河
川

環
境

情
報

図
の

整
備

や
新

技
術

に
よ

る
環

境
調

査
の

実
施

な
ど

に
よ

り
、

河
川

環
境

管
理

の
高

度
化

・
効

率
化

を
図

る
。

ま
た

、
河

川
生

態
学

術
研

究
な

ど
河

川
環

境
に

関
す

る
調

査
・
研

究
に

つ
い

て
学

識
経

験
者

や
各

種
機

関
と

連
携

し
て

推
進

と
成

果
の

活
用

を
図

る
。

（
目

標
）
河

川
水

辺
の

国
勢

調
査

マ
ニ

ュ
ア

ル
改

訂

河
川

水
辺

の
国

勢
調

査
マ

ニ
ュ

ア
ル

改
訂

に
向

け
た

検
討

を
進

め
て

い
る

。
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

治
水

事
業

等
関

係
費

等
の

内
数
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
2
-
1
3

海
洋

生
物

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

活
用

技
術

高
度

化

海
洋

生
物

・
生

態
系

の
保

全
・
利

用
を

促
進

す
る

た
め

、
海

洋
生

物
・
生

態
系

研
究

と
情

報
科

学
の

融
合

を
図

り
、

海
洋

生
物

に
関

す
る

デ
ー

タ
収

集
・
選

別
技

術
及

び
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
の

生
成

・
解

析
技

術
の

高
度

化
等

を
行

い
、

社
会

的
成

果
の

創
出

を
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
連

携
に

よ
り

目
指

す
。

【
文

部
科

学
省

】

○
b 

進
捗

中
海

洋
生

物
に

関
す

る
多

様
な

デ
ー

タ
の

収
集

・
選

別
技

術
や

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

生
成

・
解

析
技

術
の

高
度

化
を

順
調

に
進

め
て

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
す

で
に

多
く
の

デ
ー

タ
を

収
集

す
る

と
と

も
に

、
社

会
的

ニ
ー

ズ
も

踏
ま

え
て

引
き

続
き

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

様
々

な
取

り
組

み
に

よ
り

海
洋

生
物

に
関

す
る

多
様

な
デ

ー
タ

は
順

調
に

蓄
積

さ
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

今
後

は
社

会
課

題
等

の
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

て
社

会
実

装
の

在
り

方
な

ど
の

検
討

を
進

め
、

引
き

続
き

社
会

実
装

に
向

け
て

研
究

開
発

な
ど

を
取

り
組

む
。

①
本

事
業

で
整

備
さ

れ
た

デ
ー

タ
や

解
析

技
術

を
用

い
た

論
文

数
、

学
会

発
表

数
（
累

積
値

）

②
構

築
し

た
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

デ
ー

タ
数

①
現

状
値

　
６

目
標

値
　

5
0
0

（
2
0
3
0
年

度
）

②
現

状
値

　
1
2
1

目
標

値
　

1
3
0

（
2
0
2
3
年

度
）

①
1
1
4

（
2
0
2
5
年

5
月

時
点

）

②
1
8
0
5

（
2
0
2
5
年

5
月

時
点

）

海
洋

生
物

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

活
用

技
術

高
度

化

海
洋

生
物

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

活
用

技
術

高
度

化

5
-
2
-
1
4

「
海

洋
状

況
表

示
シ

ス
テ

ム
」
（
海

し
る

）
の

運
用

我
が

国
に

お
け

る
海

洋
状

況
把

握
（
Ｍ

Ｄ
Ａ

）
の

能
力

強
化

の
た

め
、

関
係

府
省

及
び

政
府

機
関

等
が

保
有

し
て

い
る

気
象

、
海

象
、

防
災

、
海

洋
生

物
・
生

態
系

等
に

か
か

る
広

域
性

・
リ

ア
ル

タ
イ

ム
性

の
高

い
海

洋
情

報
を

集
約

・
共

有
・

提
供

す
る

「
海

洋
状

況
表

示
シ

ス
テ

ム
」
（
海

し
る

）
を

運
用

す
る

。
【
内

閣
府

、
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

「
海

洋
状

況
表

示
シ

ス
テ

ム
」
（
海

し
る

）
の

運
用

を
行

い
、

気
象

、
海

象
、

防
災

、
海

洋
生

物
・
生

態
系

等
に

か
か

る
情

報
の

集
約

・
共

有
・
提

供
を

行
っ

て
い

る
。

海
洋

政
策

を
効

率
的

に
推

進
す

る
た

め
、

海
洋

情
報

の
集

約
・
共

有
・
提

供
を

よ
り

一
層

図
り

、
「
海

洋
状

況
表

示
シ

ス
テ

ム
」
（
海

し
る

）
の

運
用

を
行

う
。

5
-
2
-
1
5

日
本

海
洋

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
の

運
用

日
本

海
洋

デ
ー

タ
セ

ン
タ

ー
へ

の
海

洋
環

境
に

関
す

る
基

礎
デ

ー
タ

の
集

積
を

推
進

し
、

海
洋

調
査

機
関

と
の

連
携

を
一

層
強

化
し

ま
す

。
【
国

土
交

通
省

】
b 

進
捗

中
日

本
海

洋
デ

ー
タ

セ
ン

タ
ー

で
は

、
海

洋
環

境
を

示
す

重
要

な
指

標
で

あ
る

水
温

に
つ

い
て

、
こ

れ
ま

で
に

7
0
0
万

点
を

超
え

る
収

集
を

行
っ

て
お

り
、

そ
の

ほ
か

塩
分

、
pH

等
の

観
測

項
目

に
つ

い
て

も
、

年
々

そ
の

数
を

着
実

に
増

加
さ

せ
て

い
る

。
ま

た
、

日
本

国
内

の
主

要
な

海
洋

調
査

機
関

と
の

連
携

を
図

り
、

海
洋

環
境

に
関

す
る

デ
ー

タ
の

提
供

を
受

け
て

い
る

。

こ
れ

ま
で

実
施

し
て

き
た

海
洋

環
境

デ
ー

タ
収

集
を

、
今

後
も

着
実

に
継

続
し

て
い

く
。

ま
た

国
内

の
主

要
な

海
洋

調
査

機
関

と
の

連
携

を
維

持
し

、
こ

れ
ま

で
と

同
様

に
デ

ー
タ

の
提

供
を

受
け

る
。

5
-
2
-
1
6

効
率

的
・
効

果
的

な
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
分

析
技

術
開

発

現
在

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

と
な

っ
て

い
る

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
材

質
や

量
の

計
測

に
対

し
、

採
集

か
ら

計
測

ま
で

効
率

的
・
効

果
的

に
計

測
す

る
技

術
を

開
発

す
る

。
得

ら
れ

た
情

報
は

、
国

際
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
IM

D
O

S
 (
In

te
gr

at
e
d 

M
ar

in
e

D
e
br

is
 O

bs
e
rv

in
g 

S
ys

te
m

)や
環

境
省

等
に

提
供

す
る

。
【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
材

質
や

量
の

計
測

に
対

し
、

採
集

か
ら

計
測

ま
で

効
率

的
・
効

果
的

に
計

測
す

る
技

術
と

し
て

、
試

料
採

取
か

ら
分

析
、

デ
ー

タ
の

取
得

、
試

料
の

保
管

ま
で

一
気

通
貫

で
行

う
自

動
分

析
装

置
を

民
間

企
業

と
共

同
で

開
発

し
た

。
ま

た
、

委
員

会
や

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

で
情

報
提

供
を

行
っ

た
。

今
後

も
自

動
分

析
装

置
の

改
良

を
継

続
す

る
と

と
も

に
、

委
員

会
等

で
の

情
報

提
供

を
継

続
す

る
。

①
開

発
し

た
技

術
が

使
用

さ
れ

た
事

例
数

②
環

境
省

等
へ

の
情

報
提

供
数

（
委

員
会

他
各

種
会

合
等

へ
の

出
席

数
）

③
国

際
会

合
・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
に

お
け

る
情

報
提

供
数

①
現

状
値

　
な

し
目

標
値

　
年

1
回

以
上 ②

現
状

値
　

年
1
回

以
上

目
標

値
　

年
1
回

以
上 ③

現
状

値
　

年
1
回

以
上

目
標

値
　

年
1
回

以
上

①
開

発
し

た
技

術
が

使
用

さ
れ

た
事

例
　

1
回

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

②
委

員
会

へ
の

出
席

等
　

3
回

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

③
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

で
の

情
報

提
供

　
3
回

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

国
立

研
究

開
発

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

運
営

費
交

付
金

・
文

部
科

学
省

海
洋

資
源

利
用

促
進

技
術

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

海
洋

情
報

把
握

技
術

開
発

国
立

研
究

開
発

法
人

海
洋

研
究

開
発

機
構

運
営

費
交

付
金

・
文

部
科

学
省

海
洋

資
源

利
用

促
進

技
術

開
発

プ
ロ

グ
ラ

ム
　

海
洋

情
報

把
握

技
術

開
発

5
-
2
-
1
7

微
生

物
資

源
の

「
持

続
可

能
な

利
用

」
の

促
進

独
立

行
政

法
人

製
品

評
価

技
術

基
盤

機
構

に
お

い
て

、
資

源
保

有
国

と
の

国
際

的
取

組
の

実
施

な
ど

に
よ

り
、

資
源

保
有

国
へ

の
技

術
移

転
、

我
が

国
企

業
へ

の
海

外
の

微
生

物
資

源
の

利
用

機
会

の
提

供
な

ど
を

行
い

、
微

生
物

資
源

の
「
持

続
可

能
な

利
用

」
の

促
進

を
図

っ
て

い
く
。

【
経

済
産

業
省

】

b 
進

捗
中

ベ
ト

ナ
ム

、
タ

イ
、

中
国

、
モ

ン
ゴ

ル
、

韓
国

、
台

湾
の

6
か

国
・
地

域
と

協
力

関
係

を
構

築
、

継
続

し
、

微
生

物
資

源
の

保
全

と
持

続
可

能
な

利
用

の
た

め
の

取
組

を
実

施
し

、
我

が
国

企
業

へ
の

海
外

微
生

物
資

源
の

利
用

機
会

の
提

供
を

実
施

し
て

い
る

。

今
後

も
引

き
続

き
ア

ク
セ

ス
ル

ー
ト

の
確

保
を

行
う

と
と

も
に

、
各

国
の

微
生

物
資

源
へ

の
ア

ク
セ

ス
に

関
す

る
法

令
等

の
情

報
を

把
握

し
、

我
が

国
の

企
業

等
に

対
し

、
微

生
物

資
源

の
利

用
の

機
会

を
提

供
す

る
。

独
立

行
政

法
人

製
品

評
価

技
術

基
盤

機
構

運
営

費
交

付
金

5
-
2
-
1
8

有
用

微
生

物
資

源
の

保
存

及
び

提
供

独
立

行
政

法
人

製
品

評
価

技
術

基
盤

機
構

に
お

い
て

、
国

内
外

か
ら

収
集

し
た

有
用

な
微

生
物

資
源

の
保

存
及

び
研

究
開

発
や

産
業

利
用

の
た

め
の

提
供

を
継

続
す

る
。

【
経

済
産

業
省

】

b 
進

捗
中

微
生

物
資

源
を

保
存

・
管

理
し

、
研

究
開

発
や

産
業

利
用

の
た

め
に

分
譲

を
行

っ
て

い
る

。
有

用
な

微
生

物
資

源
の

収
集

及
び

提
供

を
行

い
、

利
活

用
促

進
を

進
め

る
。

　

独
立

行
政

法
人

製
品

評
価

技
術

基
盤

機
構

運
営

費
交

付
金

5
-
2
-
1
9

生
物

標
本

・
資

料
の

収
集

及
び

維
持

管
理

体
制

の
強

化

生
物

多
様

性
セ

ン
タ

ー
で

は
約

6
5
,0

0
0
点

の
生

物
標

本
及

び
9
5
, 0

0
0
点

の
資

料
を

所
蔵

し
て

お
り

、
生

物
多

様
性

セ
ン

タ
ー

な
ど

に
お

け
る

生
物

標
本

・
資

料
の

収
集

及
び

維
持

管
理

体
制

の
強

化
を

進
め

ま
す

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

生
物

多
様

性
セ

ン
タ

ー
で

は
生

物
標

本
・
資

料
の

収
集

を
進

め
、

約
7
7
,0

0
0
点

の
生

物
標

本
及

び
約

2
9
,0

0
0
点

の
文

献
資

料
合

計
1
0
6
,0

0
0
点

の
資

料
を

所
蔵

し
て

い
る

。

引
き

続
き

生
物

標
本

・
資

料
の

収
集

及
び

維
持

管
理

体
制

の
強

化
を

進
め

る
。

生
物

多
様

性
セ

ン
タ

ー
維

持
運

営
費
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
2
-
2
0

マ
ル

チ
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

よ
る

連
携

取
組

国
民

、
事

業
者

、
N

P
O

、
地

方
公

共
団

体
、

国
等

が
連

携
し

て
取

組
み

を
進

め
る

こ
と

で
、

新
た

な
知

見
の

導
入

や
、

異
な

る
セ

ク
タ

ー
に

よ
る

客
観

的
な

評
価

等
を

通
じ

た
よ

り
効

果
的

な
枠

組
み

の
構

築
や

取
組

み
促

進
、

広
範

な
意

識
啓

発
等

を
実

施
す

る
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
生

物
多

様
性

枠
組

実
現

日
本

会
議

（
J
-
G

B
F
）
に

お
け

る
連

携
や

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

宣
言

の
呼

び
か

け
等

を
進

め
、

2
0
2
5
年

6
月

末
現

在
で

9
3
5
者

、
団

体
が

宣
言

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
各

種
認

証
制

度
（
F
S
C

、
A

S
C

、
R

S
P

O
等

）
は

、
自

然
資

本
の

持
続

可
能

な
活

用
を

目
的

と
し

て
お

り
、

そ
の

取
引

量
は

増
加

傾
向

に
あ

る
。

引
き

続
き

、
J
-
G

B
F
を

通
じ

た
連

携
を

は
じ

め
と

し
て

、
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
経

営
推

進
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

お
け

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
マ

ッ
チ

ン
グ

を
進

め
る

と
と

も
に

、
各

種
認

証
制

度
の

活
用

も
促

進
す

る
。

①
J
-
G

B
F
の

活
動

（
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
関

係
会

議
開

催
数

）

②
3
0
by

3
0
ア

ラ
イ

ア
ン

ス
の

参
加

者
数

③
森

里
川

海
の

活
動

（
広

報
等

の
国

民
へ

の
ア

プ
ロ

ー
チ

数
（
H

P
ア

ク
セ

ス
数

）
）

④
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
官

民
連

携
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
に

登
録

し
て

い
る

地
方

公
共

団
体

の
う

ち
、

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

の
取

組
を

事
業

化
し

た
地

方
公

共
団

体
数

①
現

状
値

　
年

５
回

以
上

目
標

値
　

年
５

回
以

上 ②
現

状
値

：
3
3
7

（
2
0
2
2
年

1
2
月

）
目

標
値

：
5
0
0

（
2
0
2
5
年

）

③
現

状
値

2
5
,3

2
4
pv

(2
0
2
2
年

度
)

目
標

値
3
0
,0

0
0
pv

(2
0
3
0
年

度
)

④
現

状
値

　
1
6

（
2
0
2
1
年

）
目

標
値

　
7
0
（
2
0
2
5

年
）

①
年

６
回

（
2
0
2
4
年

度
）

②
1
0
5
5

（
2
0
2
5
年

6
月

2
5
日

時
点

）

③
5
2
9
9
6
pv

（
2
0
2
4
年

3
月

時
点

)
7
8
,3

2
0
pv

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

④
2
4
自

治
体

（
2
0
2
2

年
）

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

基
盤

的
事

業
費

の
う

ち
、

生
物

多
様

性
主

流
化

推
進

事
業

費

5
-
2
-
2
1

全
国

水
生

生
物

調
査

河
川

に
生

息
す

る
水

生
生

物
を

指
標

と
し

た
水

質
の

調
査

は
、

調
査

を
通

じ
て

身
近

な
自

然
に

接
す

る
こ

と
に

よ
り

、
環

境
問

題
へ

の
関

心
を

高
め

る
良

い
機

会
と

な
る

こ
と

か
ら

、
市

民
参

加
型

の
全

国
水

生
生

物
調

査
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。
【
環

境
省

、
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

過
年

度
の

調
査

結
果

お
よ

び
該

当
年

度
の

調
査

実
施

に
関

す
る

報
道

発
表

に
よ

る
呼

び
か

け
等

を
行

い
、

市
民

参
加

型
の

全
国

水
生

生
物

調
査

を
実

施
し

て
き

た
。

引
き

続
き

、
市

民
参

加
型

の
全

国
水

生
生

物
調

査
を

実
施

・
推

進
す

る
。

水
質

汚
濁

防
止

推
進

費

5
-
2
-
2
2

流
域

関
係

者
連

携
に

よ
る

河
川

等
の

水
質

調
査

の
推

進

地
域

住
民

と
協

働
し

て
、

水
生

生
物

等
の

簡
易

的
な

指
標

を
用

い
た

水
質

調
査

や
人

の
感

覚
に

よ
る

水
質

評
価

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
地

域
の

河
川

環
境

保
全

に
対

す
る

関
心

・
理

解
を

醸
成

す
る

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

地
域

住
民

と
協

働
し

て
、

水
生

生
物

等
の

簡
易

的
な

指
標

を
用

い
た

水
質

調
査

や
、

水
の

に
お

い
や

ゴ
ミ

の
量

な
ど

人
の

感
覚

に
よ

る
水

質
評

価
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

地
域

の
河

川
環

境
保

全
に

対
す

る
関

心
・
理

解
を

醸
成

し
た

。

引
き

続
き

、
地

域
住

民
と

協
働

し
て

、
水

生
生

物
等

の
簡

易
的

な
指

標
を

用
い

た
水

質
調

査
や

人
の

感
覚

に
よ

る
水

質
評

価
を

実
施

し
、

多
く
の

住
民

に
参

加
を

促
す

こ
と

に
よ

り
、

地
域

の
河

川
環

境
保

全
に

対
す

る
関

心
・
理

解
を

醸
成

す
る

。

治
水

事
業

等
関

係
費

の
内

数
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

等
の

内
数

5
-
3
-
1

ラ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ
ア

プ
ロ

ー
チ

を
用

い
た

統
合

的
な

取
組

の
推

進

ラ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ
ア

プ
ロ

ー
チ

の
観

点
か

ら
、

地
域

ご
と

に
多

様
な

ス
ケ

ー
ル

で
生

物
多

様
性

と
他

の
社

会
課

題
と

の
間

の
シ

ナ
ジ

ー
と

ト
レ

ー
ド

オ
フ

を
明

確
化

し
た

上
で

、
自

然
的

条
件

と
社

会
的

条
件

を
統

合
的

に
と

ら
え

、
地

域
の

多
様

な
主

体
の

参
画

を
得

て
様

々
な

取
組

を
協

調
す

る
こ

と
に

よ
り

、
望

ま
し

い
土

地
利

用
の

実
現

を
目

指
す

。
ま

た
、

そ
の

た
め

に
必

要
な

空
間

計
画

の
策

定
や

マ
ッ

プ
化

等
の

見
え

る
化

を
進

め
る

と
と

も
に

、
ラ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ

ア
プ

ロ
ー

チ
を

取
り

入
れ

た
各

種
計

画
や

戦
略

の
策

定
等

を
支

援
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

「
生

物
多

様
性

見
え

る
化

シ
ス

テ
ム

」
に

お
い

て
、

地
方

公
共

団
体

等
が

作
成

し
た

生
物

多
様

性
保

全
上

重
要

な
場

や
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

上
重

要
な

場
に

係
る

マ
ッ

プ
を

収
集

、
見

え
る

化
す

る
体

制
を

構
築

し
た

。

「
生

物
多

様
性

見
え

る
化

シ
ス

テ
ム

」
の

運
用

に
よ

り
自

然
共

生
サ

イ
ト

の
取

組
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
ラ

ン
ド

ス
ケ

ー
プ

ア
プ

ロ
ー

チ
に

よ
る

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
地

域
づ

く
り

の
支

援
等

を
通

し
て

モ
デ

ル
事

例
の

創
出

を
図

る
。

令
和

６
年

度
か

ら
令

和
1
0
年

度
ま

で
の

生
物

多
様

性
見

え
る

化
シ

ス
テ

ム
の

設
計

・
開

発
及

び
運

用
・
保

守
業

務

3
0
by

3
0
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

5
-
3
-
2

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
の

策
定

促
進

生
物

多
様

性
基

本
法

第
1
3
条

第
１

項
の

規
定

に
よ

り
地

方
公

共
団

体
が

策
定

に
努

め
る

こ
と

と
さ

れ
る

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
に

つ
い

て
、

地
域

の
実

情
を

踏
ま

え
つ

つ
本

戦
略

の
目

標
達

成
に

貢
献

す
る

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
が

多
く
の

地
方

公
共

団
体

で
策

定
さ

れ
る

よ
う

、
技

術
的

助
言

等
の

方
策

を
講

じ
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
自

治
体

が
自

然
の

有
す

る
多

様
な

機
能

を
活

用
し

、
地

域
課

題
の

解
決

及
び

国
家

戦
略

の
達

成
に

向
け

た
実

践
的

な
地

域
戦

略
を

策
定

・
改

定
す

る
に

あ
た

り
、

必
要

と
な

る
情

報
の

提
供

や
専

門
家

派
遣

等
の

技
術

的
支

援
・
伴

走
支

援
を

行
っ

た
。

引
き

続
き

、
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

策
定

支
援

業
務

に
よ

る
支

援
を

継
続

し
、

地
方

公
共

団
体

に
よ

る
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

の
策

定
数

増
加

に
向

け
て

取
組

み
を

推
進

す
る

。

①
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

策
定

地
方

公
共

団
体

の
割

合

②
本

戦
略

の
策

定
を

踏
ま

え
、

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
を

改
定

し
た

地
方

公
共

団
体

の
割

合

③
生

物
多

様
性

国
家

戦
2
0
2
3
-
2
0
3
0
を

踏
ま

え
た

策
定

・
改

定
に

際
し

、
技

術
的

支
援

等
を

実
施

し
た

地
方

公
共

団
体

数

①
現

状
値

都
道

府
県

1
0
0
%

市
区

町
村

9
.0

%
目

標
値

（
2
0
3
0
年

度
末

）
都

道
府

県
1
0
0
％

市
区

町
村

3
0
％

②
現

状
値

　
０

%
目

標
値

　
2
0
2
3
 年

２
月

時
点

で
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

を
策

定
済

み
の

地
方

公
共

団
体

の
う

ち
、

8
0
％

（
2
0
3
0
 年

度
）

③
現

状
値

　
０

目
標

値
　

3
0
（
2
0
2
5

年
度

末
）

①
都

道
府

県
1
0
0
%

市
区

町
村

9
.2

%
（
2
0
2
4
年

度
）

②
2
1
.2

％
（
2
0
2
4
年

度
）

③
1
9
件

（
2
0
2
4
年

度
）

生
物

多
様

性
国

家
戦

略
推

進
費

、
生

物
多

様
性

保
全

推
進

支
援

事
業

生
物

多
様

性
基

本
法

第
1
3
条

第
1
項

行
動

目
標

5
-
3
　

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
を

含
め

、
多

様
な

主
体

の
参

画
の

下
で

統
合

的
な

取
組

を
進

め
る

た
め

の
計

画
策

定
支

援
を

強
化

す
る

177



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
3
-
3

国
土

利
用

計
画

及
び

国
土

の
管

理
構

想
に

よ
る

国
土

の
適

切
な

利
用

・
管

理
の

推
進

国
土

利
用

計
画

（
全

国
計

画
）
に

お
い

て
、

O
E
C

M
に

よ
る

保
全

地
域

の
拡

大
等

の
自

然
環

境
の

保
全

・
再

生
・
活

用
を

含
む

国
土

の
適

切
な

利
用

・
管

理
に

関
す

る
基

本
的

な
方

向
性

を
示

す
と

と
も

に
、

そ
の

方
向

性
の

実
現

に
向

け
て

、
全

国
計

画
を

基
本

と
す

る
都

道
府

県
計

画
及

び
市

町
村

計
画

の
策

定
・
改

定
と

、
そ

れ
ら

の
実

行
計

画
と

な
る

都
道

府
県

、
市

町
村

及
び

地
域

の
各

レ
ベ

ル
の

管
理

構
想

の
取

組
を

一
体

的
に

推
進

す
る

。
【
国

土
交

通
省

】

○
b 

進
捗

中
・
「
第

六
次

国
土

利
用

計
画

（
全

国
計

画
）
」
を

2
0
2
3
年

７
月

に
策

定
し

、
国

土
利

用
の

基
本

方
針

と
し

て
「
健

全
な

生
態

系
の

確
保

に
よ

り
つ

な
が

る
国

土
利

用
・
管

理
」
の

方
向

性
を

示
し

た
。

・
「
国

土
利

用
計

画
（
市

町
村

計
画

）
策

定
の

手
引

き
」

を
2
0
2
5
年

４
月

に
策

定
し

、
市

町
村

計
画

の
策

定
・
改

定
を

促
進

し
た

。
・
管

理
構

想
に

つ
い

て
、

都
道

府
県

、
市

町
村

及
び

地
域

の
各

レ
ベ

ル
に

お
い

て
、

策
定

の
支

援
や

人
材

育
成

研
修

の
実

施
等

に
取

り
組

ん
だ

。

取
組

意
欲

の
喚

起
等

が
課

題
と

な
っ

て
お

り
、

引
き

続
き

、
国

土
利

用
計

画
（
都

道
府

県
計

画
、

市
町

村
計

画
）
の

策
定

・
改

定
を

促
す

と
と

も
に

、
都

道
府

県
、

市
町

村
及

び
地

域
の

管
理

構
想

の
取

組
の

普
及

促
進

を
図

る
。

市
町

村
管

理
構

想
・
地

域
管

理
構

想
策

定
推

進
対

策

国
土

利
用

計
画

法

5
-
3
-
4

緑
の

基
本

計
画

の
策

定
等

の
推

進
市

町
村

が
定

め
る

緑
の

基
本

計
画

の
策

定
や

改
定

に
当

た
り

、
「
生

物
多

様
性

に
配

慮
し

た
緑

の
基

本
計

画
策

定
の

手
引

き
」
等

の
活

用
を

促
し

、
生

物
多

様
性

の
確

保
に

配
慮

し
た

公
園

緑
地

等
の

整
備

や
維

持
管

理
を

推
進

す
る

。
【
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

の
都

市
緑

地
法

改
正

を
踏

ま
え

同
年

1
2
月

に
策

定
し

た
「
都

市
に

お
け

る
緑

地
の

保
全

及
び

緑
化

の
推

進
に

関
す

る
基

本
的

な
方

針
（
緑

の
基

本
方

針
）
」
で

緑
の

基
本

計
画

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

確
保

に
向

け
た

指
標

の
設

定
を

位
置

づ
け

促
進

を
図

っ
て

い
る

ほ
か

、
「
生

物
多

様
性

に
配

慮
し

た
緑

の
基

本
計

画
策

定
の

手
引

き
」
等

の
活

用
を

促
し

、
生

物
多

様
性

の
確

保
に

配
慮

し
た

公
園

緑
地

等
の

整
備

や
維

持
管

理
を

推
進

し
て

い
る

。

引
き

続
き

、
生

物
多

様
性

の
確

保
に

配
慮

し
た

緑
の

基
本

計
画

の
策

定
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

生
物

多
様

性
の

確
保

に
配

慮
し

た
公

園
緑

地
等

の
整

備
や

維
持

管
理

を
推

進
す

る
。

生
物

多
様

性
の

確
保

に
配

慮
し

た
緑

の
基

本
計

画
の

策
定

割
合

現
状

値
　

5
3
%
(2

0
2
0

年
度

）
目

標
値

　
6
0
%
(2

0
2
7

年
度

）

6
5
%
（
2
0
2
3

年
度

）
都

市
緑

地
法

5
-
3
-
5

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

女
性

参
画

の
推

進

生
物

多
様

性
の

保
全

に
関

わ
る

、
広

範
な

ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

の
意

見
を

統
合

し
、

よ
り

効
果

的
で

実
効

的
な

取
組

を
行

う
た

め
、

生
物

多
様

性
に

関
す

る
会

議
に

お
け

る
、

女
性

の
参

加
比

率
を

向
上

さ
せ

る
。

加
え

て
、

多
様

な
主

体
が

意
思

決
定

プ
ロ

セ
ス

に
参

加
し

や
す

く
な

る
よ

う
、

開
催

形
体

や
参

画
方

法
を

配
慮

す
る

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
生

物
多

様
性

に
関

す
る

会
議

に
お

け
る

、
女

性
の

参
加

比
率

の
向

上
に

努
め

た
。

ま
た

、
オ

ン
ラ

イ
ン

を
積

極
的

に
活

用
す

る
な

ど
検

討
会

等
の

開
催

形
態

や
参

画
方

法
に

つ
い

て
配

慮
し

た
。

引
き

続
き

生
物

多
様

性
に

関
す

る
会

議
に

お
け

る
、

女
性

の
参

加
比

率
の

向
上

に
努

め
る

と
と

も
に

、
検

討
会

等
の

開
催

形
態

や
参

画
方

法
に

つ
い

て
配

慮
を

進
め

る
。

①
生

物
多

様
性

保
全

に
関

す
る

審
議

会
の

女
性

委
員

の
比

率 ②
生

物
多

様
性

保
全

に
係

る
環

境
省

の
管

理
職

ポ
ス

ト
の

う
ち

、
女

性
が

占
め

る
割

合

①
現

状
値

2
2
%
(2

0
2
1
年

度
）

目
標

値
　

4
0
%

（
2
0
2
5
年

度
）

②
現

状
値

1
2
.3

%
(2

0
2
3
年

1
月

時
点

）
目

標
値

　
3
0
%

（
2
0
3
0
年

度
）

①
4
4
.4

%
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

②
1
2
.5

%
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

5
-
4
-
1

生
物

多
様

性
へ

の
資

源
動

員
の

強
化

国
内

外
に

お
け

る
生

物
多

様
性

に
係

る
取

組
全

体
を

底
上

げ
す

る
た

め
、

生
物

多
様

性
の

保
全

及
び

持
続

可
能

な
利

用
に

資
す

る
施

策
の

実
施

に
必

要
な

法
制

上
、

財
政

上
又

は
税

制
上

の
措

置
等

を
講

ず
る

と
と

も
に

、
国

際
的

な
資

源
動

員
へ

の
貢

献
を

強
化

す
る

。
そ

の
際

、
気

候
変

動
対

策
な

ど
他

の
施

策
と

の
相

乗
効

果
等

、
資

源
配

分
の

効
率

性
に

配
慮

す
る

。
【
環

境
省

、
関

係
府

省
】

b 
進

捗
中

我
が

国
は

G
B

F
基

金
に

拠
出

を
行

っ
た

ほ
か

、
生

物
多

様
性

日
本

基
金

を
通

じ
て

生
物

多
様

性
条

約
事

務
局

及
び

国
連

開
発

計
画

へ
の

継
続

的
な

拠
出

、
ま

た
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
国

際
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
事

務
局

へ
の

継
続

的
な

拠
出

を
行

い
、

こ
れ

ら
の

資
金

を
通

じ
、

生
物

多
様

性
の

保
全

及
び

持
続

可
能

な
利

用
を

推
進

し
た

。
こ

れ
ら

の
資

金
に

よ
る

活
動

は
、

気
候

変
動

に
対

す
る

強
靭

性
の

構
築

等
や

地
域

住
民

の
生

計
向

上
等

に
も

貢
献

し
た

。

我
が

国
か

ら
の

継
続

的
な

拠
出

を
行

う
べ

く
国

民
及

び
関

係
者

の
理

解
促

進
を

図
る

こ
と

、
ま

た
民

間
を

含
め

た
全

て
の

ソ
ー

ス
か

ら
の

資
源

動
員

を
推

進
す

る
こ

と
が

課
題

で
あ

り
、

今
後

も
、

拠
出

の
効

果
に

つ
い

て
積

極
的

な
情

報
発

信
を

推
進

す
る

。

5
-
4
-
2

「
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

へ
の

支
払

い
」
の

推
進

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
の

受
益

者
が

、
そ

の
恩

恵
に

対
す

る
資

金
負

担
を

行
う

「
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

へ
の

支
払

い
」
の

事
例

に
関

す
る

情
報

提
供

等
を

通
じ

て
、

国
内

で
の

普
及

を
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

・
環

境
省

H
P

内
に

掲
載

し
て

い
る

「
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

へ
の

支
払

い
～

日
本

の
優

良
事

例
の

紹
介

～
」
の

ペ
ー

ジ
を

活
用

し
、

地
方

公
共

団
体

や
企

業
等

に
対

し
て

事
例

紹
介

等
を

実
施

し
た

。
・
ま

た
、

生
物

多
様

性
の

価
値

取
引

制
度

等
の

社
会

経
済

的
な

仕
組

み
の

構
築

を
見

据
え

た
生

物
多

様
性

・
自

然
資

本
の

定
量

的
な

価
値

評
価

手
法

の
検

討
を

2
0
2
5
年

度
か

ら
開

始
し

た
。

・
今

後
も

同
ペ

ー
ジ

を
活

用
し

た
普

及
啓

発
を

実
施

す
る

。
・
生

物
多

様
性

の
価

値
評

価
及

び
そ

の
活

用
に

関
す

る
検

討
を

進
め

る
。

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

基
盤

的
事

業
費

の
う

ち
、

自
然

資
本

投
資

に
向

け
た

環
境

整
備

費

生
物

多
様

性
基

本
法

、
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

5
-
4
-
3

乾
燥

地
の

保
全

、
砂

漠
化

対
処

乾
燥

地
域

等
の

自
然

資
源

を
総

合
的

に
保

全
・
管

理
す

る
た

め
の

手
法

を
検

討
し

、
研

究
・
調

査
な

ど
を

実
施

す
る

。
ま

た
、

そ
れ

に
よ

り
得

ら
れ

た
科

学
的

知
見

を
条

約
締

約
国

会
議

や
補

助
機

関
会

合
な

ど
に

お
い

て
提

供
し

な
が

ら
、

世
界

の
砂

漠
化

問
題

に
積

極
的

に
取

り
組

む
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
4
年

度
か

ら
モ

ン
ゴ

ル
に

お
け

る
調

査
・
支

援
事

業
を

開
始

す
る

と
と

も
に

、
砂

漠
化

対
処

条
約

C
O

P
1
6

（
2
0
2
4
年

）
に

専
門

家
を

派
遣

す
る

な
ど

、
世

界
の

砂
漠

化
問

題
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
。

引
き

続
き

、
モ

ン
ゴ

ル
に

お
け

る
調

査
・
支

援
事

業
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
砂

漠
化

対
処

条
約

C
O

P
等

に
積

極
的

に
関

与
し

、
世

界
の

砂
漠

化
問

題
に

積
極

的
に

取
り

組
む

。

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

（
Ｎ

Ｐ
）
の

実
現

に
向

け
た

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

国
際

協
力

・
ル

ー
ル

先
導

推
進

費

行
動

目
標

5
-
4
　

生
物

多
様

性
に

有
害

な
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

の
特

定
・
見

直
し

の
検

討
を

含
め

、
資

源
動

員
の

強
化

に
向

け
た

取
組

を
行

う

178



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
4
-
4

生
物

多
様

性
保

全
等

に
資

す
る

優
遇

措
置

等

生
物

多
様

性
の

保
全

を
は

じ
め

自
然

環
境

の
保

全
活

動
な

ど
を

行
う

特
定

公
益

増
進

法
人

に
対

す
る

寄
付

金
の

優
遇

措
置

や
、

自
然

公
園

や
保

安
林

な
ど

に
指

定
さ

れ
た

区
域

内
の

土
地

に
係

る
所

得
税

・
法

人
税

・
地

方
税

の
特

例
な

ど
の

税
制

上
の

措
置

を
講

じ
る

。
【
環

境
省

、
農

林
水

産
省

】

a+
既

に
達

成
済

み
2
0
2
3
年

度
か

ら
2
0
2
4
年

度
ま

で
に

、
税

制
上

の
特

例
措

置
を

受
け

ら
れ

る
国

立
公

園
の

特
別

保
護

地
区

及
び

第
１

種
特

別
地

域
の

民
有

地
約

5
8
h
aを

拡
大

し
た

。
生

物
多

様
性

維
持

協
定

が
締

結
さ

れ
た

一
定

の
土

地
に

つ
い

て
、

相
続

税
及

び
贈

与
税

の
2
0
%
減

額
を

行
っ

た
。

自
然

環
境

保
全

地
域

及
び

都
道

府
県

自
然

環
境

保
全

地
域

特
別

地
域

内
の

一
定

の
土

地
等

を
、

特
別

目
的

の
た

め
譲

渡
し

た
場

合
の

所
得

税
及

び
法

人
税

の
特

例
措

置
を

講
じ

て
い

る
。

現
在

の
取

組
を

継
続

し
て

進
め

て
い

く
。

自
然

環
境

保
全

法

5
-
4
-
5

自
然

共
生

サ
イ

ト
認

定
に

係
る

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
の

検
討

自
然

共
生

サ
イ

ト
の

認
定

を
受

け
た

土
地

の
生

物
多

様
性

の
価

値
を

証
書

化
等

し
、

取
引

さ
れ

る
よ

う
な

枠
組

み
の

検
討

を
進

め
る

と
と

も
に

、
そ

れ
以

外
の

税
制

等
の

経
済

的
な

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
に

つ
い

て
の

導
入

可
能

性
や

実
効

性
等

の
検

討
を

行
う

。
【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
自

然
共

生
サ

イ
ト

を
法

制
化

す
る

「
地

域
生

物
多

様
性

増
進

法
」
が

2
0
2
5
年

４
月

か
ら

施
行

さ
れ

、
自

然
共

生
サ

イ
ト

に
対

し
て

支
援

を
行

っ
た

者
に

対
し

て
「
支

援
証

明
書

」
を

国
が

発
行

す
る

制
度

の
本

格
運

用
を

2
0
2
5
年

8
月

か
ら

開
始

し
た

。
支

援
証

明
書

お
よ

び
自

然
共

生
サ

イ
ト

は
、

民
間

企
業

が
T
N

F
D

情
報

開
示

に
活

用
す

る
こ

と
も

念
頭

に
制

度
設

計
し

て
お

り
、

よ
り

多
く
の

民
間

企
業

等
の

参
画

を
促

す
こ

と
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。

併
せ

て
、

地
域

の
取

組
を

補
助

す
る

「
生

物
多

様
性

保
全

推
進

支
援

事
業

」
に

つ
い

て
予

算
も

拡
充

し
た

。
ま

た
、

土
地

所
有

に
係

る
負

担
軽

減
に

つ
い

て
は

、
長

期
的

な
保

全
を

し
易

く
す

る
べ

く
、

「
生

物
多

様
性

維
持

協
定

」
が

締
結

さ
れ

た
一

定
の

土
地

に
つ

い
て

、
相

続
税

・
贈

与
税

の
評

価
額

を
2
0
％

減
額

す
る

こ
と

と
な

っ
た

。

国
内

企
業

に
対

す
る

支
援

証
明

書
制

度
の

制
度

普
及

を
行

う
と

と
も

に
、

保
全

活
動

が
継

続
的

か
つ

効
果

的
に

行
わ

れ
る

た
め

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

に
つ

い
て

の
検

討
を

行
う

 。

O
E
C

M
を

活
用

し
た

健
全

な
生

態
系

の
回

復
及

び
連

結
促

進
事

業

3
0
by

3
0
ロ

ー
ド

マ
ッ

プ

5
-
4
-
6

生
物

多
様

性
に

有
害

・
有

益
な

奨
励

措
置

に
係

る
対

応

国
内

の
補

助
金

を
含

む
各

種
奨

励
措

置
に

つ
い

て
、

生
物

多
様

性
に

有
害

な
も

の
を

特
定

し
、

該
当

す
る

奨
励

措
置

の
在

り
方

を
見

直
す

。
有

害
な

奨
励

措
置

の
特

定
作

業
に

当
た

っ
て

は
、

生
物

多
様

性
へ

の
影

響
を

見
極

め
る

た
め

、
関

係
省

庁
と

十
分

に
検

討
・
協

議
の

上
で

実
施

す
る

。
ま

た
、

見
直

し
に

つ
い

て
は

奨
励

措
置

の
利

用
者

に
十

分
配

慮
し

、
対

処
す

る
。

あ
わ

せ
て

、
有

益
な

奨
励

措
置

の
増

加
に

取
り

組
み

、
優

良
事

例
に

つ
い

て
は

横
展

開
す

べ
く
情

報
発

信
等

に
取

り
組

む
。

【
環

境
省

】

○
b 

進
捗

中
・
有

害
な

奨
励

措
置

の
特

定
及

び
そ

の
あ

り
方

の
見

直
し

の
方

向
性

に
つ

い
て

は
、

関
係

省
庁

、
O

E
C

D
等

と
の

意
見

交
換

を
含

め
検

討
を

行
っ

た
。

・
有

益
な

奨
励

措
置

に
つ

い
て

も
、

O
E
C

D
と

の
意

見
交

換
等

を
通

じ
、

O
E
C

D
の

P
IN

E
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

活
用

を
含

め
、

奨
励

措
置

の
特

定
等

に
関

す
る

検
討

を
行

っ
た

。

・
「
O

E
C

D
に

よ
る

有
害

補
助

金
の

特
定

に
関

す
る

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
作

成
中

）
」
の

内
容

も
含

め
、

有
害

な
奨

励
措

置
の

特
定

及
び

そ
の

あ
り

方
の

見
直

し
の

方
向

性
を

検
討

す
る

。
・
有

益
な

奨
励

措
置

に
つ

い
て

は
、

O
E
C

D
 P

IN
E

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

へ
の

日
本

の
取

り
組

み
追

加
に

つ
い

て
働

き
か

け
を

行
う

と
と

も
に

、
国

内
に

お
け

る
特

定
に

向
け

た
検

討
を

行
う

。

①
廃

止
・
見

直
し

等
を

行
っ

た
生

物
多

様
性

に
有

害
な

補
助

金
・
奨

励
措

置
の

予
算

総
額

②
生

物
多

様
性

に
有

益
な

取
組

の
支

出
総

額

①
現

状
値

　
-

目
標

値
　

-

②
現

状
値

　
-

目
標

値
　

-

①
-
（
2
0
2
4

年
度

）

②
-
（
2
0
2
4

年
度

）

5
-
5
-
1

S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ


S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
の

推
進

生
物

多
様

性
条

約
C

O
P

1
0
～

1
4
ま

で
の

決
定

を
踏

ま
え

、
二

次
的

自
然

環
境

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

保
全

と
そ

の
持

続
可

能
な

利
用

を
目

指
す

「
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
」
を

世
界

規
模

で
推

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

国
連

大
学

サ
ス

テ
イ

ナ
ビ

リ
テ

ィ
高

等
研

究
所

と
と

も
に

、
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
国

際
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
を

推
進

す
る

と
と

も
に

、
生

物
多

様
性

日
本

基
金

第
2
期

を
通

じ
て

S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

（
C

O
M

D
E
K
S
）
フ

ェ
ー

ズ
４

を
国

連
開

発
計

画
、

経
団

連
自

然
保

護
協

議
会

と
と

も
に

2
0
2
3

年
に

開
始

し
、

S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
の

現
場

に
お

け
る

ラ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ
レ

ベ
ル

の
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

推
進

し
た

。

S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
の

考
え

方
を

、
生

物
多

様
性

条
約

を
始

め
と

す
る

生
物

多
様

性
に

係
る

国
際

的
な

議
論

に
イ

ン
プ

ッ
ト

し
て

い
く
こ

と
が

課
題

で
あ

り
、

各
種

会
議

や
サ

イ
ド

イ
ベ

ン
ト

等
を

活
用

し
て

効
果

的
に

イ
ン

プ
ッ

ト
す

る
。

S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
に

関
連

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
実

施
数

現
状

値
　

4
5
8
件

目
標

値
　

6
0
0
件

（
2
0
2
8
年

）

4
7
2
（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

国
連

大
学

拠
出

金
（
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
国

際
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
実

施
事

業
）

生
物

多
様

性
条

約

S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ


S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
国

際
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
の

推
進

C
O

P
1
0
期

間
中

に
設

立
さ

れ
た

「
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
国

際
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
」
へ

の
参

加
を

広
く
呼

び
か

け
る

と
と

も
に

、
参

加
団

体
間

の
情

報
共

有
や

協
力

活
動

を
促

進
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
の

参
加

国
数

、
団

体
数

及
び

協
力

活
動

数
は

い
ず

れ
も

伸
び

て
お

り
、

各
国

へ
の

S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
の

普
及

が
進

ん
で

い
る

他
、

メ
ー

リ
ン

グ
リ

ス
ト

、
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
テ

ー
マ

別
レ

ビ
ュ

ー
、

IP
S
I-

9
等

の
機

会
等

を
活

用
し

て
参

加
団

体
間

の
情

報
共

有
が

進
ん

で
い

る
。

二
次

的
自

然
環

境
の

持
続

可
能

な
利

用
と

保
全

に
関

す
る

国
際

的
な

理
解

の
醸

成
に

つ
い

て
は

一
定

の
進

展
は

あ
っ

た
も

の
の

引
き

続
き

継
続

的
な

取
組

が
必

要
で

あ
り

、
各

種
会

議
等

の
場

を
通

じ
て

二
次

的
自

然
環

境
の

持
続

可
能

な
利

用
と

保
全

の
重

要
性

に
つ

い
て

イ
ン

プ
ッ

ト
を

行
う

と
と

も
に

、
各

国
政

府
に

対
し

て
個

別
に

働
き

か
け

を
行

う
。

①
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
国

際
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
団

体
の

本
部

事
務

所
等

所
在

国
数

②
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
国

際
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
へ

の
参

加
団

体
数

①
現

状
値

　
7
3

目
標

値
　

1
0
0

（
2
0
3
0
年

）

②
現

状
値

　
2
8
3
団

体 目
標

値
　

4
0
0
団

体
（
2
0
3
0
年

）

①
8
0
（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

②
3
3
7

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

国
連

大
学

拠
出

金
（
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
国

際
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
実

施
事

業
）

生
物

多
様

性
条

約

行
動

目
標

5
-
5
　

我
が

国
の

知
見

を
活

か
し

た
国

際
協

力
を

進
め

る

179



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ


G
E
F
、

C
E
P

F
に

よ
る

国
際

支
援

地
球

環
境

フ
ァ

シ
リ

テ
ィ

ー
（
G

E
F
）
や

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
・
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
基

金
（
C

E
P

E
）
等

を
通

じ
て

、
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
に

関
連

し
た

活
動

に
対

す
る

支
援

の
機

会
を

促
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

生
物

多
様

性
日

本
基

金
第

2
期

を
通

じ
て

開
始

さ
れ

た
C

O
M

D
E
K
S
フ

ェ
ー

ズ
４

に
お

い
て

、
G

E
F
小

規
模

グ
ラ

ン
ト

プ
ロ

グ
ラ

ム
（
S
G

P
）
を

通
じ

た
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
の

現
場

に
お

け
る

活
動

を
支

援
し

て
い

る
他

、
C

E
P

F
事

務
局

に
対

し
、

S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
の

考
え

方
を

考
慮

し
た

事
業

執
行

が
行

わ
れ

る
よ

う
適

切
な

イ
ン

プ
ッ

ト
を

実
施

し
た

。

G
E
F
の

S
G

P
以

外
の

資
金

を
通

じ
て

も
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
で

推
進

す
る

ラ
ン

ド
ス

ケ
ー

プ
ア

プ
ロ

ー
チ

を
基

に
し

た
地

域
の

自
然

資
源

の
持

続
可

能
な

利
用

と
保

全
を

推
進

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

が
行

わ
れ

る
よ

う
に

す
る

こ
と

が
課

題
で

あ
り

、
C

O
M

D
E
K
S
の

有
用

性
に

つ
い

て
効

果
を

示
し

広
報

し
て

い
く
と

と
も

に
G

E
F
評

議
会

等
の

機
会

を
通

じ
て

適
切

に
イ

ン
プ

ッ
ト

す
る

。

生
物

多
様

性
条

約
拠

出
金

5
-
5
-
2

途
上

国
に

お
け

る
陸

域
・
沿

岸
域

の
持

続
的

自
然

資
源

管
理

途
上

国
に

お
い

て
、

技
術

協
力

、
有

償
資

金
協

力
等

を
活

用
し

、
政

策
・
計

画
策

定
の

能
力

向
上

、
科

学
的

情
報

基
盤

の
整

備
、

地
域

住
民

と
の

協
働

等
を

通
じ

た
地

域
に

お
け

る
実

証
・
モ

デ
ル

化
、

リ
ソ

ー
ス

確
保

と
連

携
に

よ
る

ス
ケ

ー
ル

ア
ッ

プ
等

を
通

じ
て

、
自

然
環

境
の

減
少

と
劣

化
を

防
ぐ

こ
と

で
、

生
物

多
様

性
の

維
持

、
温

室
効

果
ガ

ス
の

排
出

抑
制

、
自

然
災

害
の

軽
減

化
な

ど
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

を
確

保
し

、
自

然
環

境
か

ら
の

様
々

な
恵

み
を

享
受

し
続

け
ら

れ
る

社
会

の
構

築
を

目
指

す
。

【
外

務
省

】

b 
進

捗
中

技
術

協
力

、
有

償
資

金
協

力
等

を
活

用
し

、
開

発
途

上
国

に
お

け
る

、
生

物
多

様
性

の
維

持
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
派

出
抑

制
、

自
然

災
害

の
軽

減
化

等
に

資
す

る
取

組
を

実
施

し
た

。

技
術

協
力

、
有

償
資

金
協

力
等

を
活

用
し

、
開

発
途

上
国

に
お

け
る

、
生

物
多

様
性

の
維

持
、

温
室

効
果

ガ
ス

の
派

出
抑

制
、

自
然

災
害

の
軽

減
化

等
に

資
す

る
取

組
を

引
き

続
き

実
施

す
る

。

自
然

環
境

保
全

を
担

う
途

上
国

機
関

の
体

制
強

化
、

人
材

育
成

人
数

現
状

値
　

-
目

標
値

　
自

然
環

境
保

全
を

担
う

中
央

／
地

方
政

府
に

お
け

る
4
8
以

上
の

機
関

の
体

制
が

強
化

さ
れ

、
行

政
官

等
が

1
2
0
0
0
人

養
成

さ
れ

る
。

(2
0
3
0
年

)

1
2
2
9
人

（
2
0
2
4
年

）
J
IC

A
運

営
費

交
付

金
の

内
数

5
-
5
-
3

開
発

協
力

大
綱

等
に

基
づ

く
生

物
多

様
性

分
野

へ
の

支
援

開
発

途
上

国
の

ニ
ー

ズ
、

生
物

多
様

性
を

取
り

巻
く
国

際
社

会
の

動
向

、
気

候
変

動
な

ど
の

地
球

規
模

の
課

題
な

ど
を

踏
ま

え
、

よ
り

効
果

的
か

つ
効

率
的

に
生

物
多

様
性

分
野

を
含

め
た

環
境

分
野

に
お

け
る

国
際

協
力

を
推

進
す

る
。

【
外

務
省

】

b 
進

捗
中

開
発

途
上

国
の

ニ
ー

ズ
、

生
物

多
様

性
を

取
り

巻
く

国
際

社
会

の
動

向
、

気
候

変
動

な
ど

の
地

球
規

模
の

課
題

な
ど

を
踏

ま
え

、
よ

り
効

果
的

か
つ

効
率

的
に

生
物

多
様

性
分

野
を

含
め

た
環

境
分

野
に

お
け

る
国

際
協

力
を

推
進

し
た

。

開
発

途
上

国
の

ニ
ー

ズ
、

生
物

多
様

性
を

取
り

巻
く

国
際

社
会

の
動

向
、

気
候

変
動

な
ど

の
地

球
規

模
の

課
題

な
ど

を
踏

ま
え

、
よ

り
効

果
的

か
つ

効
率

的
に

生
物

多
様

性
分

野
を

含
め

た
環

境
分

野
に

お
け

る
国

際
協

力
を

引
き

続
き

推
進

す
る

。

5
-
5
-
4

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
・
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
基

金
（
C

E
P

F
）

世
界

銀
行

、
地

球
環

境
フ

ァ
シ

リ
テ

ィ
及

び
国

際
N

G
O

コ
ン

サ
ベ

ー
シ

ョ
ン

・
イ

ン
タ

ー
ナ

シ
ョ

ナ
ル

が
2
0
0
0
年

８
月

に
共

同
設

立
し

た
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
・
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
基

金
（
C

E
P

F
）
を

通
じ

て
、

途
上

国
に

お
け

る
生

物
多

様
性

ホ
ッ

ト
ス

ポ
ッ

ト
の

効
果

的
な

保
護

を
支

援
す

る
。

【
財

務
省

】

b 
進

捗
中
20
24

年
6月

末
ま

で
に

、
25

か
所

の
生

物
多

様
性

ホ
ッ

ト
ス

ポ
ッ

ト
の

保
全

戦
略

が
実

施
さ

れ
、

支
援

対
象

団
体

数
は
2,
77
0団

体
に

上
っ

た
。

引
き

続
き

同
基

金
が

行
う

途
上

国
に

お
け

る
生

物
多

様
性

ホ
ッ

ト
ス

ポ
ッ

ト
の

保
全

の
取

組
を

支
援

す
る

。

5
-
5
-
5

J
IC

A
を

通
じ

た
国

際
協

力
の

推
進

 
・
二

国
間

協
力

と
し

て
は

、
国

際
協

力
機

構
（
J
IC

A
）
を

通
じ

た
技

術
協

力
を

実
施

し
、

開
発

途
上

国
に

お
け

る
持

続
可

能
な

森
林

経
営

や
生

物
多

様
性

保
全

へ
の

取
り

組
み

を
推

進
す

る
。

 
・
援

助
実

施
機

関
で

あ
る

J
IC

A
に

お
い

て
も

、
「
J
IC

A
環

境
社

会
配

慮
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
2
0
2
2
年

1
月

公
布

）
」
を

踏
ま

え
、

適
切

な
環

境
社

会
配

慮
の

も
と

で
、

案
件

形
成

・
実

施
に

努
め

る
。

【
外

務
省

、
財

務
省

】

b 
進

捗
中

・
J
IC

A
に

よ
る

技
術

協
力

を
通

じ
、

開
発

途
上

国
に

お
け

る
持

続
可

能
な

森
林

経
営

や
生

物
多

様
性

保
全

へ
の

取
組

を
推

進
し

た
。

・
J
IC

A
に

お
い

て
、

「
J
IC

A
環

境
社

会
配

慮
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
（
2
0
2
2
年

1
月

改
正

）
」
に

、
適

切
な

環
境

社
会

配
慮

の
下

で
、

案
件

形
成

・
実

施
に

努
め

た
。

・
J
IC

A
に

よ
る

技
術

協
力

を
通

じ
、

開
発

途
上

国
に

お
け

る
持

続
可

能
な

森
林

経
営

や
生

物
多

様
性

保
全

へ
の

取
組

を
引

き
続

き
推

進
す

る
。

・
J
IC

A
に

お
い

て
、

「
J
IC

A
環

境
社

会
配

慮
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
」
を

踏
ま

え
、

適
切

な
環

境
社

会
配

慮
の

下
で

、
案

件
形

成
・
実

施
に

引
き

続
き

努
め

る
。

5
-
5
-
6

途
上

国
の

森
林

減
少

・
劣

化
の

抑
制

と
持

続
可

能
な

森
林

経
営

の
促

進

・
開

発
途

上
国

の
森

林
減

少
・
劣

化
に

由
来

す
る

排
出

の
削

減
等

（
R

E
D

D
＋

(レ
ッ

ド
プ

ラ
ス

)）
の

促
進

や
森

林
の

防
災

・
減

災
機

能
の

強
化

に
資

す
る

技
術

開
発

や
人

材
育

成
等

を
支

援
す

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

緑
の

気
候

基
金

（
G

C
F
）
の

R
E
D

D
+
成

果
払

い
や

U
N

-
R

E
D

D
に

お
け

る
議

論
に

貢
献

し
、

R
E
D

D
+
の

国
際

的
な

連
携

・
協

力
を

推
進

し
た

。
ま

た
、

我
が

国
の

民
間

企
業

等
が

途
上

国
で

の
森

林
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

参
入

す
る

た
め

に
必

要
な

環
境

整
備

を
図

る
こ

と
に

よ
り

、
民

間
事

業
者

に
よ

る
R

E
D

D
+
を

含
む

森
林

保
全

の
取

組
を

促
し

た
。

途
上

国
の

森
林

の
防

災
・
減

災
等

の
機

能
強

化
に

治
山

技
術

を
適

用
す

る
手

法
を

開
発

す
る

と
と

も
に

、
こ

れ
ら

の
技

術
の

普
及

や
我

が
国

の
森

林
技

術
者

の
育

成
等

を
実

施
し

た
。

持
続

可
能

な
森

林
経

営
を

通
じ

た
地

球
温

暖
化

防
止

対
策

の
推

進
の

た
め

、
引

き
続

き
、

こ
れ

ら
の

取
組

を
実

施
す

る
。

特
に

、
民

間
企

業
等

の
参

画
が

よ
り

促
進

さ
れ

る
よ

う
、

我
が

国
の

技
術

の
活

用
に

よ
る

森
林

保
全

手
法

の
開

発
や

成
果

の
可

視
化

に
取

り
組

む
。

・
国

際
林

業
協

力
事

業
・
森

林
技

術
国

際
展

開
支

援
事

業
・
グ

ロ
ー

バ
ル

サ
ウ

ス
諸

国
に

お
け

る
森

林
を

活
用

し
た

防
災

・
減

災
技

術
展

開
促

進
事

業

5
-
5
-
7

途
上

国
の

森
林

保
全

・
造

成
等

の
た

め
の

国
際

的
支

援

途
上

国
に

お
け

る
森

林
保

全
・
造

成
に

関
す

る
技

術
・
資

金
協

力
、

合
法

で
持

続
可

能
な

木
材

サ
プ

ラ
イ

チ
ェ

ー
ン

の
構

築
、

及
び

森
林

の
整

備
･保

全
等

に
よ

る
山

地
流

域
の

強
靭

化
に

関
す

る
二

国
間

の
国

際
協

力
や

国
際

機
関

を
通

じ
た

多
国

間
の

支
援

を
す

る
。

【
農

林
水

産
省

、
外

務
省

】

b 
進

捗
中

国
連

食
糧

農
業

機
関

（
F
A

O
）
へ

の
拠

出
を

通
じ

、
森

林
の

整
備

･保
全

等
に

よ
る

山
地

流
域

の
強

靭
化

に
向

け
て

、
災

害
等

の
リ

ス
ク

評
価

や
管

理
に

係
る

課
題

の
調

査
や

分
析

、
能

力
開

発
の

支
援

を
実

施
、

加
え

て
、

森
林

減
少

・
劣

化
を

抑
止

す
る

一
体

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
を

ま
と

め
た

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

の
作

成
を

支
援

し
て

い
る

。
ま

た
、

国
際

熱
帯

木
材

機
関

（
IT

T
O

）
へ

の
拠

出
を

通
じ

、
熱

帯
木

材
生

産
国

に
お

け
る

持
続

可
能

な
木

材
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
構

築
・
展

開
に

関
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

支
援

し
て

い
る

。

今
後

も
引

き
続

き
、

森
林

の
整

備
・
保

全
等

を
通

じ
た

国
際

的
支

援
を

推
進

す
る

。
・
国

連
食

糧
農

業
機

関
（
F
A

O
）
拠

出
金 ・
国

際
熱

帯
木

材
機

関
(I
T
T
O

)拠
出

金

180



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
5
-
8

国
際

熱
帯

木
材

機
関

（
IT

T
O

）
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
支

援

国
際

熱
帯

木
材

機
関

（
IT

T
O

）
加

盟
国

に
お

け
る

、
合

法
で

持
続

可
能

な
熱

帯
木

材
の

貿
易

及
び

熱
帯

林
の

持
続

可
能

な
経

営
を

促
進

す
る

た
め

、
森

林
認

証
制

度
の

普
及

を
含

む
、

違
法

伐
採

対
策

や
森

林
経

営
能

力
開

発
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

の
実

施
を

支
援

し
、

熱
帯

林
を

は
じ

め
と

す
る

森
林

の
保

全
に

貢
献

す
る

。
【
外

務
省

、
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

熱
帯

木
材

生
産

加
盟

国
に

お
け

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

を
通

じ
て

、
合

法
で

持
続

可
能

な
熱

帯
木

材
の

貿
易

や
、

熱
帯

林
の

持
続

可
能

な
経

営
に

関
連

す
る

、
法

・
制

度
設

計
、

能
力

開
発

及
び

地
域

住
民

の
生

活
向

上
等

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

熱
帯

林
の

保
全

等
へ

貢
献

し
て

い
る

。

引
き

続
き

、
熱

帯
木

材
生

産
加

盟
国

に
お

け
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

等
を

通
じ

て
、

合
法

で
持

続
可

能
な

熱
帯

木
材

の
貿

易
及

び
熱

帯
林

の
持

続
可

能
な

経
営

を
促

進
す

る
た

め
の

、
法

・
制

度
設

計
や

能
力

開
発

等
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
熱

帯
林

を
は

じ
め

と
す

る
森

林
の

保
全

に
貢

献
す

る
。

①
持

続
可

能
な

森
林

経
営

の
促

（
IT

T
O

 加
盟

生
産

国
に

お
い

て
持

続
可

能
な

経
営

が
認

証
さ

れ
て

い
る

森
林

面
積

（
F
S
C

 と
P

E
F
C

 の
合

計
）
）

②
合

法
的

に
伐

採
さ

れ
た

木
材

貿
易

の
促

進
（
IT

T
O

 加
盟

生
産

国
に

お
け

る
C

o
C

（
C

h
ai

n
 o

f
C

u
st

o
dy

）
認

証
取

得
数

）

①
現

状
値

：
3
6
.4

 百
万

h
a（

2
0
2
1
 年

度
）

目
標

値
：
5
0
百

万
h
a

（
2
0
3
0
年

）

②
現

状
値

：
5
,4

8
4

（
2
0
2
1
 年

度
）

目
標

値
：
8
,0

0
0

（
2
0
3
0
年

）

①
4
2
.8

百
万

h
a（

2
0
2
4
年

度
）

②
7
,6

7
4

（
2
0
2
4
年

度
）

国
際

熱
帯

木
材

機
関

（
IT

T
O

）
拠

出
金

（
任

意
拠

出
金

）

国
際

熱
帯

木
材

協
定

、
外

務
省

設
置

法

5
-
5
-
9

国
際

熱
帯

木
材

機
関

（
IT

T
O

）
と

生
物

多
様

性
（
C

B
D

）
条

約
事

務
局

と
の

共
同

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
支

援

生
物

多
様

性
の

保
全

に
お

け
る

熱
帯

林
の

役
割

を
認

識
し

、
IT

T
O

‐
C

B
D

の
覚

書
（
M

o
U

）
基

づ
く
、

熱
帯

林
の

生
物

多
様

性
に

係
る

共
同

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
を

通
じ

た
取

組
を

実
施

す
る

。
【
農

林
水

産
省

、
外

務
省

】

b 
進

捗
中

国
際

熱
帯

木
材

機
関

（
IT

T
O

）
へ

の
拠

出
を

通
じ

、
食

料
生

産
等

と
調

和
し

た
持

続
可

能
な

森
林

経
営

を
促

進
す

る
た

め
、

生
態

系
回

復
・
保

全
の

た
め

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
の

作
成

や
関

係
者

の
能

力
開

発
等

、
熱

帯
林

の
生

物
多

様
性

の
保

全
に

貢
献

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

を
支

援
し

て
い

る
。

現
在

の
取

組
を

継
続

し
て

進
め

る
。

国
際

熱
帯

木
材

機
関

（
IT

T
O

）
拠

出
金

5
-
5
-
1
0

国
際

熱
帯

木
材

協
定

（
IT

T
A

）
実

施
合

法
的

に
伐

採
さ

れ
た

熱
帯

木
材

の
国

際
貿

易
の

拡
大

及
び

多
様

化
、

及
び

熱
帯

木
材

生
産

林
の

持
続

可
能

な
経

営
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

国
際

熱
帯

木
材

機
関

（
IT

T
O

）
事

務
局

の
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

加
盟

国
と

必
要

に
応

じ
た

積
極

的
な

情
報

交
換

を
行

い
、

国
際

熱
帯

木
材

協
定

（
IT

T
A

）
を

適
切

に
実

施
す

る
も

の
。

【
外

務
省

、
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

IT
T
O

の
最

高
意

思
決

定
機

関
で

あ
る

理
事

会
の

開
催

を
は

じ
め

と
す

る
IT

T
O

事
務

局
の

活
動

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

理
事

会
や

新
た

な
「
国

際
熱

帯
木

材
協

定
（
IT

T
A

）
」
の

作
成

に
向

け
た

作
業

部
会

を
含

む
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

他
の

加
盟

国
と

の
協

議
や

情
報

交
換

等
も

通
じ

て
、

IT
T
A

の
適

切
な

実
施

に
向

け
た

取
組

を
行

っ
て

い
る

。

引
き

続
き

、
IT

T
O

事
務

局
の

各
種

活
動

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

理
事

会
を

は
じ

め
と

す
る

関
連

会
合

に
積

極
的

に
参

画
し

、
他

の
加

盟
国

と
の

協
議

や
情

報
交

換
等

も
通

じ
て

、
IT

T
A

の
適

切
な

実
施

に
向

け
た

取
組

を
行

う
。

国
際

熱
帯

木
材

機
関

（
IT

T
O

）
分

担
金

国
際

熱
帯

木
材

協
定

、
外

務
省

設
置

法

5
-
5
-
1
1

IP
B

E
S
の

活
動

促
進

政
策

決
定

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

科
学

的
知

見
の

活
用

を
促

進
し

、
科

学
と

政
策

の
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
ー

ス
を

強
化

す
る

た
め

、
IP

B
E
S
（
In

te
rg

o
ve

rn
m

e
n
ta

l
S
c
ie

n
c
e
-
P

o
lic

y 
P

la
tf

o
rm

 o
n
 B

io
di

ve
rs

it
y 

an
d 

E
c
o
sy

st
e
m

 S
e
rv

ic
e
s）

に
対

し
て

科
学

的
根

拠
に

基
づ

く
効

果
的

、
効

率
的

な
枠

組
み

と
な

る
よ

う
積

極
的

に
参

加
・
貢

献
し

、
そ

の
た

め
の

国
内

体
制

を
整

備
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

IP
B

E
S
が

効
果

的
、

効
率

的
な

枠
組

み
と

な
る

よ
う

、
IP

B
E
S
総

会
へ

の
出

席
や

ア
セ

ス
メ

ン
ト

文
書

案
へ

の
イ

ン
プ

ッ
ト

等
を

実
施

し
た

。
ま

た
、

学
際

的
有

識
者

パ
ネ

ル
（
M

E
P

)や
ア

セ
ス

メ
ン

ト
報

告
書

執
筆

者
等

、
有

識
者

の
会

議
出

席
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
T
S
U

の
ホ

ス
ト

な
ど

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
作

成
さ

れ
た

ア
セ

ス
メ

ン
ト

レ
ポ

ー
ト

の
翻

訳
や

一
般

向
け

セ
ミ

ナ
ー

の
開

催
等

、
日

本
国

内
に

お
け

る
普

及
啓

発
を

実
施

し
た

。

引
き

続
き

、
IP

B
E
S
総

会
へ

の
出

席
や

ア
セ

ス
メ

ン
ト

文
書

へ
の

イ
ン

プ
ッ

ト
、

有
識

者
の

会
議

出
席

支
援

、
T
S
U

の
日

本
に

お
け

る
ホ

ス
ト

、
日

本
国

内
に

お
け

る
普

及
啓

発
を

推
進

し
、

IP
B

E
S
の

活
動

に
貢

献
す

る
。

生
物

多
様

性
及

び
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

に
関

す
る

政
府

間
科

学
政

策
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
（
IP

B
E
S
）
会

議
へ

の
専

門
家

派
遣

人
数

現
状

値
　

０
※

コ
ロ

ナ
に

よ
り

会
議

開
催

が
な

か
っ

た
た

め
目

標
値

　
５

(2
0
3
0

年
)

３
名

（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

・
生

物
多

様
性

及
び

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
政

府
間

科
学

政
策

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

（
IP

B
E
S
）
拠

出
金

・
生

物
多

様
性

及
び

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
科

学
政

策
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
推

進
費

・
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
（
Ｎ

Ｐ
）
の

実
現

に
向

け
た

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

国
際

協
力

・
ル

ー
ル

先
導

推
進

費
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
5
-
1
2

G
E
O

S
S
構

築
の

た
め

の
取

組
の

推
進

地
球

観
測

に
関

す
る

政
府

間
会

合
（
G

E
O

）
に

参
画

し
、

気
候

変
動

、
災

害
、

生
物

多
様

性
等

の
地

球
規

模
課

題
へ

の
対

応
に

向
け

た
政

策
決

定
等

に
貢

献
す

る
た

め
、

幅
広

い
ユ

ー
ザ

に
対

し
て

、
各

国
の

衛
星

、
海

洋
、

地
上

等
の

地
球

観
測

デ
ー

タ
及

び
そ

れ
ら

を
活

用
し

得
ら

れ
た

情
報

等
を

提
供

す
る

全
球

地
球

観
測

シ
ス

テ
ム

（
G

E
O

S
S
）
の

構
築

・
発

展
に

関
す

る
国

際
協

力
を

推
進

す
る

。
【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

本
会

合
や

執
行

委
員

国
会

議
等

の
各

種
会

合
へ

の
出

席
や

拠
出

金
の

負
担

、
2
0
2
4
年

9
月

に
東

京
で

開
催

さ
れ

た
第

1
6
回

ア
ジ

ア
・
オ

セ
ア

ニ
ア

地
域

G
E
O

（
A

O
G

E
O

）
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
通

じ
て

、
G

E
O

S
S
の

構
築

・
発

展
に

関
す

る
国

際
協

力
の

推
進

に
貢

献
し

て
い

る
。

2
0
2
3
年

1
1
月

の
第

1
9
回

G
E
O

本
会

合
で

採
択

さ
れ

た
「
2
0
2
6
年

以
降

の
G

E
O

戦
略

」
に

お
い

て
、

地
球

観
測

デ
ー

タ
を

は
じ

め
と

す
る

多
様

な
デ

ー
タ

を
統

合
し

、
そ

れ
を

モ
デ

ル
や

予
測

、
シ

ナ
リ

オ
分

析
等

と
組

み
合

わ
せ

、
課

題
解

決
に

向
け

た
政

策
判

断
や

行
動

に
必

要
な

知
識

や
洞

察
を

提
供

す
る

「
地

球
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ス
」
の

創
出

が
新

た
な

テ
ー

マ
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

た
。

今
後

は
、

G
E
O

S
S
の

構
築

・
発

展
に

加
え

、
地

球
イ

ン
テ

リ
ジ

ェ
ン

ス
の

創
出

に
向

け
た

国
際

協
力

も
推

進
す

る
。

（
目

標
）

生
物

多
様

性
を

含
む

地
球

規
模

課
題

へ
の

対
応

に
向

け
た

政
策

決
定

等
に

貢
献

す
る

た
め

、
各

国
の

地
球

観
測

デ
ー

タ
及

び
そ

れ
ら

を
活

用
し

得
ら

れ
た

知
見

等
を

共
有

す
る

た
め

の
基

盤
で

あ
る

G
E
O

S
S
の

構
築

・
発

展
に

関
す

る
国

際
協

力
を

推
進

す
る

。
ま

た
、

G
E
O

次
期

戦
略

ミ
ッ

シ
ョ

ン
に

お
い

て
、

生
物

多
様

性
に

関
す

る
取

組
を

重
点

的
取

組
事

項
と

し
て

位
置

づ
け

る

本
会

合
や

執
行

委
員

国
会

議
等

の
各

種
会

合
へ

の
出

席
や

拠
出

金
の

負
担

、
2
0
2
4

年
9
月

に
東

京
で

開
催

さ
れ

た
第

1
6
回

ア
ジ

ア
・
オ

セ
ア

ニ
ア

地
域

G
E
O

（
A

O
G

E
O

）
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

を
通

じ
て

、
G

E
O

S
S
の

構
築

・
発

展
に

関
す

る
国

際
協

力
の

推
進

に
貢

献
し

て
い

る
。

ま
た

、
2
0
2
5
年

5
月

の
第

2
0
回

本
会

合
に

て
承

認
さ

れ
た

「
2
0
2
6
年

以
降

の
G

E
O

ワ
ー

ク
プ

ロ
グ

ラ
ム

」
に

お
い

て
、

生
物

多
様

性
に

関
す

る
取

組
が

重
点

分
野

の
1
つ

に
位

置
づ

け
ら

れ
た

。
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

地
球

観
測

政
府

間
会

合
拠

出
金

5
-
5
-
1
3

ア
ジ

ア
太

平
洋

生
物

多
様

性
観

測
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
(A

P
B

O
N

）

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

保
全

の
た

め
の

取
組

を
よ

り
効

果
的

に
推

進
す

る
た

め
、

各
国

の
現

状
に

つ
い

て
の

情
報

交
換

な
ど

を
通

じ
、

同
地

域
に

お
け

る
生

物
多

様
性

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
観

測
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

活
動

を
支

援
し

、
地

域
の

連
携

を
深

め
る

。
ア

ジ
ア

太
平

洋
海

域
に

お
い

て
も

同
様

の
取

り
組

み
を

行
う

（
A

P
-
M

B
O

N
）
。

【
環

境
省

、
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

保
全

の
た

め
の

取
組

を
よ

り
効

果
的

に
推

進
す

る
た

め
、

国
際

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
及

び
ウ

ェ
ブ

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
し

、
生

物
多

様
性

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

の
観

測
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

活
動

を
支

援
し

、
連

携
を

深
め

た
。

引
き

続
き

国
際

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
や

ウ
ェ

ブ
セ

ミ
ナ

ー
を

開
催

す
る

こ
と

に
よ

り
、

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

に
お

け
る

生
物

多
様

性
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

観
測

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
動

を
支

援
し

、
地

域
の

連
携

を
深

め
る

。
ア

ジ
ア

太
平

洋
海

域
に

お
い

て
も

同
様

の
取

り
組

み
を

行
う

（
A

P
-
M

B
O

N
）
。

ま
た

、
よ

り
多

く
の

国
又

は
地

域
か

ら
の

参
加

を
促

す
た

め
メ

ー
リ

ン
グ

リ
ス

ト
を

活
用

す
る

。

（
目

標
）

生
物

多
様

性
情

報
の

収
集

・
提

供
を

行
う

場
で

あ
る

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

生
物

多
様

性
観

測
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

メ
ン

バ
ー

国
あ

る
い

は
地

域
の

う
ち

、
ウ

ェ
ブ

セ
ミ

ナ
ー

に
出

席
し

た
研

究
者

の
国

あ
る

い
は

地
域

の
割

合
が

７
割

以
上

を
維

持

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

生
物

多
様

性
観

測
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

メ
ン

バ
ー

国
あ

る
い

は
地

域
の

う
ち

、
ウ

ェ
ブ

セ
ミ

ナ
ー

に
出

席
し

た
研

究
者

の
国

あ
る

い
は

地
域

の
割

合
：

4
0
%
（
2
0
2
4

年
度

）

地
球

規
模

生
物

多
様

性
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
推

進
事

業
費

生
物

多
様

性
基

本
法

第
2
3
条

5
-
5
-
1
4

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

地
球

変
動

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
A

P
N

）

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

地
球

変
動

研
究

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
A

P
N

）
を

通
じ

て
、

地
域

研
究

者
と

の
共

同
研

究
や

能
力

開
発

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

開
催

等
を

通
じ

、
地

域
各

国
の

政
策

担
当

者
と

の
連

携
強

化
を

促
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

研
究

支
援

等
を

通
じ

、
生

物
多

様
性

に
関

す
る

専
門

家
グ

ル
ー

プ
と

連
携

し
て

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

の
科

学
的

能
力

向
上

に
貢

献
し

て
き

た
。

引
き

続
き

、
地

域
研

究
者

と
の

共
同

研
究

や
能

力
開

発
、

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

通
じ

、
地

域
各

国
の

政
策

担
当

者
と

の
連

携
強

化
を

促
進

す
る

。

研
究

支
援

等
を

通
じ

、
生

物
多

様
性

に
関

す
る

専
門

家
グ

ル
ー

プ
と

連
携

し
て

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

の
科

学
的

能
力

向
上

に
貢

献
す

る
。

あ
わ

せ
て

、
生

態
系

、
生

物
多

様
性

を
重

点
分

野
の

一
つ

に
捉

え
戦

略
的

に
取

り
組

み
、

各
種

関
連

会
議

へ
の

情
報

の
イ

ン
プ

ッ
ト

や
職

員
の

参
加

を
推

進
し

て
い

く
。

A
P

N
の

第
5

次
戦

略
計

画
（
2
0
2
0
年

～
2
0
2
6
年

）
に

沿
っ

て
進

め
て

い
る

。
（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

地
球

環
境

に
関

す
る

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

協
同

研
究

・
観

測
事

業
拠

出
金
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
5
-
1
5

生
物

多
様

性
条

約
関

連
会

合
等

へ
の

対
応


 生

物
多

様
性

条
約

関
連

会
合

へ
の

参
加

生
物

多
様

性
条

約
関

連
会

合
へ

の
参

加
を

通
じ

、
効

果
的

な
条

約
実

施
の

推
進

、
我

が
国

の
知

見
・
取

組
の

共
有

な
ど

、
地

球
規

模
で

の
生

物
多

様
性

の
保

全
及

び
持

続
可

能
な

利
用

の
達

成
に

貢
献

し
て

い
く
。

【
環

境
省

、
外

務
省

、
文

部
科

学
省

、
厚

生
労

働
省

、
農

林
水

産
省

、
経

済
産

業
省

】

b 
進

捗
中

生
物

多
様

性
条

約
関

連
会

合
（
代

表
団

登
録

が
求

め
ら

れ
る

公
式

会
合

）
に

は
、

す
べ

て
日

本
政

府
代

表
団

等
が

参
加

し
た

。
効

果
的

な
条

約
実

施
の

推
進

、
我

が
国

の
知

見
・
取

組
の

共
有

な
ど

、
地

球
規

模
で

の
生

物
多

様
性

の
保

全
及

び
持

続
可

能
な

利
用

の
達

成
に

貢
献

し
た

。

今
後

も
、

生
物

多
様

性
条

約
関

連
会

合
（
代

表
団

登
録

が
求

め
ら

れ
る

公
式

会
合

）
に

参
加

す
る

と
と

も
に

、
主

要
議

題
に

関
す

る
交

渉
等

、
議

論
へ

の
積

極
的

な
関

与
等

を
通

じ
て

、
効

果
的

な
条

約
実

施
の

推
進

等
に

貢
献

す
る

。

生
物

多
様

性
条

約
関

連
会

合
（
代

表
団

登
録

が
求

め
ら

れ
る

公
式

会
合

）
の

う
ち

、
日

本
政

府
代

表
団

等
が

参
加

し
た

割
合

現
状

値
　

1
0
0
%

目
標

値
　

1
0
0
%

1
0
0
%
（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

生
物

多
様

性
条

約

生
物

多
様

性
条

約
関

連
会

合
等

へ
の

対
応


生

物
多

様
性

条
約

締
約

国
会

議
及

び
関

連
会

合
の

結
果

に
関

す
る

周
知

生
物

多
様

性
条

約
の

締
約

国
会

議
や

、
関

連
す

る
科

学
技

術
補

助
機

関
（
S
B

S
T
T
A

：
S
u
bs

id
ia

ry
 B

o
di

e
s 

fo
r 

S
c
ie

n
ti
fi
c
, 
T
e
c
h
n
ic

ai
 a

n
d

T
e
c
h
n
o
lo

gi
c
al

 A
dv

ic
e
）
な

ど
に

お
け

る
議

論
の

状
況

等
を

国
民

に
周

知
し

、
条

約
の

実
施

へ
の

国
民

の
協

力
を

促
す

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

生
物

多
様

性
条

約
C

O
P

1
6
や

関
連

会
合

に
お

い
て

は
、

プ
レ

ス
リ

リ
ー

ス
の

み
な

ら
ず

、
記

者
ブ

リ
ー

フ
や

S
N

S
（
「
X
」
）
を

通
じ

た
周

知
、

一
般

向
け

報
告

会
等

を
通

じ
て

、
国

民
へ

の
周

知
や

条
約

実
施

に
向

け
た

国
民

の
協

力
を

促
進

し
た

。

今
後

の
生

物
多

様
性

条
約

C
O

P
に

お
い

て
も

、
同

様
の

周
知

・
発

信
を

行
い

、
条

約
実

施
に

向
け

た
国

民
の

協
力

を
促

す
。

（
目

標
）

概
ね

２
年

に
一

度
の

周
期

で
開

催
さ

れ
る

生
物

多
様

性
条

約
C

O
P

開
催

後
に

は
、

そ
の

内
容

の
結

果
報

告
を

行
い

、
ま

た
、

概
要

を
ま

と
め

た
国

民
向

け
の

資
料

等
を

作
成

・
公

開
す

る
。

生
物

多
様

性
条

約
C

O
P

1
6
開

催
後

、
結

果
概

要
を

と
り

ま
と

め
た

資
料

を
作

成
す

る
と

と
も

に
、

一
般

向
け

の
結

果
報

告
を

行
っ

た
。

(2
0
2
5

年
6
月

時
点

)

・
生

物
多

様
性

保
全

等
の

た
め

の
基

盤
的

事
業

費

生
物

多
様

性
条

約

生
物

多
様

性
条

約
関

連
会

合
等

へ
の

対
応


国

際
会

議
等

へ
の

専
門

家
の

派
遣

生
物

多
様

性
分

野
の

国
際

的
な

議
論

に
貢

献
す

る
た

め
、

生
物

多
様

性
条

約
関

連
会

合
や

国
際

機
関

へ
の

派
遣

な
ど

、
国

内
の

生
物

多
様

性
分

野
の

専
門

家
の

発
掘

・
支

援
・
育

成
を

行
う

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

IP
B

E
S
関

連
会

議
・
生

物
多

様
性

条
約

関
連

会
合

専
門

家
会

合
と

も
に

３
名

の
専

門
家

を
派

遣
す

る
と

と
も

に
、

ＩＰ
Ｂ

Ｅ
Ｓ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

執
筆

者
の

公
募

等
を

通
じ

て
、

国
内

の
生

物
多

様
性

分
野

の
専

門
家

の
発

掘
・

支
援

・
育

成
を

推
進

し
た

。

引
き

続
き

、
IP

B
E
S
関

連
会

議
や

生
物

多
様

性
条

約
関

連
会

合
専

門
家

会
合

に
専

門
家

を
派

遣
す

る
と

と
も

に
、

ＩＰ
Ｂ

Ｅ
Ｓ

ア
セ

ス
メ

ン
ト

執
筆

者
の

公
募

等
を

通
じ

て
、

国
内

の
生

物
多

様
性

分
野

の
専

門
家

の
さ

ら
な

る
発

掘
・
支

援
・
育

成
を

推
進

す
る

。

①
生

物
多

様
性

及
び

生
態

系
サ

ー
ビ

ス
に

関
す

る
政

府
間

科
学

政
策

プ
ラ

ッ
ト

フ
ォ

ー
ム

（
IP

B
E
S
）
へ

の
専

門
家

派
遣

人
数

②
生

物
多

様
性

に
係

る
条

約
関

連
専

門
家

会
合

に
派

遣
し

た
専

門
家

の
数

①
現

状
値

　
０

※
コ

ロ
ナ

に
よ

り
会

議
開

催
が

な
か

っ
た

た
め

目
標

値
　

５
（
2
0
3
0

年
）

②
現

状
値

　
０

※
コ

ロ
ナ

に
よ

り
会

議
開

催
が

な
か

っ
た

た
め

目
標

値
　

３
（
2
0
3
0

年
）

①
３

名
（
5
-

5
-
1
1
と

同
じ

）
(2

0
2
5
年

6
月

時
点

)

②
３

名
(2

0
2
5
年

6
月

時
点

)

・
生

物
多

様
性

保
全

等
の

た
め

の
基

盤
的

事
業

費
・
ネ

イ
チ

ャ
ー

ポ
ジ

テ
ィ

ブ
（
Ｎ

Ｐ
）
の

実
現

に
向

け
た

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

国
際

協
力

・
ル

ー
ル

先
導

推
進

費

5
-
5
-
1
6

生
物

多
様

性
条

約
の

適
切

な
実

施
生

物
多

様
性

の
保

全
、

そ
の

構
成

要
素

の
持

続
可

能
な

利
用

及
び

遺
伝

資
源

の
利

用
か

ら
生

ず
る

利
益

の
公

正
か

つ
衡

平
な

配
分

を
目

的
と

す
る

、
生

物
多

様
性

条
約

の
事

務
局

の
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
条

約
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

関
係

の
締

約
国

と
必

要
に

応
じ

た
積

極
的

な
情

報
交

換
を

行
い

、
条

約
を

適
切

に
実

施
す

る
も

の
。

【
外

務
省

】

b 
進

捗
中

意
見

提
出

等
の

非
金

銭
的

貢
献

及
び

義
務

的
拠

出
金

の
拠

出
を

継
続

し
、

生
物

多
様

性
条

約
の

事
務

局
の

活
動

を
支

援
し

た
。

締
約

国
会

議
や

補
助

会
合

、
非

公
式

協
議

等
の

条
約

関
連

会
合

に
積

極
的

に
参

画
し

、
関

係
の

締
約

国
と

必
要

に
応

じ
た

積
極

的
な

情
報

交
換

を
行

っ
た

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ピ

ア
レ

ビ
ュ

ー
へ

の
参

画
を

表
明

し
た

。
こ

れ
ら

の
取

り
組

み
等

を
通

じ
て

条
約

の
適

切
な

実
施

に
貢

献
し

た
。

引
き

続
き

、
意

見
提

出
等

の
非

金
銭

的
貢

献
及

び
義

務
的

拠
出

金
の

拠
出

を
継

続
し

、
生

物
多

様
性

条
約

の
事

務
局

の
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
条

約
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

関
係

の
締

約
国

と
必

要
に

応
じ

た
積

極
的

な
情

報
交

換
を

行
い

、
条

約
を

適
切

に
実

施
す

る
。

生
物

多
様

性
条

約
の

目
的

の
達

成
に

向
け

た
国

際
的

な
ル

ー
ル

作
り

の
推

進
（
生

物
多

様
性

条
約

締
約

国
会

議
に

お
け

る
決

定
の

数
）

現
状

値
　

3
5
本

（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

3
8
本

（
2
0
3
0
年

度
）

3
6
本

※
C

O
P

1
6
開

催
（
2
0
2
5
年

2
月

）
時

点

生
物

多
様

性
条

約
拠

出
金

（
義

務
的

拠
出

金
）

生
物

多
様

性
条

約
、

外
務

省
設

置
法
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
5
-
1
7

生
物

多
様

性
日

本
基

金
途

上
国

が
C

O
P

1
5
で

採
択

さ
れ

る
昆

明
・
モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

生
物

多
様

性
枠

組
を

達
成

す
る

た
め

の
国

際
協

力
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】
b 

進
捗

中
生

物
多

様
性

日
本

基
金

第
2
期

を
通

じ
て

、
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

及
び

行
動

計
画

（
N

B
S
A

P
）
ダ

イ
ア

ロ
ー

グ
の

開
催

支
援

等
を

実
施

し
、

昆
明

・
モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

生
物

多
様

性
枠

組
の

途
上

国
等

に
お

け
る

実
施

に
貢

献
し

た
。

生
物

多
様

性
日

本
基

金
第

2
期

が
2
0
2
8
年

に
終

期
を

迎
え

る
中

で
、

昆
明

・
モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

生
物

多
様

性
枠

組
の

目
標

年
で

あ
る

2
0
3
0
年

ま
で

途
上

国
へ

継
続

的
な

支
援

を
行

う
こ

と
及

び
2
0
3
0
年

以
降

の
枠

組
に

向
け

た
議

論
に

貢
献

し
て

い
く
こ

と
が

課
題

で
あ

り
、

必
要

な
予

算
を

確
保

で
き

る
よ

う
関

係
者

の
理

解
を

促
進

す
る

。

①
生

物
多

様
性

日
本

基
金

を
通

じ
生

物
多

様
性

条
約

事
務

局
が

主
催

し
た

能
力

構
築

等
の

会
議

開
催

累
積

数

②
生

物
多

様
性

条
約

事
務

局
主

催
の

能
力

構
築

等
の

会
議

に
参

加
し

、
生

物
多

様
性

国
家

戦
略

の
改

訂
を

実
施

し
た

国
の

累
積

数

③
生

物
多

様
性

日
本

基
金

を
通

じ
C

O
M

D
E
K
S

（
S
A

T
O

Y
A

M
A

イ
ニ

シ
ア

テ
ィ

ブ
推

進
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
に

よ
り

支
援

し
た

途
上

国
の

数

①
現

状
値

　
-

目
標

値
　

５
（
2
0
3
0

年
）

②
現

状
値

　
-

目
標

値
　

1
7
0

（
2
0
3
0
年

）

③
現

状
値

　
-

目
標

値
　

1
0
（
2
0
2
8

年
）

①
5
1
0

（
2
0
2
5
年

3
月

時
点

）

②
1
7
9

（
2
0
2
5
年

3
月

時
点

）

③
2
7
（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

）

生
物

多
様

性
条

約
拠

出
金

5
-
5
-
1
8

生
物

多
様

性
条

約
カ

ル
タ

ヘ
ナ

議
定

書
実

施

現
代

の
バ

イ
オ

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

に
よ

り
改

変
さ

れ
た

生
物

で
あ

っ
て

生
物

の
多

様
性

の
保

全
及

び
持

続
可

能
な

利
用

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

可
能

性
の

あ
る

も
の

の
国

境
を

越
え

る
安

全
な

移
送

、
取

扱
い

及
び

利
用

の
分

野
に

お
い

て
十

分
な

水
準

の
保

護
を

目
的

と
す

る
、

生
物

多
様

性
条

約
カ

ル
タ

ヘ
ナ

議
定

書
の

事
務

局
の

活
動

を
支

援
す

る
と

と
も

に
、

条
約

関
連

会
合

に
積

極
的

に
参

画
し

、
関

係
の

締
約

国
と

必
要

に
応

じ
た

積
極

的
な

情
報

交
換

を
行

い
、

条
約

を
適

切
に

実
施

す
る

。
【
外

務
省

、
財

務
省

、
文

部
科

学
省

、
厚

生
労

働
省

、
農

林
水

産
省

、
経

済
産

業
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

条
約

関
連

会
合

に
積

極
的

に
参

画
し

、
関

係
の

締
約

国
と

必
要

に
応

じ
た

積
極

的
な

情
報

交
換

を
行

い
、

条
約

を
適

切
に

実
施

し
て

い
る

。

引
き

続
き

、
条

約
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

関
係

の
締

約
国

と
必

要
に

応
じ

た
積

極
的

な
情

報
交

換
を

行
い

、
条

約
を

適
切

に
実

施
す

る
。

カ
ル

タ
ヘ

ナ
議

定
書

の
目

的
の

達
成

に
向

け
た

国
際

的
な

ル
ー

ル
作

り
の

推
進

（
カ

ル
タ

ヘ
ナ

議
定

書
締

約
国

会
議

に
お

け
る

決
定

の
数

）

現
状

値
　

1
4
本

（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

1
8
本

（
2
0
3
0
年

）

1
2
本

（
2
0
2
5

年
6
月

時
点

（
C

P
/
M

O
P

1
1
)）

生
物

多
様

性
条

約
カ

ル
タ

ヘ
ナ

議
定

書
拠

出
金

（
義

務
的

拠
出

金
）

生
物

多
様

性
条

約
カ

ル
タ

ヘ
ナ

議
定

書
、

外
務

省
設

置
法

5
-
5
-
1
9

生
物

多
様

性
条

約
名

古
屋

議
定

書
実

施

遺
伝

資
源

の
利

用
か

ら
生

ず
る

利
益

を
公

正
か

つ
衡

平
に

配
分

す
る

こ
と

並
び

に
こ

れ
に

よ
っ

て
生

物
の

多
様

性
の

保
全

及
び

そ
の

構
成

要
素

の
持

続
可

能
な

利
用

を
目

的
と

す
る

、
生

物
多

様
性

条
約

名
古

屋
議

定
書

の
事

務
局

の
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
条

約
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

関
係

の
締

約
国

と
必

要
に

応
じ

た
積

極
的

な
情

報
交

換
を

行
い

、
条

約
を

適
切

に
実

施
す

る
。

【
外

務
省

、
文

部
科

学
省

、
厚

生
労

働
省

、
農

林
水

産
省

、
経

済
産

業
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

意
見

提
出

等
の

非
金

銭
的

貢
献

及
び

義
務

的
拠

出
金

の
拠

出
を

継
続

し
、

生
物

多
様

性
条

約
の

事
務

局
に

よ
る

名
古

屋
議

定
書

に
関

す
る

活
動

を
支

援
し

た
。

締
約

国
会

議
や

補
助

会
合

、
非

公
式

協
議

等
の

条
約

関
連

会
合

に
積

極
的

に
参

画
し

、
関

係
の

締
約

国
と

必
要

に
応

じ
た

積
極

的
な

情
報

交
換

を
行

っ
た

。
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ピ

ア
レ

ビ
ュ

ー
へ

の
参

画
を

表
明

し
た

。
こ

れ
ら

の
取

り
組

み
等

を
通

じ
て

条
約

の
適

切
な

実
施

に
貢

献
し

た
。

引
き

続
き

、
意

見
提

出
等

の
非

金
銭

的
貢

献
及

び
義

務
的

拠
出

金
の

拠
出

を
継

続
し

、
生

物
多

様
性

条
約

の
事

務
局

の
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
他

の
A

B
S

関
係

の
条

約
と

の
整

合
性

を
確

保
す

る
た

め
に

国
内

外
で

積
極

的
な

情
報

交
換

を
行

い
、

こ
れ

ら
を

も
っ

て
条

約
を

適
切

に
実

施
す

る
。

名
古

屋
議

定
書

の
目

的
の

達
成

に
向

け
た

国
際

的
な

ル
ー

ル
作

り
の

推
進

（
名

古
屋

議
定

書
締

約
国

会
合

に
お

け
る

決
定

の
数

）

現
状

値
　

1
2
本

（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

1
6
本

（
2
0
3
0
年

度
）

1
4
本

※
C

O
P

1
6
開

催
（
2
0
2
5
年

2
月

）
時

点

生
物

多
様

性
条

約
名

古
屋

議
定

書
拠

出
金

（
義

務
的

拠
出

金
）

生
物

多
様

性
条

約
名

古
屋

議
定

書
、

外
務

省
設

置
法

5
-
5
-
2
0

日
中

韓
生

物
多

様
性

政
策

対
話

日
中

韓
生

物
多

様
性

政
策

対
話

に
お

い
て

、
昆

明
・
モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

生
物

多
様

性
枠

組
の

実
施

に
向

け
た

３
カ

国
間

の
知

見
の

共
有

等
を

進
め

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
3
年

は
中

国
、

2
0
2
4
年

は
日

本
で

日
中

韓
生

物
多

様
性

政
策

対
話

が
開

催
さ

れ
、

昆
明

・
モ

ン
ト

リ
オ

ー
ル

生
物

多
様

性
枠

組
の

実
施

に
向

け
た

３
カ

国
間

の
知

見
の

共
有

、
協

力
体

制
の

強
化

等
を

進
め

た
。

2
0
2
5
年

は
韓

国
に

て
開

催
さ

れ
、

そ
の

後
も

、
年

１
回

程
度

の
頻

度
で

開
催

さ
れ

る
本

対
話

に
参

画
し

、
さ

ら
な

る
３

カ
国

間
の

知
見

の
共

有
、

協
力

体
制

の
強

化
等

を
進

め
る

。

政
策

対
話

の
開

催
数

現
状

値
　

年
１

回
目

標
値

　
年

1
回

年
１

回
の

頻
度

で
開

催
さ

れ
て

い
る

(2
0
2
5
年

6
月

時
点

)

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

基
盤

的
事

業
費

日
中

韓
三

カ
国

環
境

大
臣

会
合

5
-
5
-
2
1

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
及

び
条

約
湿

地
の

保
全

、
賢

明
な

利
用

及
び

普
及

啓
発

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
湿

地
に

お
い

て
生

息
・
生

育
す

る
動

植
物

の
保

全
及

び
ワ

イ
ズ

ユ
ー

ス
（
賢

明
な

利
用

）
を

促
進

す
る

と
と

も
に

、
条

約
湿

地
の

質
を

よ
り

向
上

さ
せ

て
い

く
観

点
か

ら
、

こ
れ

ま
で

に
登

録
さ

れ
た

全
て

の
湿

地
に

つ
い

て
最

新
状

況
を

把
握

し
、

ラ
ム

サ
ー

ル
情

報
票

（
R

IS
）
の

更
新

を
行

う
。

そ
の

た
め

、
関

係
省

庁
、

地
方

公
共

団
体

や
地

域
住

民
、

N
G

O
、

専
門

家
、

地
域

住
民

、
ユ

ー
ス

な
ど

と
連

携
し

、
条

約
湿

地
に

関
す

る
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
調

査
や

情
報

整
備

、
湿

地
の

再
生

、
優

良
事

例
の

共
有

、
湿

地
教

育
を

含
む

普
及

啓
発

活
動

等
を

推
進

す
る

。
な

お
、

国
際

的
に

重
要

な
湿

地
の

基
準

を
満

た
す

こ
と

が
明

ら
か

で
あ

っ
て

、
登

録
に

よ
っ

て
地

域
に

よ
る

保
全

等
が

円
滑

に
推

進
さ

れ
る

と
考

え
ら

れ
る

湿
地

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
合

意
が

図
ら

れ
要

件
が

整
っ

た
も

の
に

つ
い

て
登

録
を

進
め

る
。

加
え

て
、

特
に

我
が

国
に

渡
来

す
る

水
鳥

類
の

渡
り

の
ル

ー
ト

上
に

位
置

す
る

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

に
お

い
て

、
湿

地
の

現
況

調
査

や
条

約
湿

地
の

候
補

地
選

定
支

援
、

普
及

啓
発

等
を

進
め

る
こ

と
に

よ
り

、
ア

ジ
ア

太
平

洋
地

域
に

お
け

る
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

の
履

行
や

、
渡

り
鳥

及
び

湿
地

保
全

へ
の

国
際

協
力

を
行

う
。

【
環

境
省

、
外

務
省

、
農

林
水

産
省

、
国

土
交

通
省

】

b 
進

捗
中

ラ
ム

サ
ー

ル
情

報
票

（
R

IS
）
に

つ
い

て
現

在
9
箇

所
の

更
新

作
業

を
し

て
い

る
。

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
登

録
湿

地
関

係
市

町
村

会
議

等
を

通
じ

て
、

国
内

外
の

湿
地

保
全

に
係

る
最

新
動

向
の

共
有

に
加

え
、

関
係

自
治

体
間

で
、

ワ
イ

ズ
ユ

ー
ス

（
賢

明
な

利
用

）
の

取
組

事
例

や
湿

地
教

育
を

は
じ

め
と

す
る

普
及

啓
発

活
動

等
（
C

E
P

A
）
の

情
報

共
有

と
連

携
が

進
め

ら
れ

て
い

る
。

R
IS

情
報

精
度

及
び

内
容

に
つ

い
て

、
過

去
の

R
IS

に
比

較
し

て
高

い
質

と
量

を
要

求
さ

れ
て

お
り

、
更

新
の

承
認

の
た

め
に

最
新

の
デ

ー
タ

収
集

に
加

え
、

各
国

の
最

新
R

IS
更

新
状

況
も

把
握

し
た

う
え

で
、

更
新

作
業

を
進

め
る

。
引

き
続

き
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

登
録

湿
地

関
係

市
町

村
会

議
等

を
通

じ
て

、
湿

地
保

全
に

資
す

る
ワ

イ
ズ

ユ
ー

ス
（
賢

明
な

利
用

）
の

取
組

事
例

や
湿

地
教

育
を

は
じ

め
と

す
る

普
及

啓
発

活
動

等
（
C

E
P

A
）
の

情
報

共
有

と
連

携
を

進
め

る
。

日
本

国
内

登
録

湿
地

の
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

情
報

票
（
R

IS
）
の

更
新

数

現
状

値
　

1
2
(2

0
2
2

年
)

目
標

値
　

5
3
（
2
0
3
0

年
）

1
8
(2

0
2
5
年

6
月

時
点

)
ア

ジ
ア

太
平

洋
地

域
渡

り
鳥

及
び

湿
地

保
全

推
進

費

特
に

水
鳥

の
生

息
地

と
し

て
国

際
的

に
重

要
な

湿
地

に
関

す
る

条
約

（
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

）
、

鳥
獣

の
保

護
及

び
管

理
並

び
に

狩
猟

の
適

正
化

に
関

す
る

法
律

、
自

然
公

園
法

、
河

川
法

184



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
5
-
2
2

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
の

実
施

国
際

的
に

重
要

な
湿

地
及

び
こ

れ
ら

の
湿

地
に

生
息

す
る

、
水

鳥
を

含
む

多
様

な
動

植
物

の
保

全
を

促
進

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

、
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

の
事

務
局

の
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
条

約
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

関
係

の
締

約
国

と
必

要
に

応
じ

た
積

極
的

な
情

報
交

換
を

行
い

、
条

約
を

適
切

に
実

施
す

る
。

加
え

て
、

同
条

約
の

勧
告

に
基

づ
き

、
提

出
す

る
こ

と
と

な
っ

て
い

る
国

別
報

告
書

に
つ

い
て

、
関

係
省

庁
、

地
方

公
共

団
体

や
N

G
O

 等
と

協
議

し
作

成
を

進
め

る
。

【
外

務
省

、
農

林
水

産
省

、
国

土
交

通
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

条
約

関
連

会
合

に
積

極
的

に
参

画
し

、
関

係
の

締
約

国
と

必
要

に
応

じ
た

積
極

的
な

情
報

交
換

を
行

い
、

条
約

を
適

切
に

実
施

し
て

い
る

。
2
0
2
5
年

7
月

の
締

約
国

会
議

（
C

O
P

1
5
）
に

向
け

て
、

国
別

報
告

書
を

提
出

済
み

で
あ

る
。

な
お

、
同

報
告

書
に

は
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

C
O

P
1
0
に

お
い

て
採

択
さ

れ
た

水
田

決
議

の
実

行
に

係
る

成
果

と
し

て
、

渡
り

鳥
や

そ
の

他
希

少
野

生
動

植
物

種
の

生
息

に
配

慮
し

た
水

田
の

冬
期

湛
水

等
の

取
組

を
記

載
し

た
。

ま
た

、
水

田
決

議
に

基
づ

く
取

組
の

推
進

の
た

め
、

関
係

省
庁

及
び

N
G

O
で

は
、

２
か

月
に

１
回

程
度

意
見

交
換

を
行

っ
て

い
る

。

引
き

続
き

、
条

約
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

関
係

の
締

約
国

と
必

要
に

応
じ

た
積

極
的

な
情

報
交

換
を

行
い

、
条

約
を

適
切

に
実

施
す

る
。

新
規

の
ラ

ム
サ

ー
ル

湿
地

登
録

に
つ

い
て

も
鋭

意
作

業
中

で
あ

る
。

国
内

の
ラ

ム
サ

ー
ル

条
約

登
録

湿
地

面
積

現
状

値
1
5
5
,1

7
4
h
a(

2
0
2
2

年
度

)
目

標
値

　
2
0
万

h
a(

2
0
3
0
年

）

1
5
5
,1

7
4
h
a

（
2
0
2
5
年

6
月

時
点

）

水
鳥

湿
地

保
全

条
約

拠
出

金
（
義

務
的

拠
出

金
）

ラ
ム

サ
ー

ル
条

約
、

外
務

省
設

置
法

5
-
5
-
2
3

渡
り

鳥
の

保
全

等
に

関
す

る
二

国
間

条
約

・
協

定
の

推
進

ア
メ

リ
カ

合
衆

国
、

中
国

、
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

、
ロ

シ
ア

と
の

間
で

締
結

す
る

二
国

間
渡

り
鳥

等
保

護
条

約
・
協

定
に

つ
い

て
、

こ
の

枠
組

み
に

基
づ

き
、

各
国

と
約

２
年

ご
と

に
定

期
会

議
を

開
催

し
情

報
交

換
を

行
う

。
ま

た
、

必
要

に
応

じ
て

渡
り

鳥
の

飛
来

経
路

な
ど

の
生

態
解

明
や

保
全

の
必

要
性

の
高

い
種

の
共

同
調

査
等

を
行

う
な

ど
、

各
国

と
連

携
・
協

力
し

渡
り

鳥
の

保
護

施
策

の
強

化
・
研

究
促

進
等

を
図

る
。

韓
国

と
の

間
で

は
日

韓
環

境
保

護
協

力
協

定
に

基
づ

き
渡

り
鳥

な
ど

の
保

護
協

力
を

行
う

。
【
環

境
省

、
外

務
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
2
年

1
1
月

に
日

豪
中

韓
渡

り
鳥

等
二

国
間

保
護

協
定

等
会

合
を

実
施

す
る

と
と

も
に

、
2
0
2
4
年

１
月

に
日

米
二

国
間

渡
り

鳥
等

保
護

会
合

を
実

施
し

た
。

ま
た

、
必

要
に

応
じ

て
渡

り
鳥

の
飛

来
経

路
な

ど
の

生
態

解
明

や
保

全
の

必
要

性
の

高
い

種
の

共
同

調
査

等
を

行
う

な
ど

、
各

国
と

連
携

・
協

力
し

、
渡

り
鳥

の
保

護
施

策
の

強
化

・
研

究
促

進
等

を
図

っ
た

。

2
0
2
5
年

1
0
月

に
中

国
に

お
い

て
日

豪
中

韓
二

国
間

渡
り

鳥
等

保
護

会
議

等
を

開
催

予
定

、
ま

た
2
0
2
6
年

に
は

、
日

本
に

お
い

て
日

米
二

国
間

渡
り

鳥
等

保
護

会
議

を
開

催
予

定
で

あ
る

。

引
き

続
き

、
必

要
に

応
じ

て
渡

り
鳥

の
飛

来
経

路
な

ど
の

生
態

解
明

や
保

全
の

必
要

性
の

高
い

種
の

共
同

調
査

等
を

行
う

な
ど

、
各

国
と

連
携

・
協

力
し

、
渡

り
鳥

の
保

護
施

策
の

強
化

・
研

究
促

進
等

を
図

る
。

ま
た

、
韓

国
と

の
間

で
は

日
韓

環
境

保
護

協
力

協
定

に
基

づ
き

、
渡

り
鳥

な
ど

の
保

護
協

力
を

行
う

。

（
目

標
）

二
国

間
渡

り
鳥

保
護

条
約

・
協

定
等

に
基

づ
く
二

国
間

会
議

を
、

各
国

と
約

２
年

お
き

に
開

催
す

る
た

め
、

国
内

に
お

け
る

渡
り

性
鳥

類
の

調
査

及
び

専
門

家
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

開
催

す
る

な
ど

の
取

組
を

実
施

す
る

。

2
0
2
3
年

１
月

ハ
マ

シ
ギ

会
議

を
実

施
。

 2
0
2
4
年

1
月

　
日

米
二

国
間

渡
り

鳥
等

保
護

条
約

会
議

を
実

施
。

2
0
2
5
年

1
0

月
　

日
豪

中
韓

二
国

間
渡

り
鳥

等
協

定
等

会
議

を
実

施
予

定
。

ア
ジ

ア
太

平
洋

地
域

渡
り

鳥
及

び
湿

地
保

全
推

進
費

二
国

間
渡

り
鳥

等
保

護
条

約
・

協
定

（
対

米
、

露
、

中
、

豪
）
、

環
境

の
保

護
の

分
野

に
お

け
る

協
力

に
関

す
る

日
本

国
政

府
と

大
韓

民
国

政
府

と
の

間
の

協
定

（
日

韓
環

境
保

護
協

力
協

定
）
、

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
野

生
動

植
物

の
種

の
保

存
に

関
す

る
法

律

5
-
5
-
2
4

東
ア

ジ
ア

・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

地
域

フ
ラ

イ
ウ

ェ
イ

・
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
（
E
A

A
F
P

)の
活

動
推

進

東
ア

ジ
ア

・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

地
域

フ
ラ

イ
ウ

ェ
イ

・
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
（
E
A

A
F
P

)
は

我
が

国
を

含
む

東
ア

ジ
ア

・
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

地
域

の
渡

り
鳥

の
飛

来
経

路
（
フ

ラ
イ

ウ
ェ

イ
）
に

お
い

て
、

各
国

の
関

係
省

庁
、

国
際

機
関

、
N

G
O

等
の

様
々

な
主

体
の

連
携

・
協

力
を

促
進

し
、

渡
り

性
水

鳥
と

そ
の

重
要

な
生

息
地

を
保

全
す

る
た

め
の

国
際

的
な

枠
組

み
で

あ
る

。
我

が
国

に
は

3
4
カ

所
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

参
加

地
が

あ
り

、
こ

れ
ら

の
参

加
地

に
お

い
て

、
普

及
啓

発
、

調
査

研
究

、
研

修
、

情
報

交
換

な
ど

の
活

動
を

推
進

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
3
年

３
月

に
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

・
ブ

リ
ス

ベ
ン

で
第

１
１

回
パ

ー
ト

ナ
ー

会
議

が
開

催
さ

れ
、

日
本

も
出

席
し

た
。

国
内

で
は

、
ツ

ル
類

国
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
ガ

ン
カ

モ
類

国
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

、
シ

ギ
チ

ド
リ

類
国

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

そ
れ

ぞ
れ

に
多

様
な

活
動

を
実

施
し

た
。

2
0
2
5

年
２

月
に

は
国

内
連

絡
会

、
同

年
３

月
に

は
フ

ラ
イ

ウ
ェ

イ
全

国
大

会
を

開
催

し
た

。

2
0
2
5
年

1
1
月

に
パ

ー
ト

ナ
ー

会
議

を
開

催
予

定
で

あ
る

。
国

内
で

は
、

ツ
ル

類
国

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

ガ
ン

カ
モ

類
国

内
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
、

シ
ギ

チ
ド

リ
類

国
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
そ

れ
ぞ

れ
に

多
様

な
活

動
を

実
施

し
て

お
り

、
2
0
2
5
年

度
内

に
国

内
連

絡
会

を
開

催
予

定
で

あ
る

。
こ

れ
ら

の
取

組
を

通
じ

、
普

及
啓

発
、

調
査

研
究

、
研

修
、

情
報

交
換

等
の

活
動

を
推

進
す

る
。

新
た

に
登

録
す

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
参

加
地

数

現
状

値
　

１
（
2
0
2
1

年
度

）
目

標
値

　
５

（
2
0
3
0

年
度

）

１
(2

0
2
5
年

6
月

時
点

)
ア

ジ
ア

太
平

洋
地

域
渡

り
鳥

及
び

湿
地

保
全

推
進

費

5
-
5
-
2
5

移
動

性
野

生
動

植
物

種
の

保
全

に
関

す
る

条
約

（
ボ

ン
条

約
）

「
移

動
性

野
生

動
植

物
種

の
保

全
に

関
す

る
条

約
（
ボ

ン
条

約
）
」
で

は
、

条
約

の
附

属
書

に
掲

載
さ

れ
る

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
移

動
性

野
生

動
植

物
種

の
保

全
の

た
め

、
捕

獲
の

禁
止

や
種

毎
の

協
定

・
覚

書
の

締
結

な
ど

が
行

わ
れ

て
い

る
。

我
が

国
は

、
本

条
約

で
捕

獲
が

禁
止

さ
れ

る
動

物
に

つ
い

て
我

が
国

と
は

意
見

を
異

に
す

る
部

分
が

あ
る

た
め

、
本

条
約

を
批

准
し

て
い

な
い

が
、

渡
り

性
の

鳥
類

に
つ

い
て

は
近

隣
国

と
二

国
間

条
約

・
協

定
を

結
ぶ

ほ
か

、
関

連
す

る
様

々
な

条
約

等
を

通
じ

絶
滅

の
お

そ
れ

の
あ

る
移

動
性

野
生

動
物

種
の

保
全

に
努

め
て

い
る

。
既

存
の

取
組

を
着

実
に

実
施

す
る

と
と

も
に

、
ボ

ン
条

約
に

関
し

て
は

、
継

続
的

な
情

報
の

収
集

に
努

め
、

必
要

な
場

合
に

は
、

本
条

約
又

は
関

連
す

る
協

定
・
覚

書
へ

の
対

応
も

検
討

す
る

。
【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

我
が

国
は

「
移

動
性

野
生

動
植

物
種

の
保

全
に

関
す

る
条

約
（
ボ

ン
条

約
）
」
を

批
准

し
て

い
な

い
が

、
渡

り
性

の
鳥

類
に

つ
い

て
は

近
隣

国
と

二
国

間
条

約
・
協

定
を

締
結

等
し

て
い

る
ほ

か
、

関
連

す
る

条
約

等
を

通
じ

、
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

移
動

性
野

生
動

物
種

の
保

全
に

努
め

て
い

る
。

引
き

続
き

、
渡

り
性

の
鳥

類
に

つ
い

て
は

、
近

隣
国

と
の

二
国

間
条

約
・
協

定
に

基
づ

く
取

組
を

進
め

て
い

く
と

と
も

に
、

関
連

す
る

条
約

等
を

通
じ

、
絶

滅
の

お
そ

れ
の

あ
る

移
動

性
野

生
動

物
の

保
全

に
努

め
る

。

移
動

性
野

生
動

植
物

種
の

保
全

に
関

す
る

条
約

（
ボ

ン
条

約
）

5
-
5
-
2
6

野
生

動
植

物
取

引
規

制
実

施
野

生
動

植
物

の
保

護
に

つ
い

て
、

資
源

利
用

と
生

態
系

・
環

境
の

保
全

を
調

和
さ

せ
る

持
続

可
能

な
利

用
の

考
え

方
に

立
つ

措
置

が
と

ら
れ

る
よ

う
、

ワ
シ

ン
ト

ン
条

約
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

関
係

の
締

約
国

と
必

要
に

応
じ

た
積

極
的

な
議

論
及

び
情

報
交

換
を

行
う

と
と

も
に

、
条

約
を

適
切

に
実

施
す

る
。

【
外

務
省

】

b 
進

捗
中

野
生

動
植

物
の

保
護

に
つ

い
て

、
資

源
利

用
と

生
態

系
・
環

境
の

保
全

を
調

和
さ

せ
る

持
続

可
能

な
利

用
の

考
え

方
に

立
つ

措
置

が
と

ら
れ

る
よ

う
、

ワ
シ

ン
ト

ン
条

約
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

関
係

の
締

約
国

と
必

要
に

応
じ

た
積

極
的

な
議

論
及

び
情

報
交

換
を

行
う

と
と

も
に

、
条

約
を

適
切

に
実

施
し

て
い

る
。

野
生

動
植

物
の

保
護

に
つ

い
て

、
近

年
の

条
約

事
務

局
及

び
加

盟
国

の
業

務
量

が
肥

大
化

し
て

い
る

。
こ

れ
は

不
明

確
な

基
準

に
よ

り
規

制
を

増
加

さ
せ

て
い

る
こ

と
に

原
因

が
あ

る
可

能
性

が
あ

り
、

真
に

保
護

を
必

要
と

す
る

種
の

保
全

に
取

り
組

む
こ

と
を

目
指

し
て

、
関

係
国

に
理

解
を

広
げ

て
い

き
た

い
。

ワ
シ

ン
ト

ン
条

約
締

約
国

会
議

に
お

け
る

決
議

及
び

決
定

の
採

択
に

よ
る

ワ
シ

ン
ト

ン
条

約
の

下
で

の
規

範
作

り
の

推
進

（
締

約
国

会
議

の
決

議
及

び
決

定
数

）

現
状

値
　

2
4
8
本

（
2
0
1
8
年

度
）

目
標

値
　

2
5
0
本

（
2
0
2
2
年

度
）

3
7
2
本

（
2
0
2
2
年

（
C

O
P

1
9
）

時
点

）

野
生

動
植

物
取

引
規

制
条

約
信

託
基

金
拠

出
金

（
義

務
的

拠
出

金
）

ワ
シ

ン
ト

ン
条

約
、

外
務

省
設

置
法

185



重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
5
-
2
7

ワ
シ

ン
ト

ン
条

約
M

IK
E
(ゾ

ウ
密

猟
監

視
）
プ

ロ
グ

ラ
ム

支
援

ア
フ

リ
カ

に
お

け
る

ゾ
ウ

の
密

猟
の

根
絶

や
関

係
者

の
監

視
能

力
向

上
等

に
係

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
レ

ン
ジ

ャ
ー

の
育

成
や

密
猟

監
視

ポ
ス

ト
の

建
設

等
）
を

支
援

し
、

野
生

動
植

物
違

法
取

引
対

策
の

強
化

を
通

じ
、

我
が

国
主

導
に

よ
る

地
球

環
境

問
題

の
解

決
に

向
け

た
取

組
を

促
進

す
る

。
【
外

務
省

】

b 
進

捗
中

ア
フ

リ
カ

に
お

け
る

ゾ
ウ

の
密

猟
の

根
絶

や
関

係
者

の
監

視
能

力
向

上
等

に
係

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
（
レ

ン
ジ

ャ
ー

の
育

成
や

密
猟

監
視

ポ
ス

ト
の

建
設

等
）
を

支
援

し
、

野
生

動
植

物
違

法
取

引
対

策
の

強
化

を
通

じ
、

我
が

国
主

導
に

よ
る

地
球

環
境

問
題

の
解

決
に

向
け

た
取

組
を

促
進

し
て

い
る

。
2
0
2
5
年

度
は

、
地

域
会

合
の

支
援

を
通

し
て

、
関

係
者

の
能

力
向

上
に

貢
献

す
る

。

引
き

続
き

、
ア

フ
リ

カ
に

お
け

る
ゾ

ウ
の

密
猟

の
根

絶
に

む
け

、
野

生
動

植
物

違
法

取
引

対
策

へ
の

能
力

強
化

を
目

的
と

し
た

関
係

者
の

監
視

能
力

向
上

等
に

係
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（
レ

ン
ジ

ャ
ー

の
育

成
や

密
猟

監
視

ポ
ス

ト
の

建
設

等
）
へ

の
支

援
を

介
し

て
、

我
が

国
主

導
に

よ
る

地
球

環
境

問
題

の
解

決
に

向
け

た
取

組
を

促
進

す
る

。
な

お
、

2
0
2
5
年

度
は

、
地

域
会

合
開

催
支

援
を

通
し

、
関

係
者

間
の

知
識

共
有

と
能

力
向

上
に

貢
献

す
る

。

途
上

国
に

お
け

る
多

数
国

間
環

境
条

約
の

遵
守

及
び

実
施

等
の

促
進

（
環

境
条

約
事

務
局

や
国

際
機

関
等

に
よ

る
会

合
開

催
や

途
上

国
の

能
力

構
築

の
支

援
、

環
境

条
約

の
遵

守
・
実

施
促

進
を

目
的

と
す

る
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
等

の
事

業
）

現
状

値
　

１
事

業
（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

1
事

業
（
2
0
3
0
年

度
）

1
事

業
（
2
0
2
5
年

度
）

多
数

国
間

環
境

条
約

遵
守

実
施

支
援

拠
出

金
（
旧

ハ
イ

レ
ベ

ル
政

治
フ

ォ
ー

ラ
ム

拠
出

金
）
（
任

意
拠

出
金

）

ワ
シ

ン
ト

ン
条

約
、

外
務

省
設

置
法

5
-
5
-
2
8

東
南

ア
ジ

ア
に

お
け

る
持

続
的

な
水

産
業

の
推

進

東
南

ア
ジ

ア
漁

業
開

発
セ

ン
タ

ー
（
S
E
A

F
D

E
C

）
へ

の
資

金
拠

出
及

び
専

門
家

派
遣

に
よ

る
、

A
S
E
A

N
地

域
に

お
け

る
国

際
資

源
管

理
の

推
進

や
環

境
・
安

全
配

慮
型

養
殖

手
法

の
開

発
の

推
進

を
通

じ
、

水
産

生
物

資
源

利
用

分
野

に
お

け
る

A
S
E
A

N
諸

国
と

の
協

力
関

係
の

強
化

を
図

る
。

【
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

A
S
E
A

N
地

域
に

お
け

る
国

際
資

源
管

理
の

推
進

や
環

境
・
安

全
配

慮
型

養
殖

手
法

の
開

発
の

推
進

を
通

じ
、

水
産

生
物

資
源

利
用

分
野

に
お

け
る

A
S
E
A

N
諸

国
と

の
協

力
関

係
の

強
化

の
た

め
、

東
南

ア
ジ

ア
漁

業
開

発
セ

ン
タ

ー
（
S
E
A

F
D

E
C

）
へ

の
資

金
拠

出
及

び
専

門
家

派
遣

を
行

っ
た

。

引
き

続
き

、
東

南
ア

ジ
ア

に
お

け
る

持
続

的
な

水
産

業
の

推
進

に
係

る
取

組
を

支
援

し
、

A
S
E
A

N
諸

国
と

の
協

力
関

係
を

強
化

す
る

。

東
南

ア
ジ

ア
地

域
持

続
的

水
産

業
推

進
事

業

5
-
5
-
2
9

国
際

的
な

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
保

全
へ

の
貢

献

国
際

的
に

劣
化

及
び

損
失

の
著

し
い

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
の

保
全

の
た

め
、

IC
R

I
等

の
国

際
会

議
へ

の
参

加
や

国
際

サ
ン

ゴ
礁

研
究

・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
の

取
組

を
通

じ
て

、
情

報
の

収
集

、
我

が
国

の
取

組
の

発
信

を
行

う
。

ま
た

、
東

ア
ジ

ア
地

域
に

お
け

る
サ

ン
ゴ

礁
保

全
に

貢
献

す
る

た
め

、
地

球
規

模
サ

ン
ゴ

礁
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
（
G

C
R

M
N

）
東

ア
ジ

ア
地

域
に

お
け

る
サ

ン
ゴ

礁
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

の
地

域
解

析
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
解

析
の

た
め

に
収

集
し

た
G

C
R

M
N

東
ア

ジ
ア

の
国

と
地

域
の

各
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
管

理
及

び
利

用
方

法
に

つ
い

て
整

理
し

、
適

切
な

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
構

築
す

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

IC
R

I等
の

国
際

会
議

へ
の

参
加

や
国

際
サ

ン
ゴ

礁
研

究
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
セ

ン
タ

ー
の

取
組

を
通

じ
て

、
情

報
の

収
集

、
我

が
国

の
取

組
の

発
信

を
行

っ
た

。
ま

た
、

東
ア

ジ
ア

地
域

に
お

け
る

サ
ン

ゴ
礁

保
全

に
貢

献
す

る
た

め
、

地
球

規
模

サ
ン

ゴ
礁

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
G

C
R

M
N

）
東

ア
ジ

ア
地

域
に

お
け

る
サ

ン
ゴ

礁
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

の
地

域
解

析
を

行
う

と
と

も
に

、
地

域
解

析
の

た
め

に
収

集
し

た
G

C
R

M
N

東
ア

ジ
ア

の
国

と
地

域
の

各
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

に
つ

い
て

、
管

理
及

び
利

用
方

法
に

つ
い

て
整

理
し

た
。

地
球

規
模

サ
ン

ゴ
礁

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

（
G

C
R

M
N

）
東

ア
ジ

ア
地

域
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
ー

タ
の

公
表

に
向

け
て

推
進

す
る

。

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
保

全
対

策
推

進
費

サ
ン

ゴ
礁

生
態

系
保

全
行

動
計

画
2
0
2
2
-
2
0
3
0

5
-
5
-
3
0

大
阪

ブ
ル

ー
・
オ

ー
シ

ャ
ン

・
ビ

ジ
ョ

ン
の

実
現

に
向

け
た

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

汚
染

に
対

処
す

る
新

た
な

国
際

的
枠

組
み

づ
く
り

、
及

び
そ

の
た

め
の

国
際

協
力

大
阪

ブ
ル

ー
・
オ

ー
シ

ャ
ン

・
ビ

ジ
ョ

ン
の

実
現

に
向

け
、

海
洋

環
境

を
含

む
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
汚

染
に

関
す

る
新

た
な

法
的

拘
束

力
の

あ
る

国
際

文
書

（
条

約
）
の

策
定

に
お

い
て

、
主

要
排

出
国

を
含

む
よ

り
多

く
の

国
が

参
加

す
る

実
効

的
か

つ
進

歩
的

な
枠

組
み

の
構

築
を

主
導

す
る

。
そ

の
た

め
、

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
環

境
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
手

法
の

調
和

や
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
の

構
築

、
３

R
・
廃

棄
物

適
正

処
理

に
関

す
る

技
術

支
援

、
E
R

IA
地

域
ナ

レ
ッ

ジ
セ

ン
タ

ー
（
E
R

IA
)を

通
じ

た
知

見
共

有
や

、
研

修
に

よ
る

人
材

育
成

等
の

国
際

協
力

に
よ

り
、

同
枠

組
み

の
実

効
性

強
化

を
促

進
す

る
。

【
環

境
省

、
外

務
省

、
経

済
産

業
省

】

○
b 

進
捗

中
・
2
0
1
7
年

4
月

に
設

立
し

た
「
ア

フ
リ

カ
の

き
れ

い
な

街
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
（
A

C
C

P
）
」
の

枠
組

み
の

下
、

J
IC

A
等

を
通

じ
、

廃
棄

物
に

関
す

る
知

見
や

デ
ー

タ
の

収
集

・
整

備
や

、
我

が
国

の
廃

棄
物

管
理

制
度

や
技

術
に

関
す

る
研

修
等

の
活

動
を

実
施

し
た

。

・
ア

ジ
ア

各
国

に
適

合
し

た
廃

棄
物

・
リ

サ
イ

ク
ル

制
度

や
有

害
廃

棄
物

等
の

環
境

上
適

正
な

管
理

（
E
S
M

）
の

定
着

の
た

め
、

J
IC

A
等

を
通

じ
、

ア
ジ

ア
太

平
洋

諸
国

の
う

ち
、

ベ
ト

ナ
ム

、
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
、

マ
レ

ー
シ

ア
、

ス
リ

ラ
ン

カ
、

カ
ン

ボ
ジ

ア
、

タ
イ

、
大

洋
州

等
に

つ
い

て
、

技
術

協
力

等
に

よ
り

廃
棄

物
管

理
や

循
環

型
社

会
の

形
成

を
支

援
し

た
。

・
実

効
性

強
化

に
つ

い
て

は
、

海
洋

表
層

マ
イ

ク
ロ

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

に
関

し
て

は
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
に

よ
る

手
法

の
調

和
（
2
0
1
9
年

、
2
0
2
3
年

）
や

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

の
構

築
を

実
施

（
2
0
2
4
年

）
。

E
R

IA
の

海
ご

み
ナ

レ
ッ

ジ
セ

ン
タ

ー
を

通
じ

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

を
通

じ
た

知
見

共
有

を
図

る
と

と
も

に
、

各
種

枠
組

み
の

下
で

能
力

強
化

の
研

修
を

実
施

し
て

い
る

。

・
引

き
続

き
途

上
国

を
対

象
と

し
た

循
環

経
済

及
び

廃
棄

物
管

理
制

度
や

技
術

に
関

す
る

人
材

育
成

支
援

等
を

継
続

し
て

進
め

て
い

く
。

・
マ

イ
ク

ロ
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
に

つ
い

て
は

、
特

に
東

南
ア

ジ
ア

や
ア

フ
リ

カ
、

南
ア

メ
リ

カ
、

ア
フ

リ
カ

周
辺

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
デ

ー
タ

が
不

足
し

て
い

る
。

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

デ
ー

タ
の

更
な

る
収

集
に

向
け

、
デ

ー
タ

の
利

活
用

の
重

要
性

の
理

解
促

進
が

必
要

で
あ

る
。

・
E
R

IA
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
、

日
本

の
進

ん
だ

技
術

・
知

見
を

各
国

に
活

用
・
共

有
し

つ
つ

、
A

S
E
A

N
地

域
に

お
い

て
、

汚
染

実
態

の
把

握
や

、
E
P

R
（
拡

大
生

産
者

責
任

）
等

を
活

用
し

た
プ

ラ
ご

み
削

減
に

向
け

た
議

論
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
汚

染
対

策
に

関
す

る
国

際
的

な
議

論
（
IN

C
等

）
に

も
貢

献
し

て
い

く
。

廃
棄

物
管

理
人

材
育

成
数

現
状

値
　

1
7
,0

0
0

（
2
0
2
2
年

8
月

）
目

標
値

　
1
0
,0

0
0
人

（
2
0
2
5
年

）

約
3
0
，

0
0
0

人
（
2
0
2
3

年
）

海
洋

ご
み

に
係

る
削

減
方

策
総

合
検

討
事

業
費

 海
洋

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

ご
み

総
合

対
策

費
、

海
洋

ご
み

に
係

る
削

減
方

策
総

合
検

討
事

業
費

5
-
5
-
3
１

バ
ラ

ス
ト

水
管

理
条

約
に

関
わ

る
国

際
的

議
論

へ
の

積
極

的
関

与

2
0
1
7
年

9
月

に
発

効
し

た
バ

ラ
ス

ト
水

管
理

条
約

に
つ

い
て

、
IM

O
の

海
洋

環
境

保
護

委
員

会
に

お
け

る
条

約
の

見
直

し
に

向
け

た
議

論
に

積
極

的
に

参
加

す
る

。
【
国

土
交

通
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

IM
O

の
海

洋
環

境
保

護
委

員
会

に
お

け
る

条
約

の
見

直
し

に
向

け
た

議
論

に
お

い
て

我
が

国
か

ら
提

案
を

行
う

な
ど

積
極

的
に

参
加

し
て

い
る

。

IM
O

の
海

洋
環

境
保

護
委

員
会

に
お

け
る

議
論

に
引

き
続

き
積

極
的

に
参

加
し

、
合

理
的

な
条

約
見

直
し

と
な

る
よ

う
に

努
め

る
。

海
洋

汚
染

等
及

び
海

上
災

害
の

防
止

に
関

す
る

法
律

5
-
5
-
3
2

世
界

遺
産

条
約

の
よ

り
良

い
実

施
へ

の
貢

献

2
0
2
2
年

は
、

1
9
7
2
年

の
ユ

ネ
ス

コ
総

会
で

の
世

界
遺

産
条

約
採

択
か

ら
5
0
年

の
節

目
を

迎
え

た
。

我
が

国
は

、
世

界
遺

産
委

員
会

の
委

員
国

と
し

て
の

こ
れ

ま
で

の
知

見
や

経
験

も
を

活
か

し
、

世
界

遺
産

条
約

の
よ

り
良

い
実

施
の

た
め

に
貢

献
す

る
。

【
外

務
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
1
年

か
ら

2
0
2
5
年

ま
で

の
世

界
遺

産
委

員
会

委
員

国
在

任
中

、
世

界
遺

産
条

約
の

適
切

な
実

施
と

委
員

会
の

円
滑

な
運

営
に

貢
献

す
る

よ
う

努
め

る
と

と
も

に
、

日
本

が
拠

出
す

る
ユ

ネ
ス

コ
日

本
信

託
基

金
を

用
い

て
国

際
的

な
貢

献
を

継
続

し
た

。

引
き

続
き

、
ユ

ネ
ス

コ
日

本
信

託
基

金
を

用
い

な
が

ら
、

よ
り

良
い

実
施

に
貢

献
す

る
。

世
界

遺
産

基
金

分
担

金
世

界
遺

産
条

約
第

1
6
条

１
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重 点
進

捗
評

価
関

係
制

度
・

法
令

名
称

施
策

の
取

組
状

況
と

成
果

課
題

と
今

後
の

方
針

指
標

/
目

標
当

初
の

値
と

目
標

値
点

検
値

予
算

事
業

名
施

策
番

号
施

策
名

施
策

の
概

要

5
-
5
-
3
3

ア
ジ

ア
・
太

平
洋

地
域

に
お

け
る

ユ
ネ

ス
コ

の
科

学
分

野
事

業
へ

の
協

力

ユ
ネ

ス
コ

エ
コ

パ
ー

ク
や

ユ
ネ

ス
コ

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
事

業
等

の
ユ

ネ
ス

コ
に

お
け

る
科

学
分

野
事

業
に

関
し

て
、

主
に

ア
ジ

ア
・
太

平
洋

地
域

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

会
合

へ
の

支
援

等
を

通
じ

、
我

が
国

の
知

見
や

経
験

の
共

有
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

の
強

化
を

行
う

こ
と

で
、

国
際

協
力

を
促

進
す

る
。

【
文

部
科

学
省

】

b 
進

捗
中

2
0
2
3
年

度
は

、
第

3
5
回

人
間

と
生

物
圏

(M
A

B
)計

画
国

際
調

整
理

事
会

、
第

8
回

ユ
ネ

ス
コ

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
カ

ウ
ン

シ
ル

に
参

加
し

た
。

2
0
2
4
年

度
は

、
第

3
6
回

人
間

と
生

物
圏

(M
A

B
)計

画
国

際
調

整
理

事
会

、
第

9
回

ユ
ネ

ス
コ

世
界

ジ
オ

パ
ー

ク
カ

ウ
ン

シ
ル

へ
参

加
し

た
。

2
0
2
5
年

9
月

に
中

国
（
杭

州
）
に

て
第

５
回

生
物

圏
保

存
地

区
世

界
大

会
が

開
催

さ
れ

、
日

本
で

の
取

り
組

み
に

つ
い

て
発

表
す

る
予

定
で

あ
る

。
引

き
続

き
、

我
が

国
の

知
見

や
経

験
の

共
有

や
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
機

能
の

強
化

を
行

う
こ

と
で

、
国

際
協

力
を

促
進

す
る

。

ユ
ネ

ス
コ

事
業

へ
の

協
力

5
-
5
-
3
4

独
立

行
政

法
人

製
品

評
価

技
術

基
盤

機
構

に
よ

る
多

国
間

の
取

組

独
立

行
政

法
人

製
品

評
価

技
術

基
盤

機
構

に
よ

る
多

国
間

の
取

組
と

し
て

、
日

本
、

韓
国

、
中

国
、

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

な
ど

1
2
か

国
に

よ
る

微
生

物
資

源
の

保
全

と
利

用
を

目
的

と
し

た
ア

ジ
ア

・
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

を
設

立
（
2
0
0
4
 年

）
し

、
各

国
の

遺
伝

資
源

機
関

と
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

よ
り

、
保

存
微

生
物

、
技

術
情

報
、

遺
伝

資
源

移
転

ル
ー

ル
の

共
有

化
及

び
人

材
育

成
な

ど
を

引
き

続
き

実
施

す
る

と
と

も
に

、
参

加
国

・
機

関
数

を
増

や
し

ア
ジ

ア
諸

国
/
地

域
の

遺
伝

資
源

機
関

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
大

と
強

化
を

行
う

。
【
経

済
産

業
省

】

b 
進

捗
中

ア
ジ

ア
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

は
、

現
在

、
１

4
か

国
・
地

域
の

3
5
機

関
が

参
画

す
る

国
際

的
な

情
報

交
換

の
場

と
な

っ
て

い
る

。
微

生
物

資
源

の
持

続
的

な
利

用
に

関
す

る
共

通
課

題
の

解
決

に
向

け
て

、
年

次
大

会
の

開
催

と
タ

ス
ク

フ
ォ

ー
ス

活
動

を
実

施
し

て
い

る
。

ア
ジ

ア
コ

ン
ソ

ー
シ

ア
ム

に
お

け
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

活
動

を
通

し
て

、
各

国
・
地

域
の

微
生

物
資

源
の

利
活

用
の

実
態

や
技

術
的

な
知

見
の

共
有

を
行

い
、

名
古

屋
議

定
書

の
枠

組
み

の
下

で
の

微
生

物
資

源
の

持
続

的
な

利
用

を
推

進
す

る
。

独
立

行
政

法
人

製
品

評
価

技
術

基
盤

機
構

運
営

費
交

付
金

5
-
5
-
3
5

食
料

及
び

農
業

の
た

め
の

植
物

遺
伝

資
源

に
関

す
る

国
際

条
約

の
適

切
な

実
施

我
が

国
が

2
0
1
5
年

1
0
月

2
8
日

に
加

盟
し

た
食

料
及

び
農

業
の

た
め

の
植

物
遺

伝
資

源
に

関
す

る
国

際
条

約
を

適
切

に
実

施
す

る
。

具
体

的
に

は
、

特
に

同
条

約
第

１
条

の
「
生

物
の

多
様

性
に

関
す

る
条

約
の

（
イ

）
食

料
及

び
農

業
の

た
め

の
植

物
遺

伝
資

源
の

持
続

可
能

な
利

用
」
に

沿
っ

た
協

力
を

「
遊

牧
民

伝
承

に
基

づ
く
モ

ン
ゴ

ル
草

原
植

物
資

源
の

有
効

活
用

に
よ

る
草

地
回

復
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
を

通
じ

て
行

う
。

【
外

務
省

、
農

林
水

産
省

】

b 
進

捗
中

意
見

提
出

等
の

非
金

銭
的

貢
献

及
び

拠
出

金
の

支
払

い
を

継
続

し
、

条
約

事
務

局
の

活
動

を
支

援
し

た
。

多
数

国
間

シ
ス

テ
ム

（
M

L
S
）
に

関
す

る
作

業
部

会
に

積
極

的
に

貢
献

し
、

関
連

締
約

国
と

必
要

に
応

じ
活

発
な

情
報

交
換

を
行

い
、

2
0
2
5
年

1
1
月

の
理

事
会

に
向

け
て

条
約

を
適

切
に

実
施

し
て

い
る

。

引
き

続
き

、
条

約
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

関
係

の
締

約
国

と
必

要
に

応
じ

た
積

極
的

な
情

報
交

換
を

行
い

、
条

約
を

適
切

に
実

施
す

る
。

5
-
5
-
3
6

砂
漠

化
対

処
条

約
の

実
施

地
球

規
模

の
影

響
が

懸
念

さ
れ

て
い

る
砂

漠
化

の
進

行
に

関
し

、
国

際
的

協
調

の
下

に
対

処
す

る
た

め
の

措
置

の
実

施
推

進
を

を
目

的
と

す
る

、
砂

漠
化

対
処

条
約

の
事

務
局

の
活

動
を

支
援

す
る

と
と

も
に

、
条

約
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

関
係

の
締

約
国

と
必

要
に

応
じ

た
積

極
的

な
情

報
交

換
を

行
い

、
条

約
を

適
切

に
実

施
す

る
も

の
。

【
外

務
省

、
環

境
省

】

b 
進

捗
中

義
務

的
拠

出
金

の
支

払
い

を
継

続
し

、
条

約
事

務
局

の
活

動
を

支
援

し
た

。
事

務
局

の
開

催
す

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

関
連

締
約

国
と

必
要

に
応

じ
た

活
発

な
情

報
交

換
を

行
い

、
2
0
2
6
年

8
月

の
第

1
7
回

締
約

国
会

議
に

向
け

て
条

約
を

適
切

に
実

施
し

て
い

る
。

引
き

続
き

、
条

約
関

連
会

合
に

積
極

的
に

参
画

し
、

関
係

の
締

約
国

と
必

要
に

応
じ

た
積

極
的

な
情

報
交

換
を

行
い

、
条

約
を

適
切

に
実

施
す

る
。

締
約

国
会

議
に

お
け

る
規

範
等

（
決

定
等

）
の

採
択

数

現
状

値
　

3
6
本

（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

4
0
本

(2
0
3
0
年

）

3
7
本

（
2
0
2
4

年
1
2
月

時
点

）

砂
漠

化
対

処
条

約
(義

務
的

拠
出

金
）

砂
漠

化
対

処
条

約
、

外
務

省
設

置
法

5
-
5
-
3
7

ア
ジ

ア
保

護
地

域
パ

ー
ト

ナ
ー

シ
ッ

プ
等

を
通

じ
た

国
立

公
園

の
情

報
発

信

国
立

公
園

に
お

け
る

地
域

の
多

様
な

主
体

と
連

携
協

力
し

た
保

護
管

理
シ

ス
テ

ム
や

誘
客

施
策

な
ど

我
が

国
の

先
進

的
な

取
組

を
国

内
外

に
発

信
し

、
「
ア

ジ
ア

保
護

地
域

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

」
等

を
通

じ
て

、
各

国
間

の
国

立
公

園
等

の
保

護
地

域
や

O
E
C

M
に

関
す

る
情

報
共

有
・
発

信
を

進
め

、
各

国
の

保
全

管
理

の
水

準
を

向
上

さ
せ

る
。

【
環

境
省

】

b 
進

捗
中

「
ア

ジ
ア

保
護

地
域

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

」
の

参
加

国
は

2
0
2
5
年

6
月

時
点

で
、

1
7
か

国
と

な
っ

て
お

り
、

そ
の

取
組

の
一

環
と

し
て

、
毎

年
運

営
委

員
会

等
に

お
い

て
ア

ジ
ア

各
国

の
保

護
区

に
関

す
る

情
報

及
び

知
見

の
共

有
等

を
進

め
て

い
る

。
ま

た
、

2
0
2
4
年

7
月

に
は

東
京

等
で

ア
ジ

ア
地

域
に

お
け

る
O

E
C

M
の

事
例

等
を

共
有

す
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

開
催

し
た

。

ア
ジ

ア
に

お
け

る
保

護
地

域
の

管
理

水
準

の
向

上
に

向
け

て
、

保
護

地
域

の
関

係
者

が
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
等

を
通

じ
て

情
報

共
有

を
図

る
枠

組
み

で
あ

る
「
ア

ジ
ア

保
護

地
域

パ
ー

ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

」
を

推
進

す
る

。

ネ
イ

チ
ャ

ー
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

（
N

P
）
の

実
現

に
向

け
た

生
物

多
様

性
保

全
等

の
た

め
の

国
際

協
力

・
ル

ー
ル

先
導

推
進

費

5
-
5
-
3
8

下
水

道
分

野
の

海
外

展
開

の
推

進
下

水
道

の
計

画
・
建

設
か

ら
管

理
・
運

営
に

至
る

ま
で

、
我

が
国

の
産

学
官

の
あ

ら
ゆ

る
ノ

ウ
ハ

ウ
を

結
集

し
、

海
外

で
持

続
可

能
な

下
水

道
シ

ス
テ

ム
を

普
及

さ
せ

、
公

共
用

水
域

の
水

質
の

保
全

に
資

す
る

た
め

の
国

際
協

力
を

推
進

す
る

。
具

体
的

に
は

、
政

府
間

会
議

や
セ

ミ
ナ

ー
等

の
開

催
、

途
上

国
を

対
象

と
し

た
研

修
の

実
施

、
本

邦
下

水
道

技
術

の
海

外
実

証
事

業
の

実
施

、
下

水
道

グ
ロ

ー
バ

ル
セ

ン
タ

ー
（
G

C
U

S
）
に

よ
る

官
民

連
携

で
の

海
外

展
開

活
動

等
を

通
じ

、
下

水
道

分
野

に
お

け
る

海
外

展
開

を
推

進
す

る
。

【
国

土
交

通
省

】

a+
既

に
達

成
済

み
東

南
ア

ジ
ア

諸
国

を
中

心
に

二
国

間
お

よ
び

多
国

間
で

の
政

府
間

会
議

や
セ

ミ
ナ

ー
を

実
施

し
、

そ
の

他
に

も
途

上
国

を
対

象
と

し
た

研
修

、
本

邦
下

水
道

技
術

の
海

外
実

証
事

業
を

実
施

し
た

。

下
水

道
イ

ン
フ

ラ
の

海
外

展
開

を
促

進
す

る
た

め
、

引
き

続
き

政
府

間
会

議
や

セ
ミ

ナ
ー

、
途

上
国

を
対

象
と

し
た

研
修

、
本

邦
下

水
道

技
術

の
海

外
実

証
事

業
を

実
施

す
る

。

国
内

外
で

開
催

し
た

セ
ミ

ナ
ー

、
政

府
間

対
話

等
の

数

現
状

値
　

1
1
件

（
2
0
2
2
年

度
）

目
標

値
　

1
1
件

(2
0
2
3
年

）

1
1
件

（
2
0
2
4

年
度

）
上

下
水

道
分

野
の

水
ビ

ジ
ネ

ス
国

際
展

開
経

費
、

官
民

連
携

に
よ

る
海

外
イ

ン
フ

ラ
展

開
の

推
進
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第３部  総括  
 

 第 1 部では、国家戦略 2023-2030 において取組の柱として位置付けている５つの基本戦略、並び

に基本戦略の下に掲げた状態目標及び行動目標（国別目標）のそれぞれについて、進捗状況の中間

評価を行った。 

 基本戦略１「生態系の健全性の回復」については、生態系の健全性は回復に向かっているとは言え

ないが、生物多様性を保全するとともに生物多様性の損失の直接的な要因に対処するための多くの取組に

進展があった。JBO4 中間提言では、生態系タイプによって傾向が異なるとされ、例えば、森林生態系の

うち二次林や、農地生態系のうち畑・果樹地・牧草地などで回復傾向にあると考えられる一方、農

地生態系のうち二次草原・草地及び里地里山、サンゴ礁生態系などでは損失傾向にあると考えられ

るとしている。特に二次草原・草地及び里地里山といった人の手が加わることで維持される生態系

については、多様な主体の参画の下で自然環境を保全・再生・創出する活動を促進していくことが

必要である。 

基本戦略２「自然を活用した社会課題の解決」については、その基盤となる生態系サービスは上

向いているとまでは言えないが、生態系が有する機能を持続的かつ効果的に活用するための取組や、

地域が抱える諸課題との統合的な対処に関する取組はそれぞれ進展しており、とりわけ生態系が有する

機能の可視化等は顕著に進展した。一方、再生可能エネルギーの導入時に生物多様性への配慮を促す取

組については更に進める必要がある。自然の恵みを活かして気候変動対策や防災・減災などの多様

な社会課題の解決に役立てようとするNbSの考え方や取組が世界的に広まりつつあることも踏まえ

ながら、農林水産業、気候変動対策、防災・減災、観光業など、生態系がもたらす供給、調整及び文

化的なサービスに依存するあらゆる分野の取組や事業活動に、生物多様性の保全と持続可能な利用を組

み込むことが必要である。 

基本戦略３「ネイチャーポジティブ経済の実現」については順調な出だしを切っているものと考え

られ、特に、事業活動における生物多様性への影響等の情報開示やそれを踏まえた投融資を促すための取

組や、持続可能な農林水産業の拡大に向けた取組等は着実に進んでいる。ただし、ネイチャーポジティ

ブ経営への移行に取り組んでいる事業者は日本全体の中ではまだ一部に留まることから、こうした取組を

より多くの事業者及び産業分野に浸透及び拡大させていくことが必要である。 

基本戦略４「生活・消費活動における生物多様性の価値の認識と行動（一人一人の行動変容）」に

ついては、生物多様性の重要性に対する知識の不足・無関心や、生物多様性の価値が統合されてい

ない社会構造を変えることにはまだ結びついていないが、生物多様性を重視する価値観を持った人

づくりや、生物多様性に正の貢献をする行動を後押しするための多くの取組に進展があった。一人

一人が生物多様性の重要性を認識し、日々の暮らしの中で生物多様性に配慮した又は保全に資する

行動をすることが重要であり、そのような行動変容につながる取組の強化が必要である。 

基本戦略５「生物多様性に係る取組を支える基盤整備と国際連携の推進」については、特に国内

の情報基盤の充実化が図られつつあり、また、世界的な資金の確保や国際連携の側面でも前進して

いる。特に、我が国の知見を活かした国際協力の取組は着実に進んでおり、国内での長期的なモニタ
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リングの実施や、地域における計画策定への支援、国内外での資源動員の強化等に関する取組について

も進展があった。一方、国内における専門人材の育成等については更に取り組む必要がある。また、今

回の中間評価全体において、技術的に評価が困難であった項目も一部あることから、引き続き関連

するデータの収集・蓄積や評価手法の確立に努める必要がある。 

 

進捗状況の評価結果は、全 40 の国別目標のうち、８つが「目標達成に向けて順調」、22 が「進展

したが、その程度は不⼗分」、９つが「大きな進展なし」、１つが「不明」との評価となった（表 3-

1 参照）。国家戦略 2023-2030 の策定から２年余りで「目標達成に向けて順調」となった国別目標が

複数あったことは特筆に値する。目標年である 2030 年までに向けては、「進展したが、その程度は

不⼗分」、「大きな進展なし」となった国別目標についてはもちろんのこと、「目標達成に向けて順調」

となった国別目標についても、達成に至らせるべく、さらに取組等を推進することが必要である。

また、「進展したが、その程度は不⼗分」、「大きな進展なし」となった国別目標については、関連指

標群のうち特に後退傾向にあったものについて改善させることが重要である。 

進捗状況の評価結果を状態目標・行動目標の別に見ると、状態目標については全 15 のうち、３つ

が「目標達成に向けて順調」、４つが「進展したが、その程度は不⼗分」、７つが「大きな進展なし」、

１つが「不明」との評価となった。行動目標については全 25 のうち、５つが「目標達成に向けて順

調」、18 が「進展したが、その程度は不⼗分」、２つが「大きな進展なし」との評価となった。全体

的には、行動目標に比べて、状態目標では進展しているものが限られるという結果となった。その

理由としては、行動が状態に作用し効果が発現するまでに一定程度の時間を要することや、行動の

規模等が状態を進展させるに十分ではないこと等が考えられる。 

 

 第２部では、行動目標毎に掲げた計 392 の具体的施策について、進捗評価、取組状況と成果、課

題と今後の方針等を点検した結果を掲載した。 

具体的施策の進捗状況の評価については、未着手であり「検討中」の施策は一つとしてなかった。

一定の取組が行われている「進捗中」の施策が大多数であり、基本戦略別ではいずれにおいても 90％

以上を占めた。また、わずかではあるが「既に達成済」の施策もあった。 

達成時期を 2030 年頃に設定している施策も多く、目標達成に至った施策はまだ限られているが、

国家戦略 2023-2030 の策定後に新たに開始された施策も少なくないなど、多くの施策で着実な進捗

が認められた。 

 

 以上から、国家戦略 2023-2030 の目標とする「2030 年ネイチャーポジティブ」の達成に向けた進

捗状況を総括すると、新枠組の採択後、世界の中でも早期に生物多様性国家戦略を策定してから２

年余りで、既に目標を達成した施策をはじめとして多くの施策で着実な進捗が見られ、ほとんどの

行動目標が進展した一方、状態目標では進展のあったものは半数弱に留まった。 

特に状態目標に係る評価結果を踏まえると、我が国の生物多様性の状態は全体として損失し続け

ており、生態系サービスの状態も回復するまでには至っていないと考えられる。ただし、前向きな
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兆しも一部あり、生物多様性の損失の背景に位置付けられる社会経済状況については、部分的であ

るが改善していると考えられる。 

2030 年ネイチャーポジティブの実現に向けては、歩みが捗々しくない国別目標はもとより、達成

に向けて順調と考えられる国別目標についても、更なる進展が求められる。生物多様性の保全と持

続可能な利用が一層進められ、それらが社会経済活動の中に組み込まれるよう、引き続き多角的な

取組を実施・加速化し、生物多様性の損失の直接要因と間接要因の双方に働きかけていくことが必

要である。そのためには、国をはじめ、地方公共団体、事業者、研究・教育機関、民間団体、国民

などの各主体が、参加、連携、協力、協働、行動していくことが欠かせない。 

 

 
表 3-1 国別目標の進捗状況の概要 

国別目標の評価結果 

① 達成  ０ 

② 目標達成に向けて順調 行動目標 2-1（生態系機能の可視化） 

状態目標 3‐2（負の影響の低減等） 

状態目標 3‐3（持続可能な農林水産業） 

行動目標 3-1（企業の情報開示） 

行動目標 3‐2（貢献技術・サービス支援） 

行動目標 3‐4（環境保全型農林水産業） 

状態目標 5‐1（情報基盤の整備等） 

行動目標 5‐5（国際協力） 

 

 

 

８ 

（内訳） 

状態目標：３ 

行動目標：５ 

③ 進展したが、その程度は不⼗分 行動目標 1‐1（陸と海の 30％以上保全） 

行動目標 1‐2（劣化地の 30％以上再生） 

行動目標 1‐3（汚染削減・外来種防止） 

行動目標 1-4（気候変動影響の最小化） 

行動目標 1‐5（希少種保護・状況改善） 

行動目標 1‐6（遺伝的多様性保全） 

行動目標 2‐2（自然活用地域づくり） 

行動目標 2‐3（気候変動関連自然再生） 

行動目標 2‐5（鳥獣との軋轢緩和） 

状態目標 3‐1（ESG 投融資の推進等） 

行動目標 3‐3（遺伝資源 ABS） 

状態目標 4‐2（消費行動における配慮） 

行動目標 4‐1（環境教育の推進） 

行動目標 4‐2（ふれあい機会の提供等） 

 

 

 

 

 

 

22 

（内訳） 

状態目標：４ 

行動目標：18 
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行動目標 4‐3（自主的行動変容促進） 

行動目標 4‐4（消費行動・選択肢提示） 

行動目標 4‐5（地域保全再生活動促進） 

状態目標 5‐2（生物多様性資金の確保） 

状態目標 5‐3（途上国支援能力構築等） 

行動目標 5‐1（学術研究・基礎調査等） 

行動目標 5‐3（地域戦略等策定支援） 

行動目標 5‐4（資源動員の強化） 

④ 大きな進展なし 状態目標 1‐1（生態系の健全性の回復） 

状態目標 1‐2（種の絶滅リスクの低減） 

状態目標 2‐1（生態系サービスの向上） 

状態目標 2‐2（気候変動対策による生態系影響減） 

状態目標 2‐3（鳥獣被害の緩和） 

行動目標 2‐4（再エネ導入時の配慮） 

状態目標 4‐1（自然重視の価値観形成） 

状態目標 4‐3（保全活動への積極的な参加） 

行動目標 5‐2（データ活用の人材育成） 

 

 

 

 

９ 

（内訳） 

状態目標：７ 

行動目標：２ 

⑤ 該当なし／適用不可  ０ 

⑥ 不明 状態目標 1‐3（遺伝的多様性の維持） 1 

（内訳） 

状態目標：１ 

行動目標：０ 

注）太字は状態目標を示す。各国別目標の（）内は省略した内容で記載している。各国別目標の全

文については第 1 部を参照。 
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